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「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」喜界島方言調査報告書 
 2011 年 8 月 15 日 国立国語研究所 

 
 

１．プロジェクトの概要 
 

 

１ プロジェクトの目的 

 

 「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」は，国立国語研究所の基幹型共同研

究プロジェクトとして2009年にスタートした。プロジェクトの目的は以下のとおりである。 
 

 グローバル化が進む中，世界中の少数言語が消滅の危機に瀕している。2009 年 2 月のユ

ネスコの発表によると，日本語方言の中では，沖縄県のほぼ全域の方言，鹿児島県の奄美

方言，東京都の八丈方言が危険な状態にあるとされている。これらの危機方言は，他の方

言ではすでに失われてしまった古代日本語の特徴や，他の方言とは異なる言語システムを

有している場合が多く，一地域の方言研究だけでなく，歴史言語学，一般言語学の面でも

高い価値を持っている。また，これらの方言では，小さな集落ごとに方言が違っている場

合が多く，バリエーションがどのように形成されたか，という点でも注目される。 

 本プロジェクトでは，フィールドワークに実績を持つ全国の研究者を組織して，これら

危機方言の調査を行い，その特徴を明らかにすると同時に，言語の多様性形成のプロセス

や言語の一般特性の解明にあたる。また，方言を映像や音声で記録・保存し，それらを一

般公開することにより，危機方言の記録・保存・普及を行う。 

 

２ 研究方法 

 

 消滅危機方言の調査は緊急を要する。そのため，フィールド調査に実績を持つ国内外の

研究者を組織化し，調査研究を効率的に進める必要がある。また，質の高いデータを残す

ために，これまで，必ずしも統一的でなかった方言（言語）の調査方法や記述方法に統一

性を持たせる必要がある。さらに，将来の方言（言語）研究を担う若手研究者の育成も必

要である。以上を踏まえて，本プロジェクトでは次の２種類の調査をベースとして研究を

進めている。  

  (1) 共同研究者が各自のフィールドで行う各地点調査研究  

  (2) 共同研究者が一同に会して行う合同調査研究  

 (1) はそれぞれの共同研究者がそれぞれのフィールドで行う調査研究で，共同研究者は

その成果をプロジェクトの共同研究発表会で発表し，自分の調査研究を発展させるきっか

けとしている（共同研究発表会では，若手研究者の研究を支援するために，共同研究者以
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外の若手研究者が発表を行うこともある）。  

 (2) は調査地点をቯめ，その地点の音声・ࠕクセント・ᢥ法・基␆語ᒵ・⺣⹤╬を総合

的に記述する調査である。この調査には，共同研究者だけでなくࡐスドク，学ᝄ特೎研究

ຬ，ᄢ学㒮↢といった若手研究者もෳടし，ෳട者が共同で調査・データᢛℂ・報告書の

૞成を行っている。╙１࿁目の合同調査は，2010 年㧥月に鹿児島県喜界島で実ᣉした。本

書はその報告書である。  

 

㧟 ౒ห研究⠪ 

 

 本プロシェクトの共同研究者は，以下のとおりである（2011年�月�0日⃻࿷）。  

 

࠙エࠗン・ロー࡟ンス（ࠝーク࡜ンドᄢ学），上㊁ༀ㆏（国立国語研究所ቴຬ），ᄢ⷏ᜏ

一㇢（国立国語研究所），㊄↰┨ብ（ජ⪲ᄢ学），⁚ୀ❥ਭ（℄⃿ᄢ学㧛国立国語研究所

ቴຬ），ਭ保ᥓਯ（਻Ꮊᄢ学），┄⭽᥍ᄦ（国立国語研究所），下地⾐代ሶ（沖縄国㓙ᄢ

学），下地ℂೣ（⟲㚍県立ᅚሶᄢ学㧛国立国語研究所ቴຬ），↰┄行ೣ（京都ᄢ学㧛国立

国語研究所ቴຬ），┻↰ᤩሶ（国立国語研究所・プロジェクト㕖Ᏹൕ研究ຬ），࠾࠳エル・

ロング（㚂都ᄢ学東京），中島↱美（一ᯅᄢ学），ખේⓛ（℄⃿ᄢ学），⷏ጟᢅ（沖縄国

㓙ᄢ学），ᣂ↰ືᄦ（㊄ᴛᄢ学），෶ศ㉿美（ᔒቑ㙚ᄢ学），᧻本ᵏ丈，᧻᫪᥏ሶ（日本

ᅚሶᄢ学㧛国立国語研究所ቴຬ），ਃ੗はるߺ（国立国語研究所）（੖ච音㗅） 
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          ２．調査の概要 
 

 

１ ༑⇇ፉの᭎ⷐ 
 
 奄美は鹿児島県のධに૏⟎し，喜界島，奄美ᄢ島，ᓼਯ島，沖᳗⦟ㇱ島，ਈ⺰島の㧡つの島

からなる。喜界島はそのർ東ㇱに૏⟎する（࿑１）。๟࿐は 48.6 জ，集落の数は 33，ੱญは

8,090 ੱ（2010 年国൓調査による）である。島߳の੤ㅢ手Ბは，㘧行機で鹿児島ⓨ᷼または奄

美ᄢ島ⓨ᷼から喜界ⓨ߳᷼౉る方法と，⦁で鹿児島᷼または奄美ᄢ島ฬἑ᷼から喜界島ḧ᷼ま

たはᣧ↸߳ᷰ᷼る方法がある。 

 ਥな↥ᬺはࠨト࠙ࠠࡆのᩱၭと⵾♧で，⵾♧Ꮏ場は奄美⟲島でᦨも数が多い。ࠨト࠙ࠠࡆ

をේᢱにした㤥♧὾㈪૞りも行われている。ㄭ年は⊕ࠧࡑの↢↥が⋓ࠎで，国↥⊕ࠧࡑの↥

地としては日本ᦨᄢの↢↥㊂を⹶っている。 

 2010 年の調査では，小㊁ᵤ，ᔒᚭ᪖，Ⴎ㆏，㒙વ，ၔਭ，上ཅ㋕，ဈᎨ，ḧ，中㉿，⨹ᧁ

の 10 地点（࿑２の下✢の地域）の調査を行った。 

 
࿑１ 喜界島の૏⟎（喜界↸公ᑼࡎームࡍージよりォタ） 
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࿑２ 喜界↸集落一ⷩ（喜界↸公ᑼࡎームࡍージよりォタ，下✢は調査地点） 

 

 

２ ⺞ᩏの᭎ⷐ 
 
２㧚１ ⺞ᩏᣣ⒟㧘⺞ᩏ࿾ὐ㧘⺞ᩏౝኈ㧘⺞ᩏᜂᒰ⠪ 
 調査は2010年9月10日㨪9月14日に行った。調査地点と調査内ኈ，調査担ᒰ者は以下のㅢり

である。 
 

日時 地඙ฬ 調査内ኈ 調査担ᒰ者 
9 月 10 日（㊄） 

ඦ೨ 
小㊁ᵤ 基␆語ᒵ１ 小Ꮉ・㕍੗・ᧁㇱ 

基␆語ᒵ２ ロー࡟ンス・ખේ・ᐔጊ・┻↰ 
クセントࠕ A ┄⭽・௾೑古・࡜ࡍール・ᐔሶ・┻᧛ 
クセントࠕ B ᧻᫪・ᣂ↰・ᆗ・高ጊ 
ᢥ法 M ᧻本・下地 
ᢥ法 K ㊄↰・੗上・ᣂ᳗ 
ᢥ法 O ᄢ⷏・⩆㊁・⇧ጊ・㊀㊁ 
ᢥ法 T ↰┄・⊕↰・ጊ↰ 

  ඦᓟ 㒙વ 基␆語ᒵ１ 㕍੗・小Ꮉ・ᧁㇱ・ᐔሶ 
基␆語ᒵ２ ロー࡟ンス・ખේ・ᐔጊ・┻↰ 
クセントࠕ A ┄⭽・᧻᫪・௾೑古・࡜ߵール・┻᧛ 
クセントࠕ B 上㊁・ᣂ↰・ᆗ・高ጊ 

  ᄛ ၔਭ 
  

基␆語ᒵ２ ロー࡟ンス・ખේ 
 クセント ᣂ↰・㊀㊁ࠕ
᝼ฃ表⃻ ⩆㊁ 
 ↰┻ ࡍトࡑࡁࠝ
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9 月 11 日（࿯） 
  ඦ೨ 

ᔒᚭ᪖ 基␆語ᒵ１ 小Ꮉ・㕍੗・ᧁㇱ 
基␆語ᒵ２ ロー࡟ンス・ᐔጊ・࡜ࡍール・ખේ 
クセントࠕ A ┄⭽・᧻᫪・௾೑古・┻᧛・ᆗ 
クセントࠕ B ᣂ↰・上㊁・ᐔሶ・高ጊ 
ᢥ法 M・T ᧻本・下地・↰┄・⊕↰・ጊ↰ 
ᢥ法 K ㊄↰・੗上・ᣂ᳗・૒⮮ 
ᢥ法 O ᄢ⷏・⩆㊁・⇧ጊ・㊀㊁ 

  ඦᓟ Ⴎ㆏ 基␆語ᒵ１a 小Ꮉ・Ꮉἑ 
基␆語ᒵ１b ᧻᫪・㕍੗ 
基␆語ᒵ２a ロー࡟ンス・ᐔጊ・ਭ保⭽ 
基␆語ᒵ２b ખේ・࡜ࡍール 
クセントࠕ A ┄⭽・௾೑古・┻᧛・ᆗ 
クセントࠕ B ᣂ↰・上㊁・ᐔሶ・高ጊ 

9 月 12 日（日） 
  ඦ೨ 

上ཅ㋕ 基␆語ᒵ１ ࡜ࡍ㧙ル・Ꮉἑ・小Ꮉ・㕍੗ 
基␆語ᒵ２ ロー࡟ンス・ᐔጊ・᧻᫪・ખේ 
クセントࠕ A ┄⭽・௾೑古・┻᧛・ᆗ 
クセントࠕ B ᣂ↰・ᧁㇱ・高ጊ・ᐔሶ 
ᢥ法 M ᧻本・下地・┻↰ 
ᢥ法 K ㊄↰・੗上・ᣂ᳗・૒⮮ 
ᢥ法 O ⁚ୀ・ਭ保⭽・⇧ጊ・㊀㊁ 
⺣⹤ ↰┄・⊕↰・ጊ↰・⩆㊁ 

  ඦᓟ ḧ 基␆語ᒵ１ Ꮉἑ・࡜ࡍ㧙ル・小Ꮉ・㕍੗ 
基␆語ᒵ２ ロー࡟ンス・ખේ・᧻᫪・ਃ੗・ᐔጊ 
クセントࠕ A ┄⭽・௾೑古・┻᧛・ᆗ 
クセントࠕ B ᧁㇱ・ᣂ↰・ᐔሶ・高ጊ 

9 月 13 日（月） 
  ඦ೨ 

中㉿ 基␆語ᒵ１ 㕍੗・小Ꮉ・Ꮉἑ・࡜ࡍール 
基␆語ᒵ２ ロー࡟ンス・᧻᫪・ᐔጊ 
クセントࠕ A ┄⭽・௾೑古・┻᧛・ᆗ 
クセントࠕ B ᧁㇱ・高ጊ・ᐔሶ・ᣂ↰ 
ᢥ法 M ᧻本・ਃ੗・下地 
ᢥ法 K ㊄↰・੗上・ᣂ᳗・૒⮮ 
ᢥ法 O ⁚ୀ・ਭ保⭽・⇧ጊ・㊀㊁ 

小㊁ᵤ ⺣⹤ ↰┄・⊕↰・ጊ↰・⩆㊁ 
  ඦᓟ ဈᎨ 基␆語ᒵ１ 小Ꮉ・↰┄・࡜ࡍ㧙ル・㕍੗ 

基␆語ᒵ２ ロー࡟ンス・᧻᫪・Ꮉἑ 
クセントࠕ A ┄⭽・ਃ੗・┻᧛・⊕↰ 
クセントࠕ B ᧁㇱ・高ጊ・ᐔሶ・૒⮮ 
᝼ฃ表⃻ ⩆㊁ 

9 月 14 日（Ἣ） 
  ඦ೨ 

⨹ᧁ 基␆語ᒵ１ 㕍੗・小Ꮉ・⊕↰ 
基␆語ᒵ２ ࡜ࡍール・↰┄・ᐔጊ・⩆㊁ 
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クセントࠕ A ᧻᫪・௾೑古・┻᧛ 
クセントࠕ B ᧁㇱ・高ጊ・⇧ጊ・૒⮮ 
ᢥ法 M ᧻本・ਃ੗・下地 
ᢥ法 K ㊄↰・੗上・ᣂ᳗ 
ᢥ法 O ⁚ୀ・ਭ保⭽・Ꮉἑ・㊀㊁ 

  

２㧚２ ⺞ᩏ⠪ 

調査者は以下のㅢりである。 
 

ᧁㇱᥰሶ（国立国語研究所 時ⓨ㑆ᄌ異研究♽ プロジェクトリー࠳ー），ᄢ⷏ᜏ一㇢（国

立国語研究所 時ⓨ㑆ᄌ異研究♽），੗上ᢥሶ（国立国語研究所 時ⓨ㑆ᄌ異研究♽）， 

┄⭽᥍ᄦ（国立国語研究所 ℂ⺰・᭴ㅧ研究♽），ਃ੗はるߺ（国立国語研究所 ℂ⺰・᭴

ㅧ研究♽），上㊁ༀ㆏（国立国語研究所 ቴຬᢎ᝼），下地⾐代ሶ（国立国語研究所プロジ

ェクト研究ຬ），ᐔጊ⌀ᄹ美（国立国語研究所プロジェクト研究ຬ），௾೑古幹㓶（国立国

語研究所プロジェクト研究ຬ），⋓ᕁ⿥（国立国語研究所プロジェクトᅑബ研究ຬ）， 

┻↰ᤩሶ（国立国語研究所㕖Ᏹൕ研究ຬ），㊄↰┨ብ（ජ⪲ᄢ学国㓙ᢎ育センター）， 

⁚ୀ❥ਭ（℄⃿ᄢ学法ᢥ学ㇱ），下地ℂೣ（⟲㚍県立ᅚሶᄢ学），↰┄行ೣ（京都ᄢ学ᄢ学

㒮ᢥ学研究⑼），ખේⓛ（℄⃿ᄢ学㕖Ᏹൕ⻠Ꮷ），ᣂ↰ືᄦ（㊄ᴛᄢ学歴史言語ᢥ化学♽），

᧻本ᵏ丈（రජ⪲ᄢ学），᧻᫪᥏ሶ（日本ᅚሶᄢ学ᢥ学ㇱ），࠙ェࠗン・ロー࡟ンス（ࡘ࠾

ージー࡜ンド ࠝーク࡜ンドᄢ学），⩆㊁ජ⍾ሶ（ᄢ分ᄢ学ᢎ育⑔␩学ㇱ），ᆗ⧷ᶻ（東京

ᄢ学 PD），小Ꮉ᤯史（日本学ⴚᝄ⥝会特೎研究ຬ ℄⃿ᄢ学），ᣂ᳗ᖘੱ（日本学ⴚᝄ⥝

会特೎研究ຬ 東京ᄢ学），ト࡜ࡍ・ࡑ㧙ル（日本学ⴚᝄ⥝会外国ੱ特೎研究ຬ 京都ᄢ学），

ጊ↰⌀ኡ（日本学ⴚᝄ⥝会特೎研究ຬ 京都ᄢ学），㕍੗㓳ੱ（東京外国語ᄢ学ᄢ学㒮ඳ჻

೨ᦼ⺖⒟），Ꮉἑථ（਻Ꮊᄢ学ᄢ学㒮ඳ჻ᓟᦼ⺖⒟），ਭ保⭽ᗲ（਻Ꮊᄢ学ᄢ学㒮ඳ჻ᓟᦼ

⺖⒟），૒⮮ਭ美ሶ（਻Ꮊᄢ学ᄢ学㒮ඳ჻ᓟᦼ⺖⒟），㊀㊁⵨美（ᐢ島ᄢ学ᄢ学㒮ඳ჻ᓟᦼ

⺖⒟），⊕↰ℂੱ（京都ᄢ学ᄢ学㒮ᢥ学研究⑼ୃ჻⺖⒟），高ጊᨋᄥ㇢（東京ᄢ学ᄢ学㒮↢

ඳ჻ᓟᦼ⺖⒟），┻᧛੝♿ሶ（␹ᚭᄢ学ᄢ学㒮ඳ჻ᓟᦼ⺖⒟），⇧ጊᄹ㇊（℄⃿ᄢ学ᄢ学㒮

ୃ჻⺖⒟），ᐔሶ㆐਽（京都ᄢ学ᄢ学㒮ୃ჻⺖⒟） 

 

２㧚㧟 ⹤⠪ 
⹤者は以下の方ޘである（ᢘ⒓⇛）。 

 

小㊁ᵤ ᮸本トスエ （1924 年↢，86 ᱦ），⮮రセ࠷エ（1926 年↢，83 ᱦ），቞内1926）ࡁ࠷ࡒ

年↢，83 ᱦ），Ꮞ⧐ᳯ（1931 年↢，79 ᱦ），㊁᧛リ࠷ሶ（1934 年↢，76 ᱦ）， 

 有ጟ美ᕺሶ（1935 年↢，75 ᱦ），↰⇌❥ሶ（1945 年↢，65 ᱦ），ศႦᑝ次（1922



7

「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」喜界島方言調査報告書 
 2011 年 8 月 15 日 国立国語研究所 

 
 

 

年↢，88 ᱦ），上ጊḩೣ（1934 年↢，76 ᱦ），小㊁ఝ（1936 年↢，74 ᱦ） 

ᔒᚭ᪖ ⩲ᴧト࡛（1918 年↢，92 ᱦ），⷏ጊࡕト（1925 年↢，85 ᱦ），ะ੗てるሶ（1927

年↢，83 ᱦ），ධフデ（1927 年↢，83 ᱦ），高ᧁࠨࡒエ（1928 年↢，81 ᱦ）， 

 ựᎹኡሶ（1931 年↢，79 ᱦ），દ—↰ᱜሶ（1934 年↢，76 ᱦ），↰中స代（1936

年↢，74 ᱦ），⩲ᴧ▵ᨑ（1939 年↢，71 ᱦ），ự↰㓉ሶ（1939 年↢，71 ᱦ）， 

 ⑔ጊንൎ（1924 年↢，86 ᱦ），᧻ጟඳᔘ（1952 年↢，59 ᱦ） 

Ⴎ㆏ ⼱本タ࠳ሶ（1924 年↢，86 ᱦ），基੗テル1930）ࡤ 年↢，80 ᱦ），ጤ᧛శሶ（1930

年↢，79 ᱦ），⪤ේ᭢ਃ（1927 年↢，83 ᱦ），ᨰᧁ⽵ᴦ（1935 年↢，75 ᱦ）， 

 ⮮ේノᄦ（1943 年↢，67 ᱦ） 

㒙વ ጟ本ᢅ美（1923 年↢，86 ᱦ），᡽੗ᐔ進（1932 年↢，78 ᱦ），᥏⾆ノ਽（1934 年

↢，75 ᱦ），㣽ን჻↵（1950 年↢，59 ᱦ） 

ၔਭ Ꭸਭ代（1929 年↢，81 ᱦ），⠌ࡑス（1931 年↢，78 ᱦ），ජဈ࡛࠴ሶ（1932 年↢，

78 ᱦ），⥰島ᾖ代（1939 年↢，70 ᱦ），↰中セࠠ（1927 年↢，83 ᱦ） 

上ཅ㋕ ⋓ス1931）ࡒ 年↢，78 ᱦ），ᑝ育ሶ（1935 年↢，75 ᱦ），⷏ጟᕺℂ（1981 年↢，

29 ᱦ），値ࡕトሶ（1936 年↢，73 ᱦ），᧛上国ା（1925 年↢，85 ᱦ），ን⼾⷏（1924

年↢，85 ᱦ），␭ฬ⟵ㇹ（1930 年↢，79 ᱦ），Ẵᗲ島 （1933 年↢，76 ᱦ）， 

 ᄢ෹ൎ一（1936 年↢，73 ᱦ），೨島ാ一㇢（1938 年↢，72 ᱦ），⷏ේశೣ（1950

年↢，60 ᱦ），↢島Ᏹ▸（1960 年↢，50 ᱦ） 

ဈᎨ ㉿቟਻㇢（1924 年↢，86 ᱦ），⧷໪ᄥ㇢（1931 年↢，79 ᱦ），喜ਭ⑲ੱ（1932 年

↢，78 ᱦ），᫪ጟ進（1933 年↢，77 ᱦ），᧻↰美ᨑሶ（1925 年↢，84 ᱦ）， 

 ૕ጟユࠠሶ（1933 年↢，76 ᱦ），ጤ᧻美ᨑ（1936 年↢，74 ᱦ） 

ḧ 喜ේᱜሶ（1932 年↢，78 ᱦ），㤥↰美ᄹሶ（1932 年↢，78 ᱦ），中ጊ⛯（1930 年

↢，80 ᱦ），ጤ↰進（1953 年↢，57 ᱦ） 

中㉿ Ꭸୖ࠴トエ（1932 年↢，78 ᱦ），ᐔ明代（1939 年↢，71 ᱦ），⑔島ᱜሶ（1949 年

↢，60 ᱦ），ୖ本⑓ᒾ（1934 年↢，75 ᱦ），時本ᷡᔒ（1940 年↢，70 ᱦ）， 

㊁㑆⋥ᔘ（1942 年↢，68 ᱦ），᧻᧛☨⬿（1942 年↢，68 ᱦ），㊁㑆ᤘᄦ（1946 年

↢，64 ᱦ），ᓧ↰喜代ᴦ（1957 年↢，53 ᱦ），ਭ㊁一㚍（1931 年↢，79 ᱦ），ᕺ⮒

（1939 年↢，71 ᱦ） 

⨹ᧁ 基੗࡛ネ（1927 年↢，83 ᱦ），⮮દ都ᨑ（1928 年↢，82 ᱦ），૞੗ᚽሶ（1928 年

↢，82 ᱦ），⋉⧷ሶ（1930 年↢，79 ᱦ），⩵⼾ା（1922 年↢，88 ᱦ），૞੗ਭศ

（1928 年↢，82 ᱦ），⊓ᵗ一（1934 年↢，75 ᱦ），੹੗቞ᄦ（1945 年↢，65 ᱦ） 
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調査の概要 

㧟 ⻠Ṷળ╬ 
 

 上記の調査のほか，ᦼ㑆中に以下の⻠Ṷ会╬を行った。 

 

㧟㧚１ ༑⇇↸ᢎ⢒ᢥൻ⻠Ṷળ 

喜界↸ᢎ育ᢥ化⻠Ṷ会 

  日 時㧦㧥月１㧠日（Ἣ）18㧦30㨪19㧦45 

  場 所㧦喜界↸ᓎ場 

  テーࡑ㧦「喜界島方言の特徴」 

 ネリスト రජ⪲ᄢ学ᢎ᝼         ᧻本ᵏ丈ࡄ  

        ℄⃿ᄢ学ᢎ᝼          ⁚ୀ❥ਭ 

        日本学ⴚᝄ⥝会外国ੱ特೎研究ຬ ト࡜ࡍ・ࡑール 

        日本学ⴚᝄ⥝会特೎研究ຬ    ᣂ᳗ᖘੱ 

  ม 会   国立国語研究所         ᧁㇱᥰሶ 

喜界↸ᢎ育ᢥ化⻠Ṷ会の記੐（ධᶏ日日ᣂ⡞ 9 月 15 日ᦺೀ） 
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㧟㧚２ ḧ࿾඙㜞㦂⠪ቇ⚖ 
ḧ地඙高㦂者学⚖ 

  日 時㧦9 月 11 日（࿯） 14㧦00㨪16㧦00 

  場 所㧦喜界↸中ᄩ公᳃㙚 

  テーࡑ㧦「喜界島方言について」 

  ⻠Ṷ者㧦国立国語研究所  ᧁㇱᥰሶ 

 

㧟㧚㧟 ༑⇇㜞ᩞࠠ࠶ࠕࠕ࡝ࡖプࠟࠗࠬࡦ࠳ 

喜界高ᩞࠠࡖリ࠶ࠕࠕプࠟࠗ࠳ンス 

  日 時㧦9 月 13 日（月） 15㧦20㨪16㧦10 

場 所㧦喜界高ᩞ 

⻠Ṷ者㧦௾೑古幹㓶・ᐔጊ⌀ᄹ美・㊀㊁⵨美 

 

 
ンスの記੐（奄美ᣂ⡞࠳プࠟࠗ࠶ࠕࠕリࡖࠠ 9 月 14 日ᦺೀ） 
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㧟．喜界島方言の概要 
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ᧁㇱᥰሶ「喜界島方言の音㖿」 

喜界島方言の音㖿 

ᧁㇱ ᥰሶ 

 

 ߦ߼ߓߪ １

 

 喜界島の方言は，ർㇱとධㇱで特⦡がかなり異なっている。଀え߫，ർㇱではᲣ音の種

類が i， ï，u，e，ë，o，a の㧣種類であるのにኻし，ධㇱでは i，u，e，o，a の㧡種類

である。また，「⧎」がർㇱではpanaないしɸana と発音されるのにኻし，ධㇱではhana 
と発音される。ർㇱとධㇱのこのような違いを⠨ᘦして，中本・中᧻（����）では，喜界

島ർㇱを奄美ᄢ島方言，ᓼਯ島方言などと一✜にしてർ奄美方言とし，喜界島ධㇱを沖᳗

⦟ㇱ島方言，ਈ⺰島方言などと一✜にしてධ奄美方言としている。 

 

࿑１ ℄⃿方言の඙↹（中本ᱜᥓ・中᧻┻㓶 1984 による）  

             東日本方言  

       本࿯方言  ⷏日本方言  ⼾日方言  

    ਻Ꮊ本方言  ⢈╳方言  

      ⮋㓈方言  

                奄美ᄢ島方言  

          ർ奄美方言  ᓼਯ島方言  

日本⻉方言      奄美方言    喜界島ർㇱ方言  

          喜界島ධㇱ方言 

    ർ℄⃿方言      ධ奄美方言  沖᳗⦟ㇱ島方言  

                 ਈ⺰島方言  

  ℄⃿方言      ർ沖縄方言  

      沖縄方言  

        ධ沖縄方言  

      ች古方言  

    ධ℄⃿方言  八㊀ጊ方言  

      ਈ㇊国方言  

 

 
 

本┨では，2010 年 9 月に実ᣉした喜界島方言の調査データをもとに，小㊁ᵤ，ᔒᚭ᪖，

Ⴎ㆏，㒙વ，上ཅ㋕，ဈᎨ，ḧ，中㉿，⨹ᧁの㧥地点の音㖿・音声を概ⷰする。  
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２ ↪଀の⴫⸥法ߡ޿ߟߦ 
 

以下では，喜界島方言のౕ૕的な↪଀を上ߍながら音㖿の特徴を⷗ていくが，ᦨೋに↪

଀の表記の方法について⺑明しておく。まず，↪଀はすߴて国㓙音声ሼᲣ（ IPA）で表記

する。だれでも⺒めるようにするためには，ࠞタࠞ࠽を૬記する必要があるが，ここでは

とりあえず，国㓙音声ሼᲣのߺで表記した。 

次に，表記上の注ᗧ点について述ߴておく。それぞれの音の⹦⚦やバリエーション，音

㖿的解㉼などについては，各㗄目のとこࠈで⺑明する。 

ԘᲣ音について。ᓥ来，喜界島方言のᲣ音は，i，ï，u，e，ë，o，a のᢥሼで表記され

ることが多かったが，このうߜ ï については，本報告書では ï ではなく Ԍ を↪いる。

੹࿁の調査の▸࿐では，「目」「手」「ᩮ」などの語にあらわれるᲣ音の中⥠性がそれ

ほどᒝくなく，中⥠Უ音の ï というよりも，✭ߺᲣ音の Ԍ と⠨える方がよいと್ᢿし

たからである。 
ԙ Უ音が語㗡にくる場合，ㅢᏱは⋥೨に声㐷㐽㎮音を઻う。これは「প」で表記する（଀㧦

পa，পi）。ただし，語㗡の声㐷㐽㎮がᒙまって発音される場合がある。そのような場

合には，「প」をઃけずに，a，i のように表記する。 
Ԛ 語㗡の㒖ኂ音（㐽㎮音・⎕ᡂ音）には，༄㗡化音（ή᳇音）と㕖༄㗡化音（有᳇音）

の２種類があらわれる。また，P のような㥦音にも༄㗡化音があらわれる。༄㗡化

音は，ሶ音のฝ⢋に「ফ」の⵬ഥ記ภをઃけて表記し（଀㧦Nফ，Wফ，Pফ），㕖༄㗡化音

は⵬ഥ記ภをઃけずに表記する（଀㧦N，W，P）。㕖༄㗡化音はᄢなり小なり᳇音を

઻って発音されるので，「ф」の⵬ഥ記ภをઃけて表記するという立場もあるが，すߴ

ての㕖༄㗡化音に「ф」をઃけるのはᾘ㔀であるし，「ফ」がઃいていないことによっ

て༄㗡化音と඙೎することができるので，ේೣとして㕖༄㗡化音には「ф」をઃけず

に表記する。᳇音がᒝく⡞こえる場合にのߺ，ሶ音のฝ⢋に「ф」をઃけて表記する

（଀㧦Nф，Wф）。 
ԛ 語中では༄㗡化音・㕖༄㗡化音がኻ立せず，普ㅢは༄㗡化音があらわれる。ᓥって，

本来なら߫語中の㐽㎮音のሶ音すߴてに「ফ」の⵬ഥ記ภをઃけるߴきであるが，表

記がᾘ㔀になるのをㆱけるために，「ফ」の⵬ഥ記ภは⋭⇛した。ただし，༄㗡化がᒝ

い場合には「ফ」の⵬ഥ記ภをઃける。その⚿果，語中の㐽㎮音には「ফ」がઃいてい

るものとઃいていないものがᷙ࿷することとなったが，ਔ者は音㖿的な違いではな

い。  

Ԛとԛを࿑にまとめておく。 
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          ༄㗡化音 㧦Nফ，Wফ，Pফ̖で表記する。 
      語㗡  
          㕖༄㗡化音㧦N，W，P̖で表記する。 
       ただし，᳇音がᒝい場合は Nф，Wф̖で表記する。 
㐽㎮音      
      語中    ㅢᏱは༄㗡化音だが，N，W，P̖で表記する。 
      ただし，༄㗡化がᒝい場合は Nফ，Wফ̖で表記する。 
 
Ԝ ࠕクセントは次の記ภであらわす。 =㧦音調の上がり目。 ?㧦音調の下がり目。 

この他，ή࿁╵やⶄ数࿁╵╬，↪଀のឭ␜方法については以下のㅢり。 

ԝ 調査時㑆の㑐ଥ╬で質໧しなかった㗄目には「��」を，質໧したけれども࿁╵がᓧ

られなかった㗄目には「NR」を記౉する。 

Ԟ ⶄ数࿁╵や語形にំれがある場合，同一⹤者内での૬↪やំれについては「㧛」で

඙ಾって語形を૬記し，異なる⹤者㑆での違いやំれについては「��」で඙ಾって語

形を૬記する。地域によるᏅは「・」で඙ಾって２語を૬記する。 

ԟ↪଀の㗄目⇟ภは，⾗ᢱ集の「基␆語ᒵ１」の㗄目⇟ภである。↪଀を「基␆語ᒵ２」

からណった場合は，⇟ภのᦨೋに「2-」をઃけて「2-żż」のように表記する。 

 

㧟㧚 ༑⇇ፉ方⸒のᲣ㖸  

 

㧟㧚１ ᓥ᧪の研究  

ᓥ来の研究では，喜界島ർㇱではᲣ音が㧢ないし㧣種類，ධㇱでは㧡種類と言われてい

る。中本（1976）によると，このようなᲣ音૕♽は次のようにして成立したという。まず，

中本（1976）では，⃻࿷の℄⃿⻉方言のᲣ音の಴発点を i，u，e，o，a の㧡Უ音において

いる。ここ߳ㅪᲣ音 au のⲢ合によって ɬ৸ が発↢し，これにより，oψu のᄌ化がᒁき⿠こ

される。これとਗ行して，೨⥠Უ音でもㅪᲣ音 ai のⲢ合によって ͑৸ が↢ߓ，eψëψï の

ᄌ化がᒁき⿠こされる。ɬ৸ と ͑৸ はそのᓟ，o৸ ，e৸ としてቯ⌕し，i，ï，u，e，o，a の
㧢Უ音૕♽ができあがる。これにさらにㅪᲣ音 aeψë৸ がടわったのが，ർ奄美方言の㧣

Უ音૕♽である。そのᓟ，ධ奄美方言では中⥠性が失われ，ï は i に合ᵹ，ë は e に合ᵹし，

i，u，e，o，a の㧡Უ音૕♽ができあがった（࿑㧠ෳᾖ）。 
 
࿑２ 奄美沖縄方言のᲣ音のផ⒖（中本 1976 より）  

 

 

 

 



「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」喜界島方言調査報告書 
 2011年 8月 15日 国立国語研究所 

15 
 

３．２ 母音の特徴  

母音の種類は，喜界島北部では７種類，喜界島南部では５種類である。ただし，表記法

の箇所で述べたように，「目」「手」「根」などの語にあらわれる母音は，それほど中舌性が

強くない。従って，以下では ɪ で表記する。また，同じ地域でも，直前の子音との関係で

母音の発音が異なる場合がある。以下，９地点の母音を比較しながら，（１）狭母音，（２）

半広母音，（３）広母音の順で見ていこう。  

 

（１）狭母音  

 狭母音は，北部の小野津，志戸桶では i，ɪ，u の３種類，それ以外の地域では i， u の
２種類である。まず，北部でも南部でも i であらわれる語を表 1.1~表 1.5 にあげる。  

これらの i は，東京方言の i に対応している。ただし，志戸桶では表 1-1 の「実」，「網」

にみられるように，両唇音 mのあとでは ɪ があらわれることがある。また，表 1-5 の「汗」

「風」の i は，東京方言の e に対応している（網掛け部分）。  

 
表 1-1 母音 i 
  項目番号 
    単語 
地域 

7 6 101 118 162 131 177 
日 実 耳 網 味噌 波 海 

①小野津 [pi [mi]ː mi[mi a[mi mi[su na[mi ʔu[mi 
②志戸桶 ti[da [mɪ]ː mi[mi ʔa[mɪ mi[su na[mi [ʔu]mi 
③塩道 [ti]da(太陽) mi[ː mi[mi a[mi mi[su na[mi [ʔu]mi 
④坂嶺 [pi]ː [mi]ː mi[mi ʔa[mi mi[su na[mi [ʔu]mi 
⑤阿伝 [ti]da(太陽) mi[ː mi[mi a[mi mi[su na[mi [ʔu]mi 
⑥上嘉鉄 çi na[ɾi mi[mi ʔa[mi mi[su na[mi [ʔu]mi 
⑦湾 -- mi[ː mi[mi ʔa[mi mi[su na[mi [ʔu]mi 
⑧中里 çi[ː／[çi]ː mi[ː mi[mi ʔa[mi mi[su na[mi [ʔu]mi 
⑨荒木 çi[ː mi[ː mi[mi a[mi mi[su na[mi [u]mi 

 
表 1-2 母音 i 
 項目番号  
   単語  
地域 

83 48 199 2 66 76 
紙 首 足袋 血 道 蜂 

①小野津 [ha]bi [nu]bu[i ta[bi [ʨˀi]ː [mi]ʨi [pa]ʨi 
②志戸桶 ha[bi [kˀu]bi [ta]bi [ʨi]ː／[ʨiː [mi]ʨi [pa]ʨi 
③塩道 ha[bi kˀu[bi [ta]bi ʨˀi[ː mi[ʨi pa[ʨi 
④坂嶺 ha[bi kˀu[bi [ta]bi ʨi[ː -- -- 
⑤阿伝 ha[bi nu[bi]ː [ta]bi ʨi[ː mi[ʨi pʰa[ʨi 
⑥上嘉鉄 ha[bi kˀu[bi [tʰa]bi ʨi[ː mi[ʨi [ha]ʨi[ː 
⑦湾 -- kˀu[bi [tʰa]bi ʨˀi[ː mi[ʨi -- 
⑧中里 ha[bi kˀu[bi [tʰa]bi ʨˀi[ː mi[ʨi [ha]ʨi[ː 
⑨荒木 ha[bi kˀu[bi ta[bi ʨi[ː mi[ʨi [ha]ʨi[ː 
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表 1-3 Უ音 i 

 
表 1-4 Უ音 i 

 
表 1-5 Უ音 i 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域  

16 36 153 38 64 

⩄ Ⳝ 㝩 Ⳟ ㊉ 

Ԙ小㊁ᵤ >n՝i@Pu>߾u Сa>n՝i@৸ পu>n՝i >a@৸>n՝i@৸ >Nফu@n՝i 
ԙᔒᚭ᪖ n՝i>৸ Сa>n՝i@৸ >পu@n՝i >পa@৸>n՝i@৸ Nফu>n՝i 
ԚႮ㆏ n՝i >৸ Сa>n՝i@৸ পu>n՝i >a@৸>n՝i@৸ Nফu>n՝i 
ԛဈᎨ n՝i>৸ Сa>n՝i@৸ পu>n՝i >পa@৸>n՝i@৸ Nফu>n՝i 
Ԝ㒙વ �� >Сai@ِ u>n՝i >a@৸> ҩ@৸ Nফu>Сi 
ԝ上ཅ㋕ n՝i>৸ Сa>i@৸ পu>n՝i পa>i Nফu>Сi 
Ԟḧ n՝i>৸／n՝i>Pu@Wu Сa>n՝i@৸ o>n՝i পa>n՝i �� 
ԟ中㉿ n՝i>৸ Сa>n՝i@৸ পu>n՝i a>n՝i Nফu>n՝i 
Ԡ⨹ᧁ n՝i>৸ Сa>n՝i@৸ o>n՝i a>n՝i Nu>Сi／Nu>غi 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域  

49 125 32 252 
்  時  ฝ  ఻  

Ԙ小㊁ᵤ >Nফi@]u >Wu@Ni n՝i>n՝i@৸ >u@Va>Сi 
ԙᔒᚭ᪖ >Nফi@]u Wu>Ni >Pi@غi >পu@Va>غi 
ԚႮ㆏ Nফi>]u 15 >Pi@Сi u>Va@Сi 
ԛဈᎨ Nফi>ˌu Wфu>Ni >Pi@Сi �� 
Ԝ㒙વ ߽i>Gu Wu>Ni >Pi@Сi পu>Va@Сi 
ԝ上ཅ㋕ ߽i>Gu >Gu@߽i>৸ >Pi@Сi পu>Va@Сi 
Ԟḧ ߽i>Gu 15 >Pi@Сi u>Va@Сi 
ԟ中㉿ ߽i>]u �� Pi>Сi >পuVaСi 
Ԡ⨹ᧁ Ni>]u Wu>Ni Pi>Сi u>Va@Сi 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域  

161 31 197 96 75 

᳝  ⣶，ᓟࠈ  ᳨  ⢀  㘑  

Ԙ小㊁ᵤ ɪi>ޞu >hu@ɪi a>ɪi >pi@ॼi／>ɸi@ॼi >ha@ॼi 
ԙᔒᚭ᪖ ɪi>ޞu >hu@ɪi পa>ɪi pi>ॼi >ha@ॼi 
ԚႮ㆏ ɪi>ޞu hu>ɪi a>ɪi pi>ॼi ha>Gi 
ԛဈᎨ ɪi>ޞu hu>ɪi পa>ɪi pi>ˍi �� 
Ԝ㒙વ ɪi>ޞu hu>ɪi পa>ɪi oi>ॼi ha>Gi 
ԝ上ཅ㋕ ɪi>ޞu >ɸu@ɪi পa>ɪi oi>ॼi ha>Gi 
Ԟḧ ɪi>ޞu hu>ɪi পa>ɪi oi>ॼi �� 
ԟ中㉿ ɪi>ޞu ɸu>ɪi／hu>ɪi পa>Ve oi>ॼi ha>Gi 
Ԡ⨹ᧁ ɪi>ޞu ɸu>ɪi a>ɪi oi>ॼi ha>ॼi 



「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」喜界島方言調査報告書 
 2011年 8月 15日 国立国語研究所 

17 
 

次に，喜界島北部の小野津，志戸桶で ɪ，他の地域で i があらわれる語をあげる。  
表 2-1 母音 ɪ・i 

 
表 2-2 母音 ɪ・i 
項目番号  
   単語  
地域 

11 233 73 259 247 148 

手 表 筆 百足 情け 怪我 

①小野津 tɪ[ː [u]mu[tɪ pu[di [mu]ka[ʑi [na]sa[kɪ kɪ[ɡa 
②志戸桶 tɪ[ː [u]mu[tɪ [ɸu]dɪ [mu]ka[dɪ [na]sa[kɪ kɪ[ɡa 
③塩道 ti[ː [u]mu[ti pu[di／ɸu[di mu[ka]di na[sa]ki ki[ɡa 
④坂嶺 ti[ː [ʔu]mu[ti -- nu[ka]de -- kɪ[ɡa 
⑤阿伝 ti[ː [ʔu]mu[ti ɸu[di [a]mi[da]ː NR -- 
⑥上嘉鉄 ti[ː [ʔu]mu[ti ɸu[di mu[ka]de na[sa]ki kʰi[ɡa 
⑦湾 tʰi[ː [ʔu]mu[ti ɸu[de mu[ka]di NR -- 
⑧中里 tʰi[ː [ʔu]mu[ti ɸu[di [mu]ka[di -- ki[ɡa／kɪ[ɡa 
⑨荒木 ti[ː [u]mu[ti ɸu[di mu[ka]de -- ke[ɡa 

 
表 2-3 母音 ɪ・i 
項目番号  
   単語  
地域 

24 89 102 105 165 188 

根 胸 骨 脛 船 種 

①小野津 nɪ[ː [mu]nɪ pu[nɪ／ɸu[nɪ su[nɪ pu[nɪ ta[nɪ 
②志戸桶 nɪ[ː [mu]nɪ pu[nɪ]ː su[nɪ ɸu[nɪ ta[nɪ 

③塩道 
[hiɴ] pi[nʲi]ː 
(木の根の毛) mu[ni ɸu[ni]ː [muke]zu[ne 

(向こう脛) [ɸu]ni ta[ni 

④坂嶺 ni[ː／[mu]tu mu[ni [pʰu]ni [su]ni [pʰu]ni tʰa[ni 
⑤阿伝 ni[ː mu[ni ɸu[ni su[ni [ɸu]ni  ta[ni 
⑥上嘉鉄 [ni]mu[tu mu[ni [ɸu]ni su[ni ɸu[ni tʰa[ni 
⑦湾 nɪ[ː mu[nɪ [ɸu]nɪ su[ne [ɸu]nɪ tʰa[nɪ 
⑧中里 nɪmutu mu[nɪ [ɸu]nɪ su[nɪ [ɸu]nɪ ta[nɪ 
⑨荒木 mu[tu(元) mu[ne [ɸu]nɪ su[ne [ɸu]nɪ ta[ne 

項目番号  
   単語 
地域 

14 12 203 114 122 

屁 目 雨 豆 瓶 

①小野津 pɪ[ː／ɸɪ[ː mɪ[ː a[mɪ ma[mɪ ha[mɪ 
②志戸桶 pɪ[ː mɪ[ː ʔa[mɪ ma[mɪ ha[mɪ 
③塩道 pi[ː mi[ː a[mi ma[mi [ha]mi 
④坂嶺 ɸi[ː mi[ː ʔa[mi ma[mi [ha]mi 
⑤阿伝 pi[ː／ɸi[ː mi[ː a[mi ma[mi [ha]mi 
⑥上嘉鉄 çi[ː mi[ː ʔa[mi ma[mi ha[mi 
⑦湾 çi[ː mi[ː ʔa[mi ma[mi [ha]mi 
⑧中里 çi[ː mi[ː ʔa[mi ma[mi／ma[mɪ [ha]mi 
⑨荒木 çi[ː mi[ː a[mi ma[mi／ma[me [ha]mi 
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ᧁㇱᥰሶ「喜界島方言の音㖿」 

 小㊁ᵤ，ᔒᚭ᪖の Ԍ は，東京方言の e にኻᔕしている。೨述のとおり，ᓥ来の報告書で

は，このᲣ音は ï で表記される場合が多かったが，喜界島方言の Ԍ は中⥠性があまりᒝく

ない。表 1.1㨪1.5 の i がᒛりᲣ音であるのにኻし，このᲣ音は✭ߺᲣ音の Ԍ である。੹࿁

の調査の▸࿐から i と Ԍ のࡑ࠾ࡒルࠕࡍをᜪうと，小㊁ᵤ方言では次のようなࠕࡍをあߍ

ることができる。 
 
    Pi৸�実�㧦PԌ৸�目� aPi�✂�㧦aPԌ�㔎� pi�日�㧦pԌ৸�ያ�（⍴Უ音，㐳Უ音の違いあり） 
 

ᔒᚭ᪖ではవに述ߴたように，P のᓟでは೨⥠⁜Უ音が Ԍ になるので，ࡑ࠾ࡒルࠕࡍを

តすのが㔍しい。ࡑ࠾ࡒルࠕࡍではないが，次のようなࠕࡍがある。 
 

pԌ৸�ያ�㧦piޞu�ᤤ� পuPi�ᶏ�㧦পaPԌ�㔎�  naPi�ᵄ�㧦PaPԌ�⼺� 
  
 喜界島中ㇱのႮ㆏，㒙વ，上ཅ㋕，ဈᎨでは， Ԍ がほとࠎどあらわれず，小㊁ᵤやᔒᚭ

᪖の i と Ԍ がどߜらも i と発音される。ᓥって，「実」と「目」，「✂」と「㔎」はそれぞ

れ同音になり，඙೎されない。 
 

  小㊁ᵤ，ᔒᚭ᪖   i Ԍ পaPi�✂� পaPԌ�㔎� 

  Ⴎ㆏，㒙વ，上ཅ㋕，ဈᎨ i i পaPi�✂� পaPi�㔎� 
 

喜界島ධㇱの中㉿では，小㊁ᵤやᔒᚭ᪖の i には i がኻᔕし，Ԍ には i ないし Ԍ がኻᔕす

る。表 2-1「⼺」，表 2-2「ᕋᚒ」のように，同一語の発音が i と Ԍ のਔ方で発音されること

から，「⼺」「ᕋᚒ」にあらわれる i と Ԍ はバリエーションの㑐ଥにあり，音㖿的にはኻ立

しないと⠨えられる。一方，「✂」などの語にあらわれる i は，中㉿では㕖Ᏹに቟ቯしてい

て，Ԍ との㑆をំれることはない。ᓥって，中㉿では቟ቯした i と，i ないし Ԍ の㑆をំれ

る i㧛Ԍ があることになる。ただし，ሶ音 n のᓟでは i㧛Ԍ ではなく，Ԍ で቟ቯしている（表

2-3 の「⢷」「㛽」「⣊」「⦁」「種」）。これについてはᓟに述ߴる。 
 
  小㊁ᵤ   i Ԍ aPi�✂�  PaPԌ�⼺�   punԌ�⦁� 

 中㉿  i i㧛Ԍ  পaPi�✂� PaPi㧛PaPԌ�⼺�  ɸunԌ�⦁� 

 
 ධㇱのḧ，⨹ᧁでは，小㊁ᵤやᔒᚭ᪖の Ԍ が，i ないし e で発音される。e は共ㅢ語的な

発音があらわれたのかもしれないが，他の集落ではこれらのන語に e があらわれることは

ないので，ḧ，⨹ᧁの特徴としてあߍておく。また，⋥೨のሶ音が n の場合には Ԍ があら

われる。n のᓟの Ԍ については，中㉿の Ԍ とあわせてᓟに述ߴる。 
 
  小㊁ᵤ   i Ԍ  aPi�✂�  PaPԌ�⼺�   punԌ�⦁� 

 ⨹ᧁ  i i㧛Ԍ㧛e  aPi�✂�  PaPi㧛PaPe�⼺�  ɸunԌ�⦁� 
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 以上の喜界島⻉方言の೨⥠⁜Უ音の状ᴫをまとめておこう。 
 
  東京     i  e  aPi�✂�  aPe�㔎�  ɸune�⦁� 
  小㊁ᵤ，ᔒᚭ᪖   i  Ԍ  aPi�✂�  aPԌ�㔎�  ɸunԌ�⦁� 

  Ⴎ㆏，㒙વ，上ཅ㋕，ဈᎨ i  i  পaPi�✂� পaPi�㔎�  ɸuni�⦁� 

 中㉿    i  i㧛Ԍ  পaPi�✂� PaPi㧛PaPԌ�⼺� ɸunԌ�⦁� 

 ḧ，⨹ᧁ   i  i㧛Ԍ㧛e aPi�✂�  PaPi㧛PaPe�⼺� ɸunԌ�⦁� 

 
 次に，వに保⇐したሶ音 n のᓟの i，Ԍ について⷗てߺよう。వに述ߴたように，小㊁ᵤ，

ᔒᚭ᪖の Ԍ は，中㉿で i㧛Ԍ，ḧ，⨹ᧁでは i㧛e であらわれるが，n のᓟに㒢っては，中㉿，

ḧ，⨹ᧁとも Ԍ で቟ቯしている。つまり，中㉿，ḧ，⨹ᧁでも n のᓟでは小㊁ᵤ，ᔒᚭ᪖

と同ߓように，೨⥠Უ音に i と Ԍ の２種類のᲣ音があらわれるのである。 
 
   「⩄」  「Ⳝ」  「㝩」  㧦 「ᩮ」  「⢷」  「⦁」 
  小㊁ᵤ n՝inu߾u Сan՝i৸  পun՝i  㧦  nԌ৸   PunԌ  punԌ 
  中㉿  n՝i৸   Сan՝i৸  পun՝i  㧦  nԌPuWu  PunԌ  ɸunԌ 
  ḧ   n՝i৸   Сan՝i৸  on՝i  㧦  nԌ৸    PunԌ  ɸunԌ 
  ⨹ᧁ  n՝i৸   Сan՝i৸  on՝i  㧦   �PuWu�   Pune  ɸunԌ 

 
 それと同時に，各地ともᲣ音 i の೨では n のሶ音がญ⬄化して n՝ になっている。つまり，

n՝i と nԌ はᲣ音の違いによって඙೎されていると同時に，ሶ音のญ⬄化の有ήによっても

඙೎されているのである。 
 n のญ⬄化の有ήという点でいえ߫，i と Ԍ の඙೎を持たないႮ㆏，㒙વ，上ཅ㋕，ဈᎨ

でもሶ音が n の場合には，ሶ音のญ⬄化の有ήによって「⩄」と「ᩮ」が඙೎されている。 
 

   「⩄」 「Ⳝ」  「㝩」 㧦 「ᩮ」     「⢷」  「⦁」 
Ⴎ㆏  n՝i৸  Сan՝i৸   পun՝i 㧦 �hiِ pin՝i৸�    Puni ɸuni৸ 

  㒙વ  ��   �Сaiِ�  u>n՝i 㧦 ni>৸㧛niPuWu Puni ɸu>ni 
  上ཅ㋕ n՝i৸   �Сai৸�  পu>n՝i 㧦  niPuWu    Puni ɸuni 
  ဈᎨ  n՝i৸  Сan՝i৸  পu>n՝i 㧦  ni৸        Puni pфuni 

  
に，⹤者は「⩄」と「ᩮ」の発音の違いを明⏕にᗧ⼂しており，調査者が「ᩮ」ߺなߜ

の発音をまߨるときに，少しでも n がญ⬄化していると，2. が಴ない。また，ጤୖ(1941)

（ᣧ↸᧛㒙વ集落を中ᔃとする言⪲）では，「「ネィ」はާniިで⩄‛╬の「࠾」と඙೎が

ある」（ጤୖ 1941㧦18）と述ߴられている。 
 

 以上をᢛℂすると，以下のようになる。 
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       「⩄・Ⳝ・㝩」╬ 㧦「ᩮ・⢷・㛽」╬ 
  小㊁ᵤ，ᔒᚭ᪖    n՝i  㧦  nԌ 
  Ⴎ㆏，㒙વ，上ཅ㋕，ဈᎨ  n՝i  㧦 ni 
  中㉿，ḧ，⨹ᧁ   n՝i  㧦 nԌ 
 
小㊁ᵤ，ᔒᚭ᪖に㑐しては，⋥೨がどのようなሶ音であっても L と Ԍ の２種類のᲣ音が

あらわれるので，n՝i と nԌ の඙೎も，Უ音の違いによるとこࠈがᄢきいと⠨えられる。こ

れとኻᾖ的なのがႮ㆏，㒙વ，上ཅ㋕，ဈᎨで，これらの地域ではどのようなሶ音のᓟで

も，೨⥠⁜Უ音には L の１種類しかあらわれない。ᓥって，n՝i と ni の඙೎は，ሶ音のญ

⬄化の有ή（n՝と n）によって行われていることになる。 
 ධㇱの中㉿，ḧ，⨹ᧁに㑐しては，n՝i と nԌ の඙೎をᲣ音の違いが支えているのか，ሶ

音のญ⬄化の有ήが支えているのか，ਔ方の解㉼のน⢻性があるが，中㉿ではਇ቟ቯなが

ら，n 以外のሶ音のᓟでも Ԍ があらわれる。ᓥって，n՝i と nԌ の違いにもᲣ音の違いが㑐ਈ

していると⠨えるのがよいとᕁわれる。それにኻし，ḧ，⨹ᧁでは n 以外のሶ音のᓟでは

Ԍ があらわれない。そうすると，nԌ のためだけにᲣ音の種類を１つჇやすよりも，n のญ⬄

化の有ήが n՝i と nԌ の඙೎を支えていると⠨える方がよいとᕁう。 
 喜界島ධㇱ方言の Q のญ⬄化については，すでにᄢ㊁(2002)に次のようなᜰ៰がある。

「この音声実態は以下（ḧ方言の語଀）に␜すとおりᲣ音の実質によるኻ立というよりは，

ሶ音ㇱ分のญ⬄化の有ήによるኻ立と⷗なすことができる。 
 �㊉�iص⡺� Nu�iNuص  �⩄�i৸ص㧦 ࠾  
  ネィ㧦Qi৸�ᩮ�  hani�㊄� Puni�⢷� 」（ᄢ㊁ 2002㧧6）  

 歴史的には，  

 Ԙ 小㊁ᵤ，ᔒᚭ᪖のように，どのようなሶ音のᓟでもᲣ音 i と Ԍ がኻ立する૕♽。  

 ԙ Ԍ㧪i のᄌ化が進むが，まだቢ全には Ԍ が i に合ᵹせず，Ԍ と i をំれている中㉿のよう

な状態（ただし，n のᓟでは Ԍ）。  

 Ԛ Ԍ㧪i のᄌ化がさらに進ߺ，n のᓟを㒰いて Ԍ が i ߳合ᵹしたḧ，⨹ᧁのような状態。  

 ԛ n のᓟでも Ԍ㧪i のᄌ化が進ߺ，Ԍ がቢ全に i に合ᵹしたႮ㆏，㒙વ，上ཅ㋕，ဈᎨの

ような状態。n のᓟではሶ音のญ⬄化の有ήの違い（n՝と n）に L と Ԍ の違いが෻映さ

れている）。 
のような⚻✲をたどったものとᕁわれる。次には以下のようなᲑ㓏が੍ᗐされる。  

 Ԝ Ԍ がቢ全に i に合ᵹし，n のᓟでも Ԍ と i の違いの∥〔をとどめない状態。 
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次に，ᓟ⥠⁜Უ音の u について⷗てߺよう。喜界島方言の u は，東京方言の u と o にኻ

ᔕしている。地域によっては o があらわれることがある（表 3-2 の✂ដけㇱ分）が，共ㅢ

語的な発音が࿁╵されたものとᕁわれる。また，ワ行のࡥに↱来する音が wu または Сu で

あらわれることがある（表 3-3 の✂ដけㇱ分）。  

 

表 3-1 Უ音 u 
㗄目⇟ภ 

න語 
地域  

40 86 133 177 59 89 

‐  ᱌  㚍  ᶏ  ⯻  ⢷  

Ԙ小㊁ᵤ >পu@ɪi >পu@Wa u>Pa পu>Pi >Pu@ɪi >Pu@nԌ 
ԙᔒᚭ᪖ >পu@ɪi >পu@Wa পu>Pa >পu@Pi >Pu@ɪi >Pu@nԌ 
ԚႮ㆏ u>ɪi পu>Wa পu>Pa >পu@Pi Pu>ɪi Pu>ni 
ԛဈᎨ পu>ɪi পu>Wa >Pফa >পu@Pi �� Pu>ni 
Ԝ㒙વ u>ɪi u>Wa >Pফa >পu@Pi Pu>ɪi Pu>ni 
ԝ上ཅ㋕ পu>ɪi পu>Wa >Pফa >পu@Pi Pu>ɪi Pu>ni 
Ԟḧ পu>ɪi পu>Wa >Pফa >পu@Pi Pu>ɪi Pu>nԌ 
ԟ中㉿ পu>ɪi পu>Wa >Paপ >পu@Pi Pu>ɪi Pu>nԌ 
Ԡ⨹ᧁ u>ɪi u>Wa >Pফa >u@Pi Pu>ɪi Pu>ne 

 
表 3-2 Უ音 u 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域  

85 112 8 151 194 100 31 115 

音  ⷫ  ⮺  ‛  ⣽  ⢄  ⣶，ᓟࠈ  ☨  

Ԙ小㊁ᵤ >পu@Wu >Wu@ॼiWu�ಟ
೯� >Pu@৸ Pu>nu Pu>Pu Nফi>Pu >hu@ɪi hu>PԌ 

ԙᔒᚭ᪖ >পu@Wu পu>Ma >Pu@৸ >Pu@ِ Pu>Pu Nফi>Pu >hu@ɪi hu>PԌ 
ԚႮ㆏ u>Wu পu>Ma Pu>৸ Pu>ِ Pu>Pu ߽ফi>Pu hu>ɪi hu>Pi 
ԛဈᎨ পu>Wu u>Ma Pu>৸ Pu>nu Pu>Pu ߽i>Pu ɸu>ɪi ɸu>Pi 
Ԝ㒙વ u>Wu �� Po>৸ 15 �� ߽i>Pu ɸu>ɪi ɸu>Pi 
ԝ上ཅ㋕ পu>Wu পu>Ma �� Pu>ِ Pu>Pu ߽i>Pu ɸu>ɪi ɸu>Pi 
Ԟḧ পu>Wu u>Ma Pu>৸ �� Pu>Pu �� ɸu>ɪi hu>Pi 
ԟ中㉿ পu>Wu পu>Ma �� Pu>ِ Pu>Pu ߽ফi>Pu ɸu>ɪi／

hu>ɪi 
ɸu>Pi／
ɸu>PԌ

Ԡ⨹ᧁ o>Wo u>Ma Po>৸ Pu>ِ ߽i>Pu Nu>Pu ɸu>ɪi ɸu>Pi 
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表 3-3 Უ音 u  
㗄目⇟ภ 

න語 
地域  

34 38 36 33 175 

ᄦ  ᅚ  ฀Უ  ฀ῳ  おととい  

Ԙ小㊁ᵤ >u@Wu >u@na>غu u>Ea@৸ u>ˍi@৸ পuW>Wফi@৸ 
ԙᔒᚭ᪖ >u@Wu >u@na>غu >পu@Ea>NNԌ@�৸�� >পu@Ea >পu@ِ>P؋i@৸ >Zu@W>Wi@৸ 
ԚႮ㆏ Zu>Wফu >Zu@na>Сu >পa@ِ>Pa@৸／পa>ni@৸ >Nফi@ِ>Nফa@৸ ZuW>Wফi@৸／ 

>Zu@W>Wi@৸ 
ԛဈᎨ Сu>Wu >Сu@na>غu পu>Ea@৸ পu>ॼi@৸ >Сu@W>Wфi@৸ 
Ԝ㒙વ Сu>Wu >Сu@na>u Сu>Ea Сu>ˍi �� 
ԝ上ཅ㋕ পu>Wu >Zu@na>u Zu>Ea পu>ˍi পuW>Wi@৸ 
Ԟḧ Zu>Wu >Zu@na>Сu Zu>Ea@৸ Zu>ˍi@৸ ZuW>Wফi@৸ 
ԟ中㉿ পu>Wu >পu@na>Сu পo>Ea@৸／পu>Ea পu>ˍi@৸ পuW>Wফi@৸ 
Ԡ⨹ᧁ পu>Wu >পu@na>؋u পo>Ea@৸ পu>ˍi@৸ �� 

 

 

（２）ඨᐢᲣ音  

 ඨᐢᲣ音の種類は，喜界島ർㇱの小㊁ᵤ，ᔒᚭ᪖では e，ë，o の㧟種類，それ以外の地

域では e，o の２種類である。これらは，㐳Უ音としてあらわれるのがほとࠎどで，歴史的

にはㅪᲣ音のⲢ合により↢まれたものである。表 4，表 5 に e と ë の଀をあߍておく。  

 

表 4 Უ音 e  
㗄目⇟ภ 

න語 
地域 

47 58 2-40 104 185 91 

㈬  ┻  ఱᒉ  ⣨  ⧣  ญ⬄  

Ԙ小㊁ᵤ >Ve@৸ >Ge@৸ >N՝o@৸>Ge@৸ u>Gi ne>৸ >পu@Wuغe>৸
ԙᔒᚭ᪖ >Ve@৸ >Ge@৸ �� >Сu@We>৸ ne>৸ >পa@Сu 
ԚႮ㆏ 

Ve>৸／
ɪe>৸ Ge>৸ >ɪo@৸>Ge@৸ >Сu@We>৸ ne>৸ পa>Сu 

ԛဈᎨ Ve>৸ Ge>৸ >Vo@৸>Ge@৸ পu>Gi ne>৸ পa>Сu 
Ԝ㒙વ Ve>৸ Ge>৸ >Vo@৸>Ge@৸ Wi>৸ ne>৸ >u@Wu>Me@৸ 
ԝ上ཅ㋕ Ve>৸ Ge>৸ >Vo@৸>Ge@৸ পu>Gi／>Сu@We>৸ ne>৸ >পa@Сu 
Ԟḧ Ve>৸ Ge>৸ >Vo@৸>Ge@৸ পu>Gi na>e পa>Сu 
ԟ中㉿ 

Ve>৸／
ɪe>৸ Ge>৸ >Vo@৸>Ge@৸ >Сu@We>৸ �� পa>Сu 

Ԡ⨹ᧁ ɪe>৸ Ge>৸ >Vo@৸>Ge@৸ u>Ge／>Сu@We>৸ na>e a>Сo 
 
 
 
 
 



23

「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」喜界島方言調査報告書 
 2011 年 8 月 15 日 国立国語研究所 

表 5 Უ音 ë  
㗄目⇟ภ 

න語 
地域 

68 202 210 2-156 

ⲗ  ೨  㗵  ධ㘑  

Ԙ小㊁ᵤ >pë@৸ Pë>৸ >Pë@৸>߽a@৸ >ɸe৸niɪi 
ԙᔒᚭ᪖ >ɸë@৸／>pë@৸ Pë>৸ >Pë@৸>߽i@৸ ɸë>৸／>ɸë@ِNa>ˍi 
ԚႮ㆏ he>৸ >Pe@৸ >PeW߽i@৸��>Pe@৸>߽i@৸ pфe>৸ 
ԛဈᎨ pe>৸ >Pe@৸ >Pi@N>No@৸ >pe@৸ 
Ԝ㒙વ pe>৸／ɸe>৸ >Pe@৸ �� >ɸe@৸ 
ԝ上ཅ㋕ he>৸ >Pe@৸ PiW>߽e@৸ >he@৸ 
Ԟḧ he>৸ >Pe@৸ >PiW߽e@৸ >heِ@Na>Gi@৸  
ԟ中㉿ he>৸ >Pe@৸ PiW>߽e@৸ >h̑@৸ 
Ԡ⨹ᧁ he>৸ >Pe@৸ PiW>߽e@৸ �� 

 
 表 4 の「㈬」「┻」は語中の N が [ になり，[ の៺ᡂがᒙまった⚿果，Უ音ㅪ⛯が↢ߓた

もの（
VaNe㧪
Va[e㧪
Vae㧪
Vë৸㧪Ve৸，
GaNe㧪
Ga[e㧪
Gae㧪
Gë৸㧪Ge৸），「⣨」の СuWe৸ は

СoWai（੖૕）を語Ḯとする語，「ญ⬄」の পuWuغe৸ は
oWoغai（おとがい）を語Ḯとする

語，「ධ㘑」の ɸe৸，ɸë৸ は
pae（はえ）を語Ḯとする語で，いずれも ae，ai をもととして

いる。「㗵」の語Ḯはよく分からないが，「まえ߭たい」か。  

 小㊁ᵤとᔒᚭ᪖では，⋥೨のᲣ音がਔໃ音 p，P，ɸ の場合に ë৸（表 5 の✂ដけㇱ分）が

あらわれやすく，それ以外のሶ音のᓟでは e৸があらわれやすいようである（表 �）。  
 
 次に，o は次のような語にあらわれる。やはり，ほとࠎどが㐳Უ音で，歴史的には，au，

ao などのㅪᲣ音のⲢ合により↢ߓたもの（「ⱆ」は  
WaNo㧪
Wa[o㧪
Wao㧪Wo৸），あるいは

ṽ語↱来の語である。  
 
表 6-1 Უ音 o  

㗄目⇟ภ 
න語 

地域  

213 245 123 137 

㤕(こうߓ) ▖  ╀  ⱆ(たこ) 

Ԙ小㊁ᵤ  >ho@৸>ॼi >ho@৸>Ni >Vo@৸Ge>৸�ፘ೔� Wo>৸ 
ԙᔒᚭ᪖  >ho@৸>ॼi >po@৸>Ni >Ge@৸ق೔ك Wo>৸ 
ԚႮ㆏  >ho৸@ॼi >ɸo@৸>߽i >Vo@৸>Ge@৸／Ge>৸ Wo>৸ 
ԛဈᎨ  ho>৸@ॼi >po৸@߽i Va>o Wo>৸ 
Ԝ㒙વ  ho>৸@ॼi po>৸@߽i／ho>৸@߽i Ge>� Wo>৸ 
ԝ上ཅ㋕  >ho@৸>ॼi ho>৸@߽i Ge>৸ Wфo>৸ 
Ԟḧ  >ho৸@ˍi ho>৸@߽i >Vo@৸>Ge@৸ �� 
ԟ中㉿  >ho৸@ॼi ho>৸@߽i �� Wo>৸／>Wo৸
Ԡ⨹ᧁ  >ho৸@ॼi／ho>৸@ॼi ho>৸@߽i Ge>৸ Wo>৸ 
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表 6-2 Უ音 o  
㗄目⇟ภ 

න語 
地域  

2-40 2-45 2-83 

ఱᒉ  ⷫᚘ  㐷  

Ԙ小㊁ᵤ  >N՝o@৸>Ge@৸ >ɸa@ޞo৸>ˍi@৸ ˍo>৸ 
ԙᔒᚭ᪖  �� >ha@ޞo৸>ˍi@৸ ˍo>৸ 
ԚႮ㆏  >ɪo@৸>Ge@৸ pфa>ޞo৸@ˍi >ˍo৸ 
ԛဈᎨ  >Vo@৸>Ge@৸ pa>ޞo@৸>ॼi@৸  >ˍo@৸ 
Ԝ㒙વ  >Vo@৸>Ge@৸ >ɸa@ޞo৸>ˍi >ˍo@ِNu>߽i@৸／>ˍo@৸ 
ԝ上ཅ㋕  >Vo@৸>Ge@৸ >haޞo@৸>ˍi@৸／>Vo৸Ge@ِ>߽a@৸ >ˍo@৸ 
Ԟḧ  >Vo@৸>Ge@৸ >haޞo@৸>ˍi@৸ >ˍo@৸ 
ԟ中㉿  >Vo@৸>Ge@৸ >haޞo@৸>ˍi@৸ >ˍo@৸ 
Ԡ⨹ᧁ  >Vo@৸>Ge@৸ ha>ޞo@৸>ˍi@৸ >ˍo@৸ 

 

 

（㧟）ᐢᲣ音  

 ᐢᲣ音はどの地域でも a の１種類である。表 7 に଀をあߍる。  
 
表 7 Უ音 a 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

9 10 37 42 70 128 

⪲  ฬ  ♄  ㊄  㥦  ጊ  

Ԙ小㊁ᵤ >pa@৸ >na@৸ Na>i@৸ >Na@ne >pa@na Ma>Pa 
ԙᔒᚭ᪖ >pa@৸ >na@৸ Na>i@৸ >ha@nԌ >pa@na Ma>Pa 
ԚႮ㆏ pa>৸ na>৸ Na>i 15 pa>na Ma>Pa 
ԛဈᎨ 

pa>৸／
ɸa>৸ na>৸ Na>Mu ha>ni／[a>ni �� Ma>Pa 

Ԝ㒙વ pa>৸ na>৸ Na>i ha>ni pфa>na Ma>Pa 
ԝ上ཅ㋕ ha>৸ na>৸ >Nфa@i>৸ ha>ni ha>na Ma>Pa 
Ԟḧ ha>৸ >na@Pa>i Nфa>i ha>nԌ ha>na Ma>Pa 
ԟ中㉿ ha>৸ na>৸ Nфa>i／Nфa>Mu ha>nԌ ha>na Ma>Pa 
Ԡ⨹ᧁ ha>৸ >na@Pa>i >Na@i>৸ ha>ni／ha>nԌ ha>na Ma>Pa 
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㧟㧚㧟 ༑⇇ፉ⻉方⸒のᲣ㖸㖸⚛目㍳  

 喜界島各地のᲣ音の音⚛目録を以下にあߍておく。  

 

⍴Უ音  

  小㊁ᵤ，ᔒᚭ᪖     中㉿       Ⴎ㆏，㒙વ，上ཅ㋕，ဈᎨ，ḧ，⨹ᧁ 

 i     Ԍ   u     i  �i㧛Ԍ�  u       i      u 

    a         a             a 

 
㐳Უ音  

  小㊁ᵤ，ᔒᚭ᪖     中㉿       Ⴎ㆏，㒙વ，上ཅ㋕，ဈᎨ，ḧ，⨹ᧁ 

i     Ԍ৸   u৸  i৸ �i৸㧛Ԍ৸�   u৸      i৸         u৸ 
  e৸   ë৸   o৸      e৸    o৸        e৸    o৸ 
    a৸          a৸            a৸ 
 

 

࿑㧡 喜界島⻉方言のᲣ音૕♽（⍴Უ音）  

志
戸
桶

小
野
津

塩
道

坂
嶺

阿
伝

湾
中
里

上
嘉
鉄

荒
木

i (i/ɪ ) u 
a 

i u
a

i ɪ  u
a 

i ɪ  u
a 

i u
a

i u
a

i u
a

i u
a

i u
a
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㧠 ༑⇇ፉ方⸒のሶ㖸  

 

㧠㧚１ ਔໃ㖸  

（㧠）ਔໃ㐽㎮音（ਔໃ៺ᡂ音） p b ɸ 

 ਔໃ㐽㎮音には p，b の２種類，ਔໃ៺ᡂ音には ɸ がある。  

 まず，p と ɸ はᲣ音 a，i，Ԍ，u，e，ë，o の೨にあらわれる。↪଀を表 8-1㨪8-4 にあߍる。 
 
表 8-1 ਔໃ㐽㎮音 p㧛៺ᡂ音 ɸ 
㗄目⇟ภ 

න語 
地域 

9 13 33 69 7 72 

⪲  ᱤ  ⠀  ▫  日  㜯  

Ԙ小㊁ᵤ >pa@৸ pa>৸ >pa@nԌ >pa@Nu >pi >pi@nԌ 
ԙᔒᚭ᪖ >pa@৸ pa>৸ >pa@n՝i pa>Nu Wi>Ga >pi@n՝i／

>pi@غi 
ԚႮ㆏ pa>৸ pa>৸ pa>ni／pa>n՝i pa>Nu >Wi@Ga pi>n՝i 
ԛဈᎨ pa>৸／ɸa>৸ pa>৸／ɸa>৸ pa>ni �� >pi@৸ pi>ni 
Ԝ㒙વ pa>৸ pa>৸ pa>ni pфa>Nu >Wi@Ga pфi>Сi@৸ 
ԝ上ཅ㋕ ha>৸ ha>৸ ha>ni ha>Nu oi oi>Сi 
Ԟḧ ha>৸ ha>৸ ha>nԌ �� �� �� 
ԟ中㉿ ha>৸ ha>৸ ha>n՝i ha>Nu oi>৸／>oi@৸ oi>n՝i／ɸi>غԌ 
Ԡ⨹ᧁ ha>৸ >ha৸ ha>ni／hanԌ ha>Nu oi>৸ oi>nԌ�  

 
表 8-2 ਔໃ㐽㎮音 p㧛៺ᡂ音 ɸ 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

96 249 14 166 68 245 

⢀  Ꮐ  ያ  ▍  ⲗ  ▖  

Ԙ小㊁ᵤ >pi@ॼi／>ɸi@ॼi >pi@ॼa>i pԌ>৸／ɸԌ>৸ he>ޞa >pë@৸ >ho@৸>Ni
ԙᔒᚭ᪖ pi>ॼi pi>Ga@i pԌ>৸ pi>ޞa／ɸi>ޞa >ɸë@৸／>pë@৸ >po@৸>Ni
ԚႮ㆏ pi>ॼi pi>Ga@i pi>৸ 15 he>৸ >ɸo@৸>߽i
ԛဈᎨ pi>ˍi pi>ॼa@i ɸi>৸ >pi@ޞa pe>৸ >po৸@߽i
Ԝ㒙વ oi>ॼi ɸi>Ga@i pi>৸／ɸi>৸ >pi@ޞa pe>৸／ɸe>৸ po>৸@߽i／

ho>৸@߽i
ԝ上ཅ㋕ oi>ॼi oi>Ga@ޞi oi>৸ 15 he>৸ ho>৸@߽i
Ԟḧ oi>ॼi oi>Ga@ޞi oi>৸ Va>ॼi�ፇ� he>৸ ho>৸@߽i
ԟ中㉿ oi>ॼi oi>Ga@ޞi oi>৸ oi>ޞa he>৸ ho>৸@߽i
Ԡ⨹ᧁ oi>ॼi oi>Ga@ޞi oi>৸ 15 he>৸ ho>৸@߽i
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表 8-3 ਔໃ㐽㎮音 p，៺ᡂ音 ɸ 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

73 95 165 227 146 
╩  ౻  ⦁  ⴼ  ▵  

Ԙ小㊁ᵤ pu>Gi >pফu@Mu pu>nԌ puN>Nu／ɸuN>Nu ɸu>ɪi 
ԙᔒᚭ᪖ >ɸu@GԌ >ɸu@Mu ɸu>nԌ ɸuN>Nu >pu@ɪi 
ԚႮ㆏ pu>Gi／ɸu>Gi ɸu>Mu >ɸu@ni >ɸuN@Nu Eu>ɪi��pu>ɪi
ԛဈᎨ �� pu>Mu >pфu@ni >puN@Nu pu>ɪi 
Ԝ㒙વ ɸu>Gi ɸu>Mu >ɸu@ni >ɸuN@Nu �� 
ԝ上ཅ㋕ ɸu>Gi ɸu>Mu ɸu>ni >ɸuN@Nu >Eu@ɪi લ 
Ԟḧ ɸu>Ge ɸu>Mu >ɸu@nԌ >ɸuN@Nu �� 
ԟ中㉿ ɸu>Gi ɸu>Mu >ɸu@nԌ >ɸuN@Nu／ɸuN>Nu ɸu>ɪi／ 

Eu>ɪi �ଽ஄ء�
Ԡ⨹ᧁ ɸu>Gi ɸu>Mu >ɸu@nԌ >ɸuN@Nu ɸu>ɪi 

 
表 8-4 ਔໃ㐽㎮音 p，៺ᡂ音 ɸ 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

4 15 54 81 102 
Ꮤ  Ⓞ  ᤊ  ⤯  㛽  

Ԙ小㊁ᵤ >ɸu@৸ >pu@৸／>ɸu@৸ >pфu@ɪi >pu@Vu pu>nԌ／ɸu>nԌ
ԙᔒᚭ᪖ ɸu>৸ ɸu>৸ >ɸu@ɪi／>pu@ɪi >pu@Vu／>ɸu@Vu pu>nԌ@৸
ԚႮ㆏ ɸu>৸ >i@ninoPi>৸

�ഏभৰ� hu>ɪi pu>Vu ɸu>ni@৸ 
ԛဈᎨ pu>৸／ɸu>৸ pu>৸／ɸu>৸ �� pu>Vu >pфu@ni
Ԝ㒙વ ɸu>৸ ɸu>৸ ɸu>ɪi ɸu>Vu ɸu>ni 
ԝ上ཅ㋕ ɸu>৸／>ɸu@৸ ɸu>৸ ɸu>ɪi ɸu>Vu >ɸu@ni
Ԟḧ ɸu>৸ ɸu>৸ ho>ɪi ɸu>Vu >ɸu@nԌ 
ԟ中㉿ ɸu>৸ ɸu>৸ ɸu>ɪi ɸu>Vu >ɸu@nԌ 
Ԡ⨹ᧁ ho>৸ ho>৸ ɸu>ɪi oi>Vu >ɸu@nԌ 
  

 p があらわれる地域は，喜界島ർㇱの小㊁ᵤ，ᔒᚭ᪖，中ㇱのႮ㆏，ဈᎨ，㒙વで（表

の✂ដけㇱ分），ධㇱの上ཅ㋕，ḧ，中㉿，⨹ᧁではこの૏⟎に h があらわれる。ർㇱの p

も㐽㎮性はかなりᒙく，ਔໃ៺ᡂ音 ɸ と自↱に੤ᦧする。また，ᓟធするᲣ音が u の場合，

特に東京方言の o にኻᔕする u の場合には，ർㇱでも p より ɸ が಴やすい（表 8-4 の「Ꮤ」

「Ⓞ」「ᤊ」「⤯」「㛽」）。  

 喜界島ධㇱでは h の異音として ç と ɸ があらわれる。ç はᓟធするᲣ音が i の場合，ɸ は

ᓟធするᲣ音が u の場合にあらわれる異音である。共ㅢ語的な発音かもしれないが，⨹ᧁ

では「Ꮤ」「Ⓞ」などの語に ho があらわれている。  

 

 次に，b は語㗡にはほとࠎどあらわれず，もっ߬ら語中にあらわれる。語㗡の E は小㊁

ᵤ，Ⴎ㆏，ဈᎨ，ḧの EiEiॼa৸（࠭ࡒࡒ）などに⷗られるが，これは m のᄌ化したものであ
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る。語中の b は東京方言の b にኻᔕする૏⟎にあらわれる。ᓟធᲣ音は a，i，Ԍ，u。以下

に↪଀をあߍる。  
 
表 9 ਔໃ㐽㎮音 E 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

253 98 106 2-43 191 

࠭ࡒࡒ  ⥠  ᜰ  ሶଏ  ☸  

Ԙ小㊁ᵤ >Ei@Eiॼa>ޞa@৸ Vu>Ea >Mu@Ei >Za@ޞa>EԌ／
>Za@ޞa>Eࣶi 15 

ԙᔒᚭ᪖ >Pi@Pi>ॼa@৸ Vu>Ea Mu>Ei >Za@ޞa>EԌ ૊  u@Eu߾<
ԚႮ㆏ 

>Pi@Pi>ॼa@৸／
>Ei@Ei>Ga@৸ Vu>Ea Mu>Ei Za>ޞa@Ei Wফu>Eu 

ԛဈᎨ >Ei@Ei>ॼa@৸ Vu>Ea Mu>Ei Za>ޞa@Ei  ফu>Eu߾
Ԝ㒙વ >Pi@Pi>Ga@৸ Vu>Ea Mu>Ei Za>ޞa@Ei �� 
ԝ上ཅ㋕ >Pi@Pi>Ga@৸ Vu>Ea Mu>Ei �� Wফu>Ga@৸／ 

Wфu>Ga@৸ 
Ԟḧ >EiEi@Ga>ޞa@৸ Vu>Ea Mu>Ei Za>ޞa@Ei Wu>Eu／ 

Wu>Ga@৸�৵औः၄�
ԟ中㉿ >PiPi@ِGa>Ma@৸ Vu>Ea Mu>Ei Za>ޞa@Ei �� 
Ԡ⨹ᧁ >Pi@Pi>ॼa@৸ Vu>Ea Mu>Ei Za>ޞa@Ei u>Eu߾／u>Eu@৸߾

 
 
（㧡）ਔໃ㥦音 m 

 ਔໃ㥦音の P は，東京方言の P にኻᔕしている。Უ音 a，i，Ԍ，u，e，ë，o の೨に立ߜ，

地域Ꮕはほとࠎどない。表 10-1，10-2 に↪଀をあߍる。「㚍」では༄㗡化した Pফがあらわ

れている（表の✂ដけㇱ分）。中㉿の Paপ は，語㗡の༄㗡化音が語ᧃの㐽㎮として発音さ

れたものとᕁわれる。 
 
表 10-1 ਔໃ㥦音 P 

  

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

109 114 129 132 101 118 
⢆  ⼺  島  ᵿ  ⡊  ✂  

Ԙ小㊁ᵤ Pa>Wa Pa>PԌ ɪi>Pa pa>Pa Pi>Pi a>Pi 
ԙᔒᚭ᪖ Pa>Wa Pa>PԌ ɪi>Pa pa>Pa Pi>Pi পa>PԌ 
ԚႮ㆏ Pa>Wa Pa>Pi ɪi>Pa >pa@Pa Pi>Pi a>Pi 
ԛဈᎨ Pa>Wa Pa>Pi ɪi>Pa >pa@Pa Pi>Pi পa>Pi 
Ԝ㒙વ Pa>Wa Pa>Pi ɪi>Pa >pa@Pa Pi>Pi a>Pi 
ԝ上ཅ㋕ Pa>Wa Pa>Pi ɪi>Pa ha>Pa Pi>Pi পa>Pi 
Ԟḧ Pa>Wa Pa>Pi ɪi>Pa >ha@Pa Pi>Pi পa>Pi 
ԟ中㉿ Pa>Wa Pa>Pi／Pa>PԌ ɪi>Pa ha>Pa Pi>Pi পa>Pi 
Ԡ⨹ᧁ Pa>Wa Pa>Pi／Pa>Pe ɪi>Pa >ha@Pa Pi>Pi a>Pi 
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表 10-2 ਔໃ㥦音 P 
㗄目⇟ภ 

න語 
地域 

59 194 202 8 133 
⯻  ⣽  ೨  ⮺  㚍  

Ԙ小㊁ᵤ >Pu@ɪi Pu>Pu Pë>৸ >Pu@৸ u>Pa 
ԙᔒᚭ᪖ >Pu@ɪi Pu>Pu Pë>৸ >Pu@৸ পu>Pa 
ԚႮ㆏ Pu>ɪi Pu>Pu／aW>We@৸ >Pe@৸ Pu>৸ পu>Pa 
ԛဈᎨ �� Pu>Pu >Pe@৸ Pu>৸ >Pফa 
Ԝ㒙વ Pu>ɪi �� >Pe@৸ Po>৸ >Pফa 
ԝ上ཅ㋕ Pu>ɪi Pu>Pu／aW>We@৸ >Pe@৸ 15 >Pফa 
Ԟḧ Pu>ɪi Pu>Pu >Pe@৸ Pu>৸ >Pফa 
ԟ中㉿ Pu>ɪi Pu>Pu >Pe@৸ �� >Paপ 
Ԡ⨹ᧁ Pu>ɪi Po૊>Po૊／Po>Po >Pe@৸ Po>৸ >Pফa 

 
㧠㧚２ ᱤ⨍㖸  

（㧢）ᱤ⨍㐽㎮音 t  Wফ d 

 ᱤ⨍㐽㎮音には，t，Wফ，d がある。  

t にᓟធするᲣ音は a，i，Ԍ，u，e，o。↪଀を表 11-1 にあߍる。  
 
表 11-1 ᱤ⨍㐽㎮音 W 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

21 86 11 233 60 85 257 137 
↰  ᱌  手  おもて  㠽  音  ⇌  ⱆ  

Ԙ小㊁ᵤ Wa>৸ >পu@Wa WԌ>৸ >u@Pu>WԌ >Wu@i >পu@Wu >pa@We>৸ Wo>৸
ԙᔒᚭ᪖ Wa>৸ >পu@Wa WԌ>৸ >u@Pu>WԌ >Wu@i >পu@Wu >pa@We>৸ Wo>৸
ԚႮ㆏ Wфa>৸ পu>Wa Wi>৸ >u@Pu>Wi Wu>i u>Wu pa>We@৸ Wo>৸
ԛဈᎨ Wфa>৸ পu>Wa Wi>৸ >পu@Pu>Wi Wu>i পu>Wu pa>We@৸ Wo>৸
Ԝ㒙વ Wa>৸ u>Wa Wi>৸ >পu@Pu>Wi Wu>i u>Wu pa>We@৸ Wo>৸
ԝ上ཅ㋕ Wфa>৸ পu>Wa Wi>৸ >পu@Pu>Wi Wфu>ޞi পu>Wu ha>We@৸ Wфo>৸
Ԟḧ Wфa>৸ পu>Wa Wфi>৸ >পu@Pu>Wi Wфu>ޞi পu>Wu ha>We@৸ 15
ԟ中㉿ Wфa>৸ পu>Wa Wфi>৸ >পu@Pu>Wi／

>পuPuWi Wфu>i পu>Wu ha>We@৸ Wo>৸／
>Wo৸

Ԡ⨹ᧁ Wфa>৸ u>Wa Wi>৸ >u@Pu>Wi Wu>ޞi／o>ޞi o>Wo ha>We@৸ Wo>৸ 
 
 喜界島方言の ta は東京方言の ta に，tԌ（ർㇱ）・ti（ධㇱ）は東京方言の te に，tu は東京

方言の tu と to にኻᔕする。te，to は tae，tao などのㅪᲣ音に↱来する音で，㐳音であらわ

れる。ᓟに述ߴるように，東京方言の ߽i にኻᔕする音は，喜界島でも ߽i と発音されるの

で，「手」と「ⴊ」は，喜界島ർㇱで tԌ৸と ߽i৸で，ධㇱで ti৸と ߽i৸ で඙೎されている。同ߓく，

東京方言の u߾ にኻᔕする音は，喜界島方言では Wফu または ফu߾ で発音されるので，「㠽」の

╙１ᜉ目と「面」の╙１ᜉ目は，Wu と Wফu，または Wu と ফu߾ で඙೎されている。ただし，
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地域によっては「面」の Wফu の༄㗡化がᒙまっている場合がある。その場合は「㠽」の Wu
と「面」の Wu がほとࠎど同ߓ音になってしまう（⹦しくは⎕ᡂ音 ߾ の▎所ෳᾖ）。  

 

 次に，༄㗡化した WফはᲣ音 a，i，u の೨に立つ。「面」「✁」などの Wফu は，地域によっては

ফu߾ と発音されたり，Wফu の༄㗡化がᒙまって Wu に発音されたりすることもある。「㠽」の

Wu と「面」の Wফu との㑐ଥは，上に述ߴたとおり。Wফa，Wফi は「一つ」「ੑつ」「ੑੱ」など

の語にあらわれる。これらはもと語㗡にあった pi�ɸi�，pu�ɸu�が⣕落した㓙に W に༄㗡化音が

 。たものであるߓ↢
 
表 11-2 ᱤ⨍㐽㎮音 Wফ 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

99 121 2-15 2-178 2-180 2-189 

面  ✁  ⤒小௯  一つ  ੑつ  ੑੱ  
Ԙ小㊁ᵤ ߾ফu>ޞa Wu>na ߾u>Eu@ɪi �� �� ��
ԙᔒᚭ᪖ ߽u>ޞa ߾ফu>na >߽u@Eu>ɪi >Wফi@߽u >Wফa৸@߽u >Wফa@i
ԚႮ㆏ Wu>ޞa Wফu>na >Wফu@Eu>ɪi >Wফi@Wu >Wফa৸@Wu >Wফai
ԛဈᎨ ߾u>ޞa ߾ফu>na／ 

Wu>na >߾u@Eu>ɪi >Wফi@߾u >Wফa@৸>߾u Wফa>i 
Ԝ㒙વ Wu>ޞa Wফu>na >Wফu@Eu>ɪi �� �� ��
ԝ上ཅ㋕ Wফu>ޞa Wফu>na >Wফu@Eu>ɪi >Wফi@Wu >Wফa@৸>Wu Wফa>ޞi
Ԟḧ Wu>ޞa ߾u>na／ 

Wu>na >Wফu@Eu>ɪi >Wফi@Wu >Wফa@৸>Wu Wফa>ޞi 
ԟ中㉿ Wফu>ޞa na>Za �縄� >Wফu@Eu>ɪi >Wফi@Wu >Wফa@৸>Wফu Wফa>i
Ԡ⨹ᧁ ߾u>ޞa ߾u>na >߾u@Eu>ɪi／

uEuɪi߾< >Wফi@߾u >Wফa@৸>߾u Wফa>ޞi 
 

d は共ㅢ語の d にኻᔕしている。ᓟធするᲣ音は a，i，Ԍ，u，e。↪଀を表 12 にあߍる。 
 

表 12 ᱤ⨍㐽㎮音 G 
㗄目⇟ภ 

න語 
地域 

46 212 55 73 178 217 58 

ᨑ  ᶘ  ⴿ  ╩  ⷺ(かど) 〭り  ┻  

Ԙ小㊁ᵤ >Mu@Ga Mu>Ga@i >Vu@Gi pu>Gi >Na@Gu u>Gu@i >Ge@৸
ԙᔒᚭ᪖ 

>Mi@Ga／ 
>Mu@Ga Mu>Ga@i >Vu@Gi >ɸu@GԌ >Na@Gu পu>Gu@i >Ge@৸ 

ԚႮ㆏ Mu>Ga >Mu@Ga>i Vu>Gi pu>Gi／ɸu>Gi Na>Gu >Zu@Gu>i Ge>৸
ԛဈᎨ Mi>Ga >Mu@Ga>i �� �� ha>Gu >Сu@Gu>i Ge>৸
Ԝ㒙વ Mu>Ga >Mu@Ga>i Vu>Gi ɸu>Gi Na>Gu >Сu@Gu>i Ge>৸
ԝ上ཅ㋕ Mu>Ga >Mu@Ga>ޞi Vu>Gi ɸu>Gi Nфa>Gu >পu@Gu>ޞi Ge>৸
Ԟḧ Mu>Ga >Mu@Ga>ޞi Vu>Gi ɸu>Ge Nфa>Gu >Zu@Gu>ޞi Ge>৸
ԟ中㉿ 

Mi>Ga／ 
Mu>Ga >Mu@Ga>ޞi Vu>Gi ɸu>Gi Nфa>Gu／

Vu>Pi�࿩� >পu@Gu>i Ge>৸ 
Ԡ⨹ᧁ Mu>Ga >Mu@Ga>ޞi Vu>Gi ɸu>Gi Na>Gu >u@Gu>ޞi Ge>৸
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d は基本的に語㗡には立たないが，「┻」という語はどの地域でも de৸ と発音される。東

京方言とのኻᔕ㑐ଥは，喜界島方言の da が東京方言の da に，GԌ（ർㇱ）・Gi（ධㇱ）が東

京方言の Ge に，Gu が東京方言の do にኻᔕするという㑐ଥである。喜界島中・ධㇱでは，

東京方言の z が d であらわれるが，これについては次の z の▎所で述ߴる。  

 

（㧣）ᱤ⨍៺ᡂ音 s z 

 ᱤ⨍៺ᡂ音には，s，z がある。s は東京方言の s にኻᔕする૏⟎にあらわれる。ᓟធᲣ

音は a，u，e，o。ᓟធᲣ音が i の場合には，s はᱤ⨍ᓟㇱ៺ᡂ音の ɪ になる。↪଀を表 13-1，

13-2 にあߍる。  
 
表 13-1 ᱤ⨍៺ᡂ音 V 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

45 168 2-60 27 200 55 47 

⋁  ═ ஺  下㚝  Ꮍ  ᾓ  ⴿ  ㈬  

Ԙ小㊁ᵤ >Va@ޞa ha>Va পaV>Va@৸ Vu>৸ Vu>Vu >Vu@Gi >Ve@৸
ԙᔒᚭ᪖ >Va@ޞa ha>Va >পa@VVa>৸ Vu>৸ Vu>Vu >Vu@Gi >Ve@৸ 
ԚႮ㆏ Va>ޞa ha>Va পaɪ>ɪa@৸ Vu>৸ >Vu@Vu Vu>Gi Ve>৸／ɪe>৸
ԛဈᎨ Va>ޞa ha>Va >পa@V>Va@৸ Vu>৸ >Vu@Vu �� Ve>৸ 
Ԝ㒙વ Va>ޞa ha>Va পaV>Va Vu>৸ �� Vu>Gi Ve>৸ 
ԝ上ཅ㋕ Va>ޞa／Vu৸@Ga>ޞa ha>Va পaV>Va >Vu@৸ Vu>Vu Vu>Gi Ve>৸ 
Ԟḧ >Vo@৸>Ga@ޞa ha>Va পaV>Va Vu>৸ >Vu@Vu Vu>Gi Ve>৸ 
ԟ中㉿ Va>ޞa／>Vaޞa ha>Va পa>VVa Vu>৸ Vu>Vu Vu>Gi Ve>৸／ɪe>৸
Ԡ⨹ᧁ Va>ޞa Na>Va পaV>Va@ Vu>৸ Vu>Vu Vu>Gi ɪe>৸ 

 
表 13-2 ᱤ⨍៺ᡂ音 V，ᱤ⨍ᓟㇱ៺ᡂ音 ɪ 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 
��� ���� ��� ��� �� ��� 
╀ ఱᒉ 島 ᳝ ‐ ᳨ 

Ԙ小㊁ᵤ >Vo@৸Ge>৸ >N՝o@৸>Ge@৸ ɪi>Pa ɪi>ޞu >পu@ɪi a>ɪi 
ԙᔒᚭ᪖ >Ge@৸�೔भਔ� Mi>৸@ޞi�੬฼๧�／

>পu@Wu>ˍa�੓฼๧� ɪi>Pa ɪi>ޞu >পu@ɪi পa>ɪi 

ԚႮ㆏ >Vo@৸>Ge@৸／ 
Ge>৸ >ɪo@৸>Ge@৸ ɪi>Pa ɪi>ޞu u>ɪi a>ɪi 

ԛဈᎨ Va>o >Vo@৸>Ge@৸ ɪi>Pa ɪi>ޞu পu>ɪi পa>ɪi 
Ԝ㒙વ Ge>� >Vo@৸>Ge@৸ ɪi>Pa ɪi>ޞu u>ɪi পa>ɪi 
ԝ上ཅ㋕ Ge>৸／ 

>Ge@৸>Pa@৸�ဳॉፘ� >Vo@৸>Ge@৸ ɪi>Pa ɪi>ޞu পu>ɪi পa>ɪi 
Ԟḧ >Vo@৸>Ge@৸ >Vo@৸>Ge@৸ ɪi>Pa ɪi>ޞu পu>ɪi পa>ɪi 
ԟ中㉿ �� >Vo@৸>Ge@৸ ɪi>Pa ɪi>ޞu পu>ɪi পa>Ve 
Ԡ⨹ᧁ Ge>৸  >Vo@৸>Ge@৸ ɪi>Pa ɪi>ޞu u>ɪi a>ɪi 
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 s は地域による違いがᲧセ的少ない。だたし，Ⴎ㆏では，他の地域の Va，Ve，Vo を ɪa，
ɪe，ɪo と発音する௑ะがある（表の✂ដけㇱ分）。表 13-2 の「᳨」は，東京方言とのኻᔕ

㑐ଥからいうと，ർㇱでは পasԌ，ධㇱでは পasi が੍ᗐされるとこࠈだが，実㓙にはർㇱで

もධㇱでも পaɪi になっている。ߜなߺに，言語地ℂ学ቯ଀研究会(1986)では，「᳨」にኻし

て㐳Ꭸで পaߍï，ᣧ↸・中ᾢで পasi，ᳰᴦで পasԌ，পaߍԌ が報告されている（ただし，「研究者

୘ੱごとの表記方法の若ᐓのくいߜがいを߰くࠎでいる߫あいがある」(p.7)という）。 
 
 次に，z は東京方言の z にኻᔕする૏⟎にあらわれる。ᓟធᲣ音は a，i，u。i の೨では

ᱤ⨍ᓟㇱの ॼi㧛ˍi であらわれる。表 14-1，14-2 に଀をあߍる。  
 
表 14-1 ᱤ⨍៺ᡂ音 ] 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

67 2-29 2-90 52 49 2-168 43 
൬い  
(かߑ) 

ほくࠈ  
(あߑ) いさり  ᳓   

 (ߠߺ)
்  
(きず) 

෰年  
(こぞ) 

Ḵ  
 (ぞߺ)

Ԙ小㊁ᵤ >ha@]a >পa@]a পi>]a@i >Pi@]u >Nফi@]u hu>ˌu Pi>]u@৸
ԙᔒᚭ᪖ >ha@ॼa >পa@ˍa i>ˍa@i PԌ>ˌu >Nফi@]u hu>ˍu Pi>ॼu@৸
ԚႮ㆏ 15 পa>Ga >পi@Ga>ޞi Pi>Gu Nফi>]u hu>Gu��ɸu>Gu Pi>ॼu@৸
ԛဈᎨ �� a>]a >পi@]a>i �� Nফi>ˌu ɸu>ॼu／>ˍu Pi>ॼu@৸
Ԝ㒙વ ha>Ga পa>Ga >পi@Ga>i Pi>Gu ߽i>Gu �� Pi>ॼu@৸
ԝ上ཅ㋕ ha>Ga পa>]a >পi@Ga>ޞi Pi>Gu ߽i>Gu ɸu>Gu Pi>ॼu@৸
Ԟḧ �� পa>Ga >পi@Ga>ޞi Pi>Gu ߽i>Gu hu>Gu Pi>ॼu@৸
ԟ中㉿ ha>Ga a>Ga >পi@Ga>i Pi>]u／

Pi>Gu ߽i>]u ɸu>Gu Pi>ॼu@৸ 
Ԡ⨹ᧁ ha>Ga পa>]a >পi@]a>ޞi Pi>]u Ni>]u ɸu>]u Pi>]u@৸

 
表 14-2 ᱤ⨍៺ᡂ音 ]，ᱤ⨍ᓟㇱ៺ᡂ音 ॼ 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

2-134 96 2-50 213 2-140 75 

᧶  ⢀  
 (ߝ߭)

ᆄ   
(とߓ) 

㤕  
(かうߝ) ⤝  㘑  

Ԙ小㊁ᵤ >পa@]u>Pu >pi@ॼi／
>ɸi@ॼi >Wфu@ॼi >ho@৸>ॼi >ˍi@ِ >ha@ॼi

ԙᔒᚭ᪖ >পa@ˍu>Pu pi>ॼi Wфu>ˍi >ho@৸>ॼi ˍi>nu >ha@ॼi
ԚႮ㆏ পa>ˌu@Pu pi>ॼi Wфu>ˍi ho>৸@ॼi ˍi>ِ ha>Gi
ԛဈᎨ পa>ॼu@Pu pi>ˍi Wu>ˍi ho>৸@ॼi ˍi>ِ／

>ˍiِ �� 
Ԝ㒙વ �� oi>ॼi Wфu>ˍi >ho@৸>ॼi �� ha>Gi
ԝ上ཅ㋕ 

পa>Gi@Pu �ອᆣ� 
>MaPaWu@পa>Gi@Pu �૯ᆣ� oi>ॼi Wфu>ˍi >ho@৸>ॼi ˍi>ِ ha>Gi 

Ԟḧ পa>Gu@Pu oi>ॼi Wфu>ˍi >ho৸@ˍi ˍi>ِ �� 
ԟ中㉿ পa>Gu@Puقອك oi>ॼi Wфu>ˍi >ho৸@ॼi ˍi>ِ ha>Gi
Ԡ⨹ᧁ 

পa>ˌu@Pu �ອ�／ 
MaPa>Wu@a>ˌu@Pu �૯� oi>ॼi Wu>ˍi >ho৸@ॼi ／

ho>৸@ॼi ˍi>ِ ha>ॼi 
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z は地域による発音のᏅがᄢきい。概して，小㊁ᵤ，ဈᎨ，⨹ᧁでは ] または ˌ で発音

されることが多く，ᔒᚭ᪖ではᱤ⨍ᓟㇱの ॼ㧛ˍ で，Ⴎ㆏，㒙વ，上ཅ㋕，ḧ，中㉿では

G（表の✂ដけㇱ分）で発音されることが多い（ただし，表 14-1 の「Ḵ」のߺ，各地 ॼu な

いし zu で発音されている）。その⚿果，Ⴎ㆏，㒙વ，上ཅ㋕，ḧ，中㉿では，東京方言の

Ga と ]a� Go と ]u と ]o がそれぞれ合ᵹして Ga，Gu になっている。଀え߫，表 12 の MuGa
（ᨑ），MuGaޞi（ᶘ）の Ga と表 14 の NaGa（൬い），পaGa（あߑ㧩ほくࠈ），iGaޞi（いߑり）

の Ga は同ߓ音，また，表 12 の NaGu（ⷺ），ZuGuޞi・পuGuޞi（〭り）の Gu と表 14 の PiGu
（᳓），߽iGu（்），ɸuGu・huGu（こぞ㧩෰年）の Gu も同ߓ音である。 

それだけでなく，これらの地域では「㘑」も haGi となっていて（他の地域では ha�i），
表 12 の VuGi（ⴿ），ɸuGi（╩）の Gi と haGi（㘑）の Gi が同ߓ発音になっている。このこと

から，Ⴎ㆏，㒙વ，上ཅ㋕，ḧ，中㉿ではᲣ音のᄌ化（e㧪Ԍ㧪i）が⿠きる೨に ]㧪G のᄌ

化が⿠きていたことが分かる。 
 

╩（߰で）㧦
puGe   㧪
ɸuGe㧪ɸuGi 
 㘑（かߗ）㧦
Na]e㧪
ha]e㧪
haGe㧪haGi 

 （Უ音のᄌ化がవ行した場合，
Na]e㧪
ha]e㧪
haॼe㧪haॼi となり，haGi は↢ߓない） 
 

表 14-2 の「⤝」の語㗡音も ze に↱来するが，Ⴎ㆏，㒙વ，上ཅ㋕，ḧ，中㉿でも
Giِ
とはならず，ˍiِ となっている。語㗡というⅣႺが㑐ଥしているน⢻性もあるが，おそら

く，この語が喜界島方言にขり౉れられた時ᦼが，]㧪G のᄌ化が⿠きたᓟだったからでは

ないかと⠨えられる。 
 
 
（㧤）ᱤ⨍⎕ᡂ音 ߾ফ�߾�，߽ফ�߽� 
 ᱤ⨍⎕ᡂ音には はᲣ音 �߾�ফ߾。߽�がある�ফ߽，�߾�ফ߾ u の೨にあらわれ，東京方言の ߾ に

ኻᔕしている。↪଀を表 15-1 にあߍる。 
の発音も地域によりᏅがᄢきく，ർㇱの小㊁ᵤ，ᔒᚭ᪖や中ㇱのဈᎨ，ධㇱの（߾）ফ߾ 

⨹ᧁでは ফu߾ で発音されることが多いのにኻし，中ㇱのႮ㆏，㒙વ，上ཅ㋕やධㇱのḧ，

中㉿では Wফu で発音されることが多い。同一地域でも ফu߾ と Wফu をំれており，߾ফu と Wফu
の中㑆的な発音も多く⡞かれる。また，༄㗡化がᒙまっている場合もある。 
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表 15-1 ᱤ⨍⎕ᡂ音  （߾）ফ߾
㗄目⇟ภ 

න語 
地域 

99 121 141 183 219 
面  ✁  ⷺ(つの) ᧻  㠑  

Ԙ小㊁ᵤ ߾ফu>ޞa Wu>na ߾u>nu Pa>߾u Na>߾u@৸ 
ԙᔒᚭ᪖ ߽u>ޞa ߾ফu>na ߾ফu>nu Pa>߾ফu Na>߾u@৸ 
ԚႮ㆏ Wu>ޞa Wফu>na Wu>nu >Pa@Wu >Na@߾u>o 
ԛဈᎨ ߾u>ޞa ߾ফu>na／Wu>na u>nu߾ >Pa@߽u >Nфa@߾u>৸ 
Ԝ㒙વ Wu>ޞa Wফu>na Wফu>nu �� Na>߾u@o 
ԝ上ཅ㋕ Wফu>ޞa Wফu>na Wফu>nu >Pa@߾u >Nфa@Wu>৸ 
Ԟḧ Wu>ޞa ߾u>na／Wu>na �� >Pa@Wu㧛Pa@߾u >Nфa@Wu>৸／ 

Nфa@WVu>৸ 
ԟ中㉿ Wফu>ޞa na>Za �縄� Wফu>nu Pa>Wu >Na߾o 
Ԡ⨹ᧁ ߾u>ޞa ߾u>na ߾unu >Pa@߾u Na>߾uo 

 
（㧢）の W の▎所で述ߴたように，喜界島方言では「㠽」が Wuޞi・Wui と発音される。こ

の tu は㕖༄㗡化音の tu であり，また u߾ と੤ᦧしない。この点で「面（Wফuޞa・߾ফuޞa）」の

tফu，߾ফu とは඙೎される。ただし，「面」の tফu の༄㗡化がᒙまっている場合（表 15-2 の✂

ដけㇱ分）には，「面」の Wu と「㠽」の Wu との඙೎が㔍しくなる。  
 
表 15-2 「面」と「㠽」 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域  

99 121 141 60 
面  ✁  ⷺ  㠽  

Ԙ小㊁ᵤ u>nu߾ a Wu>naޞ<ফu߾  >Wu@i
ԙᔒᚭ᪖  ߽u>ޞa ߾ফu>na ߾ফu>nu >Wu@i
ԚႮ㆏  Wu>ޞa Wফu>na Wu>nu Wu>i
ԛဈᎨ ফu>na／Wu>na߾ aޞ<u߾  u>nu߾ Wu>i
Ԝ㒙વ  Wu>ޞa Wফu>na Wফu>nu Wu>i
ԝ上ཅ㋕  Wফu>ޞa Wফu>na Wফu>nu Wфu>ޞi
Ԟḧ  Wu>ޞa ߾u>na／Wu>na �� Wфu>ޞi
ԟ中㉿  Wফu>ޞa na>Za �縄� Wফu>nu Wфu>i
Ԡ⨹ᧁ unu߾ u>na߾ aޞ<u߾  Wu>ޞi／Wo>ޞi

 
 ߽ফ�߽� はᲣ音 i の೨にあらわれ，東京方言の ߽ にኻᔕしている。また，地域によっては

東京方言の N�i�にもኻᔕしている。表 15-3 の「்」「⢄」「ᕷ」「▖」などがその଀である

（表の✂ដけㇱ分）。東京方言の Ni にኻᔕする音が ߽i であらわれるのは，中ㇱ，ධㇱのႮ

㆏，ဈᎨ，㒙વ，上ཅ㋕，ḧ，中㉿の特徴で，ർㇱの小㊁ᵤ，ᔒᚭ᪖では東京方言の Ni
にኻᔕする音は Nফi である。 
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表 15-3 ᱤ⨍ᓟㇱ⎕ᡂ音 ߽ 
㗄目⇟ภ 

න語 
地域 

2 66 119 49 100 158 245 
ⴊ  ㆏  ㋬  ்  ⢄  ᕷ  ▖  

Ԙ小㊁ᵤ >߽ফi@৸ >Pi@߽i pa>߽i >Nফi@]u Nফi>Pu পi>Ni >ho@৸>Ni
ԙᔒᚭ᪖ >߽i@৸／>߽i৸ >Pi@߽i >pa@߽i >Nফi@]u Nফi>Pu পi>Ni >po@৸>Ni
ԚႮ㆏ ߽ফi>৸ Pi>߽i pa>߽i Nফi>]u ߽ফi>Pu >পi@߽i po>৸@߽i
ԛဈᎨ ߽i>৸ �� >pa@߽i Nফi>ˌu ߽i>Pu >পi@߽i po>৸@߽i
Ԝ㒙વ ߽i>৸ Pi>߽i >ha@߽i ߽i>Gu ߽i>Pu >পi@߽i po>৸@߽i
ԝ上ཅ㋕ ߽i>৸ Pi>߽i ha>߽i ߽i>Gu ߽i>Pu >পi@߽i ho>৸@߽i
Ԟḧ ߽ফi>৸ Pi>߽i >ha@߽i ߽i>Gu �� >পi@߽i ho>৸@߽i
ԟ中㉿ ߽ফi>৸／>߽ফi৸ Pi>߽i ha>߽i／

>ha@߽i ߽i>]u ߽ফi>Pu >পi@߽i ho>৸@߽i 

Ԡ⨹ᧁ 
>a৸@߽i>৸／
߽i>৸ Pi>߽i ha>߽i Ni>]u ߽i>Pu >পi@Ni／ 

>পi@߽i ho>৸@߽i 
 
 ߽ のᓟには，Უ音 a，u，o が⛯くこともある。表 15-4 に↪଀をあߍる。「明日」「ੱ」は

;i�W9（; はછᗧのሶ音，9 はછᗧのᲣ音）というⅣႺで W がญ⬄化を⿠こし，߽a，߽u と

なったもの，「ሶଏたߜ」「きࠀうり」は，N՝が ߽ になったものである。「൮ৼ」の ߽o は共

ㅢ語的な発音かとᕁわれる。 
 
表 15-4 ᱤ⨍ᓟㇱ⎕ᡂ音 ߽ 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

235 2-44 92 172 246 148 

明日  ሶଏたߜ  ੱ  ♻  きࠀうり  ൮ৼ  

Ԙ小㊁ᵤ a>߽a >Nࣶফa@ِ>N՝a@৸／
>Za@ޞaEԌِ>N՝a@৸ ／ফu i>Wu߾<

>i@߾u>৸ 15 >ɸo@৸>߽a@৸ 

ԙᔒᚭ᪖ পa>߽a >Nࣶফa@ِ>߽a@৸／
>Za@ޞaEԌِ߽a>৸ >߽ফu >পi@Wu Nফi>u@i >ho@৸>߽u@৸／

>ho@৸>߽a@৸
ԚႮ㆏ a>߽a >Nফa@ِ>߽a@৸／

>Za@ޞaEiِ>߽a@৸ >߽ফu i>߽u৸／
i>߾u৸ >߽i@u>i ha>Wa@na 

ԛဈᎨ পa>߽a >Nফa@ِ>߽ফa@৸／
>ZaޞaEi@ِ>߽ফa@৸ >߽ফu পi>Wu@৸ �� >pфo@৸>߽o@৸／

ha>Wa@na
Ԝ㒙વ a>߽a >Nফa@ِ>߽a@৸／

>Za@ޞaEiِ>߽a@৸ >߽ফu i>߽u@৸ >߽ফi@u>i �� 

ԝ上ཅ㋕ পa>߽ফa >Nফa@ِ>߽a@৸ ߽ফu পi>߽u@৸ N՝u>৸@ޞi ha>Wa@na 

Ԟḧ পa>߽a >Nফa@ِ>߽a@৸／
>ZaޞaEi@ِ>߽a@৸ ߽ফu পi>߽u@৸ >߽ফu@৸>ޞi >ho@৸>߽o@৸ 

ԟ中㉿ পa>߽a >Nফa@ِ>߽a@৸／
>ZaޞaEi@ِ>߽a@৸ >߽ফuপ পi>߽u@৸ >߽u@৸>ޞi ha>Wa@na 

Ԡ⨹ᧁ a>߽a >Nࣶফa@ِ>߽a@৸／
>ZaޞaEi@ِ>߽a@৸ ߽uপ i>߽u@৸ >N՝u৸ޞi／ 

N՝u>৸@ޞi ha>Wa@na 
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 以上のᱤ⨍音につき，喜界島⻉方言の状態をᢛℂしておこう（表 16-1，16-2）。まず，喜

界島ർㇱの小㊁ᵤ，ᔒᚭ᪖では，「ⴊ」と「⢄」の╙１ᜉ目が ߽ফi と kফi で඙೎されるが，

それ以外の地域ではどߜらも ߽i と発音され，඙೎がない。また，「面」の╙１ᜉ目が小㊁

ᵤ，ᔒᚭ᪖，ဈᎨ，⨹ᧁでは ফu߾ と発音されるのにኻし，Ⴎ㆏・㒙વ・上ཅ㋕・ḧ・中㉿

では Wফu と発音される。次に，Ⴎ㆏，㒙વ，上ཅ㋕，ḧ，中㉿では，d と z が඙೎されず，

z が d に合ᵹしている。この点で他の方言とᄢきく異なる。中ㇱのဈᎨは，「ⴊ」と「⢄」

の╙１ᜉ目がどߜらも ߽i と発音される点ではႮ㆏などの方言と共ㅢしているが，「面」の

╙１ᜉ目を ফu߾ と発音する点や d と z の඙೎がある点では，小㊁ᵤ，ᔒᚭ᪖，⨹ᧁと共ㅢ

している。ᓥって，ここではဈᎨと⨹ᧁを߭とまとめにしてᢛℂした。  

 
表 16-1 

 ↰ 手 ⴊ ⢄ 㠽 面 ⋁ 島 ᳨ Ꮍ ⴿ 
小㊁ᵤ・ᔒᚭ᪖ Wa WԌ ߽ফi Nফi Wu ߾ফu Va ɪi Vu 
Ⴎ㆏・㒙વ・上

ཅ㋕・ḧ・中㉿ Wa Wi ߽ফi・߽i Wu Wফu Va ɪi Vu 

ဈᎨ・⨹ᧁ Wa Wi ߽ফi・߽i Wu ߾ফu Va ɪi Vu 
       
表 16-2 

 
 

（㧥）ᱤ⨍㥦音 n 

 ᱤ⨍㥦音には n があり，東京方言の n にኻᔕしている。ᓟធᲣ音は，a，i，Ԍ，u，e。表

17-1，17-2 に↪଀をあߍる。  

 n はᲣ音 i の೨では，ญ⬄化した n՝になる。n՝i と nԌ の各地の状ᴫと音㖿的解㉼について

は，Უ音の▎所で述ߴたとおりである。n՝のᓟにᲣ音 a，u が⛯くこともある（表 17-3）。

「Ɒ」「ᤓ日」は ;i�n9 というⅣႺで n がญ⬄化を⿠こしたもの，「㤈わら」は PuغiZaޞa
㧪Pun՝iZaޞa㧪Puِn՝aޞa のようなᄌ化を⿠こしたものと⠨えられる。 
 
 

 ᨑ ╩ かど

�ⷺ�
᳓ ் こぞ 

�ᤓ年�
あߑ 

かߑ�൬� 
㘑 ⢀ とߓ 

�ᆄ� 
小㊁ᵤ Ga GԌ Gu ]u�ˌu ]a ॼi 
ᔒᚭ᪖ Ga GԌ Gu ]u�ॼu�ˌu�ˍu ॼa�ˍa ॼi�ˍi 
Ⴎ㆏・㒙વ・上

ཅ㋕・ḧ・中㉿ Ga Gi Gu Ga Gi ॼi�ˍi 

ဈᎨ・⨹ᧁ Ga Gi Gu ]u�ˌu ]a ॼi�ˍi 
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表 17-1 ᱤ⨍㥦音 n 
㗄目⇟ภ 

න語 
地域 

10 70 116 140 248 185 
ฬ  㥦  ♰  Ⱃ  ๮  ⧣  

Ԙ小㊁ᵤ >na@৸ >pa@na nu>Na nu>Pi >পi@nu>߽i ne>৸
ԙᔒᚭ᪖ >na@৸ >pa@na nu>Na nu>Pi >পi@nu>߽i ne>৸
ԚႮ㆏ na>৸ pa>na nu>Na >nu@Pi i>nu@߽i ne>৸
ԛဈᎨ na>৸ �� nu>Na >nu@Pi পi>nu@߽i ne>৸
Ԝ㒙વ na>৸ pфa>na nu>Na >nu@Pi i>nu@߽i ne>৸
ԝ上ཅ㋕ na>৸ ha>na nu>Na >nu@Pi পi>nu@߽iuલ ne>৸
Ԟḧ >na@Pa>i ha>na nu>Na >nu@Pi পi>nu@߽i na>e
ԟ中㉿ na>৸ ha>na �� >nu@Pi পi>nu@߽i ��
Ԡ⨹ᧁ >na@Pa>i ha>na nu>Na nu>Pi i>no@߽i na>e

 
表 17-2 ᱤ⨍㥦音 n 

 
表 17-3 ᱤ⨍㥦音 n 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

136 2-162 2-101 234 

Ɒ   ੹  㤈わら  ᤓ日  

Ԙ小㊁ᵤ 15 n՝a>Pa >Pu@ِn՝a>ޞa@৸ Ni>n՝u@৸ 
ԙᔒᚭ᪖ >পa@Pa>n՝a@৸ n՝a>Pa >Pu@ِn՝a>ޞa@৸ Nফi>n՝u@৸ 
ԚႮ㆏ Pi>n՝a >n՝a@Pa >Pu@ِn՝a>ޞa@৸ ߽i>n՝u@৸ 
ԛဈᎨ Pi>n՝a�ඕऌ༏� >n՝a@Pa >Puِ@n՝a>ޞa@৸ ߽i>n՝u@৸ 
Ԝ㒙વ �� �� >Pu@ِn՝a>ޞa@৸ ߽i>Mu@৸ 
ԝ上ཅ㋕ Pi>Ma�༏भ੕ู� >na@Pa >Puِ@n՝a>ޞa@৸ ߽i>Mu@৸ 
Ԟḧ �� >n՝a@Pa >Puِ@n՝a>ޞa@৸ ߽ফi>n՝u@৸ 
ԟ中㉿ Pi>n՝a >n՝a@Pa >Puِ@n՝a>ޞa@৸ >߽i@n՝u>৸ 
Ԡ⨹ᧁ Pi>n՝a >n՝a@Pa Pu>Сi@Za>ޞa@ ߽পi>n՝u@৸ 

 

 㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

16 36 153 24 89 102 

⩄  Ⳝ  㝩  ᩮ  ⢷  㛽  

Ԙ小㊁ᵤ >n՝i@Pu>߾u Сa>n՝i@৸ পu>n՝i nԌ>৸ >Pu@nԌ pu>nԌ／ɸu>nԌ
ԙᔒᚭ᪖ n՝i>৸ Сa>n՝i@৸ >পu@n՝i nԌ>৸ >Pu@nԌ pu>nԌ@৸ 
ԚႮ㆏ n՝i >৸ Сa>n՝i@৸ পu>n՝i >hiِ@ pi>n՝i@৸

�਽भጡ� Pu>ni ɸu>ni@৸ 
ԛဈᎨ n՝i>৸ Сa>n՝i@৸ পu>n՝i ni>৸／>Pu@Wu�੪� Pu>ni >pфu@ni 
Ԝ㒙વ �� >Сai@ِ u>n՝i ni>৸ Pu>ni ɸu>ni 
ԝ上ཅ㋕ n՝i>৸ Сa>i@৸ পu>n՝i >ni@Pu>Wu�உ੪� Pu>ni >ɸu@ni 
Ԟḧ n՝i>৸ Сa>n՝i@৸ o>n՝i nԌ>৸ Pu>nԌ >ɸu@nԌ 
ԟ中㉿ n՝i>৸ Сa>n՝i@৸ পu>n՝i nԌPuWu Pu>nԌ >ɸu@nԌ 
Ԡ⨹ᧁ n՝i>৸ Сa>n՝i@৸ o>n՝i Pu>Wu Pu>ne >ɸu@nԌ 
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（１㧜）ᱤ⨍ᒢ音 ޞ 

 ᱤ⨍ᒢ音には ޞ がある。ᓟធᲣ音は a，i，u，e，o。語㗡には立たない。以下に↪଀をあ

。るߍ  
 
表 18-1 ᱤ⨍ᒢ音  ޞ

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

45 99 218 126 152 256 

⋁  面  ㎮  ᄛ  ⦡  たらい  

Ԙ小㊁ᵤ >Va@ޞa ߾ফu>ޞa >NফuVaޞi／
>Nফu@Va>ޞi Mu>ޞu পi>ޞu >Wa@ޞe>৸ 

ԙᔒᚭ᪖ >Va@ޞa ߽u>ޞa Nফu>Va@ޞi Mu>ޞu পi>ޞu Wa>ޞe@৸ 
ԚႮ㆏ Va>ޞa Wu>ޞa >Nফu@Va>ޞi Mu>ޞu i>ޞu Wa>ޞe@৸ 
ԛဈᎨ Va>ޞa ߾u>ޞa >Nu@Va>i Mu>ޞu পi>ޞu Wa>ޞe@৸ 
Ԝ㒙વ Va>ޞa Wu>ޞa Nফu>Va@Ui Mu>ޞu i>ޞu >Eiِ@Ga>ޞe@৸
ԝ上ཅ㋕ Va>ޞa Wফu>ޞa 15 Mu>ޞu পi>ޞu Wфa>ޞe@৸ 
Ԟḧ >Vo@৸>Ga@ޞa Wu>ޞa 15 Mu>ޞu �� Wфa>ޞe@৸ 
ԟ中㉿ Va>ޞa／>Vaޞa Wফu>ޞa >NuVaޞi Mu>ޞu পi>ޞu Wa>ޞe@৸ 
Ԡ⨹ᧁ Va>ޞa ߾u>ޞa �Nফu>Va@ޞi� Muޞu i>ޞu Wa>ޞe@৸ 

 
表 18-2 ᱤ⨍ᒢ音  ޞ

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

2-45 2-22 

ⷫᚘ こつ，ីりこ߱しࠎߍ   

Ԙ小㊁ᵤ >ɸa@ޞo৸>ˍi@৸ >WeNNফo@৸ 
ԙᔒᚭ᪖ >ha@ޞo৸>ˍi@৸ >WфԌ@NNo>৸ 
ԚႮ㆏ pфa>ޞo৸@ˍi／>pфaޞo৸ˍi@ِ>߽a@৸ >WфԌ@Nu>ޞo@৸ 
ԛဈᎨ 

pa>ޞo@৸>ॼi@৸ �౐ਯ�／ 
pa>ޞoॼi@ِ>߽ফa@৸ �ളਯ� >WфiN@No৸ 

Ԝ㒙વ >ɸa@ޞo৸>ˍi WфԌN>No৸／Nফa>ɸa 
ԝ上ཅ㋕ >haޞo@৸>ˍi@৸／>Vo৸Ge@ِ>߽a@৸ WфiN>No@৸ 
Ԟḧ >haޞo@৸>ˍi@৸ WфiN>No@৸ 
ԟ中㉿ >haޞo@৸>ˍi@৸ WфiN>No@৸ 
Ԡ⨹ᧁ ha>ޞo@৸>ˍi@৸ >Wфi@NNu>ޞo@৸ 

 

㧠㧚㧟 エญ⬄㖸  

（１１）エญ⬄音 k  Nফ  С ƾ 

 エญ⬄音には㐽㎮音の k，Nফ，С と㥦音の ƾ がある。  

k，NফはᲣ音 a，i，Ԍ，u，e，ë，o の೨に立つ。表 19-1㨪19-4 に↪଀をあߍる。（㧤）ᱤ⨍

⎕ᡂ音の▎所でも述ߴたように，喜界島ർㇱでは「்」「⢄」の╙１ᜉ目が༄㗡化した Nফi
で発音され，中・ධㇱでは ߽i と発音される。その⚿果，ർㇱでは「்」「⢄」の╙１ᜉ目
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と「ᕋᚒ」の╙１ᜉ目が Nফi と NԌ で඙೎され，中・ධㇱでは ߽i と Ni で඙೎されることに

なる。「ᕋᚒ」の NԌ が Ni にᄌ化したのに઻って，中・ධㇱでは「்」「⢄」の Nফi のሶ音が

⎬ญ⬄の ߽ の方ะ߳ㅏߍたᩰᅢになっている。 
 
  小㊁ᵤ，ᔒᚭ᪖ Nফi（்）㧦NԌ（ᕋᚒ） 
 （  㧖      Nফi（்）㧦Ni（ᕋᚒ）） 
  中・ධㇱ    ߽i（்）㧦Ni（ᕋᚒ） 
 
「㊉」「㔕」などの╙１ᜉ目（東京方言では ku）と「ᥲ」「声」などの╙１ᜉ目は，どの

地域でも༄㗡化音の Nফu と㕖༄㗡化音の Nu で඙೎されている（表 19-3）。  
 
表 19-1 エญ⬄㐽㎮音 N 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

37 90 224 229 116 117 

♄  型  ⅽ  ㏜  ♰  Ⴤ  

Ԙ小㊁ᵤ Na>i@৸ >Na@Wa Na>Za@ޞa >Na@Сa>Pi nu>Na >pa@Na
ԙᔒᚭ᪖ Na>i@৸ >Na@Wa >Na@Za>ޞa >Na@Сa>Pi nu>Na >pa@Na
ԚႮ㆏ Na>i Na>Wa Na>Za@ޞa >Na@Сa>Pi nu>Na pa>Na㧛

>pa@Naِ>Pe@৸
ԛဈᎨ Na>Mu Na>Wa �� >Na@Сa>Pi nu>Na pa>Na／ɸa>Na
Ԝ㒙વ Na>i Na>Wa Na>Za@ޞa >Na@Сa>Pi nu>Na ɸa>Na 
ԝ上ཅ㋕ >Nфa@i>৸ Na>Wa Na>Za@ޞa >Nфa@Сa>Pi nu>Na ha>Na 
Ԟḧ Nфa>i �� Nфa>Za@ޞa >Nфa@Сa>Pi nu>Na ha>Na 
ԟ中㉿ 

Nфa>i／ 
Nфa>Mu Nфa>Wa >NaZaޞa >ha@Сa>Pi／

>NaСaPi �� ha>Na 
Ԡ⨹ᧁ >Na@i>৸ Na>Wa Na>Za@ޞa Na>Сa@Pi nu>Na ha>Na 

 
表 19-2 エญ⬄㐽㎮音 N 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

78 49 125 158 148 247 

㔵  ்  時  ᕷ  ᕋᚒ  ᖱけ  

Ԙ小㊁ᵤ 
>Nফiޞi／ 
Na>Vu@Pi >Nফi@]u >Wu@Ni পi>Ni NԌ>Сa >na@Va>NԌ

ԙᔒᚭ᪖ Pu>Ma >Nফi@]u Wu>Ni পi>Ni NԌ>Сa >na@Va>NԌ
ԚႮ㆏ Pu>Ma Nফi>]u 15 >পi@߽i Ni>Сa na>Va@Ni 
ԛဈᎨ �� Nফi>ˌu Wфu>Ni >পi@߽i NԌ>Сa �� 
Ԝ㒙વ �� ߽i>Gu Wu>Ni >পi@߽i �� 15 
ԝ上ཅ㋕ Nফi>ޞi ߽i>Gu >Gu@߽i>৸ >পi@߽i Nфi>Сa na>Va@Ni 
Ԟḧ Nফi>ޞi ߽i>Gu 15 >পi@߽i �� 15 
ԟ中㉿ >Pu@Ma ߽i>]u �� >পi@߽i Ni>Сa／NԌ>Сa �� 
Ԡ⨹ᧁ Nফi>ޞi Ni>]u Wu>Ni >পi@Ni／>পi@߽i Ne>Сa �� 
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表 19-3 エญ⬄㐽㎮音 N 
㗄目⇟ภ 

න語 
地域 

64 130 174 225 196 241 
㊉  㔕  ᅏ  ᥲ  声  ᓥఱᒉ  

Ԙ小㊁ᵤ >Nফu@n՝i Nফu>Pu u>Nu >Nu@Mu>Pi Nu>i >i@Wu>Nu
ԙᔒᚭ᪖ Nফu>n՝i Nফu>Pu >পu@Nফu >Nu@Mu>Pi Nu>i >পi@Wu>Nu
ԚႮ㆏ Nফu>n՝i Nফu>Pu >পu@Nu >Nu@Mu>Pi >Nu@i >i@Wu>Nu
ԛဈᎨ Nফu>n՝i Nফu>Pu 15 >Nфu@Mu>Pi >Nфu@i �� 
Ԝ㒙વ Nফu>Сi Nফu>Pu >পu@Nu >Nu@Mu>Pi >Nu@i �� 
ԝ上ཅ㋕ Nফu>Сi Nфu>Po >oNu >Nфu@Mu>Pi >Nфu@i >পi@Wu>Nu
Ԟḧ �� Nফu>Pu 15 >Nфu@Mu>Pi >Nфu@i >পi@Wu>Nu
ԟ中㉿ Nফu>n՝i Nফu>Pu >পu@Nu >Nu@Mu>Pi／

>ɸu@Mu>Pi >Nфu@i >পi@Wu>Nu／
পi>Wu@Nu

Ԡ⨹ᧁ 
Nu>Сi／ 
Nu>غi Nফu>Pu �� >Nu@Mu>Pi Nu>i �i>Wo@No� 

 
k，Nফには，合ᜓ音の Nࣶফやญ⬄化した k՝ もあらわれる（表 19-4 のの✂ដけㇱ分）。「ὖ

⾚」「੹日」「きࠀうり」は，;i�N9 というⅣႺで N がญ⬄化を⿠こしたものである。 
 
表 19-4 エญ⬄㐽㎮音 N 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

232 30 28 176 246 
㥏  ㎓  ὖ⾚  ੹日  きࠀうり  

Ԙ小㊁ᵤ 15 >Nࣶফe@৸ >পi@N՝a N՝u>৸ 15 
ԙᔒᚭ᪖ >We@৸>No@৸ >Nࣶফë@৸ >পi@Na N՝ফu>৸ Nফi>u@i 
ԚႮ㆏ >We@৸>No৸��>Wa@i>No@৸ >Nফe@৸ i>Na >ɪu@৸ >߽i@u>i 
ԛဈᎨ �� >Nফe@৸ পi>Na >Vu@৸ �� 
Ԝ㒙વ �� Ne>৸ >i@Na >Vu@৸ >߽ফi@u>i 
ԝ上ཅ㋕ >We@৸>No@৸ Nফe>৸ পi>Na >Vu@৸ N՝u>৸@ޞi 
Ԟḧ �� >Nফe@৸／>N՝ফe@৸ পi>Na >Vu@৸ >߽ফu@৸>ޞi
ԟ中㉿ �� >Nফe@৸ পi>Na >Vu@৸ >߽u@৸>ޞi 
Ԡ⨹ᧁ �� >Nࣶফe@৸ i>Na >Vu@৸ >N՝u৸ޞi／N՝u>৸@ޞi

 

 次に，С と غ は，基本的には С が語㗡にあらわれ，غ が語中にあらわれるという㑐ଥに

ある。語㗡の С は，表 20-1 の「Ⳝ」「ὖ」「⨆」のように，േ‛ฬ，ᬀ‛ฬに多い。 

غ  に㑐しては，ർㇱではᲧセ的቟ቯして غ があらわれるが，中・ධㇱでは表 20-1 の「›

を㒰き，С であらわれている（表では「（㧩›っこࡡ㧗ク࠿ࠗ） ƾ に✂ដけをしている）。

中・ධㇱでは語中の غ が С との㑆をំれることも多く，㥦音の⴮ㅌが進ࠎでいる。また，

ᓟធᲣ音が i の場合，地域によっては ƾi が n՝i・nԌ でቯ⌕しているような語もある（表 20-2

の pin՝i・oinԌ（㜯），n՝in՝i৸（ฝ），表 19-3 の Nফun՝i（㊉），表 17-3 の Puِn՝aޞa৸（㤈わら）な

ど）。  
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表 20-1 �エญ⬄㐽㎮音 С，غ 
㗄目⇟ภ 

න語 
地域 

36  184 229 148 135 

Ⳝ  ὖ  ⨆  ㏜  ᕋᚒ  ›  

Ԙ小㊁ᵤ Сa>n՝i@৸ >Сa@ޞa>Va@৸ Сa>Ma >Na@Сa>Pi NԌ>Сa >i@ِ>غa@৸
ԙᔒᚭ᪖ Сa>n՝i@৸ >Сa@ޞa>Va@৸ Сa>Ma >Na@Сa>Pi NԌ>Сa >পi@ِ>غa@৸
ԚႮ㆏ Сa>n՝i@৸ >Сa@ޞa>Va@৸ Сa>Ma >Na@Сa>Pi Ni>Сa >i@ِ>غa@৸
ԛဈᎨ Сa>n՝i@৸ >Сa@ޞa>Va@৸ Сa>Ma >Na@Сa>Pi NԌ>Сa >পi@ِ>غa@৸
Ԝ㒙વ >Сai@ِ >Сa@ޞa>Va@৸ �� >Na@Сa>Pi �� i>nu 
ԝ上ཅ㋕ Сa>i@৸ >Сa@ޞa>Va@৸ Сa>Ma >Nфa@Сa>Pi Nфi>Сa >পi@ِ>غa@৸
Ԟḧ Сa>n՝i@৸ >Сa@ޞa>Va@৸ Сa>Ma >Nфa@Сa>Pi �� >পi@ِ>غa@৸
ԟ中㉿ Сa>n՝i@৸ >Сa@ޞa>Va@৸ Сa>Ma >ha@Сa>Pi／

>NaСaPi
Ni>Сa／ 
NԌ>Сa >পi@ِ>غa@৸ 

Ԡ⨹ᧁ Сa>n՝i@৸ >Сa@ޞa>Va@৸ Сa>Ma Na>Сa@Pi Ne>Сa >i@ِ>ࣶغa@৸
 
表 20-2 �エญ⬄㥦音 С，غ 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

32 72 252 251 111 91 
ฝ  㜯  ఻  㠓  ၁(ᳪれ) ญ⬄  

Ԙ小㊁ᵤ n՝i>n՝i@৸ >pi@nԌ >u@Va>Сi >পu@na>غ՝a@৸ >pফi@ِСu >পu@Wuغe>৸
ԙᔒᚭ᪖ >Pi@غi >pi@n՝i／ 

>pi@غi >পu@Va>غi >পu@na>غi >pԌِ@غu৸ >পa@Сu 

ԚႮ㆏ >Pi@Сi pi>n՝i u>Va@Сi u>na@Сi >pi@ِ>Сu৸／ 
>ɸi@ِ>Сu পa>Сu 

ԛဈᎨ >Pi@Сi pi>ni �� �� >pi@ِ>Gu পa>Сu
Ԝ㒙વ >Pi@Сi pфi>Сi@৸ পu>Va@Сi >পu@na>Сi >pi@ِ>Сu >u@Wu>Me@৸
ԝ上ཅ㋕ >Pi@Сi oi>Сi পu>Va@Сi পu>na@Сi >oi@ِ>Сu@৸ >পa@Сu
Ԟḧ >Pi@Сi �� u>Va@Сi 15 >oi@ِ>Сu পa>Сu
ԟ中㉿ Pi>Сi oi>n՝i／ 

ɸi>غԌ >পuVaСi >পunaСi >oi@ِ>Сu@৸ পa>Сu 
Ԡ⨹ᧁ Pi>Сi oi>nԌ�  u>Va@Сi u>na@Сi >oi@ِ>Сu a>Сo

 
 

㧠㧚㧠 ჿ㐷㖸  

（１２）声㐷㐽㎮音 প 
 Უ音が語㗡にくると，ㅢᏱは声㐷㐽㎮音 প を઻って発音される。ただし，声㐷㐽㎮がᒙ

まって発音される場合もある。以下に↪଀をあߍる。  
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表 21 声㐷㐽㎮音 প 
㗄目⇟ภ 

න語 
地域 

260 28 29 40 85 

ᰳિ  ὖ⾚  ᶏ⠧  ‐  音  

Ԙ小㊁ᵤ >পa@Nu>Ei >পi@N՝a >পԌ@Ei >পu@ɪi >পu@Wu
ԙᔒᚭ᪖ পa>Nu@Ei >পi@Na >পԌ@EԌ >পu@ɪi >পu@Wu
ԚႮ㆏ a>Nu@Ei i>Na পi>Ei u>ɪi u>Wu 
ԛဈᎨ পa>Nu@Ei পi>Na পi>Ei পu>ɪi পu>Wu
Ԝ㒙વ পa>Nu@Ei >i@Na i>Ei u>ɪi u>Wu 
ԝ上ཅ㋕ >পa@Nu>Ei পi>Na পi>Ei পu>ɪi পu>Wu
ԛဈᎨ পa>Nu@Ei পi>Na পi>Ei পu>ɪi পu>Wu
Ԟḧ পa>Nu@Ei পi>Na পi>Ei পu>ɪi পu>Wu
ԟ中㉿ >aNuEi／>a@Nu>Ei পi>Na পi>Ei পu>ɪi পu>Wu
Ԡ⨹ᧁ a>Nu@Ei i>Na e>Ei u>ɪi o>Wo 

 

（１㧟）声㐷៺ᡂ音 h 

 ർㇱの p がධㇱでは声㐷៺ᡂ音 h であらわれることについては，（１）ਔໃ㐽㎮音（ਔໃ

៺ᡂ音）の▎所で述ߴたので，そのような h についてはここではᛒわない。ここでは，ർ

ㇱで h があらわれる語をขり上ߍる。  

 声㐷៺ᡂ音 h は，語㗡にのߺあらわれる。ᄌ化のㆊ⒟で語中に h または x が↢ߓたとផ

ቯされる場合がある（㈬㧦
VaNe㧪
Va[e㧪
Vae㧪
Vë৸㧪Ve৸ など）が，⃻࿷は語中に h や x

があらわれることは⒘である。ᓟធᲣ音は a，i，u，o。ᓟធᲣ音が i の場合，h が o にな

ることがある。また，ᓟធᲣ音が u の場合，ɸ になることがある。ただし，hi と oi，hu と

ɸu の違いはᄢᄌᓸᅱであり，⡞きขりが㔍しい。੹࿁の調査の▸࿐では，データがਇ⿷し

ていて，この違いについて明らかにすることはできなかった。੹ᓟの調査の⺖㗴である。 
表 22-1 声㐷៺ᡂ音 h 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

157 169 75 83 122 67 

⢋  ㎨  㘑  ⚕  ↉  ൬い  

Ԙ小㊁ᵤ ha>Wa ha>Pa >ha@ॼi >ha@Ei ha>PԌ >ha@]a 
ԙᔒᚭ᪖ ha>Wa ha>Pa >ha@ॼi ha>Ei ha>PԌ >ha@ॼa 
ԚႮ㆏ ha>Wa ha>Pa ha>Gi ha>Ei >ha@Pi 15 
ԛဈᎨ ha>Wa ha>Pa �� ha>Ei >ha@Pi �� 
Ԝ㒙વ ha>Wa ha>Pa ha>Gi ha>Ei >ha@Pi ha>Ga 
ԝ上ཅ㋕ ha>Wa ha>Pa ha>Gi ha>Ei ha>Pi ha>Ga 
Ԟḧ ha>Wa ha>Pa �� �� >ha@Pi �� 
ԟ中㉿ ha>Wa ha>Pa ha>Gi ha>Ei >ha@Pi >n՝u@৸>i ／ >n՝i@Mu>i

／ha>Ga 
Ԡ⨹ᧁ ha>Wa ha>Pa ha>ॼi ha>Ei >ha@Pi ha>Ga 
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表 22-2 声㐷៺ᡂ音 h 
㗄目⇟ภ 

න語 
地域 

168 42 87 138 103 178 
═・஺  ㊄  ၂  ੉  ⊹  ⷺ(かど) 

Ԙ小㊁ᵤ ha>Va >Na@ne >ha@Ni ha>PԌ ha>৸ >Na@Gu
ԙᔒᚭ᪖ ha>Va >ha@nԌ ha>Nফi >Na@PԌ Na>Za >Na@Gu
ԚႮ㆏ ha>Va 15 15 Na>Pe��

>ha@Pi Na>Za Na>Gu 

ԛဈᎨ ha>Va ha>ni／ 
[a>ni 

>পi@ɪiСa>߽i
�લซ� >Na@Pi>غa@৸ Nфa>Za ha>Gu 

Ԝ㒙વ ha>Va ha>ni >Vo@ِ>na@߽i
�঄থউথ� >ha@Pi>৸ Na>Za Na>Gu 

ԝ上ཅ㋕ ha>Va �ེ� ha>ni 15 >ha@Pi Nфa>Za Nфa>Gu
Ԟḧ ha>Va ha>nԌ 15 >ha@Pi>৸ Nфa>Za Nфa>Gu
ԟ中㉿ ha>Va ha>nԌ >পi@ɪi>Сa@߽i

�લซ� >ha@Pi>৸ Na>Za Nфa>Gu／
Vu>Pi�࿩�

Ԡ⨹ᧁ Na>Va ha>ni／ 
ha>nԌ Na>Ni@ne�ซஉ� Na>Pi／

Na>Pe Na>Za Na>Gu 
 
表 22-3 声㐷៺ᡂ音 h 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

22 1 31 115 213 
ᧁ  Ძ  ⣶，ᓟࠈ  ☨  㤕  

Ԙ小㊁ᵤ hԌ>৸ >oi@৸ >hu@ɪi hu>PԌ >ho@৸>ॼi
ԙᔒᚭ᪖ oi>৸ >oi@৸ >hu@ɪi hu>PԌ >ho@৸>ॼi
ԚႮ㆏ hi>৸ pi>n՝i�ऱऑ�／

>ha@ɪɪia>غi@৸ hu>ɪi hu>Pi ho>৸@ॼi 

ԛဈᎨ hi>৸ Ne>৸／ 
>haV@Va>Сi@৸ hu>ɪi hu>Pi ho>৸@ॼi 

Ԝ㒙વ oi>৸ oi>৸ hu>ɪi hu>Pi >ho@৸>ॼi
ԝ上ཅ㋕ oi>৸ oi>Сi@৸ �ऱऑ� >ɸu@ɪi ɸu>Pi >ho@৸>ॼi
Ԟḧ oi>৸ oi>n՝i hu>ɪi hu>Pi >ho৸@ˍi
ԟ中㉿ oi>৸ >haV@Va>غi@৸／

>haV@Va>nԌ@৸ ɸu>ɪi／hu>ɪi ɸu>Pi／
ɸu>PԌ >ho৸@ॼi 

Ԡ⨹ᧁ oi>৸ oi>nԌ／oi>غi 
�ऱऑ� ɸu>ɪi ɸu>Pi >ho৸@ॼi／

ho>৸@ॼi 
 

上記の h は東京方言の ka，ke，ko にኻᔕしている。東京方言の ki と ku は，వに述ߴた

ように， Nফi（ർㇱ）・߽i（ධㇱ），およ߮ Nফu で発音され，hi や hu にはならない。とこࠈ

が，表 22-3 の「ᧁ」は，Nফi や ߽i ではなく hԌ৸，hi৸，o৸i になっている。このことからする

と，喜界島方言の「ᧁ」の␲形は，
Ni ではなく
Ne と⠨えなけれ߫ならない。これに㑐し

ては，奄美ᄢ島の「ᧁ」が「Ძ」と同ߓ発音になっていることから，古代日本語で「ᧁ」

のことをࠤと言っていたのではないかという上᧛(1955・1998)のᜰ៰がある。  

ただし，東京方言の ka，ke，ko にኻᔕするሶ音がすߴて h で発音されるわけではない。

଀え߫，表 22-2 の「⊹」「ⷺ（かど）」は h よりも k の地域の方が多い（✂ដけㇱ分）。ま
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た，表 22-4，22-5 にあߍた語は，すߴての地域で k になっている。どのような語が h であ

らわれやすく，どのような語が k であらわれやすいのかについては，他の℄⃿方言ともᲧ

セしながら⠨える必要がある。  
 
表 22-4 東京方言の Na にኻᔕする N 
㗄目⇟ภ 

න語 
地域 

37 90 220 219 224 229 

♄  型  形  㠑  ⅽ  ㏜  

Ԙ小㊁ᵤ Na>i@৸ >Na@Wa >Na@Wa�஑� Na>߾u@৸ Na>Za@ޞa >Na@Сa>Pi 
ԙᔒᚭ᪖ Na>i@৸ >Na@Wa Na>Wa@߽i Na>߾u@৸ >Na@Za>ޞa >Na@Сa>Pi 
ԚႮ㆏ Na>i Na>Wa >Na@Wa>߽i >Na@߾u>o Na>Za@ޞa >Na@Сa>Pi 
ԛဈᎨ Na>Mu Na>Wa �� >Nфa@߾u>৸ �� >Na@Сa>Pi 
Ԝ㒙વ Na>i Na>Wa �� Na>߾u@o Na>Za@ޞa >Na@Сa>Pi 
ԝ上ཅ㋕ >Nфa@i>৸ Na>Wa >Nфa@Wa>߽i >Nфa@Wu>৸ Na>Za@ޞa >Nфa@Сa>Pi 
Ԟḧ Nфa>i �� >Nфa@Wa>߽i >Nфa@Wu>৸／

>Nфa@WVu>৸ Nфa>Za@ޞa >Nфa@Сa>Pi 

ԟ中㉿ 
Nфa>i／ 
Nфa>Mu Nфa>Wa >Na@Wa>߽i／

>NaWa߽i >Na߾uo >NaZaޞa >ha@Сa>Pi ／
>NaСaPi

Ԡ⨹ᧁ >Na@i>৸ Na>Wa >Na@Wa>߽i Na>߾uo Na>Za@ޞa Na>Сa@Pi 
 
表 22-5 東京方言の Ne，No にኻᔕする N 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

148 196 205 225 18 

ᕋᚒ  声  ᔃ  ᥲ  ☳  

Ԙ小㊁ᵤ NԌ>Сa Nu>i 15 >Nu@Mu>Pi >Pe@ޞi>Neِ@No 
ԙᔒᚭ᪖ NԌ>Сa Nu>i >Nu@Nu>ޞu >Nu@Mu>Pi Nu>৸ 
ԚႮ㆏ Ni>Сa >Nu@i 15 >Nu@Mu>Pi Nфu>na 
ԛဈᎨ NԌ>Сa >Nфu@i >Nфu@Nu>ޞu >Nфu@Mu>Pi >Nфu@৸ 
Ԝ㒙વ �� >Nu@i ߽i>Pu >Nu@Mu>Pi �� 
ԝ上ཅ㋕ Nфi>Сa >Nфu@i >Nфu@Nu>ޞu >Nфu@Mu>Pi >Nфu@৸ 
Ԟḧ �� >Nфu@i >Nu@Nu>ޞu >Nфu@Mu>Pi Nфu>na 
ԟ中㉿ 

Ni>Сa／ 
NԌ>Сa >Nфu@i >Nu@Nu>ޞu／

>NuNuޞu
>Nu@Mu>Pi／
>ɸu@Mu>Pi Nфu>৸ 

Ԡ⨹ᧁ  Nu>i 15 >Nu@Mu>Pi No>na 
 

喜界島⻉方言の p，ɸ，h，k の㑐ଥをまとめたのが表 22-6 である（h，o に✂ដけをする）。

ർㇱの小㊁ᵤ，ᔒᚭ᪖，中ㇱのႮ㆏，ဈᎨ，㒙વにᲧߴ，中・ධㇱの上ཅ㋕，ḧ，中㉿，

⨹ᧁでは h の発音が多くなっている。「்」の╙１ᜉ目が Nফまたは ߽i になること，「㔕」

の╙１ᜉ目が Nফになることについては，（１１）で述ߴた。 
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表  行とࠞ行ࡂ 22-6
 ᱤ  ⢋  ⢀  ያ  ᧁ  ்  ⦁  㛽  ☨  㔕  

小㊁ᵤ  pa ha pi pi㧛ɸi hԌ kফi pu hu kফu 

ᔒᚭ᪖  pa ha pi pԌ çi kফi ɸu pu hu kফu 

Ⴎ㆏  pa ha pi hi kফi ɸu hu kফu 

ဈᎨ  pa ha pi ɸi hi kফi pu hu kফu 

㒙વ  pa ha çi pi㧛ɸi çi ߽i ɸu hu kফu 

上ཅ㋕  ha çi ߽i ɸu kফu 

ḧ  ha çi ߽i ɸu hu kফu 

中㉿  ha çi ߽i ɸu kফu 

⨹ᧁ  ha çi ki ɸu kফu 

 

㧠㧚㧡 ធㄭ㖸  

 ធㄭ音には w，j がある。  

w はエญ⬄ធㄭ音の ؋ や⎬ญ⬄ធㄭ音の њ であらわれることもある。ᓟធᲣ音は a，i，Ԍ，
u，e。wa は東京方言の wa にኻᔕする૏⟎にあらわれる。wi ，wԌ，  we は wai，ui，uԌ な
どのㅪᲣ音がⲢ合した⚿果，↢ߓた音で，ほとࠎどが㐳音であらわれる（᪖㧦
oNe㧪
o[e
㧪
oe㧪uԌ㧪ui㧪Zi৸，上㧦
ue㧪uԌ㧪ZԌ৸㧪Zi৸，␸い㧦
MuZai㧪iZe৸）。wu は，（１）⁜Უ音

の▎所で述ߴたように，ワ行のࡥに↱来する音にあらわれる（表 23-3 の✂ដけㇱ分）。  

 
表 23-1 ធㄭ音 Z 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

110 186 224 103 182 

⣻  わら  ⅽ  ⊹  ☿  

Ԙ小㊁ᵤ Za>Wa Za>ޞa Na>Za@ޞa ha>৸ a>Za 
ԙᔒᚭ᪖ Za>Wa Za>ޞa >Na@Za>ޞa Na>Za পa>Za 
ԚႮ㆏ Za>Wa Za>ޞa Na>Za@ޞa Na>Za a>Za 
ԛဈᎨ Za>Wa Za>ޞa �� Nфa>Za পa>Za 
Ԝ㒙વ Za>Wa �� Na>Za@ޞa Na>Za >a@Za 
ԝ上ཅ㋕ Za>Wa Za>ޞa／>Za@ޞa Na>Za@ޞa Nфa>Za পa>Za 
Ԟḧ Za>Wa Za>ޞa Nфa>Za@ޞa Nфa>Za পa>Za 
ԟ中㉿ Za>Wa Za>ޞa >NaZaޞa Na>Za পa>Za 
⋏ൽ਽ Za>Wa Za>ޞa Na>Za@ޞa Na>Za a>Za 
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表 23-2 ធㄭ音 Z 
㗄目⇟ภ 

න語 
地域 

201 2-32 207 2-102 

᪖  ↧・ᆡ  上  お␸い  

Ԙ小㊁ᵤ u>Ԍ �Z�u>iN@Nࣶফa >u@Ԍ >Mu@৸>Ze@৸ 
ԙᔒᚭ᪖ u>Ԍ u>i@N>Na� uiN>Na >ZԌ@৸ >Mu@Ze>৸ 
ԚႮ㆏ Wa>ޞe৸�ञैः���>Zi@৸ >Pa@Wa>Ee@৸ Zi>৸ >Mu৸@Me>৸ 
ԛဈᎨ 15 >ZԌN@Na >؋i৸ >Mu৸@Me>৸ 
Ԝ㒙વ >u@i／>Zi@৸ Zi>৸N@Nফa >Zi >Mu৸@Me>৸ 
ԝ上ཅ㋕ 15 ɕiN>Na  њi>৸ >Mu৸@Ze>৸ 
Ԟḧ 15 >Pi@৸>iN@Na�↧ᆡ� >؋i৸ >Mu৸@Me>৸ 
ԟ中㉿ Wфa>ޞu Pi>৸@NNa ؋i>৸ >Mui@Me>৸ 
⋏ൽ਽ u>Ni PiN>Nࣶa Zi>৸ >Mu৸@Me>৸／Mu>৸@Me>৸

 
表 23-3（㧩表 3-3） ធㄭ音 w 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

34 38 36 33 175 

ᄦ  ᅚ  ฀Უ  ฀ῳ  おととい  

Ԙ小㊁ᵤ >u@Wu >u@na>غu u>Ea@৸ u>ˍi@৸ পuW>Wফi@৸ 
ԙᔒᚭ᪖ >u@Wu >u@na>غu >পu@Ea>NNԌ@�৸�� >পu@Ea >পu@ِ>P؋i@৸ >Zu@W>Wi@৸ 
ԚႮ㆏ Zu>Wফu >Zu@na>Сu >পa@ِ>Pa@৸／পa>ni@৸ >Nফi@ِ>Nফa@৸ ZuW>Wফi@৸／>Zu@W>Wi@৸
ԛဈᎨ Сu>Wu >Сu@na>غu পu>Ea@৸ পu>ॼi@৸ >Сu@W>Wфi@৸ 
Ԝ㒙વ Сu>Wu >Сu@na>u Сu>Ea Сu>ˍi �� 
ԝ上ཅ㋕ পu>Wu >Zu@na>u Zu>Ea পu>ˍi পuW>Wi@৸ 
Ԟḧ Zu>Wu >Zu@na>Сu Zu>Ea@৸ Zu>ˍi@৸ ZuW>Wফi@৸ 
ԟ中㉿ পu>Wu >পu@na>Сu পo>Ea@৸／পu>Ea পu>ˍi@৸ পuW>Wফi@৸ 
Ԡ⨹ᧁ পu>Wu >পu@na>؋u পo>Ea@৸ পu>ˍi@৸ �� 

 
 M はᲣ音 a，i，Ԍ，u の೨にあらわれる。Ma は東京方言の Ma にኻᔕし，Mu は東京方言の Mu
と Mo にኻᔕしている。Mi，MԌ は古語のࡗ行のエに↱来する音にあらわれる（表 ����「ᨩ」

「ᨑ」）。 
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表 24-1 ធㄭ音 M 
㗄目⇟ภ 

න語 
地域 

2-80 128 184 112 78 

ኅ  ጊ  ⨆  ⷫ  㔵  

Ԙ小㊁ᵤ >Ma৸ Ma>Pa Сa>Ma >Wu@ॼiWu�ಟ೯� >Nফiޞi／Na>Vu@Pi 
ԙᔒᚭ᪖ Ma>৸ Ma>Pa Сa>Ma পu>Ma Pu>Ma 
ԚႮ㆏ Ma>৸ Ma>Pa Сa>Ma পu>Ma Pu>Ma 
ԛဈᎨ Ma>৸ Ma>Pa Сa>Ma u>Ma �� 
Ԝ㒙વ >Ma৸ Ma>Pa �� �� �� 
ԝ上ཅ㋕ Ma>৸ Ma>Pa Сa>Ma পu>Ma Nফi>ޞi 
Ԟḧ Ma>৸ Ma>Pa Сa>Ma u>Ma Nফi>ޞi 
ԟ中㉿ Ma>৸ Ma>Pa Сa>Ma পu>Ma >Pu@Ma 
Ԡ⨹ᧁ Ma>৸／>Ma৸ Ma>Pa Сa>Ma u>Ma Nফi>ޞi／Po>Ma／Pu>Ma

 
表 24-2 ធㄭ音 M 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

5 46 17 126 95 41 

ᨩ  ᨑ  ḡ  ᄛ  ౻  㝼  

Ԙ小㊁ᵤ >MԌ@৸ >Mu@Ga Mu>৸ Mu>ޞu >pফu@Mu >পi@Mu 
ԙᔒᚭ᪖ >Mi@৸ >Mi@Ga／>Mu@Ga Mu>৸ Mu>ޞu >ɸu@Mu >পi@u 
ԚႮ㆏ Mi>৸ Mu>Ga Mu>৸ Mu>ޞu ɸu>Mu পi>Mu 
ԛဈᎨ Me>৸ Mi>Ga Mu>৸ Mu>ޞu pu>Mu পi>Mu 
Ԝ㒙વ Mi>৸ Mu>Ga Mu>৸ Mu>ޞu ɸu>Mu i>Mu 
ԝ上ཅ㋕ Mi>৸ Mu>Ga Mu>৸ Mu>ޞu ɸu>Mu Mu 
Ԟḧ 15 Mu>Ga Mu>৸ Mu>ޞu ɸu>Mu পi>Mu 
ԟ中㉿ �� Mi>Ga／Mu>Ga Mu>৸ Mu>ޞu ɸu>Mu পi>Mu 
Ԡ⨹ᧁ Mi>৸ Mu>Ga Mu>৸ Muޞu ɸu>Mu i>Mu 
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㧠㧚㧢 ༑⇇ፉ⻉方⸒のሶ㖸㖸⚛目㍳  

 ᦨᓟに，㧥地点のሶ音音⚛の目録をあߍておく。[  ] は異音をあらわす。また，( ) は

その音が⒘にしかあらわれないことをあらわす。  

 

ዊ㊁ᵤ方⸒㧘ᔒᚭ᪖ᵤ方⸒のሶ㖸㖸⚛ 
 㐽㎮音   p[p/ɸ]  b t  tফ   d  k kফ С প 

 ⎕ᡂ音  ߽  ফ߾    

 ៺ᡂ音     s[s/ɪ] z[z/ˌ/ॼ/ˍ]   h 

 㥦 音   m  n[n/n՝@   ƾ 

 ᒢ 音  ޞ    

 ធㄭ音     j   w 

 

ဈᎨ方⸒のሶ㖸㖸⚛ 
 㐽㎮音   p[p/ɸ]  b t  tফ    d  k kফ С প 

 ⎕ᡂ音  ߽  [߾�ফ߾<ফ߾    

 ៺ᡂ音     s[s/ɪ]    z[z/ˌ/ॼ�ˍ]   h 

 㥦 音   m  n   n՝   ƾ 

 ᒢ 音  ޞ    

 ធㄭ音     j   w 

 

Ⴎ㆏方⸒㧘㒙વ方⸒のሶ㖸㖸⚛ 
 㐽㎮音   p[p/ɸ]  b t  tফ    d  k kফ С প 

 ⎕ᡂ音         ߽ 

 ៺ᡂ音     s[s/ɪ]    ॼ[ॼ�ˍ]   h 

 㥦 音   m  n   n՝   ƾ 

 ᒢ 音  ޞ    

 ធㄭ音     j   w 

 

਄ཅ㋕方⸒のሶ㖸㖸⚛ 
 㐽㎮音   (p)   b t  tফ    d  k kফ С প 

 ⎕ᡂ音          ߽ 

 ៺ᡂ音     s[s/ɪ]    ॼ[ॼ�ˍ]   h[h/ç/ɸ] 

 㥦 音   m  n   n՝   ƾ 

 ᒢ 音  ޞ    

 ធㄭ音     j   w 
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ḧ方⸒のሶ㖸㖸⚛ 
 㐽㎮音   (p)   b t  tফ    d  k kফ С প 

 ⎕ᡂ音  ߽ (߾)    

 ៺ᡂ音     s[s/ɪ]    ॼ[ॼ�ˍ]   h[h/ç/ɸ] 

 㥦 音   m  n   n՝   ƾ 

 ᒢ 音  ޞ    

 ធㄭ音     j   w 

 

ਛ㉿方⸒のሶ㖸㖸⚛ 
 㐽㎮音   (p)   b t  tফ    d  k kফ С প 
 ⎕ᡂ音       ߽ফ>߽ফ�߽] 

 ៺ᡂ音     s[s/ɪ@  �]�  ॼ>ॼ�ˍ@   h>h�o�ɸ@ 

 㥦 音   m  n[n/n՝@   ƾ 

 ᒢ 音  ޞ    
 ធㄭ音     j   w 

 

⨹ᧁ方⸒のሶ㖸㖸⚛  

 㐽㎮音   (p)   b t  tফ    d  k kফ С প 

 ⎕ᡂ音  ߽  ߾    

 ៺ᡂ音     s[s/ɪ]  z[z/ˌ�ॼ�ˍ]   h[h/ç/ɸ] 

 㥦 音   m  n    n՝  ƾ 

 ᒢ 音  ޞ    

 ធㄭ音     j   w 
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喜界島南部・中部地域のアクセント�

窪薗晴夫  
 

１�はじめに  
 

� � ２０１０年９月に行った喜界島方言合同調査をもとに、島の南部・中部地域（湾
わん

、中

里、上嘉鉄
かみ か て つ

、阿伝
あ で ん

、坂嶺
さかみね

、塩道の６集落）について、そのアクセント体系を概観する。

本稿の前半では先行研究（上野  2000, 2002a）を参照しながら湾と中里の２集落のアクセ

ント体系を分析し、後半では、この２集落との異同を中心に他の集落の体系を記述・分

析する。北部方言（小野津）については上野（2002a/b）を参照されたい。 

 

２�中里方言、湾方言  
 

２．１� 先行研究 

喜界島・湾集落のアクセントについては上野  (2000, 2002a)が分析している。この研究に

よると、湾方言は鹿児島方言や長崎方言と同じく、語の長さに関わらず２つのアクセント

型（以下「ア型」）しか持たない２型アクセント体系である。ただし、鹿児島や長崎のＡ型、

Ｂ型とは所属語彙が一致しないこともあり、上野はα系列、β系列という呼び方をしてい

る。つまり、湾方言はα系列とβ系列の２型アクセント体系を持つ。  

� 上野  (2000, 2002a)によると湾方言は音節ではなく拍（＝モーラ）を基本単位として音調

（トーン）の付与がなされる。この点において、長崎方言や甑島方言（鹿児島県）と基本

的に同じであり、音節を基本単位とする鹿児島方言とは異なる（坂口  2001; 上村  1937, 

1941; 平山  1951, 木部  2000, Kubozono 2010, 2011a/b）。 

次に、α系列とβ系列の違いであるが、α系列は文節単位で、各文節の次末拍のみ低く

なる。鹿児島方言や長崎方言と同じく文節をドメイン（付与範囲）として音調パターンが

付与されるから、名詞単独であれば、その名詞の語末から二つ目の拍が低くなり、他の拍

は高くなる。名詞に助詞が付くと、助詞の最後から二つ目の拍が低くなる。これに対し、

β系列は文節単位ではなく語をドメインとして音調が付与され、語の次末拍の前でピッチ

が上がる。つまり東京方言と同じように、語をドメインとして音調パターンが決まる。た

だし語の長さに関わらず、後ろから３つ目の拍が低く、その次の拍が高くなる。２つの系

列を比較すると次のようになる（○は名詞、△は助詞の１拍を表す）。  

 

（１）�a. α系列：○○
――

、○
――

○○
――

、○
――

○
――

○○
――

、○
――

○
――

○
――

○△
――

、○
――

○
――

○
――

○
――

△△
――

 

� � � � � （所属語彙：水、鳥、鼻、洞窟
が ま

、煙、踊り、形、鋏、雷、暁…） 



52

窪薗晴夫「喜界島南部・中部地域のアクセント」 

 52 

b. β系列：○
――

○○
――

○
――

、○
――

○○
――

○
――

△、○
――

○○
――

○
――

△△ 
� � （所属語彙：ᾏ、㘠、⯚、⮻、ย、⏿、ኳ஭…） 

 

� ２系列の඲体ീを比較すると表１のようにまとめることがでࡁる。α系列とβ系列のド

メインの違いは、前⪅が᪩⏣  (1999)のいう語ኌ調(ZoUG WonH)的な≉ᚩを、後⪅が語アクセ

ント的な≉ᚩを持っていることをព࿡する。つまり同一体系の中に、鹿児島方言のような

語ኌ調と東京方言のような語アクセントがΰᅾしていることになる。  

 

表１ 

 音調のᢸいᡭ 

(WonH bHaULnJ unLW) 

ドメイン 

(GoPaLn) 

 

α系列 
拍  

文節 次末拍が低い 

β系列 単語 次末拍が高い 

 

また音調のᢸいᡭ(WonH bHaULnJ unLW)をもとに２型アクセントのㅖ方言と比較すると表２

のようになる1。この違いは上記の語ኌ調 YV. 語アクセントの༊ูとは┤᥋関ಀしない。  

 

表２ 

音節単位 鹿児島、（甑島） 

拍単位 長崎、甑島、喜界島・湾方言  

 

� ヰを湾方言にᡠすと、上野  (2000, 2002a)は（１）に♧した２つの音調パターンに対し、

次のような音㡩ㄽ的ゎ㔘をᥦ᱌している。  

 

� （２）a. α系列：文節の次末拍だࡅ低い↓᰾型  

� � � � b. β系列：単語の次末拍に᪼り᰾がある  

 

まずβ系列ではピッチの上᪼位⨨が᭷ពであり、単語の次末拍（後ろから２つ目の拍）が

その᰾（᪼り᰾）をᢸう位⨨としてᣦᐃされる。これに対しα系列でもピッチの上᪼が㉳

こるが、この上᪼は音㡩的に᭷ពなものではく、文節の次末拍が低くなることが᭷ព⩏な

≉ᚩとゎ㔘される。 

 

 
                                                 
1 甑島（ᡭᡴ方言）は語㢌部分が音節単位、語末部分が拍単位で音調が付与される（Kubozono 
2010, 2011a/b）。  
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２．２� ㄪᰝ 

� ௒ᅇの合同調査では湾集落において２名のイン࢛ࣇー࣐ント、その南㞄にある中里集落

において２名のイン࢛ࣇー࣐ントからアクセントࢹータを཰集した。本稿で報告するのは

➹⪅⮬㌟が調査を行った中年⏨ᛶヰ⪅２名（各集落１名）2のࢹータである。 

� この２名のヰ⪅について、単語と文節の言いษり形と文のㄞみ上ࡆ調査を行った。文節

とは、名詞に助詞の「が、から、まで、からも、までも」を付ࡅた形であり、文とは、語

や文節の後にさらに文節が⥆く形（いわࡺる「᥋⥆形」）である。調査は調査表に記㍕され

た調査㡯目（単語・文節）を２ᅇずつㄞみ上ࡆてもらい、それをࢪࢹタࣝ㘓音機に㘓音し

ながら同᫬に᭩ྲྀࡁるという方ἲで行った（３節以㝆で⤂௓する他の集落についても同ᵝ

である）。 

 

２．㸱� Ș⣔ิ 

２．㸱．１� ㄪᰝ⤖ᯝ�

� まず以下の２拍名詞について述࡭る。調査語彙のྑ⫪にձ , ճとあるのは㢮ู語彙の➨１

㢮、➨３㢮に所属することをそれࡒれព࿡する。鹿児島、長崎方言でいくと２拍➨１㢮は

Ａ型、➨３㢮はＢ型となる。  

 

� （３）水(PLGu)ձ  、鳥(WuL) ձ、鼻(Kana) ձ、洞窟(JaPa)㸹   

山(MaPa)ճ、ⰼ(Sana) ճ、㇋(PaPL)、㯏(PunL) 

 

� これらの語彙は次のような音調パターンを♧す。以下、「。」は言いษり形を、「…。」は

᥋⥆形を表す3。 

 

� （㸲）言いษり形：○○
――

。○
――

○が
――

。○
――

○も
――

。○
――

○
――

から
――

。○
――

○
――

まで
――

。 

○
――

○
――

か
――

らも
――

。○
――

○
――

ま
――

でも
――

。� � �  

᥋⥆形：� � ○
――

○が
――

…。○
――

○
――

から
――

…。○
――

○
――

まで
――

…。○
――

○
――

か
――

らも
――

…。○
――

○
――

ま
――

でも
――

…。  
    

３拍名詞については次の語彙のアクセントを調࡭た。մは㢮ู語彙の➨㸲㢮をព࿡する。

３拍➨１㢮は鹿児島・長崎ではＡ型、➨㸲㢮はＢ型となる。  

 

� （㸳）  煙(KLbuɕL) ձ、踊り(uGuL)、形(NaWaʨL) ձ㸹 

                                                 
2 中里集落のイン࢛ࣇー࣐ントはᚓ⏣喜௦἞Ặ（��5� 年 5 月⏕まれで調査᫬に㸳３ṓ）、湾集
落のイン࢛ࣇー࣐ントはᒾ⏣㐍Ặ（��5� 年 � 月⏕まれ、調査᫬㸳㸵ṓ）である。  
3 上野ၿ道Ặの以前の調査では、湾方言と中里方言では᥋⥆形の音調パターンがⱝᖸ異なって
いたそうである（上野  2000）。௒ᅇはࢹータが㊊りず、この点を☜ㄆでࡁていない。  
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� � � �  鋏(KaVaPL) մ、㙾(KaJaPL) մ、ᬺ(NuMuPL) մ�  

�  

� これらの語彙は次のような音調パターンを♧した。  

 

� （６）言いษり形：� ○
――

○○
――

。○
――

○
――

○が
――

。○
――

○
――

○も
――

。○
――

○
――

○
――

から
――

。○
――

○
――

○
――

まで
――

。 

○
――

○
――

○
――

か
――

らも
――

。○
――

○
――

○
――

ま
――

でも
――

。 

� � � � ᥋⥆形：� � ○
――

○
――

○が
――

…。○
――

○
――

○
――

から
――

…。○
――

○
――

○
――

か
――

らも
――

…。 
     

㸲拍名詞は雷�Na݆naUL)と暁(aޝWuʨL)の２語である。これらの語彙の音調パターンは次の㏻

りである。 

 

（㸵）言いษり形：� ○
――

○
――

○○
――

。○
――

○
――

○
――

○が
――

。○
――

○
――

○
――

○も
――

。○
――

○
――

○
――

○
――

から
――

。 

○
――

○
――

○
――

○
――

まで
――

。○
――

○
――

○
――

○
――

か
――

らも
――

。○
――

○
――

○
――

○
――

ま
――

でも
――

。 

᥋⥆形：� ○
――

○
――

○
――

○が
――

…。○
――

○
――

○
――

○
――

から
――

…。○
――

○
――

○
――

○
――

か
――

らも
――

…。  
�  

２．㸱．２� ศᯒ 

� （㸲）、（６）、（㸵）の⤖ᯝは（１㹟）で述࡭た上野  (2000, 2002a)の報告と一致している。

すなわࡕ、文節をドメインとして、最後から二つ目の拍だࡅが低くなり、他の拍は高くⓎ

音される。また、言いษり形と᥋⥆形の㛫に違いはない。後述するβ系列とは違い、言い

ษり形の末ᑿ拍が低くなることはなく、言いษり形も᥋⥆形と同じく文節末の拍は高い。  

ここで *oOGVPLWK (197�)や +aUaJuFKL (1977)の⮬ᚊ分節音㡩ㄽ($uWoVHJPHnWaO SKonoOoJ\)

のᯟ⤌みで分析すると、α系列の基本メࣟ࢕ࢹー (baVLF PHOoG\)は㹆㹊㹆であり、文節をド

メインとして末ᑿから（ྑからᕥ࡬）この基本メࣟ࢕ࢹーを拍単位で付与するとṇしい音

調がᚓられる。文節が㸲拍以上の長さを持つሙ合には、ᕥ➃の㹆音調がྑからᕥ࡬ᣑᙇ

(VSUHaG)することになる（  @ はドメインのྑ➃を表す）。 

 

（㸶）� …ȣ  ȣȣȣ@文節 

� �       㹚㹺㹺㹺 

㹆㹊㹆 

ここで、○○○
――

や○○○○
――

という音調がチᐜされないことをᙉ調しておࡁたい。上野  
(2000, 2002a)の分析―上記の（２㹟）―にあるように、低いのはᙜヱ文節の次末拍だࡅで

あり、その前の拍はす࡭て高くなる。イン࢛ࣇー࣐ントは「はなが
――

」（鼻が）や「かたࡕ
――

」

のような音調に対して一ᵝにྰᐃ的な཯ᛂを♧しており、次末拍の前はᚲず高くなくては

いࡅない。「鼻が」や「形」には○
――

○○
――

という音調しかチᐜされないのである。  
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２．㸲� ș⣔ิ 

２．㸲．１� ㄪᰝ⤖ᯝ�

� β系列については次の語彙についてアクセントを分析した。これらは鹿児島方言、長崎

方言においてＢ型アクセントをとる語彙である（たと࠼ば「ᾏ」は୧方言で「うみ
――

」とⓎ

音される）。 

 

� （９）  a. ２拍名詞 

� � ᾏ(uPL) մ、㘠(nabL)、⯚(KunL)、⮻(uVu) մ、ኴ㝧(WLGa) 

�  b. ３拍名詞 

� � ย(KaWana) մ、⏿(KaWHޝ) մ 

�  F. 㸲拍名詞 

ⱝいፉ(PHޝUabL)、ኳ஭(Wܼ݆ݣoޝ)、かまࡁり、⣸ 

 

これらの調査語彙に対してᚓられた音調は次の㏻りである（「㹼」は語彙㛫、Ⓨヰ㛫あ

るいはヰ⪅㛫にᦂれがあることを表す）。上野  (2000, 2002a)の記述と一致する。  

 

（１０）a. ２拍名詞 

       � 言いษり形：○
――

○。○
――

○
――

が。○
――

○
――

も。○
――

○
――

か
――

ら。○
――

○
――

ま
――

で。 

○
――

○
――

から
――――

も。○
――

○
――

まで
――――

も。  

� � � �  ᥋⥆形：� � ○
――

○
――

が
――

…。○
――

○
――

から
――――

…。○
――

○
――

から
――――

も
――

…。  
� � � � � b. ３拍名詞 

       � � 言いษり形：○○
――

○。○○
――

○
――

が。○○
――

○
――

も。○○
――

○
――

か
――

ら。○○
――

○
――

ま
――

で。 

○○
――

○
――

から
――――

も。○○
――

○
――

まで
――――

も。 

� � �  ᥋⥆形：� � ○○
――

○
――

が
――

…。○○
――

○
――

から
――――

…。○○
――

○
――

から
――――

も
――

…。  
� � � F. 㸲拍名詞 

       � � 言いษり形：○
――

○○
――

○。○
――

○○
――

○
――

が（㹼○
――

○○○
――

が）。○
――

○○
――

○
――

も。  

○
――

○○
――

○
――

か
――

ら。○
――

○○
――

○
――

ま
――

で。○
――

○○
――

○
――

から
――――

も。○
――

○○
――

○
――

まで
――――

も。 

� � �  � � ᥋⥆形：� � ○
――

○○
――

○
――

が
――

…。○
――

○○
――

○
――

から
――――

…。○
――

○○
――

○
――

から
――――

も
――

…。  
 

２．㸲．２� ศᯒ 

� α系列とは異なり、β系列では言いษり形と᥋⥆形が異なる音調を持つ。言いษり形と

᥋⥆形にඹ㏻するのは、「文節」ではなく「単語」の最後から３つ目の拍（㸫ճ）が低くな

り、この拍とその後ろの拍（㸫ղ）の㛫でピッチが上᪼することである。語が２拍以下の

長さしかないሙ合（つまり㸫ճがないሙ合）には、語㢌（つまり㸫ղ）から高くⓎ音され

ることになる。 
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᥋⥆形のሙ合には、―ճだࡅが低くなり、助詞もྵめ他の拍はす࡭て高くなる。２拍名

詞のሙ合には、文節඲体が高くなることになる（たと࠼ば「うみ
――――

から
――――

…」）。これに対し、
言いษり形では、―ճにຍ࠼、文節末の拍も低くなる。２拍名詞が単独でⓎ音されるሙ合

には、○
――

○（たと࠼ば「う
――

み。」）となる。このように、文節末の拍が低くなるかྰかとい

う点において、言いษり形と᥋⥆形が༊ูされる。  

言いษり形の音調が文末を表す文ࣞ࣋ࣝの音調 (bounGaU\ WonH)であるとゎ㔘すると、上野  

(2000, 2002a)が୺ᙇするように、㸫ճが低く、㸫ղが高くなることがβ系列のアクセント

≉ᚩということになる。言いษり形は、このアクセント≉ᚩの上に、文節末の拍を低くす

るという文ࣞ࣋ࣝの音調が⿕さるだࡅである。たと࠼ば２拍名詞が単独で○
――

○（たと࠼ば

「う
――

み。」）とⓎ音されるのは、㸫ղが高いという語アクセントの≉ᚩと、文節末拍が低い

という文末音調が⤌み合わさったに㐣ࡂない。  

以上の観ᐹを⮬ᚊ分節音㡩ㄽに基࡙いて分析すると、次のようになる。まず基本メࣟࢹ

る。ただし、この音調はα系列のようにࡁーはα系列と同じく㹆㹊㹆とみなすことがで࢕

文節末から付与されるのではなく、語末から付与され、さらに語末拍を音㡩的に୙ྍど

(LnYLVLbOH)として音調付与のドメインから㞃さなくてはいࡅない。つまり㹆㹊㹆を単語単位

で、かつ語末拍を㝖いて、ྑからᕥ࡬付与するのである。ᅗ♧すると（１１）のようにな

る（�ȣ!は音㡩的に୙ྍどな拍をព࿡する）。この「音㡩的に୙ྍど」という⪃࠼方は一

ぢするとアド࣍ックなようにぢ࠼るが、後述する他の集落（上嘉鉄、阿伝、塩道）の分析

にも᭷⏝であることから、一⯡ᛶにḞࡅるとは言࠼ない。また上でぢたように、音調がα

系列では文節をドメインとして音調が付与されるのに対し、β系列では語をドメインとし

て付与される。同一体系ෆでこのような⤌み合わࡏがあること⮬体、㠀ᖖに⯆࿡῝い。こ

のことは、喜界島の㏆㞄集落（３節以㝆）の体系と比較する㝿に㔜せな࣏イントとなる。  

 

（１１）  …ȣ  ȣȣȣ�ȣ!@語ȣȣ  

㹚㹺㹺㹺㸭 

㹆㹊㹆 

 

（１１）の分析についてはもう一つ、基本メࣟ࢕ࢹーが㹊㹆ではないことをᙉ調してお

て３拍目と２拍目の㛫でピッチが上᪼することがβ系列の≉ᚩであ࠼たい。語末からᩘࡁ

ると述࡭たが、語のアクセント≉ᚩはこれだࡅではない。もしこのピッチ上᪼だࡅが᭷ព

な≉ᚩであるならば、㸲拍名詞の㹆㹊㹆㹆（᥋⥆形）、㹆㹊㹆㹊（言いษり形）にຍ࠼て㹊

㹊㹆㹆（᥋⥆形）、㹊㹊㹆㹊（言いษり形）という音調もチᐜされるはずであるが、ᐇ㝿に

はチᐜされない。たと࠼ば「め࠼らび。」（ⱝいፉ、言いษり形）に対してイン࢛ࣇー࣐ン

トは「め࠼ら
――

び。」という音調はチᐜされず、「め
――

ら࠼
――

び。」だࡅをチᐜした。語末から㸲拍

目の㹆音調がఱらかの文音調（たと࠼ば bounGaU\ WonH）でない㝈り、これは語の≉ᛶとし
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てㄝ᫂されるࡁ࡭ものである。このことが（１１）において㹆㹊㹆を基本メࣟ࢕ࢹーとタ

ᐃする➨一の⌮⏤である。さらに、この基本メࣟ࢕ࢹーをタᐃすることによりα系列とβ

系列のඹ㏻ᛶをᤊ࠼ることもྍ⬟となる。  

 

２．㸳� �ぢ▱ࡢ௚ࡢࡑ

� 湾と中道の２つの集落については上記のことにຍ࠼、次のような஦ᐇも観ᐹされた。  

 

２．㸳．１� １ᢿྡモ�

１拍名詞にはア型の༊ูがなく、す࡭てα系列の音調パターンをとる。  

 

（１２）⾑(ʨLޝ) ձ、ṑ(Ka�)、㓇(VH�)、஭ᡞ(Kaޝ)㸹目(PLޝ) ճ、木(KLޝ) ճ、ᐙ(Maޝ)�  

    � � � ○○
――

。○
――

○が
――

。○
――

○が
――

…。○
――

○
――

から
――

。○
――

○
――

か
――

らも
――

。 
 

ここではα系列とβ系列が中࿴しているわࡅであるが、なࡐβ系列ではなくα系列の方

に⤫合されるのか、その⌮⏤はわからない。（１２）の語彙が（１０a）に♧したβ系列２

拍名詞と同じ音調を♧したとしても、音ኌ的にも音㡩的にもఱらၥ㢟は⏕じないはずであ

る。 

（１２）に♧したように、１拍名詞は助詞が付いても付かなくても、ẕ音がఙびて඲体

が２拍名詞と同じ長さでⓎ音される。これは１拍から２拍࡬という音㡩的な長ẕ音໬であ

り、後述する␲ၥ文の長ẕ音໬とはᛶ᱁が異なる（２㸬㸳㸬３節）。␲ၥ文にぢられる長ẕ

音໬は、音調パターンが決まった後で音ኌ的にఙびるものであるが、１拍名詞の長ẕ音໬

は語඲体が２拍になり、２拍名詞と同じ音調パターンを持つ。つまり、音調パターンが決

まる前に㉳こる音㡩的な長ẕ音໬である。あるいは、これらの名詞はࣞ࢟ࢥࢩンにおいて

最ึから２拍名詞としてⓏ㘓されているのかもしれない。 

 

２．㸳．２� �ࢺࣥࢭࢡ࢔ࡢ㢌ᩥᏐㄒࢺࢵ࣋࢓ࣇࣝ࢔

調査語彙表以እで、いくつかのእ᮶語とアࣝ࣋࢓ࣇット㢌文Ꮠ語のアクセントを調࡭た

ところ、これらのእ᮶語語彙はす࡭てβ系列であった。（１３）に言いษり形の音調を♧す。  

 

（１３）� タン
――――

ࣜࣂ
――

ン。チࣙࢥ
――――――

ࣞー
――

ト。ࢸーࢥࣞࣉ
――――――――――

ーࢲ
――

ー。  

� � � � � � ピー
――――

アー
――

ࣝ（㹎㹐）。࢙ࢪー
―― ― ― ―

アー
――

ࣝ（㹈㹐）。ࢩ
――

ー࢕ࢸ
――――

ー（㹁㹒）。 

ࣅࣇ࢚
――――――

ーア
――

イ（㹄Ｂ㹇）。ピー࢕ࢸ
――――――――

ー࢚
――

ー（㹎㹒Ａ）。 

࣡イ࢚࣒ࢩ
――――――――――

ー࢚
――

ー（㹗㹋㹁Ａ）。 
 

� （１３）からもわかるように、語末から３拍目が低く、２拍目が高くⓎ音される。言い
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ษり形のሙ合には、これにຍ࠼て、文ࣞ࣋ࣝの音調 (bounGaU\ WonH)によって文節末の拍が低

くなる。また、音調付与が音節単位ではなく拍単位であることは、᪤にぢた࿴語のሙ合と

同じである。この点において、音節と拍の୧方に౫存する甑島方言とは異なる。参⪃まで

に甑島方言の音調を（１㸲）に♧す。いずれも甑島方言のＡ型アクセントのⓎ音である（FI. 

ὀ１。ヲ⣽については Kubozono 2010, 2011a/b を参照）。 

 

� （１㸲）タン
――――

ࣜࣂ
――

ン、チࣙ
――――

ࣞࢥ
――

ート、ࢸーࣞࣉ
――――――――

ࢲーࢥ
――

ー、ピーア
――――――

ーࣝ、࢙ࢪーア
――――――――

ーࣝ、 

࢕ࢸーࢩ
――――――――

ー、࢚ࣇ
――――

ーアࣅ
――

イ、ピー
――――

ー࢚࢕ࢸ
――

ー、࣡イ࢚࣒
――――――――

ー࢚ࢩ
――

ー 
 

ここで湾方言・中里方言のእ᮶語がβ系列に属していることにὀ目したい。２㸬㸲節で

ぢたβ系列の語彙が鹿児島方言や長崎方言ではＢ型アクセントでⓎ音されることを⪃࠼る

と、これはពእな஦ᐇである。鹿児島方言や長崎方言、甑島方言ではእ᮶語は基本的にＡ

型でⓎ音される。またこれらの方言のＡ型の࿴語は喜界島湾方言・中里方言ではα系列と

なる（２㸬３節、２㸬㸲節）。これらの஦ᐇを前ᥦにして方言㛫に対ᛂがあると௬ᐃするな

らば、湾方言・中里方言のእ᮶語はα系列に属することがண᝿されるのであるが、ᐇ㝿に

はその㏫である。これはなࡐであろうか。  

鹿児島方言な࡝のＡ型アクセントと湾方言・中里方言のβ系列にඹ㏻する≉ᚩは、単語

の末ᑿ（湾、中里では言いษり形の末ᑿ）が低くⓎ音されるということである。「チࣙࣞࢥ

ート」という語を౛にとると、次のようになる。ᐇ㝿の音調パターンは方言ࡈとに異なる

が、語末が低くⓎ音されるという点ではඹ㏻している。これは、東京方言や㏆␥方言のእ

᮶語にもඹ㏻した≉ᚩである。  

 

（１㸳）鹿児島方言：   � チࣙࣞࢥー
――――

ト  

長崎方言： � � チࣙࢥ
――――――

ࣞート 

甑島方言： � � チࣙ
――――

ࣞࢥ
――

ート 

湾・中里方言：� チࣙࢥ
――――――

ࣞー
――

ト  

東京方言： � � チࣙࣞࢥ
――――

ート 

㏆␥方言：� � � チࣙࣞࢥ
――

ート 
 

もしእ᮶語にもう一つのア型（鹿児島方言な࡝のＢ型、湾・中里方言のα系列、東京方

言や㏆␥方言の平ᯈ型（↓᰾型））が付与されていたら、次のように語末が高くⓎ音される

ことになる。 

 

（１６）� 鹿児島方言： 
チࣙࣞࢥート
――

 

長崎方言： 
チࣙࣞࢥート
――
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甑島方言： 
チࣙࢥ
――――――

ࣞート
――

 

湾・中里方言： 
チࣙࣞࢥ
――――――――

ート
――

 

東京方言： 
チࣙࣞࢥート
――――――――

 

㏆␥方言： 
チࣙ
――――

ートࣞࢥ
――――――――

（高㉳↓᰾） 

㹼
チࣙࣞࢥート
――

（低㉳↓᰾） 
 

アࣝ࣋࢓ࣇット㢌文Ꮠ語をྵࡴእ᮶語が（１６）ではなく（１㸳）のア型でⓎ音される

ということは、ⱥ語の単語単独Ⓨヰの音調パターンと一致する。ⱥ語では単語の単独Ⓨヰ

がす࡭てピッチ下㝆をకってⓎ音され、語末はᖖに低くⓎ音される。たと࠼ば FKyFoOaWH

という３音節語は語㢌音節にアクセント（ᙉໃ）を持２、ࡕ音節目以㝆が低くⓎ音される。

（１㸳）にぢられる日本語ㅖ方言のእ᮶語Ⓨ音は、ⱥ語のこの音ኌ≉ᚩ（⫈ぬ༳㇟）を日

本語の中に保持した⤖ᯝと⪃࠼ることがでࡁる  (Kubozono 200�, 2007)。  

ここで、喜界島湾・中里方言のβ系列は、言いษり形だࡅが語末を低くⓎ音され、᥋⥆

形ではそうならないのではないかという␲ၥが⏕じるかもしれない。たと࠼ばチࣙࣞࢥー

トの᥋⥆形は「チࣙࢥ
――――――

ࣞー
――

ト
――

」であり、語末が低くならないという点では（１６）のα系

列と同じではないかというぢ方である。たしかに᥋⥆形と言いษり形の༊ูでいうと、同

じβ系列でも言いษり形だࡅが語末が低くⓎ音される。ⱥ語の音調パターンを೉⏝（保持）

したと⪃࠼ると、࡝うして᥋⥆形ではなく言いษり形がእ᮶語の೉⏝パターンを決めるの

かということがၥ㢟になる。  

しかし言いษり形は単に㠀᥋⥆形（後ろにఱも᥋⥆しない形）というだࡅでなく、単語

の単独Ⓨヰであるということもぢ落としてはならない。β系列にぢられる語末のピッチ下

㝆が௬に語（アクセント）の≉ᛶではないとしても、平ླྀ文としての単独Ⓨヰにおいて語

末の音調が低くなるという஦ᐇはኚわらない。ⱥ語の単語単独Ⓨヰと日本語の単語単独Ⓨ

ヰの㛫で、語末のピッチ下㝆という≉ᚩがඹ᭷されていると⪃࠼ると、（１㸳）の஦ᐇはၥ

㢟なくㄝ᫂でࡁる。 

ついでながら、ⱥ語の単語単独Ⓨヰにぢられるピッチ下㝆もまた「単語」の≉ᛶではな

いことを付言しておくᚲせがある。࿘▱のように、ⱥ語はピッチアクセントの言語ではな

くᙉໃアクセントの言語である。ཎ๎としてᙉᙅのパターンだࡅが語彙的にᣦᐃされてお

り、ピッチの≉ᚩ（高低、上᪼、下㝆な࡝）は文のⓎヰ（イントࢿーࣙࢩン）で決まる。

それ࠼ࡺ、FKoFoOaWHな࡝の語において語末が低くⓎ音されるという≉ᚩはⱥ語の語アクセ

ントの≉ᚩではなく、この言語の平ླྀ文が持つ文の㡩ᚊ≉ᚩである。語が೉⏝される㝿に

は、ཎ語において語の≉ᚩか文の㡩ᚊ≉ᚩかということはၥ㢟にならず、単語単独Ⓨヰの

音調パターンが೉⏝されているようなのである。  
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２．㸳．㸱� ␲ၥᩥࣥࣙࢩ࣮ࢿࢺࣥ࢖ࡢ�

� 次にアクセントとの関㐃で␲ၥ文の㡩ᚊ≉ᚩについて述࡭る4。鹿児島方言（木部  2010）

や甑島方言（窪薗  2011）と同じように、湾・中里方言では␲ၥ文が文末のピッチ下㝆によ

って表される。この方言の␲ၥ文には鹿児島方言と同じく「な」という⤊助詞が付くよう

であるが、ᐇ㝿のⓎヰではこの⤊助詞がしばしば長ẕ音໬を㉳こし、「なあ」と２拍分の長

さでⓎ音される。ᐇ㝿の音調を表すと次のようになる。各࣌アのᕥഃが平ླྀ文の言いษり

形、ྑഃが␲ၥ文である。 

 

� （１㸵）a. α系列：がま
――

（洞窟）。が
――

まな
――

あ㸽�  

� � � � � �   � � � はな
――

（鼻）。は
――

なな
――

あ㸽 

� � � � � � �   � � ࡦ
――

しࡪ
――

（煙）。ࡦ
――

ࡪ
――

しな
――

あ㸽   

b. β系列：う
――

み（ᾏ）。うみ
――――

な
――

あ㸽 

� � � � � � � �   � はた
――

な（ย）。はた
――

な
――

な㸽（㹼はたな
――――

な
――

あ㸽） 
 

� ここで次の２点にὀពするᚲせがある。まず➨一に、この方言では⤊助詞の「な」が「が」

をはじめとする᱁助詞と同じように、先行せ⣲と同じアクセント単位（音調付与ドメイン）

にධる。「はな（鼻）」を౛にとると、後ろに「な（あ）」が付くことによって、「はな」の

音調もኚわってしまう。これに対し、鹿児島方言では᱁助詞と⤊助詞はアクセント的に異

なる᣺る⯙いをぢࡏ、同じ␲ၥを表す「な（あ）」は先行せ⣲と同じアクセント単位にධら

ず、よって、先行せ⣲の音調をኚ࠼ることもない（（１㸶）にල体౛を♧す）。ูの言い方

をすると、鹿児島方言では␲ၥの⤊助詞「な（あ）」を先行せ⣲と同じ文節にධれないが、

湾・中里方言では先行せ⣲と同じ文節にධれる。  

�  

� （１㸶）� は
――

な。（鼻）� は
――

なな㸽� は
――

ななあ㸽� （FI. はな
――

が、はなか
――

ら） 

はな
――

。（ⰼ）� はな
――

な㸽� はな
――

なあ㸽   （FI. はなが
――

、はなから
――

） 
 

� （１㸵）についてもう一つ⯆࿡῝いのは、⤊助詞「な」の長ẕ音໬とアクセントとの関

ಀである。「が
――

まな
――

あ㸽」という音調は「がま」に１拍助詞が付いた音調（が
――

まが
――

）と一致

し、２拍助詞が付いた音調（が
――

ま
――

から
――

）とは一致しない。「ࡦ
――

ࡪ
――

しな
――

あ㸽」の音調も、「ࡦ

ࡦ）し」に１拍助詞が付いた音調ࡪ
――

ࡪ
――

しが
――

）と一致し、２拍助詞が付いた音調（ࡦ
――

ࡪ
――

し
――

から
――

）

とは一致しない。もし名詞の末ᑿẕ音が長ẕ音໬を㉳こした後にアクセント（音調）が付

与されるのであれば、「が
――

まな
――

あ㸽」や「ࡦ
――

ࡪ
――

しな
――

あ㸽」の音調はㄝ᫂でࡁなくなる。つま

り、これらの␲ၥ文音調は次のような㐣⛬を᝿ᐃしてึめてㄝ᫂がつく。  

                                                 
4 ここで述࡭ることは中里方言ヰ⪅の観ᐹに基࡙く。  
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� （１９）基ᗏ形�  � �  �  がま㸩な ࡪࡦし㸩な 

� � � � � アクセント付与（α系列）�  が
――

まな
――

ࡦ  
――

ࡪ
――

しな
――

 

� � � � � 長ẕ音໬ � �  �  が
――

まな
――

あ
―――

ࡦ 
――

ࡪ
――

しな
――

あ
―――

 

� � � � � 言いษり形（␲ၥ） �  が
――

まな
――

あ ࡦ
――

ࡪ
――

しな
――

あ 
 

� β系列の␲ၥ形（１㸵㹠）についても同ᵝの分析がでࡁる。 

 

� （２０）基ᗏ形� �   �  うみ㸩な 

� � � � � アクセント付与（β系列）�  うみ
――――

な
―――

 

� � � � � 長ẕ音໬� � � � � � � � �  うみ
――――

な あ
――――――

 

� � � � � 言いษり形（␲ၥ）� � � �  うみ
――――

な
――

あ 
 

この分析は、␲ၥを表す⤊助詞「な」の長ẕ音໬が音㡩的なものではなく単に音ኌ的な

⌧㇟であることをព࿡している。この点において、２㸬㸳㸬１節で述࡭た１拍名詞の長ẕ

音໬とはᛶ᱁が異なる。 

�  

㸱�ᆏᕊ㞟ⴠࢺࣥࢭࢡ࢔ࡢ  
 

ここまで、湾と中里の２集落についてアクセント体系の概せをぢてࡁたが、ここからは

喜界島南部・中部の他の集落に範囲をᗈࡆて集落㛫の異同を⪃ᐹしてみたい。まず湾集落、

中里集落から北に⣙㸳࢟ࣟのところにある坂嶺集落について述࡭る。この集落は北部方言

の小野津集落と湾・中里集落とのࡻࡕう࡝中㛫に位⨨しているが、アクセント的にも湾・

中里集落とはⱝᖸ異なっている。௒ᅇ報告するのは➹⪅が調査を行った一ேの高年ᒙヰ⪅ 5

のࢹータである。なお、᫬㛫の関ಀで調査でࡁなかった㡯目（≉に᥋⥆形の音調）もᑡな

くないことを付言しておく。  

 

㸱．１� ㄪᰝ⤖ᯝ 

� 拍を基本単位とする２型アクセント体系を持つ点では湾および中里の集落とኚわらない

（この点は本稿で⤂௓するす࡭ての集落にඹ㏻した≉ᚩである）。  

� 次にα系列とβ系列のᐇ㝿の音調パターンであるが、α系列については湾・中里とఱら

ኚわらない。つまり、文節をドメインとして、最後の３拍が㹆㹊㹆（次末拍だࡅが低い）

という音調パターンを♧す。また湾・中里と同じく、α系列では言いษり形と᥋⥆形が同

                                                 
5 ⱥ ၨኴ㑻Ặ（79 ṓ、1931 年 2 月⏕まれ）。  
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じパターンを♧す。言いษり形で文節末が下がらない点も湾・中里と同じである。さらに、

この集落でも１拍名詞はす࡭てα系列であり、ẕ音がఙ長໬を㉳こしてアクセント的には

２拍名詞と同じࡩるまいを♧す。  

� これに対し、β系列の音調は湾・中里集落と㢧ⴭに異なる。２拍名詞（ᾏ、㘠、⯚ (Sun,)、

⮻、ኴ㝧(WLGa)）の⤖ᯝは次の㏻りである。  

 

（２１）言いษり形：○
――

○。○
――

○
――

が。○
――

○
――

も。○
――

○
――

か
――

ら㹼○
――

○か
――

ら�。○
――

○
――

ま
――

で。 

○
――

○
――

から
――――

も㹼○
――

○か
――

ら
――

も。○
――

○
――

まで
――――

も㹼○
――

○まで
――――

も。  

� � � ᥋⥆形：� ○
――

○
――

が
――

…。 
 

� （２２）と（２３）に３拍名詞と㸲拍名詞の⤖ᯝを♧す。前⪅は「ย (KaWana)、⏿(SaWH5)、

あばら㦵(JaPaNu＝がまのዟ)」の語、後⪅は「㣗ᩱ(Sa1PH5)、ⱝいፉ(PH5UabL)、ኳ஭(W,1zMo5)、

ᮅ㢦(aVaJo5)」である。 

 

（２２）言いษり形：○○
――

○。○○○
――

が㹼○○
――

○
――

が。○○○
――

も。 

○○○か
――

ら㹼○○○
――

か
――

ら。○○○ま
――

で。○○○から
――

も㹼○○○から
――――

も。  

○○○まで
――

も㹼○○○まで
――――

も。  

� � � ᥋⥆形：� ○○○が
――

…㹼○○○
――

が
――

…。� �  
 

� （２３）言いษり形：○
――

○○
――

○。○
――

○○○
――

が㹼○
――

○○
――

○
――

が。○
――

○○○
――

も。  

○
――

○
――

○○か
――

ら㹼○
――

○○○か
――

ら。 

○
――

○
――

○○ま
――

で㹼○
――

○○○ま
――

で。 

○
――

○○○から
――――

も㹼○
――

○○○から
――

も㹼○
――

○
――

○○から
――

も。 

○
――

○○○ま
――

で
――

も㹼○
――

○○○まで
――

も。  

� � � � � ᥋⥆形：○
――

○○○
――

が
――

…。○
――

○○○まで
――――

…。○
――

○○○まで
――――

も
――

…。  
 

� （２１）㸫（２３）を㏻して、言いษり形と᥋⥆形の違いは湾や中里集落のものと同じ

であり、言いษり形では文節末の拍が低くなるのに対し、᥋⥆形は文節末まで高くなる。

ၥ㢟となるのが、ピッチ上᪼の位⨨であるが、この集落は中里・湾࡝࡯には語（名詞）の

㸫ղでの上᪼が㢧ⴭではなく、ࡴしろ文節をドメインとして㸫ղでピッチが上᪼するഴྥ

がぢられる。つまり、文節඲体の後ろから３つ目と２つ目の拍の㛫でピッチが上᪼するパ

ターンがもっとも一⯡的なようにぢ࠼る。またピッチが上᪼する前の低音調の部分も、湾・

中里では１ࡰ࡯拍に㝈られていたのに対し、この坂嶺方言では２拍から３拍にཬࡪことが

                                                 
� 㹆㹊㹆㹊のⓎ音は、名詞と助詞をูࠎの文節に分ࡅた（＝助詞をᙉ調した）Ⓨ音のྍ⬟ᛶも
ある。  
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⌋しくなく7、この点において語彙㛫あるいはⓎヰ㛫でもᑡなから࢚ࣜࣂࡠーࣙࢩンが観ᐹ

された。 

 

㸱．２．ศᯒ 

β系列について湾・中里方言と坂嶺方言の違いをまとめると次表のようになる。  

 

� � 表３ 

湾・中里 ○
――

○。 ○
――

○
――

が。 ○
――

○
――

か
――

ら。 ○
――

○
――

から
――――

も。 

坂嶺 ○
――

○。 ○
――

○
――

が。 ○
――

○
――

か
――

ら㹼 

○
――

○か
――

ら。 

○
――

○
――

から
――――

も㹼 

○
――

○か
――

ら
――

も。 

湾・中里 ○○
――

○。 ○○
――

○
――

が。 ○○
――

○
――

か
――

ら。 ○○
――

○
――

から
――――

も。 

坂嶺 ○○
――

○。 ○○○
――

が㹼  

○○
――

○
――

が。 

○○○か
――

ら㹼 

○○○
――

か
――

ら。  

○○○から
――

も㹼 

○○○から
――――

も。 

湾・中里 ○
――

○○
――

○。 ○
――

○○
――

○
――

が。 ○
――

○○
――

○
――

か
――

ら。 ○
――

○○
――

○
――

から
――――

も。 

坂嶺 ○
――

○○
――

○。 
 

○
――

○○○
――

が㹼

○
――

○○
――

○
――

が。 

○
――

○○○か
――

ら㹼 

○
――

○
――

○○か
――

ら。  

○
――

○○○から
――――

も㹼 

○
――

○○○から
――

も㹼 

○
――

○
――

○○から
――

も 

 

この比較表からもわかるように、湾・中里方言と坂嶺方言は「㸫ղ位⨨での上᪼」とい

う≉ᚩはඹ᭷しながらも、音調の付与ドメインを異としている。前⪅は語（名詞）の中の

㸫ղ位⨨でピッチが上᪼するのに対し、後⪅は文節をドメインとして㸫ղ位⨨で上᪼が㉳

こっている。上᪼位⨨にὀ目して比較すると次のようになる（  㹛はドメインのྑ➃を表す）。 

 

（２㸲）β系列 

� � 湾・中里� � ○○
――

○㹛。�  ○○
――

○
――

㹛が。 ○○
――

○
――

㹛か
――

ら。  � ○○
――

○
――

㹛から
――――

も。�  

� � 坂嶺� � � � ○○
――

○㹛。� ○○○
――

が㹛。�  ○○○か
――

ら㹛。 � ○○○から
――

も㹛。 
  

このゎ㔘がṇしࡅれば、坂嶺方言はα系列に合わࡏるかのように、β系列でも「単語」

から「文節」࡬と音調付与のドメインが⛣行している（しつつある）ことになる。つまり、

湾・中里方言では語ኌ調的なα系列と語アクセント的なβ系列がඹ存していたのに対し、

坂嶺方言の体系は一Ṍ⡆⣲໬され、α系列もβ系列も語音調的な≉ᚩを持っていると言࠼

る。 

                                                 
7 たと࠼ば３拍名詞㸩１拍助詞の音調パターンは「○○○

―

が。」であり、「○
―

○○
―

が。」はฟてこ

ない。㸲拍名詞㸩１拍助詞でも、「○
――

○
――

○○
―

が。」というパターンは観ᐹされなかった。  
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㸲�ୖ჆㕲࣭㜿ఏ࣭中㐨㞟ⴠࢺࣥࢭࢡ࢔ࡢ  
 

� 次に、湾集落・中里集落から坂嶺とは㏫の方ྥに㐍んだところにある東ᾏᓊの集落につ

いて述࡭る。௒ᅇ➹⪅が調査を行ったのは島の南➃にある上嘉鉄集落と、そこからᾏᓊ⥺

にἢって北東࡬⣙㸳࢟ࣟのところにある阿伝集落、さらにそこから北東⣙㸳࢟ࣟのところ

に位⨨する中道集落の３つの集落である。この３集落はࡰ࡯同じ体系と音調パターンを持

っているため、この節でまとめてㄽじることにする。ここで報告するのは各集落１名分の

 。ータとそれに基࡙く分析である8ࢹ
� これらの３集落は、２型アクセント体系である点、音節ではなく拍を基本単位とする点

では、これまで⤂௓した３集落（湾、中里、坂嶺）と同じである。異なるのはල体的な音

調パターンであり、β系列の音調は湾・中里集落の音調とኚわらないが、α系列の音調は

異なっている。以下、㡰␒にぢていくことにする。  

 

㸲．１� Ș⣔ิ�

� まず２拍名詞は次のような音調を♧す。ල体的には「水 (PLGu)、鳥(WuUL)、鼻(Kana)、洞窟

(JaPa)、山(MaPa)、㇋(PaPL)、ⰼ(Sana)、㯏(PunJL)」の語彙である（助詞の「が」「も」は

それࡒれ「ࡠ」「ࡴ」となるが、ここでは前⪅で表す）。  

 

� （２㸳）言いษり形：○○
――

。○
――

○が
――

。○
――

○も
――

。○
――

○か
――

ら。○
――

○ま
――

で。○
――

○から
――――

も。 

○
――

○まで
――――

も。 

� � � � � ᥋⥆形：� � ○
――

○が
――

…。 
 

� ３拍㹼㸳拍名詞の音調は次のようになる。３拍名詞は「煙 (KLbuɕL) 、踊り (uGuL)、形

(NaWaʨL) 㸹  鋏(KaVaPL) 、㙾(KaJaPL) 、ᬺ(NuMuPL)」の㸳語、㸲拍名詞は「暁(aޝWuʨL)」、㸳拍

名詞は「雷(Ka݆naޝUL)」である。 

 

� （２６）言いษり形：  ○
――

○○
――

。○
――

○
――

○が
――

（㹼○
――

○○が
――

）。○
――

○
――

○も
――

。○
――

○
――

○か
――

ら。 

○
――

○
――

○ま
――

で（㹼○
――

○○ま
――

で）。○
――

○
――

○から
――――

も（㹼○
――

○○から
――――

も）。 

○
――

○
――

○まで
――――

も。 

� � � � � ᥋⥆形：○
――

○
――

○が
――

…。㹙○
――

○
――

○か
――

ら
――

…。○
――

○
――

○ま
――

で
――

…。○
――

○
――

○から
――――

も
――

…。㹛9 

                                                 
8� 上嘉鉄のヰ⪅は኱཭຾一（おおともかついࡕ）Ặ、㸵３ṓ（193� 年 12 月⏕まれ）。阿伝の
ヰ⪅は㯄ᐩኈ⏨（ࡩもとࡩじお）Ặ、㸳９ṓ（1950 年 11 月⏕まれ）。中道のヰ⪅は⸨ཎ㍤夫（ࡩ
じわらてるお）Ặ、６㸵ṓ（1943 年 � 月⏕まれ）である。  
9 （２６）㸫（２㸶）の㹙� � 㹛ෆはᐇ㝿のࢹータはなく、他の౛から᥎ᐃしたものである。  



65

「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」喜界島調査報告 
2011年 8月 15日� 国立国語研究所 

� �  

� （２㸵）言いษり形：  ○
――

○
――

○○
――

。○
――

○
――

○
――

○が
――

。○
――

○
――

○
――

○。○
――

○
――

○
――

○か
――

ら。 

○
――

○
――

○
――

○ま
――

で。○
――

○
――

○
――

○から
――――

も。○
――

○
――

○
――

○まで
――――

も。 

� � � � � ᥋⥆形：○
――

○
――

○
――

○が
――

…。㹙○
――

○
――

○
――

○か
――

ら
――

…。○
――

○
――

○
――

○ま
――

で
――

…。○
――

○
――

○
――

○から
――――

も
――

…。㹛 
 

（２㸶）言いษり形： ○
――

○
――

○
――

○○
――

。○
――

○
――

○
――

○
――

○が
――

。（㹼○
――

○
――

○
――

○○が
――

。）○
――

○
――

○
――

○
――

○も
――

。  

○
――

○
――

○
――

○
――

○か
――

ら。○
――

○
――

○
――

○
――

○ま
――

で。○
――

○
――

○
――

○
――

○から
――――

も。○
――

○
――

○
――

○
――

○まで
――――

も。 

� � � ᥋⥆形：○
――

○
――

○
――

○
――

○が
――

…。 

㹙○
――

○
――

○
――

○
――

○か
――

ら
――

…。○
――

○
――

○
――

○
――

○ま
――

で
――

…。○
――

○
――

○
――

○
――

○から
――――

も
――

…。㹛  
 

� 一ぢすると湾・中里２集落のα系列と同じように、文節をドメインとして○
――

○○
――

、○
――

○
――

○

○
――

という音調パターンが付与されているようにぢ࠼る。たと࠼ば名詞単独形や名詞㸩１拍

助詞の音調は湾・中道集落のものと同じであり、文節末が㹆㹊㹆という音調を持つ。しか

しながらこの一⯡໬は、助詞が２拍かそれ以上の長さを持つሙ合には㏻⏝しない。このሙ

合には、文節の次末拍ではなく、名詞（＝語）の最後の拍が低くなる。つまり上嘉鉄・阿

伝・塩道では、名詞の┤後が高くなることが音㡩的に㔜せなようである（上嘉鉄のḍは上

嘉鉄・阿伝・塩道のඹ㏻形を表す）。  

�  

� （２９）湾・中里� ○
――

○
――

○が
――

。○
――

○
――

○
――

から
――

。� � � � � � ○
――

○
――

○
――

か
――

らも
――

。 

上嘉鉄� �  ○
――

○
――

○が
――

。○
――

○
――

○か
――

ら㹼○
――

○○か
――

ら。○
――

○
――

○から
――――

 。ࡴ
 

� この上嘉鉄のパターンも基本メࣟ࢕ࢹーは㹆㹊㹆と分析でࡁる。湾・中里との違いは音

調付与ドメインの違いであり、上嘉鉄ࣝࢢーࣉでは文節඲体ではなく㹙名詞㸩助詞の１拍

目㹛をドメインにしてྑからᕥ࡬㹆㹊㹆を付与している。なお㹊の部分は１拍とは㝈らな

い（  㹛はドメインのྑ➃を表す）。 

 

� （３０）湾・中里� ○
――

○○
――

㹛。   ○
――

○
――

○が
――

㹛。 ○
――

○
――

○
――

から
――

㹛。 ○
――

○
――

○
――

か
――

らも
――

㹛。 

上嘉鉄� � ○
――

○○
――

㹛。   ○
――

○
――

○が
――

㹛。 ○
――

○
――

○か
――

㹛ら。 ○
――

○
――

○か
――

㹛ら
――

。ࡴ  
 

� 上嘉鉄ࣝࢢーࣉの音調パターンを（㸶）と同じように分析すると（３１）のようになる 10,11。

                                                 
10 （３１）と関㐃してもう一つ、湾・中里の Į 系列と違い、上嘉鉄ࣝࢢーࣉの Į 系列は言いษ
り形と᥋⥆形が異なるようである。名詞㸩２拍助詞、名詞㸩３拍助詞では、᥋⥆形が助詞の最

後まで高くⓎ音されるのに対し、言いษり形では助詞の最⤊拍が低くⓎ音される。湾・中里で

は言いษり形も低く⤊わらないが、これとは対照的である。この⌮⏤は、湾・中里の Į 系列が
文節の最後で㹊㹆をᐇ⌧し、㹆がᖖに１拍であるため、言いษり形でもこの拍を低くすること

はでࡁないことによる。これに対し、上嘉鉄ࣝࢢーࣉの Į 系列は㹊㹆の㹆が文節末の」ᩘ拍に
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ここでも、長い語ྃにおいてはᕥ➃の㹆音調はᕥ（＝文節㢌）࡬、ྑ➃の㹆はྑ（＝文節

末）ྥ࡬かってᣑᙇする。また�ȣ…ȣ!は助詞の２拍目以㝆が音㡩的に୙ྍどであること

をព࿡する。助詞の付かない文節では、名詞の最⤊拍から㹆㹊㹆のメࣟ࢕ࢹーが付与され

ることになる。 

 

� （３１）…ȣȣȣȣ@語㸩ȣ㹛�ȣ…ȣ! 

㹚㹺㹺� 㸭 

㹆㹊㹆 

�  

� 最後に、上嘉鉄ࣝࢢーࣉでも１拍名詞にα系列、β系列の型の༊ูはなく、ここでも１

拍名詞はα系列に属し、かつ２拍名詞と同じࡩるまいをぢࡏる。  

 

㸲．２� ș⣔ิ 

β系列のアクセントは中里・湾のβ系列と基本的に同じであり、名詞の㸫ղで上᪼が㉳

こる12。ただし、３拍名詞㸩助詞の形では、中里や湾࡝࡯には―ղでの上᪼が᫂☜ではな

く、―ճ拍がしばしば㹆もしくは㹋(LG)と⪺こ࠼た。また「うすから」「うすまで」「ࢲ࢕ࢸ

（ኴ㝧）から」な࡝では㹆㹆㹆㹊と୪んで㹆㹋㹋㹊というⓎ音も⪺こ࠼る。「がまく（⭜ᅇ

り）まで」も…㹆㹆㹆㹊とならんで…㹆㹋㹋㹊という音調が⪺こ࠼ることがあった。（３２）

―（３㸲）に２拍、３拍、㸲拍名詞のアクセントを言いษり形と᥋⥆形に分ࡅて記す。  

 

（３２）言いษり形：○
――

○。○
――

○
――

が。○
――

○
――

も。○
――

○
――

か
――

ら。○
――

○
――

ま
――

で。 

○
――

○
――

から
――――

も。○
――

○
――

まで
――――

も。  

� � �     ᥋⥆形：     ○
――

○
――

が…。（○
――

○
――

から
――――

…。○
――

○
――

から
――――

も
――

…。）  
 

（３３）言いษり形：○○
――

○
――

。○○
――

○
――

が（㹼○
――

○
――

○
――

が㹼0++/）。○○
――

○
――

も。 

○○
――

○
――

か
――

ら。（㹼がまくから /+00/）。○○
――

○
――

ま
――

で。  

○○
――

○
――

から
――――

も。○○
――

○
――

まで
――――

も。 

� � � �   ᥋⥆形：�  ○○
――

○
――

が
――

…。（㹼○
――

○
――

○
――

が
――

…。㹼0+++…。） 
 

（３㸲）言いษり形：○
――

○○
――

○。○
――

○○
――

○
――

が（㹼○
――

○○○
――

が）。○
――

○○
――

○
――

も。 
                                                                                                                                                         
ᗈがるため、㹆㹊㹆の基本メࣟ࢕ࢹーをᐇ⌧しつつ、文節末拍を言いษり形として（つまり文

末ᶆ㆑として）低くᐇ⌧でࡁる。  
�� この音調パターンをアクセント᰾の概ᛕを⏝いてㄝ᫂すると、名詞の語末拍が上ࡆ᰾
（次の拍を高くするᛶ᱁）を持つとぢることもྍ⬟である。  
�2 α系列と同列にㄽじるならば、単語（名詞）の後ろから３つ目の拍が上ࡆ᰾を持ってい
ると分析することがྍ⬟である。 
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○
――

○○
――

○
――

か
――

ら。○
――

○○
――

○
――

ま
――

で。○
――

○○
――

○
――

から
――――

も。○
――

○○
――

○
――

まで
――――

も。 

� � �  �  ᥋⥆形：� � ○
――

○○
――

○
――

が
――

…。○
――

○○
――

○
――

から
――――

…。○
――

○○
――

○
――

から
――――

も
――

…。  
 

㸳࡜ࡲ�め  
 

㸳．１� 㞟ⴠ㛫ẚ㍑ 

� 以上の㆟ㄽをもとに、集落ࡈとの異同を音調タイูࣉに表すと次表のようになる。湾・

中里の音調パターンを $（α系列）、;（β系列）と表し、それとの異同を♧したものであ

る。$, %, ;, < の記ྕが表すෆᐜについては（３㸳）にまとめる。  

 

表㸲� 集落ࡈとのα系列・β系列のタイࣉ  

 坂嶺 湾  中里 上嘉鉄 阿伝 塩道 

α系列 � $       $       $    %        %� � � � % 

β系列   < ;       ;       ;� � �   ;� � � � ; 

 

（３㸳）$：文節をドメインに、最後の３拍が…㹆㹊㹆。 

� � �    %：文節඲体ではなく㹙単語㸩助詞の１拍目㹛をドメインにして最後が…㹆㹊㹆。  

� �    ;：単語をドメインに、㸫ղ拍目で上᪼  

（単語の語末拍を㞃して、その前で…㹆㹊㹆）。 

� �    <：文節をドメインに、㸫ղ拍目で上᪼  

（文末の語末拍を㞃して、その前で…㹆㹊㹆）。 

�  

㸳．２� ⪃ᐹ�

� す࡭ての集落にඹ㏻している点として次の㸲点をあࡆることがでࡁる。  

 

（３６）a. ２型アクセント体系を持つ。  

b. α系列、β系列とも基本メࣟ࢕ࢹーは㹆㹊㹆である。  

F. 基本メࣟ࢕ࢹーの音調は拍単位で付与される。  

G. 基本メࣟ࢕ࢹーは語ྃ末から付与される。  

 

� これに対し、集落㛫のᕪ異は㹆㹊㹆という基本メࣟ࢕ࢹーを付与するドメインの違いか

ら⏕じる。኱ูすると「単語」をドメインとして付与するか、「文節」をドメインとして付

与するかという違いであるが、前⪅は᪩⏣  (1999)の分㢮で語アクセント的、後⪅は語ኌ調

的とされる≉ᚩである。 

� この付与ドメインの違いがα系列とβ系列の㛫に観ᐹされる集落もある。たと࠼ば湾・
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中里はα系列が文節単位（つまり語ኌ調的）、β系列が単語単位（つまり語アクセント的）

という違いを持つ。この観点から集落㛫ᕪ異を♧したのが次表である。各集落に付与した

「…᫬」は、集落の位⨨関ಀを♧すために、島の地⌮的中心からぢた᫬のだいたいの方ゅ

を᫬ィの᫬㔪で表したものである。  

 

表㸳� 㹆㹊㹆メࣟ࢕ࢹーの付与範囲（ドメイン）をもとにした分㢮  

 坂嶺 湾 中里 上嘉鉄 阿伝 塩道 

 １０᫬ 㸶᫬ 㸶᫬ ６᫬ 㸲᫬ ２᫬ 

α系列 � � � � � � 文節    � � 語㸩１ȣ 

β系列   文節  � � � � � � � � � � 語 

 

� 表㸳にぢられる集落（方言）ᕪを喜界島඲体のṔྐ的なኚ໬とᤊ࠼ると、アクセントの

ドメインについて㏻᫬的なኚ໬が㉳こっているとぢることがでࡁる。アクセントのᛶ᱁が

語アクセント的なものと語ኌ調的なものとの㛫でኚ໬していると言ってもよい。ㄽ⌮的な

ྍ⬟ᛶとして次の３つのኚ㑄が⪃࠼られる。  

 

（３㸵）a. 文節単位（語ኌ調）の体系から単語単位（語アクセント）の体系࡬ኚ໬  

b. 単語単位（語アクセント）の体系から文節単位（語ኌ調）の体系࡬ኚ໬  

F. 単語単位（語アクセント）と文節単位（語ኌ調）がΰᅾした体系から⤫一的

体系࡬のኚ໬ 

 

� （３㸵a）は、坂嶺タイࣉの体系が最ึにあり、そこから湾・中里タイࣉの体系を⤒て、

上嘉鉄・阿伝・塩道タイࣉの体系࡬Ⓨᒎしてࡁたというぢ方である。このゎ㔘では、β系

列がα系列に先んじてኚ໬したことになる。またもっともྂい体系が坂嶺集落にṧってい

るということをྵពする。 

これに対し（３㸵㹠）はこれと㏫の方ྥ࡬のኚ໬をྵពし、上嘉鉄タイࣉがඖࠎの体系

で、そこから湾・中里タイࣉの体系を⤒て坂嶺タイࣉの体系がฟてࡁたとぢる。このㄝに

立つと、⌧ᅾの上嘉鉄タイࣉの体系はα系列が「単語㸩１拍」をドメインとする分だࡅ、

᪤に文節単位の体系࡬㐍んでいることをព࿡する。また、඲体としてα系列のኚ໬がβ系

列よりも先に㐍んだことになる。  

� （３㸵㹡）はこれらの２ㄝのᢡ⾺᱌とも言࠼る௬ㄝであるが、⌧ᅾの湾・中里タイࣉの

ΰ合体系（α系列とβ系列でドメインが異なる体系）が最ึにあって、そのΰ合ᛶをゎ消

するために２方ྥにኚ໬が㉳こったと௬ᐃする。坂嶺集落では文節単位の体系࡬⤫一໬が

ᅗられ、一方、上嘉鉄・阿伝・塩道では単語単位の体系࡬⤫一໬がᅗられたという⪃࠼方

である。このㄝはㄽ⌮的にはྍ⬟であろうが、なࡐ最ึに」㞧なΰ合体系が存ᅾしたのか
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という᰿本的な␲ၥがṧる。  

� ௒のẁ㝵では以上の３つの௬ㄝのいずれがṇしいか☜ᐃすることはࡴずかしい。次節で

述࡭る௒後のㄢ㢟を᳨ウする㐣⛬で᭷┈なㄽᣐがᚓられるྍ⬟ᛶがある。  

 

㸳．㸱� ௒ᚋࡢㄢ㢟 

ṧされたㄢ㢟もከい。各集落についてヰ⪅をቑやし、また各ヰ⪅からよりከくのࢹータ

をᚓることは言うまでもない。それにຍ࠼、次の㸲点がとりわࡅ㔜せだとᛮわれる。まず

➨一に、集落ࡈとに音㡩分析を㐍め、音調パターンの中でఱがᘚู的≉ᚩなのかというၥ

㢟を、᰾のᛶ᱁（᪼り᰾、上ࡆ᰾、下ࡆ᰾な࡝）もど野にධれて分析することである（᭹

部 1973, 上野 1999）13。➨二に、」合語のアクセントつ๎を᳨ウするᚲせがある。各集落

が࡝のような」合語アクセントつ๎を持っているのか、集落㛫に࡝のような異同が観ᐹさ

れるかを᥈ることにより、前節で述࡭たṔྐ的ኚ໬の方ྥについても♧၀がᚓられるྍ⬟

ᛶがある。 

୕つ目のㄢ㢟として、௒ᅇ報告した南部・中部地域のアクセント体系を北部地域（小野

津、ᚿᡞᱩ）のアクセント体系と比較することをあࡆることがでࡁる。これは表㸲・㸳で

述࡭た南部・中部地域の方言ᕪを⪃࠼る上でもᚲ㡲のసᴗである。最後に、アクセント以

እの音㡩≉ᚩ、とりわࡅ分節音（ẕ音やᏊ音）の≉ᚩとアクセント体系を総合して⪃࠼る

ことが㔜せなㄢ㢟であろう。アクセント体系の分ᕸと分節音≉ᚩの分ᕸが一致するᚲ↛ᛶ

はないが、方言下位༊分を⪃࠼る上でも、あるいは前節で述࡭たアクセント体系のኚ໬を

ㄽじる上でも㔜せなᡭ᥃かりを与࠼てくれるに違いない。 
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喜界島方言のᩰの૕♽ 
下地⾐代ሶ 

 
 ߦ߼ߓߪ １
 

喜界島方言のᩰ形ᑼはޔ⃻代日本語共ㅢ語と同ߓくޔฬ⹖
語幹�にᩰഥㄉがᓟធする⤔

⌕の手⛯きをとって⃻れる。本Ⓜではޔ���� 年 � 月 � 日から �� 日の合同調査でᓧられた

「ᢥ法」担ᒰの各⃰の調査⚿果�をもとにޔ喜界島各地のᩰ૕♽の概要を␜していく。ᢥ法

⃰が調査を行った地域はޔ小㊁ᵤ・ᔒᚭ᪖・上ཅ㋕・中㉿・⨹ᧁの㧡つである。以下ޔそ

れぞれの地域のᩰ形ᑼとその基本的な↪法を␜しޔ全૕のᲧセを⹜ߺる。なおޔ各↪଀の

数ሼは本報告書「データ集」の「ᢥ法データ」にኻᔕしている。また方言の表記およ߮ᮡ

Ḱ語⸶もޔᢿりのない㒢り「データ集」に同ߓである。 
 

２ ༑⇇ፉฦ࿾方⸒のᩰᒻᑼ 

 
２㧚１ ዊ㊁ᵤ 
  
 小㊁ᵤ方言には以下の �� のᩰ形ᑼと２つの๟ㄝ的な形ᑼがߺとめられる。 
 
aغ ２．１．１ ᩰ� 

���述語のさししめすേ૞ޔᄌ化ޔ状態のਥ૕をあらわす。ਥ▵だけでなくᓥዻ▵にも⃻

れることができる（ޔ��������）。 
���� PaɪɪiޞuVuِ Wuiŋa� ^Vuޞa�Wiِ`MoEa WuGui�「⌀っ⊕なとりがⓨを㘧ࠎでいる。」 
���� Nin՝u৸Ma N՝u৸MuNNa haॼiŋa ߾uVaWaMa৸�「きのうは੹日より㘑がᒝかった。」 
���� ɸu]u পiWuNuŋa ߽u৸СaNNo৸nu ɪiِVe৸n՝i naWaِ^߽i�Go৸`�「෰年いとこが中学のవ↢にな

った。」 
���� পaِ MaPan՝i ੓e৸ পinoɪiɪiŋa পuِWi৸Go৸�「あのጊにはいのししがいるそうだ。」 
���� পiɪaVaPaŋa NফuޞiWanu VuiMoEa nuPԌEa no৸MuGGo� 「ක者がくれたくすりをのめ߫な

おるだࠈう。」 
���� n՝iPo߾uŋa পuEuVVaWaِnaWi� Wফaiॼi PuW߽aِGo৸�「⩄‛が㊀かったのでੱੑޔでもっ

た。」 
 

またޔ⇼໧⹖⇼໧ᢥやそれに╵えるᢥにおけるὶ点ᮡ␜の↪法̆いわࠁる�総記 ̆もߺ

とめられる。 
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���� ˌuޞiŋa Ga৸�nu� haVaMo�「どれがおまえの═だ。」 
���� ɸunu haVaŋa Za৸ Puِˍa�「その஺がおれのだ。」 
���� Gaŋa ^h�ɸ`aWe৸Nai পiNi�「おまえが⇌߳行け。」 
���� পiِ� haWe৸Nae৸ Zaŋa পiN՝ui�「うޔࠎ⇌߳はおれが行く。」 
 

���ᗵᖱや⢻ജのኻ⽎をあらわす。 
���� PaСo৸Ma Nࣶaɪiŋa VuNi�「ቊはお⩻ሶがᅢきだ。」 
���� Zano৸ Wo৸nu VaɪiPiŋa NaِEuVa�Ma৸��「おれはⱆのさしߺが㘩ߴたい。」 
���� পiWuNo৸ MeiСonu hoِŋa MuPi GiN՝uِGo৸�「いとこは⧷語の本が⺒める。」� 
 
２．１．２ nu ᩰ 

���あとに⛯くฬ⹖ฏをୃ㘼するㅪ૕ୃ㘼語となりޔそのዻ性や㑐ଥするものをあらわす。

なおޔnu ᩰをとるฬ⹖�ฏ�はޔ一ㇱのੱ⒓代ฬ⹖を㒰き（����� ෳᾖ）ޔ೙㒢されていない。 
���� পiWuNuQX পuGuغa MaِpiMa৸n՝i ɸu߽i পai�「いとこのᏓ࿅がやߨの上にほしてある。」 
���� GaMa ɸuِ পiMuQX na৸MoEa ɪiW߽uِMa�「おまえはこの㝼のฬまえを⍮っているか。」 
���� Pi߽iˍi СaNNo৸QX ɪiِVe৸n՝i পo৸WaِGo৸�「㆏で学ᩞのవ↢に会った。」 
���� Mu৸Ze৸QX ^GuNe৸�GuNin՝e৸` পaِPa৸Сaޞi পuGuWaِ Go৸�「お␸いのときには߫あさࠎま

でおどった。」 
 

また nu ᩰは「13��nu 13�」で↪いられるのが基本でありޔ⃻代日本共ㅢ語にߺられる

形ᑼฬ⹖的な「の」（e[�「それは⑳のだ。」）に⋧ᒰする↪法̆「13��nua」̆は⸵ኈされ

にくいようである�。以下の↪଀では（ ）に଀ᢥのㅙ語⸶を記す。 
���� ɸunu NaPa৸ Waޞo৸QX Puِna�「この㎨はᄥ㇢のか。」�その㎨はᄥ㇢のものか。� 
���� huޞe৸ পuWWu৸QX PuِNaPu ɪiޞiޞa৸�「それはおとうとのかもしれない。」（それはおと

うとのものかもしれない。） 
���� hunu ɪiِEuno N՝u৸QX Puِ ˍa� Nin՝u৸QX Puno৸ huޞi^ˍa�Go৸`「そのᣂ⡞はきࠂうの

だ。ᤓ日のはこれだ。」（そのᣂ⡞は੹日のものだ。ᤓ日のものはそれだ。） 
 

���ਥ▵ਥ語となる。⃻࿷の小㊁ᵤ方言の aغ ᩰと nu ᩰはᓎഀ分化（ਥᩰとዻᩰ）のㆊ

⒟にあるようでありޔ⹤者によってはਔ形ᑼの㑆にࠁれがߺとめられる�ޔ�������� など�。 
���� ^Pi߽iŋa ɥiޞuVaiMa৸� Pi߽iQX পuEiVaMa৸`�「㆏がᐢいなあ。」 
���� Pi߽iQX ɥu৸Va৸nu৸NNa� 「㆏がᐢいなあ。」 
���� পoNina৸n՝e৸ PiWWaVanu NࣶaɪiQX পai�「沖縄にはめずらしい⩻ሶがある。」 
���� পa� পaPԌ^ŋa�QX` ɸuWiW߽a�「あޔ㔎が߰ってきた。」 
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ᓥዻ▵ਥ語にも�nu は⃻れているがޔここでもغ�a とのࠁれが⷗られる�FI������。 
���� পanu PԌ৸QX পuEiVanu পiޞuQX ɪiޞuVanu Miِغa৸ WaޞuNaMa৸�「あの目のおおきいޔ⦡の⊕

い↵はだれだࠈう。」 
���� পaPԌQX ɸuMuِWe৸� পaِPaMa Ma৸ॼi WeޞeEiEaNNai Pi߽uِGo৸�「㔎の߰る日には߫あさࠎ

はኅでテ߫ࡆ࡟かり⷗ている。」 
FI� ���� পaPԌŋa huMuِ pe৸ পaِPaMa Ma৸ॼi WeޞeEiEe৸ Pi߽ui�「㔎の߰る日には߫あさࠎはኅ

でテ߫ࡆ࡟かり⷗ている。」 
 
２．１．㧟 � ᩰ 

���述語のさししめすേ૞の⋥ធ的なኻ⽎をあらわす。なお同様の↪法は ����� の Mo৸Ea
ᩰにもߺとめられޔ小㊁ᵤ方言ではその形ᑼで⃻れている場合が多くࠁޔれも⷗られる。 
���� Zano৸ Nin՝u৸Ma ɪiِEuِ MoPaِWi�「おれはきのうはᣂ⡞をよまなかった。」 
���� পaॼiMa পaVaNaޞa পuPiNai পiMu Wuِn՝a পiॼi�「ߓいさࠎはᦺからᶏ߳㝼をとりにいっ

た。」 
���� nu৸ ho৸ޞo৸Na�「なにを⾈おうか。」 
���� GaMa ^ɸuِ�ɸunu` পiunu naPai ɪiW߽uِ n՝a�「おまえはこの㝼のฬまえを⍮っている

か。」 
���� পaˍiMa পaVaNaޞa পuPiN�ফ�ai ^পiu�পiuMo৸Ea` Wuِn՝a ^পiˍi�পiˍaِ Go৸`�「ߓいさࠎはᦺ

からᶏ߳㝼をとりにいった。」 
 

���േ૞のかかわる場所をあらわす（場所ฬ⹖）。この↪法も Mo৸Ea ᩰを↪いるほうが普

ㅢのようでありޔ� ᩰの↪଀は少ない。 
���� Nu৸No৸ পaޞiEa ɸuPanu ^Pi߽i পiNiMo৸�Pi߽ioEa পiॼi WaEo৸ޞi`�「ⓨ᷼ならこっߜの㆏を

行きなさい。」 
 

���ੱ⒓代ฬ⹖のう１ੱ⒓ޔߜ代ฬ⹖２ੱ⒓ޔ代ฬ⹖（න数）はㅪ૕ୃ㘼語となるのにޔ

nu ᩰではなく � ᩰ形ᑼをとる�。またޔㅪ૕ୃ㘼語となる nu ᩰの場合と同ߓくޔ� ᩰで

も形ᑼฬ⹖的な「の」に⋧ᒰする↪法はߺとめられていない（ޔ�������� 㧖� � は଀ᢥ

のㅙ語⸶）。 
���� Za৸ NফZe৸Ma ˍa৸n՝i পai�「おれの㎓はどこにある。」  
���� ɸunu haVaغa Za৸ Puِˍa�「その஺がおれのだ。」�その஺がおれのものだ。� 
���� Zaِna৸ Ma৸nu পaॼiMa Ve৸Pu WaEaNuPu nuPaِ�Go৸��「うߜのߓいさࠎは㈬もた߫こも

のまない。」 
���� ]uޞiغa Ga৸ haVa Go৸�「どれがおまえの═だ。」 
���� ɸunu ɸuޞuɪiNe৸ Ga৸ Puِna�「その߰ࠈしきはおまえのか。」�その߰ࠈしきはおまえ
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のものか。� 
 

⹤者によっては � ᩰではなく nu ᩰが↪いられることもあるようである。 
FI� ���� Zaِnu ɸe৸Ma ॼa৸n՝i পaNNa�「おれの㎓はどこにある。」 

���� ˌuޞiغa Ga৸�nu� haVaMo�「どれがおまえの═だ。」 
 

またޔ時㑆ฬ⹖の � ᩰ形ᑼがㅪ૕ୃ㘼語となっている↪଀が � ଀⃻れた。 
���� ɸuِ ɪiِEuno৸ N՝u৸�nu� Puِˍa� Nin՝u� Puno� ɸuޞiॼa� 「そのᣂ⡞はきࠂうのだ。ᤓ

日のはこれだ。」（そのᣂ⡞は੹日�の�ものだ。ᤓ日のものはそれだ。） 
 
２．１．㧠 Mo৸Ea ᩰ� 

���述語のさししめすേ૞の⋥ធ的なኻ⽎をあらわす。ᣢに述ߴたように小㊁ᵤ方言ではޔ

� ᩰよりも Mo৸Ea ᩰのほうが多く↪いられる。 
���� PaСo৸Ma Paِॼu৸MR৸Ea ha৸Ee৸ NaP՝uِ�「ቊはまࠀߓࠎうを⊹だけ㘩ߴる。」 
���� Na]uNonuWu Wফi߾u পaVVa৸MR৸Ea hanaNon՝iPu ho৸Wi ^Nuޞiޞo৸�NuޞiޞaِEa Ma৸`�「๺ሶのと

おなߍ ߓたを⧎ሶにもかってやࠈう。」 
���� ˍiޞo৸� Nuِ niPu߾uREa haNNԌWi Ma৸Сaޞi পiॼi Nuޞiޞi�「次㇢ޔこの⩄‛をኅまでかつい

で行ってくれ。」 
���� GaMa ɸuِ পiMunu na৸MREa ɪiW߽uِMa�「おまえはこの㝼のฬまえを⍮っているか。」 
 

���േ૞のかかわる場所をあらわす（場所ฬ⹖）。���の⋥ធኻ⽎と同ߓくޔこの形ᑼを↪

いるのが普ㅢである 
����  Paɪɪiޞu VVuِ Wuiغa WiِWo৸MR৸Ea WuGui�「⌀っ⊕な㠽がⓨを㘧ࠎでいる。」 
���� Pi߽inu Paِna৸MR৸Ea পaW߽e৸ পiNaِ Go৸�「㆏のまࠎなかをあるいてはいけない。」 
���� oiNo৸ॼo৸Naޞa পaޞiEa huPaِ Pi߽iMR৸Ea পiNԌ Mo৸�「ⓨ᷼ならこっߜの㆏を行きなさい。」 
 
２．１．㧡 n՝i ᩰ� 

���േ૞のあいてや基Ḱなどޔ㑆ធ的なኻ⽎をあらわす。 
���� Pi߽iˍi СaNNo৸nu ɪiِVe৸Q՝L পo৸WaِGo৸� 「㆏で学ᩞのవ↢に会った。」 
���� ɸunu MuPëWফa৸ WuˍiQ՝LEë৸ ^NiNa߽i�NiNa߽aِ` Go৸�「その⹤はᆄにだけ⡞かせた。」 
���� ɸuPa৸ পuPiQ՝L ߽iNaVaِnaWi পiMuغa পuPaVaِGo৸�「ここはᶏにߜかいので㝼がうま

い。」 
���� hanaNo৸ ߾uޞaغa পoNNa৸Q՝L Mu৸ n՝i߽uiMa৸�「⧎ሶは㗻がかあさࠎによくૃている。」 
 
 うけߺᢥや૶ᓎᢥでޔേ૞のਥ૕も n՝i ᩰであらわされる。 
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���� ˍiޞo৸Ma পaॼiQ՝L EuWiޞaWWaِ�߽i��「次㇢はߓいさࠎにしかられた。」 
���� WuॼiQ՝L Mi৸Mo৸Ea ߾uNuޞaɪi�「ᆄにᄕ㘵を૞らせる。」 
 

���േ૞や状態のかかわるとこޔࠈേ૞や状態がなりたつときをあらわす。 
���� পiWuNunu পuGuغa MaِpiMa৸Q՝L ɸu߽i পai�「いとこのᏓ࿅がやߨの上にほしてある。」 
���� PaСo৸غa ɸu]uNaޞa Wo৸N՝o৸Q՝L পuِ�「ቊが෰年から東京にいる。」 
���� paNunu na৸Q՝L Paِˍu৸غa পiNu߾u পaِ߽i ^পuPuMui�পuPui`�「▫の中にまࠀߓࠎうが

いくつあるとおもうか。」 
���� ɥiNo৸Ne৸ ɸiW߽i৸Q՝L পiNNaiɪiNa neِGo৸�「㘧行機は一日に一࿁しかない。」 
���� ha߽iСa߾uQ՝L ੓H৸� PuGuWWe N՝uِ߽aСԌVaِ�غa��「八月にはᏫってくるようだ。」 
 

���ᄌ化の⚿果をあらわす 
���� ɸu]u পiWuNuغa ߽u৸СaNNo৸nu ɪiِVe৸Q՝L ^naWaِ Go৸�naWi`�「中学ᩞのవ↢になった。」 
 

また小㊁ᵤ方言では⒖ޔേേ૞の目的をあらわすのにも�n՝i が↪いられる場合があった。

ただしޔ�Ma がⲢ合したとᕁわれるおそらくは本来のേ⹖目的形（Wuِn՝a「ขりに」）も多

く⃻れࠁޔれのあることからޔこの�n՝i は⃻代日本語共ㅢ語の「�に」からの類ផと⠨える。 
���� পaॼi৸Ma NফaِPaNaޞa পuPini ^পiMu�পiMuZo` ^WuiQL�Wuِn՝a` ^পiˍi�পiˍaِGo৸`�「ߓいさ

 「。はᦺからᶏ߳㝼をとりにいったࠎ
FI� ���� পoNNa৸Ma পa߽a Wo৸N՝o৸Nai PuVuNon՝i পo৸ِn՝a পiN՝uِ߽i�「かあさࠎはあした東京߳

むすこに会いにいく。」 
 
２．１．㧢 ॼi ᩰ� 

���㆏ౕޔ手Ბをあらわす。 
���� পoNinaZan՝i ɸunԌॼL পiN՝uMuNNa oiNo৸NiॼL পiॼaِ ho৸غa MuWaVaِGo৸�「沖縄には⦁で行く

より㘧行機で行ったほうがいい。」 
���� n՝iPo߾uغa পuEuVVaWaِnaWi� WফaiॼL PuW߽aِGo৸�「⩄‛が㊀かったのでੱੑޔでもっ

た。」 
���� ɸuِ পuZaСi ੓e৸ Nono পaiGa পoNina৸ˍi n՝iVeِeِˍL ho৸WaِGo৸�「この上⌕はこのまえ沖

縄でੑජ౞で⾈った。」 
 

���᧚ᢱやේᢱなどの᭴成要⚛をあらわす。 
���� uWo৸ Ge৸ॼL Vo৸ɸiMo৸Ea ߾uNuWi�「ᄦは┻でかごをつくった。」 
 

���うごきや状態がなりたつ場所をあらわす（場所ฬ⹖）。 
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���� MoॼiPaGi MeNiॼL PaW߽uޞi Mo৸�「྾時まで㚞でまっておれ。」 
���� Pi߽iˍL СaNNo৸nu ɪiِVe৸n՝i পo৸WaِGo৸�「㆏で学ᩞのవ↢に会った。」 
���� ɸuِ পuZaСi ੓e৸ Nono পaiGa পoNina৸ˍL n՝iVeِeِˍi ho৸WaِGo৸�「この上⌕はこのまえ沖

縄でੑජ౞で⾈った。」 
 

���ේ࿃をあらわす。この↪法ではฬ⹖ MaPaiޔMaPi（∛᳇）の ॼi ᩰとേ⹖ MaPMui（∛む）

の中ᱛ形（ MaGi）とのあいだでࠁれがߺとめられるがޔᓟ者のほうが↪いられやすいよう

である。このタࠗプの଀ᢥは１種しかないためޔ੹ᓟさらなる調査が必要である。 
���� hanaNo৸ Nin՝u৸Naޞa MaPaiॼL n՝iWWui�「⧎ሶはきのうから∛᳇でߨている。」 
���� hanaNo৸ Nin՝u৸Naޞa ^MaGi�MaPiˍi` niWWuِ Go৸�「⧎ሶはきのうから∛᳇でߨている。」

�⧎ሶはきのうから∛ࠎでߨている。� 
 
２．１．㧣 Nai ᩰ 

⒖േの೔⌕点をあらわす。 
���� Gaغa ^h�ɸ`aWe৸NaL পiNi�「おまえが⇌߳行け。」 
���� পaॼiMa পaVaNaޞa পuPiNaL পiMu Wuِn՝a পiॼi�「ߓいさࠎはᦺからᶏ߳㝼をとりにいっ

た。」 
 
２．１．㧤 Wu ᩰ 

���⋧੕的なേ૞のあいてをあらわす。 
���� ˍiޞo৸Ma পuWWu৸nu VaEuޞo৸WX ɪiNNiWaِ�Go৸��「次㇢はおとうとのਃ㇢とけࠎかした。」 
 

���⋧੕的な㑐ଥがなりたつޔ一方のኻ⽎をあらわす。 
���� NaGi৸ n՝iEE՝uِ^GaNi�EaNNai` পaޞiEa পiِغa৸ِN՝a PaMa৸WX ^পiɪɪoॼa�WফiW߾uॼa৸`�「㘩ߴて

 「。だߓことおなߨやߧるだけなら いߨ
���� Na]uNonuWX Wফi߾u পaVVa৸Mo৸Ea hanaNon՝iPu ho৸Wi ^Nuޞiޞo৸�NuޞiޞaِEa Ma৸`�「๺ሶのと

おなߍߓたを⧎ሶにもかってやࠈう。」 
 
２．１．㧥 Naޞa ᩰ 

���⒖േの಴発点やേ૞や状態の開ᆎ時点などޔコトࠟ࡜の⿠点をあらわす。 
���� PaСo৸Ma পi߾u Wo৸N՝o৸Naޞa PuGuMuNNa�「ቊはいつ東京からᏫるか。」 
���� PaСo৸غa ɸu]uNaޞa Wo৸N՝o৸n՝i পuِ�「ቊが෰年から東京にいる。」 
���� পaॼiMa পaVaNaޞa পuPiNai পiMu Wuِn՝a পiॼi「ߓいさࠎはᦺからᶏ߳㝼をとりに いっ

た。」 
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���ේᢱをあらわす。᧚ᢱなどを表す ॼi ᩰとの૶い分けについては⏕⹺できていないた

めޔさらなる調査が必要である。 
���� Ve৸Ma ɸuPԌNaޞa ^߾uNuMui߾�uNNu Vu`�「㈬は☨からつくる。」 
 
２．１．１㧜 Сaޞi ᩰ�PaGi ᩰ 

േ૞や状態のおよ߱▸࿐をあらわす。�Сaޞi と�PaGi の２つの形ᑼが⃻れているがޔᓟ者

のほうがᣂしい形であࠈう��。全く異なる形ᑼではあるがޔほぼ同ߓ機⢻をもつᣂᣥの形

として１つの㗄目に⚊めている。なおޔ↪଀ ����ޔ���� はⶄ合ㅪ૕ᩰの଀である。 
����  ˍiޞo৸� Nuِ niPu߾uoEa haNNԌWi Ma৸СaޞL পiॼi Nuޞiޞi�「次㇢ޔこの⩄‛をኅまでかつい

で行ってくれ。」  
���� Moॼi^PaGH৸�СaޞL` পeNiॼi PaW߽uޞi�「྾時まで㚞でまっておれ。」�㧖PaGe৸㧨PaGi㧗

�Ma「྾時までは」� 
���� পo৸VaNaNaޞa Wo৸N՝o৸СaޞLQX Niɪa߽ino৸ N՝aِVaNaMa৸�「ᄢ㒋から東京までのᴁゞ⾓はい

くらだࠈうか。」 
���� পo৸VaNaNaޞa Wo৸N՝o৸PaGLQX Niɪa߽ino৸ N՝aِVaNaMa৸�「ᄢ㒋から東京までのᴁゞ⾓はい

くらだࠈうか。」 
 
２．１．１１ Сaޞin՝i ᩰ�PaGin՝i ᩰ 

േ૞がそのときよりもまえに成立するޔあるいは成立したことをあらわす。ここでも

�Сaޞin՝i と�PaGin՝i の２つの形ᑼが⃻れている。ਔ形ᑼのᛒいについては ������ にḰߓる。 
���� СoॼiСaޞLQ՝L PuGuޞaِEa naޞaِPuِ�「㧡時までにᏫらなくてはならない。」 
���� СoॼiPaGLQ՝L PuGuޞaِEa naޞa৸�「㧡時までにᏫらなくてはならない。」 
 
２．２．１２ ᩰの๟ㄝ（あるいは๟ㄝ的なᩰ） 

ここではޔ⃻代日本語共ㅢ語の「�より」ޔᒁ↪の「�と」にኻᔕする形ᑼを᜼ߍる。 
 
２．１．１２．１ �MuNNa 

Ყセの基Ḱをあらわす。 
���� Nin՝u৸Ma N՝u৸MXNNa haॼiغa ߾uVaWaMa৸�「きのうは੹日より㘑がᒝかった。」 
���� পiMuMXNNa n՝iNunu ho৸غa Wa৸Va�「㝼より⡺のほうが高い」 
 
２．１．１２．２ �߽i 

⹤や⠨えの内ኈをあらわす。 
���� paNunu na৸n՝i Paِˍu৸غa পiNu߾u পaِ߽L ^পuPuMui�পuPui`� 「▫の中にまࠀߓࠎうが

いくつあるとおもうか。」 



78

下地⾐代ሶ「喜界島方言のᩰの૕♽」 

２㧚２ ᔒᚭ᪖ 
 
 ᔒᚭ᪖方言には以下の �� のᩰ形ᑼと２つの๟ㄝ的な形ᑼがߺとめられる。 
 
aغ ２．２．１ ᩰ 

���述語のさししめすേ૞ޔᄌ化ޔ状態のਥ૕をあらわす。このときغޔa ᩰฬ⹖はᓥዻ

▵にも⃻れることができる（ޔ��������）。 
���� ɪiޞu Wuiŋa Wiِ WuGi uiMa৸�「⌀っ⊕なとりがⓨを㘧ࠎでいる。」 
���� পaޞi� পaPԌŋa ^ɸuWiW߽aِ�ɸuWiW߽i`�「あޔ㔎が㒠ってきた。」 
���� ɸu]u੓o৸ পiWuNuŋa ߽u৸СaNNo৸nu ɪiِVe৸n՝i ^naWফa�naWaِ`�「෰年いとこが中学のవ↢に

なった。」 
���� পaِ MaPan՝i ੓e৸ পinuɪiɪiŋa uِWi৸^Go৸غ�a`�「あのጊにはいのししがいるそうだ。」 
���� পiɪaŋa NuޞiWa^ِ�nu` NuVui nuPԌEa no৸Muޞo৸�「ක者がくれたくすりをのめ߫なおる

だࠈう。」 
���� niPo߾uŋa পuEuVaWaWaِnaWi Wফaiˍi ^PuW߽aِ�PuW߽a৸`�「⩄‛が㊀かったのでੱੑޔ

でもった。」 
 

またޔいわࠁる�総記 の↪法もߺとめられる。 
���� Ga�৸�ŋa paWe৸Nai ^পiNԌ�পiNi`�「おまえが⇌߳行け。」 
���� ِ৸� ɸaNNai Zaŋa পiN՝uِ^Naޞa�na`�「うޔࠎ⇌߳はおれが行く。」 
���� Giޞuŋa Ga৸ haVaMo৸�「どれがおまえの═だ。」 
���� পuِ haVaŋa Za৸ ^Punu�Puِ`�「その஺がおれのだ。」 
 

���ᗵᖱや⢻ജのኻ⽎をあらわす。 
���� PaСo৸Ma Nࣶaɪi� Naɪi VuNiGॼa�「ቊはお⩻ሶがᅢきだ。」 
���� Zano৸ Wo৸nu VaɪiPiСa NaِEuVai�「おれはⱆのさしߺが㘩ߴたい。」 
���� পiWuNo৸ Me৸Сonu hoِŋa MফuPi পuVui�「いとこは⧷語の本が⺒める。」�� 
 
２．２．２ nu ᩰ 

���あとに⛯くฬ⹖ฏをୃ㘼するㅪ૕ୃ㘼語となりޔそのዻ性や㑐ଥするものをあらわす。

なお nu ᩰをとるฬ⹖�ฏ�は１ੱ⒓２ੱ⒓ޔ代ฬ⹖を㒰き（����� ෳᾖ）೙㒢されていない。 
���� পiWuNuQX পuGuغa Maِpiޞa৸nu Zi৸ni hu߽i পai�「いとこのᏓ࿅がやߨの上にほしてあ

る。」 
���� ˍiޞo৸Ma পuWWu৸QX VaEuޞo৸Wu ^ɪiNNiWফa�ɪiNNiWi`�「次㇢はおとうとのਃ㇢とけࠎかし

た。」 
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���� GaMa পuِ পiMuQX na৸Ma ɪiW߽uِn՝a�「おまえはこの㝼のฬまえを⍮っているか。」 
���� পuِ ɸaNuQX na৸n՝i �Paِˍu৸غa� পiNu߾u পaِ߽i পuPuMu^i�ِ 「̀▫の中にまࠀߓࠎうが

いくつあるとおもうか。」 
���� Pi߽iॼi СaNNo৸QX ɪiِVe৸n՝i ^পo৸Wi�পo৸Waِ`�「㆏で学ᩞのవ↢に会った。」 
 

また nu ᩰはޔ他の方言と同ߓく「13��nu 13�」で↪いられるのが基本でありޔ⃻代日

本共ㅢ語の形ᑼฬ⹖的な「の」に⋧ᒰする↪法はほぼ⸵ኈされない��。以下の↪଀では（ ）
に଀ᢥのㅙ語⸶を記す。 
���� পuِ haPa৸ Waޞo৸QX haPaNaMa৸�「この㎨はᄥ㇢のか。」�その㎨はᄥ㇢の㎨か。� 
���� পuޞe৸ পuWWu৸QX PuِNaPo ZaNaޞa৸��'�「それはおとうとのかもしれない。」（それは

おとうとのものかもわからない。） 
���� পuِ ɪiِEuِMa N՝u৸QX Puِ ॼa� Nin՝u৸QX Puno৸ পuޞi ॼa�「そのᣂ⡞はきࠂうのだ。ᤓ

日のはこれだ。」（そのᣂ⡞は੹日のものだ。ᤓ日のものはそれだ。） 
 

���ਥ▵ਥ語となる。⃻࿷のᔒᚭ᪖方言の aغ ᩰと nu ᩰはਥᩰとዻᩰとしてほぼቢ全に

ᓎഀ分化しておりޔਥ▵ਥ語としての�nu の಴⃻はᗵགྷ形�ᵄ✢ㇱ�などとの๭ᔕに㒢られる

ようである������。ただしޔその↪法も⴮ㅌしつつあると⷗られる�FI������。 
���� Pi߽iQX ^ɸ�p`iޞuVaMa৸�「㆏がᐢいなあ。」 
FI� ���� Pi߽iŋa piޞuVaMa৸�「㆏がᐢいなあ。」 
 

ᓥዻ▵ਥ語では�nu は多く⃻れている。だが ����� で᜼ߍた↪଀ ����ޔ���� と⷗Ყߴる

と明らかなようにޔここでの�nu は⸶ᢥの「の」にኻᔕして↪いられているにす߉ずޔや

はり aغ との૶い分けは失われている。 
���� পanu PԌ৸QX পuEԌVaِ পiޞuQX ɪiޞuVaِ Miِغa৸ WaޞuNai��'�「あの目のおおきいޔ⦡の⊕

い↵はだれだࠈう。」 
���� পaPԌQX huMuِ ^p�ɸ`in՝e৸ পaِPaMa Ma৸ॼi WeޞeEiEe৸ Pi߽uِ�「㔎の߰る日には߫あさࠎ

はኅでテ߫ࡆ࡟かり⷗ている。」 
 
２．２．㧟 � ᩰ 

���述語のさししめすേ૞の⋥ធ的なኻ⽎をあらわす。同様の↪法が ����� の Ea ᩰにも

ᔒᚭ᪖方言ではޔとめられるがߺ � ᩰで⃻れるのが普ㅢのようである��。 
���� পiɪaغa NuޞiWa^ِ�nu` NuVui nuPԌEa no৸Muޞo৸�「ක者がくれたくすりをのめ߫なおる

だࠈう。」 
���� Zano৸ Nin՝u৸Ma ɪiِEuِ MuPaِWaِ�「おれはきのうはᣂ⡞をよまなかった。」 
���� পaॼi৸Ma NফaِPaNaޞa পuPiNai পiMu WuِMa পiˍaِ�「ߓいさࠎはᦺからᶏ߳㝼をとりに 
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いった。」 
���� hanaNo৸ পoNNaِn՝i Puِ NaPa߽i ^Puޞa৸Waِ�Puޞa৸Wi`�「⧎ሶはかあさࠎにごはࠎを

たߴさせてもらった。」 
���� Wuॼin՝i Mu৸Eaِ ^߽߾�`uNNaVuِ�「ᆄにᄕ㘵を૞らせる。」 
���� nu৸ ho৸MuNNaMa৸�「なにを⾈おうか。」 
 

���േ૞のかかわる場所をあらわす（場所ฬ⹖）。なお���の⋥ធኻ⽎と同ߓくޔEa ᩰにも

同様の↪法がߺとめられる。 
���� Pi߽inu Paِna৸ পaW߽e৸ পiNaِGo৸�「㆏のまࠎなかをあるいてはいけない。」 
���� ɪiޞu Wuiغa Wiِ WuGi uiMa৸�「⌀っ⊕なとりがⓨを㘧ࠎでいる。」 
 

���ੱ⒓代ฬ⹖のう１ੱ⒓ޔߜ代ฬ⹖２ੱ⒓ޔ代ฬ⹖（න数）はㅪ૕ୃ㘼語となるのにޔ

nu ᩰではなく � ᩰ形ᑼをとる��。またޔㅪ૕ୃ㘼語となる nu ᩰの場合と同ߓくޔ� ᩰで

も形ᑼฬ⹖的な「の」に⋧ᒰする↪法はߺとめられていない（ޔ�������� 㧖� � は଀ᢥ

のㅙ語⸶）。 
���� Za৸ NZë৸Ma ^ˍa৸n՝i পaNNa�%��ˍa৸Naina�$�`�「おれの㎓はどこにある。」  
���� পuِ haVaغa Za৸ ^Punu�Puِ`�「その஺がおれのだ。」�その஺がおれのもの�だ�。� 
���� Zaِna৸ পaॼiMa Ve৸Pu WaEaNuPu nuPaِ�Go৸��「うߜのߓいさࠎは㈬もた߫こものま

ない。」 
���� �Zaِna৸� PaСu৸Ma পi߾u Wo৸N՝o৸Naޞa ^PuGuMuNNa �PuGuWফi N՝uNNa`�「ቊはいつ東京か

らᏫるか。」�うߜのቊはいつ東京から^ᚯるか�ᚯって来るか`。� 
���� Giޞuغa Ga৸ haVaMo৸�「どれがおまえの═だ。」  
���� পuِ ɸuޞuɪiNe৸ Ga৸ Puِna�「その߰ࠈしきはおまえのか。」�その߰ࠈしきはおまえの

ものか。� 
 
そのㅪ૕ୃ㘼語はޔも（ฬੱߜすなわ）⹖ト࿕有ฬࡅ  � ᩰ形ᑼをとるようである。↪଀

が１଀のޔߺまた㧟ੱ⒓代ฬ⹖の↪଀はないためޔ੹ᓟさらなる調査が必要である。 
���� Na]uNo PuِWu Miِ Puِnu পaVVa৸Ea hanaNon՝iPu ho৸Wi NuޞiMuِ�「๺ሶのとおなߓ 

 �。うࠈたを⧎ሶにもかってやߍߓ๺ሶのものとおな�う。」ࠈたを⧎ሶにもかってやߍ
 

またޔ⹤者によっては � ᩰではなく nu ᩰが↪いられることもあるようである。なお以

下の↪଀はޔ小㊁ᵤ方言でߺとめられたものと同ߓ⸶ᢥのものである（����� の ����ޔ����
ෳᾖ）。 
FI� ���� �'� ZaِQX NZe৸Ma ˍa৸n՝i পai�「おれの㎓はどこにある。」 

���� �'� Giޞuغa Ga৸QX NaVaNa�「どれがおまえの═だ。」 
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２．２．㧠 Ea ᩰ 
���述語のさししめすേ૞の⋥ធ的なኻ⽎をあらわす��。なおすでに述ߴたようにޔこの

↪法では � ᩰを↪いるほうが普ㅢである 
���� PaСo৸Ma Paِˍu৸Ea ^haZa�ha৸`Ee৸ NaP՝uِ�「ቊはまࠀߓࠎうを⊹だけ㘩ߴる。」 
���� Na]uNo PuِWu Miِ Puِnu পaVVa৸Ea hanaNon՝iPu ho৸Wi NuޞiMuِ�「๺ሶのとおなߓ 

 「。うࠈたを⧎ሶにもかってやߍ
���� uWo৸ ^Ge৸Ge৸�Ge৸ॼi` PaСu৸�Ea� ^߾uNuWফa߾�uNuWi`�「ᄦは┻でかごをつくった。」 
���� GaMa৸ পuِ পiMunu na৸�Ea� ɪiW߽uِMa�「おまえはこの㝼のฬまえを⍮っているか。」 
 

���േ૞のかかわる場所をあらわす（場所ฬ⹖）。⋥ធኻ⽎の↪法と同ߓくޔこの↪法で

も � ᩰのほうがఝ൓のようである。 
���� ^Paɪɪiޞu৸�ɪiޞu৸` Wui�৸�غa WiِWo৸Ea WuGui�「⌀っ⊕な㠽がⓨを㘧ࠎでいる。」 
���� Pi߽inu Paِna৸Ea পaW߽e৸ পiNaِ��&�「㆏のまࠎなかをあるいてはいけない。」 
���� oiNo৸ˍo৸Nae৸ ^পuِ�পuPa` Pi߽i�Ea� ^পiNi�পiNiEa MuWaVaِ`�「ⓨ᷼ならこっߜの㆏を

行きなさい。」 
 
 なおޔ�Ea ではなく�MuEa が↪いられている↪଀が１଀あったがޔ小㊁ᵤなど๟ㄝ方言か

らのᓇ㗀による一時的な૶↪と⠨える。 
FI� ���� Na]uNoWu Miِ পaVVa৸�MXEa� hanaNon՝iPu ho�Wi Nuޞiޞo৸�「๺ሶのとおなߍߓたを⧎

ሶにもかってやࠈう。」 
 
２．２．㧡 n՝i ᩰ 

���േ૞のあいてや基Ḱなどޔ㑆ធ的なኻ⽎をあらわす。 
���� Pi߽iॼi СaNNo৸nu ɪiِVe৸Q՝L ^পo৸Waِ�পo৸Wi`� 「㆏で学ᩞのవ↢に会った。」 
���� পuِ panaVe৸ WuॼiQ՝LEë৸ NফiNa߽aِ�「その⹤はᆄにだけ⡞かせた。」 
���� পuPa৸ পuPiQ՝L ߽iNaVaِNaޞa পiMuСa পuPaVaِ�「ここはᶏにߜかいので㝼がうまい。」 
���� hanaNo৸ ߾uޞaغa পoNNaِQ՝L Mu৸ ^n՝i߽ui�n՝i߽uِ`�「⧎ሶは㗻がかあさࠎによくૃてい

る。」 
 
 うけߺᢥや૶ᓎᢥでޔേ૞のਥ૕も n՝i ᩰであらわされる。 
���� WuॼiQ՝L Mu৸Eaِ�Ea� ^߾uNuޞa߽aِ߾�uNuޞaVuِ߾�uNNaVuِ`�「ᆄにᄕ㘵を૞らせる。」 
���� VaEuޞo৸Ma ॼiޞo৸Q՝L Eo৸ॼi পuWaWWaِ�「ਃ㇢は次㇢に᫔でなߋられた。」 
 

���േ૞や状態のかかわるとこޔࠈേ૞や状態がなりたつときをあらわす。 
���� পiWuNunu পuGuغa Maِpiޞa৸Q՝L ^ɸu߽eِ�ɸu߽i পaِ`�「いとこのᏓ࿅がやߨの上にほし
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てある。」 
���� PaСu৸Ma ɸu]uNaޞa Wo৸N՝o৸Q՝L ui�「ቊが෰年から東京にいる。」 
���� পuِ ɸaNunu na৸Q՝L �Paِˍu৸غa� পiNu߾u পaِ߽i পuPuMu^i�ِ`�「▫の中にまࠀߓࠎうが 

いくつあるとおもうか。」 
���� ɥiNo৸Ni ੓e৸ ɸiW߽i৸Q՝L পiNNaiɪiNa neِGo৸�「㘧行機は一日に一࿁しかない。」 
���� ha߽iСa߾uQ՝L ੓H৸�� PuGuWফi N՝uِ ^neVVui�neVVuِ`�「八月にはᏫってくるようだ。」 
 

���ᄌ化の⚿果をあらわす 
���� ɸu]u੓o৸ পiWuNuغa ߽u৸СaNNo৸nu ɪiِVe৸Q՝L ^naWফa�naWaِ`�「中学ᩞのవ↢になった。」 
 

なおޔ小㊁ᵤ方言や⃻代日本語共ㅢ語の「�に」とは異なりޔᔒᚭ᪖方言の�n՝i は⒖േേ

૞の目的をあらわすのには↪いられない
．．．．．．

。 
FI� ���� পaॼi৸Ma NফaِPaNaޞa পuPiNai পiMu WuِMa পiˍaِ�「ߓいさࠎはᦺからᶏ߳㝼をとり

にいった。」� 
���� পoNNano৸ পi߽iEaNai ho৸i Puِ ɪiِn՝a ^পiॼaِ�পiॼi`�「かあさࠎはᏒ場߳⾈い‛に行

った。」�かあさࠎはᏒ場߳⾈い‛しに行った。� 
 
２．２．㧢 ॼi ᩰ�� 

���㆏ౕޔ手Ბをあらわす。 
���� ^পoNinaZa�naɸa`n՝i ੓e ɸunԌॼL পiN՝uِ MuNNaPu oiNo৸NiॼL পiॼaِ ho৸غa MuWaVaiMa৸�「沖縄

には⦁で行くより㘧行機で行ったほうがいい。」 
���� n՝i৸غa ^পuEuVVaWi৸�পuEuVVaWaِnaWi` WফaiॼL ^PuW߽aِ�Go৸��PuW߽i`�「⩄‛が㊀かった

のでੱੑޔでもった。」 
���� পuِ পNino৸ ɸuِnaغe৸ পoNinaZaॼi n՝iVeِeِˍL ^ho৸WaِGo৸�ho৸WiW߽aِ`�「この上⌕はこ

のまえ沖縄でੑජ౞で⾈った。」 
 

���᧚ᢱやේᢱなどの᭴成要⚛をあらわす。 
���� uWo৸ Ge৸ॼL NaСo৸ ^߾uWWa߾�uW߽aِ`�「ᄦは┻でかごをつくった。」 
 

���うごきや状態がなりたつ場所をあらわす（場所ฬ⹖）。 
���� MoˍiPaGe MeNiˍL PaW߽uޞi�「྾時まで㚞でまっておれ。」 
���� Pi߽iॼL СaNNo৸nu ɪiِVe৸n՝i ^পo৸Waِ�পo৸Wi`� 「㆏で学ᩞのవ↢に会った。」 
���� পuِ পNino৸ ɸuِnaغe৸ পoNinaZaॼL n՝iVeِeِˍi ^ho৸WaِGo৸�ho৸WiW߽aِ`�「この上⌕はこ

のまえ沖縄でੑජ౞で⾈った。」 
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���またޔේ࿃をあらわす↪法もߺられた。ᔒᚭ᪖方言の場合もޔฬ⹖ E՝o৸Ni（∛᳇）の

ॼi ᩰよりもേ⹖ MaPMui（∛む）の中ᱛ形を↪いる方がよいようである�FI������。 
���� hanaNo৸ Nin՝u৸Naޞa E՝o৸NiॼL niWWu^i�ِ`�「⧎ሶはきのうから∛᳇でߨている。」 
FI� ���� hanaNo৸ Nin՝u৸Naޞa MaGi nԌWWui�「⧎ሶはきのうから∛᳇でߨている。」�⧎ሶはき

のうから∛ࠎでߨている。� 
 

以上の他ޔॼi ᩰとともに�Geޔ�nWi という形ᑼも⷗られたがޔ類ૃの形ᑼは他の方言にも

⷗られずޔあくまでも୘ੱ的な૶↪ではないかと⠨える。 
���� uWo৸ ^Ge৸GH৸�Ge৸ॼL` PaСu৸�Ea� ^߾uNuWফa߾�uNuWi`�「ᄦは┻でかごをつくった。」 
���� ^পaPԌɸui n՝i ੓e৸�পaPԌnu ɸuMuِ pin՝i ੓e৸` পaِPa৸Ma ^Ma৸ˍL�Ma৸ِWL` WeޞeEi^Eë৸�EaNNai` 

Pi߽uِ�「㔎の߰る日には߫あさࠎはኅでテ߫ࡆ࡟かり⷗ている。」 
 
２．２．㧣 Nai ᩰ 

⒖േの೔⌕点をあらわす。 
���� Ga�৸�غa paWe৸NaL ^পiNԌ�পiNi`�「おまえが⇌߳行け。」 
���� পaॼi৸Ma NফaِPaNaޞa পuPiNaL পiMu WuِMa পiˍaِ�「ߓいさࠎはᦺからᶏ߳㝼をとりにい

った。」 
 
２．２．㧤 Wu ᩰ 

���⋧੕的なേ૞のあいてをあらわす。 
���� ॼiޞo৸Ma পuWWu৸nu VaEuޞo৸WX ɪiNNԌWaِ�「次㇢はおとうとのਃ㇢とけࠎかした。」 
 

���⋧੕的な㑐ଥがなりたつޔ一方のኻ⽎をあらわす。 
���� NaGi৸ n՝ippuِGe৸ পaޞiEa পiِغa৸Ma PaMa৸WX ^Wফi߾u�Miِ` Puِ�「㘩ߴてߨるだけなら 

いߧやߨことおなߓだ。」 
���� Na]uNo PuِWX Miِ Puِnu পaVVa৸Ea hanaNon՝iPu ho৸Wi NuޞiMuِ�「๺ሶのとおなߍߓ

たを⧎ሶにもかってやࠈう。」�๺ሶものとおなߍߓたを⧎ሶにもかってやࠈう。� 
 
２．２．㧥 Naޞa ᩰ 

���⒖േの಴発点やേ૞や状態の開ᆎ時点などޔコトࠟ࡜の⿠点をあらわす。 
���� �Zaِna৸� PaСu৸Ma পi߾u Wo৸N՝o৸Naޞa ^PuGuMuNNa �PuGuWফi N՝uNNa`�「ቊはいつ東京

からᏫるか。」 
���� PaСu৸Ma ɸu]uNaޞa Wo৸N՝o৸n՝i ui�「ቊが෰年から東京にいる。」 
���� পaॼi৸Ma NফaِPaNaޞa পuPiNai পiMu WuِMa পiˍaِ�「ߓいさࠎはᦺからᶏ߳㝼をとりに 

いった。」 
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���ේᢱをあらわす↪法も⷗られた。ただしޔ⹤者によっては ॼi ᩰが↪いられており

�FI������ޔ⧷語の oI と IUoPޔ⃻代日本語共ㅢ語のデᩰとࠞ࡜ᩰに⷗られるような૶い分

けはないようである。 
���� Ve৸Ma ɸuPԌNaޞa ߾uNN՝uVu�Go৸��「㈬は☨からつくる。」 
FI� ���� Ve৸Ma ɸuPԌॼL ߽uNN՝ui�「㈬は☨からつくる。」�㈬は☨でつくる。� 
 
２．２．１㧜 PaGi ᩰ 

േ૞や状態のおよ߱▸࿐をあらわす。なおޔ↪଀ ���� はⶄ合ㅪ૕ᩰの଀である。 
���� ˍiޞo৸� পuِ n՝iPu߾u੓o৸ Ma৸PaGL haWaPԌWi পiॼi Nuޞi�「次㇢ޔこの⩄‛をኅまでかつい

で行ってくれ。」  
���� MoॼiPaGH৸ MeNiॼi PaW߽uޞi�「྾時まで㚞でまっておれ。」�྾時までは㚞でまってお

れ。㧖PaGe৸㧨PaGi㧗�Ma� 
���� পo৸VaNaNaޞa Wo৸N՝o৸PaGLQX Niɪa߽ino৸ ߽ফaِVaNaMa৸�「ᄢ㒋から東京までのᴁゞ⾓はい

くらだࠈうか。」 
 
２．２．１１ PaGin՝i ᩰ 

േ૞がそのときよりもまえに成立するޔあるいは成立したことをあらわす。 
���� СoˍiPaGLQL PuGuޞaِEa ^naޞa৸�naޞaِ`�「㧡時までにᏫらなくてはならない。」 
 
２．２．１２ ᩰの๟ㄝ（あるいは๟ㄝ的なᩰ） 

ここではޔ⃻代日本語共ㅢ語の「�より」ޔᒁ↪の「�と」にኻᔕする形ᑼを᜼ߍる。 
 
２．２．１２．１ �MuNNa�Pu� 

Ყセの基Ḱをあらわす。 
���� Nin՝u৸Ma N՝u৸MXNNa�PX� haॼiغa ^߾uVanaWiW߽aِ߾�uVanaWiW߽iMa৸߾�uNunaWi`�「きのうは

੹日より㘑がᒝかった。」�きのうは੹日より�も�㘑がᒝかった。� 
���� পiMuMXNNaPX n՝iNunu ho৸Сa Wa৸Va^ِ�i`�「㝼より⡺のほうが高い」�㝼よりも⡺のほ

うが高い。� 
 
２．２．１２．２ �߽i 

⹤や⠨えの内ኈをあらわす。⹤者によっては�߽u の形も↪いられるようである������。 
���� পuِ ɸaNunu na৸n՝i �Paِˍu৸غa� পiNu߾u পaِ߽L পuPuMu^i�ِ`� 「▫の中にまࠀߓࠎう

がいくつあるとおもうか。」 
���� haNunu na৸ni Paِˍu৸غa ߽aِVa ^পaِ߽L পuPuMui�'��পaِ߽X পuPuMuNNa�&�`�「▫の

中にまࠀߓࠎうがいくつあるとおもうか。」 
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２㧚㧟 ਄ཅ㋕ 
 

上ཅ㋕方言には以下の �� のᩰ形ᑼと２つの๟ㄝ的な形ᑼがߺとめられる。 
 
２．㧟．１ غa ᩰ 

ᜰ␜代ฬ⹖にᓟធして述語のさししめす状態のਥ૕をあらわす↪法がߺられた。他の方

言とは異なりޔ上ཅ㋕方言ではいわࠁるਥᩰޔዻᩰが nu ᩰに統合されつつあると⠨えら

れるのだがޔ以下の଀ ���� からޔฬ⹖のタࠗプによる nu ᩰと aغ ᩰの૶いわけもかࠈう

 。て保たれていることがわかるߓ
���� পaِŋa MaNuEaॼa� 「あれがᓎ場だ。」�「データ集」���� も同� 
 
 なおޔ�nu とغ�a のࠁれのߺとめられる↪଀もいくつか⃻れている。ࡅトฬ⹖の場合ޔ૶

い分けᗧ⼂のฬ残であることも⠨えられるがޔ普ㅢฬ⹖の଀も多くޔいずれも共ㅢ語から

の類ផであࠈう。 
���� NuGo৸ পiWuNu^nu�Сa` ߽u৸СaNNo৸nu ɪiِVe৸n՝i naWaِ� 「෰年いとこが中学のవ↢にな

った。」 
���� পiɪa^ŋa�nu` NuޞiWaِ NuVuޞi nuPiEa৸ ^no৸ޞiِ�no৸ޞiNNaPu` Go৸「ක者がくれたくすり

をのめ߫なおるだࠈう。」 
���� ɪiޞu Wuޞi৸Сa WiِWo৸oEa WuEuِ�「⌀っ⊕なとりがⓨを㘧ࠎでいる。」�ψ����� の ����� 
 
 またޔいわࠁる�総記 の↪法でޔ⇼໧⹖ޔ⇼໧ᢥの╵えとなるฬ⹖にغ�a がᓟធしてい

る଀も⷗られた。なお ����� で述ߴるようにޔこの↪法では�nu よりもഥㄉ�Ma のᓟធした

とᕁわれる形ᑼが多く⃻れている。 
���� Guِŋa Ga৸ haVa Mo�「どれがおまえの═だ。」 
���� পuِ haVaСa Za৸ Puِ�「その═がおれのだ。」 
 
２．㧟．２ nu ᩰ 

���述語のさししめすേ૞ޔᄌ化ޔ状態のਥ૕をあらわす。すでに述ߴたようにޔ上ཅ㋕

方言では aغ ᩰが⴮ㅌしつつありޔnu ᩰがこの↪法の中ᩭをになっている。よって一ㇱの

ᜰ␜代ฬ⹖を㒰きޔnu ᩰをとるฬ⹖�ฏ�は೙㒢されていない。またこのときޔnu ᩰฬ⹖

はᓥዻ▵にも⃻れることができる（ޔ��������）。 
���� naPa� পaPiQX ^ɸuޞeِ߽i৸�ɸuޞeِ߽aِ`�「あޔ㔎が㒠ってきた。」 
���� ɪiޞuGuޞiQX WiِWo৸�oEa� ^WuEo৸ޞi�WuEo৸ِGo৸`�「⌀っ⊕なとりがⓨを㘧ࠎでいる。」 
���� Pi߽iQX ɥiޞuVaޞiMa৸�「㆏がᐢいなあ。」 
���� NiMu৸ ɪu৸Muޞi haGiQX ^প߽uVaޞi�প߽uVaWaِGo৸`�「きのうは੹日より㘑がᒝかった。」 
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���� পaِ MaPaMeno৸ পinoɪiɪiQX পuِEe৸ॼa� 「あのጊにはいのししがいるそうだ。」 
���� পiɪaQX NuޞiWaِ Nuɪuޞi ੓e৸ nuPiEa৸ no৸ޞ՝uNNaPu ZaNaޞaِGo৸� 「ක者がくれたくすり

をのめ߫なおるだࠈう。」 
���� n՝iPuWuQX পuEuVVa Puِnaޞe� Wফaޞi ੓e৸ Pu߽e৸ˍaِ�Go৸��「⩄‛が㊀かったのでੱੑޔ

でもった。」 
 

またޔいわࠁる�総記 の↪法もߺられたがޔ੹࿁の調査では nu ᩰが↪いられるのは �
ੱ⒓代ฬ⹖のߺでありޔそれ以外はഥㄉ�Ma のⲢ合した形ᑼ��が↪いられている�FI��。 
���� পi৸� haWe৸Na߽e৸ ZaِQX পiNa�「うޔࠎ⇌߳はおれが行く。」 
FI� ���� Giޞu੓o৸ Ga� ^Puِnu haɪana�Puno৸ haɪa`�「どれがおまえの═だ。」 

���� ɸuِ ^haɪa৸�haVa৸` Za৸ PuِGo৸�「その஺がおれのだ。」 
 

���あとに⛯くฬ⹖ฏをୃ㘼するㅪ૕ୃ㘼語となりޔそのዻ性や㑐ଥするものをあらわす。

なお nu ᩰをとるฬ⹖�ฏ�は１ੱ⒓２ੱ⒓ޔ代ฬ⹖を㒰き（����� ෳᾖ）೙㒢されていない。 
���� পiWuNuQX পuGo৸ ManԌnu ^পuZe৸�Zi৸eِ` ɸuVeِ aِ� 「いとこのᏓ࿅がやߨの上にほし

てある。」 
���� ˍiޞo৸Ma পuWWuQX VaEuޞo৸Wu ɪiW߽iWaِ Go৸�「次㇢はおとうとのਃ㇢とけࠎかした。」 
���� Ga৸ পuِ MuQX na৸ ɪiޞoِn՝a৸�「おまえはこの㝼のฬまえを⍮っているか。」 
���� haNuQX naNae৸ Paِˍu৸nu ɪaِVa পaNNa ZaNaޞaِ^Na৸�na৸`�「▫の中にまࠀߓࠎうが

いくつあるとおもうか。」 
���� PiW߽i ੓e৸ СaNNo৸QX ɪiِɪe৸^Wu�e` o৸Wফaِ�Go৸��「㆏で学ᩞのవ↢に会った。」 
 

またޔnu ᩰはやはり「13��nu 13�」で↪いられるのが基本でありޔ⃻代日本共ㅢ語の

形ᑼฬ⹖的な「の」に⋧ᒰする↪法はߺとめられない。以下の↪଀では（ ）に଀ᢥのㅙ語

⸶を記す。 
���� পuِ NaPa৸ Waޞo৸QX Puِnaপ�「この㎨はᄥ㇢のか。」�その㎨はᄥ㇢のものか。� 
���� পuޞe৸ পuWWuQX PuِNaPu ɪiޞiޞa৸�「それはおとうとのかもしれない。」（それはおとう

とのものかもわからない。） 
���� পuِ ɪiِEuno৸ Vu৸QX Puِ ॼa� GॼiMo৸QX Puno৸ পuޞiॼa�「そのᣂ⡞はきࠂうのだ。ᤓ日

のはこれだ。」（そのᣂ⡞は੹日のものだ。ᤓ日のものはそれだ。） 
���� NaॼuNoQX PuِWu WফiWuPuِ aVVa৸�o৸Ea� hanaNoePu ho৸e৸ NuޞiޞiMo৸�「๺ሶのとおなߓ

 （。うࠈたを⧎ሶにもかってやߍߓ๺ሶのものと同）「。うࠈたを⧎ሶにもかってやߍ
���ᗵᖱや⢻ജのኻ⽎をあらわす。 

���� Zano৸ Wo৸nu VaVuPiQX ^NaِEuVaِ�NaِEuVaޞiMa৸`�「おれはⱆのさしߺが㘩ߴたい。」 
���� PaСo৸ NফaɪiQX Vu߽iِ Go৸�「ቊはお⩻ሶがᅢきだ。」 
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���� পiWuNo৸ Me৸Сonu hoِQX MuPiِɪiِ�「いとこは⧷語の本が⺒める。」�� 
 
２．㧟．㧟 � ᩰ 

���述語のさししめすേ૞の⋥ធ的なኻ⽎をあらわす。同様の↪法が ����� の o৸Ea ᩰにも

以下のޔらも同⒟ᐲに↪いられているようである。଀え߫ߜどޔとめられるがߺ ޔ����
����ޔ���� の同ߓ⸶ᢥからの೎の↪଀ではޔo৸Ea ᩰ形ᑼも⃻れている。 
���� পiVanu NuޞiWaِ NuVuޞi nuPiEa ^no৸ޞiNNaMa৸�no৸ޞiޞo৸`�「ක者がくれたくすりをのめ߫

なおるだࠈう。」 
���� NaG]uNoWu niِPuِnu পaVVa৸ hanaNoMeِPu ^ho৸oNaMa�ho৸o৸Ma`�「๺ሶのとおなߍߓ

たを⧎ሶにもかってやࠈう。」 
���� Zano৸ NiMu৸Ma ɪiِEuِ PiޞaِWফaِGo৸�「おれはきのうはᣂ⡞をよまなかった。」 
���� PaСo৸ Paِॼu৸ NaZaGaNe NaPiِ�「ቊはまࠀߓࠎうを⊹だけ㘩ߴる。」 
���� Wuॼe৸ِ Mi৸ ^WuNNa߽a�WuNNaɪiِ`�「ᆄにᄕ㘵を૞らせる。」 
���� nu৸ ho৸Na�Ma৸��「なにを⾈おうか。」 
 

���േ૞のかかわる場所をあらわす（場所ฬ⹖）。なお���の⋥ធኻ⽎と同ߓくޔo৸Ea ᩰに

も同様の↪法がߺられる。 
���� ɥiNo৸ॼo৸Na߽e৸ পuِ Pi߽i Wu৸ޞe৸Ni �Mo৸��「ⓨ᷼ならこっߜの㆏を行きなさい。」 
���� Pi߽inu PaِnaNa পaW߽iEa পiNaِ �Go৸��「㆏のまࠎなかをあるいてはいけない。」 
 

���ੱ⒓代ฬ⹖のう２ੱ⒓ޔ１ੱ⒓ߜ代ฬ⹖のන数形はㅪ૕ୃ㘼語となるのに � ᩰ形ᑼ

をとる。なおޔ� ੱ⒓ⶄ数は੹࿁の調査では⏕⹺できなかった。またޔㅪ૕ୃ㘼語となる

nu ᩰの場合と同ߓくޔ� ᩰでも形ᑼฬ⹖的な「の」に⋧ᒰする↪法はߺとめられていない

 。（⸶ � は଀ᢥのㅙ語�㧖 ����ޔ����）
���� Za৸ Ne৸Ma ॼa৸n՝i পaޞi Moপ�「おれの㎓はどこにある。」  
���� ɸuِ ^haɪa৸�haVa৸` Za৸ PuِGo৸�「その஺がおれのだ。」�その஺がおれのもの�だ�。� 
���� Guِغa Ga৸ haVa Mo�「どれがおまえの═だ。」 
���� পuِ পuVuNNi�৸�Ma Ga৸ Puِna�「その߰ࠈしきはおまえのか。」�その߰ࠈしきはおま

えのものか。� 
 

なおޔ� ଀のߺだが nu ᩰ形ᑼが↪いられている↪଀も⃻れた�FI������。またޔ状態の

ਥ૕をあらわす � ᩰ形ᑼの↪଀もߺられた�FI������。 
FI� ���� ^Zanuِ�ZaِQX` Nফe৸Ma ˍa৸n՝i ^পaޞiMo�পaِGo৸`�「おれの㎓はどこにある。」 

���� পMu৸Moޞi niNuGu WaNaVa�Go৸��「㝼より⡺のほうが高い。」�㝼より⡺ぞ��高い�よ�� 
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２．㧟．㧠 o৸Ea ᩰ�� 
���述語のさししめすേ૞の⋥ធ的なኻ⽎をあらわす��。すでに述ߴたようにޔ� ᩰ形ᑼ

と૬↪されている。 
���� পaॼi৸Ma NফaِPaNaޞa ^পuPiNa߽i�পuPi ੓e৸` Mফu৸R৸Ea WuِMa পiॼaِGo৸�「ߓいさࠎはᦺから

ᶏ߳㝼をとりにいった。」 
���� uWu੓o৸ Ge৸e৸ NaСoREa WফuNuWফaِGo৸�「ᄦは┻でかごをつくった。」 
���� Wuˍieِ Mi৸MR৸Ea ^WVuNNa߽i�WuNNa ɪiِ`�「ᆄにᄕ㘵を૞らせる。」 
���� NaॼuNonu PuِWu WফiWuPuِ aVVa৸�R৸Ea� hanaNoePu ho৸e৸ NuޞiޞiMo৸�「๺ሶのとおなߓ

 「。うࠈたを⧎ሶにもかってやߍ
���� PaСo৸ Paِˍu৸�R৸Ea� ZফaEe৸GaNi NaPiِGo৸�「ቊはまࠀߓࠎうを⊹だけ㘩ߴる。」 
 

���േ૞のかかわる場所をあらわす（場所ฬ⹖）。⋥ធኻ⽎とは異なりޔ↪଀は少ない。 
���� ɪiޞu Wuޞi৸Сa WiِWo৸REa WuEuِ�「⌀っ⊕な㠽がⓨを㘧ࠎでいる。」 
 
２．㧟．㧡 eِ ᩰ�� 

���േ૞のあいてや基Ḱなどޔ㑆ធ的なኻ⽎をあらわす。 
���� NaG]uoWu niِPuِnu পaVVa৸ hanaNoMHِPu ^ho৸oNaMa�ho৸o৸Ma`「๺ሶのとおなߍߓた

を⧎ሶにもかってやࠈう。」 
���� পuِ hanaVe৸ ^Wuॼeِ�WuॼiHِ`GaNi NiNa߽aِ�「その⹤はᆄにだけ⡞かせた。」 
���� পuِ hanaɪi ੓e৸ WuॼiGaNi ੓H৸ ߽iNa߽aِGo৸�「その⹤はᆄにだけ⡞かせた。」�その⹤はᆄだ

けに⡞かせたよ。� 
���� পuPa৸Ma পuPiMHِ ߽iNaVaِ Puneِ Munu PaVaِ�「ここはᶏにߜかいので㝼がうま

い。」 
���� hanaNo৸ Wফuޞanu পoNNan՝e৸ Mu৸ ^ni৸Mo৸ޞi�ni৸o৸ޞi` Ma৸�「⧎ሶは㗻がかあさࠎによくૃて

いる。」�পoNNan՝e৸㧨পoNNaِ㧗H৸� 
 
 うけߺᢥや૶ᓎᢥでޔേ૞のਥ૕も eِ ᩰであらわされる。 
���� ɪaEuޞo৸Ma ˍiޞo৸e৸ ^Eo৸�Сuɪi৸`e৸ পuWফaWফaِ� 「ਃ㇢は次㇢に᫔でなߋられた。」 
���� hanaNo৸ পaِPa৸H৸ PuِoEa NaPaɪe৸ PuޞaWফaِGo৸�「⧎ሶはかあさࠎにごはࠎをたߴ

させてもらった。」 
���� WuˍiHِ Mi৸Mo৸Ea ^WVuNNa߽i�WuNNa ɪiِ`�「ᆄにᄕ㘵を૞らせる。」 

���േ૞や状態のかかわるとこޔࠈേ૞や状態がなりたつときをあらわす。 
���� পiWuNunu পuGo৸ ManԌnu ^পuZe৸�Zi৸Hِ` ɸuVeِ aِ� 「いとこのᏓ࿅がやߨの上にほし

てある。」 
���� PaСo৸nu পuGuNaޞa Wo৸N՝o৸MHِ পuِ�「ቊが෰年から東京にいる。」 



89

「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」喜界島方言調査報告書 
  2011 年 8 月 15 日 国立国語研究所 

 
 

���� haNunu naNaH৸ Paِˍu৸nu ɪaِVa পaNNa ZaNaޞaِ^Na৸�na৸`�「▫の中にまࠀߓࠎうが

いくつあるとおもうか。」 
���� পaِ MaPaMHQR৸ পinoɪiɪinu পuِEe৸ॼa�「あのጊにはいのししがいるそうだ。」 
���� ɥiNo৸Ni ੓e৸ ɥiW߽i৸H৸ পiNNaiɪiNa ne৸ޞaِ�Go৸�� 「㘧行機は一日に一࿁しかない。」 
 
 ���േ૞や状態がなりたつ場所をあらわす（場所ฬ⹖）。 
���� MoॼiPaGe৸ MeNi ੓H৸ Pa߽o৸ޞiMo৸�「྾時まで㚞でまっておれ。」 
���� Pi߽iH৸ СaNNo৸nu ɪiِVe৸Wu o৸WaِGo৸�「㆏で学ᩞのవ↢に会った。」 
���� ɸuِ পuZaСe৸ naِPa পoNinaZaH৸ n՝iɪeِMeِɪe৸ ho�WaِGo��「この上⌕はこのまえ沖縄

でੑජ౞で⾈った。」 
 

���㆏ౕޔ手Ბをあらわす。 
���� পoNinaZan՝i ੓e ɸuni ੓H৸ পiN՝uِMuޞi ɥiNo৸Ni ੓H৸ পiॼaِ ho৸غa MuWaVaِGo৸�「沖縄には⦁で行

くより㘧行機で行ったほうがいい。」 
���� n՝iPuWunu পuEuVVa Puِnaޞe� Wফaޞi ੓H৸ Pu߽e৸ˍaِ�Go৸��「⩄‛が㊀かったのでੱੑޔ

でもった。」 
���� VaEuޞo৸^Za�Ma` ˍiޞo৸ni Сuɪi৸^Ge�heِ�MHِ` পuWaWWaِ Go৸� 「ਃ㇢は次㇢に᫔でなߋ

られた。」 
 

���᧚ᢱやේᢱなどの᭴成要⚛をあらわす。 
���� uWu੓o৸ Ge৸H৸ NaСooEa WফuNuWফaِGo৸�「ᄦは┻でかごをつくった。」 
 

���ේ࿃をあらわす↪法もߺられた。上ཅ㋕方言でもޔฬ⹖ MaPai（∛᳇）の eِ ᩰのほ

かޔേ⹖ MaPMui（∛む）の中ᱛ形の↪଀が⃻れている�FI������。 
���� hanaNo৸ NiMu৸Naޞa MaPai ੓H৸ n՝iِEoِGo৸�「⧎ሶはきのうから∛᳇でߨている。」 
FI� ���� hanaNo৸ Vu৸Naޞa MaPeِ n՝iِEuِ� 「⧎ሶはきのうから∛᳇でߨている。」�⧎ሶは

きのうから∛ࠎでߨている。� 
 

���⒖േの೔⌕点をあらわす。 
���� ِ৸� haWe৸^MH�H` Zaِnu পiNiِ�「うޔࠎ⇌߳はおれがいく。」 
���� পaˍi৸Ma NফaِPaNaޞa ^uPiNa߽i�uPiMH৸` পMu৸ Wuِn՝a পiˍa�Go৸��「ߓいさࠎはᦺからᶏ

߳㝼をとりにいった。」 
 
 以上␜してきた eِ ᩰの各↪法についてޔ���㑆ធኻ⽎ޔ���േきにかかわるとこࠈ・とき

は n՝i ᩰと�������ޔ���േきがなりたつ場所は ॼeِ ᩰと�������ޔ���㆏ౕޔ手Ბޔ���᭴成要
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ේ࿃は���ޔ⚛ Veِ ᩰと�������ޔ���೔⌕点は Na߽i ᩰ�������とޔそれぞれ㊀なっている。 
 
２．㧟．㧢 n՝i ᩰ 

���േ૞のあいてや基Ḱなどޔ㑆ធ的なኻ⽎をあらわす。eِ ᩰにも同様の↪法がߺられ

る������ の����。�� 
���� Na]uNonu PuِWu MiِPuِ СeWao hanaNoQ՝LPu ho৸eِ WuޞaVo৸�「๺ሶのとおなߍߓたを

⧎ሶにもかってやࠈう。」 
���� পuPa৸Ma uPiQL ߽iNaVaِnaWi পMunu ^পPaVaِGo৸�uPaVaِGo৸`�「ここはᶏにߜかいの

で㝼がうまい。」 
���� hanaNo৸ পaِPa৸^e৸�Q՝L` Wuޞa৸ WফiWuPuِGo৸�「⧎ሶは㗻がかあさࠎによくૃている。」 
 

うけߺᢥや૶ᓎᢥでޔേ૞のਥ૕も n՝i ᩰであらわされる。 
���� VaEuޞo৸Za ॼiޞo৸^Q՝L�eِ` Eo৸Veِ পuWaWWaِ�「ਃ㇢は次㇢に᫔でなߋられた。」 
���� hanaNo৸ ^পoNNa��পoNNaِ`QL Puِ^ZoEa�MoEa` NaPaVaޞoِGo৸�「⧎ሶはかあさࠎにご

はࠎをたߴさせてもらった。」 
 

���േ૞や状態のかかわるとこޔࠈേ૞や状態がなりたつときをあらわす。この↪法は

eِ ᩰでもあらわされる�������の����。 
���� পiWuNunu ^ɸuWuِnu�পuGunu` Mফaِɥiޞa৸�nu� ^u੓i৸Q՝L�u੓i৸e৸` ɸuɪa�i�「いとこのᏓ࿅がޞ

やߨの上にほしてある。」 
���� PaСo৸ ɸuGuNaޞa Wo৸N՝o৸^Me৸�Q՝L` uِGo৸�「ቊが෰年から東京にいる。」 
���� ha߽iСa߾uQ՝L ੓H৸ PuGuޞeِ ɪiNNaPu ZaNaޞaِGo৸We৸�「八月にはᏫってくるようだ。」 
 

���ᄌ化の⚿果をあらわす。これは eِ ᩰにはߺられない↪法である。また � ᩰ形ᑼの↪

଀が⃻れているが������ޔ↪଀数自૕が少ないためさらなる調査が必要である。 
���� ɸuGu পiWuNunu ߽u৸СaNNo৸nu ɪiِɪe৸Q՝L naWaِGo৸� 「෰年いとこが中学ᩞのవ↢にな

った。」 
FI� ���� huGu৸ পiWoNoغa ߽u৸СaNNo৸nu ɪiِVe৸ naWaِ�Go৸��「෰年いとこが中学ᩞのవ↢にな

った。」�෰年いとこが中学ᩞのవ↢なった�よ�。� 
 

なお上ཅ㋕方言でもޔ�n՝iޔ�eِ ともに⒖േേ૞の目的をあらわすのには↪いられない
．．．．．．

��。 
FI� ���� পaॼi৸Ma NফaِPaNaޞa ^পuPiNa߽i�পuPi ੓e৸` Mফu৸o৸Ea WuِMa পiॼaِGo৸�「ߓいさࠎはᦺ

からᶏ߳㝼をとりにいった。」� 
���� পoNNa৸Ma ZaِNa߽i Puِ ho৸iMa পiˍaِ Go৸�「かあさࠎはᏒ場߳⾈‛に行った。」 
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���� পaِPa৸Ma পa߽a Wo৸N՝o৸Na߽i MiِغaِNফaِnaޞi পo৸iMa পi^߽�N`iِGo৸�「かあさࠎはあし

た東京߳むすこに会いにいく。」 
 
２．㧟．㧣 Veِ ᩰ�� 

���㆏ౕޔ手Ბをあらわす��。eِ ᩰにも同様の↪法がߺられる������ の����。 
���� n՝iPo߾unu ^পuEuVVaޞeِ�পuEuVaWWaِ Puneِ` পWaޞiVHِ PuWWɪaِ� 「⩄‛が㊀かった

のでੱੑޔでもった。」 
���� VaEuޞo৸Za ॼiޞo৸^n՝i�eِ` Eo৸VHِ পuWaWWaِ�「ਃ㇢は次㇢に᫔でなߋられた。」 
���� ɸuِ পuZaСe৸ naِPa পoNinaZae৸ n՝iɪeِMeِɪH৸ ho�WaِGo��「この上⌕はこのまえ沖縄

でੑජ౞で⾈った。」 
 

���᧚ᢱやේᢱなどの᭴成要⚛をあらわす。この↪法もޔeِ ᩰに㊀なる������ の����。 
���� uWWo৸ Ge৸KH৸ Vo৸Ei WuNuWaِGo৸�「ᄦは┻でかごをつくった。」 
 

���ේ࿃をあらわす↪法もߺられた。上２つの↪法と同ߓくޔやはり eِ ᩰにもߺられる

↪法である������ の����。 
���� hanaNo৸ ߽iMu৸Naޞa MaPai^VHِ�VH৸` niِEoِ Go৸�「⧎ሶはきのうから∛᳇でߨてい

る。」 
 
２．㧟．㧤 ॼeِ ᩰ 

うごきや状態がなりたつ場所をあらわす（場所ฬ⹖）。同様の↪法が eِ ᩰにもߺられる

������ の����。 
���� MoॼiPaGi MeNi^Me�ॼHِ` Pa߽o৸ޞi Mo৸�「྾時まで㚞でまっておれ。」 
���� Pi߽LॼHِ СaNNo৸nu ɪiِVe৸Wu পo৸Wa� 「㆏で学ᩞのవ↢に会った。」 
���� পuِ পuZaСe৸ naِPa৸Wa পoNinaZa]Hِ n՝iVeِeِ]eِ No৸Waِ�「この上⌕はこのまえ沖縄

でੑජ౞で⾈った。」（注 �� もෳᾖ） 
 
 また次の↪଀ではޔॼeِ ᩰޔn՝i ᩰޔeِ ᩰの㧟形ᑼでࠁれがߺとめられた。場所ฬ⹖がこ

れらのᩰ形ᑼをとる場合ޔそのᢥ法的ᗧ๧がかなりㄭߠくことが┍える。 
���� পoNinaZa^ॼHQR৸�n՝e�n՝o৸�Meno৸` ^PiGGaVaِ�PiِGaVaِ` Nফaɪinu পaِ� 
２．㧟．㧥 Na߽i ᩰ 

⒖േの೔⌕点をあらわす。同様の↪法が eِ ᩰにもߺられる������ の����。 
���� Ga৸ ^haWe৸Na߽L�haWe৸n՝i` ^পiNiMo৸�পiNiِMa`�「おまえが⇌߳行け。」 
���� পi৸� haWe৸Na߽H৸ Zaِnu পiNa�「うޔࠎ⇌߳はおれがいく。」 
���� ॼi৸Vano৸ NaِPaNaޞa পuPiNa߽L Mu Wuِn՝a পiॼaِ�「ߓいさࠎはᦺからᶏ߳㝼をとりに
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いった。」 
 
 上の↪଀ ���� では n՝i ᩰも⃻れている。その他に�೔⌕点 の n՝i ᩰの↪଀はߺられない

のだがޔ⸶ᢥを「⇌に」などのようにすれ߫ޔ多くの↪଀が⃻れるだࠈう。 
 
２．㧟．１㧜 Wu ᩰ 

���⋧੕的なേ૞のあいてをあらわす。 
���� ˍiޞo৸Ma পuWWunu VaEuޞo৸WX ɪiW߽iWফaِ�Go৸��「次㇢はおとうとのਃ㇢とけࠎかした。」 
���� PiW߽i ੓e৸ СaNNo৸nu ɪiِɪe৸^WX�e` o৸Wফaِ�Go৸��「㆏で学ᩞのవ↢に会った。」�㆏で学ᩞ

のవ↢と会った。� 
 

���⋧੕的な㑐ଥがなりたつޔ一方のኻ⽎をあらわす。 
���� NaPeِ n՝iِEiGaNi naޞiEa পiِغa৸Ma Сuޞu৸WX ^MiِPuِ�পiVVu` ॼa�「㘩ߴてߨるだけなら 

いߧやߨことおなߓだ。」 
���� NaॼuNonu PuِWX WফiWuPuِ aVVa৸�o৸Ea� hanaNoePu ho৸e৸ NuޞiޞiMo৸�「๺ሶのとおなߓ

 �。うࠈを�⧎ሶにもかってや�たߍߓ๺ሶのものとおな�う。」ࠈたを⧎ሶにもかってやߍ
 
２．㧟．１１ Naޞa ᩰ 

���⒖േの಴発点やേ૞や状態の開ᆎ時点などޔコトࠟ࡜の⿠点をあらわす。 
���� PaСo৸ পiWu Wo৸N՝o৸Naޞa PuGuޞiNNa�「ቊはいつ東京からᏫるか。」 
���� PaСo৸nu পuGuNaޞa Wo৸N՝o৸Meِ পuِ�「ቊが෰年から東京にいる。」 
���� পaॼi৸Ma NফaِPaNaޞa ^পuPiNa߽i�পuPi ੓e৸` Mফu৸o৸Ea WuِMa পiॼaِGo৸�「ߓいさࠎはᦺから

ᶏ߳㝼をとりにいった。」 
 

���ේᢱをあらわす↪法も⷗られた。᧚ᢱなどを表す Veِ ᩰޔeِ ᩰとの૶い分けについ

てのさらなる調査が必要である。 
���� ɪe৸Ma ɸuPiNaޞa WuNuޞiِGo৸�「㈬は☨からつくる。」 
 
 ���１଀だがޔേ૞にかかわる場所�以下の↪଀ではㅢりㆊ߉る場所�をあらわす↪଀もߺ

られた。Naޞa ᩰのこの↪法は℄⃿語全૕に⷗られるものでありޔ上ཅ㋕方言にも保たれて

いることがわかる。 
���� Pi߽inu PaِnaNaNaޞa৸ পaW߽iEa পiNaِGo৸�「㆏のまࠎなかをあるいてはいけない。」

�㆏のまࠎなかからあるいてはいけない。� 
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２．㧟．１２ PaGi ᩰ 
േ૞や状態のおよ߱▸࿐をあらわす。なおޔ↪଀ ���� はⶄ合ㅪ૕ᩰの଀である。 

���� ॼiޞo� পuِ n՝iPoWo৸ Ma৸PaGL haِn՝iMeِ iॼeِNuޞi�「次㇢ޔこの⩄‛をኅまでかついで

行ってくれ。」  
���� MoॼiPaGH৸ MeNi ੓e৸ Pa߽o৸ޞiMo৸�「྾時まで㚞でまっておれ。」�྾時までは㚞でまって

おれ。㧖PaGe৸㧨PaGi㧗�Ma� 
���� পo৸VaNaNaޞa Wo৸N՝o৸PaGLQX NiVaWɪino৸ VaِVaNaMa৸�「ᄢ㒋から東京までのᴁゞ⾓はい

くらだࠈうか。」 
 
２．㧟．１㧟 PaGin՝i৸ᩰ 

േ૞がそのときよりもまえに成立するޔあるいは成立したことをあらわす。PaGi ᩰでも

⃻れているがޔいずれも↪଀が少ないためޔさらなる調査が必要である。 
���� СoॼiPaGLQ՝L৸ PuGuޞaِEa naޞaِGo৸�「㧡時までにᏫらなくてはならない。」 
FI� ���� СoॼiPaGL PuGuޞaِEa naޞaِ�「㧡時までにᏫらなくてはならない。」 
 
２．㧟．１㧠 ᩰの๟ㄝ（あるいは๟ㄝ的なᩰ） 

ここではޔ⃻代日本語共ㅢ語の「�より」ޔᒁ↪の「�と」にኻᔕする形ᑼを᜼ߍる。 
 
２．㧟．１㧠．１ �MuޞiPu��MuNNaPu 

Ყセの基Ḱをあらわす。 
���� NiMu৸ ɪu৸MXޞL haGinu ^প߽uVaޞi�প߽uVaWaِGo৸`�「きのうは੹日より㘑がᒝかった。」 
���� ^MফuMXNaPX�MফuMXޞLPX` n՝iNunu ^ho৸nu�ho৸غa` WaNaɪaِGo৸�「㝼より⡺のほうが高

い」�㝼よりも⡺のほうが高い。� 
 
２．㧟．１㧠．２ �Weِ 

⹤や⠨えの内ኈをあらわす。 
���� haNonu naNaMeno৸ Paِॼu৸nu ^পiNফuWফu�VaِVa` পaِWeِ পuPi৸ޞiMo�「▫の中にまࠀߓࠎ

うがいくつあるとおもうか。」 
 
２㧚㧠 ਛ㉿ 
 中㉿方言には以下の �� のᩰ形ᑼと２つの๟ㄝ的な形ᑼがߺとめられる。 
 
２．㧠．１ غa ᩰ 

���述語のさししめすേ૞ޔᄌ化ޔ状態のਥ૕をあらわす。このときغޔa ᩰฬ⹖はᓥዻ

▵にも⃻れることができる（ޔ��������）。 
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���� ^ɪiޞuGuޞi৸ŋa�Paɪɪiޞu৸ Wuiŋa` WiِWo৸�oEa� ^WuGuiMa৸�WuGuVo৸Ma৸`�「⌀っ⊕なとりがⓨ

を㘧ࠎでいる。」 
���� পa� পaPiŋa ɸuWiW߽i৸�「あޔ㔎が㒠ってきた。」 
���� ɸuGu পiWuNuŋa ߽u৸СaNNo৸nu ɪiِVe৸n՝i naWফaِGo৸�「෰年いとこが中学のవ↢になっ

た。」 
���� পaِ MaPan՝i ੓e৸ inuɪiɪiŋa পuِ neVVuiMa৸�「あのጊにはいのししがいるそうだ。」 
���� পiVaŋa NuޞiWaِ NuVui nuPiEa no৸Muޞo৸�「ක者がくれたくすりをのめ߫なおるだࠈ

う。」 
����  n՝i৸ŋa পuEuVVaWaِNaޞa Wফaiॼi PuW߽aِGo৸�「⩄‛が㊀かったのでੱੑޔでもった。」 
 

またޔいわࠁる�総記 の↪法もߺとめられる。 
���� Gaغa haWe৸Сa߽i পiNi�「おまえが⇌߳行け。」 
���� পiِ� haWe৸Сa߽e৸ Zaŋa পi߽ui�「うޔࠎ⇌߳はおれが行く。」 
���� Giِŋa Ga৸ haVaMo৸�「どれがおまえの═だ。」 
���� পuِ haVaŋa Za৸ PuِGॼa�「その஺がおれのだ。」 
 

���ᗵᖱや⢻ജのኻ⽎をあらわす。なおޔこの方言では Ea ᩰの↪଀はあらわれなかった。 
���� Paغa৸Ma Nফaɪiŋa Vu߽uِGo৸�「ቊはお⩻ሶがᅢきだ。」 
���� Zano৸ Wo৸nu VaɪiPiŋa ^NaِEuVai�$��NaِEuVaMa৸�%�`�「おれはⱆのさしߺが㘩ߴた

い。」 
���� পiWuNo৸ Me৸Сonu hoِŋa Mun՝uِVui�「いとこは⧷語の本が⺒める。」 
 
２．㧠．２ nu ᩰ 

���あとに⛯くฬ⹖ฏをୃ㘼するㅪ૕ୃ㘼語となりޔそのዻ性や㑐ଥするものをあらわす。

なお上ཅ㋕を㒰く他の方言と同ߓくޔnu ᩰをとるฬ⹖�ฏ�は１ੱ⒓２ੱ⒓ޔ代ฬ⹖を㒰き

（����� ෳᾖ）೙㒢されていない。 
���� পiWoNoQX huWuِغa Maninu i৸n՝i hu߽aِ Go৸�「いとこのᏓ࿅がやߨの上にほしてあ

る。」 
���� ˍiޞo৸Ma পuWWuQX VaEuޞo৸Wu ɪiWW߽iWi�「次㇢はおとうとのਃ㇢とけࠎかした。」 
���� Ga৸�Ma� পuِ পiMu৸QX na৸ ɪiW߽uِ^Ma�n՝a`�「おまえはこの㝼のฬまえを⍮っているか。」 
���� haNuِ na৸n՝i ੓e৸ Paِॼu৸غa VaِVa পaِ߽i পuPuMuiMo�「▫の中にまࠀߓࠎうがいくつあ

るとおもうか。」 
���� Pi߽iॼi СaNNo৸QX ɪiِVe৸n՝i পo৸Wফi�「㆏で学ᩞのవ↢に会った。」 
 

また中㉿方言の nu ᩰも「13��nu 13�」で↪いられるのが基本であるがޔ⃻代日本共ㅢ
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語の形ᑼฬ⹖的な「の」に⋧ᒰする↪法も少なからず⃻れている（FI�）。以下の↪଀では

（ ）に଀ᢥのㅙ語⸶を記す。 
���� পuِ haPa৸ Waޞo৸QX Puِ na�「この㎨はᄥ㇢のか。」�その㎨はᄥ㇢の㎨か。� 
���� পuޞe৸ পuWWu৸QX PuِNaPu ZaNaޞa৸�「それはおとうとのかもしれない。」（それはおと

うとのものかもわからない。） 
���� পuِ ɪiِEuno৸ Vu৸QX Puِ Go৸� ߽in՝u৸QX Puno৸ পuޞi Go৸�「そのᣂ⡞はきࠂうのだ。ᤓ

日のはこれだ。」（そのᣂ⡞は੹日のものだ。ᤓ日のものはそれだ。） 
FI� ���� পuِ haPa৸ ^Waޞo৸QX ^na�Na`�Waޞo৸Vuna�Waޞo৸nu Puِna`�「この㎨はᄥ㇢のか。」 

���� পuޞe৸ পuWWu৸QX NaPu ZaNaޞa৸�「それはおとうとのかもしれない。」 
���� পuِ ɪiِEuno৸ Vu৸QXGa� Nin՝u৸nu Puno৸ পuޞiॼa�「そのᣂ⡞はきࠂうのだ。ᤓ日の

はこれだ。」 
 

���ਥ▵ਥ語となる。中㉿方言の aغ ᩰと nu ᩰもޔਥᩰとዻᩰとしてのᓎഀ分化がかな

り進ࠎでおりޔਥ▵ਥ語としての�nu の಴⃻はޔᔒᚭ᪖方言に⷗られたものと同ޔߓᗵགྷ

形�ᵄ✢ㇱ�などとの๭ᔕに㒢られるようである�ޔ����FI������。だが同時に aغ ᩰとᗵགྷ

形とのくߺあわせも⃻れており�FI������ޔਥ語となる nu ᩰの↪法はほぼ失われている。 
���� Pi߽iQX oiޞuVa Ma৸�「㆏がᐢいなあ。」 
FI� ���� Pi߽iŋa ɥiޞuVaiMa৸�「㆏がᐢいなあ。」 

���� Pi߽iŋa ɥiޞuVa Ma৸�「㆏がᐢいなあ。」 
 

ᓥዻ▵ਥ語では�nu も少なからず⃻れている。だがこれらの�nu は⸶ᢥの「の」にኻᔕし

て↪いられているにす߉ずޔやはりޔਥᩰ↪法における aغ との૶い分けは失われている。 
���� পaِ Pi৸QX পuEiVaِ পiޞuQX ɪiޞuVaِ পiِغaMa Waޞu^Mo�Nai`�「あの目のおおきいޔ⦡の

⊕い↵はだれだࠈう。」 
���� পaPiQX huMuِ he৸ ^পaِPa�পani৸`Ma Ma৸ॼi WeޞeEiEe৸ Pi߽ui�「㔎の߰る日には߫あさࠎ

はኅでテ߫ࡆ࡟かり⷗ている。」 
 
２．㧠．㧟 � ᩰ 

���述語のさししめすേ૞の⋥ធ的なኻ⽎をあらわす。同様の↪法が ����� の Mo৸Ea ᩰに

もߺとめられޔ� ᩰとともに↪いられている。 
���� পiVaغa NuޞiWaِ NuVui nuPiEa no৸Muޞo৸�「ක者がくれたくすりをのめ߫なおるだࠈ

う。」 
���� Zano৸ ߽in՝u৸Ma ɪiِEuِ MuPaِWi�「おれはきのうはᣂ⡞をよまなかった。」 
���� পaॼi৸Ma NফaPaNaޞa ^পuP՝i ੓e৸�পuPiСa߽i` পiMu Wu੓iِMa পiॼaِ�「ߓいさࠎはᦺからᶏ߳㝼

をとりに いった。」 
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���� PaСo৸Ma Paِˍu৸ ha৸GaNi Nan՝ui�「ቊはまࠀߓࠎうを⊹だけ㘩ߴる。」 
���� nu৸ ho৸MuNNa�「なにを⾈おうか。」 
 
aغ  ᩰとࠁれてはいるがޔᗵᖱのኻ⽎をあらわす � ᩰ形ᑼの↪଀もߺられた。 
���� Zano৸ Wo৸nu ^VaɪiPغa�VaɪiPiGu�VaɪiPi` NaِEuVa�i��「おれはⱆのさしߺが㘩ߴた

い。」 
 

���േ૞のかかわる場所をあらわす（場所ฬ⹖）。���の⋥ធኻ⽎と同ߓく Mo৸Ea ᩰにも同

様の↪法がߺとめられޔともに↪いられている。 
���� Pi߽iِ Paِna৸ পaW߽e৸ পiNaِ Go৸�「㆏のまࠎなかをあるいてはいけない。」 
 

���ੱ⒓代ฬ⹖のう１ੱ⒓ޔߜ代ฬ⹖２ੱ⒓ޔ代ฬ⹖（න数）はㅪ૕ୃ㘼語となるのにޔ

nu ᩰではなく � ᩰ形ᑼをとる。またޔㅪ૕ୃ㘼語となる nu ᩰの場合と同ߓくޔ� ᩰでも

形ᑼฬ⹖的な「の」に⋧ᒰする↪法はߺとめられていない（ޔ�������� 㧖� � は଀ᢥの

ㅙ語⸶）。 
����  Za৸ Ne৸Ma ॼa৸n՝iGu পaޞu�「おれの㎓はどこにある。」  
���� পuِ haVaغa Za৸ Puِˍa�「その஺がおれのだ。」�その஺がおれのもの�だ�。� 
���� Zaِna৸ পaॼi৸Ma Ve৸Pu WaEaNuPu nuPa৸�「うߜのߓいさࠎは㈬もた߫こものまない。」 
���� Giِغa Ga৸ haVaMo৸�「どれがおまえの═だ。」 
���� পuِ huޞuɪiNe৸ Ga৸ Puِ na�「その߰ࠈしきはおまえのか。」�その߰ࠈしきはおまえ

のものか。� 
 
 � ᩰ形ᑼをとってㅪ૕ୃ㘼語になるࡅト࿕有ฬ⹖（ੱฬ）の↪଀も⷗られた。ᔒᚭ᪖方

言場合と同ߓくޔ↪଀が１଀のޔߺまた㧟ੱ⒓代ฬ⹖の↪଀はないためޔ੹ᓟさらなる調

査が必要である。 
���� ^Na]uNonuWu�Na]uNo aVVa৸Wu` ^Miِ Puِ�WফiWu পaVVa৸`o৸Ea hanaNon՝iPu ho৸Wi ^Wuޞa 

Vo৸�Nuޞiޞo৸`�「๺ሶのとおなߍߓたを⧎ሶにもかってやࠈう。」�^๺ሶのと�๺ሶߍたと`
おなߓ^ものߍ�た`を⧎ሶにもかってやࠈう。� 

 
またޔ⹤者によっては � ᩰではなく nu ᩰが↪いられることもあるようである。 

FI� ���� ZaِQX Nফe৸Ma ˍa৸ni ^পaVVu Mo৸�পaNNai`�「おれの㎓はどこにある。」 
 
２．㧠．㧠 Mo৸Ea ᩰ�� 

���述語のさししめすേ૞の⋥ធ的なኻ⽎をあらわす。 
���� Paغa৸Ma Paِˍu৸R৸Ea ha৸GaNiGu Nan՝ui�「ቊはまࠀߓࠎうを⊹だけ㘩ߴる。」 
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���� Na]uNonu PuِWu WiWu СeWa�MR৸Ea� hanaNon՝iPu ho৸Wi WuޞaVo৸�「๺ሶのとおなߍߓた

を⧎ሶにもかってやࠈう。」 
���� uWo৸ Ge৸ॼi NaСuMR৸Ea ^WফuNuWi�WফuNuWaِ`�「ᄦは┻でかごをつくった。」 
���� hanaNo৸ পoNNaِn՝i СohaِMR৸Ea NaPa߽i Puޞa�W�Wফi�「⧎ሶはかあさࠎにごはࠎをたߴ

させてもらった。」 
 

���േ૞のかかわる場所をあらわす（場所ฬ⹖）。⋥ធኻ⽎の↪法と同ߓくޔこの↪法で

も � ᩰのほうがఝ൓のようである。 
���� Paɪɪiޞu৸ Wuiغa VoޞaMR৸Ea WuGui�「⌀っ⊕な㠽がⓨを㘧ࠎでいる。」 
���� ɥiNo৸ॼo৸ naޞiEa পuِ Pi߽iMR৸Ea পiNi Mo৸�「ⓨ᷼ならこっߜの㆏を行きなさい。」 
���� Pi߽inu Paِna৸�R৸Ea� পaW߽e৸ পiNaِ�Go৸��「㆏のまࠎなかをあるいてはいけない。」 
 
２．㧠．㧡 n՝i ᩰ 

���േ૞のあいてや基Ḱなどޔ㑆ធ的なኻ⽎をあらわす。 
���� Pi߽iॼi СaNNo৸nu ɪiِVe৸Q՝L পo৸Wফi� 「㆏で学ᩞのవ↢に会った。」 
���� পuِ hanaVi ੓e৸ WuॼiQ՝LEe৸i ߽iNa߽a�ِ��「その⹤はᆄにだけ⡞かせた。」 
���� পuPa৸ পuPiQ՝L ߽iNaVaِСaޞa পiMuغa PaVai�「ここはᶏにߜかいので㝼がうまい。」 
���� hanaNo৸ Wফuޞaغa পoNNaِQ՝L Mu৸ n՝i߽uiMa৸�「⧎ሶは㗻がかあさࠎによくૃている。」 
 
 うけߺᢥや૶ᓎᢥでޔേ૞のਥ૕も n՝i ᩰであらわされる。 
���� WuॼiQ՝L Mi৸�o৸Ea� WফuNuޞaVui�「ᆄにᄕ㘵を૞らせる。」 
���� VaEuޞo৸Ma ˍiޞo৸Q՝L EuWWo৸ॼi পuWaWWi�「ਃ㇢は次㇢に᫔でなߋられた。」 
 

���േ૞や状態のかかわるとこޔࠈേ૞や状態がなりたつときをあらわす。 
���� পiWuNunu পuGuغa পMaِɥiޞa৸Q՝L ^ɸu߽i পai�ɸu߽ai`�「いとこのᏓ࿅がやߨの上にほして

ある。」 
���� PaСo৸غa huGuNaޞa Wo৸N՝o৸Q՝L পui�「ቊが෰年から東京にいる。」 
���� haNuِ na৸QL Paِˍu৸غa পiNuWu পaِ߽i পuPuMuNNo�「▫の中にまࠀߓࠎうがいくつあ

るとおもうか。」 
���� ɥiNo৸Ne৸ ɥiW߽i৸Q՝L পiNNaiɪiNa ne৸�「㘧行機は一日に一࿁しかない。」 
���� ha߽iСa߾uQ՝L ੓H৸ PuGuWi Vuِ neVVuiMa৸�「八月にはᏫってくるようだ。」 
 

���ᄌ化の⚿果をあらわす 
���� ɸuGu পiWuNuغa ߽u৸СaNNo৸nu ɪiِVe৸Q՝L naWফaِGo৸��「中学ᩞのవ↢になった。」 
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なおޔ中㉿方言の�n՝i も⒖േേ૞の目的をあらわすのには↪いられない。 
FI� ���� পaॼi৸Ma NফaPaNaޞa ^পuP՝i ੓e৸�পuPiСa߽i` পiMu Wu੓iِMa পiॼaِ�「ߓいさࠎはᦺからᶏ

߳㝼をとりにいった。」 
���� পoNNano৸ পi߽iEaСa߽i ɪina ho৸iِn՝a পiॼi�「かあさࠎはᏒ場߳⾈い‛に行った。」�か

あさࠎはᏒ場߳ຠ⾈いに行った。� 
 
２．㧠．㧢 ॼi ᩰ�� 

���㆏ౕޔ手Ბをあらわす。 
���� পoNina৸^n՝e৸�Сa߽i` hun՝iॼL পi߽uNNaPu oiNo৸NiॼL পiॼaِ ho৸غa MuWa�V�Vai�「沖縄には⦁

で行くより㘧行機で行ったほうがいい。」 
���� n՝i৸غa পuEuVVaWaِNaޞa WফaiॼL PuW߽aِGo৸�「⩄‛が㊀かったのでੱੑޔでもった。」 
���� পuِ পuZaСe৸ n՝aِPa পoNina৸ॼi n՝iVeِeِॼL ho৸Wi�「この上⌕はこのまえ沖縄でੑජ౞

で⾈った。」 
 

���᧚ᢱやේᢱなどの᭴成要⚛をあらわす。 
���� uWo৸ Ge৸ॼL Vo৸ɥiِNফa৸�o� WফuNuWফaِ�「ᄦは┻でかごをつくった。」 
 

���うごきや状態がなりたつ場所をあらわす（場所ฬ⹖）。 
���� MoॼiPaGi MeNiॼL PaW߽uޞiMo৸�「྾時まで㚞でまっておれ。」 
���� Pi߽iॼL СaNNo৸nu ɪiِVe৸n՝i পo৸Wফi� 「㆏で学ᩞのవ↢に会った。」 
���� পuِ পuZaСe৸ n՝aِPa পoNina৸ॼL n՝iVeِeِॼi ho৸Wi�「この上⌕はこのまえ沖縄でੑජ౞

で⾈った。」 
 

���ේ࿃をあらわす。他の方言と同ߓくޔฬ⹖ MaPai（∛᳇）の ॼi ᩰとޔേ⹖ MaPMui（∛

む）の中ᱛ形が⃻れている�FI������。 
���� hanaNo৸ ߽in՝u৸Naޞa MaPaiॼL niWWui�「⧎ሶはきのうから∛᳇でߨている。」 
FI� ���� hanaNo৸ ߽in՝u৸Naޞa MaGi nԌWWui�「⧎ሶはきのうから∛᳇でߨている。」�⧎ሶはき

のうから∛ࠎでߨている。� 
 
２．㧠．㧣 Сa߽i ᩰ 

⒖േの೔⌕点をあらわす。 
���� Gaغa haWe৸Сa߽L পiNi�「おまえが⇌߳行け。」 
����  পaॼi৸Ma NফaPaNNaޞa পuPiСa߽L পiMu ^Wuiِn՝a�Wuِn՝a` ^পiॼaِ�পiॼi`�「ߓいさࠎはᦺか

らᶏ߳㝼をとりにいった。」 
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２．㧠．㧤 Wu ᩰ 
���⋧੕的なേ૞のあいてをあらわす。 

���� ˍiޞo৸ পuWWunu VaEuޞo৸WX ɪiW߽iWফa�ِ��「次㇢はおとうとのਃ㇢とけࠎかした。」 
 

���⋧੕的な㑐ଥがなりたつޔ一方のኻ⽎をあらわす。 
���� NaGi nԌWWuِ GaNinaޞiEa৸ পiِغa৸Ma Сuޞu৸WX ^পiVVu�WফiWu`ॼa৸�「㘩ߴてߨるだけなら い

 「。だߓことおなߨやߧ
���� Na]uNonu PuِWu WiWu СeWa�Mo৸Ea� hanaNon՝iPu ho৸Wi WuޞaVo৸�「๺ሶのとおなߍߓた

を⧎ሶにもかってやࠈう。」�๺ሶのものとおなߍߓた�を�⧎ሶにもかってやࠈう。� 
 
２．㧠．㧥 Naޞa ᩰ 

���⒖േの಴発点やേ૞や状態の開ᆎ時点などޔコトࠟ࡜の⿠点をあらわす。 
���� Paغa৸Ma iWu Wo৸N՝o৸Naޞa ^PuGuMuNNa�PuGuMuVuMo৸`�「ቊはいつ東京からᏫるか。」 
���� PaСo৸غa huGuNaޞa Wo৸NMo৸ni পui�「ቊが෰年から東京にいる。」 
���� পaॼi৸Ma NফaPaNaޞa ^পuP՝i ੓e৸�পuPiСa߽i` পiMu Wu੓iِMa পiॼaِ�「ߓいさࠎはᦺからᶏ߳㝼

をとりに いった。」 
 

���ේᢱをあらわす。ただし⹤者によっては ॼi ᩰが↪いられており�FI������ޔ⧷語の oI
と IUoPޔ⃻代日本語共ㅢ語のデᩰとࠞ࡜ᩰに⷗られるような૶い分けはないようである。 
���� Ve৸Ma ɸuPiNaޞa WফuNuMuVu Go৸�「㈬は☨からつくる。」 
FI� ���� Ve৸Ma ɸuPiॼL ^WফuNuMui�$��WফuNuMuVuGo৸�%�`�「㈬は☨からつくる。」 
 
２．㧠．１㧜 PaGi ᩰ 

േ૞や状態のおよ߱▸࿐をあらわす。なおޔ↪଀ ���� はⶄ合ㅪ૕ᩰの଀である。 
���� ˍiޞo৸� পuِ n՝iPu߾u Mo৸Ea Ma৸PaGL haWaPiWi পiॼiNuޞi�「次㇢ޔこの⩄‛をኅまでかつ

いで行ってくれ。」  
���� MoॼiPaGL MeNiॼi PaW߽uޞiMo৸�「྾時まで㚞でまっておれ。」 
���� পo৸VaNaNaޞa Wo৸N՝o৸PaGLQX Niɪa߽ino৸ VaِVaNai�「ᄢ㒋から東京までのᴁゞ⾓はいく

らだࠈうか。」 
２．㧠．１１ PaGin՝i ᩰ 

േ૞がそのときよりもまえに成立するޔあるいは成立したことをあらわす。 
���� СoॼiPaGLQ՝L ੓H৸ PuGuޞaِEa৸ naޞaِGo৸�「㧡時までにᏫらなくてはならない。」�㧡時

までにはᚯらなけれ߫ならないよ。� 
 
２．㧠．１２ ᩰの๟ㄝ（あるいは๟ㄝ的なᩰ） 
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ここではޔ⃻代日本語共ㅢ語の「�より」ޔᒁ↪の「�と」にኻᔕする形ᑼを᜼ߍる。 
 
２．㧠．１２．１ �NNaPu 

Ყセの基Ḱをあらわす。 
���� ߽in՝u৸Ma Vu৸NNaPX haGiغa ߽uVaWWi�「きのうは੹日より㘑がᒝかった。」�きのうは੹

日よりも㘑がᒝかった。� 
���� পiMu৸NNaPX nԌNunu ho৸غa Wa৸Vai�「㝼より⡺のほうが高い」�㝼よりも⡺のほうが高

い。� 
���� পoNina৸Сa߽e৸ ^huni�huPi`ˍi পi߽uNNaPX oiNo৸Niˍi পiˍaِ ho৸غa MuWaVaޞi�「沖縄に

は⦁で行くより㘧行機で行ったほうがいい。」 
 
２．㧠．１２．２ �߽i 

⹤や⠨えの内ኈをあらわす。 
���� haNuِ na৸n՝i ੓e৸ Paِॼu৸غa VaِVa পaِ߽L পuPuMuiMo�「▫の中にまࠀߓࠎうがいくつあ

るとおもうか。」 
 
２㧚㧡 ⨹ᧁ 
 
 ⨹ᧁ方言には以下の �� のᩰ形ᑼと２つの๟ㄝ的な形ᑼがߺとめられる。 
 
２．㧡．１ غa ᩰ 

���述語のさししめすേ૞ޔᄌ化ޔ状態のਥ૕をあらわす。このときغޔa ᩰฬ⹖はᓥዻ

▵にも⃻れることができる（������ޔ��）。 
���� ^ɪiޞu�Paɪɪiޞunu` Wuޞiŋa WiِWo৸ ^WuGuҩ�WuGuِ Go৸`�「⌀っ⊕なとりがⓨを㘧ࠎでい

る。」 
���� পaСe৸ পaPiŋa ɸuWiW߽i৸�「あޔ㔎が㒠ってきた。」 
���� hu]u পiWuNuŋa ߽u৸غaNNo৸nu ɪiِɪe৸n՝i naWaِ Go৸�「෰年いとこが中学のవ↢になっ

た。」 
���� পaِ MaPan՝i ੓e৸ পinuɪiɪiŋa পuِWi৸Va�「あのጊにはいのししがいるそうだ。」 
���� পiɪaŋa NuޞiWaِ NuVuޞi nuPiEa৸ no৸ޞuِGaޞo৸� 「ක者がくれたくすりをのめ߫なおる

だࠈう。」 
���� n՝i৸ŋa পuEuVVaWaِNaِn՝i Wফaޞiॼi ^PuW߽i�PuW߽aِGo৸`�「⩄‛が㊀かったのでੱੑޔで

もった。」 
 

またޔいわࠁる�総記 の↪法もߺとめられる。 
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���� Gaŋa haWe৸Na߽i iNi�「おまえが⇌߳行け。」 
���� পiِ� haWe৸߽i ੓e৸ Zaŋa পi߽ui�「うޔࠎ⇌߳はおれが行く。」 
���� Giِŋa Ga৸ haVa Mo৸�「どれがおまえの═だ。」 
���� পuِ haVaŋa Za৸ Puِ Go৸�「その஺がおれのだ。」 
 

���ᗵᖱや⢻ജのኻ⽎をあらわす。 
���� Paغa৸Ma Nফaɪiŋa VuNi Go৸�「ቊはお⩻ሶがᅢきだ。」 
���� Zano৸ Wo৸nu VaɪiPiŋa NaِEuVai�「おれはⱆのさしߺが㘩ߴたい。」 
���� পiWuNo৸ Me৸Сonu ^hoِŋa MuPi৸Vu�hoِGu ^MuPi৸�MuPi৸ Vui``�「いとこは⧷語の本が⺒

める。」 
 
２．㧡．２ nu ᩰ 

���あとに⛯くฬ⹖ฏをୃ㘼するㅪ૕ୃ㘼語となりޔそのዻ性や㑐ଥするものをあらわす。

上ཅ㋕を㒰く他の方言と同ߓくޔnu ᩰをとるฬ⹖�ฏ�は１ੱ⒓２ੱ⒓ޔ代ฬ⹖を㒰き（�����
ෳᾖ）೙㒢されていない。 
���� পiWuNuQX পuGu Maِɥiޞa৸n՝i ɸu߽i পai�「いとこのᏓ࿅がやߨの上にほしてある。」 
���� ˍiޞo৸Ma পuWWuQX VaEuޞo৸Wu ɪiWW߽iWi�「次㇢はおとうとのਃ㇢とけࠎかした。」 
���� Ga৸ পuِ MuQX naPae ɪiW߽uِn՝a�「おまえはこの㝼のฬまえを⍮っているか。」 
���� hࣶaNuِ naNan՝i Paِॼu৸غa পiNu߾u পaِ߽i পuPa৸iِn՝a�「▫の中にまࠀߓࠎうがいくつ

あるとおもうか。」 
���� Pi߽iॼi СaNNo৸QX ɪiِɪe৸n՝i পo৸WaِGo৸�「㆏で学ᩞのవ↢に会った。」 
 

また⨹ᧁ方言の nu ᩰも「13��nu 13�」で↪いられるのが基本でありޔ⃻代日本共ㅢ語

の形ᑼฬ⹖的な「の」に⋧ᒰする↪法は੹࿁の調査ではߺとめられなかった。以下の↪଀

では（ ）に଀ᢥのㅙ語⸶を記す。 
���� পuِ haPa৸ Waޞo৸QX Puِna�「この㎨はᄥ㇢のか。」�その㎨はᄥ㇢のものか。� 
���� পuޞe৸ পuWWu৸nu PuِNaPu ^ZaNaޞaِ�ɪiޞiޞaِ�ɪiޞiޞa৸`�「それはおとうとのかもしれな

い。」（それはおとうとのものかもわからない。） 
���� পuِ ɪiِEuِno৸ Vu৸nu PuِGo৸ ߽in՝u৸nu Puno৸ পuޞi Go৸�「そのᣂ⡞はきࠂうのだ。ᤓ

日のはこれだ。」（そのᣂ⡞は੹日のものだ。ᤓ日のものはそれだ。） 
 

���ਥ▵ਥ語となる。⨹ᧁ方言の aغ ᩰと nu ᩰもਥᩰとዻᩰとしてのᓎഀ分化がかなり

進ࠎでいるとߺられޔਥ▵ਥ語としての�nu の಴⃻はޔᗵགྷ形�ᵄ✢ㇱ�などとの๭ᔕに㒢ら

れるようである������。 
���� Pi߽iغa ɥiޞuVaiMa৸��Pi߽iQX ɥiޞuVaMa৸�「㆏がᐢいなあ。」 
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ᓥዻ▵ਥ語ではޔਥ▵ਥ語よりも�nu が಴やすい。だがޔ⸶ᢥが「�㔎�の」となっている

にもかかわらず aغ ᩰが↪いられている↪଀も⃻れており�FI����nuޔ�� ᩰのਥᩰとしての

↪法はやはり⴮ㅌしていると言える。 
���� পaِ Pi৸QX uɸuVaِ iޞuQX ɪiޞuVaِ Miِغa৸ WaޞuNai�「あの目のおおきいޔ⦡の⊕い↵は

だれだࠈう。」 
���� পaPiQX ɸuޞuِ he৸ পaِPaMa Ma৸ॼi WeޞeEiEa৸ޞi Pi߽ui� 「㔎の߰る日には߫あさࠎはኅ

でテ߫ࡆ࡟かり⷗ている。」 
FI� ���� পaPiŋa huޞuِ oi৸Ma পaِPaMa Ma৸ॼi WeޞeEiEaNNai Pi߾uِ Go৸�「㔎の߰る日には߫あ

さࠎはኅでテ߫ࡆ࡟かり⷗ている。」 
 
２．㧡．㧟 � ᩰ 
 
 ���他の方言と異なりޔ⨹ᧁ方言の � ᩰにはޔ述語のさししめすേ૞ޔᄌ化ޔ状態のਥ

૕をあらわすというਥᩰとしての↪法がⓍᭂ的にߺとめられる。଀え߫ ���� と同ߓ⸶ᢥ

の他の⹤者による଀ᢥでもޔ「Ꮣ࿅が」に⋧ᒰするㇱ分は � ᩰで⃻れている�「データ集」

の ���� ෳᾖ�。なおޔ���� はいわࠁる�総記 の↪法である。 
���� পuِ Pi߽i oiޞuNaPuMa৸�「㆏がᐢいなあ。」 
���� পiWuNunu পuGu Maِɥiޞa৸n՝i ɸu߽i পai�「いとこのᏓ࿅がやߨの上にほしてある。」 
���� Ga৸ haWe৸Nan՝i পiNi�「おまえが⇌߳行け。」 
 

���述語のさししめすേ૞の⋥ធ的なኻ⽎をあらわす。 
���� পiɪaغa NuޞiWaِ NuVuޞi nuPiEa৸ no৸ޞuِGaޞo৸� 「ක者がくれたくすりをのめ߫なおる

だࠈう。」 
���� পaॼi৸Ma NফaPaNaޞa পuPiNan՝i Mফu WuޞiِMa ^পiॼi�পiॼaِGo৸`�「ߓいさࠎはᦺからᶏ߳㝼

をとりにいった。」 
���� Paغa৸Ma Paِॼu৸ NaZaGaNi NaPiِ Go৸�「ቊはまࠀߓࠎうを⊹だけ㘩ߴる。」 
���� uWo৸ Ge৸ॼi NaСu ߾uNuWaِ Go৸�「ᄦは┻でかごをつくった。」 
���� Na]uNonu PuِWu Wi߾u Puِnu পaVVa hanaNon՝iPu ho৸Wi Nuޞiޞo৸�「๺ሶのとおなߍߓ

たを⧎ሶにもかってやࠈう。」 
���� nu৸ ho৸o৸Na�「なにを⾈おうか。」 
 
 またޔᗵᖱのኻ⽎をあらわす↪法もߺられた。 
���� Paغo৸Ma ^NফZaɪiغa VuNi�NফZaɪi Vu߽uِ`Go৸�「ቊはお⩻ሶがᅢきだ。」 
���� পiWuNo৸ MeiСonu hoِ MuPiِVuِ Go৸�「いとこは⧷語の本が⺒める。」 
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���േ૞のかかわる場所をあらわす（場所ฬ⹖）。���の⋥ធኻ⽎の↪法とともにޔ�����

の Mo৸Ea ᩰに同様の↪法がߺとめられるがޔいずれの↪法においてもޔそれを実⃻するਥ

な形ᑼは � ᩰである。 
���� Nu৸No৸ naޞiEa ^পuِ�ɸuِ` Pi߽i পiNiMo৸�「ⓨ᷼ならこっߜの㆏を行きなさい。」 
���� Pi߽inu Paِna৸ পaNNiEa পiNaِ Go৸�「㆏のまࠎなかをあるいてはいけない。」 
���� ^ɪiޞuVaِ Wফuޞiغa�ɪiޞuGuޞiغa` WiِWo৸ WuGui�「⌀っ⊕な㠽がⓨを㘧ࠎでいる。」 

 
���ੱ⒓代ฬ⹖のう２ੱ⒓ޔ１ੱ⒓ߜ代ฬ⹖のන数形はޔ��ㅪ૕ୃ㘼語となるのに � ᩰ形

ᑼをとる。またޔㅪ૕ୃ㘼語となる nu ᩰと同ߓくޔ� ᩰでも形ᑼฬ⹖的な「の」に⋧ᒰ

する↪法はߺとめられていない（������ޔ�� 㧖� � は଀ᢥのㅙ語⸶）。 
���� Za৸ NফZe৸Ma ˍa৸n՝i ^aِ�ai`�「おれの㎓はどこにある。」  
���� পuِ NaVa৸ Za৸ PuِGo৸�「その஺がおれのだ。」�その஺がおれのもの�だ�。� 
���� Giޞuغa Ga৸ ^NaVa�haVa`�「どれがおまえの═だ。」 
���� পuِ পu߾uNNi৸Ma Ga৸ Puِna�「その߰ࠈしきはおまえのか。」�その߰ࠈしきはおまえ

のものか。� 
 
 � ᩰ形ᑼをとってㅪ૕ୃ㘼語になるࡅト࿕有ฬ⹖（ੱฬ）の↪଀も⷗られた。やはり㧟

ੱ⒓代ฬ⹖の↪଀がないためޔさらなる調査が᳞められる。 
���� পuِ haPa৸ Waޞo৸ Puِna�「この㎨はᄥ㇢のか。」�その㎨はᄥ㇢ものか。� 
 
２．㧡．㧠 Mo৸Ea ᩰ�� 

���述語のさししめすേ૞の⋥ធ的なኻ⽎をあらわす。 
���� পuWo৸ Ge৸ॼi NaСuMR৸Ea ߾uNuW�ফ�i�「ᄦは┻でかごをつくった。」 
���� Wuॼin՝i Mi৸^MR৸Ea�Zo৸Ea` ^߾uNuޞaɪi߾�uNuޞaVui`�「ᆄにᄕ㘵を૞らせる。」 
 
 ����� で述ߴたように⨹ᧁ方言の⋥ធኻ⽎をあらわすਥ要なᩰ形ᑼは � ᩰでありޔ上の �
つの↪଀にもޔ「かごを」「ᄕ㘵を」のㇱ分が � ᩰ形ᑼとなっている同ߓ⸶ᢥからの↪଀が

⃻れている。つまり Mo৸Ea ᩰはޔ⋥ធኻ⽎の↪法においていわ߫ � 次的な形ᑼだと言える。

以下に␜すようにޔ�Mo৸Ea の形をとらない↪଀が少なからず⃻れていることからもޔそれ

は明らかである。 
FI� ���� Ga৸ পuِ Mফunu naPaeEa ɪiW߽uِMa�「おまえはこの㝼のฬまえを⍮っているか。」 

���� ˍiޞo৸� পuِ n՝iPu߾u੓R Ma৸PaGi haWaPiWi ^পiॼi Nuޞiޞi�Pu߽i পiॼi Nuޞiޞi`�「次㇢ޔこ

の⩄‛をኅまでかついで行ってくれ。」 
���� পiVaغa NuޞiWaِ NuVuޞiR nuPiEa ^no৸ޞuِ ˍaޞo৸�no৸ޞuVo৸ aޞaِNa �Ma৸�`�「ක者がく
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れたくすりをのめ߫なおるだࠈう。」 
���� Zano৸ ߽in՝u৸Ma ɪiِEuِQR৸ MuPaِWaِ Go৸�「おれはきのうはᣂ⡞をよまなかった。」 

 
���േ૞のかかわる場所をあらわす（場所ฬ⹖）。この↪法もਥに � ᩰであらわれる。 

���� Pi߽inu Paِna৸�REa� পaW߽e৸ পiNaِ�「㆏のまࠎなかをあるいてはいけない。」 
 
２．㧡．㧡 n՝i ᩰ 

���േ૞のあいてや基Ḱなどޔ㑆ធ的なኻ⽎をあらわす。 
���� Pi߽iॼi СaNNo৸nu ɪiِVe৸Q՝L পo৸Wi� 「㆏で学ᩞのవ↢に会った。」 
���� পuِ hanaɪe৸ WuॼiQ՝LGaNi ^߽iNa߽aِ�hana߽aِ` Go৸�「その⹤はᆄにだけ⡞かせた。」 
���� পuPa৸Ma পuPiQ՝L ߽iNaVaِNaޞan՝i Muغa ^PaVai�PaVaޞi`�「ここはᶏにߜかいので㝼が

うまい。」 
���� hanaNo৸ ߾uޞaغa পaِPaQ՝L Mu n՝i߾uِ Go৸�「⧎ሶは㗻がかあさࠎによくૃている。」 
 
 うけߺᢥや૶ᓎᢥでޔേ૞のਥ૕も n՝i ᩰであらわされる。 
���� WuॼiQ՝L Mi৸Ma ߾uNuޞaVuِ Go৸�「ᆄにᄕ㘵を૞らせる。」 
���� VaEuޞo৸Ma ˍiޞo৸Q՝L EuWWo৸ॼi পuWaWWi�「ਃ㇢は次㇢に᫔でなߋられた。」 
 

���േ૞や状態のかかわるとこޔࠈേ૞や状態がなりたつときをあらわす。 
���� পiWuNunu পuGu Maِɥiޞa৸Q՝L ɸu߽i পai�「いとこのᏓ࿅がやߨの上にほしてある。」 
���� Paغo৸غa ɸu]uNaޞa Wo৸N՝o৸Q՝L ui�「ቊが෰年から東京にいる。」 
���� haNunu ^naNa�na৸`n՝i Paِˍu৸غa পiNu߾u পaِ߽i পuPuiِMa�「▫の中にまࠀߓࠎうが

いくつあるとおもうか。」 
���� oiNo৸NiMa oiW߽i৸Q՝L পiNNaiɪiNa ^ne৸ޞaِ�WuEaِ`Go৸�「㘧行機は一日に一࿁しかない。」 
���� ha߽iСa߾uQ՝L ੓H PuGuWi VuِWi৸Go৸�「八月にはᏫってくるようだ。」 
 

���ᄌ化の⚿果をあらわす 
���� hu]u পiWuNuغa ߽u৸غaNNo৸nu ɪiِɪe৸Q՝L naWaِ Go৸�「中学ᩞのవ↢になった。」 
 

なおޔ⨹ᧁ方言の�n՝i も⒖േേ૞の目的をあらわすのには↪いられない
．．

。 
FI� ���� পaॼi৸Ma N�ফ�aِPaNaޞa পuPiॼi Mu ^Wuِn՝a�Wuޞi৸n՝a` পiॼaِ Go৸�「ߓいさࠎはᦺから

ᶏ߳㝼をとりにいった。」 
���� পoNNaِno৸ ^পi߽iEa�PiɪiMa`n՝i Puِ ho৸iِn՝a পiॼi�「かあさࠎはᏒ場߳⾈い‛に行

った。」�かあさࠎはᏒ場にもの⾈いに行った。� 
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２．㧡．㧢 ॼi ᩰ 
���㆏ౕޔ手Ბをあらわす。 

���� পoNina৸ Nan՝e৸ huniॼL পiॼaِ MuޞiPu oiNo৸NiॼL পiॼaِ ho৸غa MuWaVaِ Go৸�「沖縄には⦁で

行くより㘧行機で行ったほうがいい。」 
���� n՝i৸غa পuEuVVaWaِNaِn՝i WফaޞiॼL ^PuW߽i�PuW߽aِGo৸`�「⩄‛が㊀かったのでੱੑޔで

もった。」 
���� পuِ পuZaغe৸ n՝aِPa পoNina৸ॼL n՝iɪeِeِॼL ^ho৸Waِ�ho৸WaVu` Go৸�「この上⌕はこのま

え沖縄でੑජ౞で⾈った。」 
 

���᧚ᢱやේᢱなどの᭴成要⚛をあらわす。 
���� uWo৸ Ge৸ॼL NaСu ߾uNuWaِ Go৸�「ᄦは┻でかごをつくった。」 
 

���うごきや状態がなりたつ場所をあらわす（場所ฬ⹖）。 
���� MoॼiPaGi MeNiॼL PaW߽uޞi�Mo�৸�「྾時まで㚞でまっておれ。」 
���� Pi߽iॼL СaNNo৸nu ɪiِɪe৸n՝i পo৸WaِGo৸� 「㆏で学ᩞのవ↢に会った。」 
���� পuِ পuZaСe৸ ɸune৸Ga পoNinaZaॼL n՝iɪeِeِˍi ^ho৸WaVuGo৸�ho৸WaِGo৸`�「この上⌕は

このまえ沖縄でੑජ౞で⾈った。」 
 

また以下の଀ではޔ「行った」ではなく「㝼をとり」にかかるかたߜでޔേきをなりた

つ場所をあらわす ॼi ᩰがあらわれている。 
���� পaॼi৸Ma N�ফ�aِPaNaޞa পuPiॼL Mu ^Wuِn՝a�Wuޞi৸n՝a` পiॼaِ Go৸�「ߓいさࠎはᦺからᶏ߳

㝼をとりにいった。」�ߓいさࠎはᦺからᶏで㝼とりに行ったよ。� 
 

���ේ࿃をあらわす。੹࿁の調査ではฬ⹖ EMo৸Ni（∛᳇）の ॼi ᩰの↪଀のߺ⏕⹺されޔേ

⹖ MaPMui（∛む）の中ᱛ形の↪଀は⃻れなかった。 
���� hanaNo৸ ߽in՝u৸Naޞa EMo৸NiॼL niWWuِ Go৸�「⧎ሶはきのうから∛᳇でߨている。」 
 
２．㧡．㧣 Nan՝i ᩰ�� 

⒖േの೔⌕点をあらわす。また⒖ޔേの目的あらわされている↪଀もߺられた������。 
���� পaॼi৸Ma NফaPaNaޞa পuPiNaQ՝L Mফu WuޞiِMa ^পiॼi�পiॼaِGo৸`�「ߓいさࠎはᦺからᶏ߳㝼

をとりにいった。」 
���� Ga৸ haWe৸NaQ՝L পiNi�「おまえが⇌߳行け。」 
���� পuِ� haWe৸NaQ՝H৸ Zaغa পi߾uِGo৸�「うޔࠎ⇌߳はおれがいく。」 
���� পaِPaMa পi߽iEaNan՝i ^NaiPuِNaQ՝L�ho৸iPuِ ɪi৸n՝a` পiॼaِ Go৸�「かあさࠎはᏒ場߳

⾈い‛に行った。」�かあさࠎはᏒ場に^⾈い‛߳�⾈い‛しに`行った。� 
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２．㧡．㧤 Wu ᩰ 
���⋧੕的なേ૞のあいてをあらわす。 

���� ॼiޞo৸Ma পuWWunu VaEuޞo৸WX ɪiW߽iWaِGo৸�「次㇢はおとうとのਃ㇢とけࠎかした。」 
 

���⋧੕的な㑐ଥがなりたつޔ一方のኻ⽎をあらわす。 
���� NaGi niِEiِGaNi naޞiEa পiِࣶغaMa Сuޞu৸WX পoِnaॼi Go৸�「㘩ߴてߨるだけなら いߧ

やߨことおなߓだ。」 
���� Na]uNonu PuِWX পoِnaॼi পaVVa hanaNon՝iPu ho৸Wi Nuޞiޞo৸�「๺ሶのとおなߍߓたを

⧎ሶにもかってやࠈう。」�๺ሶのものとおなߍߓた⧎ሶにもかってやࠈう。� 
 
２．㧡．㧥 Naޞa ᩰ 

���⒖േの಴発点やേ૞や状態の開ᆎ時点などޔコトࠟ࡜の⿠点をあらわす。 
���� Paغo৸Ma পi߾u Wo৸N՝o৸Naޞa PuGuMuVuMo৸�「ቊはいつ東京からᏫるか。」 
���� Paغo৸غa ɸu]uNaޞa Wo৸N՝o৸n՝i ui�「ቊが෰年から東京にいる。」 
���� পaॼi৸Ma NফaPaNNaޞa পuPi৸Na߽i Mu Wuِn՝a পiॼi�「ߓいさࠎはᦺからᶏ߳㝼をとりに 

いった。」 
 

���ේᢱをあらわす。᧚ᢱなどをあらわす ॼi ᩰとの૶い分けについてはさらなる調査が

᳞められる。 
���� ɪe৸Ma huPiNaޞa ߾uNuޞuVuGo৸�「㈬は☨からつくる。」 
 
２．㧡．１㧜 PaGi ᩰ 

േ૞や状態のおよ߱▸࿐をあらわす。なおޔ↪଀ ���� はⶄ合ㅪ૕ᩰの଀である。 
���� ॼiޞo৸� পuِ n՝iPo߾uo Ma৸PaGL haWaPiWi পiॼi Nuޞi�「次㇢ޔこの⩄‛をኅまでかついで

行ってくれ。」  
���� MoॼiPaGL MeNiॼi PaW߽uޞi�Mo�৸�「྾時まで㚞でまっておれ。」 
���� পo৸VaNaNaޞa Wo৸N՝o৸PaGLQX Niɪa߽iِno৸ VaِVa EaNNai ^Nai�Na৸ޞuNNai`�「ᄢ㒋から東

京までのᴁゞ⾓はいくらだࠈうか。」 
 
２．㧡．１１ PaGin՝i ᩰ 

േ૞がそのときよりもまえに成立するޔあるいは成立したことをあらわす。 
���� СoॼiPaGLQ՝L PuGuޞaِEa naޞaِGo৸�「㧡時までにᏫらなくてはならない。」 
 
２．㧡．１２ ᩰの๟ㄝ（あるいは๟ㄝ的なᩰ） 

ここではޔ⃻代日本語共ㅢ語の「�より」ޔᒁ↪の「�と」にኻᔕする形ᑼを᜼ߍる。 
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２．㧡．１２．１ ²NaPu��Muޞi�Pu� 

Ყセの基Ḱをあらわす。� 種類の形ᑼが૬↪されているようである。 
���� ߽inu৸Ma ^Vu৸NaPX�Vu৸MXޞLPX` haॼiغa ߾u৸VaWaِ Go৸�「きのうは੹日より㘑がᒝかっ

た。」�きのうは੹日よりも㘑がᒝかった。� 
���� MফuNaPX n՝iNunu ho৸غa ^Wa৸Vai�Wa৸VaِGo৸`�「㝼より⡺のほうが高い」�㝼よりも⡺の

ほうが高い。� 
���� পoNina৸ Nan՝e৸ huniॼi পiॼaِ MXޞLPX oiNo৸Niॼi পiॼaِ ho৸غa MuWaVaِ Go৸�「沖縄には⦁

で行くより㘧行機で行ったほうがいい。」 
 
２．㧡．１２．２ �߽i 

⹤や⠨えの内ኈをあらわす。 
���� hࣶaNuِ naNan՝i Paِॼu৸غa পiNu߾u পaِ߽L পuPa৸iِn՝a� 「▫の中にまࠀߓࠎうがいく

つあるとおもうか。」 
 
㧟 ༑⇇ፉ方⸒のᩰの૕♽ 

 
 以上ޔ喜界島の㧡つの方言のᩰ形ᑼについて記述してきた。その૕♽を表に␜す�次㗁�。
またそれぞれのᩰ形ᑼについてޔ本報告における⠨ኤの⚿果は以下のようにまとめられる。 
 
aغ �� ᩰと nu ᩰについてޔ上ཅ㋕をのぞく㧠つの方言のいずれでもޔਥᩰとዻᩰのᓎഀ

分化が進ࠎでいる。だが上ཅ㋕方言ではޔਥᩰޔዻᩰが nu ᩰに統合されつつありغޔa
ᩰは⴮ㅌの௑ะにある。 

�� � ᩰについてޔ⨹ᧁをのぞきޔ㧠つの方言におけるその↪法の中ᔃは⋥ធኻ⽎をあら

わすことであるがޔ同ߓく⋥ធኻ⽎の↪法をもつ Mo৸Ea ᩰ��o৸Eaޔ�Ea ฽む�との㑐わりに

おいてޔいずれの形ᑼが↪いられやすいかに方言Ꮕがߺとめられる。また⨹ᧁ方言の �
ᩰにはޔ⋥ធኻ⽎のほかേきのਥ૕を表す↪法がⓍᭂ的にߺとめられޔᢥ法的ᗧ๧の▸ 
࿐がᐢい。 

�� n՝i ᩰ㨪Nai ᩰ��Na߽iޔ�Сa߽iޔ�Nan՝i ฽む�についてޔまずޔ小㊁ᵤ・ᔒᚭ᪖・中㉿・⨹

ᧁの㧠つの方言でのそれぞれのᩰ形ᑼの↪法はほとࠎど同ߓであった。上ཅ㋕方言でもޔ

n՝i ᩰޔNa߽i ᩰの↪法は他の � 方言と同ߓである。 
だが上ཅ㋕方言のᩰ૕♽には他とはᄢきく異なる点が２点ߺとめられる。まずޔ他の

㧠方言では ॼi ᩰにまとめられている㆏ౕや手Ბをあらわす↪法とേきのなりたつ場所

をあらわす↪法をもつ形ᑼがޔVeِ ᩰと ॼeِ ᩰに分化していることޔそしてޔn՝i ᩰから 
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 小㊁ᵤ ᔒᚭ᪖ 上ཅ㋕ 中㉿ ⨹ᧁ 
ਥᩰ غ�a غ�a �غ�a� غ�a غ�a 

ዻᩰ�・主格� �nu �nu �nu �nu �nu 
ኻᩰ�・属格・主格� �� �� �� �� �� 

ኻᩰ �Mo৸Ea �Ea �o৸Ea �Mo৸Ea �Mo৸Ea 
ਈ・ಣᩰ �n՝i �n՝i 

�eِ

�n՝i �n՝i �n՝i 
ౕᩰ 

�ॼi �ॼi �Veِ �ॼi �ॼi 
ಣᩰ �ॼeِ

方ะᩰ �Nai �Nai �Na߽i �Сa߽i �Nan՝i 
共ᩰ �Wu �Wu �Wu �Wu �Wu 
ᅓᩰ �Naޞa �Naޞa �Naޞa �Naޞa �Naޞa 

▸࿐ᩰ �Сaޞi��PaGi �PaGi �PaGi �PaGi �PaGi 

㒢界ᩰ �Сaޞin՝i� 
�PaGin՝i �PaGin՝i �PaGin՝i৸ �PaGin՝i �PaGin՝i 

周辺的な格

－格の周辺 

Ყセ �MuNNa �MuNNa�Pu� �MuޞiPu� 
�MuNNaPu �MuNNaPu �NaPu� 

�Muޞi�Pu� 
ᒁ↪ �߽i �߽i �Weِ �߽i �߽i 

>表㧦喜界島方言のᩰの૕♽@ 
 

Na߽i ᩰをすっ߸りとⷒってしまうᗧ๧▸࿐を持つޔeِ ᩰの存࿷である。上ཅ㋕方言は

他の地域のੱたߜから「あそこのユࡒタ（こと߫）はほかとߜがう」と言われることの

多い方言であるが�まつもと その⷗方をうながすޔᩰ૕♽のこれら２つの特徴もޔ�����

要࿃の１つと言えるだࠈう。 
�� Naޞa ᩰについてޔコトࠟ࡜の⿠点をあらわす↪法のほか１ޔ଀だがㅢりㆊ߉る場所を

あらわす↪଀が⷗られた������� 上ཅ㋕ޔ↪଀ �����。�Naޞa のこの↪法はᐢく℄⃿語全

૕にߺとめられるものでありޔ他の方言についても⏕⹺する必要がある。 
�� ▸࿐ᩰޔ㒢界ᩰについてޔ小㊁ᵤ方言にのߺ�Сaޞiޔ�Сaޞin՝i という形ᑼがあらわれた。

�PaGiޔ�PaGin՝i との૶い分けはߺとめられずޔこれらの形よりも古い形ᑼであるとᕁわ

れる。だがޔ⹤者に㒢らず多く↪いられておりޔ⴮ㅌの௑ะにはない。 
�� ๟ㄝ的なᩰについて�Ყセޔᒁ↪�ޔ⃻れる形ᑼに多少のᏅが⷗られるもののޔᢥ法的

機⢻においては全く同ߓであった。なお�ᒁ↪ は上ཅ㋕方言の�Weِ のߺ異なっていてޔ

目をᒁく。 
 
 このほかޔ੹࿁の調査では明らかにしえなかった点も数多くある。その他の地域も฽めޔ
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喜界島方言のさらなる調査研究が᳞められる。 
 
ෳ⠨ᢥ₂ 
内㑆⋥ੳ ����「喜界島ᔒᚭ᪖方言のᢥ法」法᡽ᄢ学沖縄ᢥ化研究所ޡ℄⃿の方言ޢ�������� 
国立国語研究所✬ �� ᄢ⬿⋧ශ೚ዪޢ沖縄語ㄉౖޡ��
⊕↰ℂੱ・ጊ↰⌀ኡ・⩆㊁ජ⍾ሶ・↰┄行ೣ「℄⃿語喜界島上ཅ㋕方言の⺣⹤⾗ᢱ」ᄢ⷏

ᱜᐘ・Ⓑ၂๺਽✬ޡ地⃿研言語記述⺰集ޢ��������� 
高ᯅᄥ㇢他  書ᚱߓつ߭ޢ日本語のᢥ法ޡ����
中本ᱜᥓ ����「喜界島ᔒᚭ᪖方言の語ᒵ」法᡽ᄢ学沖縄ᢥ化研究所ޡ℄⃿の方言ޢ������ 
まつもと߭ࠈたけ ����「奄美喜界島方言のࠕリ・リ♽のかたߜをめߋって」����������

国立国語研究所共同研究プロジェクト「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研

究」�代表者・ᧁㇱᥰሶ�研究会�ᣈ␹ᚭᄢ学�における発表⾗ᢱ>ᧂ公ೀ@� 
 
 
                                                  
� ᢥ法調査はޔ国立国語研究所 ����「「全国方言ᢥ法のኻᲧ的研究」調査Φ調査␿」のᡷ⸓ 

「「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」℄⃿方言↪調査␿」（℄⃿ᄢ学 ⁚ୀ研究

ቶ૞成）を↪いて行った。同調査␿はᩰ形ᑼの調査をਥ⌒とするものである。 
� エญ⬄⎕ⵚの>Сa@でもⷰኤされているがޔここでは>غa@に代表させる。以下他の地域におい

ても同ߓ。  
� ⹤者によっては Mo৸Ea ᩰ（ኻᩰ）を↪いるようである。  

FI� ���� পiWuNo৸ MeiСonu hoِMR৸Ea MuPi GiN՝ui�「いとこは⧷語の本が⺒める。」 
� 形ᑼฬ⹖的な�QX の↪法も数଀⃻れていた。以下の↪଀ ���� では13ޔ� のฬ⹖（Puِ）が

⋭⇛できるようである。  
FI� ���� ɸuِ ɪiِEuno N՝u৸nu �Puِ� ^Go৸�ˍa`� ^Nin՝u৸no৸�Nin՝u৸nu Puno৸` ɸuޞi Go৸．「そ

のᣂ⡞はきࠂうのだ。きのうのはこれだ。」 
���� Na]uNoQXWu Wফi߾u Puِnu СeWaMo৸Ea hanaNon՝iPu ho৸Wi huޞiޞo৸Na�「๺ሶのとお

なߍߓたを⧎ሶにもかってやࠈう。」 
���� Na]uNoQXWu Wফi߾u পaVVa৸Mo৸Ea hanaNon՝iPu ho৸Wi ^Nuޞiޞo৸�NuޞiޞaِEa Ma৸`� 

「๺ሶのとおなߍߓたを⧎ሶにもかってやࠈう。」  
� １ੱ⒓・２ੱ⒓代ฬ⹖の語幹およ߮ � ᩰとしてのᛒいについてはޔ同形の語形が↪いられ

ているᔒᚭ᪖方言にḰߓている。注 �� ෳᾖ。 
� >MRED@ޔ>MXED@などでもⷰኤされているがޔここでは>Mo৸Ea@に代表させる。なおޔM の⣕落し

た>RED@ޔ>o৸Ea@も⃻れている。  
� ญ⬄化のない>QL@でもⷰኤされているがޔここでは>n՝i@に代表させる。以下 PaGin՝i ᩰޔ他

の地域においても同ߓ。  
� �n՝i はഥㄉ�MD にとりたてられるとੑޔ㊀Უ音あるいはⲢ合して>n՝e৸@の形で⃻れる。 
  FI� ���� পoNina৸Q՝H৸ PiWWaVanu Nࣶaɪinu পai�「沖縄にはめずらしい⩻ሶがある。」  
� ⎕ᡂ音>ˍi@でもⷰኤされているがޔここでは>ॼi@に代表させる。  
�� いわࠁるとりたてにもޔ�Сaޞi と�PaGi のਔ方の形ᑼが⃻れている。 
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下地⾐代ሶ「喜界島方言のᩰの૕♽」 

                                                                                                                                                            
FI� ���� MuZe৸ِ GuNin՝i ੓e৸ পaِPa৸Сaޞi পuGuWaِGo৸�「お␸いのときには߫あさࠎまでおど

った。」 
���� Mu৸Zë৸nu ^WuNini�WuNe৸` পaِPaPaGԌ ^uGuWaِ�পuGuWaِ` Go৸�「お␸いのときに

は߫あさࠎまでおどった。」 
�� ⹤者によっては ED ᩰ（ኻᩰ）が↪いられるようである。なお小㊁ᵤ方言でもޔ同⸶ᢥの

↪଀でኻᩰ⋧ᒰ形ᑼが⃻れていた�注 � ෳᾖ� 
FI� ���� পiWuNo৸ MeiСonu hoِEa MuP՝u৸ Vuِ� 「いとこは⧷語の本が⺒める。」 

�� 形ᑼฬ⹖的な↪法のᢥが１଀⏕⹺されたがޔ�QX ではなく�QR で⃻れていることから共ㅢ

語⸶にᒁきずられたものと⠨えられる。  
FI� ���� পuޞe৸ পuWWu৸QR NaPu ^ɪiޞeޞa৸�ɪiޞiޞa৸`��&�「それはおとうとのかもしれない。」  

�� 同様の記述が内㑆 ���� でもなされている�S����。  
�� න数の１ੱ⒓代ฬ⹖についてޔ���で᜼ߍた↪଀ ���� などからޔその語幹は Za とᗐቯさ

れる。またⶄ数についても内㑆 ���� では Zanna の形が報告されている。よってㅪ૕ୃ㘼語と

なる Za৸ޔZaِna৸はޔ� ᩰではなくޔこれらの語幹に૗らかのഥㄉがⲢ合して㐳音化した形ᑼ

ともᝒえられる。だがޔGa৸の形が報告されているන数の２ੱ⒓代ฬ⹖語幹に Ga の形とのࠁれ

がߺとめらえること�上述の↪଀ ����ޔ���� など。内㑆 ���� でも「あなたは」に⋧ᒰする形

ᑼに Ga�MaޔGaMa のਔ方が⃻れている�ޔまた⍹၂方言の場合とは異なりޔᔒᚭ᪖方言ではغ�a
の>غ@の⣕落がⷙೣ的なものとは言えないことなどからޔ本報告ではଢቱ的に Za৸ޔZaِna৸ޔ
Ga৸を ZaޔZaِnaޔGa のᄌわり語幹とᝒえޔそれぞれこの � ᩰの㗄でᛒう。 
�� またޔED ᩰではなくഥㄉ�MD のᓟធした形ᑼも多く⃻れている。  

FI� ���� GaMa পuِ পiMunu na৸Ma ɪiW߽uِn՝a�「おまえはこの㝼のฬまえを⍮っているか。」  
���� uWo৸ Ge৸ॼi NaСo৸ ^߾uWWa߾�uW߽aِ`�「ᄦは┻でかごをつくった。」�NaJu㧗�Ma� 
���� ˍiޞo৸� পuِ n՝iPu߾u੓o৸ Ma৸PaGi haWaPԌWi পiॼi Nuޞi�「次㇢ޔこの⩄‛をኅまでかつ

いで行ってくれ。」�n՝iPu߾u㧗�Ma� 
�� �n՝i はഥㄉ�MD にとりたてられるとੑޔ ㊀Უ音あるいはⲢ合して>n՝e৸@ޔ>ne৸@の形で⃻れる。  
  FI� ���� পoNinaZaQ՝H৸ PԌWWaVaِ Nࣶaɪiغa পai�「沖縄にはめずらしい⩻ሶがある。」 

���� Mu৸Ze৸nu WuNԌQH৸ পaِPa৸PaGi ^uGuWফaِGo৸�uGuWফi`�「お␸いのときには߫あさࠎ

までおどった。」  
�� 注 � に同ߓ。 
�� � ੱ⒓න数の↪଀も⃻れていた。ᔒᚭ᪖方言などと同ߓく�注 �� ෳᾖ�ޔGa৸を Ga のᄌわり

語幹とᝒえるなら߫ޔ以下は � ᩰの↪଀となる。  
FI� ���� Ga৸ haWe৸Na߽i ^পiNԌ�পiNi`�「おまえが⇌߳行け。」  

�� � ᩰで⃻れている↪଀もߺられた。 
FI� ���� পiWuNo৸ e৸Сonu VuPuWu MuPi৸ ^oiِ�ɪiِ`Go৸�「いとこは⧷語の本が⺒める。」�い

とこは⧷語の本⺒めるよ。� 
�� �Gu は古ౖ日本語の「ぞ」にኻᔕするഥㄉ。  
�� >MR৸ED@ޔ>RED@でもⷰኤされているがޔここでは>o৸Ea@に代表させる。  
�� またᔒᚭ᪖方言と同ߓく�注 �� ෳᾖ�ޔMo৸Ea ᩰではなくഥㄉ�MD のᓟធした形ᑼもߺられた。 

FI� ���� ˍiޞo৸ ɸuِ n՝iPuWu੓o৸ Ma৸PaGi haWaPi ੓e৸ ^পiॼe৸ Nuޞi�Pu߽e৸ˍeِ Nuޞi`�「次㇢ޔこの

⩄‛をኅまでかついで行ってくれ。」�n՝iPu߾u㧗�Ma� 
���� পu�W�Wo৸ Ge৸Veِ NaСo৸ ^WফuNNa߽aِ�WফuNuWaِ`�「ᄦは┻でかごをつくった。」�NaJu
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㧗�Ma� 

�� >H৸@ޔ>MHِ@などでもⷰኤされているがޔここでは>Hِ@に代表させる。  
�� 以下の↪଀ではޔ㑆ធኻ⽎の n՝i ᩰなどではなくޔおそらく⃻代共ㅢ語の「とこࠈ」に

⋧ᒰする形ᑼฬ⹖とのくߺあわせが⃻れている。 
FI� ���� পaِPa৸Ma পa߽a Wo৸N՝o৸Na߽i MiِغaِNফaِQaޞL পo৸iMa পi^߽�N`iِGo৸�「かあさࠎはあ

した東京߳むすこに会いにいく。」�かあさࠎはあした東京߳むすこのとこࠈに

会いにいく�よ�。㧖「データ集」���� も同ߓ� 
�� 以下の↪଀はޔ一⷗⒖ޔേേ૞の目的をあらわす�n՝i の↪଀のようにᕁわれるがޔその語

幹ฬ⹖が⃻代日本語共ㅢ語からの୫↪でありޔනなる類ផによるものと言ってよいだࠈう。 
FI� ���� Na৸߽ano৸ PiɪiMaNa߽i NaiPonoQ՝L পiॼaِ�「かあさࠎはᏒ場߳⾈い‛に行った。」 

�� >ɪH৸@ޔ>KHِ@ޔ>KH৸@などでもⷰኤされているがޔここでは>VHِ@に代表させる。 
�� なおޔVHِ ᩰ以外の形ᑼで㆏ౕ・手Ბのᗧ๧があらわされている↪଀がߺられたがޔ以下

の↪଀の೨者は⸶ᢥޔᓟ者は他の方言からの類ផによる一時的な૶↪だと⠨える。 
FI� ���� পuِ পuZaСe৸ naِPa৸Wa পoNinaZa]eِ n՝iVeِeِ]eِ No৸Waِ�「この上⌕はこのまえ

沖縄でੑජ౞で⾈った。」 
���� পoNinaZaNa߽e৸ hun՝iॼi পi߽uNNaPu ɥiNo৸Niॼi পiॼaِ ho৸nu MuWaVaޞi� 「沖縄には⦁

で行くより㘧行機で行ったほうがいい。」 
�� >o৸Ea@もⷰኤされているがޔここでは>Mo৸Ea@に代表させる。 
�� 注 � に同ߓ。 
�� ⸶ᢥ ��「うߜのߓいさࠎは㈬もた߫こものまない。」の↪଀ではޔ� ੱ⒓න数あるいは「ኅ

の」にኻᔕする形ᑼのߺが⃻れޔ� ੱ⒓ⶄ数形については⏕⹺できなかった�「データ集」���ޔ�
���� ෳᾖ�。  
�� 注 �� に同ߓ。  
�� �Nan՝i の他ޔ以下のような形ᑼも⃻れた。⨹ᧁ方言などޔ๟ㄝ方言からのᓇ㗀か。  

FI� ���� Gaغa haWe৸Na߽L iNi�「おまえが⇌߳行け。」 
���� পiِ� haWe৸߽L ੓H৸ Zaغa পi߽ui�「うޔࠎ⇌߳はおれがいく。」 
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喜界島方言の系統的位置について 

ローレンス・ウエイン 
 

１� はじめに�

 

仲宗根 (19�1� 20�1) や 外間 (1977� 295; 2000� 325) は奄美群島の方言を次のように分類している。 

 

     奄美方言 

 

 

 与論島  沖永良部島�  徳之島�  喜界島�   大島本島 

  方言   方言 方言�    方言 方言 

 

この分類が正しいとすれば、奄美祖語から比較的短期間 (数世代か) のうちに下位の五方言群がすべて出

来上がったことになる。一方、中本 (1981b� 2�) は奄美方言群はまず北奄美方言と南奄美方言とに分岐し、

その後さらにいくつかの下位方言群に分かれたとするが、現在の喜界島諸方言の一部は北奄美方言系で、

残りのものは南奄美方言系として分類している。 

 

   奄美大島方言 

 北奄美方言� �   徳之島方言 

   喜界島北部方言 

� � � 奄美方言 

   喜界島中南部方言 

 南奄美方言  沖永良部島方言 

   与論島方言 

 

この分類に拠れば、喜界島の北部方言と同じ喜界島の中南部方言の関係より、喜界島北部方言と徳之島

の方言の関係が近いということになる。また、喜界島の北部方言と中南部方言の両方にある語形は、借

用形でないとすれば、奄美祖語に再建されうる。すなわち、喜界島北部方言と喜界島中南部方言の最近

共通祖語は奄美祖語になる。この区分けは最近では木部 (2004� 9,10) やかごしま地域文化創造事業奄美地

区実行委員会 (編) (2010� 7,8) も踏襲している。  

� 狩俣 (1999� 40, 45) は中本 (1981b� 2�) 等の南奄美方言群に沖縄北部方言を加えて、｢沖永良部与論沖縄北

部諸方言」という方言区画を設けた上で、喜界島北部方言である ｢小野津、志戸桶、佐手久のみっつの
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㞟ⴠの方言も௚の喜界島の諸方言と同ᵝにこの下位ࣝࢢーࣉにࡩくめるべࡁであࢁう㺁 (45 㡫) と㏙べて

いる。  

� 本✏では、中本 (1981b� 2�) 等とᑐ立する立ሙをとって、喜界島北部方言と喜界島中南部方言はともに

一つの方言区画を形ᡂすることを論じる。 

 

㸰� 喜界島方言にࡿࢀࡽࡳᨵ᪂ᙧ��

 

� ローレンス (200�) には次の௳がある。 

 

｢ఏ統的な区画でいう奄美方言が一つの方言群をᵓᡂするか࡝うかというၥ㢟は本✏の⠊ᅖ

外であるが、一つ♧၀的な語は「㢡」をព࿡する語形である。沖縄ではこれは
NaNuzu 系に

なっている。ඵ㔜ᒣも同系統のようである (▼ᇉ NaNuzw, Ἴ↷間 KaNoFw, 与㑣国 NaJuGL) から、沖

縄からの借用語でないとすれば、⌰⌫祖語に
NaNuzu が再建される。しかし奄美大島・徳之

島・沖永良部・与論の諸方言の語形はすべて
NaNazu に㐳るようである (ྡ ℩ Naazw,  ఫ用ᮧᕷ 

NaKazw,  ℩戸ෆ⏫჆徳 NKaKaW,  徳之島ட津 Naazw,  沖永良部࿴Ἡ NaazL,  与論 NaazL)。このことは奄美

地方の方言は一つの系統的まとまりをなすことを♧す根拠となࢁう㹿㺁 (115㡫 ὀ 4) 

 

喜界島方言では
NaNazu系の語形は ｢㢡㺁 のព࿡で౑われないが、
NaNazu にᑐᛂする語形として次のもの

がある。 

 

 小野津� NKaazu    ｢ཱྀ㺁 (༝語) 

 志戸桶� NKaazu  ｢ཱྀ㺁 (༝語) 

 ሷ� 㐨� NKaaGuFFMu ｢ཱྀやかましいே㺁 

 ᆏ� ᕊ� NKaazu  ｢వィなことをしࡷべること㺁 

 㜿� ఏ� NKaaGu  ｢ཱྀ㺁 (༝語) (ᒾ಴ 1977>1941@� �7)  

 ᇛ� 久� NKaazuu  ｢しࡷべりすࡂるே㺁 

 � ‴� � NKaaGu  ｢࠾しࡷべりのしすࡂ㺁 (けなして言う) 

 中� 㔛� NKaazuu  ｢ᝏཱྀを言うこと㺁 

 上჆㕲� NKaaGu  ｢࠾しࡷべりがከい㺁 

 

喜界島のすべての方言はู系統の༢語を ｢㢡㺁 のពで౑うࡔけでなく、௒ᅇ調査したすべての地Ⅼでは 


NaNazu 系の༢語は༝語的なព࿡合いをࡧ࠾てព࿡᥎⛣を㉳こしている。௚語形の ｢㢡㺁 のព࿡㡿域࡬の

                                                 
1� 本✏では⡆᫆㡢ኌ⾲グを౑用する (Wu   >Wu@, WL   >WL@, VL   >ɕL@, VM   >ɕ@, Fa   >WVa@, FMa   >Wɕa@, aa   >a @ː)。 
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౵⼃がこのព࿡᥎⛣をᘬ㉳したか、あるいは 
NaNazu 系の༢語がព࿡᥎⛣を࠾こして、✰をᇙめるため

にูの語形が ｢㢡㺁 をさすようになったと᥎ᐹされる。しかし、඲島的に同じ༝語的な方ྥにព࿡᥎⛣

しているのは、ព࿡がその方ྥにኚ化しࡔしたのは一ᅇࡔけであって、ኚ化しはじめてのちにྛࠎの方

言に分化していったであࢁうと᥎ される。 

 

� 次の語形が♧すように、｢みかࢇ㺁 の奄美祖語形は 
NunHbo として再建でࡁる ̿  ➟฼⏫佐ோ N¶unuJu (⌰

⌫方言研究2003 ࣈࣛࢡ� 233; 狩俣 2003� 43),  ᪧྡ℩ᕷ⾤ N¶unLJu a N¶unLbu (ᑎᖌ 1958�11),  大࿴὾ N¶unwbu (㛗

⏣・㡲ᒣ 1977� 808),  ℩戸ෆ⏫諸㕌 NunLLbu (6HUaILP 1984� 100),  徳之島ὸ間 N¶unw1 (ᒸᮧ࡯か 200�� 27),  沖永良

部▱ྡ⏫℩฼ぬ NuUubu (日本ᨺ㏦༠会 1972� 1�3),  沖永良部࿴Ἡ⏫ⓙᕝ NuULbu (上野 2005b� 174),  与論㯏ᒇᮾ 

NunLbu (⳥・㧗  ʟ 2005� 189)。一方、喜界島の方言では語ᮎẕ㡢は aa になっている。  

 

 小野津� N¶unLĭaa  

 志戸桶� N¶unwĭaa 

 ሷ� 㐨� N¶unLSKaa 

 ᆏ� ᕊ� N¶unLSKaa 

 㜿� ఏ� N¶uULĭaa�  (ᒾ಴ 1977>1941@� 89)  

 ᇛ� 久� N¶uULKaa 

 ㉥� 㐃� N¶uULĭaa 

 � ‴� � N¶uULKaa 

 中� 㔛� N¶unLbaa 

 Ⲩ� 木� N¶uULbaa 

 上჆㕲� N¶unLKaa 

 

⌰⌫方言で ｢みかࢇ㺁 の語ᮎẕ㡢が a(a) としてあらわれるのは喜界島ࡔけのようである。また、喜界島

の඲地Ⅼの語形が �aa で⤊わっていることから、喜界島祖語形が 
NunwSaa として再建でࡁる。中本 

(1981b) の方言区画にᚑえば、
NunHSaa は 
NunHbo とともに奄美祖語形として再建され、aa�⤊わりの語形

がなࡐ喜界島にしか存在しないかはㅦとして残る。 

 

� 奄美の一部の方言では ｢㈅㺁 のことをいうのに ࢝イ系の語形を౑う ̿ 徳之島ட津 NaÕ (ᖹᒣ 198�� 1�0),  

沖永良部▱ྡ⏫ NaL ｢総⛠、஧ᯛ㈅㺁 (ᖹᒣ 198�� 159),  沖永良部࿴Ἡ⏫࿴Ἡ KaL ｢ኪග㈅㺁 ( ⏥
のえࡁ

 1987� 154),  与

論㯏ᒇᮾ KaL ｢ࢦࣕࢩウ (࢞ࢥࣕࢩイ⛉の㈅)㺁(⳥・㧗  ʟ 2005� 412)�。喜界島は ࢝イ はなくて、
NaL に �a(a) 

が௜いた NKaMaa が小野津,  志戸桶,  ఀ 実久,  ᆏᕊ,  㜿ఏ,  ᇛ久,  ᕝᕊ,  上჆㕲な࡝から報告されている (上野 
                                                 
�� ᰘ⏣ (1984� 178�9) は大࿴὾の �Jo もこの࢝イ系の語形であると論じている。
NaZL から語ᮎẕ㡢が⬺ⴠした

ものࢁࡔうか。 
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1992� 81)。඲地Ⅼではないが、喜界島の北部方言からも中南部方言からも報告されていることから、

NKaMaa は喜界島祖語に㐳るといえよう。㜿ఏの方言に NKHHMuVL ｢ᪧᬺ୕月㡭のἼⲨれ ( � ㈅ᐤࡏ)㺁 (ᒾ಴ 

1977>1941@� 77) があることから、�aa が᥋ᑿする௨๓の 
NaL が」合語の中に化▼化して残っていることが

わかる。 

 

� 奄美群島のྛ地で ｢㢌㺁 をព࿡する語形として ࣝࣈࢶ系のものが౑われている  ̿㱟㒓⏫෇ F¶wbuUu (⌰

大方言研究1977 ࣈࣛࢡ� 40),  㱟㒓⏫℩⁀ FwbuUu (狩俣・上ᮧ 2003� 13),  ᪧ ྡ℩ᕷ⾤ FLbuUu (ᑎᖌ 1958� 19),  Ᏹ᳨

ᮧ791 本中) uUubwF ‴‮�� 11),  Ᏹ᳨ᮧᒇ㕌 W¶wbuU (ᓮᮧ 200�� 130),  徳之島ᑿẕ FLbuUu ｢かࡰちࡷ、ኤ㢦、㢌㺁 (徳

ᐩ 1975� 80),  沖永良部࿴Ἡ⏫ⓙᕝ FLbuUu ｢㢌 (ேのも)㺁 (上野 200�� 12),  与論㯏ᒇᮾ FLbuUu ｢㢌、㢌⬻㺁 (⳥・㧗

 ʟ 2005� 31�)。喜界島方言では ｢㢌㺁 は KaPaFL というが、喜界島小野津 W¶ubuUu ｢㢌㺁 (ᓮᮧ 200�� 121),  ሷ㐨 

FMubuUu ｢㢌 (ྂ )㺁,  㜿ఏ W¶ubuUu ｢㢌 (༝)㺁 (᭹部 1959>1932@� 330) はᪧ形の残存とみなࡏる�。 

� ｢㢌㺁 をព࿡するูの語形とのព࿡⾪✺をᅇ㑊するために、ࣈࢶ  ࣝはいくつかの地Ⅼでព࿡᥎⛣を㉳

こして「㢌の㦵」をさすようになったと⪃えられる  ̿大࿴὾ FwbuUu ｢しࡷれこうべ㺁 (㛗⏣・㡲ᒣ 1977� 

125),  徳之島ὸ間 FwbuuUu ｢かࡰちࡷ、しࡷれこうべ㺁 (上野 1977� 14)。喜界島では「㢌⵹㦵」をさす༢語に 

 。系の༢語があるが、語ᮎに �aa があるのは喜界島方言⊂≉の≉ᚩのようであるࣝࣈࢶ
 

 志戸桶� FubuUaa ｢㢌⵹㦵㺁 

 ᆏ� ᕊ� FubuUaa ｢㢌⵹㦵㺁 

 㜿� ఏ� W¶ubuUaa ｢㢌⵹㦵㺁 

 � ‴� � W¶ubuUaa ｢㢌⵹㦵㺁 

 中� 㔛� W¶ubuUaa ｢㢌⵹㦵㺁 

 

この ࣈࢶ 。うࢁー の �a(a) の᥋㎡化と ｢㢌㺁 ! ｢㢌⵹㦵㺁 のព࿡᥎⛣は同᫬に㉳こったኚ化であࣛࣈࢶ !ࣝ 

この஧つのኚ化が同᫬に࠾こるᚲ↛ᛶはない (�aa は ｢㦵㺁 のព࿡はなく、また大࿴὾な࡝で �aa のない ࢶ

系の語形が ｢㢌⵹㦵㺁 をさすようになった) ことから、喜界島の北部方言にも中南部方言にもこの஧ࣝࣈ

つのኚ化が࠾こっているということは、この஧つのኚ化は喜界島祖語のẁ㝵で࠾こったからであると言

える。 

 

�  㺁 は奄美地方のྛ地で WaNub�系のືモになっている  ̿➟฼⏫佐ோ WaNubMu1,  ᪧྡ℩ᕷ⾤ WaNuPMu1 aࡴ␚｣

WaNubMu1 (ᑎᖌ 1958� 41),  大࿴὾ WKaNubuUL (㛗⏣・㡲ᒣ 1977� 259),  Ᏹ᳨ᮧ791 本中) LuMbuNaW ‴‮�� 59),  沖永良部

                                                 
�� 中本 (1981b� 42) は、奄美大島と喜界島で�࢝ 系は沖縄ࣝࣈࢶ、ࢁ系の༢語が�｢㢌㺁�を⾲すようになったこࢳ࣐

を中ᚰにᗈまったとみているが、喜界島ではࣈࢶ� �ࣝは�｢㢌㺁�をさすྂい語形であるとᛮわれる。�
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࿴Ἡ⏫ⓙᕝ WaNubL1 (上野 200�� 4),  与論㯏ᒇᮾ WaNubMu1 (⳥・㧗  ʟ 2005� 283)�。喜界島方言も WaNub�系ではあ

るが、いくつかの地Ⅼで �Nub� が �bb� か �1b� にኚ化している。 

 

 小野津� WabbL 

志戸桶� WabbMu1�  (中本 1978� 53) 

㜿� ఏ� WaFFMuL � (ᒾ಴ 1977>1941@� 142) 

ᇛ� 久� Wa1bL1�   

 中� 㔛� WaNubL 

 上჆㕲� Wa1bMuL�  (ᒾ಴ 1977>1941@� 142) 

 

喜界島の Wabb� と Wa1b� はともに 
Wabb� という形に㐳ると⪃えられ、喜界島最北の㞟ⴠである小野津と最

南の㞟ⴠである上჆㕲、そして中部のᾏᓊから㞳れたᇛ久㞟ⴠにも分ᕸしていることから、これは喜界

島祖語形であるといえよう�。この 
Wabb� はさらに奄美祖語形の 
WaNub� に⏤来する�。 

 

� ௨上にྲྀり上ࡆた語ᙡ㡯┠は喜界島にしかみられないᨵ᪂形である。次の౛もᨵ᪂形であるが、喜界

島⊂≉のものではない。 

� ｢下㥏㺁 のことを奄美の方言では次のように⾲現する  ̿ྡ℩ᕷⰱⰼ部 পaVLzMa (上野 199�b� 58),  大࿴὾ 

পaVLzMa (㛗⏣・㡲ᒣ 1977� 250),  Ᏹ᳨ᮧ791 本中) aMJLVaপ ‴‮�� 32),  ℩戸ෆ⏫諸㕌 পaVMzMaKa (狩俣 199�� 37),  徳之

島ட津 পa1zMa (ᖹᒣ 198�� 2�9),  沖永良部࿴Ἡ⏫ⓙᕝ পaVLzMa(a) (上野 2005a� 11),  与論㯏ᒇᮾ aVLzMa (⳥・㧗  ʟ 

2005� 24)。上ᥖの語形はみな 
aVLzMa (� 
aVLGMa � 
aVLGa ｢㊊㥏㺁) に㐳る。一方、喜界島方言の語形には �zM� の

形㊧がぢᙜたらない。 
 

 小野津� পaVVaa  

 志戸桶� পaVVaa 

 ሷ� 㐨� পaVVMaa 

 ᆏ� ᕊ� পaVVaa 

 㜿� ఏ� পaVVaa 

 ㉥� 㐃� পaVVa(a) 

 � ‴� � পaVVa 

                                                 
�� 徳之島で ｢␚ࡴ㺁 はู系統の WaJuU� である ̿  ட津 WaJuUuÕ (ᖹᒣ 198�� 43�),  ὸ間 WaJuMu1 (上野 1977� 22),  ஭之ᕝ 

WaJuUL (中本 1979� �2)。㫽島の WaNuUL (中本 1981a� 47) もこの系統であࢁう。 
�� 中㔛と㜿ఏの語形はၥ㢟として残る。㜿ఏの WaFFMuL は 
WaNN� � 
WaNub� に⏤来するࢁࡔう。喜界島祖語に 


WaNub� と 
Wabb� の両形ᘧが共存していたのであࢁうか。�

�� この �bb� / �1b� の分ᕸと類ఝのものは ｢Ἔ㺁 পabba / পa1ba にもみられる (上野 1992� 137 ཧ↷)。 
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 中� 㔛� পaVVa 

 Ⲩ� 木� পaVVa 

 上჆㕲� পaVVa 

 

喜界島方言の�পaVV(M)a(a) は 
aVLUa に⏤来するとᛮわれる。この 
aVLUa は 
aVLzMa からではなく、ࡴしྂࢁ形

である 
aVLGa から、G ! U のኚ化を⤒てでࡁた語形であࢁう。 

� ➟฼⏫ᮾ部のᖹ方言にも পaVVMa が౑われ、同じ➟฼⏫の北部 (佐ோ㞟ⴠ、➟฼㞟ⴠ) に পaVLUa が報告され

ている (上野 199�a� 249)。喜界島の পaVV(M)a(a) は➟฼⏫の পaVLUa / পaVVMa と関係があるとすれば、喜界島祖語

は現在の➟฼⏫ᮾ部 (喜界島のᑐᓊ) にそのࣝーࢶがあり、➟฼祖語とጜጒ語関係にあるというྍ⬟ᛶも

⪃えられる�。しかし、｢下㥏㺁 がேᕤ≀であるᨾ、➟฼⏫ᮾ部からࣔࣀとともに পaVVMa、あるいは পaVLUa 

という語形が喜界島にධってᗈまったという⵹↛ᛶはなくはない。  
 

㸱� ⤖ㄒ�

 

言語 (方言) の分岐分類を論じる㝿、၏一౑える手立ては共᭷される言語ᨵ᪂であるから、そのᨵ᪂が

ู系統の言語 (方言) にᩓぢする࡝࡯⌋しくないものとなれば、所ᒓのỴめ手としてのຠຊはⴭしくῶ滅

する。このため、⌰⌫方言のྛ下位方言群にぢられる S ! ĭ ! K,  N ! K,  %系ิ㡢調と&系ิ㡢調の合ὶな࡝

の言語ኚ化は喜界島方言が一つの系統群 (༢系統群) を形ᡂするか、ከ系統群になるか、そのゎỴにはᐤ

与しない。 

一方、本✏でみた喜界島の北部方言と中南部方言が共᭷するᨵ᪂は一ᅇᛶの㧗いものであるとᛮわれ

る。௚の⌰⌫方言では �aa は ｢みかࢇ㺁、｢㈅㺁、｢㢌㺁 をព࿡する語形に᥋ᑿしないし、WaNub� は Wabb� / Wa1b� 

にならないようである。これらのኚ化は喜界島北部方言と喜界島中南部方言にそれࡒれ⊂立に⏕じたと

は⪃えにくい。それはഅ↛ᛶがあまりにも㧗いからである。このために、中本 (1981b) 等の分類が正し

いとすれば、これらのኚ化は࡝ちらか一方の方言群で⏕じて、そこから඲島をそうようにᗈがったとࡏ

う。しかし、喜界島には30の㞟ⴠがあり、30の方言があるから、ኚ化๓の語形は島ࢁるをᚓないであࡊ

の࡝こかに残っていてもいいようなものである。ࡔが、⟶ぢの㝈りでは 
࢝ーࢬ ｢㢡㺁、
みか｣ ࣈࢽࢡ

ࢩ࢔
、㺁ࢇ  ࣛ｢下㥏㺁、
ࣈࢶ  ࣝ｢㢌⵹㦵㺁 の౛は島の࡝こからも報告されていない。これらのኚ化が喜界

島祖語のẁ㝵で࠾こったとすれば、ኚ化๓の形のḞዴはㄝ᫂される。 

� 本✏では、喜界島の諸方言が一つのまとまった方言群をなすことを論じたが、この方言群と奄美方言

の௚の方言との関係を≉ᐃするにはまࡔ⮳っていない。下㥏が借用≀でないとすれば、喜界島祖語は➟

฼祖語とጜጒ語関係にあるྍ⬟ᛶが♧၀されるが、よりヲ⣽な比較研究がᚲせで、そのために喜界島方

                                                 
�� ➟฼祖語では、｢ኴ㝧」は 
WwGa1 で、語ᮎにᨵ᪂的な �1 が௜加されている (上野 199�a� 158ཧ↷)。喜界島祖

語では ｢ኴ㝧」は 
WwGa として再建でࡁるから、ᨵ᪂形を⥅ᢎしない喜界島方言は➟฼方言のፉ言語でないこ

とになる。 
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言、➟฼⏫方言、ならࡧに奄美地方のその௚のྛ方言のより඘実した語ᙡと文ἲの㈨ᩱのⵔ㞟がಗたれ

る。 
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数詞のアクセントを通してみた喜界島語彙の音韻特徴1 
松森� 晶子�

 

�

１� 琉球祖語の名詞アクセントの３つの系列�

琉球諸方言は、今日のように様々な体系に分岐・発達する前（琉球祖語）の段階で、そ

の名詞のアクセントに（少なくとも）３つの型を持った体系であることが、現在までに分

かっている。ここではその３種のアクセントの区別を、それぞれ「Ａ系列，Ｂ系列，Ｃ系

列」と呼んで議論を進めることにしよう。�

各系列に属す代表的な語を、現在の喜界島の赤連方言と沖縄本島中部の金武
き ん

方言の例を

用いて示すと、次のようになる。（カッコ内の語形は � つ目が赤連方言、二つ目が金武方言

の例である。）�

�

（１）３つの系列の代表的な語例��喜界島赤連、沖縄本島金武��

(本土の類別語彙と音の対応がみられると思われる単語は、下線で示した。) 

Ａ系列：夫（wutu, utu）、煙(hibusji, kibusji)、子(k’aR, kwaR)、鮫㻛草履
ぞ う り

(saba, saba)、㻌

空（tiNtoR, tiNto）、妻（tuzji, tuzji）、棘
とげ

(njinji, Nzji)、洞窟(gama, gama)、㻌

友(dusji, duRsji)、匂い(hada, kazja)、にんにく(hiru, hiru)、膝小僧（t’ubusji, 

 suNji）、へそ（Fusu, Fusu）、ほくろ（ada, aza）、目上の人（sjida, sjiRzja）、㻌

東(agari,㻌agari)、北(nisji, nisji)㻌 㻌 㻛㻌 㻌血（cjiR, sjiR）、帆（FuR, FuR）、㻌

烏賊(ika, icja)、㻌石(isji, isji)、上㻌 (wiR, wiR)、魚(iju, juR㻕、牛（usji, usji）、㻌

音(utu, utu)、風（hadi, kazji）、紙（habi, kabi）、傷（cjidu, kizju）、㻌

牙（kiba, sjiRba）、口（k’ucji, kucji）、腰・背中(husji, kusji)、酒（seR, saki）、㻌

下(s’a, sjicja)、袖（sudi, sudi）、箱（haku, haku）、鼻（hana, hana）、㻌

羽（hanI, hani）、人(c’juR, cjuR)、水（midu,㻌mizu）㻌

Ｂ系列：㻌家(jaR, jaR)、㻌鱗
うろこ

㻛ふけ(iQki, iricjiR)、㻌男（jiNnga. ikigaR）、女（wunangu,  

inaguR ）、雷・稲光 (haNnari, kaNnamiR)、着物 (kiN, sjinuR)、櫛
く し

(sabacji, 
sabacjiR)、去年（hudu, kuRzjui）、砂糖黍(wuni, wuRzjiR)、㻌潮(usu, uRsuR)、

                                                   
1 草稿を詳細に検討し、多くの有益なコメントを下さったウェイン・ローレンス氏に心より感
謝いたします。（しかし本稿の不備は、もちろんすべて著者の責任である。）  
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⅕஦ሙの䛒る家ᒇ（toRgura, tuNgwaR）、⬯(suni, suRniR)、⻇(toR, taRkuR)、

土(micja, NRcjaR)、༡ி㇋(zjimami, zjiRmaRmiR)、⫗（sjisji, sjiRsjiR）、㡞
にら

（bira, biRraR)、ᬤ（madu, maRduR）㻌 㻛㻌ᮌ（hiR, kiR）、目(miR, miR)、ᡭ（tiR, 

tiR）、㞵（ami, aRmiR）、⥙（ami, aRmiR）、ᯈ（ita, iRtaR）、Ⰽ(iru, iRruR)、

➟・ച（hasa, kaRsaR）、⫪（hata, kaRtaR）、㞼（k
umu, kuRmuR）、⡿(humi, 

kuRmiR)、島（sjima, sjiRmaR）、Ồ（sjiru, sjiRruR）、ゅ
䛴の

（cunu, sjuRnuR）、㢦
（cura, suraR）、ⰼ（hana, haRnaR）、⭡(wata, waRtaR)、㇋（mami, maRmiR）、

࿡ჯ（misu, miRsuR）、⪥（mimi, miRmiR）、㯏（muni, muRzjiR）、ᒣ（jama, 

jaRmaR ） 、 ட （ hamiR, kaRmiR ） 、 ᾦ （ nada, naRdaR ） 、 㙾 （ kangami, 

kagamiR ） 、 㗑 （ hasami, hasamiR ） 、 Ἔ （ aNda, aNdaR ） 、 ᯖ （ maQka, 

maQkwaR）、ᬺ（kujumi, kujumiR）㻌

䠟系列：㻌䛒䛤（utungeR, utuge )、⺅㻌 (gazjami, gazjamu)、㻌䛛䛛と(aduR, aRduR)、㻌

䛛ん䛦し(giRFaR, zjiRha)、⡲
䛛䛤

の୍✀(tiru, tiRru)、㻌ᯂ（adumu, azjumu）、㻌

௒年（kuNdu, kuNdu）、子౪（warabi, warabi）、腰࿘り(gamaku, gamaku)、㻌

砂糖(sataR, saRta)、➔
䛦る

・⡲(soRki, soRki)、ኴ㝧(tida, tiRda)、༸(hungaR,  
kuRga)、㻌たんこ䜆（gabuR, guRFu）、᮫(gusani, gusanu)、䜂し䜓く（nIbu,  

niRbu）、ᕸᅋ（udu, uRdu）、水⁀り・ụ（humuri, kumui）、᮶年（jani, jaRni） 㻛㻌 㻌

⏎
䛛䜑

(hami, kaRmi)、⺓(numi, nuRmi)、὾（hama, haRma）、㦵（Funi, FuRni）、㻌

⣒(icjuR, iRcju)、㻌⮻（usu, uRsu）、ᾏ（umi, miR）、ᱩ（wiR, wuRki）、㻌

ᙳ（kangi, kaRgi）、ኌ（kui, kwiR）、㟢（cuju, suRju）、㘠（nabi, naRbi）、㻌

㔪（hari, haRi）、⯚（FunI, FuRni）、ᯇ（macu, maRcju）、⿄（FuQku,  

FuQkui）、⸆（kusuri, kusui）、┚（tareR, taRre）、ᰕ（haRja, haRja）、㻌

⏿（hateR, hataki）、㻌

㻌

沖縄本島の金武方言では、この３つの系列の語ᙡはそれぞれ␗なるアクセント型でฟ現

する。つまり金武方言では、琉球祖語かࡽᘬき⥅い３ࡔ種のアクセントの区別が、現代に

⮳るまで保たれているのである。また、዆⨾の沖ỌⰋ部島ࡸᚨஅ島の諸方言でも、祖語に

存在していたとᛮࢃれる３つの系列のアクセントの区別が、現代に⮳るまでẚ㍑的᫂░に

保たれている。�

現代喜界島には、この３種㢮の区別のすべてを、現代に⮳るまで保存している方言は存

在しない。これまでの研究かࡽ、喜界島ではその࡯とん࡝の㞟ⴠで㸰種のアクセント型の
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区別があることが分かっているが、これࡽ喜界島の「㸰型アクセント体系」では、࡝のᆅ

ᇦでも、㐣ཤの３つの系列のうちの࡝れか㸰つが合ὶしてしまっていることが分かってい

る。�

しかし、喜界島諸方言の㔜せなⅬは、その合ὶの௙方が方言によって␗なるというⅬで

ある。たとࡤ࠼、今ᅇ、調査したᆅᇦの中でもᑠ㔝ὠとᚿᡞᱩでは、Ｂ系列とＣ系列が合

ὶしてࡦとつのアクセント型になってしまい、「Ａ�ᑐ�ＢＣ」�のようなᑐ立を示すࢱイࣉ

の体系になっている。これにᑐし、それ௨እのᆅᇦ（中㔛、Ⲩᮌ、ୖ჆㕲、ᆏᕊ、㜿ఏな

とつのアクセント型になり、「ＡＢ�ᑐ�Ｃ」のようࡦでは、Ａ系列とＢ系列が合ὶして（࡝

なᑐ立のࢱイࣉの体系になっている。௨ୖをまとめてᅗᘧ໬すると次のようになる。 �

 
（㸰）喜界島の � 型アクセントの形ᡂ  
 

ձ                  ղ        >ୖ჆㕲, 中㔛ࢱイࣉ@ 
 
 

$ 系列       % 系列      & 系列       ⌰⌫♽語の � ✀のアクセント 

 

 
 

ձ                 ղ            >ᑠ㔝ὠ、ᚿᡞᱩ䝍䜲䝥@ 
 
 
このこと䛛ら、喜界島が௒᪥の䜘うに㞟ⴠ䛤とに␗䛺る᪉ゝにศᒱ䛩る๓の♽ඛのయ系（喜界

島♽語）では、⌰⌫♽語䛛らᘬ䛝⥅い䛰䠏䛴の系列のアクセントの༊別が、䛚そらく、䜎䛰ಖた

れていた䛰ろう、という᥎ᐃがで䛝る。 

䜎た、（䠎）の䜘う䛺語彙のྜὶの௙᪉の㐪いを฼⏝して⌧௦の喜界島᪉ゝのẚ㍑を⾜䛘䜀、

ྛ単語のそれぞれに䛴いて、それが喜界島♽語のẁ㝵でᏑᅾしていた䠏䛴のアクセントᆺの䛹

のᆺにᒓしていた䛛を、᥎⌮䛩ることがで䛝る。ᯇ᳃（����）では、小㔝ὠと㉥㐃のẚ㍑を通䛨

て、その䜘う䛺ヨみを⾜䛳ている。 

 
 
㸰� ᩘ詞のアクセントの系列�

㸰㸬１� ᅛయᩘࡿ࠼ᩘࢆ詞�

さて、「ࡦとつ、ࡩたつ、ࡳっつ͐」、「ࡦとり、ࡩたり͐」のような、ものをᩘ࠼る㝿

に౑用するᩘ詞のアクセントが、琉球各ᆅできれいなᑐᛂをぢࡏることはローレンス
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（����）がすでにᣦ᦬している。�

沖ỌⰋ部島ࡸᚨஅ島といった、琉球祖語の � 系列の区別を現在もẚ㍑的、᫂░に保って

いる方言をᡭがかりにして、各ᩘ詞が琉球祖語に࠾いて、ୖに㏙べた系列のうちの࡝れに

属しているかを᥎ᐃしてࡳると、「ࡦとつ」はＣ系列、「ࡩたつ、ࡳっつ、よっつ、ࡴっつ、

��。はＡ系列、「いつつ、ななつ、ここのつ」はＢ系列、ということになる「࠾っつ、とࡸ こ

のことを☜ㄆするために、これまで⚾の調査した沖ỌⰋ部島▱名方言とṇ名方言の例を௨

下に示す。ṇ名方言の例は、༢⊂言いษり形の௚に、୺᱁ຓ詞の QX をつࡅて「㹼がある、

㹼がぢ࠼る」のように発ヰしてもࡽった形ᘧ（᥋⥆形）のアクセントも調査したので、こ

こに㍕ࡏる。（な࠾、▱名方言についてはஂ㔝������もཧ↷した。）�

�

（３）日本祖語系ᩘ詞の琉球祖語にࡅ࠾る系列と現代３型アクセントの例  
          系列別     >沖ỌⰋ部島▱名方言@   >沖ỌⰋ部島ṇ名方言@ 
                       ༢⊂形             ༢⊂形 � ୺᱁ຓ詞᥋⥆形  

１㸬ࡦとつ    Ｃ系列    tiRcji
ɆɆɆ

          W’i
ɆɆɆ

Rcji
ɆɆɆ

  �  W’i
ɆɆɆ

Rcji nu
Ɇ Ɇ Ɇ
͐  

㸰㸬ࡩたつ    Ａ系列       ta
Ɇ Ɇ

R
ɆɆ

cji
ɆɆɆ

           W’aRcji
Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ

 �  W’aRcji
Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ

nu
Ɇ Ɇ Ɇ
͐ 

３㸬ࡳっつ    Ａ系列      miR
Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ

cji
ɆɆɆ

         miR
Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ

cji
ɆɆɆ

 �  miR
Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ

cji
ɆɆɆ

 nu
Ɇ Ɇ Ɇ
͐ 

㸲㸬よっつ     Ａ系列       juRcji
Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ

           juRcji
Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ

  �  juRcji
Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ

 nu
Ɇ Ɇ Ɇ
͐ 

㸳㸬いつつ     Ｂ系列      icjicjiR
ɆɆ

          icji
ɆɆɆɆ

cjiR
ɆɆ

 �  icji
ɆɆɆɆ

cji nu
Ɇ Ɇ Ɇ
͐ 

㸴㸬ࡴっつ     Ａ系列      muRcji
Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ

         muRcji
Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ

 �  muRcji
Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ

 nu
Ɇ Ɇ Ɇ
͐ 

㸵㸬ななつ    Ｂ系列       nanacjiR
Ɇ

        nana
ɆɆ ɆɆɆ Ɇ

cjiR
ɆɆ

 � nana
Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ

cjinu
Ɇ Ɇ Ɇ
͐ 

㸶㸬ࡸっつ    Ａ系列       jaRcji
Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ

           jaRcji
Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ

  �  jaRcji
Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ

 nu
Ɇ Ɇ Ɇ
͐ 

㸷㸬ここのつ  Ｂ系列       kunucjiR
Ɇ

        kunu
Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ

cjiR
ɆɆ

 � kunu
Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ

cji nu
Ɇ Ɇ Ɇ
͐ 

１㸮㸬と࠾     Ａ系列      tuR
ɆɆɆɆ

             tuR
Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ

    �  tuR
Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ

 nu
Ɇ Ɇ Ɇ
͐ 

 
たとࡤ࠼▱名方言では、「１つ」（Ｃ系列）のアクセントは語ᮎᢿが㧗い㡢調（㹆）とな

り、㹊㹊㹆のような型（㹊はపい㡢調を示す）であるのにᑐし、「㸰つ、３つ、㸲つ、㸴つ、

㸶つ」（Ａ系列）は、㧗い㡢調が語ᮎまで⥆く㹆㹆㹆のような型である。これにᑐし「㸳つ、

㸵つ、㸷つ」（Ｂ系列）は、「１つ」とྠ様に᭱ᚋが㧗く⤊ࢃるのࡔが、その㧗い㡢調は「１

つ」と㐪って、語ྃᮎのࣔーࣛをᘬきఙࡤすことによってᐇ現する。したがって「㸳つ、

                                                   
� ローレンス������は、祖語のᩘ詞に㸰つのࢱイࣉの型の区別があったとしているが、ᐇ㝿は、�

日本祖語のᩘ詞には３つの型（�「１」�ᑐ�「㸰、３、㸲、㸴、㸶、１㸮」�ᑐ�「㸳、㸵、㸷」�

が存在していたことが琉球の � 型アクセント体系をᗈ⠊に検討すると分かる。（ちなࡳに本ᅵ

の㢮別語ᙡでは、「ࡦとつ」は（３ᢿ語）➨ � 㢮、「ࡩたつ、ࡳっつ、よっつ、ࡸっつ」は➨ �

㢮、「いつつ、ななつ」は➨ � 㢮となっている。したがって本ᅵの方言でも、� ᢿ語の➨ � 㢮と

➨㸵㢮の㐪いが保たれている現代方言では、「ࡦとつ」と「いつつ、ななつ」も␗なるアクセ

ント型でฟ現するྍ⬟ᛶがある。）  
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㸵つ、㸷つ」は、語ᮎᢿがୖ᪼調の ///㹆のような型である。�

୍方、ṇ名方言でも、「１つ」と「㸳つ、㸵つ、㸷つ」の型の区別ははっきり保たれて

いる。「１つ」の語㢌の下がり目は１ᢿ目にある（t’i@R>cji） のにᑐして、「㸳つ、㸵つ、
㸷つ」の下がり目は icji@cji>R の䜘うに、㸰ᢿ目にあるかࡽである。�

୍⯡的に琉球祖語の３つの系列（Ａ，Ｂ，Ｃ系列）の区別が保たれている方言では、「１

つ、㸰つ͐」というᩘ詞のアクセントにも３つの型がฟ現する。そして、そのᩘ詞は、Ａ、

Ｂ、Ｃ系列に、次のように分ᕸしている。�

�

（㸲）琉球の୕型アクセント体系にࡅ࠾るᩘ詞の分ᕸ�

㻌

Ａ系列㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌Ｂ系列㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌䠟系列㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌㸰つ、３つ、㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌㸳つ、㸵つ 
㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌㸲つ、㸴つ、㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌㸷つ                     １つ  

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌㸶つ、１㸮㻌

㻌

㻌

さて、喜界島のような㸰型アクセント体系では、ᩘ詞は࡝のようなᐇ現の௙方をするࡔ

ろうか。�

少なくとも現段階での௬ㄝࡔが、୍ ⯡的に、現代の琉球方言の㸰型アクセント体系では、

その名詞のアクセントの合ὶの௙方と、ᩘ詞のアクセントとには、┦㛵ᛶがぢࡽれると⪃

�。れるࡽ࠼

たとࡤ࠼、名詞のアクセントが「ＡＢ�ᑐ�Ｃ」のような合ὶを㐙ࡆた方言（たとࡤ࠼喜

界島のୖ჆㕲、中㔛、‴、㜿ఏ、ᆏᕊࡸᐑྂ島の୚㑣ぞな࡝）では、（㸳）のように「１

つ」௨እのᩘ詞が合ὶしてࡦとつの型となってしまい、「１つ」ࡅࡔが௚のᩘ詞とは別の

型に属すということがண᝿される。�

 
（㸳）  

 
㻌 㻌Ａ系列㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌Ｂ系列㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌䠟系列㻌

      �㸰つ、３つ、����������㸳つ、㸵つ��������������１つ�

������㸲つ、㸴つ、������������㸷つ�

������㸶つ、１㸮�

 
 
これにᑐして、名詞のアクセントが�「Ａ�ᑐ�ＢＣ」�のような合ὶを㐙ࡆた方言（たと
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では、「㸳つ、㸵つ、㸷つ」と「１（࡝ຍィ࿅㯞島諸方言なࡸ喜界島のᑠ㔝ὠ、ᚿᡞᱩࡤ࠼

つ」が合ὶしてࡦとつの型となり、その௚のᩘ詞「㸰つ、３つ、㸲つ、㸴つ、㸶つ、１㸮」

とᑐ立していることがண᝿される。したがって、次のようにアクセントの型が合ὶしてい

ることがண される。�

（㸴）  
㻌 㻌Ａ系列㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 Ｂ系列㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 䠟系列㻌

      㸰つ、３つ、����������������㸳つ、㸵つ����������１つ�

�������㸲つ、㸴つ、�����������������㸷つ�

����㸶つ、�１㸮�

�

�

ところで、琉球各ᆅのᩘ詞のアクセントは、本ᅵ諸方言ともきれいなᑐᛂをぢࡏている

ことは、すでにローレンス（����）のᣦ᦬にあると࠾りである。�

ちなࡳにᮾி方言を例にとってㄝ᫂すると、「１つ、㸰つ͐」のようなᩘ詞は、「１つ、

㸳つ、㸵つ、㸷つ」ᑐ「㸰つ、３つ、㸲つ、㸴つ、㸶つ」というような合ὶを㐙ࡆて࠾り、

それぞれ␗なる型に分かれてฟ現する。前者は、㉳అ型「ࡦと̓つ、いつ̓つ、なな̓つ、

ここ̓のつ」でฟ現し、ᚋ者はᖹᯈ型「ࡩたつ、ࡳっつ、よっつ、ࡴっつ、ࡸっつ」にな

る。�（なࡐかᮾிでは「１㸮」ࡅࡔが、ண されるようなᖹᯈ型でなく「と̓࠾」のよう

に㉳అ型でฟ現して例እとなっているが、その⌮⏤は不᫂である。）�

 
（㸵）ᮾி方言のᩘ詞の型の㐪い(カッコ内のᩘᏐは㢮別) 
 

ᖹᯈᆺ㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌㉳అᆺ㻌

、っつ（㸰㢮）ࡳ、たつ（㸰㢮）ࡩ          いつ ’つ（㸳㢮）、なな ’つ（㸳㢮）  
よっつ（㸰㢮）、ࡴっつ（㸰㢮）、            ここ ’のつ、  
とࡦ                        っつ（㸰㢮）ࡸ ’つ（� 㢮）、と ࠾’  

                                                   
��たࡔしすべてのᩘ詞にこのような㐪いがฟ現するとは㝈ࡽない。たとࡤ࠼᥋⥆詞 � 「日

（か）」が௜くと、「（ついたち）、ࡩつか、ࡳっか、よっか、いつか、ࡴいか、なのか、よう

か、ここのか、と࠾か」のように、࡝のᩘもすべてᖹᯈ型になってしまう。これとは཯ᑐに、

「月」が௜くと、「ࡦと̓つき、ࡩた̓つき、̓ࡳつき、よ̓つき」のように、すべて㉳అ型

になる。これは、᥋ᑿ㎡「日（カ）」「月」の持つ≉ᚩによるものと⪃ࡽ࠼れるが、このよう

な᥋ᑿ㎡によるアクセント型の㐪いを各ᆅの方言でグ㏙して࠾くことは、今ᚋのグ㏙研究の

�。とつであるࡦー࣐のࢸ
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このように、本ᅵの諸方言ともアクセントがきれいにᑐᛂするという஦ᐇは、このよう

なᩘ詞が（琉球もྵめた）日本語の祖ඛ̿つまり「日本祖語」̿かࡽᘬき⥅がれて、現在

に⮳ったものであることをド᫂している（ローレンス ����）。� �

ところで「ࡦとつ、ࡩたつ͐」のようなᩘ詞は、「いち、にー、さん͐」とᩘ࠼る₎語

系のᩘ詞とᑐẚして、よく「࿴語系のᩘ詞」と呼ࡤれることがあるが、ඛ㏙のように、こ

れが琉球と本ᅵの諸方言が分岐する前の段階かࡽ存在していたことをも⪃࠼あࡏࢃると、

これを「࿴語系」と呼ࡪのは┦ᛂしくない。そこで、ここではこれࡽを、「日本祖語系ᩘ

詞」というように呼ࡧ代࠼て、議論を進めることにしよう。�

 
 
㸰㸬㸰� ேᩘࡿ࠼ᩘࢆ詞�

୍方、ேをᩘ࠼る「ࡦとり、ࡩたり͐」のようなᩘ詞は࡝うであろうか。� �

本ᅵ諸方言では、「ࡦとり、ࡩたり͐」のようにேをᩘ࠼るሙ合、㏵中かࡽ₎語系のᩘ

詞に⨨き᥮ࢃってしまうことが多い。たとࡤ࠼ᮾி方言では、「ࡦとり」と「ࡩたり」には

日本祖語系ᩘ詞を౑用するのࡔが、３ே௨ୖになると、（㸵）にあるように「さんにん、よ

にん、ࡈにん、ろくにん、しちにん、はちにん、くにん、ࡹࡌうにん」のように₎語系ᩘ

詞が౑ࢃれるのである。 ��

�

（㸶）日本祖語系ᩘ詞のᮾி方言にࡅ࠾るᐇ現�

系列別（㢮別）��D�༢⊂形�ಶ体をᩘ࠼る������E��༢⊂形�ேをᩘ࠼る��  

１㸬�& 系列�㸵㢮）������ �������と̓つࡦ ��と̓りࡦ

㸰㸬�$ 系列（㸰㢮）������ ��������たつࡩ �たりࡩ

３㸬�$ 系列（㸰㢮）����� ��������っつࡳ 䇷䇷䇷（さんにん）�

㸲㸬�$ 系列（㸰㢮）����� よっつ�������� � 䇷䇷䇷（よにん）�

㸳㸬�% 系列（㸳㢮）���� いつ̓つ������� � 䇷䇷䇷（ࡈにん）�

㸴㸬�$ 系列（㸰㢮）���� �������っつࡴ � 䇷䇷䇷（ろくにん）�

                                                   
��ᮾிでは「� ே」のᩘ್部分「㸲」ࡅࡔが、ண᝿される₎語系語᰿の「し」ではなく、日

本祖語系の語᰿「よ」になっている。「Ṛே」との連᝿をᅇ㑊するものであろう。�
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㸵㸬�% 系列（㸳㢮）����� なな̓つ������� � 䇷䇷䇷（しちにん）�

㸶㸬�$ 系列（㸰㢮）��� ��������っつࡸ � 䇷䇷䇷（はちにん）  

㸷㸬% 系列     ここ’の䛴       䇷䇷䇷 （くにん、䛝䜕うにん） 

１㸮㸬$ 系列          と’䛚         䇷䇷䇷 （䛨䜕うにん） 

 
さて、今ᅇの喜界島調査では、ேをᩘ࠼るᩘ詞に㛵して㠃ⓑいことが分かった。本ᅵ諸

方言と㐪って喜界島には、₎語系ではなく、日本祖語系ᩘ詞が tɕuri （ࡦとり）、W’ari�（ࡩ
たり）のࡳなࡎࡽ、mitɕari（３ே）、 jutari（㸲ே）、Ɂitutari（㸳ே）͐（ୖ჆㕲の例）
のように、「� ே」௨ୖにも౑ࢃれる㞟ⴠが┦ᙜᩘあったのである。 ��

�

�

３� ᩘ詞アクセントㄪᰝ⤖ᯝ࡜ၥ㢟ᥦ㉳�

さて、名詞が「ＡＢ�ᑐ�Ｃ」のような合ὶを㐙ࡆたᆅᇦ（‴、㜿ఏ、ୖ჆㕲、ᆏᕊな࡝）

では、「１つ」ࡅࡔが別の型になり、「㸰つ、３つ、㸲つ、㸳つ、㸴つ、㸵つ、㸶つ、㸷つ、

と࠾」な࡝が、すべてྠࡌ型になってしまうのではないかというண᝿を、すでに（�）でた

てた。そのண᝿はࡰ࡯ᙜたったのࡔが、ࡦとつࡅࡔ例እがあり、それは「㸷つ」であった。�

今ᅇの喜界島調査では、このような「ＡＢ�ᑐ�Ｃ」ࢱイࣉの方言の中かࡽ、≉にୖ჆㕲、

中㔛、‴、㜿ఏ、Ⲩᮌ、ᆏᕊに࠾いて「ࡦとつ、ࡩたつ͐」のᩘ詞を詳細に調査できたの

で、その⤖ᯝを���に示そう。ここで≉にὀ目して࡯しいのは、下⥺部である。�

 

（㸷）喜界島にࡅ࠾る日本祖語系ᩘ詞のアクセント �（ᅛ体をᩘ࠼るᩘ詞のሙ合）�

ୖ჆㕲������� 中㔛���������‴�������㜿ఏ・Ⲩᮌ���� ᆏᕊ�

１㸬ࡦとつ㻌 㻌 㻌 W’i@tu������ W’i@tu������ W’i@tu������� W’i@tsu      W’i@tsu�

㸰㸬ࡩたつ�㻌 㻌 W’a@�>tu㻌 㻌 㻌 㻌  W’a@�>W’u㻌 㻌 㻌 㻌 W’a@�>tu㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 W’a@�>tsu㻌 㻌 㻌 㻌 W’a@�>tsu㻌

３㸬ࡳっつ��㻌 mi@�>tu㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 mi@�>W’u㻌 㻌 㻌 㻌 mi@�>tu㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 mi@�>tsu㻌 㻌   mi@�>tsu㻌 㻌 㻌

                                                   
�୍⯡に、௚の多くの琉球方言では、「� ே」までは tɕuri（１ே）、W’aUi（� ே）、mitɕari（３ே）、
jutari（㸲ே）のように日本祖語系ᩘ詞を౑うものの、「㸳ே」௨ୖになると�guniN(� ே)«の
ように₎語系を౑うᆅᇦが多いとされている。しかし喜界島௨እの琉球諸ᆅᇦでも、まࡔ「�

ே」௨ୖのᩘ詞に日本祖語系ᩘ詞が౑ࢃれ⥆ࡅているᆅᇦが┦ᙜᩘあるとᛮࢃれ、詳細な調査

がᮇᚅされる。また、ஂ㔝������のヨࡳたように、௚の᥋ᑿ㎡「㹼日」「㹼月」「㹼⢏」な࡝の

形ᘧも調査し、各㞟ⴠࡈとにそのそれぞれについて、࡝のᩘに⮳るまで日本祖語系ᩘ詞が౑࠼
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㸲㸬よっつ��㻌 ju@�>tu㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ju@�>W’u㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ju@�>tu㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ju@�>tsu     ju@�>tsu㻌

㸳㸬いつつ�㻌 㻌 Ɂi@tu>tu㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 Ɂi@tu>W’u㻌 㻌 㻌 㻌 Ɂi@tu>tu    Ɂi@tsu>tsu㻌 㻌 Ɂi@tsu>tsu 

㸴㸬ࡴっつ�㻌 㻌 mu@�>tu㻌 㻌 㻌 㻌 mu@�>W’u㻌 㻌 㻌 mu@�>tu㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 mu@�>t䡏u   mu@�>t䡏u㻌 㻌 㻌

㸵㸬ななつ�㻌 㻌 na@na>tu㻌 㻌 㻌 na@na>W’u㻌 㻌 na@na>tu㻌 㻌 㻌 na@na>tsu㻌 㻌 na@na>tsu㻌

㸶㸬ࡸっつ��㻌 ja@�>tu㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ja@�>W’u㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ja@�>tu㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ja@�>tsu㻌 㻌 㻌 㻌 ja@�>tsu 

㸷㸬ここのつ 㻌khu@�>nu@tu㻌 㻌 khu@�>nu@W’u㻌 㻌 khu@�>nu@tu㻌 㻌 ku@�>nu@tsu khu@�>nu@tsu㻌

１㸮㸬と࠾���㻌 thu>�㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 thu>�㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 thu>�㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌thu>�㻌 㻌 㻌 㻌 thu>�㻌

�

この表に㍕ࡽࡏれたすべての方言で、「１つ」は下がって⤊ࢃるアクセント型（㹆㹊型）

なのにᑐして、「㸰つ、３つ、㸲つ、㸳つ、㸴つ、㸵つ、㸶つ、と࠾」はୖがって⤊ࢃるア

クセント型（+/+ 型、あるいは /+ 型）であることが（㸶）かࡽ分かる。つまりண ㏻り、

これࡽの方言では、「１つ」ᑐ「㸰つ、３つ、㸲つ、㸳つ、㸴つ、㸵つ、㸶つ、と࠾」とい

うようなアクセントの型の㐪いがぢࡽれた。�

しかし、ၥ㢟は「㸷つ」である。（�）によれࡤ、この「㸷つ」には、「㸳つ、㸵つ」と

჆㕲を例にとると、「㸷ୖࡤ࠼ない。したがって、たとࡽなࡤれࡅような型がฟ現しなࡌྠ

つ」には、㸳つ（Ɂi@tu>tu�）ࡸ㸵つ（na@na>tu�）ྠ様、+/+ のようにୖがって⤊ࢃるアク

セント型がฟ現し、
khu�@nu>tu�、あるいは�
khu@�nu>tu のような型でฟ現することがண
᝿される。�

しかしこのண に཯して「㸷つ」は、「１つ」W’i@Wu とྠ様、下がって⤊ࢃる型でฟ現し、
kKu@�>nu@tu（+/+/）のようなアクセントになっていることがุ᫂した。したがって、次の

ようなணᮇࡠࡏ⤖ᯝに⤊ࢃったのである。�

�

（䠍䠌） 
 

䠤䠨䠤ᆺ（上が䛳て⤊わるᆺ）㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌䠤䠨ᆺ（下が䛳て⤊わるᆺ）㻌 㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻞 つ、㻟 つ、㻠 つ、㻢 つ、㻤 つ㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻝 つ（Ｃ系列）㻌 㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻔௨ୖＡ系列㻕㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻥 つ（Ｂ系列）㻌 㻌 㻌 㻌 㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻡 つ、㻣 つ（௨ୖＢ系列） 㻌

�

�

                                                                                                                                                               
るかを検討して࠾くことは、琉球グ㏙研究の㔜せなㄢ㢟のࡦとつである。�
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�

この「㸷つ」のアクセントの例እは、୍体࡝のような⌮⏤によるものࡔろうか。このၥ

㢟についての⪃ᐹは、次⠇（➨㸲⠇）でᢅうこととする。�

�

さて、次にேをᩘ࠼る日本祖語系ᩘ詞「ࡦとり、ࡩたり͐」のアクセントをぢてࡳよう。

今ᅇの調査でこの形ᘧを詳しく調べることができたのは、ୖ჆㕲、中㔛、ᆏᕊの３㞟ⴠで

あるが、その調査⤖ᯝは次の表の㏻りである。�

（䠍䠍）㻌 喜界島に䛚ける᪥本♽語系数詞のアクセント㻌 䠎㻌 （人を数䛘る数詞のሙྜ）㻌

上჆㕲㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 中㔛㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌ᆏᕊ㻌

䠍䠊㻌 㻌 㻌䜂とり㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 tɕu@ri㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 tɕu@i㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 tV·u@i�

䠎䠊㻌 㻌 㻌ふたり㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌  W’a>ri㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌   W’a>i㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 W’a>i㻌 㻌 㻌

䠏䠊㻌 㻌 㻌 䠏人㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌  mi@tɕa>ri㻌 㻌 㻌 㻌 㻌  mi@tɕa>i㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 mi@tɕa>i㻌 㻌 㻌 㻌

䠐䠊㻌 㻌 㻌 䠐人㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ju@ta>ri㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ju@t’a>i㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ju@t’a>i㻌  㻌

䠑䠊㻌 㻌 㻌 䠑人㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 � Ɂi@tu>ta@ri㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 � Ɂi@tu>W’a@i㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 �Ɂi@tsu>W’a@i㻌 㻌  

䠒䠊㻌 㻌 㻌 䠒人㻌 㻌 㻌 㻌  㻌  mu@ta>ri㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌  mu@�>W’a@i㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 mu@t’a>i㻌 㻌 㻌 㻌

䠓䠊㻌 㻌 㻌 䠓人㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌  na@na>ta@ri㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 na@na>W’a@i㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 na@na>W’a@i㻌

䠔䠊㻌 㻌 㻌 䠔人㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ja@ta>ri㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ja@ta>i㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌  ja@ta>i㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌

䠕䠊㻌 㻌 㻌 䠕人㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 khu@nu>ta@ri㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌ku@nu>ta@i㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌ku@nu>t’a@i㻌 㻌 㻌

䠍䠌䠊㻌 㻌 䠍䠌人㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 thu@ta>ri 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌ᮍㄪᰝ㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌ᮍㄪᰝ㻌

 
≉に下⥺部にὀ目して࡯しい。ண᝿（�）では、「� ே」ࡅࡔが⊂立した型になり、「�

ே、� ே、� ே、� ே、� ே、� ே、� ே、� ே、�� ே」な࡝は、すべてྠࡌ型になってしま

うのではないかということであった。しかしᐇ㝿は、ண᝿に཯して、tɕu@ri（ࡦとり）の
௚に、�Ɂi@tu>ta@ri（� ே）、�na@na>ta@ri�（� ே）、khu@nu>ta@ri （� ே）な࡝も、下がっ

て⤊ࢃる型（㹆㹊㹆㹊）となってฟ現したのである。 ��

つまり、ேをᩘ࠼るᩘ詞は、ୖ჆㕲、中㔛、ᆏᕊで、(��) のような合ὶを㐙ࡆているこ

とが分かった。�

                                                   
� なࡐか中㔛の「� ே」ࡅࡔが、ᮇᚅされる mu@W’a>i では䛺く mu@�>W’a@i の䜘う䛺アクセントᆺで
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（1�）  
㻌

䠤䠨䠤ᆺ（上が䛳て⤊わるᆺ）㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌䠤䠨、䠤䠨䠤䠨ᆺ（下が䛳て⤊わるᆺ）㻌 㻌

䠎人、䠏人、䠐人㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 䠍人（䠟系列）㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 䠒人、䠔人㻔௨上Ａ系列㻕㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 䠑人、㻌 䠓人、㻌 䠕人㻔௨上Ｂ系列㻕㻌

�

�

�

この（��）をぢると、あたかも「琉球祖語」のＡ系列とＢ・Ｃ系列の㐪いが、喜界島で、

ேをᩘ࠼るᩘ詞に㝈って保たれているようにぢ࠼る。つまり、（��）の � 㞟ⴠでは、ᬑ㏻名

詞は「ＡＢ�ᑐ�Ｃ」のような合ὶを㐙ࡆたのࡔが、このேをᩘ࠼るᩘ詞に㝈って「Ａ�ᑐ�Ｂ

Ｃ」のようになっているようにぢ࠼たのである。�

しかし、ᐇែはそうではないことが分かった。では、このように名詞が「ＡＢ�ᑐ�Ｃ」

のような合ὶを㐙ࡆたᆅᇦ（ୖ჆㕲、中㔛、ᆏᕊ）で、Ａ系列とＢ系列のேをᩘ࠼るᩘ詞

�。に、別の型に属しているという஦ᐇのཎᅉは、いったいఱであろうかࡎࡏが合ὶࡅࡔ

次⠇では、このၥ㢟について⪃࠼ていくこととしよう。�

�

�

㸲� ᩘ詞アクセントの౛እ࡜႐⏺ᓥの↓ᶆの࣒ࣜࢬᵓ㐀�

さて、前⠇でၥ㢟ᥦ㉳したㅦをゎく㘽は、༢語඲体の㛗さ（ᢿᩘ）にある。このことを

検ドするために、しࡽࡤくᩘ詞௨እの名詞のアクセント≉ᚩを検討してࡳよう。�

松森������では、「ＡＢ�ᑐ�Ｃ」ࢱイࣉの合ὶを㐙ࡆた赤連と、「Ａ�ᑐ�ＢＣ」ࢱイࣉの

合ὶを㐙ࡆたᑠ㔝ὠのẚ㍑を㏻࡝、ࡌちࡽのࢱイࣉの方言でも、඲体の㛗さが � ᢿ㹼３ᢿ

までの語ᙡについては、その㸰種のアクセント型にẚ㍑的ࣛࣂンスよく語ᙡが所属してい

るのにᑐし、඲体が㸲ᢿ௨ୖの㛗さの語ᙡになると、+/+/ というような࣒ࣜࢬᵓ㐀を持ち、

語ᮎが下がって⤊ࢃるアクセント型の༢語が、୧方言ともにቑຍしていくことをᣦ᦬して

いる。�

たとࡤ࠼（��）は、今ᅇの喜界島合ྠ調査によってୖ჆㕲で཰㞟された、� ᢿ௨ୖの㛗

さを持つ語を、そのアクセント型によって分㢮したものである。これをぢると、++/+ のよ

うに語ᮎがୖがって⤊ࢃる型よりも、+/+/（++/+/）のように語ᮎが下がって⤊ࢃる型の࡯

うが、その所属語ᙡが多いことが分かる。�

�

�

                                                                                                                                                               
ฟ⌧したが、このཎᅉは୙᫂で䛒る。 
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（１３）㻌喜界島上嘉鉄方言の４拍以上の語彙の型とその所属語彙 㻌

○� ++/+型��（語末が上がって終わる型）��

hiza]ɕi[mu��脛�、�ju:]we[: �祝い�、�se:]mu[ri �結婚式�、�khogo]ta[na��小刀�、�

ma] ɕim[ma �昼�、 hammja]:[ri��雷�、�thin]to[: �空���

○� +/+/型���語末が下がって終わる型��

Ɂu]ta[je]:��顎�、�ni]bu[tu]:��おでき�、� t’u]m[be]:��唾�、�

 ja]:[nu]tɕu��家族�、so]:[de]: �兄弟�、�k’a]n[tɕa]:��子供達�、�

 haro]:[dʑi]:��親戚�、�se:]k’u[sa]: �大工さん�、Ɂa]m[ma]: �母�、�

 me]:[ra]bi��若い娘�、�gi]:[ha]:��かんざし�、�thi]nu[gu]i �手ぬぐい�、�

 na]ri[mu]N��果物�、�du]:[ɕi]:��雑炊�、thi]n[dʑo]: �天井�、��

ɕi]n[tɕi]N��便所�、sa]n[ɕi]n��三味線�、mun]nja[ra]:��麦わら�、�

�ɕima]ju[mi]ta��方言�、�sa]mba[ra]:��箕�、�o]:[da]: �運搬用モッコ�、�

su]:[ka]:��急須�、 mi]su[na]ti��一昨年��

㻔㻞㻜㻝㻝 年 㻥 月㻌国立国語研究所喜界島合同調査の結果から㻕㻌

このように、名詞の長さ（拍数）が４拍以上になると、この方言（上嘉鉄）では +/+/、

++/+/ のような語末が下がって終わる型を持つ単語の数が多くなっていき、これに対して

++/+、+++/+のような、語末が上がって終わるアクセント型を持つ単語の数が減っていく。�

つまり（少なくとも体言について言えば）、その拍数が長くなればなるほど +/+/パター

ンのほうが ++/+パターンよりも生産的になる、と言えるだろう。�

さらに、今回の調査で明らかになったのは、「Ａ�対�ＢＣ」タイプの合流を遂げた小野

津方言でも同様なことが言えるということである。すなわち、上嘉鉄方言で +/+/というリ

ズム構造で出現する多くの単語（すべてではない）が、小野津でも同じような構造で出現

したのである。たとえば、次のような単語がそれにあたる。�

�

（㻝㻠）喜界島小野津方言における 㻴㻸㻴㻸（㻴㻴㻸㻴㻸）のリズム構造を持つ語彙 㻌

nɪ]bu[tu]: (おでき)、 tsu]b[bë]: (唾)、 ja:]nin[dʑu]: (家族), kjo]:[de]: (兄弟)、 
k’wa]n[kja]: (子供達)、ɸa]ro:[dʑi]: (親戚)、 se:]ku[sa]: (大工さん)、 
Ɂa]m[ma]: (祖母の意味)、 du]:[ɕi]: (雑炊)、sa]n[ɕi]n (三味線)、 
sa]mba[ra]: (箕)、Ɂo]:[da]: (運搬用モッコ)、mi]tsuna[ti]: (一昨年) 

㻔㻞㻜㻝㻝 年 㻥 月㻌国立国語研究所喜界島合同調査の結果から㻕㻌 㻌

 
したがって、（１～３拍までの名詞についてだけ言えば、小野津と上嘉鉄のアクセント

型はかなり異なっているものの）�拍以上の単語になると、そのアクセント型が両者で似 
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㏻ってくるのである。つまり、「ＡＢ�ᑐ�Ｃ」「Ａ�ᑐ�ＢＣ」の࡝ちࡽの合ὶࢱイࣉの方言

に࠾いても、༢語が㛗くなるにつれて +/+/（++/+/）の࣒ࣜࢬᵓ㐀の༢語がቑຍしていく、

という⯆࿡῝い現㇟が᫂ࡽかになった。�

これはまࡔ௬ㄝの段階に㐣ࡎࡂ、今ᚋの調査によって☜ㄆしていかなࡅれࡤなࡽない஦

であるが、このように㛗い༢語に࠾いて +/+/ のような語ᮎが下がって⤊ࢃるアクセント型

が多くなる、という㡢㡩≉ᚩは、このୖ჆㕲ࡅࡔでなく、喜界島のࡰ࡯඲ᇦについて言࠼

るのではないࡔろうか。つまり +/+/（++/+/、+++/+/）のように語ᮎが下がって⤊ࢃる型

が、喜界島඲ᇦを㏻ࡌて↓ᶆな࣒ࣜࢬᵓ㐀ࡔ��松森 �����とᛮࢃれるが、これは、今ᚋ、

このᆅᇦのእ᮶語ࡸ᪂語もᩘ多く཰㞟して検ドしていくᚲせがある。�

さࡽに言ࡤ࠼、+/+/ 型の⏕⏘ᛶは、」合名詞のアクセントをỴᐃする㝿にもാいている。

今ᅇの喜界島調査では」合語の形ᡂつ๎については調査することができなかったのࡔが、�

⚾の ���� 年の赤連方言のアクセント調査では、次のような」合語をసᡂして発㡢してもࡽ

ったところ、そのすべてが下がって⤊ࢃるアクセント型（+/+/、++/+/ 型）でฟ現した。（ち

なࡳにこの赤連も、ୖ჆㕲とྠࡌ「ＡＢ�ᑐ�Ｃ」ࢱイࣉの合ὶを㐙ࡆた方言である。）�

 
（1�）赤連方言の」合語� � （���� 年３月赤連方言調査⤖ᯝかࡽ）  

habi@ba>ku@R (⣬⟽)、hari@ba>ku@R (㔪⟽)、� �  
bintoR@buQ>ku@R （ᘚᙜ⿄）、juRbiN@buQ>ku@R （㒑౽⿄）  
sjima@muQ>cji@R (島㣰)、 mamI@muQ>cji@R (㇋㣰) 、  

Futu@muQ>cji@R (ⶇ
よもࡂ

㣰) 、guma@muQ>cji@R (⬌㯞㣰) 

hiru@ba>te@R （にんにく⏿）、 hana@ba>te@R （ⰼ⏿）、  

bira@ba>te@R（㡞
にࡽ

⏿）、cjiuri@ba>te@R (⬌⎩⏿) 、 

guma@ba>te@R（⬌㯞⏿）、tuQsoR@ba>te@R（༡⎩
かࡰちࡷ

⏿）  

 
この（��）に示された」合語のᚋ部せ⣲のうち、「⟽」（ha>ku, ha@ku >nga）は語ᮎが㧗

く⤊ࢃる型（+/+ 型）で、「⿄」( >FuQ@ku, >FuQku nga )、「㣰」�(muQ>tji@R, muQ>tjiR nga�）、
「⏿」（ha>te@R, ha>teR nga）は語ᮎが下がって⤊ࢃる型（/+/ 型）であるが、この方言の

」合語アクセントはそのᚋ部せ⣲のアクセント型とは┦㛵ᛶがぢࡽれない。�

୍方、前部せ⣲のアクセント型がこれࡽの」合語のアクセント型をỴᐃしているࡅࢃで

もない。ちなࡳにこれࡽ」合語の前部せ⣲のアクセント型は、「⣬、ᘚᙜ、島、㇋、にんに

く、ⰼ、㡞
にࡽ

、⬌⎩」がその༢⊂形がୖがって⤊ࢃる型、「㔪、㒑౽、ⶇ、⬌㯞、༡⎩
かࡰちࡷ

」は༢
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⊂形が下がって⤊ࢃる型である。 ��

この」合語のアクセントにも、࠾そࡽくඛ㏙の喜界島の↓ᶆな࣒ࣜࢬᵓ㐀がฟ現したも

のと⪃ࡽ࠼れる。」合語は多くのሙ合、� ᢿ௨ୖの㛗い語となるため、喜界島にࡅ࠾る↓

ᶆの型がฟ現するഴྥがᙉいのࡔろう。 �

௨ୖ、㸰型アクセント体系を持つ喜界島の語ᙡの㡢㡩≉ᚩとして、+/+/�++/+/�+++/+/�

という࣒ࣜࢬᵓ㐀がもっとも⏕⏘的であるというᣦ᦬を⾜った。この࣒ࣜࢬᵓ㐀の⏕⏘ᛶ

は、≉に㸲ᢿ௨ୖの㛗い（ᢿᩘの多い）༢語に࠾いて㢧著である。喜界島の多くの方言に

は㸰つのアクセント型があり、その各型の所属語ᙡのᩘは１㹼３ᢿ語にはさ࡝࡯の೫りは

ないのࡔが、༢語の㛗さが㛗くなれࡤなる࡝࡯、ある≉ᐃの↓ᶆな࣒ࣜࢬᵓ㐀の࡯うに語

ᙡが཰᮰していくഴྥが、喜界島඲ᇦを㏻ࡌてぢࡽれることがุ᫂した。㻌

さてここで、➨３⠇でၥ㢟ᥦ㉳したᩘ詞のアクセントにヰをも࡝そう。ண によれࡤ

++/+ のようにୖがって⤊ࢃる型でฟ現するとᮇᚅされる「� つ」と「� ே、� ே、� ே」が、

ண᝿に཯して喜界島では +/+/ のように下がって⤊ࢃる型でฟ現する、というᣦ᦬を⾜った。

ୖ჆㕲を代表にして෌ᗘそれࡽを示すと、次のようになる。�

�

(1�)  上჆㕲の +/+/ ᆺをᣢ䛴数詞㻌 㻌 㻌 㻌  㻌    khu@�>nu@tu （䠕䛴）、 
Ɂi@tu>ta@ri （䠑人）、na@na>ta@ri （䠓人）、khu@nu>ta@ri （䠕人） 

 
その⌮⏤は、これまでの議論ですでに᫂ࡽかであろう。�

 のᩘ詞は඲体の㛗さ（ᢿᩘ）が㸲ᢿ௨ୖになってしまったために、ணࡽくこれࡽそ࠾

される ++/+ ではなく、+/+/ 型でฟ現したのࡔとᛮࢃれる。つまり、ண᝿㏻りのアクセン

ト型がฟ現しなかったཎᅉは、ᩘ詞඲体の㛗さにある。�

                                                   
� この赤連方言の」合語の前部せ⣲のアクセント型を、༢⊂形と、୺᱁のຓ詞 QJD を௜ࡅた

᥋⥆形で示すと、次のようになる。�

ձ 㹊㹆，㹆㹊㹆型�

⣬、⣬が��ha>bi, ha@bi > nga  �������ᘚᙜ、ᘚᙜが bin@to>R, binto@R >nga、� �

島、島が��sji>ma,  sji@ma >nga、㻌 � � ㇋、㇋が�ma>mI,  ma@mI >nga、�
にんにく、にんにくが�hi>ru,  hi@ru >nga、    ⰼ、ⰼが� ha>na,  ha@na >nga 
㡞、㡞が�bi>ra,  bi@ra >nga、㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌⬌⎩、⬌⎩が��cji@u>ri, cjiu@ri >nga�

ղ 㹆㹊，㹆㹆㹆型�

㔪、㔪が� >ha@ri, >hari nga ��������㒑౽、㒑౽が�� ju@R>bi@N, ju@R>biN nga � �

⬌㯞、⬌㯞が����>gu@ma, >guma nga     ⶇ
よもࡂ

、ⶇが�>Fu@tu, >Futu nga� � � �

༡⎩、༡⎩が�� tuQ>so@R, tuQ>soR nga�
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「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」喜界島方言調査報告書 
� 2011年 8月 15日� 国立国語研究所 

㸳� ᪥ᮏ祖語系ᩘ詞のアクセント㸸௒ᚋのㄢ㢟�

今ᅇは喜界島の中でもୖ჆㕲ࡸᆏᕊな࡝、「Ａ  Ｂ ᑐ Ｃ」ࢱイࣉの合ὶを㐙ࡆた方言ࡔ
イࢱに↔Ⅼをᙜてて、喜界島語ᙡのアクセント≉ᚩを⪃ᐹした。今ᚋは、「Ａ ᑐ ＢＣ」ࡅ
。るᚲせがあるࡳに調査して、検討してࡽたᑠ㔝ὠ、ᚿᡞᱩのᩘ詞もさࡆの合ὶを㐙ࣉ  
これまでの議論かࡽண されるのは、「Ａ  ᑐ  ＢＣ」ࢱイࣉの合ὶを㐙ࡆたᑠ㔝ὠ、ᚿ

ᡞᱩ方言では、「㸰つ、３つ、㸲つ、㸴つ、㸶つ、と࠾」がまとまってྠࡌ型でฟ現し、「１

つ、㸳つ、㸵つ、㸷つ」がもう୍つの型にධるのではないか、ということである。しかし、

もしこれࡽの方言に࠾いても、ୖ჆㕲ྠ様、㸲ᢿ௨ୖの㛗さの語ᙡのアクセント型が⏕⏘

的な +/+/（++/+/�+++/+/）型に཰᮰していくഴྥが存在するとすれࡤ、㛗いᩘ詞がこの型

でฟ現するྍ⬟ᛶが㧗い。�

ṧᛕながࡽ今ᅇの調査では、この㸰つの方言（ᑠ㔝ὠ、ᚿᡞᱩ）のᩘ詞について、この

ことを検ドするために༑分なࢹーࢱがᚓࡽれなかったので、これは今ᚋの調査のㄢ㢟とし

たい。�

୍方、喜界島のእに目をྥࡅれࡤ、ᑠ㔝ὠ、ᚿᡞᱩ௨እにも、「Ａ  ᑐ  ＢＣ」ࢱイࣉの
合ὶを㐙ࡆた琉球諸方言はᩘ多く存在する。たとࡤ࠼、዆⨾኱島༡部の℩ᡞ内⏫の諸方言

がその඾型ࡔが、そのような方言では、今ᅇᣦ᦬したような「１つ、㸰つ、３つ、㸲つ、

㸴つ、㸶つ、と࠾」 ᑐ 「㸳つ、㸵つ、㸷つ」のような型のᑐ立が保たれているのではな
いࡔろうか。この௬ㄝの検ドも今ᚋのㄢ㢟としたい。  
さࡽにୖ჆㕲ࡸᆏᕊとྠ様な「Ａ  Ｂ  ᑐ  Ｃ」ࢱイࣉの合ὶを㐙ࡆた方言は、喜界島௨

እにも存在する（たとࡤ࠼、ᐑྂ島୚㑣ぞ
よ な は

Ⰻ部島బఀࡸ
さ

Ⰻ
ࡽ

὾
はま

な࡝）。もしこれࡽの諸方言で、

喜界島のような㛗さによる型のไ⣙がなࡅれࡤ、そのᩘ詞は、「１つ」ᑐ「㸰つ、３つ、㸲

つ、㸳つ、㸴つ、㸵つ、㸶つ、㸷つ、１㸮」のような型のᑐ立を保ってฟ現することがண

᝿されるが、そうなっているࡔろうか。これについても、今ᚋの調査で☜ㄆしたい。㻤㻌

 
ཧ↷ᩥ⊩  
ஂ㔝䝬䝸子(1���) 䛂዆⨾᪉ゝの数を⾲䛩᥋ᑿ㎡䇷ἈỌⰋ㒊島▱ྡ⏫のሙྜ䇷䛃  

䛄⌰⌫の᪉ゝ䛅㻌 1� ྕ：��䠉1��、ἲᨻ኱ᏛἈ⦖ᩥ໬◊✲ᡤ  
松森晶子(��11)「喜界島祖語にࡅ࠾る � 型アクセント体系の所属語ᙡ̿赤連と�

ᑠ㔝ὠのẚ㍑か̿ࡽ」ࠗ 日本ዪ子኱ᏛᩥᏛ部⣖せ࠘�� ྕ㸸��㸫1���
䝻䞊䝺ン䝇、䜴䜵䜲ン(����) 䛂୚㑣ᅜ᪉ゝの系⤫ⓗ఩⨨䛃㻌 䛄⌰⌫の᪉ゝ䛅㻌 �� ྕ：��䠉��、 

ἲᨻ኱ᏛἈ⦖ᩥ໬◊✲ᡤ  

                                                   
�� ⚾ぢࡔが、≉に「Ａ Ｂ ᑐ Ｃ」このようなࢱイࣉの系列の⤫合を㐙ࡆた方言に、㛗い༢語
（≉に」合語）が≉ᐃの࣒ࣜࢬᵓ㐀に཰᮰していくഴྥがⰍ⃰くほᐹされるのではないかと⪃

。ることとしたいࡌためて論ࡽている。この⌮⏤については、また稿をあ࠼  



138



139

 
2011 8 15  

 

 

 

 

 

 

 
3

1  (1941) 1977  
1904( 37)

 
2  (1978) 4

 

 
3  (1979)  

1905( 38)
 

149
                                                   
1 2  

 (1943)  
 (1974) 7  



140

竹田晃子「喜界町方言におけるオノマトペの語彙的特徴」 

のオノマトペ・リスト」およびその凡例を参照されたい。当該方言の語彙においてオノマ

トペが占める割合は，上記資料における全語形ののべ語数が 1 万語を超えることからみて，

とりわけ多いものではない。方言集としては〔1〕に比べて〔3〕が倍以上の数となったが，

これは他地域の方言集・方言辞典と同傾向で，近年になるほど方言におけるオノマトペが

語形として意識されやすくなったことの反映であると考えられる。  
� このリストをもとに，以下，語形と意味について述べる。  
 
２．２� 語形の種類  
 
� 喜界町方言オノマトペ・リストにおける語形2の種類は，主に次の 3 種類である。  
 
� � ①繰り返し語形（語末の長音が繰り返しに対応しない語形も含む）  

アドゥナアドゥナ，ウチャウチャ，ッウニャッウニャ，ガジガジ，ガタガタ，ガヂガ

ヂ，カミャカミャ，ガラガラ，キーキー，グーグ，グジュグジュ，クスクス，グヂュ

グヂュ，グツグツ，グラグラ，クリクリ，ゲーゲ，ケーケー，ゲーゲー，コーコー，

ゴンゴン，サーサ，ザーザ，ザーザー，サッサ，サラサラ，ジルジル，ジワジワ，ス

ッサギスッサギ，ズラズラ，セカセカ，ソーソ，ソヨソヨ，ターリターリ，タチョタ

チョ，ヂヂ，ヂルヂル，チンチン，ツッチャツッチャ，ツルツル，ツンツン，ディー

ディー，テヤテヤ，ドゥムドゥム，トゥルトゥル，ドゥルドゥル，ドキドキ，ドンド

ン，ナドナド，ナンブナンブ，ニューニュー，ネィーネィー，バタバタ，パチパチ，

ハッチラハッチラ，ハラハラ，ピーピー，ヒーラヒーラ，ヒーリヒーリ，ビラビラ，

ブーブー，ブカブカ，フトゥフトゥ，フトフト，フヤフヤ，ブラブラ，ブルブル，マ

ードゥイマードゥイ，マーマー，マチャマチャ，マヤマヤ，マンチャマンチャ，ムシ

ャムシャ，ムジャムジャ，ムチャーリムチャーリ，ムチャムチャ，ムドムド，ムニャ

ムニャ，ユデーユデー，ユフユフ，ユラユラ，ヨイヨイ，ヨーリヨーリ，ヨイヨーイ，

ヨーガリヨーガリ，ヱーヱ  
 
� � ②イ・リ・ラ等が付く語形  

・イ：アッサイ，エーイ，ガッツイ，ガットゥイ，グルイ，グンナイ，サッパイ，シ

ッカイ，シッタイー，スッタイ，スッパイ，ズップイ，チッカイメッカイ，ツマ

イ，ドゥップイ，ゾップイ，トゥムイ，ニューウイ，ニューワイ，ビッタイ，ユ

ラリユイ，ユルイ，ヨーイ，ヨイヨイ，マードゥイマードゥイ，ヨイヨーイ �
 
・リ：サリッ，ツゾーリ，ヨーリ，サンジャリ，クリクリ，ターリターリ，ヒーリヒ

                                                   
2 無気音・鼻音・アクセントの表記は省略した。原典を参照されたい。  
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ーリ，ムチャーリムチャーリ，ヨーリヨーリ，ヨーガリヨーガリ �
�
・ラ：バラ，パラー，ビラー，ブラ，ガラガラ，グラグラ，ズラズラ，ハッチラハッ

チラ，ハラハラ，バンバラー，ヒーラヒーラ，ビラビラ，ブラブラ，ユラッサラ，

ユラユラ  
 
� � ճト㸭トゥ（๪モの᥋辞）が付く語形  

アッサイ� ト，グルイ� ト，サッパイ� ト，シッカイ� ト，ユルイ� ト，ウガッ� ト，

クッ� ト，ヤッ� ト，ブン� トゥ，ツン� ト，パシ� トゥ，スハッ� ト，サーザー�

ト，ディーディー� トゥ，ネィーネィー� ト，マーマー� トゥ  
�

� 上記から，喜界町における方言オノマトペの語形はᮏᅵ方言と同ᵝ，繰り返し語形が多

いⅬでᮏᅵ方言と同ᵝであることがわかる。ࡲた，ྡモ「ドゥル（Ἶ）」の繰り返し語形

「ドゥルドゥル（Ἶなどの形≧。どࢁどࢁ）」，ືモ「ウチャ（ᾋࡁ）」の繰り返し語形「ウ

チャウチャ（ⴠࡁ╔ࡕのないこと。ࡁ࠺ࡁ࠺）など，ྡモやືモと㛵ಀがある語形もある。 
� ᮏᅵ方言と␗なるⅬとして，語末音にリ・ラよりもイが多いことがあࡆられる。イはラ

⾜子音が⬺ⴠしたものと考えられる。ࡲた，イが付いた語形は繰り返し語形がᑡないのに

対して，ラが付く語形はほとࢇどが繰り返し語形である。  
� り㧗くない。ືモ「すࡲた，ᮏᅵ方言と比べるとືモのᵓᡂせ⣲としての⏕⏘ᛶはあࡲ

る」┦当の語形が付く「ツルツル� シ」「ドキドキ� シ」などの語形はあるが，他方言やඹ

㏻語にみられる「キラメク」「ザワメク」，「ネバツク」「ムカツク」などのよ࠺なືモ

᥋辞メクやツクが付いた語は☜ㄆでࡁない。୍方で，オノマトペ㸩「ே」のよ࠺な形，た

とえࡤ「ブラムン（することがなくࡪらつくே㸻することがなく㐟びくらすே）」「クス

チャー（のどがࢁࡈࢁࡈしているே㸻ႍᜥのே）」など，ྡモと⤖びつく形はᩓぢされる。 
 
２．㸱� ព࿡のศ類  
 
� 喜界町方言オノマトペ・リストを意味によって次の 7 種類にศ類した。語数はᣓᘼෆに

♧した（ヲ⣽は表 1 を参照）3。  
 

                                                   
3 � たࡔし，௒ᅇのศ類は，方言オノマトペについて୍⯡に⾜࠺べࡁศ類とい࠺より，喜界町

方言オノマトペ・リストをみわたし，意味で全యを኱ࡁくศけよ࠺とすると 7 種類になるとい

なものである。したがって，᪥ᮏ語方言あるいは᪥ᮏ語方言全యにおける喜界町方言࠺よ࠺

について，オノマトペの特徴をᢕᥱするためには，他地域との比㍑をど㔝にධれたศ類がᚲせ

になる。ࡲた，これらのศ類のࡕ࠺，մ㏿ᗘ・յᚰ⌮・ն㔞・շᢳ㇟的意味は๪モにศ類され

ることが多いとᛮわれる。ここではヲ⣽な意味༊ูのためにศけたが，このศ類については

෌考のవ地がある。  
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� � ①音͐͐ື≀の㬆ࡁኌやᐇ㝿の≀音を表す語（ᨃ音語・ᨃኌ語）（36 語）  
� � すを表す語（39࠺やேのືくよ≀͐ࡁື② 語） 
� � ճ㌟యឤぬ͐㌟యのㄪ子や⭡ල合・╧╀≧ែ，ゐりᚰ地などを表す語（18 語）  
� � մ㏿ᗘ͐ືࡁの㏿ᗘを表す語（18 語）  
� � յᚰ⌮͐ேの気ᣢࡕを表す語（10 語）  
� � ն㔞͐͐஦≀の㔞を表す語（21 語）  
� � շᢳ㇟的意味͐上記に当てはࡲらないᢳ㇟的な意味を表す語（例：࠺ࡻࡕど・たくさ

など）。（25，࠺しっかり・あたかも・も・ࢇ 語） 
 
� 語数は，①音・②ືࡁ，次いでշᢳ㇟的意味・ն㔞にศ類されたのべ語数が多いが，特

にどの意味が多いとい࠺ことはない。ࡲた，୍つの語が」数の意味をᣢつとい࠺ことも，

୍つの意味を」数の語形が表すとい࠺こともなく，このリストにおいては୍つの語が」数

の意味をᣢつとい࠺ことはなかった。  
 
２．㸲� 語形の種類࡜ព࿡のศ類  
 
� 語形の種類と意味のศ類を⤌み合わࡏてのべ語数をࡲとめると，表 1 のよ࠺になる。  
 

⾲㸯� 語形の種類 ABC ព࿡のศ類ձ㹼շの㛵ಀ࡜  

  93 語 50 語 16 語 

  A 語形ࡋ㏉ࡾ⧞  B㹼࣭࣭ࣜࣛ࢖  C㹼ࢗࢺ࣭ࢺ 
36 語 ձ㡢 䖃 24 ㄒ㻌 䕧 7 ㄒ 䠉 1 ㄒ 
39 語 ղືࡁ  䖃 30 ㄒ 䖂 12 ㄒ 䠉 0 ㄒ 
18 語 ճ㌟యឤぬ  䖃 15 ㄒ 䖂 8 ㄒ 䠉 0 ㄒ 
18 語 մ㏿ᗘ  䖃 11 ㄒ 䕧 5 ㄒ 䕧 3 ㄒ 
11 語 յᚰ⌮  䕧 8 ㄒ 䕧 3 ㄒ 䠉 1 ㄒ 
21 語 ն㔞 䠉 2 ㄒ 䖂 8 ㄒ 䕧 3 ㄒ 
25 語 շᢳ㇟ⓗព࿡  䠉 3 ㄒ 䕧 7 ㄒ 䖂 8 ㄒ 
（ิの┠Ᏻとして：ە多い，۔やや多い，ڹややᑡない，㸫ほとࢇどない・ない） 

 
� 表 1 から，喜界町方言のオノマトペは，語形と表される意味との㛫に㛵㐃があることが

わかる。A 繰り返し語形は，①音・②ືࡁ・ճ㌟యឤぬ・մ㏿ᗘを表すものに多く，ն㔞・

շᢳ㇟的意味を表すものにはᑡない。C ト・トゥをᚋ᥋する語形はշᢳ㇟的意味を表すも

のに多く，①音・②ືࡁ・ճ㌟యឤぬ・յᚰ⌮を表すものにはほとࢇどない。㏫のみかた

をすると，ᐇ㉁的なものには繰り返し語形が多く，ᢳ㇟的なものにはト・トゥをᚋ᥋する  
ものが多いとい࠺傾向があるといえる。  
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㸱� ႐⏺⏫ᇛஂ᪉ゝ࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ࡿࡅ࠾࡟�

 

㸱．㸯� 㠃᥋ㄪᰝのほⅬ  

� 㠃᥋ㄪᰝでは，喜界町方言オノマトペ・リストでもっとも語数が多かった㒊ศにὀ┠し，

語の౑いศけをᢕᥱでࡁるよ࠺㉁ၥᩥを⏝意した。語数が多かったのは，ᐇ㝿の音やኌを

表すሙ合，ືࡁのよ࠺すを表すሙ合，それらに比べるとややᢳ㇟的な意味に⏝いられるሙ

合である。したがってㄪᰝでは，㞵音とື≀の㬆ࡁኌなどを表すオノマトペ，ேやື≀の

るこࡆすを表すオノマトペ，㏿ᗘと㔞を表す๪モ的⏝ἲのオノマトペをྲྀり上࠺のよࡁື

ととした。  

� 語彙の◊✲，特に意味記述においては，㏻ᖖ，いわࡺる「㛢ࡌられたయ⣔」を௬ᐃし，

そのయ⣔ෆでの語の౑いศけを記述していく。無㝈にᗈがる語彙を୍ᐃの⠊ᅖにᅖい㎸み，

その୰での意味的な㛵ಀを᫂らかにするとい࠺ことである。௒ᅇのㄪᰝでは，オノマトペ・

リストから類ఝ・㞄᥋する意味で౑いศけられることがぢ㎸ࡲれる」数の語形⩌を㑅びฟ

し，⌰⌫方言・ᮏᅵ方言との㛵㐃やㄪᰝのしやすさにも考៖しながらㄪᰝをタィした。  

� 㠃᥋ㄪᰝは，2010(ᖹᡂ22)年9᭶10᪥に，ᇛஂබẸ㤋においてᇛஂの⏕えᢤࡁの㧗年ᒙ・

ዪᛶ2ྡ（1929⏕，1932⏕）を対㇟に，➹⪅が⾜った。お஧ேのᅇ⟅には኱ࡁな㐪いがみ

られなかったため，ᮏ✏ではࡲとめてあつかࡲ。࠺た，方言の表記について，ᩥ⊩資料は

原ᩥにᇶ࡙く。㠃᥋ㄪᰝの⤖ᯝはなるべくⓎ音に近いカタカナ表記をᇶᮏとし，オノマト

ペ㒊ศに音ኌ表記をే記する。  

� 以下，㡰にㄪᰝ⤖ᯝを述べる。  
 

㸱．２� 㡢࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ࡍ⾲ࢆ  
� 喜界町方言オノマトペ・リストで「音」にศ類した語をᴫほすると，ಶูの音を表す語

が多く，ఱらかの意味య⣔をなしているとᛮわれるものはぢฟしにくい。ࡲた，音を表す

オノマトペにおいて，኱ࡁな音は᭷ᶆࡔが，ᑠさな音は無ᶆであると考えられる。ここで

は㞵音を表すオノマトペをたࡡࡎたが，኱ࡁな㞵音にはオノマトペが⏝いられるものの，

ᑠさな㞵音にはオノマトペがᅇ⟅されなかった。 
� ⃭しい㞵の㝆る音は(1)のよ࠺にザーザー>ʥaːʥDː@と表⌧される。(2)(3)のよ࠺なオノマ

トペ以እの表⌧もᅇ⟅された。 �
� (1)� ザーザー>ʥaːʥDː@� アメ� フットゥイヤー。（⃭しい音で㞵が㝆っている。）  
� (2)� シンコクアメ� フットゥイヤー。（⃭しい㞵が㝆っている。）  
� (3)� オーアメ� フットゥイヤー。（኱㞵が㝆っている。）  
� ᙅい㞵が㝆るよ࠺すを表すሙ合には，次のよ࠺なオノマトペ以እの語形がᅇ⟅された。  
� (4)� ナマアミ� フットゥイヤー。（ᙅい㞵が㝆っている。）  
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㸱．㸱� ື≀の㬆ࡁኌࡿ࡚ࡓࡀ≀ືࡸ㡢࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ࡍ⾲ࢆ  
� 㬆ࡁኌを表すオノマトペについては，㇜，㤿，∵，⊧，≟，㭜，㞼㞛，ᑿ長㭜，㭬の㬆

。なᅇ⟅をᚓた࠺ኌについて，(5)㹼(13)のよࡁ  
� (5)� ㇜：ゴイーゴイー>СRLːСRLː@ 
� (6)� 㤿：ヒー>ɥLː@ 
� (7)� ∵：ࣔー>PRː@ 
� (8)� ⊧：ニャーニャー>QMDːQMDː@ 
� (9)� ≟：ワンワン>ZDِZDِ@�
� ����� 㭜：クークー�クークー>NXːNXː�NXːNXː@（㬆ࡁኌ） �
� � � � 㭜：コケコッコー>NRNHNRNNRː@（ᮅ，᫬を࿌ࡆる㬆ࡁኌ。ඹ㏻語的） �
� ����� 㞼㞛：チッチー>߽LW߽Lː@ 
� (12)� ᑿ長㭜：࣊ー࣊ーコイコイコイ>KHːKHːNRLNRLNRL@ 
� (13)� 㭬：࣍ントニタケタカ>KRQWRQLNDNHWDND@（⪺ࡁなしの୍種）  
� ⽪については，⩚音を表すオノマトペがᅇ⟅された。  
� (14)� ࣊ーガ� ブーブー>EXːEXː@� スイ。（⼚がブンブンする。㸻⽪がブンブン㣕ࡪ。）�

� 次の(15)は⊧がのどを㬆らす音のオノマトペであるが，これは(16)のよ࠺に⊧を࿧ࡪと

。の࿧びかけでもあるࡁ  
� (15)� ⊧が：グルグル，グルグル>СXޞXСXޞX�СXޞXСXޞX@（⊧がႃを㬆らす音）�

� (16)� ⊧に：グルグル，グルグル>СXޞXСXޞX�СXޞXСXޞX@（⊧を࿧びᐤࡏるとࡁ）�

� 「⊧」のྡ⛠にはグルー>СXޞXː@を⏝いる4。ᇛஂのヰ⪅お஧ேに「⊧」をグルー>СXޞXː@
と表す⌮⏤をᑜࡡたとこࢁ，もともとは⊧がのどを㬆らす音をࡡࡲたオノマトペに⏤᮶す

るとのᅇ⟅であった。ᗂඣ語としても⏝いるが，኱ே語でもあるとい࠺。このことから，

(15)(16)のオノマトペの▷⦰形が「⊧」を表すྡモになったものと考えられる5。喜界ᓥ༡

㒊に఩⨨する上჆㕲，୰㔛の⏕えᢤࡁヰ⪅（どࡕらも⏨ᛶ）からも同ᵝのᅇ⟅をᚓた。  
� 喜界町の方言ศᕸについては୰ᮏṇᬛ(1987)にヲしい。༡す㒊にグルー>СXޞXː@がศᕸす

るよ࠺すとグルー>СXޞXː@の⏤᮶について，次のよ࠺に述べている（p.67。下⥺は竹田によ

る）�。  

 

                                                   
4� 㠃᥋ㄪᰝではグルー>СXޞXː@が⮬Ⓨ的にᅇ⟅され，ㄏᑟによってマヤー>majaː@もᅇ⟅され

た。 
5� ᒾ಴(1941)には「グルー：⊧。マヤーに同ࡌ。」（p.101）とある。  
6� ୰ᮏ(1981)(1979)がᣦ᦬するよ࠺に，ྡモ「⊧」を表す>majaː@が⊧の㬆ࡁኌのオノマトペ

に⏤᮶する語であるかど࠺か，௒ᅇのㄪᰝでは☜ㄆでࡁなかった。௒ᚋのㄢ㢟である。  
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「ᾘ⁛༴ᶵ方言のㄪᰝ・ಖᏑのための⥲合的◊✲」喜界ᓥ方言ㄪᰝሗ࿌᭩ 
2011 年 8 ᭶ 15 ᪥� ᅜ❧ᅜ語◊✲ᡤ 

� ⊧を表す喜界ᓥの方言はࠊマヤー

とグルーの୧形でありࠊ次のよ࠺に

なっている。  

� majaː� Ⲩᮌࠊᡭஂὠஂࠊᾆ原ࠊ

ᕝᕊࠊⰼⰋ἞ࠊⵦ⏕ࠊ㜿ఏࠊ

჆㕌ࠊⓑỈࠊ᪩町ࠊሷ㐨ࠊ

బᡭஂࠊᚿᡞᱩࠊᑠ㔝ὠࠊ

ఀᐇஂࠊ◁ఀࠊ長ᕊࠊ୰⇃ࠊ

す┠ࠊ኱ᮅᡞࠊᓥ୰ࠊඛෆࠊ

୰㛫ࠊụ἞  
� СXޞXː� Ⲩᮌࠊ上჆㕲ࠊ�ඛᒣࠊᾆ

原ࠊబᡭஂࠊ⁪ᕝࠊᇛஂࠊ

ᒣ田ࠊ⩚㔛ࠊụ἞ࠊ㉥㐃ࠊ

୰㔛ࠊ‴ �
� マヤー⣔はࠊ໭㒊と୰㒊を୰ᚰに

ศᕸしࠊグルー⣔は‴を୰ᚰに༡㒊

にศᕸしている。�
� 喜界ᓥで⊧をマヤーとかグルー

とかい࠺がࠊそのྡ付けかたが⯆味

῝い。マヤーは⊧の㬆ࡁኌからࡁた

ᨃኌ語である。ではグルーはどのよ

がேなつっこくすりᐤって᮶てႃを㬆らすと⊧ࠊか。これもᨃኌ語で࠺ࢁな語であ࠺

こࢁからࡁている。同ࡌᨃኌ語⏤᮶の語であっても㬆ࡁኌとႃを㬆らすことの୧方か

ら᮶ているのは⯆味῝いことである。 �
� Ἀ⦖方言で⊧をマヤーとい࠺のࡔが，⊧を࿧ࡪとࡁは⊂特のしࡄさがある。ᡭをᕪ

しฟしࠊᡭのᖹを上にしてᣦを❧てࠊᒅఙさࡏる。ᡭは࠺ࡻࡕどḢ⡿ேがᡭࡁࡡࡲを

するよ࠺なືࡁをする。ᡭのືࡁに合わࡏてࠊクルクルクルと࿧ࡪのである。そして

⊧のႃをなでてやると⊧はႃをクルクルと㬆らしてᏳᚰする。この࿧びኌのクルが喜

界ᓥで⊧のྡ⛠にⓎ㐩したと考えられる。�

 
� Xː@は዆⨾኱ᓥにもศᕸする。⌰⌫全యの方言ศᕸをᅗ♧した୰ᮏޞた，グルー>СXࡲ

(1981)は，「グルー⣔は዆⨾኱ᓥと喜界ᓥにあり，ᗂඣ語として౑われることもある㸬グ

ルー⣔は⊧のႃを㬆らす音からฟたᨃ音語である㸬ᮏ᮶，ᗂඣ語としてⓎ㐩したもので，

኱ேでも⊧を࿧ࡪとࡁには౑われる㸬」（p.144）と述べている。  
                                                   
7� 上჆㕲について，୰ᮏ(1987)の地ᅗにはマヤーの記ྕがあるが，ᮏᩥにはグルーとある。  

ᅗ �� �����ㄪᰝᆅⅬྡࠖ୰ᮏࠕ��㸹S�����

ᅗ �� �ࠕ�⊧ࠖ୰ᮏ�����㸹S�����
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竹田晃子「喜界町方言におけるオノマトペの語彙的特徴」 

� 喜界町方言には，オノマトペの繰り返し語形を▷⦰໬した語形の語末を長音にしたもの

がྡモとして⏝いられる例が他にもみられる。表 2 に，繰り返し語形とྡモと対応してい

るとᛮわれるものをᒾ಴(1941)からᢤࡁฟしてࡲとめた。これらのྡモは，「繰り返し語形

の意味する≧ែにあるே」とい࠺よ࠺な意味を表すことがわかる。  
 

⾲２� �モ形ྡࡿࡼ࡟語形の▷⦰໬ࡋ㏉ࡾ⧞

�㸦ព࿡㸧࣌ࢺ࣐ࣀ࢜ ྡモ㸦ព࿡㸧�

アドゥナアドゥナ（のࢁのࡲࡈࡲ̿ࢁ

 ᒾ・p.015（。ࡈ
アドゥナー（のࡲࢁ。⨬言して言࠺語。

アドゥスイも言࠺。）ᒾ・p.015 
グンナイグンナイ（㊤⪅のṌ⾜のᵝを形

ᐜしてい࠺。）ᒾ・p.101 
グンナー（㊤。）ᒾ・p.101 

ヂルヂル（ࢁࡌࢁࡌ。┠をືかしࡲࠊた

はࢁࡻࡂࢁࡻࡂจどする形ᐜ。）ᒾ・

p.187�

ミーヂルー（┠のࢁࡻࡂࢁࡻࡂしている

ே。）ᒾ・p.187�

ブカブカ（๪モ。ࡩはࡩはと㍍いゐឤ。

 やᅵなど。）ᒾ・p.272ࢇとࡩ̿
プカー8（（㜿ఏ・ඣ）┦᧞のᙅい⪅。）ᒾ・

p.272 
ヨーガリヨーガリ（ࢁࡻࡦࢁࡻࡦ� よࢁ

よࢁ。ேにも≀にもい࠺。）ᒾ・p.326 
ヨーガリー（⑭ࡏてࢁࡻࡦࢁࡻࡦしてい

る⪅。）ᒾ・p.326 
�
� 「⊧」のグルー>СXޞXː@も同ᵝに，オノマトペの繰り返し語形を᭱▷の語形に▷⦰໬し，

語末を長音にすることで，ྡモ形「グルグル，グルグル>СXޞXСXޞX�СXޞXСXޞX@とのどを㬆ら

すື≀」とい࠺よ࠺な意味からᡂ❧したものと考えられる。⊧がのどを㬆らす音のオノマ

トペとして⏝いるとࡁはグルを 2㹼4 ᅇ繰り返すのが୍⯡的ࡔが，ྡモ「⊧」として⏝い

るとࡁは繰り返さࡎ，語末をఙࡤしてグルー>СXޞXː@と言࠺。ඹ㏻語でもື≀の㬆ࡁኌのオ

ノマトペ「ワンワン」「チュンチュン」などが「≟」「㞛」などのື≀ྡとして⏝いられる

ことがあるが，あくࡲでもᗂඣ語であり，繰り返し語形を▷⦰໬した「ワン」「チュン」な

どのྡモ形もない。 �
� 他のື≀についてもこのよ࠺な対応がないか☜ㄆしたとこࢁ，㭜を࿧びᐤࡏるとࡁに「ト

ゥートゥー，トゥートゥー>WXːWXː�WXːWXː@」を⏝い�，「㭜（ྡモ）」のᗂඣ語としてトゥート

ゥー>WXːWXː@と言࠺ሙ合があることがわかった��。㻌

� (17)� 㭜に：トゥートゥー，トゥートゥー>WXːWXː�WXːWXː@（㭜を࿧ࡪとࡁ）�

� (18)� 子どもにᗂඣ語として：トゥートゥー>WXːWXː@（ྡモ：㭜）�

� しかし，トゥートゥー>WXːWXː@はオノマトペには⏤᮶しないよ࠺である。㭜の㬆ࡁኌのオ

                                                   
8 「プカー」は㜿ఏのᗂඣ語とあるが，「ブカー」のㄗ᳜かとᛮわれる。  
9� ᒾ಴(1941)にも「トゥートゥー：㭜を࿧ࡪ語。」（p.152）とある。  
10 ᒾ಴(1941)には，「ニューニュー（ᗂ）：㭜。トゥートゥーに同ࡌ。」（p.208）とあるが，௒

ᅇのㄪᰝでは☜ㄆされなかった。  



147

「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」喜界島方言調査報告書 
2011 年 8 月 15 日 国立国語研究所 

は「クークー，クークー>Nu৸Nu৸�Nu৸Nu৸@」で，これは๭߮ነせ語としては૶われࡍトࡑࡁ

ない。また，ฬ⹖「㢚」のᄢੱ語としてト࠘ࠗ>Wui@が࿁╵され，ࠝࡑࡁトࡍに↱来するฬ

⹖「㢚」⋧ᒰの語形（たとえ߫ト࠘ーのようなもの）は⏕⹺できなかった。  

 この他のേ‛については，›を๭߱ときはฬで๭߮，‐・㚍・⽋を๭߮ነせることはま

ずないとのことで，₀・㢚以外のേ‛を๭߮ነせる㓙のこと߫は࿁╵されなかった。なお，

‐߳のภ઎として(18)(19)(20)のような࿁╵があった11。ኅ⇓にኻして๭߮かけること自૕

がภ઎であるためと⠨えられる。㚍については手✁で๮઎するとのことで，特に࿁╵され

なかった。 

 (19) ‐に㧦࠙࠶>পu@（ภ઎㧦Ꮐに行け） 

 (20) ‐に㧦ト࠘ディ>WuGi@（ภ઎㧦ฝに行け） 

 (21) ‐に㧦フࠗ>ɸui@（ภ઎㧦೨進しࠈ）」 

 以上のേ‛の㡆き声のࠝࡑࡁトࡍやേ‛߳の๭߮ነせ語などについて，表 3 にまとめた。 

 

⴫㧟 ၔਭ方⸒ࠆߌ߅ߦേ‛の㡆߈ჿߤߥのࠝࡑࡁトߣࡍ 

 ⹖ฬ࡮⺆ߌ߆๭߮ࠆߔ᧪↱ߦࠇߘ

⺆ 

േ‛ 
㡆䈐ჿ䈭䈬䈱䉥䊉䊙䊃䊕 ๭߮ነߖ⺆ 

 ⹖のฬ᧪↱ࡍトࡑࡁࠝ

ᐜఽ⺆ ᄢੱ⺆ 

⽋  >Сoi৸Сoi৸@ ̆  ̆  ̆  

㚍  >ɥi৸@ ̆  ̆  ̆  

‐  >Po৸@ ̆  ̆  ̆  

›  >ZaِZaِ@ ̆（ฬ೨で๭߱）  ̆  ̆  

₀  

>nMa৸nMa৸@䋨㡆䈐ჿ䋩 ̆  ̆  ̆  

>СuޞuСuޞu�СuޞuСuޞu@ 
䋨の䈬䉕㡆䉌䈜㖸䋩 >СuޞuСuޞu�СuޞuСuޞu@ >Сuޞu৸@ >Сuޞu৸@ 

㢚  
>Nu৸Nu৸�Nu৸Nu৸@ ̆ ̆ ̆  

̆ >Wu৸Wu৸�Wu৸Wu৸@ >Wu৸Wu৸@ ̆  

㔕㓴  >߽iW߽i৸@ ̆  ̆  ̆  

የ㐳㢚  >he৸he৸NoiNoiNoi@ ̆  ̆  ̆  

㢩  >honWoniNaNeWaNa@ ̆  ̆  ̆  

ⳣ  >Eu৸Eu৸@䋨⠀㖸䋩 ̆  ̆  ̆  
                （̆は⹥ᒰする語形が࿁╵されなかったことをᗧ๧する） 

 

                                                  
11 ጤୖ(1941)には「ࡘ࠴ディ㧦Ꮐ̆㚍及߮‐に๮ずる語。」（p.147），「࠙㧦ฝ̆ޔ㚍及߮‐

に方ะを๮ずる語。」（p.40），「フࠗ㧦㚍に「進め」と๮ずる語。」（p.232）とあり，(19)
㨪(21)とほぼ╓ภする。 
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竹田晃子「喜界町方言におけるオノマトペの語彙的特徴」 

� これらのことから，喜界町方言においては，ື≀の㬆ࡁኌなどのオノマトペはᚲࡎしも

そのືࡲࡲ≀を表すྡモになるとい࠺わけではなく，特に「⊧」において，次のよ࠺にᡂ

❧したものとᛮわれる。「⊧」がのどを㬆らす音をᶍしたオノマトペがあり，それがペット

として࿧びᐤࡏるとࡁの࿧びᐤࡏ語となる。同᫬にそのオノマトペを▷⦰໬し，語末を長

音໬した語形がᗂඣ語において୍⯡ྡモとして⏝いられ，᭱⤊的に኱ே語としてもᐃ╔し

たと考えられる。「グルグル，グルグル>СXޞXСXޞX�СXޞXСXޞX@」がᐇ㝿の音をᶍしたオノマ

トペに⏤᮶するとㄆ識しつつ࿧びᐤࡏ語としても⏝い，オノマトペを▷⦰໬して語末を長

音໬した語を「⊧」の୍⯡ྡモとして኱ேが⏝いるⅬ，さらにこれが地⌮的なศᕸ域をᣢ

。ඹ᭷されているⅬで⯆味῝いࡕ  
� なお，኱ேが୍⯡的に⏝いる語であるものの，ᇛஂのグルー>СXޞXː@には୍種のユーࣔア

がឤࡌられる。喜界町ᇛஂのヰ⪅お஧ேは，ྡモ「⊧」についてたࡡࡎたとࡁ，┠を㍤か

がᇛஂでは࠺とⓎヰし，喜界ᓥではᮏ当は>majaː@��と言「@Xːޞグルー>СX」に࠺てᴦしそࡏ

>СXޞXː@と言࠺のࡔとㄝ᫂しながら，>СXޞXː@は>majaː@をオノマトペで言い᥮えることࡤ㐟

びのよ࠺なユーࣔアを含む語であることをᩍえてくれた。኱ே語として⏝いられるሙ合に

も語形の⏤᮶がオノマトペであるとㄆ識されているため，๪次的なニュアンスを含むもの

と考えられる。  
 

㸱．㸲� ࡍ࠺ࡼのࡁື  
� のᵝ子を表すオノマトペについては，୰ᮏ(1978)「喜界ᓥᚿᡞᱩ方言の語彙」の「ேࡁື

㛫ཬび⏕≀のᨃែ語」に次のよ࠺にあり，ືస主యによるオノマトペの౑いศけが♧され

ている（p.14）。�

�

� � �。など，ືసを表⌧する語「ࢁ࠺ࢁ࠺」

� � ே㛫は PDQMD�PDQMD�
� � � WߑপXغa� PDQMD�PDQMD�VXL（ேがࢁ࠺ࢁ࠺している） �
� � ∵・㤿は� � PDWߑD�PDWߑD�
� � ⊧・≟は� � PDMD�PDMD�
� � � PDMaːغa�PDMD�PDMD�VXL（⊧がࢁ࠺ࢁ࠺している）�

� � � পLغغaːغ�a�PDMD�PDMD�VXL（≟がࢁ࠺ࢁ࠺している）�

� � 㨶は� PDQWߑD�PDQWߑD�
� � ⹸は� পXQMD�পXQMD�
� � ⺬は� পXQMD�পXQMD�

                                                   
12 マヤー>majaː@（⊧）はオノマトペのマヤマヤ>PDMD�PDMD@（ࢁ࠺ࢁ࠺する）とは⤖びつかな

いよ࠺である。ヰ⪅にᑜࡡたとこࢁ，特にᛮい当たらないとのことであった。  
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� � ⽪は� EXː�EXː�
 
上記の記述を参考に，ே㛫，∵・㤿，≟・⊧，㨶，⹸，⽪が「ࢁ࠺ࢁ࠺するさࡲ」を表す

オノマトペにὀ┠してㄪᰝを⾜った。ᇛஂでは，ே㛫・⊧・≟・㨶についてはマヤマヤ

>majamaja@が⏝いられるとᅇ⟅された。  
� (22)� アンチョー� マヤマヤ>PDMDPDMD@� スッチャヤ。（あのே，フラフラしている。）�

� (23)� ウࢾ� インカࢎー� マヤマヤ>PDMDPDMD@� シテ� アッチュイヤー。（ࡕ࠺の≟，࠺

�（。してṌいているࢁ࠺ࢁ

� (24)� ウࢾ� グルー� マヤマヤ>PDMDPDMD@� シテ� アッチュイヤー。（ࡕ࠺の⊧，࠺ࢁ࠺

�（。してṌいているࢁ

� (25)� アン� イオ� マヤマヤ>PDMDPDMD@� スイ。（あの㨶，ウࣟウࣟしている。）�

� ேについては(25)のよ࠺にトゥルトゥル>WXޞXWXޞX@もᅇ⟅された。たࡔし，ࢁ࠺ࢁ࠺して

いるとい࠺より，㓉っᡶったとࡁのよ࠺にࡩらࡩらしていてయがᏳᐃしない，とい࠺意味

で⏝いられる。 �
� (26)� アンチョー� トゥルトゥル>WXޞXWXޞX@� スッチャヤ。（あのே，フラフラしている

よ。）�

(26)については，ᒾ಴(1941)に「トゥルトゥル：࠺つら࠺つら―╀り㝗࠺ࢁとしࡲࠊたは㓰

めよ࠺とするとࡁの≧ែ。」（p.178），᳃㇏Ⰻ(1979)に「ツルツル� シ：࠺つら࠺ࠊつらし

た。ࡹࡌくすいしないこと。ࡡいったことがはっࡁりしない。」（p.196）とあるよ࠺に，

。すを表す࠺のよࡁたたᐷをすると࠺  
� 他方言においても同ᵝの意味を表すሙ合がある。ᑠ㔝ṇᘯ⦅(2007)には次のよ࠺にある

（p.276。下⥺は竹田による）。  
�
� � つるつる㹙方言㹛ὸく▷く╀るさࡲ。近␥地方・୰ᅜ・஑ᕞ地方。「つるっ」ともい࠺。

「いつの㛫にやらつるつるとᐷてしも࠺た」ࠑி㒔ᗓࠒ� 「つるつるっとしたら୍␒ิ

㌴が㏻った」ࠑᓥ᰿┴ࠒ� 「つるっとした（୍╀りした）」ࠑᗈᓥ┴ࠒ �
�
「஑ᕞ地方」とあるのは኱ศ┴の方言集をさしており13，「ࡻࡕっとࡔけ╀る஦。௬╀。」

（᭶หシティ᝟ሗおおいた・ブラス⦅(1992)㸹p.103），「௬╀をとること。㸻とࢁっとする。」

（ⵦỤ町ᩍ⫱ጤဨ఍⦅(2000)㸹p.78）がそれである。これらのことから，(25)のトゥルト

ゥル>WXޞXWXޞX@は，௬╀をྲྀる㝿にయがᏳᐃࡎࡏ無意識にࡺらࡺらືくよ࠺すを表すオノ

マトペとして，୰ᅜ地方・஑ᕞ地方から㐃⥆的にศᕸしているのではないかと᥎ される。

辞᭩や方言集の記述ࡔけでははっࡁりしないため，኱ศ┴やᓥ᰿┴など他の地域での⏝ἲ

                                                   
13� ᑠ㔝ṇᘯ� ⦅(2007)における方言㡯┠は竹田晃子・୕஭はるみがᇳ➹した。「つるっ」の㡯┠
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についてさらにヲしい᝟ሗがᚲせであ࠺ࢁ。  
� ⹸については，「集ࡲってࡈ࠺めいているさࡲ」を表すオノマトペとして，ッウジョウジ

ョ>পXˎRXˎR@，ワジャワジャ>ZDˎDZDˎD@がᅇ⟅された。ᮏᅵ方言においても同ᵝの形ᘧ

がほࡰ同ࡌ意味で౑⏝されており，これも㐃⥆してศᕸしているとみられる。�

� (27)� ムシガ� ッウジョウジョ>পXˎRXˎR@� スンドー。（⹸がウジャウジャするよ。㸻⹸

がウジャウジャとࡈ࠺めくよ。）�

� (28)� ࣊ーガ� ワジャワジャ>ZDˎDZDˎD@� スイ。（⼚がウジャウジャする。㸻ウジャウ

ジャとࡈ࠺めく。）�

�

㸱．㸳� ๪モⓗ⏝ἲの࢜࣌ࢺ࣐ࣀ  
� オノマトペが᭱もᢳ㇟的な意味をᣢつのは，๪モとして⏝いられるሙ合であると考えら

れる。音やኌを表すሙ合はᐇయを語形でとらえたオノマトペともいえるが，๪モは㏿さや

㔞をᢳ㇟໬してとらえていると考えられる。�

� そこで，௒ᅇは，๓述のリストにおいて「ᛴいで」「たくさࢇ」「࠺ࡻࡕど」を意味する

語のࡕ࠺，オノマトペに⏤᮶すると考えられるものにὀ┠してㄪᰝを⾜った。�

� �。にある࠺を表す語は，ᒾ಴(1941)，᳃(1978)には次のよ「ᛴいで」，ࡎࡲ

�

� � �。た：さっさと̿ᛴいでࡤたࡤ・

� � � � 例「バタバタṌけ」。� � � � � � � � � � � � � � � � ᒾ಴(1941)p.269 
� � �。にしていること࠺た：いそがしそࡤࠊたࡤ・

� � � � �（。ᛴいでṌけよ）「ーࡻࡁあつࠊたࡤࠊたࡤ」

� � � � �（。ᡭ᪩くしなさいよ）「ーࡻりࡏࠊたࡤࠊたࡤ」 � � � ᳃(1979)p.253�
� � �たࡤ・ みࡹࡕい：㠀ᖖにᛴࡄ―⊋⊌てるとい࠺に近い。バタクユイともい࠺。  
� � � � 例「あࡲりバタミチ（ᛴࡂ⊋⊌てて）᛹ᡃするなよ」。� ᒾ಴(1941)p.269 
 
これらの例ᩥをヰ⪅にᥦ♧しながら☜ㄆし，次のよ࠺に౑⏝するとい࠺ᅇ⟅をᚓた ��。�

� (29)� バタバタ>EDWDEDWD@� シリヨー。（ᛴいでやれよ。）  
� (30)� バタバタ>EDWDEDWD@� シランバ。（ᛴいでやりなさい。）  
� (31)� バタバタ>EDWDEDWD@� シンナヨー。（ᛴいでするなよ。）  
� (32)� アンマリ� バタミチ>EDWDPL߽L@� ケガスンナヨ。（あࡲりᛴいでやってけがをする

なよ。）  

このバタバタ>EDWDEDWD@は，ࡏわしなく音を❧てるよ࠺すを表すオノマトペでもあるが，

                                                                                                                                                               
における「஑ᕞ地方」の記述は，኱ศ┴のこれらの方言集を参考にしたものである。  
14�዆⨾地方ではグルグルも౑われるとのሗ࿌があるが（ࠗ ዆⨾の方言さࡱࢇϩ p࠘.143，ࠗ዆⨾

方言ศ類辞典࠘p.205），௒ᅇのㄪᰝではᚓられなかった。  
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そのよ࠺すがᛴいでఱかをするよ࠺すを表すオノマトペとして⏝いられている。�

� 次に，「たくさࢇ」とい࠺意味ではガバ>СDED@が⏝いられる。ガバにఝた表⌧に，ツマ

リ，ドゥンバイがある。ツマリはワめ㎸むよ࠺に，ドゥンバイは「いっࡥい」とい࠺よ࠺

な意味で⏝いられる。�

� (33)� ガバ>СDED@� カミヨー。（たくさࢇ㣗べなさいよ。：子どもに）  
� (34)� ツマリ� カミヨー。（たくさࢇ㣗べなさいよ。：子どもに）  
� (35)� ドゥンバイ� カミヨー。（いっࡥい㣗べなさいよ。：子どもに。Ⲕ☇いっࡥい・

ᒣ┒りに㣗べなさい，とい࠺よ࠺な意味）�

� ㏿ᗘについてい࠺ሙ合は，ドンドン>GRQGRِ@が⏝いられる。  
� (36)� ドンドン>GRQGRِ@� カミヨー。（᪩く㣗べなさいよ。：子どもに）  
� ᭱ᚋに，「࠺ࡻࡕど」「ࡨったり」に┦当する表⌧について，ガッチリ>СDW߽LޞL@がある。�

� (35)� ガッチリ>СDW߽LޞL@� イチジカン� カータ。（ࡨったり㸻࠺ࡻࡕど୍᫬㛫かかった。） 
ᒾ಴(1941)によると，㜿ఏではガットゥイが⏝いられ，「サーシࣟーカ� ガットゥイ」（ど

にᚋ⥆๪モとしてᩥ末に⏝いられるとある。しかし，ᇛஂの࠺とに）のよࢇほࠊ࠺しよ࠺

「ガッチリ」にはそのよ࠺な⏝ἲは☜ㄆされなかった。喜界町において，これらのᩥἲ的

ᶵ⬟には地域ᕪがあると考えられる。なお，このガッチリは஑ᕞ༡㒊のガッツイ・ガッチ

ュイ・ガッツリなどと同⣔の語とᛮわれる。  
 

㸲．࡜ࡵ࡜ࡲ௒ᚋのㄢ㢟  
� 以上，喜界町方言におけるオノマトペについて，方言ᩥ⊩によるオノマトペ・リストを

語形の種類と意味によるศ類とい࠺ほⅬからศᯒし，喜界町ᇛஂ方言における㠃᥋ㄪᰝか

ら，音・㬆ࡁኌ，ືࡁ，๪モ的意味を表す⏝ἲについてሗ࿌した。せ⣙するとおよそ次の

㏻りである。  

� ᩥ⊩によるオノマトペ・リストのศᯒでは，繰り返し語形が多いことや，ືモのᵓᡂせ

⣲としての⏕⏘ᛶはあࡲり㧗くないこと，多⩏語がみられないこと，音・ືࡁを表す語が

やや多いことを☜ㄆした。ࡲた，音・ືࡁ・㌟యឤぬなどᐇ㉁的なものには繰り返し語形，

๪モ的意味のよ࠺にᢳ㇟的なものにはト・トゥをᚋ᥋するものが多く，語形と意味との㛫

にある⛬ᗘの㛵㐃がみられることを述べた。㠃᥋ㄪᰝにおいては，音・㬆ࡁኌ，ືࡁのよ

すを表すオノマトペ，๪モ的に⏝いられるオノマトペについてㄪᰝを⾜った。音を表す࠺

オノマトペにおいては኱ࡁな音は᭷ᶆでᑠさな音は無ᶆであると考えられること，㬆ࡁኌ

などの音を表すオノマトペでは，繰り返し語形を▷⦰໬し，語末音を長音にしたྡモがあ

ることについて述べた。その他，ືࡁのᵝ子を表すオノマトペと，オノマトペに⏤᮶する

๪モ類について述べ，以上のオノマトペのいくつかがᮏᅵ方言と㐃⥆的にศᕸしているྍ

⬟ᛶについてᣦ᦬した。  
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� ௒ᚋのㄢ㢟として，次の2Ⅼがあࡆられる。ᮏ✏では，オノマトペ・リストをసᡂした

ことによって喜界町方言のオノマトペをぢわたすことがྍ⬟になったため，語彙としての

特徴を全య的にᴫほすることがでࡁた。ࡲた，㠃᥋ㄪᰝの‽ഛとศᯒのẁ㝵において，こ

れらを᥼⏝することもでࡁた。௒ᚋは，多くの方言におけるこのよ࠺なリストや，方言㛫

の比㍑やศᕸを☜ㄆでࡁるよ࠺なデータ࣋ースがᚲせである。ࡲた，㠃᥋ㄪᰝにおいては，

㒊ศయ⣔をえがくのに༑ศな㉁ၥをᐇ᪋でࡁなかった㡯┠が多い。ㄪᰝἲを含め，いࡎれ

も௒ᚋのㄢ㢟としたい。  
 
ཧ⪃ᩥ⊩  

ᒾ಴ᕷ㑻(1941)ࠗ 喜界ᓥ方言集࠘୰ኸබㄽ♫（ᅜ᭩ห⾜఍ 1977 年᚟้,全ᅜ方言資料集ᡂ） 
ᜨ原⩏┒(1987)ࠗ዆⨾の方言さࡱࢇϩ࠘ᾏ㢼♫  
長田㡲☻・㡲ᒣྡಖ子 ⦅(1977㺃1980)ࠗ዆⨾方言ศ類辞典࠘上下ᕳ，➟㛫᭩㝔  
ᑠ㔝ṇᘯ� ⦅(2007)ࠗ᪥ᮏ語オノマトペ辞典࠘ᑠᏛ㤋  
ⵦỤ町ᩍ⫱ጤဨ఍�⦅(2000)ࠗかࡲえことのはゎయ᪂᭩―ⵦỤ町の方言集࠘  
᭶หシティ᝟ሗおおいた・ブラス  ⦅(1992)ࠗ ኱ศᘚ語㘓ゎㄝ̿⌧௦኱ศᘚのᇶ♏▱識࠘お

おいたインフ࢛メーションハウス  
୰ᮏṇᬛ(1978)「喜界ᓥᚿᡞᱩ方言の語彙」ࠗ⌰⌫の方言 4̿዆⨾喜界ᓥᚿᡞᱩ̿࠘，ἲ

ᨻ኱ᏛἈ⦖ᩥ໬◊✲ᡤ  
୰ᮏṇᬛ(1981)ࠗᅗㄝ� ⌰⌫語辞典࠘㔠㭜♫  
୰ᮏṇᬛ(1987)「喜界ᓥ方言の言語地⌮Ꮫ的◊✲」ࠗ᪥ᮏ語◊✲࠘9，ᮾி㒔❧኱Ꮫᅜ語Ꮫ

◊✲ᐊ  
᳃� ㇏Ⰻ(1979)ࠗ喜界ᓥの方言集 （࠘⮬㈝ฟ∧）  
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௜⾲� ႐⏺⏫᪉ゝの࢜ࢺࢫ࣭ࣜ࣌ࢺ࣐ࣀ  
 

凡例 

� (1) ᩥ⊩ิの「ᒾ」はᒾ಴ᕷ㑻(1941)ࠗ喜界ᓥ方言集࠘，「୰」は୰ᮏṇᬛ (1978)「喜

界ᓥᚿᡞᱩ方言の語彙」，「᳃」は᳃㇏Ⰻ(1979)ࠗ喜界ᓥの方言集࠘を表す。ࡲた，

「ᒾ」「᳃」「୰」に当該語形がᥖ㍕されている㡫␒ྕを付した。  
� (2) 語形ิ・意味ิの表記は，原典に近いカタカナにᨵめた。無気音・鼻音・アクセン

トについては原典にあたってほしい。たࡔし，୰ᮏṇᬛ(1978)の表記のࡕ࠺，ź ⾜は

カ⾜にࢎを付して表記し，例ᩥにはカタカナをῧえた。  
� (3) ే⏝される語形は㸭で༊ษって♧した。  

� (4) 意味ิの例ᩥには，ูのぢฟし語にᥖ㍕されていたものもຍえた。そのሙ合は，例

ᩥの๓にᥖ㍕㡫␒ྕを⿵った（したがって，ᩥ ⊩ิの㡫␒ྕに┦当しないሙ合がある）。 

� (5) ศ類ิの略ྕは次の㏻り（ศ類のᡭ㡰はᮏ✏ 2 ⠇を参照）。  

� � 語形：$͐繰り返し語形，%͐イ・ラ・リがᚋ᥋する語形，&͐ト・トゥがᚋ᥋する語

形。なお，a は‽繰り返し語形（例：アンビクンビ，ユラッサラなど），F はチが

ᚋ᥋する語形で，それࡒれ $・& に‽ࡎる語形であることを意味する（ᮏ❶の「㸰㸬

㸰� 語形の種類」の語数には含ࡲない）。オノマトペに⏤᮶しない語形はこれらが

✵ḍである。  

� � 意味：音͐ᨃ音語・ᨃኌ語，ື͐ືࡁ，య：㌟యឤぬ，ᚰ͐ᚰ⌮，㏿͐㏿ᗘ，㔞͐㔞，

ᢳ͐ᢳ㇟的意味を意味する。  

� (6) 意味・⏝例ḍの࠙� 。にはᮏ✏➹⪅によるὀ記を♧すࠚ  

� (7) なお，このリストは次のよ࠺なⅬにおいてὀ意がᚲせである。これらは௒ᚋのㄢ㢟

でもある。このリストには，オノマトペの࿘㎶的な語形も含ࡲれる。᪥ᮏ語方言にお

けるオノマトペは，୍⯡に語ᇶの繰り返しや特徴的な᥋辞が付くなどの形をとり，ᐇ

㝿の音を表す語やືࡁ・ឤぬのよ࠺すを表す語が多い。このリストでは，それらをᡭ

がかりに，語形・意味・例ᩥを᳨ウした࠺えで，ᩥ⊩資料からオノマトペとしてᢳฟ

した。語※をたどるとཝᐦな意味でのᨃ音語・ᨃែ語ではない語が含ࡲれるྍ⬟ᛶが

ある。ࡲた，語形・意味において㛵㐃する語形をもྍ⬟なかࡂりもらさࡎᢳฟしよ࠺

としたため，例えࡤサ（さあ）やズンバイ（いっࡥい）のよ࠺にឤືモ・๪モやそれ

らとの༊ูが㞴しい語も含ࡲれる。リストの⥲語数は 168 語，ࡕ࠺ឤືモ・๪モなど

のよ࠺に࿘㎶的な語は 19 語含ࡲれる（表 1 の語形数から㝖እした）。  
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ᩥ⊩࣭㡫␒ྕ� 語形�
分類  

ព࿡࣭⏝౛�
語形  意味  

᳃䞉㼜㻚㻜㻞㻜㻌 䜰䝑䝃䜲㻌 䝖㻌 A B C ᢳ 䛒䛳䛥䜚䛸。㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻜㻝㻡㻌 䜰䝗䜳䝘䜰䝗䜳䝘㻌 A 㻌  㻌  ື 䛾䜝䛾䜝䇷䜎䛤䜎䛤。㼜㻚㻜㻝㻡䛂䜰䝗䜳䝘䝃䜲䠄䛾

䜝䛔䚸䛾䜝䜎䛷䛒䜛䇷䛨䜜䛳䛯䛔⛬䛻。䠅䛃

㼜㻚㻜㻝㻡䛂䜰䝗䜳䝘䞊䠖䛾䜝䜎。⨬ゝ䛧䛶ゝ䛖ㄒ。

䜰䝗䜳䝇䜲䜒ゝ䛖。䛃㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻜㻞㻟㻌 䜰䞁䝡䜽䞁䝡㻌 a 㻌  㻌  㔞 ≀䛾⁄䜜䜛䜋䛹୍ᮼ䛻䛺䛳䛶䛔䜛ᙧᐜ。䛒

䜅䜜䛣䜌䜜䛾⩏。౛䛂ᗄ᪥䜒㝆䜚⥆䛔䛶䚸⏣

䛾Ỉ䛿䜰䞁䝡䜽䞁䝡䛲䜓䛃。㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻜㻟㻣㻌 䜲䝷䜲䝷㻌 A   㻌 ล≀➼䛾㗦䛔ᙧᐜ䚸䇷㙊䜢䜲䝷䜲䝷◊䛠➼。

ཪඖẼ䛾ᶓ⁄䛧䛶䛔䜛ே䛻䜒䜲䝷䜲䝷䛧䛶䛔

䜛ே➼䛸䛔䛖。㻌

᳃䞉㼜㻚㻜㻡㻟㻌 䜴䜺䝑㻌 䝖㻌 㻌  㻌  C ᚰ 䛖䛳䛛䜚䛧䛶䛔䛶。㎽㜏䛻䛧䛶䛔䛶。㻌

᳃䞉㼜㻚㻜㻢㻠㻌 䜴䝏䝱䜴䝏䝱㻌 A 㻌  㻌  ື ⴠ䛱╔䛝䛾䛺䛔䛣䛸。䜴䝏䝱䚸䜴䝏䝱䠄ᾋ䛝䚸

ᾋ䛝䠅。㻌

୰䞉㼜㻚㻝㻠㻌 䝑䜴䝙䝱䝑䜴䝙䝱㻌 A 㻌  㻌  ື 䛂䛖䜝䛖䜝䛃䛺䛹，ືస䜢⾲⌧䛩䜛ㄒ。⹸，⺬。

䁚㼡㼚㼖㼍㻌䁚㼡㼚㼖㼍㻌 㼜㻚㻜㻟㻣䛂䜹䞁䝓䝮䝅䜹䜪㻌 䝑䜴䝙䝱

䝑䜴䝙䝱㻌 䜳䜴䞁䝗䞊㻌 㼗㼍㼚㼐㼦㼡㼙㼡䁉㼕㻌㿖㼍㻌

䁚㼡㼚㼖㼍䁚㼡㼚㼖㼍㻌㼣㼡㼚㻌㼐㼛ː䠄⺫⹸䛜䛖䜘䛖䜘䛔䜛

䜘䠅䛃㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻜㻡㻣㻌 䜴䝭䝑䝏㻌 㻌  㻌  c ᢳ ᛮ䛔ษ䛳䛶䇷䛂䛖䜣䛸䛃䛯䛟䛥䜣䛾ព。䛂䜴䝭䝑

䝏㻌 䜹䝕䜱㻌 䜴䝭䝑䝏㻌 䝣䜯䝍䝷䜻䠄䛖䜣䛸䚸㣗䛳

䛶䚸䛖䜣䛸䚸ാ䛡。䠅䛃㼜㻚㻜㻡㻣䛂䜴䝭䝑䝏䝳䜲䠖ព䜢

Ỵ䛩䜛。᩿ᛕ䛩䜛。䜎䛯⢭ฟ䛩。䛂䜴䝭䝑䝏㻌

䝲䝷䝏㻌 䝭䝻䞊䠄ព䜢Ỵ䛧䚸䜔䛳䛶䚸䜏䜘䛖。䠅䛃

䛂䜹䞁䜿䞊䜲䝑䜹㻌 䝅䝸䝞䞊㻌 䜴䝭䝑䜹䝷䝷䞁㻌 䝗

䞊䠄⪃䛘㐣䛞䚸䛩䜜䜀䚸ᛮ䛔ษ䜜䛺䛔䚸

䜘。䠅䛃䛂䜴䝭䝑䝏㻌 䝚㻌 䝍䝷䞁䠄⢭ฟ䛧䠄䛿䛢

䜏䠅䚸䛜䚸㊊䜙䜣。䠅䛃㻌

᳃䞉㼜㻚㻜㻤㻟㻌 䜶䞊䝔䠋䜶䞊䜲㻌 㻌  B 㻌  㔞 ᑠ㞵䛜䜌䛴䜌䛴㝆䜚䛿䛨䜑䜛䛣䛸。㼜㻚㻜㻞㻢䛂䜰

䝭䜺䚸䜶䞊䜲㻌 䝎䝏䠄㞵䛜䜍䛴䜍䛴㝆䜚ฟ䛧

䛯。䠅䛃㻌

᳃䞉㼜㻚㻜㻥㻜㻌 䜺䝆䜺䝆㻌 A 㻌  㻌  ᚰ ᚰ䛾ືᦂ䛷䜟䛟䜟䛟䛧䛶䛔䜛䛥䜎。㻌

୰䞉㼜㻚㻠㻠㻌 䜺䝍䜺䝍㻌 A 㻌  㻌  ື 䛂䜺䝍䜺䝍䜹䜪㻌 䝖䜳䝬䝔䜱㻌 䀧㼍㼠㼍䀧㼍㼠㼍㻌㿖㼍㻌

㼠㼡㼎㼍㼠䁉㼡㼕䠄䜅䜛䛘䛜䛸䜎䜛䠅䛃㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻜㻥㻞㻌 䜺䝐䜺䝐㻌 䝅䝳䜲㻌 A 㻌  㻌  㡢㻌 ឤ᝟䛺䛹䛜⃭䛧䛯᫬䛺䛹䛻ṑ䜢ჶ䜐䛥䜎䜢

䛔䛖。䜎䛯ᐮ䛥䛻㟈䛘䜛䛥䜎䛻䜒䛔䛖。㼜㻚㻜㻥㻞

䛂䜺䝐䝭䝏䝳䜲䠄Ṋ⪅㟈䛔䛩䜛䇷┦ᡭ䛻❧ྥ

䛛䛖䛥䜎。䜎䛯㠀ᖖ䛻ዲ䛝䛺≀䜔஦䛻ᑐ䛧䛶

㈎䜚䛴䛟䛥䜎䛻䜒䛔䛖。䠅䛃㻌

᳃䞉㼜㻚㻜㻤㻞㻌 䜺䝑䝒䜲㻌 㻌  B 㻌  㔞 䛱䜗䛖䛹䜘䛔。➼䛧䛔䠄㔜㔞䚸ᙧ≧䚸Ⰽᙬ䛺

䛹䠅。㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻜㻥㻟㻌 䜺䝑䝒䜲䠋䜺䝑䝖䜳䜲㻌 㻌  B 㻌  ᢳ 䛝䛱䛝䛱䇷䛛䛳䛝䜚。㜿ఏ䛷䛿඲䛟䛸䛔䛖ᚋ⥆

๪モ䛸䛧䛶䜒⏝䛔䜛。㮵ඣᓥ䜺䝑䝒䜲。䛂䜺䝑

䝖䜳䜲㻌 䜲䝏䝐䜹䞁㻌 䜹䞊䝍䠄䛛䛳䛝䜚䚸୍᫬
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㛫䚸䛛䛛䛳䛯。䠅䛃㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻜㻥㻠㻌 䜺䝞㻌 㻌  㻌  㻌  ᢳ 䛯䛟䛥䜣。䛂䝙䝱䞊㻌 䜺䝞㻌 䝕䞊䠄䜒䛖䚸䛯䛟䛥

䜣䚸䛷䛩。䇷䜒䛖⤖ᵓ䛷䛩。䛩䛩䜑䜙䜜䛯㣗

≀䜢㎡㏥䛩䜛ㄒ。䠅䛃䛂䜽䝸䝣䜯䞊㻌 䝚㻌 䜺䝞㻌

䝘䝔䜱㻌 䜴䜲䠄⻤᯿䚸䛜䚸䛯䛟䛥䜣䚸䛺䛳䛶䚸䛔

䜛。䠅䛃㻌

᳃䞉㼜㻚㻜㻥㻠㻌 䜺䝞㻌 㻌  㻌  㻌  㔞 䛯䛟䛥䜣䠄䛴䜎䛔ཧ↷䠅。䛂䜺䝞䚸䜹䝭䝶䠄ἑᒣ

䛯䜉䛺䛥䛔䜘。䛖䜣䛸䛯䜉䛺䛥䛔䜘。䠅䛃䛂䜺䝞䚸

䝘䠄ἑᒣ䛛。䠅䛃䛂䜺䝞䝚䚸䝏䝳䠄ἑᒣ䛾ே。䠅䛃

䛂䜺䝞䝮䚸䝛䞁䝮䞁䠄ἑᒣ䜒䛺䛔䛾䛻。䠅䛃㻌

᳃䞉㼜㻚㻜㻥㻡㻌 䜹䝭䝱䜹䝭䝱㻌 A 㻌  㻌  ㏿ ఱ䛛䜔䛳䛶䛔䜛䜘䛖䛻ぢ䛫䛛䛡䛶䜌䜔䜌䜔䛧

䛶䛔䜛䛥䜎。㻌

୰䞉㼜㻚㻝㻥㻌 䜺䝷䜺䝷㻌 A B 㻌  㡢 䛂䝝䞁䝯䞊䜹䜪㻌 䜺䝷䜺䝷㻌 䝇䞁㻌 㼔㼍㼙㼙㼑ː㿖㼍㻌

䀧㼍㼞㼍䀧㼍㼞㼍㻌㼟㼡㼚䠄㞾䛜䛤䜝䛤䜝䛩䜛䠅䛃㻌

୰䞉㼜㻚㻟㻤㻌 䜻䞊䜻䞊㻌 A 㻌  㻌  㡢 䛂䜻䞊䜻䞊㻌 䜾䜲㻌 㼗㼕ː㼗㼕ː㻌 䀧㼡㼕䠄䛴䜎䛳䛯䜘䛖

䛺㧗䛔ኌ䠅䛃㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻜㻟㻌 䜾䞊䜾㻌 A 㻌  㻌  య 䛨䜕䛟䛩䛔䛧䛶䛔䜛。㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻜㻠㻌 䜽䝅䝱䜽䝅䝱㻌 A 㻌  㻌  ᚰ 䛡䛱䛡䛱。䛰䛧䛚䛧䜏。㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻜㻠㻌 䜾䝆䝳䜾䝆䝳㻌 A 㻌  㻌  㡢 䜂䛭䜂䛭。௚ே䛻⪺䛣䛘䛺䛔䜘䛖䛻ᑠ䛥䛺ኌ

䛷䛥䛥䜔䛟䛣䛸。㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻜㻥㻥㻌 䜾䝐䝳䜾䝐䝳㻌 A   㡢㻌 ហᅗហᅗ䇷ືస䛾。䜆䛴䜆䛴䇷୙ᖹ䜢ゝ

䛖ᵝ。䜂䛭䜂䛭䇷ヰ䜢䛩䜛ᵝ。㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻜㻡㻌 䜽䝇䜽䝇㻌 A 㻌  㻌  㡢 㢼㑧䛺䛹䛷ႃ䛜䛤䜝䛤䜝䛧䛶䛔䜛䛥䜎。䛂䜽䝇

䝏䝱䞊䠄䛬䜣䛭䛟䠄ႍᜥ䠅䛾ே。䠅䛃㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻜㻣㻌 䜽䝑㻌 䝖㻌 㻌  㻌  C ᢳ 䛪䛳䛸。⏝౛䛂䜽䝑䝖䚸䝴䜹，䜰䞁䝧䞊䠄䛪䛳䛸

䜘䛔ㄪᏊ䚸䛛䜙䛰䛾ㄪᏊ䛾䛣䛸䠅。䛃䛂䜽䝑䝖䚸䜴

䝡䜽䚸䝘䝍䞁䝗䞊䠄䛪䛳䛸䜘䛟䛺䛳䛯䜘。䠅䛃䛂䜽䝑

䝖䚸䝴䝍䝅䝱䜲䠄䛪䛳䛸䜘䛟䛺䛳䛯。䠅䛃㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻜㻣㻌 䜾䝒䜾䝒㻌 A 㻌  㻌  ື 㔝⳯䛺䛹䜢䜏䛨䜣䠄ᚤሻ䠅ษ䜚䛻䛩䜛䛣䛸。㻌

୰䞉㼜㻚㻟㻣㻌 䜾䝷䜾䝷㻌 A B 㻌  ື 䛂䝲䞊䜹䜪㻌 䜾䝷䜾䝷㻌 䝑䜲䞁䜻䝴䜲㻌 㼖㼍ː㿖㼍㻌

䀧㼍㼞㼍䀧㼍㼞㼍㻌䁚㼕㿖㼗㼖㼡㼕䠄ᐙ䛜䛠䜙䛠䜙䛖䛤䛟䠅䛃㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻝㻝㻌 䜽䝸䜽䝸㻌 A B 㻌  ື ୖᶵ᎘䛻䛺䛳䛶Ṧ᭦䛻ඖẼ䛷❧ᘔ䜛䛣䛸。㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻝㻝㻌 䜾䝹䜲㻌 䝖㻌 㻌  B C ㏿ 䛸䛖䛸䛖。䛂䜾䝹䜲䝖㻌 䝍䝑䝏䛃䠄䛸䛖䛸䛖䚸❧䛱䛒

䛜䛳䛯䠅。㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻝㻝㻌 䜾䝹䝃㻌 㻌  㻌  㻌  ㏿ 䛩䜀䜔䛔。䛩䜀䛧䛣䛔。㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻝㻜㻝㻌 䜾䞁䝘䜲㻌 㻌  B 㻌  ᚰ 䛜䛳䛛䜚䛩䜛䇷䛠䜣䛺䜚䛩䜛。㼜㻚㻝㻜㻝䛂䜾䞁䝘

䞊䠖㊤。䜾䞁䝘䜲䜾䞁䝘䜲䈈㊤⪅䛾Ṍ⾜䛾ᵝ

䜢ᙧᐜ䛧䛶䛔䛖。䛃㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻝㻟㻌 䜾䞁䝘䜲㻌 㻌  B 㻌  ᚰ 䛜䛳䛛䜚。䛖䜣䛦䜚。䜙䛟䛯䜣➼。㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻝㻠㻌 䝀䞊䝀㻌 A 㻌  㻌  㡢 ჎ྤ䜢䛩䜛䛥䜎。㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻝㻠㻌 䜿䞊䜿䞊㻌 A 㻌  㻌  㡢 䛚䛟䜃䠄ᄄ䠅䠄⫶䛻䛯䜎䛳䛯䜺䝇䛜ཱྀ䛾እ䛻

ฟ䜛䛣䛸䠅。㻌

୰䞉㼜㻚㻜㻠㻌 䝀䞊䝀䞊㻌 A 㻌  㻌  㡢㻌 䛢䛳䜇。䛂䝀䞊䝀䞊㻌 䝇䞁㻌 䀧㽶ː䀧㽶ː㻌 㼟㼡㼚䠄䛢

䛳䜇䜢䛩䜛䠅䛃㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻝㻜㻞㻌 䝂䜲䞊㻌 㻌  㻌  㻌  㡢 ㇜。ᨃኌㄒ。㻌
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ᒾ䞉㼜㻚㻜㻥㻞㻌 䝁䞊䝁䞊㻌 A 㻌  㻌  㡢 Ỉ䜔Ồ䛺䛹䜢䜺䝤䜺䝤䛸࿐䜐ᙧᐜ。ᶆ‽ㄒ

䛾䜺䝤䜺䝤䛻ఝ䛶䛔䜛。㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻝㻤㻌 䝂䞁㻌 䝠䝘䜲㻌 㻌  㻌  㻌  㔞 㔞䛜኱ศῶ䜛䛣䛸。㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻝㻤㻌 䝂䞁䝂䝒㻌 a 㻌  㻌  ㏿ ᪩䛟。䛩䛠。䛔䛭䛔䛷。䛂䝂䞁䝂䝒䚸䜲䝆䜽䞊䚸

䝶䞊䠄ᛴ䛔䛷⾜䛳䛶䛣䛔䜘。㐨ⲡ䛧䛺䛔䛷᪩

䛟ᖐ䜜䜘。䠅䛃䛂䝂䞁䝂䝒䚸䜹䝭䝶䞊䠄ᛴ䛔䛷䚸䛯

䜉䛺䛥䛔䜘。䠅䛃䚸䛂䝂䞁䝂䝒䚸䝍䝔䠄ᛴ䛔䛷䛯

䛶。䠅䛃㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻝㻤㻌 䝂䞁䝂䞁㻌 A 㻌  㻌  㔞 つ᱁䛾኱䛝䛩䛞䜛䛣䛸。䠄䝎䝤䝎䝤ཧ↷䠅。㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻝㻜㻠㻌 䝃㻌 㻌  㻌  㻌  ᢳ ᥋㢌ㄒ。ᐇ䛻᎘䛰䛸䛔䛖ឤ᝟䜢⾲䛩ㄒ。䛂䝃㻌

䝐䜵䞊㻌 䝛䞊䞁䠄䛥䛳䜁䜚㠃ⓑ䛟䛺䛔䇷᎘䛰䛸

䛔䛖ឤ᝟䛜ᙉ䛟ྵ䜎䜜䛶䛔䜛。䝐䜵䞊ཧ

↷。䠅䛂䝃㻌 䝣䜯䝂䞊䜹䠄᎘ᝏ䛾᝟䜢⾲䛧䛯ㄒ

䛷䚸䛂䝃䝣䜯䝂䞊䜹㻌 䝽䝻䞊㻌 䝐䝱䛃䛸䛔䛘䜀䚸

ᐇ䛻᎘䜙䛧䛔㔝㑻䛰䛸䛔䛖ព䛻䛺䜛。䠅䛃䛆䝐

䜵䞊䛿❧㡯䛥䜜䛶䛔䛺䛔䛜，㼜㻚㻜㻢㻞 䜴䝽䜲䛾

㡯䛻౛ᩥ䛂䝐䜵䞊㻌 䝲㻌 䜴䝽䜲䠄㠃ⓑ䛔䛣䛸㝈

䜚䜒䛺䛔䇷䛣䛾ୖ䜒䛺䛔。䠅䛃䛜䛒䜛䛇㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻞㻜㻌 䝃䞊䝃㻌 A 㻌  㻌  㡢 Ỉ䛾ὶ䜜䜛㡢䛾ᙧᐜ。㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻞㻜㻌 䝄䞊䝄㻌 A 㻌  㻌  㡢 ᅵ◁㝆䜚䛾㞵㡢䛾ᙧᐜ。㻌

୰䞉㼜㻚㻠㻠㻌 䝄䞊䝄䞊㻌 A 㻌  㻌  㡢 䛂䝇䜲䝗䞊㻌 䝭䝓䜹䜪㻌 䝄䞊䝄䞊㻌 䝖䜳䝤䝏䝳䜲㻌

㼟㼡㼕㼐㼛ː㻌 㼙㽺㼐㼦㼡㻌㿖㼍㻌㼐䁘㼍ː㼐䁘㼍ː㻌 㼠㼡㼎㼍㼠䁉㼡㼕

䠄Ỉ㐨䛾Ỉ䛜䝄䞊䝄䞊䜅䛝䛷䛶䛔䜛䠅䛃㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻞㻜㻌 䝃䞊䝄䞊㻌 䝖㻌 a 㻌  C 㔞 䛝䜜䛔䛥䛳䜁䜚。㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻤㻝㻌 䝃䝑䝃㻌 A 㻌  㻌  ᚰ Ẽ䛿䛫䛛䛫䛛䛧䛶。㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻞㻟㻌 䝃䝑䝟䜲㻌 䝖㻌 㻌  B C ᢳ 䛥䛳䜁䜚䛸。㻌

୰䞉㼜㻚㻝㻤㻌 䝃䝤䝸㻌 㻌  㻌  㻌  㡢 ኤ❧，䛻䜟䛛㞵。᫬䚻，䝃䞊䝑䛸㝆䜛㞵。

㼐䁘㼍㼎㼡㼕㻌 䛆䜸䝜䝬䝖䝨䛂䝄䛃䠇䛂㝆䜚䛃䛛䠛䛇㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻞㻡㻌 䝃䝷䝃䝷㻌 A 㻌  㻌  ື 䜆䜛䜆䜛䜅䜛䛘䜛。㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻞㻡㻌 䝃䝷䝭䝏㻌 㻌  㻌  c ື 䛣䛖䜅䜣䛧䛶䛜䛯䛜䛯䜅䜛䛘䛶䛔䜛䛥䜎。㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻞㻡㻌 䝃䝸䝑㻌 䝏㻌 㻌  B c 㡢 ኳẼ䛾Ⰻ䛔᪥䛻㤿⪔䛧䛯⏿䛾ᅵ䛜䜘䛟○䛡

䛶䜅䜟䜅䜟䛧䛶䛔䜛䛥䜎。㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻞㻡㻌 䝃䝸䝔㻌 㻌  㻌  㻌  㡢 ኳẼ䛾䜘䛔᪥䛻୰⪔䛧䛯⏿䛾ᅵ䛾≧ែ。㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻞㻡㻌 䝃䝸䝔㻌 㻌  㻌  㻌  㡢 Ἔ䜔ờ䜢䛝䜜䛔䛻Ὑ䛔䛚䛸䛧䛯㢌㧥䛻ᣦ䛜

ゐ䜜䛯᫬䛾ឤゐ。㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻞㻢㻌 䝃䞁䝆䝱䝸㻌 㻌  B 㻌  㡢 䛥䜣䛦䜣。䛣䛳䜁䜏䛨䜣。䛒䛸䛛䛯䜒䛺䛟。䛂䝃

䞁䝆䝱䝸䚸䝽䝸䠄䛥䜣䛦䜣䛻䜟䜜䛯。䠅䛃㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻝㻝㻞㻌 䝃䞁䝞䞁䝏䝸㻌 a   㡢㻌 䛱䜚䛱䜚䜀䜙䜀䜙。㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻝㻝㻣㻌 䝅䝑䜹䜲㻌 䝖㻌 㻌  B C ᢳ 䛧䛳䛛䜚䛸。㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻟㻟㻌 䝅䝑䝍䜲䞊㻌 㻌  B 㻌  㔞 䛼䜜䠄⃿䜜䠅䛶䛔䜛䜒䛾。䛂䝅䝑䝍䜲䚸䝙䝚䞊

䠄䛼䜜䛯╔≀。䛻䛼䞊䛿䛱䛼䞊䛷䠄╔

≀䠅。䠅䛃䛃䛂䝅䝑䝍䜲䚸䝝䝑䝍䜲䠄䛼䜜䛶䛨䛟䛨䛟

䛧䛶䛔䜛䛥䜎。䛨䛟䛨䛟。䠄Ỉศ䜢ከ㔞䛻ྵ䜣

䛷䛔䜛䛥䜎䠅。䠅䛃㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻟㻟㻌 䝅䝑䝍䝔㻌 㻌  㻌  㻌  㔞 䛼䜜䛶。㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻟㻟㻌 䝅䝑䝍䝖䜲㻌 㻌  㻌  㻌  㔞 䛼䜜䛶䛔䜛。㻌
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᳃䞉㼜㻚㻝㻠㻥㻌 䝆䝹䝆䝹㻌 A 㻌  㻌  ື 䛨䜝䛨䜝。↓㐲៖䛻ぢ䛴䜑䜛䛥䜎。㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻡㻜㻌 䝆䝽䝆䝽㻌 A 㻌  㻌  ㏿ 䜖䛳䛟䜚䚸䜖䛳䛟䜚。䛭䜝䛭䜝。㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻡㻢㻌 䝇䝑䝃䜼䝇䝑䝃䜼㻌 A 㻌  㻌  㡢 䜑䛭䜑䛭Ἵ䛟䛥䜎。㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻡㻢㻌 䝇䝑䝍䜲㻌 㻌  B 㻌  㔞 䛩䛳䛛䜚。䛂䝇䝑䝍䜲䚸䝎䝸䝒䜻䝔䠄䛩䛳䛛䜚䛴

䛛䜜䛝䛳䛯。䠅䛃㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻡㻢㻌 䝇䝑䝟䜲㻌 㻌  B 㻌  㔞 䜏䜣䛺。䛾䛣䜙䛪。䛒䜛䛰䛡。䠄䝠䞁䝙䝱ཧ

↷䠅。㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻡㻢㻌 䝈䝑䝥䜲㻌 㻌  B 㻌  㔞 䛪䜆䛼䜜。䜃䛧䜗䛼䜜。䛂䝚䝸䝸䝞䚸䝈䝑䝥䜲䝚

䝸䠄䜔䜚䛛䛡䛯஦䛿㏵୰䛷䚸䜈䛣䛯䜜䜛䛺䛸䛔

䛖ᡄ䜑䛾ゝⴥ。䝚䝸䝸䝞䠄䛼䜜䜛䛺䜙䠅㻌 䝈䝑䝥

䜲䝚䝸䠄䜃䛧䜗䛼䜜䛻䛺䜛⛬䠅䠅䛃㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻡㻤㻌 䝇䝝䝑㻌 䝖㻌 㻌  㻌  C 㔞 䜏䜣䛺。䛩䛳䛛䜚。㻌

୰䞉㼜㻚㻟㻣㻌 䝈䝷䝈䝷㻌 A B 㻌  ື 䛂䝈䝷䝈䝷㻌 䝖䜳䞊䝴䞁㻌 㼐㼦㼡㼞㼡㼐㼦㼡㼞㼡㻌㼠㼡ː㼖㼡㼚

䠄䛮䜝䛮䜝㏻䜛䠅䛃㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻢㻜㻌 䝈䞁䝞䜲㻌 㻌  㻌  㻌  㔞 䛯䛟䛥䜣。୍ᮼ。䠄䜺䝞ཧ↷䠅。䠄䝒䝬䜲ཧ

↷䠅。㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻢㻞㻌 䝉䜹䝉䜹㻌 A 㻌  㻌  ᚰ ᚰ䛜䛔䜙䛰䛳䛶ⴠ䛱╔䛛䛺䛔䠄ᮍ▱䛺䜒䛾䛻

ᑐ䛩䜛⯆࿡。ዲወᚰ➼䠅。䛂䝉䜹䝃䝑䝔䠄䛫䛛

䛥䜜䛶。䛫䛝䛯䛶䜙䜜䛶。䠅䛃䛂䝉䜹䝏䠄䛫䛛䛧

䛶。䠅䛃䛂䝉䝉䜹䝽䚸䝃䝑䝔䠄䛫䛝䛯䛶䜙䜜

䛶。䠅䛃䛂䝉䝉䜹䝽䝉䠄䛔䛭䛜䛫。䠅䛃䛂䝉䝉䜹䝽

䝋䞊䠄䛔䛭䛜䛭䛖。䠅䛃䛂䝉䝉䜹䝽䝏䠄䛔䛭䛜䛧

䛶。䠅䛃䛂䝉䝉䜹䝽䝏䝳䞁䠄䛔䛭䛜䛧䛶。䛔䛭䛜

䛧䛶䛔䜛。䛫䛝䛯䛶䛶䛔䜛。䠅䛃㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻝㻟㻣㻌 䝋䞊䠋䝅䝵䞊㻌 㻌  㻌  㻌  ᢳ ᜦ䜒䇷䛭䛳䛟䜚。䜺䝑䝒䜲ཧ↷。䛂䝋䞊㻌 䝙䝏㻌

䜴䜲㻔ᑠ㔝㻕䠄඲䛟䚸ఝ䛶䚸䛔䜛。䠅㻕㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻢㻠㻌 䝋䞊䝋㻌 A 㻌  㻌  㡢 ᾮయ䛺䛹䛜ὶ䜜ฟ䜛䛥䜎䛾ᙧᐜモ。㻌

୰䞉㼜㻚㻟㻣㻌 䝋䝶䝋䝶㻌 A 㻌  㻌  㡢 䛂䝝䝆䜹䜪㻌 䝋䝶䝋䝶㻌 䝖䜳䞊䝴䞁㻌 㼔㼍㼐䁘㼕㻌㿖㼍㻌

㼟㼛㼖㼛㼟㼛㼖㼛㻌㼠㼡ː㼖㼡㼚䠄㢼䛜䛭䜘䛠䠅䛃㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻢㻣㻌 䝍䞊䝸䝍䞊䝸㻌 A B 㻌  㡢 䛾䛹䠄ႃ䠅䛻ఱ䛛䛴䜎䛳䛶䛔䜛䜘䛖䛺⑓ே䛾

ᜥ䛵䛛䛔。㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻢㻥㻌 䝍䝏䝵䝍䝏䝵㻌 A 㻌  㻌  ᚰ 䛭䜟䛭䜟䛧䛶䛚䛱䛴䛛䛺䛔。㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻢㻥㻌 䝍䝑䜹䞊㻌 㻌  㻌  㻌  㡢 Ỉ㠃䛻䜈䛔䛣䛖䛻䛺䜛䜘䛖䛻▼䜢ᢞ䛢䜛䛸ⴠ

䛱䛶䛛䜙䛿䛽䛒䛜䜛䛥䜎。㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻝㻤㻟㻌 䝐䝐䠋䝐䜻㻌 A 㻌  㻌  ᢳ ᜦᗘ䇷䜎䜛䛷。䛂䝐䝐㻌 䜴䝲㻌 䝙㻌 䝙䝏䝳䜲䠄඲

䛟䚸ぶ䚸䛻䚸ఝ䛶䜛。䠅䛃㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻣㻥㻌 䝏䝑䜹䜲䝯䝑䜹䜲㻌 㻌  B 㻌  ື 䛰䜣䛰䜣┦ᡭ䛾᪉䛻䛻䛨䜚䜘䛳䛶䛟䜛䛣䛸。㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻤㻣㻌 䝏䝵䝁䝬䜹㻌 㻌  㻌  㻌  ື ᡭရ。኱ṇ䛾䛿䛨䜑㡭ᮏᅵ䛛䜙Ώ᮶䚸‴䚸

㉥㐃䛺䛹䛾┴㐨䛷䜔䛳䛶䛔䛯。䛂䝏䝵䝁䚸䝬

䜹䚸䝉䞊䠄ᡭရᖌ。⠂୕ᮏ䛾䛖䛱䛾୍ᮏ䛻䛧

䜛䛧䜢䛧䛶䛒䜛䛾䜢∦ᡭ䛻ᥱ䛳䛶䚸䜒䛖୍ᗘ

ⓙ䛾๓䛷䛯䛧䛛䜑䚸䛂䝁䝺䝆䝱䜺䚸䝁䝺䝆䝱

䜺䚸䝁䝺䝆䝱䜺䝶䚸䝝䜲䝖䝏䝵䝁䝬䜹䚸䝗䝑䝁䜲䝅

䝵䛃䛸┠䛻䜒䛸䜎䜙䛼᪩䜔ᢏ。䛣䜜䛮䛸ᛮ䛖୍

ᮏ䜢ᢤ䛟䛜䛺䛛䛺䛛ᙜ䜙䛺䛔。䠅䛃㻌
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ᒾ䞉㼜㻚㻝㻤㻣㻌 䝐䝹䝐䝹㻌 A 㻌  㻌  ື 䛨䜝䛨䜝。䇷┠䜢ື䛛䛧䚸䜎䛯䛿䛞䜗䜝䛞䜗䜝

จど䛩䜛ᙧᐜ。䛂䝭䞊䝐䝹䞊䠄┠䛾䛞䜗䜝䛞䜗

䜝䛧䛶䛔䜛ே。䠅䛃㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻝㻣㻜㻌 䝏䞁䝏䞁㻌 A   ᢳ㻌 ㏣䚻䇷䛰䜣䛰䜣。䛂㢼䛜す໭䜈ᘔ䛳䛯䛛䜙䚸

䝏䞁䝏䞁ᾏ䜒ฑ䛞䜛䛰䜝䛖䛃㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻥㻝㻌 䝒䝌䞊䝸㻌 㻌  B 㻌  ᢳ ΰ஘。䛤䛯䛤䛯。䛂䝒䝌䞊䝸䝖䝚䚸䝲䜴䝏䠄䛤䛯

䛤䛯䛧䛶䛔䜛ᐙᗞ。䜔䛖䛱䠄ᐙᗞ䠅。䠅䛃㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻥㻞㻌 䝒䝑䝏䝱䝒䝑䝏䝱㻌 A 㻌  㻌  ㏿ 䜎䛤䜎䛤。ఱ䛛⏝௳䛜䛒䜚䛭䛖䛺ែᗘ䜢䛩䜛

䛣䛸。㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻥㻠㻌 䝒䝬䜲㻌 㻌  B 㻌  㔞 䛯䛟䛥䜣。୍ᮼ。䠄䝈䞁䝞䜲ཧ↷䠅。䠄䜺䝞ཧ

↷䠅。䛂䝒䝬䜲䚸䜹䝭䝶䞊䠄䛯䛟䛥䜣䛯䜉䛺䛥䛔

䜘。⭡䛔䛳䜁䛔䛯䜉䛺䛥䛔䜘。䠅䛃䛂䝒䝬䜲䚸䝏

䝷䞁䝞䚸䝠䞊䝃䞁䚸䝗䞊䠄䛯䛟䛥䜣䚸╔䛡䛺䛔䛸

ᐮ䛔䜘。䠅䛃䛂䝒䝬䜲䚸䝕䞊䠄䜒䛖䛯䛟䛥䜣䛷䛩。

⭡䛔䛳䜁䛔䛷䛩。䠅䛃䛂䝒䝬䜲䚸䝚䝭䚸䝶䞊䠄䛯䛟

䛥䜣䚸䛾䜏䛺䛥䛔䜘。䠅䛃䛂䝒䝬䜲䚸䝤䝔䚸䝖䜻䝶

䞊䠄䛖䜣䛸ྏ䛳䛶䛚䛝䛺䛥䜘。䠅䛃㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻥㻢㻌 䝒䝹䝒䝹㻌䝅㻌 A 㻌  㻌  ື 䛖䛴䜙䚸䛖䛴䜙䛧䛯。䛨䜕䛟䛩䛔䛧䛺䛔䛣䛸。䛽

䛔䛳䛯䛣䛸䛜䛿䛳䛝䜚䛧䛺䛔。㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻥㻣㻌 䝒䞁㻌䝇䝅䞊㻌 㻌  㻌  㻌  ᢳ 䜎䛳䛩䛠䛧䛶䜎䛜䜙䛺䛔䛣䛸。㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻥㻣㻌 䝒䞁㻌 䝖㻌 㻌  㻌  C ᢳ 䛹䜣䛺䛸䛝䛷䜒。䛹䜣஦䛜䛒䛳䛶䜒。䠄䛴䛝䛒

䛔䛧䛺䛔。ᐙ䛻ฟධ䜚䛧䛺䛔䠅。䛂䝒䞁䝖䚸䝅

䝱䚸䜲䝸䝷䞊䠄䛹䜣䛺䛸䛝䛷䜒䚸ฟධ䜚䛧䛺䛔。

䝅䝱䠄㊊䠅。䠅䛃㻌

᳃䞉㼜㻚㻝㻥㻣㻌 䝒䞁䝒䞁㻌 A 㻌  㻌  ᚰ 䜆䜚䜆䜚。䜇䜚䜇䜚。㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻝㻤㻤㻌 䝕䜱䞊䝕䜱䞊㻌 䝖䜳㻌 A 㻌  C 㔞 䛯䛳䜇䜚䛸。䛆㼜㻚㻝㻤㻤䛂䝕䜱䞊䠖ᔞ。䛂୕᭶᳜䛾

၈Ⱎ䛿䝕䜱䞊䞉䝛䞊䝷䞁䠄ᐇධ䛜ᝏ䛔䠅䛃䛂እ

᮶⡿䛿⅕䛟䛸䝕䜱䞊䛿䛒䜛䛜䚸㣗䜉䜛䛸୙࿡

䛔䛃䛇㻌

᳃䞉㼜㻚㻞㻜㻞㻌 䝔䝲䝔䝲㻌 A 㻌  㻌  ㏿ 䛔䛭䚸䛔䛭。႐䜃䛔䛥䜐䛥䜎。㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻝㻥㻞㻌 䝗䜳䝑䝥䜲䠋䝌䝑䝥䜲㻌 㻌  B 㻌  㔞 䛵䜆䛵䜆䜎䛯䛿䜃䛧䜗䜃䛧䜗䛻┦ᙜ䛩䜛๪

モ䛷䚸⃿䜜䜛䜢ᙧᐜ䛩䜛。䛂䝗䜳䝑䝥䜲㻌 䝚䝸䝍

䠄䛪䜆䛪䜆䛻⃿䜜䛯。䠅䛃㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻝㻥㻞㻌 䝗䜳䝥㻌 㻌  㻌  㻌  㔞 䝗䜳䝑䝥䜲䚸䝓䝑䝥䜲䠄ᑠ㔝䠅䛾ྡモ໬䛧䛯ㄒ

䛷䚸䜃䛧䜗⃿䜜䜎䛯䛿䛪䜆⃿䜜䛻┦ᙜ䛩䜛。

౛䛂ờ䛷╔≀䛜䝗䜳䝤䠄䛻䠅䛺䛳䛯䛃。㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻝㻣㻢㻌 䝖䜳䝮䠋䝖䜳䝮䜲㻌 㻌  B 㻌  ᢳ 䛝䛳䛱䜚䇷䛛䛳䛱䜚。䛂䝖䜳䝮㻌 䜲䝑䝅䝳䞊䠄䛛䛳

䛝䜚䚸୍༖。䠅䛃㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻝㻥㻞㻌 䝗䜳䝮䝗䜳䝮㻌 A 㻌  㻌  㡢 䛹䛧䜣䛹䛧䜣䇷䛵䛧䜣䛵䛧䜣。㊊㡢䛾ᙉ䛟㡪

䛟ᙧᐜ。㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻝㻣㻤㻌 䝖䜳䝹䝖䜳䝹㻌 A 㻌  㻌  ື 䛖䛴䜙䛖䛴䜙䇷╀䜚㝗䜝䛖䛸䛧䚸䜎䛯䛿㓰䜑䜘䛖

䛸䛩䜛䛸䛝䛾≧ែ。㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻝㻥㻞㻌 䝗䜳䝹䝗䜳䝹㻌 A 㻌  㻌  య 䛹䜝䛹䜝䇷Ἶ䛺䛹䛾ᙧ≧。㼜㻚㻝㻥㻞䛂䝗䜳䝹䠖

Ἶ。䛃㻌
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ᒾ䞉㼜㻚㻝㻥㻟㻌 䝗䜳䞁䝞䜲䠋䝗䞁䝞䜲㻌 㻌  㻌  㻌  㔞 ୍ᮼ䇷ධ䜜≀䛻༑ศ䛻඘䛱䛶䛔䜛䛣䛸。䝚

䞊䝭䛻ྠ䛨。䛂䝝䝭㻌 䝙㻌 䝗䞁䝞䜲㻌 䝭䝗䜳㻌 䜲䝸䝖

䜳䜻䠄⏎䚸䛻䚸୍ᮼ䚸Ỉ䠄䜢䠅䚸ධ䜜䛸䛡。䠅䛃㻌

᳃䞉㼜㻚㻟㻞㻣㻌 䝗䜻䝗䜻㻌 A 㻌  㻌  㡢 ⬚䛜䛹䛝䛹䛝䛧䛶。㻌

᳃䞉㼜㻚㻞㻝㻟㻌 䝗䝤㻌 㻌  㻌  㻌  㔞 䜃䛧䜗䛼䜜。䛪䜆䛼䜜。䛂䝗䝤䝒䜻䝔䠄䜃䛧䜗

䛼䜜䛻䛺䛳䛶。䠅䛃㻌

᳃䞉㼜㻚㻞㻝㻟㻌 䝖䝪䞊㻌 㻌  㻌  㻌  ື 䜌䛚䛳䛸䛧䛯㢦䛴䛝。㻌

᳃䞉㼜㻚㻞㻝㻡㻌 䝗䞁㻌 㻌  㻌  㻌  㡢 ᛮ䛔䜒䛾䛜ⴠୗ䛧䛶䛯䛶䜛㡢䛾ᙧᐜ。㻌

᳃䞉㼜㻚㻞㻝㻡㻌 䝗䞁㻌 㻌  㻌  㻌  㡢 ኴ㰘䛾㡢䛺䛹䛾ᙧᐜ。㻌

᳃䞉㼜㻚㻞㻝㻢㻌 䝗䞁䝗䞁㻌 A 㻌  㻌  ㏿ 䛹䛧䛹䛧。䛥䛳䛥䛸。䛔䛭䛔䛷。㻌

᳃䞉㼜㻚㻞㻞㻟㻌 䝘䝗䝘䝗㻌 A 㻌  㻌  య ⾲㠃䛜䛩䜉䛩䜉䛧䛶䛔䜛䛣䛸。䛺䜑䜙䛛。䛂䝘

䝗䚸䝘䝗䚸䝣䝛䜺䚸䝝䝴䜲䠄㟼䛛䛺ᾏ㠃䜢⯪䛜

䛔䛟。䝝䝴䜲䠄⯟⾜䠅。䠅䛃㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻞㻜㻣㻌 䝘䞁䝤䝘䞁䝤㻌 A 㻌  㻌  య 䛩䜉䛩䜉。㼜㻚㻞㻜㻢䛂䝘䞁䝤䝃䜲䠖㎴䜚䛳䛣

䛔䠅䛃，㼜㻚㻞㻜㻣䛂䝘䞁䝤䝏䝳䜲䚸䝘䞁䝤䝭䝏䝳䜲䠖

䛩䜉䜛。䛃䛆䛂᧙䛷䜛䛃䛻⏤᮶䛩䜛䛛䠛䛇㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻞㻜㻤㻌 䝙䝱䞊㻌 㻌  㻌  㻌  ᢳ 䜒䛖。䜒䛖Ⰻ䛔䚸䜒䛖䛔䛡䛺䛔➼䛾ሙྜ。㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻞㻜㻤㻌 䝙䝱䞊䝡䠋䝙䝱䞊䝘

䜲㻌

㻌  㻌  㻌  ᢳ 䜒ᑡ䛧䇷䜒䛳䛸。䛂䝙䝱䞊䝡䚸䝙䝱䞊䝘䜲䠄䜒ᑡ

䛧䇷䜒䛳䛸。䠅䛃䛂䝙䝱䞊䝡㻌 䝴䝷䝸䝔䜱㻌 䜴䝰䞊

䝸䠄䜒䛳䛸䚸䛤䜖䛳䛟䜚䛧䛶䚸䛚䛔䛷䛺䛥䛔。䠅䛃㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻞㻜㻤㻌 䝙䝱䝬䝏䝞䝙䝱䝬㻌 a 㻌  㻌  ᢳ 䜋䜣䛾௒ඛ。௒䛸ゝ䛘䜀௒䛾ព。㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻞㻜㻤㻌 䝙䝱䞁䝬㻌 㻌  㻌  㻌  ㏿ ௒䛻䇷䜔䛜䛶。౛䛂⇩䛜㣕䜃ᅇ䜛䛜䚸䝙䝱䞁

䝬㞵䛜㝆䜛䛰䜝䛖䛃。㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻞㻜㻤㻌 䝙䝳䞊䜴䜲䠋䝙䝳䞊

䝽䜲㻌

㻌  B 㻌  య ࿦ྫྷ䛩䜛。䝙䝳䞊䝙䝳䞊䞉䝅䝳䜲䛸䜒䛔䛖。㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻞㻜㻤㻌 䝙䝳䞊䝙䝳䞊㻌 A 㻌  㻌  య ࿦ྫྷ。౛䛂⭡䛜③䛔䛸䛔䛳䛶䝙䝳䞊䝙䝳䞊䛧

䛶䛔䜛。䛃㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻞㻜㻥㻌 䝛䜱䞊䝛䜱䞊㻌 䠄䝖䠅㻌 A 㻌  C 㡢 ๪モ。෪䛘෪䛘䛸䇷୕࿡⥺䜔ḷ䛾㡢䛾ᙧ

ᐜ。䛂䝛䜱䞊㻌 䜲䝐䝴䜲䠄ヰ䛜䛂䛿䛪䜐䛃。䜎䛯

୕࿡⥺䜔ḷ䛾㡢䛜෪䛘䜛。䜲䝐䝴䜲䛿ฟ

䜛。䠅䛃䛆㡢䠄䛽䠅䛻⏤᮶䛩䜛䛛䠛䛇㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻞㻠㻜㻌 䝟䝅㻌 䝖䜳㻌 㻌  㻌  C ᢳ ๪モ。ຊ䜢ᙉ䛟䛸䛔䛖䜘䛖䛺ሙྜ䛻⏝䛔䜛。

䛂䝟䝅䝖䜳㻌 䜴䝇䝑䜻䝸㻌 䠄䛖䜣䛸䚸ᢲ䛧௜䛡

䜘。䠅䛃㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻞㻢㻥㻌 䝞䝍䝞䝍㻌 A 㻌  㻌  ㏿ 䛥䛳䛥䛸䇷ᛴ䛔䛷。౛䛂䝞䝍䝞䝍Ṍ䛡䛃。䛂䝞䝍

䝭䝏䝳䜲䠖㠀ᖖ䛻ᛴ䛠䇷⊋⊌䛶䜛䛸䛔䛖䛻㏆

䛔。౛䛂䛒䜎䜚䝞䝍䝭䝏䠄ᛴ䛞⊋⊌䛶䛶䠅᛹ᡃ

䛩䜛䛺䜘䛃。䝞䝍䜽䝴䜲䛸䜒䛔䛖。䛃㻌

᳃䞉㼜㻚㻞㻡㻠㻌 䝟䝏䝟䝏㻌 A 㻌  㻌  㡢 ⅆ䛜⇞䛘䜛䛣䛸䛾ᙧᐜ。䠄ⅆ䛜⇞䛘䜛䛸䛝䛻

䛿䝟䝏䝟䝏䛸◚⿣㡢䛜䛩䜛䛛䜙䠅。㻌

᳃䞉㼜㻚㻞㻡㻠㻌 䝟䝏䝟䝏㻌 A 㻌  㻌  ᚰ ௰䛜ᝏ䛔ྠኈ䛾ᙧᐜ。䠄䛚䛰䜔䛛䛥䛜䛺䛟䛻

䜙䜏䛒䛳䛶䛔䜛䛛䜙䠅ཪ䜲䝅䝖䝬䞊䜲䠄▼䛸Ⲕ

䜟䜣䠅䛸䜒ゝ䛖。㻌

᳃䞉㼜㻚㻞㻡㻢㻌 䝝䝑䝏䝷䝝䝑䝏䝷㻌 A B 㻌  య 䛿䛱䛝䜜䜛⛬඘ᐇ䛧䛶䛔䜛䛥䜎䛾ᙧᐜ。䠄䜘䛟

⫧䛳䛶䛔䜛ே䚸඘ᐇ䛧䛶䛔䜛✐≀䛾⢏䛺䛹

䛻ᙧᐜ䛩䜛䠅㻌
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᳃䞉㼜㻚㻞㻢㻟㻌 䝞䝷㻌 䠄䝬䝏䠅㻌 㻌  B 㻌  ື 䜀䜙䜎䛝䠄ᩓ᧛䛝䠅䠄➽䜎䛝䛾཯ᑐ䠅㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻞㻢㻢㻌 䝟䝷䞊㻌 㻌  B 㻌  㡢 ⣬㕲◙。ణ䛧䜴䝮䝑䝅䞊䛸䛔䛖ᮌ䛾ᐇ䜢⏝䛔

䜛。䝟䝷䞊䛿䛭䛾㡢䛛䜙᮶䛯ྡ⛠䛛。㻌

᳃䞉㼜㻚㻞㻢㻟㻌 䝝䝷䝝䝷㻌 A B 㻌  ᚰ Ẽ䛵䛛䛔䛒䜔䜆䜐䛥䜎。㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻞㻣㻜㻌 䝞䞁䝞䝷䞊㻌 a B 㻌  㡢 䜎䜀䜙䇷䜀䜙䜀䜙。౛䛂✵㇋䛿⫧ᩱ䛻䛩䜛䛾

䛰䛛䜙䚸䝞䞁䝞䝷䞊ⵗ䛧䛶䜒䜘䛔䛃。㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻞㻢㻣㻌 䝢䞊䝢䞊㻌 A 㻌  㻌  㡢 䝢䞊䝢䞊㡢䜢㬆䜙䛫䜛⋵ල。䜎䛯ᮌ䛾ⴥ䜔

㜿᪦䛾ⴥ䛷㐀䛳䛶䝢䞊䝢䞊㬆䜙䛫䜛ⲡ➜。㻌

᳃䞉㼜㻚㻞㻢㻤㻌 䝠䞊䝷䝠䞊䝷㻌 A B 㻌  య 䛂䝠䞊䝸䚸䝠䞊䝸䛃䛻ྠ䛨䛣䛸䜀。㻌

᳃䞉㼜㻚㻞㻢㻤㻌 䝠䞊䝸䝠䞊䝸㻌 A B 㻌  య 䜂䜚䚸䜂䜚䚸㍍䛔③䜏。㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻞㻣㻝㻌 䝡䝑䝍䜲㻌 㻌  B 㻌  య 䜉䛳䛯䜚䚸≀䛜䜉䛯䜉䛯䛻௜䛔䛶䛔䜛ᙧᐜ。

ᰂ䜙䛛䛔ᙧᐜ。䛂䜰䞊䝙䞊㻌 䝚㻌 䝡䝑䝍䜲㻌 䜹

䝔䜱㻌 䜴䜲䠄⽥䚸䛜䚸䜉䛯䜉䛯䛻䚸௜䛔䛶䚸䛔

䜛。䠅䛃䛂䝅䝭䝸䝏㻌 䝡䝑䝍䜲㻌 䝘䝖䜳䜲䠄‵䛳䛶䚸

ᰂ䜙䛛䛟䚸䛺䛳䛶䜛䠄㯮◁⢾䛺䛹䛾ሙྜ䠅。䠅䛃㻌

᳃䞉㼜㻚㻞㻣㻠㻌 䝡䝷䞊㻌 䝃㻌 㻌  B 㻌  య 䜔䜟䛟。㻌

᳃䞉㼜㻚㻞㻣㻠㻌 䝡䝷䝡䝷㻌 A B 㻌  య 䜔䜟䛔䛣䛸。䜔䜟䜔䜟。㻌

୰䞉㼜㻚㻝㻠㻌 䝤䞊䝤䞊㻌 A 㻌  㻌  ື 䛂䛖䜝䛖䜝䛃䛺䛹，ືస䜢⾲⌧䛩䜛ㄒ。⼚。䝤

䞊䝤䞊㼎㼡ː㼎㼡ː 㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻞㻣㻞㻌 䝤䜹䝤䜹㻌 A 㻌  㻌  య ๪モ。䜅䛿䜅䛿䛸㍍䛔ゐឤ。䇷䜅䛸䜣䜔ᅵ

䛺䛹。㼜㻚㻞㻣㻞䛂䝤䜹䠖⬤䛟㌾䛔。䛃䛂䝥䜹䞊䠄㜿

ఏ䞉ඣ䠅䠄┦᧞䛾ᙅ䛔⪅。䠅䛃㻌

୰䞉㼜㻚㻟㻣㻌 䝥䝑䝏䝱䞊㻌 㻌  㻌  㻌  ື 䛂䝭䝬䝙䝳䜹䜪㻌 䝥䝑䝏䝱䞊㻌 䝇䞁㻌 㼙㽺㼙㼍㼚㼖㼡㻌㿖㼍㻌

㼜㼡㼠㼠䁉㼍ː㻌 㼟㼡㼚䠄┱䛜䜄䛟䜄䛟䛖䛤䛟䠅䛃，䛂䝢䝃

䝔䜱㻌 䝥䝑䝏䝱䞊㻌 䝇䞁 㼜㼕ː㼟㼍㼠㼕㻌㼜㼡㼠㼠䁉㼍ː㻌

㼟㼡㼚䠄ᐮ䛟䛶య䛜䜅䜛䛘䜛䠅㻌 䜺䝍䜺䝍㻌 䝇䞁㻌

䀧㼍㼠㼍䀧㼍㼠㼍㻌㼟㼡㼚䠄䜺䝍䜺䝍䛩䜛䠅䛸䜒䛔䛖。䛃，䛂䝴

䝭䝍䜹䜪㻌 䝥䝑䝏䝱䞊㻌 䝇䞁 㼖㼡㼙㼕㼠㼍㿖㼍㻌㼜㼡㼠㼠䁉㼍ː㻌

㼟㼡㼚䠄ኌ䛜䜅䜛䛘䜛䠅䛃㻌

᳃䞉㼜㻚㻞㻤㻞㻌 䝤䝑䝔䜹䝏㻌 㻌  㻌  c ᢳ 䛻䜟䛛䛻䚸ᛴ䛻䚸䛸䛴䛬䜣。㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻞㻢㻝㻌 䝣䝖䜳䝣䝖䜳㻌 A 㻌  㻌  ື 䜆䜛䜆䜛䇷㟈䛘䜛ᙧᐜ。䛂䝥䝖䜳䞁䝙䝳䜲䠄㟈

䛘䜛。䝥䞁䝙䝳䜲䛻ྠ䛨。䠅䛃䛂䝥䞁䝙䝳䜲䠄㟈

䛘䜛。䝥䝖䜳䞁䝙䝳䜲䛻ྠ䛨。䠅䛃㻌

᳃䞉㼜㻚㻞㻤㻠㻌 䝣䝖䝣䝖㻌 A 㻌  㻌  ື 䛛䜙䛰䛜䜅䜛䠄㟈䜛䠅䛘䜛䛣䛸。㻌

᳃䞉㼜㻚㻞㻤㻣㻌 䝣䝲䝣䝲㻌 A 㻌  㻌  య 䜔䜟䜙䛛䛷㍍䜔䛛䛺ឤゐ䜢䛔䛖。㻌

᳃䞉㼜㻚㻞㻤㻣㻌 䝣䝲䝣䝲㻌 A 㻌  㻌  ື 䛺䛵䛔䛶䛔䜛≟䛜ᑿ䜢䜅䜚䜅䜚䛩䜛䛣䛸。㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻞㻣㻠㻌 䝤䝷㻌 㻌  B 㻌  ື 䛪䜌䜙。㻌

᳃䞉㼜㻚㻞㻤㻤㻌 䝤䝷䝤䝷㻌 A B 㻌  ື 䛩䜛䛣䛸䛜䛺䛟䜆䜙䛴䛟䛥䜎。䛂䝤䝷䚸䝮䞁䠄䛩

䜛䛣䛸䛜䛺䛟㐟䜃䛟䜙䛩ே。䠅䛃㻌

୰䞉㼜㻚㻠㻝㻌 䝤䝷䝤䝷㻌 A B 㻌  ື 䛂䝬䝏䝞㻌 䝤䝷䝤䝷㻌 䝑䜰䝑䝏䝳䜲㻌 㼙㼍㼠䁉㼕㻌

㼎㼡㼞㼍㼎㼡㼞㼍㻌䁚㼍㼠㼠䁉㼡㼕䠄⾤䜢䜆䜙䜆䜙Ṍ䛟䠅䛃㻌

᳃䞉㼜㻚㻞㻥㻜㻌 䝤䝹䝤䝹㻌 A 㻌  㻌  ື 䜆䜛䜆䜛䚸䜅䜛䠄㟈䜛䠅䛘䜛䛣䛸。㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻞㻣㻠㻌 䝤䞁㻌 䝖䜳㻌 㻌  㻌  C ᢳ 䛥䛳䜁䜚。䛂䝤䞁䝖䜳㻌 䝐䜵䞊㻌 䝛䞊䞁䠄䛥䛳䜁

䜚䚸㠃ⓑ䜏䠄䛜䠅䚸䛺䛔。䠅䛃㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻞㻣㻡㻌 䝧䞊㻌 㻌  㻌  㻌  㡢 ᒣ⨺。ᨃኌㄒ。㻌
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「ᾘ⁛༴ᶵ方言のㄪᰝ・ಖᏑのための⥲合的◊✲」喜界ᓥ方言ㄪᰝሗ࿌᭩ 
2011 年 8 ᭶ 15 ᪥� ᅜ❧ᅜ語◊✲ᡤ 

ᒾ䞉㼜㻚㻞㻣㻣㻌 䝬䞊䝗䜳䜲䝬䞊䝗䜳䜲㻌 A B 㻌  ື 䛖䜝䛖䜝。䛂䝬䞊䝗䜳䜲䞉䝬䞊䝗䜳䞊㻌 䝚䞊㻌 䝗䜳㻌

䝅㻌 䜰䝑䝏䝳䝹䠄䛖䜝䛖䜝䚸↓䛔䚸䜢䚸䛮䚸䛧䛶䚸

Ṍ䛝䜢䜛䠛䠅䛃䛆䛂ᝨ䛔䠄䜎䛹䛔䠅䛃䛾⧞䜚㏉䛧ㄒ

ᙧ䛛䠛䛇㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻞㻣㻣㻌 䝬䞊䝬䞊㻌 䝖䜳㻌 A 㻌  C ᢳ 䜎䜣䜎䛸。䛂䝬䞊䝬䞊䞉䝖䜳㻌 䝎䝬䝃䝑䝍䠄䜎䜣䜎

䛸䚸䛰䜎䛥䜜䛯。䠅䛃㻌

୰䞉㼜㻚㻝㻠㻌 䝬䝏䝱䝬䝏䝱㻌 A 㻌  㻌  ື 䛂䛖䜝䛖䜝䛃䛺䛹，ືస䜢⾲⌧䛩䜛ㄒ。∵，㤿。

䝬䝏䝱䝬䝏䝱 㼙㼍㼠䁉㼍㼙㼍㼠䁉㼍㻌

᳃䞉㼜㻚㻟㻜㻡㻌 䝬䝙䝱䝬䝙䝱㻌 A 㻌  㻌  ື 䜎䛤䜎䛤。㻌

୰䞉㼜㻚㻝㻠㻌 䝬䝙䝱䝬䝙䝱㻌 A 㻌  㻌  ື 䛂䛖䜝䛖䜝䛃䛺䛹，ືస䜢⾲⌧䛩䜛ㄒ。䛂䝖䜳䞁

䜹䜪㻌 䝬䝙䝱䝬䝙䝱㻌 䝇䜲㼇㼠䁉䁚㼡㿖㼍㻌

㼙㼍㼚㼖㼍㼙㼍㼚㼖㼍㻌㼟㼡㼕㼉䠄ே䛜䛖䜝䛖䜝䛧䛶䛔䜛䠅䛃㻌

᳃䞉㼜㻚㻡㻜㻢㻌 䝬䝲䝬䝲㻌 A 㻌  㻌  ື 䛖䜝䛖䜝䚸䜆䜙䜆䜙。㻌

୰䞉㼜㻚㻝㻠㻌 䝬䝲䝬䝲㻌 A 㻌  㻌  ື 䛂䛖䜝䛖䜝䛃䛺䛹，ືస䜢⾲⌧䛩䜛ㄒ。⊧，≟。

䛂䝬䝲䞊䜹䜪㻌 䝬䝲䝬䝲㻌 䝇䜲㻌 㼙㼍㼖㼍ː㿖㼍㻌㼙㼍㼖㼍㻌

㼙㼍㼖㼍㻌㼟㼡㼕䠄⊧䛜䛖䜝䛖䜝䛧䛶䛔䜛䠅䛃䛂䝑䜲䞁䜹䜪㻌

䝬䝲䝬䝲㻌 䝇䜲㻌 䁚㼕㿖㿖㼍ː㻌 㿖㼍㻌㼙㼍㼖㼍㻌㼙㼍㼖㼍㻌㼟㼡㼕

䠄≟䛜䛖䜝䛖䜝䛧䛶䛔䜛䠅䛃，㼜㻚㻜㻠㻝䛂䝖䜳䞁䝚㻌 䝲

䞊㻌 䝚㻌 䝯䞊㻌 䝬䝲䝬䝲㻌 䝇䜲㻌 㼠㼡㼚㼡㻌㼖㼍ː㻌 㼚㼡㻌

㼙㽶ː㻌 㼙㼍㼖㼍㼙㼍㼖㼍㻌㼟㼡㼕䠄㫽ᑠᒇ䛾๓䜢䛖䜝䛖䜝

䛩䜛䠅䛃㻌

୰䞉㼜㻚㻝㻠㻌 䝬䞁䝏䝱䝬䞁䝏䝱㻌 A 㻌  㻌  ື 䛂䛖䜝䛖䜝䛃䛺䛹，ືస䜢⾲⌧䛩䜛ㄒ。㨶。

㼙㼍㼚㼠䁉㼍㼙㼍㼚㼠䁉㼍㻌

᳃䞉㼜㻚㻟㻞㻞㻌 䝮䝅䝱䝮䝅䝱㻌 A 㻌  㻌  ື ≀䜢䛚䛔䛧䛭䛖䛻䛯䜉䜛䛥䜎。㻌

᳃䞉㼜㻚㻟㻞㻞㻌 䝮䝆䝱䝮䝆䝱㻌 A 㻌  㻌  ㏿ 䜖䛳䛟䜚䚸䜖䛳䛟䜚。䛾䜝䛾䜝。䠄䝮䝙䝱䚸䝮䝙䝱

ཧ↷䠅㻌

᳃䞉㼜㻚㻟㻞㻟㻌 䝮䝏䝱䞊䝸䝮䝏䝱䞊䝸㻌 A B 㻌  㡢 䠄ㄪ࿴䛾ᝏ䛔䛣䛸。㡢ㄪ䛻఍䜟䛺䛔㡢⑵䛾

ှኌ➼䛾౛䛘。䛿䛺䜜䜀䛺䜜䠅㻌

᳃䞉㼜㻚㻟㻞㻟㻌 䝮䝏䝱䝮䝏䝱㻌 A 㻌  㻌  య 䛽䜀䛽䜀。䛽䛸䛽䛸。䜉䛸䜉䛸。䛂䝮䝏䝃䠄䛽

䜀䜚䠄⢓䜚䠅䛡䛜䛒䜛䛣䛸。䠅䛃䚸䛂䝮䝏䝒䜹䜲䠄䛽

䜀䜚䛴䛟。䠅䛃䚸䛂䝮䝏䝒䜹䝔䠄䛽䜀䜚䛴䛔䛶。䠅䛃㻌

୰䞉㼜㻚㻟㻥㻌 䝮䝏䝱䝮䝏䝱㻌 A 㻌  㻌  య 䛂䝮䝑䝏䞊䜹䜪㻌 䝮䝏䝱䝮䝏䝱㻌 䝑䝒䜻䝳䞁㻌

㼙㼡㼠㼠䁉㼕ː㻌 㿖㼍㻌㼙㼡㼠䁉㼍㼙㼡㼠䁉㼍㻌㼠㼟䁚㼡㼗㼖㼡㼚䠄㣰䛜

ᡭ䛻䛟䛳䛴䛟䠅䛃㻌

᳃䞉㼜㻚㻟㻞㻡㻌 䝮䝗䝮䝗㻌 A 㻌  㻌  ㏿ ᪩䛟。䛥䛳䛥䛸。䛂䝮䝗䚸䝮䝗䚸䝉䝸䝵䞊䠄ᡭ᪩䛟䛧

䛺䛥䛔䜘。䠅䛃㻌

᳃䞉㼜㻚㻟㻞㻢㻌 䝮䝙䝱䝮䝙䝱㻌 A 㻌  㻌  ㏿ 䛾䛭䛾䛭。䛾䜝䛾䜝。㻌

᳃䞉㼜㻚㻟㻞㻤㻌 䝮䝹㻌 㻌  㻌  㻌  ᢳ ㄒᑿ䛻⥆䛟䛣䛸䜀䛷Ⰽ䚻䛸ព࿡䛜䛱䛜䛖。䜎

䛳䛯䛟。䜎䜛䛷。䜋䜣䛸䛻➼䛸ゎ䛫䜙䜛。䛂䝮

䝹䚸䜹䝬䝷䞊䠄䜎䛳䛯䛟㣗䜉䜙䜜䛺䛔。䠅䛃䚸䛂䝮

䝹䚸䝬䝸䚸䝬䞊䝸䠄䜋䜣䛸䛻ஂ䛧᣺䜚。䠅䛃䚸䛂䝮

䝹䝍䚸䜼䞊䝘䠄䛭䛳䛟䜚。䛭䛾൷。䛬䜣䜆。䠅䛃㻌

ᒾ䞉㼜㻚㻟㻜㻥㻌 䝲䝍㻌 㻌  㻌  㻌  ᢳ 䜒䛧。ⱝ䛧䛛䇷䜂䜗䛳䛸䛩䜛䛸。౛䛂䝲䝍㞵䛜

㝆䜛䛛䜒䛧䜜䛺䛔䛛䜙䚸ᖸ䛧≀䛿ධ䜜䛶ฟ䜘

䛖䛃。㻌

᳃䞉㼜㻚㻟㻠㻜㻌 䝲䝑㻌 䝖㻌 㻌  㻌  C ㏿ 䜘䛖䜔䛟䠄₞䛟䠅。䜘䛖䜘䛖。㻌
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┻↰ᤩሶ「喜界↸方言におけるࠝࡑࡁトࡍの語ᒵ的特徴」 

᫪・㫇㪅㪊㪌㪌 䊡䊐䊡䊐 A   ૕  䉇䉒䈇䈖䈫䇯䋨ཷ䉏䉎䈫ᒢജ䈏䈅䈦䈩エ䈒ᗵ

䈝䉎䈖䈫䋩 

ጤ・㫇㪅㪊㪉㪉 䊡䊂䊷䊡䊂䊷 A  േ の䉐の䉐䇯㫇㪅㪊㪉㪉䇸䊡䊂䊷䉰䉟䋺の䉐䈇㵪ᵴേ

䈏䇯䊄䉠䊮䊅䉰䉟䈫䉅䈇䈉䇯䇹 

ጤ・㫇㪅㪊㪉㪊 䊡䊤䉾䉰䊤 a B  േ  䉉䉌䉍䉉䉌䉍㵪〬け䈫䈚䈩ᱠ䈒᭽䇯䇸∛䉂਄䈏

䉍䈪䊡䊤䉾䉰䊤䈚䈩ᱠ䈒䈖䈫䉅な䉌䉖䇹䇮䇸㈬䉕

㘶䉖䈪䊡䊤䉾䉰䊤䈚䈩ᱠ䈇䈩䈇䉎䇹䇯 

᫪・㫇㪅㪊㪌㪎 䊡䊤䊡䊤 A B  േ  䈸䉌䈸䉌䇯⿷䉅䈫䈏䈚䈦䈎䉍䈚な䈇䈘䉁䇯 

ጤ・㫇㪅㪊㪉㪋 䊡䊤䊥䊡䉟 a B  േ  䉉䈦䈒䉍䈜䉎䇮ṛ࿷䈜䉎䇯䇸䊡䊤䊥䊁䉞 䉡䊝䊷

䊥䋨ᓮ䉉䈦䈒䉍䈚䈩䇮䈍಴䈪な䈘䈇䇯䋩䇹 

ጤ・㫇㪅㪊㪉㪋 䊡䊦䉟 䊃  B C ㅦ  䉉䈦䈒䉍䈫䇮㵪ㅢᏱቴのᔕኻ䈮↪䈇䉎⺆䇯

䇸䊡䊦䉟䊃䉠 䉡䊝䊷䊥䋨䈬䈉䈡䈍᭴䈇な䈒䇯䋩䇹

䇸䊡䊦䉟䊃䉠 䊅䉟䊮䉸䊷䊥䋨䈍䈒䈧䉐䈑な䈘䈇

㵪᳇ᭉ䈮䈍な䉍な䈘䈇䇯䋩䇹 

ጤ・㫇㪅㪊㪉㪎・

㪊㪉㪍 

䊣䉟䊣䉟䋯䊣䊷䊥䊣䊷

䊥 

A B  ㅦ  䉉䈦䈒䉍䉉䈦䈒䉍䇯䇸䊣䉟䊣䉟 䉝䉾䉨䋨䉉䉎䉉䉎䇮

ᱠ䈔䇯䋩䇹䇸䊣䉟䊣䉟 䉦䉼䉢䊷 䉝䊚 䊂䊷䊤

䋨ㄭ䇱䇮䈻䈲䇮㔎䇮䈪䈚䉊䈉䇯䈅䉁䉍ᕆ䈪な䈒䇮

䈠の䈉䈤䈮㒠䉎䈪䈚䉊䈉䈫䈇䈉⒟のᗧ䇯䋩䇹 

᫪・㫇㪅㪊㪌㪐 䊣䉟䊣䊷䉟 A B  ㅦ  䉉䈦䈒䉍䇮䈠䈦䈫䇮䈠䉐䈠䉐䇯 

᫪・㫇㪅㪊㪌㪐 䊣䊷䉟  B  ᛽  䈠䈦䈫䇮ᚻ䉇䉒䉌䈎䈮䇮䉉䈦䈒䉍䇯䇸䊣䊷䉟 䊈

䉞䊮䊋䉼䊠䉨䋨䈠䈦䈫䇮ኢ䈎䈞䈩䈍䈔䇯䋩䇹䇸䊣

䊷䉟 䊛䊁䉞䋨䈠䈦䈫䇮ᜬ䈩䇯䋩䇹䇸䊣䊷䉟䇮䊣䊷䊥

䋨਄ཅ䋩䋨㕒䈎䈮䇮䈠䈦䈫䇯䋩䇹 

ጤ・㫇㪅㪊㪉㪍 䊣䊷䉧䊥䊣䊷䉧䊥 A B  ૕  䈵䉊䉐䈵䉊䉐䉋䉐䉋䉐䇯ੱ䈮䉅‛䈮䉅䈇䈉䇯䇸䊣

䊷䉧䊥䊷䋨∳䈞䈩䈵䉊䉐䈵䉊䉐䈚䈩䈇䉎⠪䇯䋩䇹

᫪・㫇㪅㪊㪍㪇 䊣䊷䊥  B  ㅦ  䉉䈦䈒䉍䇯䈠䈦䈫䇯ᚻ䉇䉒䉌䈎䇯䋨䉋䊷䈇䈫หᗧ

⺆䋩 

ጤ・㫇㪅㪊㪊㪋 䊬䊷䊎䋯䊬䊷䊬 A   㖸  䉒䈇䉒䈇༗ོ䈜䉎᭽䇯䉒䈇䉒䈇䈮䈲䊬䊷䊬

䈫䈇䈉䇯 

 

 

̪本研究はᢥㇱ⑼学⋭⑼学研究⾌⵬ഥ㊄・基⋚
%�「日本語方言ࠝࡑࡁトࡍの記述ࡕデル᭴

▽に㑐する研究（⺖㗴⇟ภ ��������）」（���������（ᐔ成 �����）年，研究代表者㧦┻↰

ᤩሶ，研究分担者㧦ਃ੗はるߺ・小ᨋ㓉）の成果の一ㇱである。 
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「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」喜界島方言調査報告書 
� 2011 ᐕ 8 ᦬ 15 ᣣ� ࿖┙࿖語研究ᚲ 

 
 

５．喜界島方言調査データ集 
 

基礎語彙データ�
�

� એ下にߪ㧘喜界島⻉方言の基礎語彙データをឝタߔるޕ語ᒻߪ࿖㓙音ჿሼᲣߢ⴫記ߔるޕ

音ჿሼᲣの⺑᣿㧘ฦ地の音韻・音ჿの特徴についてߪ㧘╙３┨「喜界島方言の音韻」をෳᾖ

 ޕⴕうߢ方法ߥうࠃએ下のߪそのઁの⴫記ޕたいࠇߐ
・アクセントߪ㧘音調の਄ࠅ߇目を [ ߢ㧘音調の下ࠅ߇目を ]�  ޕるߔ⴫記ߢ
・語ᒻ߇ⶄ数㧘࿁╵ࠇߐた႐合にߪ㧘２つ（߹たߪそࠇએ਄）の語ᒻを㧛ߢ඙ಾߞて૬記ߔ

るޕ 
・⹤⠪にࠅࠃ࿁╵ߥ⇣߇る႐合ߪ㧘２つ（߹たߪそࠇએ਄）の語ᒻを//ߢ඙ಾࠅ㧘そࠇߙࠇ

の語ᒻのᓟࠈに⹤⠪೎の記ภ（アࡌࠔࡈ࡞ットのᄢ文ሼ）を (� ) に౉ࠇて␜ޕߔ 

�

ฦ地ὐの調査⠪ߣ報告⠪એ下のߣお޽ߢࠅるޕたߛし㧘木部߇ᦨ⚳的に音ჿの⏕⹺をⴕߞたޕ�

�

地඙ฬ ⃰ 調査ᜂᒰ⠪ 
ዊ㊁ᵤ 基礎語彙１ ዊᎹ・㕍੗・木部 

基礎語彙２ ローレンス・ખේ・ᐔጊ・竹田 
ᔒᚭ᪖ 基礎語彙１ ዊᎹ・㕍੗・木部 

基礎語彙２ ローレンス・ᐔጊ・ペ࡜ー࡞・ખේ 
Ⴎ㆏ 基礎語彙１a ዊᎹ・Ꮉἑ 

基礎語彙１b 松森・㕍੗ 
 基礎語彙２a ローレンス・ᐔጊ・ਭ保薗 
 基礎語彙２b ખේ・ペ࡜ー࡞ 
㒙વ 基礎語彙１ 㕍੗・ዊᎹ・木部・ᐔ子 

基礎語彙２ ローレンス・ખේ・ᐔጊ・竹田 
਄ཅ㋕ 基礎語彙１ ペ࡜㧙࡞・Ꮉἑ・ዊᎹ・㕍੗ 

基礎語彙２ ローレンス・ᐔጊ・松森・ખේ 
ဈᎨ 基礎語彙１ ዊᎹ・田窪・ペ࡜㧙࡞・㕍੗ 

基礎語彙２ ローレンス・松森・Ꮉἑ 
ḧ 基礎語彙１ Ꮉἑ・ペ࡜㧙࡞・ዊᎹ・㕍੗ 

基礎語彙２ ローレンス・ખේ・松森・ਃ੗・ᐔጊ 
中㉿ 基礎語彙１ 㕍੗・ዊᎹ・Ꮉἑ・ペ࡜ー࡞ 

基礎語彙２ ローレンス・松森・ᐔጊ 
⨹木 基礎語彙１ 㕍੗・ዊᎹ・⊕田 

基礎語彙２ ペ࡜ー࡞・田窪・ᐔጊ・⩆㊁ 
 



164

基礎語彙１データ

番号 ①小野津 ②志戸桶 ③塩道
� 毛 � >oL@ː >oL@ː pi[nʲi(ひげ�／>KD@ɕɕLD>ŋL@ː
� 血 � >ʨˀi]ː >ʨL@ː／>ʨLː ʨˀi[ː
� 緒 � >SL@PX�ひも� >ZX@ː 15
� 帆 � >ɸX@ː ɸX>ː ɸX>ː
� 柄 � >Mɪ@ː >ML@ː ML>ː
� 実 � >PL@ː >Pɪ@ː PL>ː
� 日 � >SL WL>GD >WL@GD�太陽�
� 藻 � >PX@ː >PX@ː PX>ː
� 葉 � >SD@ː >SD@ː SD>ː／KLɴ>SD@ː
�� 名 � >QD@ː >QD@ː QD>ː
�� 手 � Wɪ>ː Wɪ>ː WL>ː
�� 目 � Pɪ>ː Pɪ>ː PL>ː
�� 歯 �" SD>ː SD>ː SD>ː
�� 屁 � Sɪ>ː／ɸɪ>ː Sɪ>ː SL>ː
�� 穂 � >SX@ː／>ɸX@ː ɸX>ː >L@QLQRPL>ː�稲の実�
�� 荷 � [nʲi]mu[ʦX nʲi[ː nʲi[ː
�� 湯 � MX>ː MX>ː MX>ː
�� 粉 � >PH@ɾL>NHɴ@NR�メリケン粉� NX>ː kʰu[na
�� 野 � SD>ɾX�原� SD>ɾX SD>ɾX�畑�

�� 火 � >X@PD>ʦX／>Kɪ ʔX>PD@ʦX X>PD@WX

�� 田 � WD>ː WD>ː tʰa[ː
�� 木 � Kɪ>ː oL>ː KL>ː

�� 菜 � >QD@ː QD>ː MD>VH@ː�野菜�／>R@ː>SD@ː�葉の

小さい野菜�

�� 根 � Qɪ>ː Qɪ>ː >PX@WX�元�／>KLɴ] pi[nʲi]ː�木
の根の毛�

�� 乳 � ʨˀi[ː ʨˀi[ː ʨL>ʨL
�� 茶 VD>ː ʨD>ː ɕD>ː
�� 巣 VX>ː VX>ː VX>ː
�� 烏賊 � >ʔi]kʲa >ʔL@ND L>ND

�� 海老 � >ʔɪ@EL >ʔɪ@Eɪ ʔL>EL�車海老�／>WD@QD>ɡDː�手
の長い海老�

�� 鍬 [kʷˀe]ː�両唇摩擦もある� [kʷˀë]ː [kˀe]ː
�� 腰、後ろ � >KX@ɕL >KX@ɕL KX>ɕL
�� 右 nʲi[nʲi]ː >PL@ŋL >PL@ɡL
�� 羽 � >SD@Qɪ [pa]nʲi SD>QL／pa[nʲi
�� 横 � >MX@NX >MX@NX MX>NX
�� 灰 � >MX@Qɪ >MX@Qɪ ju[nʲi

語       アクセント類
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番号
� 毛 �
� 血 �
� 緒 �
� 帆 �
� 柄 �
� 実 �
� 日 �
� 藻 �
� 葉 �
�� 名 �
�� 手 �
�� 目 �
�� 歯 �"
�� 屁 �
�� 穂 �
�� 荷 �
�� 湯 �
�� 粉 �
�� 野 �

�� 火 �

�� 田 �
�� 木 �

�� 菜 �

�� 根 �

�� 乳 �
�� 茶
�� 巣
�� 烏賊 �

�� 海老 �

�� 鍬
�� 腰、後ろ �
�� 右
�� 羽 �
�� 横 �
�� 灰 �

語       アクセント類 ⋊௳ྒ ⋋඾஫ ⋌঱ຫள
NH>ː／>KDV@VD>ɡL@ː oL>ː oL>ɡL@ː
ʨL>ː ʨL>ː ʨL>ː
�� �� >KD@QD>X�࿀緒�
SX>ː／ɸX>ː ɸX>ː ɸX>ː／>ɸX@ː
MH>ː ML>ː ML>ː
>PL@ː PL>ː QD>ɾL
>SL@ː >WL@GD�太陽� oL
PX>ː PR>ː >D@ː>VD@ː�アड़१�
SD>ː／ɸD>ː SD>ː KD>ː
QD>ː QD>ː QD>ː
WL>ː WL>ː WL>ː
PL>ː PL>ː PL>ː
SD>ː／ɸD>ː SD>ː KD>ː
ɸL>ː SL>ː／ɸL>ː oL>ː
SX>ː／ɸX>ː ɸX>ː ɸX>ː
nʲi[ː �� nʲi[ː
MX>ː MX>ː MX>ː
[kʰu]ː �� [kʰu]ː
�� �� 15
ʔX>PD@ʦX�য৑ऋ೤ृखञ火�
／oL>ː�火হ�

X>PD@WX ʔX>PD@WX

tʰa[ː WD>ː tʰa[ː／>L@ː>ࡺD@ː�ଽ�
KL>ː oL>ː oL>ː

>ʔR@ː>ɸD@ː�ஒ葉� 15 15

QL>ː／>PX@WX QL>ː／QL>PX@WX >QL@PX>WX�根元�

ʨˀi[ː �� ʨL>ː
VD>ː VD>ː >VD@ː／VD>ː
VX>ː VX>ː >VX@ː
ʔL>ND >L@ND ʔL>ND

ʔL>EL L>EL ʔL>EL

[kˀe]ː NH>ː kˀe[ː
KX>ɕL KX>ɕL�ూর� >ɸX@ɕL
>PL@ɡL >PL@ɡL >PL@ɡL
SD>QL SD>QL KD>QL
MX>NX MX>NX MX>NX
SH>ː MX>QL ju[nʲi
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基礎語彙１データ

番号
� 毛 �
� 血 �
� 緒 �
� 帆 �
� 柄 �
� 実 �
� 日 �
� 藻 �
� 葉 �
�� 名 �
�� 手 �
�� 目 �
�� 歯 �"
�� 屁 �
�� 穂 �
�� 荷 �
�� 湯 �
�� 粉 �
�� 野 �

�� 火 �

�� 田 �
�� 木 �

�� 菜 �

�� 根 �

�� 乳 �
�� 茶
�� 巣
�� 烏賊 �

�� 海老 �

�� 鍬
�� 腰、後ろ �
�� 右
�� 羽 �
�� 横 �
�� 灰 �

語       アクセント類 ⋍೓ ⋎র౔ ⋏ൽ木
oi[nʲi >KDV@VD>ŋL@ː／>KDV@VD>Qɪ@ː oL>Qɪ／oL>ŋL
ʨˀi[ː ʨˀi[ː／>ʨˀiː >Dː@ʨL>ː／ʨL>ː
�� �� ��
ɸX>ː ɸX>ː KR>ː
15 �� ML>ː
PL>ː PL>ː PL>ː
�� oL>ː／>oL@ː oL>ː
PX>ː �� PR>ː
KD>ː KD>ː KD>ː
>QD@PD>L QD>ː >QD@PD>L
tʰi[ː tʰi[ː WL>ː
PL>ː PL>ː PL>ː
KD>ː KD>ː >KDː
oL>ː oL>ː oL>ː
ɸX>ː ɸX>ː KR>ː
nʲi[ː／nʲi[mu]tu nʲi[ː nʲi[ː
MX>ː MX>ː MX>ː
kʰu[na kʰu[ː �NR>QD�
KD>WH@ː�畑� KD>ɾX��ૐ૳ਗの畑� ��

X>PD@WX X>PD@WX／>X@PD>WX X>PD@ʦX／oL>ː／[kʷˀa]ࡺL

tʰa[ː tʰa[ː tʰa[ː
oL>ː oL>ː oL>ː

15 �� QD>ː

Qɪ>ː PX>WX／QɪPXWX／oL>Qɪ PX>WX

ʨL>ː ʨˀi[ː ʨL>ː
VD>ː VD>ː／>VD@ː VD>ː
VX>ː VX>ː VX>ː
ʔL>ND ʔL>ND L>ND

ʔL>EL ʔL>EL H>EL

[kˀe]ː／[kʲˀe]ː [kˀe]ː [kʷˀe]ː
KX>ɕL ɸX>ɕL／KX>ɕL ɸX>ɕL
>PL@ɡL PL>ɡL PL>ɡL
KD>Qɪ Ka[nʲi KD>QL／KDQɪ
MX>NX MX>NX MX>NX
MX>Qɪ ju[nʲi MX>Qɪ
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番号 ①小野津 ②志戸桶 ③塩道語       アクセント類

�� ሻ � ɡa[nʲi]ː ɡa[nʲi]ː ɡa[nʲi]ː
�� ዩ � ND>L@ː ND>L@ː ND>L
�� ᎐ � >D@ː[nʲi]ː >ʔD@ː[nʲi]ː >D@ː[nʲi]ː
�� ഗ � 15 [pˀi]ɾD PX>ɾL
�� ฟ � >ʔX@ɕL >ʔX@ɕL X>ɕL
�� ຂ � >ʔL@MX >ʔL@X ʔL>MX
�� স � >ND@QH >KD@Qɪ 15

�� དྷ � PL>]X@ː PL>ࡺX@ː PL>ࡺX@ː／>PL@ࡺXɴ>ND@ː�小さ

いਆ�
�� ෛ � >VX@QD >VX@QD VX>QD
�� ໢ � >VD@ɾD >VD@ɾD VD>ɾD
�� ๵ � >MX@GD >ML@GD／>MX@GD MX>GD
�� ඣ � >VH@ː >VH@ː VH>ː／ɕH>ː
�� ੣ � >QX@EX>L [kˀu]Ei kˀu[Ei
�� ം � [kˀi]]u [kˀi]]u kˀi[]u
�� ෫ � >MX@ND [ju]kˀa MX>ND
�� ຒ � PD>L >PD@L >PD@L
�� ਷ � >PL@]X Pɪ>儓X PL>GX
�� Ⴘ � VX>VR VX>VX VX>VR��あऽॉઞ৷चङ�
�� య � [pʰu]ɕL >ɸX@ɕL／>SX@ɕL KX>ɕL
�� ཐ � >VX@GL >VX@GL VX>GL
�� ྿ � [tʰa]ka >WD@ND WD>ND
�� ྕ � [tʰa]na >WD@QD WD>QD
�� ೔ � >GH@ː >GH@ː GH>ː
�� ད � >PX@ɕL >PX@ɕL PX>ɕL
�� ೭ � >WX@L >WX@L WX>L
�� ጭ � KD>Pɪ�ऊी� KD>Pɪ >KD@PL�ऊी�
�� ᅂ � >ʦX@Pɪ >ʦX@Pɪ WX>PL
�� ೲ � >VX@NX [Vu]kˀu VX>NX
�� ቺ � [kˀu]nʲi kˀu[nʲi kˀu[nʲi
�� ࿝ � PX>PX@ː >PX@PX PX>PX
�� 道 � >PL@ʨL >PL@ʨL PL>ʨL
�� ᄔい >KD@]D >KD@ࡺD 15
�� ᓃ � >Ss@ː >ɸs@ː／>Ss@ː KH>ː
�� ຢ � >SD@NX SD>NX SD>NX
�� ࿀ � >SD@QD >SD@QD SD>QD
�� ⎪ � 15 15 15
�� ጡ � >SL@Qɪ [pi]nʲi／>SL@ŋL pi[nʲi
�� ൿ � SX>GL >ɸX@Gɪ SX>GL／ɸX>GL
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基礎語彙１データ

番号 語       アクセント類

�� ሻ �
�� ዩ �
�� ᎐ �
�� ഗ �
�� ฟ �
�� ຂ �
�� স �

�� དྷ �

�� ෛ �
�� ໢ �
�� ๵ �
�� ඣ �
�� ੣ �
�� ം �
�� ෫ �
�� ຒ �
�� ਷ �
�� Ⴘ �
�� య �
�� ཐ �
�� ྿ �
�� ྕ �
�� ೔ �
�� ད �
�� ೭ �
�� ጭ �
�� ᅂ �
�� ೲ �
�� ቺ �
�� ࿝ �
�� 道 �
�� ᄔい
�� ᓃ �
�� ຢ �
�� ࿀ �
�� ⎪ �
�� ጡ �
�� ൿ �

⋊௳ྒ ⋋඾஫ ⋌঱ຫள
ɡa[nʲi]ː >ɡDL@ɴ ɡD>L@ː
ND>MX ND>L [kʰa]i[ː
>ʔD@ː[nʲi]ː >D@ː>�ҩ@ː�Lम࿀ಟఠ� ʔD>L
PX>L �� ʔX>ND
ʔX>ɕL X>ɕL ʔX>ɕL
ʔL>MX L>MX MX
KD>QL／[D>QL KD>QL KD>QL

PL>ࡺX@ː PL>ࡺX@ː PL>ࡺX@ː

VX>QD VX>QD VX>QD
VD>ɾD VD>ɾD VD>ɾD／>VXː@GD>ɾD
ML>GD MX>GD MX>GD
VH>ː VH>ː VH>ː
kˀu[Ei QX>EL@ː kˀu[Ei
kˀi[儓X ʨL>GX ʨL>GX
�� MX>ND ʔL>WD@ࡺL>ʨL
�� >PD@L >PD@ɾL
�� PL>GX PL>GX
�� >VX@VX VX>VX
�� ɸX>ɕL ɸX>ɕL
�� VX>GL VX>GL
WD>ND WD>ND tʰa[ka
�� WD>QD tʰa[na
GH>ː GH>ː GH>ː
�� PX>ɕL PX>ɕL
WX>L WX>L tʰu[ɾL
�� �� >KD@PL�Ⴁ�
�� tˀu[mi tˀu[mi
�� VX>NX VX>NX
kˀu[nʲi kˀu[ɡL／kˀu[i(木ददऌञቺ� kˀu[ɡL
PX>PX PX>PX PX>PX
�� PL>ʨL PL>ʨL
�� KD>GD KD>GD
SH>ː SH>ː／ɸH>ː KH>ː
�� pʰa[ku KD>NX
�� pʰa[na KD>QD
�� �� 15
SL>QL pʰi[ɡL@ː oL>ɡL
�� ɸX>GL ɸX>GL
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番号 語       アクセント類

�� ሻ �
�� ዩ �
�� ᎐ �
�� ഗ �
�� ฟ �
�� ຂ �
�� স �

�� དྷ �

�� ෛ �
�� ໢ �
�� ๵ �
�� ඣ �
�� ੣ �
�� ം �
�� ෫ �
�� ຒ �
�� ਷ �
�� Ⴘ �
�� య �
�� ཐ �
�� ྿ �
�� ྕ �
�� ೔ �
�� ད �
�� ೭ �
�� ጭ �
�� ᅂ �
�� ೲ �
�� ቺ �
�� ࿝ �
�� 道 �
�� ᄔい
�� ᓃ �
�� ຢ �
�� ࿀ �
�� ⎪ �
�� ጡ �
�� ൿ �

⋍೓ ⋎র౔ ⋏ൽ木
ɡa[nʲi]ː ɡa[nʲi]ː ɡa[nʲi]ː
kʰa[i kʰa[i／kʰa[ju >ND@L>ː
ʔa[nʲi a[nʲi a[nʲi
PX>ɾL PX>L／>PXL PR>ɾL
ʔX>ɕL ʔX>ɕL X>ɕL
ʔL>MX ʔL>MX L>MX
KD>Qɪ KD>Qɪ KD>QL／KD>Qɪ

PL>ࡺX@ː PL>ࡺX@ː PL>]X@ː

VX>QD VX>QD／>VXQD VX>QD／PL>ʨD�ଅ�
>VR@ː>GD@ɾD VD>ɾD／>VDɾD VD>ɾD
MX>GD ML>GD／MX>GD MX>GD
VH>ː VH>ː／ɕH>ː／>VHː／>ɕHː ɕH>ː
kˀu[Ei kˀu[Ei kˀu[Ei／QX>GL@ː�のन�
ʨL>GX ʨL>]X NL>]X
MX>ND �� MX>ND
>PD@ɾL >PD@ɾL [mˀa]ɾL
PL>GX PL>]X／PL>GX PL>]X
VX>VX VX>VX VX>VX
KR>ɕL ɸX>ɕL ɸX>ɕL
VX>GL VX>GL VX>GL
15 tʰa[ka／[tʰaka WD>ND
tʰa[na WD>QD／>WDQD WD>QD
GH>ː GH>ː GH>ː
PX>ɕL PX>ɕL PX>ɕL
tʰu[ɾL tʰu[i WX>ɾL／WR>ɾL
15 �� ��
tˀu[mi tˀu[mi ʦX>PL
�� VX NX<ࢊ VX>NX
�� kˀu[nʲi NX>ɡL／NX>ŋL
�� PX>PX PX>PX
PL>ʨL PL>ʨL PL>ʨL
�� [nʲu]ː>L／[nʲi]ju[i／KD>GD KD>GD
KH>ː KH>ː KH>ː
�� KD>NX KD>NX
KD>QD KD>QD KD>QD
�� �� ��
�� oi[nʲi／ɸL>ŋɪ oL>Qɪ
ɸX>GH ɸX>GL ɸX>GL
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基礎語彙１データ

番号 ①小野津 ②志戸桶 ③塩道語       アクセント類

�� ഘ � [kˀiࡺL�ে৉� [kˀi]ɾH kˀi[ɾH／>WD@ɴ>PX@ɴ／

QX>QX�পਣᔸのऒध�
�� ௯ � >KD@ࡺL >KD@ࡺL KD>GL
�� ቴ � >SD@ʨL >SD@ʨL SD>ʨL
�� ௡ � >ʔD@ࡺL >ʔD@ࡺL ʔD>ࡺL
�� ႕ � [kˀiɾL／ND>VX@PL PX>MD PX>MD
�� 傱 � >PX@PL／>PX@PLɡD>ɾD PX>Pɪ PX>PL
�� Ჶ >Pɪ@ɸD>MD@ː MX>L 15
�� ᷐ >SX@VX >SX@VX／>ɸX@VX SX>VX
�� ∁ >VD@ED�さय� >VD@ED VD>ED
�� ౛ � >KD@EL KD>EL KD>EL
�� ಒ � >QD@ʦX >QD@ʦX QD>WX
�� ఠ � >ʔX@WX >ʔX@WX X>WX
�� స � >ʔX@WD >ʔX@WD ʔX>WD

�� ซ � >KD@NL Ka[kˀi 15

�� ଶ � >SD@ɕL SD>ɕL SD>ɕL
�� ๢ � >PX@Qɪ >PX@Qɪ PX>QL
�� ஑ � >ND@WD >ND@WD ND>WD
�� ઠሼ�あओ� >ʔX@WXŋH>ː >ʔD@ɡX ʔD>ɡX
�� য � >ʦˀu >ʨˀu >ʨˀu
�� લ � >ʔL@ɕL >ʔL@ɕL L>ɕL

�� ໤ � [pˀi]ɾX >SL@ɾX SL>ɾX

�� ෈ � [pˀu]ju >ɸX@MX ɸX>MX
�� ጼ � >SL@ࡺL／>ɸL@ࡺL SL>ࡺL SL>ࡺL
�� ൒ � >WD@EL WD>ELৢુق語৓ك WD>EL
�� ჱ � VX>ED VX>ED VX>ED
�� એ � ʦˀu[ɾD ʨX>ɾD WX>ɾD
��� ຩ � kˀi[mu kˀi[mu ʨˀi[mu
��� ປ � PL>PL PL>PL PL>PL
��� ෗ � SX>Qɪ／ɸX>Qɪ SX>Qɪ@ː u[ni]৸ݡ
��� ຜ � KD>ː ND>ZD ND>ZD
��� ฏ � X>GL >ɡX@WH>ː WL>ː／ɡX>WH@ː��>ɡX@WH>ː

��� ᶫ�घब� � VX>Qɪ VX>Qɪ >PXNH@]X>QH�਱ऒअᶫ�／
>WX@EX>ɕL

��� ੐ � >MX@EL MX>EL MX>EL
��� ᎚ � Vˀu >VVX >VVX
��� ూຣ � >ɸX@GX >SX@GX／>ɸX@GX ɕL>ː
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番号 語       アクセント類

�� ഘ �

�� ௯ �
�� ቴ �
�� ௡ �
�� ႕ �
�� 傱 �
�� Ჶ
�� ᷐
�� ∁
�� ౛ �
�� ಒ �
�� ఠ �
�� స �

�� ซ �

�� ଶ �
�� ๢ �
�� ஑ �
�� ઠሼ�あओ�
�� য �
�� લ �

�� ໤ �

�� ෈ �
�� ጼ �
�� ൒ �
�� ჱ �
�� એ �
��� ຩ �
��� ປ �
��� ෗ �
��� ຜ �
��� ฏ �

��� ᶫ�घब� �

��� ੐ �
��� ᎚ �
��� ూຣ �

⋊௳ྒ ⋋඾஫ ⋌঱ຫள

�� QX>QX／kˀiUe QX>QX

�� KD>GL KD>GL
�� pʰa[ʨL >KD@ʨL>ː
�� �� ʔD>ࡺL
�� �� kˀi[ɾL
�� PX>PL PX>PL
�� �� >MX@VX>ɾL
SX>VX ɸX>VX ɸX>VX
VD>ED �� VD>ED
KD>EL KD>EL KD>EL
QD>ʦX QD>ʦX QD>ʦX
ʔX>WX X>WX ʔX>WX
ʔX>WD X>WD ʔX>WD

>ʔL@ɕLɡD>ʨLقલซك
>VR@ɴ>QD@ʨL／>VR@ɴ[nʲa]ʨL�঄
ンউンのऒध�

15

SD>ɕL ɸD>ɕL KD>ɕL
PX>QL PX>QL PX>QL
ND>WD ND>WD ND>WD
ʔD>ɡX >X@WX>MH@ː�あओ� >ʔD@ɡX
>ʨˀu >ʨˀu ʨˀu
ʔL>ɕL L>ɕL ʔL>ɕL／>ʔL@ɕLɴ>NDː�小લ�

SL>ɾX >ɕL@ɴ>PD@ː oL>ɾX

SX>MX ɸX>MX ɸX>MX
SL>儕L oL>ࡺL oL>ࡺL
WD>EL �� tʰa[Ei
VX>ED VX>ED VX>ED
ʦX>ɾD WX>ɾD tˀu[ɾD
ʨL>PX ʨL>PX ʨL>PX
PL>PL PL>PL PL>PL
[pʰu]ni u[niݡ ni[uݡ]
kʰa[Za ND>ZD kʰa[Za
ʔX>GL WL>ː ʔX>GL／>ɡX@WH>ː

>VX@QL VX>QL VX>QL

MX>EL MX>EL MX>EL
>VVX >VVX kˀu[Vu
�� 15 15



172

基礎語彙１データ

番号 語       アクセント類

�� ഘ �

�� ௯ �
�� ቴ �
�� ௡ �
�� ႕ �
�� 傱 �
�� Ჶ
�� ᷐
�� ∁
�� ౛ �
�� ಒ �
�� ఠ �
�� స �

�� ซ �

�� ଶ �
�� ๢ �
�� ஑ �
�� ઠሼ�あओ�
�� য �
�� લ �

�� ໤ �

�� ෈ �
�� ጼ �
�� ൒ �
�� ჱ �
�� એ �
��� ຩ �
��� ປ �
��� ෗ �
��� ຜ �
��� ฏ �

��� ᶫ�घब� �

��� ੐ �
��� ᎚ �
��� ూຣ �

⋍೓ ⋎র౔ ⋏ൽ木

�� QX>QX kˀi[ɾL／QX>QX

�� KD>GL KD>ࡺL
�� >KD@ʨL>ː >KD@ʨL>ː
�� D>儕L D>ࡺL
kˀi[ɾL >PX@MD kˀi[ɾL／PR>MD／PX>MD
�� �� PR>PL
�� MX>L MX>ɾL
ɸX>VX ɸX>VX oL>VX
�� VD>ED VD>ED
�� KD>EL KD>EL
QD>WX QD>WX QD>ʦX
ʔX>WX ʔX>WX R>WR
ʔX>WD ʔX>WD X>WD

15 >ʔL@ɕL>ɡD@ʨL��લซ� �ND>NL@QH�

KD>ɕL KD>ɕL KD>ɕL
PX>Qɪ PX>Qɪ PX>QH
�� kʰa[ta ND>WD
ʔD>ɡX ʔD>ɡX D>ɡR
ʨˀu >ʨˀuʔ ʨXʔ
ʔL>ɕL／>ʔL@ɕLɴ[kˀa]ː�᱁� ʔL>ɕL L>ɕL

>PD@ɕLɴ>PD oL>ɾX／PDɕLɴPDː�ଽ�／
ʔD>ɕLː��໤୫�

�oL>ɾX

ɸX>MX ɸX>MX／KD>ɾX��ஐ�／ʔD>NL��௘� ɸX>MX
oL>ࡺL oL>ࡺL oL>ࡺL
tʰa[Ei WD>EL �>MD@PD>WXপਮ�
VX>ED VX>ED VX>ED
WX>ɾD tˀu[ɾD ʦX>ɾD
�� ʨˀi[mu ʨL>PX
PL>PL PL>PL PL>PL
>ɸX@Qɪ >ɸX@Qɪ >ɸX@Qɪ
kʰa[Za ND>ZD ND>ZD
ʔX>GL >ɡX@WH>ː X>GH／>ɡX@WH>ː

VX>QH VX>Qɪ VX>QH

MX>EL MX>EL MX>EL
>VVX >VXʔ >VVX／[VˀVu
VH>ː �� ��
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番号 ①小野津 ②志戸桶 ③塩道語       アクセント類

��� ᅐ � PD>WD PD>WD PD>WD
��� ໅ � ZD>WD ZD>WD ZD>WD
��� ጂ � [pˀi]ɴɡX >Sɪɴ@ŋXː >SL@ɴ>ɡXː��>ɸL@ɴ>ɡX�ළो�

��� ஡ � >WX@ࡺLWX�ಟ೯� ʔX>MD ʔX>MD

��� ෿ nʲi[ku ɕL>ɕL／>PL@ː nʲi[ku��iɕL�ଽ�
��� ໼ � PD>Pɪ PD>Pɪ PD>PL
��� ৪ � KX>Pɪ KX>Pɪ KX>PL
��� ሡ�फऊ� � QX>ND QX>ND QX>ND
��� ဖ � >SD@ND >SD@ND SD>ND��>SD@NDɴ>PH@ː
��� ි � D>PL ʔD>Pɪ D>PL
��� თ � SD>ʨL >SD@ʨL SD>ʨL
��� ಐ�ऩॎ� � >SL@PX�ひも� ʦˀu[na KL>PX
��� ഹ�णऩ� � WX>QD ʦˀu[na tˀu[na
��� Ⴁ�ऊी� � KD>Pɪ KD>Pɪ X>EL@ɴ��>KD@PL

��� ፘ >VR@ːGH>ː >GH@ːق೔のਔك >VR@ː>GH@ː／GH>ː

��� ফ � WX>ɕL >WX@ɕL WX>ɕL
��� ৎ � >WX@NL WX>NL 15
��� ఽ MX>ɾX MX>ɾX MX>ɾX

��� া � >ʦX@NLQX>L ʨˀu[ki >WX@ʨL>QX@L

��� ৛ � MD>PD MD>PD MD>PD
��� ਣ � ɕL>PD ɕL>PD ɕL>PD
��� ์ � kˀu[mu kˀu[mu kˀu[mu
��� ణ � QD>PL QD>PL QD>PL
��� ଘ � SD>PD SD>PD >SD@PD
��� ஝ � X>PD ʔX>PD ʔX>PD
��� ໆ � SD>WX@ː SD>WX@ː SD>WX@ː
��� ໳ � >L@ɴ>ŋD@ː >ʔL@ɴ>ŋD@ː >L@ɴ>ŋD@ː

��� ẻ��पऩ� 15 >ʔa]ma[nʲa]ː mi[nʲa

��� ⍹ WR>ː WR>ː WR>ː
��� น KD>Pɪ >ND@Pɪ ND>PH��>KD@PL
��� Ả � ʔX>ࡺL >ʔX@ࡺL／>ʔX@ࡺL>PX@ɕL X>ࡺL／XࡺLPX>ɕL
��� ᔪ � QX>PL QX>PL >QX@PL
��� ഓ�णの� � ʦX>QX ʦˀu[nu WX>QX
��� ୨ � SD>QD SD>QD SD>QD
��� ൃ � Vˀa >VVD >VVD
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基礎語彙１データ

番号 語       アクセント類

��� ᅐ �
��� ໅ �
��� ጂ �

��� ஡ �

��� ෿
��� ໼ �
��� ৪ �
��� ሡ�फऊ� �
��� ဖ �
��� ි �
��� თ �
��� ಐ�ऩॎ� �
��� ഹ�णऩ� �
��� Ⴁ�ऊी� �

��� ፘ

��� ফ �
��� ৎ �
��� ఽ

��� া �

��� ৛ �
��� ਣ �
��� ์ �
��� ణ �
��� ଘ �
��� ஝ �
��� ໆ �
��� ໳ �

��� ẻ��पऩ�

��� ⍹
��� น
��� Ả �
��� ᔪ �
��� ഓ�णの� �
��� ୨ �
��� ൃ �

⋊௳ྒ ⋋඾஫ ⋌঱ຫள
PD>WD PD>WD PD>WD
ZD>WD ZD>WD ZD>WD
>SL@ɴ>GX >SL@ɴ>ɡX >oL@ɴ>ɡX@ː

X>MD �� ʔX>MD

ɕL>ɕL／nʲi[ku ɕL>ɕL ɕL>ɕL
PD>PL PD>PL PD>PL
KX>PL KX>PL ɸX>PL
QX>ND QX>ND QX>ND
SD>ND／ɸD>ND ɸD>ND KD>ND
ʔD>PL D>PL ʔD>PL
>SD@ʨL >KD@ʨL KD>ʨL
QD>ZD tˀu[na tˀu[na
ʦˀu[na／WX>QD tˀu[na tˀu[na
>KD@PL >KD@PL KD>PL

VD>R GH>��ဳॉፘ、ຸᅲፘऩन� GH>ː�೔のऒध�／
>GH@ː>PD@ː�ဳॉፘ�

tʰu[ɕL WX>ɕL tʰu[ɕL
tʰu[ki WX>NL >GX@ʨL>ː
MX>ɾX MX>ɾX MX>ɾX
ʦˀu[ki／>ʦX@ʨL>QX@L／
>ʦX@NL>QX@L

>WX@ʨL>QX@L >WX@ʨX>QX@L

MD>PD MD>PD MD>PD
ɕL>PD ɕL>PD ɕL>PD
kˀu[mu kˀu[mu kʰu[mR
QD>PL QD>PL QD>PL
>SD@PD >SD@PD KD>PD
[mˀa [mˀa [mˀa
SD>WX@ː SD>WX >KD@WX>ː
>ʔL@ɴ>ŋD@ː L>QX >ʔL@ɴ>ŋD@ː
kʰa[ja]ː�༏の੕ู�／
mi[nʲa(ඕऌ༏�

�� PL>MD�༏の੕ู�

WR>ː WR>ː tʰR[ː
>ND@PL>ŋD@ː >KD@PL>ː >KD@PL
ʔX>儕L@／>ʔX@ࡺLPX>ɕL X>ࡺL@PX>ɕL >X@ࡺL>PX@ɕL
>QX@PL >QX@PL >QX@PL
ʦX>QX tˀu[nu tˀu[nu
SD>QD SD>QD KD>QD
>VVD >VVD >VVD
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番号 語       アクセント類

��� ᅐ �
��� ໅ �
��� ጂ �

��� ஡ �

��� ෿
��� ໼ �
��� ৪ �
��� ሡ�फऊ� �
��� ဖ �
��� ි �
��� თ �
��� ಐ�ऩॎ� �
��� ഹ�णऩ� �
��� Ⴁ�ऊी� �

��� ፘ

��� ফ �
��� ৎ �
��� ఽ

��� া �

��� ৛ �
��� ਣ �
��� ์ �
��� ణ �
��� ଘ �
��� ஝ �
��� ໆ �
��� ໳ �

��� ẻ��पऩ�

��� ⍹
��� น
��� Ả �
��� ᔪ �
��� ഓ�णの� �
��� ୨ �
��� ൃ �

⋍೓ ⋎র౔ ⋏ൽ木
PD>WD PD>WD PD>WD
ZD>WD ZD>WD ZD>WD
>oL@ɴ>ɡX >oL@ɴ>ɡX@ː��ළो� >oL@ɴ>ɡX

X>MD ʔX>MD／>D@ɴ>PD@ː��ಟ�／
D>ࡺLː��ຳ೯�

X>MD

nʲi[ku nʲi[ku nʲi[ku
PD>PL PD>PL／PD>Pɪ PD>PL／PD>PH
KX>PL ɸX>PL／ɸX>Pɪ ɸX>PL
QX>ND �� QX>ND
KD>ND KD>ND KD>ND
ʔD>PL ʔD>PL D>PL
>KD@ʨL KD>ʨL／>KD@ʨL KD>ʨL
QD>ZD �� 15
ʦX>QD／WX>QD QD>ZD��َഹُの৚௦� ʦX>QD
>KD@PL >KD@PL >KD@PL

>VR@ː>GH@ː �� GH>ː��೔�

tʰu[ɕL tʰu[ɕL��ফೡ� WX>ɕL
15 �� WX>NL
MX>ɾX MX>ɾX MXɾX

ʦX>NL ʦX>NL／>WX@ʨL>QX@MX >WX@NL>QX@MX

MD>PD MD>PD MD>PD
ɕL>PD ɕL>PD ɕL>PD
kˀu[mu kˀu[mu kˀu[mu
QD>PL QD>PL QD>PL
>KD@PD KD>PD >KD@PD
[mˀa >PDʔ [mˀa
>KD@WX>ː >KD@WX>ː >KD@WX>ː
>ʔL@ɴ>ŋD@ː >ʔL@ɴ>ŋD@ː >L@ɴ>ŋʷa]ː

�� mi[nʲa mi[nʲa

15 WR>ː／>WRː WR>ː
>KD@PL>ː >KD@PL>ː ND>PL／ND>PH
�� ʔX>儕L X>ࡺL@PX>ɕL／X>ࡺL
>QX@PL >QX@PL QX>PL
�� tˀu[nu ʦXQX
KD>QD KD>QD KD>QD
>VVD >VDʔ／>VVD >VVD
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基礎語彙１データ

番号 ①小野津 ②志戸桶 ③塩道語       アクセント類

��� ቧ � nʲi[ɾD EL>ɾD EL>ɾD

��� ๿⍚�さणऽい

も�
>KD@ɴ>VX@ː／ࡲPX�田ᇦ� >SD@ɴ>VX@ː�0さ॒���>SD@ɴ>VX

ː�6さ॒�
>SD@ɴ>VX@ː／X>PX�田ᇦ�

��� ත � ɸX>ɕL >SX@ɕL EX>ɕL��SX>ɕL

��� ှ � D>ZD D>ZD >EX@NX��D>ZD

��� Ⴡ೑ � Nɪ>ɡD Nɪ>ɡD NL>ɡD
��� า � D>QD／ɡD>PD ɡD>QD@ː D>QD
��� ഫ � X>ɾD／>MD�@QX>ɕL@ː�ੇのഫ� >KX@ɕLق後ろك >X@ɾD
��� ੟ � PX>QX >PX@ɴ PX>ɴ
��� ౦ � ʔL>ɾX ʔL>ɾX L>ɾX
��� ྭ � ʔu[nʲi >ʔu]nʲi ʔu[nʲi
��� ต � ʔL>PL ʔL>PL ʔL>PL
��� ဢ�ெ஘ ʔD>MD 15 15
��� ੟  ���  ���  ���
��� ๛ � KD>WD KD>WD KD>WD
��� අ � ʔL>NL ʔL>NL >ʔL@ʨL

��� ఝ � [kˀi]tVu[Eɪ／R>EL kˀi[ʦX@EL ʨL>ʨX@EL／X>EL

��� ሒ � >PL@QR 15 15
��� ᅑ � ɕL>ɾX ɕL>ɾX ɕL>ɾX
��� ௡⍭ � PL>VX PL>VX PL>VX

��� ᏻ 15 QD>ED@ː／>PL@PX>MD >PLɴ@PRː>MD@ː�य़クছ।�

��� ഝ � ʔL>WD ʔL>WD ʔL>WD
��� ௩ � SX>Qɪ ɸX>Qɪ ni[uݡ]
��� ᔟ�षै� � KH>ɾD SL>ɾD／ɸL>ɾD 15
��� ⃗�のा� � QX>PL QX>PL QX>PL
��� ຖؙེ � KD>VD KD>VD KD>VD
��� ཨ � KD>PD KD>PD KD>PD
��� Ⴛ � X>VX ʔX>VX >X@VX
��� ଉ � SD>L >SD@L >SD@L
��� ໃ � L>WX／>L@ʦX>ː >ʔL@WX L>ʨXː／L>ʦXː
��� ਗ � >VX@WX >VX@WX VX>WX
��� ൔ X>NX >ʔu]kˀu >ʔX@NX
��� র � QD>ː QD>ː >QD@ː
��� ০日 � kʲu[ː kʲˀu[ː >ɕX@ː
��� 海 � ʔX>PL >ʔX@PL >ʔX@PL
��� ഓ�ऊन� � >ND@GX >ND@GX ND>GX
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番号 語       アクセント類

��� ቧ �

��� ๿⍚�さणऽい

も�
��� ත �

��� ှ �

��� Ⴡ೑ �
��� า �
��� ഫ �
��� ੟ �
��� ౦ �
��� ྭ �
��� ต �
��� ဢ�ெ஘
��� ੟
��� ๛ �
��� අ �

��� ఝ �

��� ሒ �
��� ᅑ �
��� ௡⍭ �

��� ᏻ

��� ഝ �
��� ௩ �
��� ᔟ�षै� �
��� ⃗�のा� �
��� ຖؙེ �
��� ཨ �
��� Ⴛ �
��� ଉ �
��� ໃ �
��� ਗ �
��� ൔ
��� র �
��� ০日 �
��� 海 �
��� ഓ�ऊन� �

⋊௳ྒ ⋋඾஫ ⋌঱ຫள
nʲi[ɾD／>QL@EL>ɾD@ː�野लる� [nʲi]ɾD [ni]Ei[ޞa]৸
>SD@ɴ>VX@ː／>ɸD@ɴ>VX@ː／
X>PX田ᇦ

>SD@ɴ>VX@ː／>ɸD@ɴ>VX@ː >KD@ɴ>VX@ː／X>PX�田ᇦ�

SX>ɕL �� >EX@ɕLࢊ

>EX@NX >EX@NX EX>NX

Nɪ>ɡD �� kʰi[ɡD
ʔD>QD D>QD ʔD>QD
>ʔX@ɾD >X@ɾD ʔX>ɾD／ɸX>ɕL�後ろ�
PX>QX 15 PX>ɴ
ʔL>ɾX L>ɾX ʔL>ɾX
ʔu[nʲi u[nʲi ʔu[nʲi
ʔL>PL ʔL>PL ʔL>PL
ʔD>MD �� ��
 ���  ���  ���
KD>WD KD>WD KD>WD
>ʔL@ʨL >ʔL@ʨL >ʔL@ʨL

ʔX>EL �� ʔX>EL／WX>WX@EL

PL>QX �� 15
ɕL>ɾX ɕL>ɾX ɕL>ɾX
PL>VX PL>VX PL>VX

>PLɴ@PX>MD@ː�य़クছ।� �� 15

ʔL>WD ʔL>WD ʔL>WD／>ʔL@WDɴ>ED@ː�ഝൺ�
[pʰu]ni ni[uݡ] u[niݡ
>SL@ɾD >SL@ɾD 15
QX>PL QX>PL QX>PL
KD>VD KD>VD KD>VD��ེ�
KD>PD KD>PD KD>PD
>ʔX@VX >ʔX@VX ʔX>VX
>SD@L >SD@L KD>ɾL
ʔL>WX@ː L>ʨX@ː ʔL>ʨX@ː
VX>WX VX>WX VX>WX
15 >ʔX@NX >RNX
>QD@ː >MD@ɴ>QD@ː�ੇのর� >MD@ɴ>QDː�ੇのর�
>VX@ː >VX@ː >VX@ː
>ʔX@PL >ʔX@PL >ʔX@PL
KD>GX ND>GX kʰa[Gu
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基礎語彙１データ

番号 語       アクセント類

��� ቧ �

��� ๿⍚�さणऽい

も�
��� ත �

��� ှ �

��� Ⴡ೑ �
��� า �
��� ഫ �
��� ੟ �
��� ౦ �
��� ྭ �
��� ต �
��� ဢ�ெ஘
��� ੟
��� ๛ �
��� අ �

��� ఝ �

��� ሒ �
��� ᅑ �
��� ௡⍭ �

��� ᏻ

��� ഝ �
��� ௩ �
��� ᔟ�षै� �
��� ⃗�のा� �
��� ຖؙེ �
��� ཨ �
��� Ⴛ �
��� ଉ �
��� ໃ �
��� ਗ �
��� ൔ
��� র �
��� ০日 �
��� 海 �
��� ഓ�ऊन� �

⋍೓ ⋎র౔ ⋏ൽ木
�� nʲi[ɾD／EL>ɾD�野ᑄ� nʲi[ɾD／>QQɪ@EL>ɾD@ː

�� >KD@ɴ>VX@ː／X>PX�田ᇦ� >KD@ɴ>VX@ː／�X>PXᇦ�

�� ɸX>ɕL／EX>ɕL��ଽ஄ء� ɸX>ɕL

�� >ʔD@ZDEX>NX／EX>NX��ଲႇの

धऌ଒৒�
D>ː@EX>NX／D>ZD@EX>NX

�� NL>ɡD／Nɪ>ɡD NH>ɡD
�� ʔD>QD D>QD
�� ʔX>ɾD >X@ɾD
�� PX>ɴ PX>ɴ
�� ʔL>ɾX L>ɾX
R[nʲi ʔu[nʲi R[nʲi
ʔL>PL ʔL>PL LPL
�� �� ɡD>ɾD
 ���  ���  ���
KD>WD KD>WD KD>WD
>ʔL@ʨL >ʔL@ʨL >ʔL@NL／>ʔL@ʨL
ʔX>EL／ʔR>EL／
>ʨXʨX@ELɴ>ND@ː�腰ቝ�

ʔX>EL ʔR>EL

15 �� 15
ɕL>ɾX ɕL>ɾX ɕL>ɾX
PL>VX PL>VX PL>VX

15 >PLPL@ɴɡX>MD@ː�य़クছ।の

ऒधऊء�
PLPLɴ>NR@ː>ɾD�ऌऎैげ�

ʔL>WD ʔL>WD L>WD
>ɸX@Qɪ >ɸX@Qɪ >ɸX@Qɪ
VD>ࡺL�ፇ� oL>ɾD 15
>QX@PL >QX@PL QX>PL
KD>VD KD>VD ND>VD
KD>PD KD>PD KD>PD
VR>ː@VX >ʔX@VX >X@VX
>KD@ɾL >KD@L >KD@ɾL
ʔL>ʨX@ː ʔL>ʨX@ː L>ʨX@ː
VX>WX VX WX<ࢊ VX>WX
15 >ʔX@NX ��
>QD@ND／>MD@ɴ>QD@ː�ੇのর� >QD@ː >QD@ː
>VX@ː >VX@ː >VX@ː
>ʔX@PL >ʔX@PL >X@PL
kʰa[Gu kʰa[Gu／VX>PL�࿩� ND>GX
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ⓗ◊✲ࠖ႐⏺ᓥ᪉ゝㄪᰝሗ࿌᭩ྜ⥲ࡢࡵࡓࡢㄪᰝ࣭ಖᏑࡢᾘ⁛༴ᶵ᪉ゝࠕ
2011ᖺ8᭶15᪥ࠉᅜ❧ᅜ語◊✲ᡤ

番号 ①小野津 ②志戸桶 ③塩道語       アクセント類

��� 稲 � L>Qɪ ʔL>Qɪ L>QL
��� ် � mu[nʲi mu[nʲi mu[nʲi

��� ᅷ � [kˀ]iu[i(მᅷ�／>ɕL@EX>L�෈ᅷ�
／[i]nʲaɡX>L�ౙᅷ�

>ʔX@ɾL 15

��� ႁ � D>ZD ʔD>ZD D>ZD
��� ૈ � PD>ʦX PD>ʦˀu >PD@WX
��� ჈ � ɡD>MD ɡD>MD ɡD>MD
��� ၈ � QH>ː QH>ː QH>ː
��� ዙ � ZD>ɾD ZD>ɾD ZD>ɾD
��� ᎇ >KL@ɴMX>GD@ː�木の๵� >oL@ɴMX>GD VX>ɾD@ː�१トक़य़অの੔ഈ�
��� ர � WD>Qɪ WD>Qɪ WD>QL

��� ᆺ � KD>VX kˀa[Vu]ː ND>VX

��� ວ�जय� � VX>ED VX>ED@ː VX>ED
��� ၄ � 15 >ʦX@EX tˀu[Eu
��� ൙ � 15 >VX@ࡺL／VX>ࡺL >VX@ࡺL
��� ඄ � 15 >ʔD@WX >D@WX

��� ⍴�もも� � PX>PX PX>PX PX>PX／DW>WH@ː

��� ᇳ � >Pɪ@PD>R PD>MX >PLɴ@PD>MX
��� ଢ � NX>L NX>L >NX@L
��� ࿨ � D>ɕL ʔD>ɕL D>ɕL

��� ካ � 15 PXN>ND ZX>WX�୏�

��� ଌฦ � WD>EL >WD@EL >WD@EL
��� ᐎ VX>VX VX>VX >VX@VX
��� 桶 � X>ɪ X>ɪ WD>ɾHː�ञैい���>ZL@ː
��� ৐ � Ps>ː PÍ>ː >PH@ː
��� ං � D>Pɪ ʔD>Pɪ D>PL
��� ່ � 15 ʦˀu[ju >WX@MX／>ʦX@MX
��� ੱ � 15 >NX@NX>ɾX 15
��� ૼ、லহ >Wɪ@ZD>]D�手ૼ� >Wɪ@ࡺX>NX 15
��� ঱ >X@ɪ >Zɪ@ː ZL>ː
��� ৣ >VVDࢀ >VD@ː >ɕɕD
��� ఽ  ���  ���  ���
��� પ >Ps@ː>ʨD@ː >Ps@ː>ʨL@ː >PHWʨL@ː��>PH@ː>ʨL@ː
��� ࿀血 � SD>QD@ʨL SD>QD@ʨLː >SDQD@ʨL>ː
��� ᩸ � MX>GD@L MX>GD@L >MX@GD>L
��� ጙ � >KR@ː>ࡺL >KR@ː>ࡺL KR>ː@ࡺL



180

基礎語彙１データ

番号 語       アクセント類

��� 稲 �
��� ် �

��� ᅷ �

��� ႁ �
��� ૈ �
��� ჈ �
��� ၈ �
��� ዙ �
��� ᎇ
��� ர �

��� ᆺ �

��� ວ�जय� �
��� ၄ �
��� ൙ �
��� ඄ �

��� ⍴�もも� �

��� ᇳ �
��� ଢ �
��� ࿨ �

��� ካ �

��� ଌฦ �
��� ᐎ
��� 桶 �
��� ৐ �
��� ං �
��� ່ �
��� ੱ �
��� ૼ、லহ
��� ঱
��� ৣ
��� ఽ
��� પ
��� ࿀血 �
��� ᩸ �
��� ጙ �

⋊௳ྒ ⋋඾஫ ⋌঱ຫள
ʔL>QL L>ː 15
mu[nʲi >PX@ɡL PX>ɡL

ʔX>ɾL �� ʔX>ɾL

ʔD>ZD >D@ZD ʔD>ZD
>PD@ʨX �� >PD@ʦX
ɡD>MD �� ɡD>MD
QH>ː QH>ː QH>ː
ZD>ɾD �� ZD>ɾD／>ZD@ɾD
VX>GD@ː �� VX>ɾD@ː
tʰa[ni WD>QL tʰa[ni
ND>VX／>ɡXɴ]nʲa[ɾD@ː
ك१トक़य़অの๮ॉᆺق

�� kʰa[Vu

VX>ED �� VX>ED@ː
ʦˀu[Eu �� tˀu[Ga]ː／tʰu[Ga]ː
>VX@ࡺL �� >VX@ࡺL
>ʔD@WX �� >ʔD@WX

PX>PX �� PX>PX／DW>WH@ː

PD>MX �� PD>MX
[kʰu]i >NX@L [kʰu]i
ʔD>ɕL ʔD>ɕL ʔD>ɕL

15 �� >PࡲN@ND

>WD@EL >WD@EL [tʰa]Ei
>VX@VX �� VX>VX
15 >X@L／>ZL@ː 15
>PH@ː >PH@ː >PH@ː
ʔD>PL D>PL ʔD>PL
>ʦX@MX／>ʦˀu]ju >ʦX@MX >ʦX@MX
[kʰu]ku[ɾX ʨL>PX [kʰu]ku[ɾX
�� �� ��
Lː࡞< >ZL L>ːࡶ
>VVD >VVD ɕL>PX
 ���  ���  ���
>PL@N>NR@ː �� PLW>ʨH@ː
>SD@QD>ʨL@ː >KDQD@ʨL>ː／>KDQDʨL >KD@QD>ࡺL
>MX@GD>L >MX@GD>L >MX@GD>ɾL
KR>ː@ࡺL >KR@ː>ࡺL >KR@ː>ࡺL
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ⓗ◊✲ࠖ႐⏺ᓥ᪉ゝㄪᰝሗ࿌᭩ྜ⥲ࡢࡵࡓࡢㄪᰝ࣭ಖᏑࡢᾘ⁛༴ᶵ᪉ゝࠕ
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番号 語       アクセント類

��� 稲 �
��� ် �

��� ᅷ �

��� ႁ �
��� ૈ �
��� ჈ �
��� ၈ �
��� ዙ �
��� ᎇ
��� ர �

��� ᆺ �

��� ວ�जय� �
��� ၄ �
��� ൙ �
��� ඄ �

��� ⍴�もも� �

��� ᇳ �
��� ଢ �
��� ࿨ �

��� ካ �

��� ଌฦ �
��� ᐎ
��� 桶 �
��� ৐ �
��� ං �
��� ່ �
��� ੱ �
��� ૼ、லহ
��� ঱
��� ৣ
��� ఽ
��� પ
��� ࿀血 �
��� ᩸ �
��� ጙ �

⋍೓ ⋎র౔ ⋏ൽ木
ʔL>QH／ʔi[nʲiقਵ঻નਦऩखك ʔi[nʲi (ਣपम૮い� LQɪ
mu[nʲi mu[nʲi mu[nʲi

>ʔX@ɾL �� 15

ʔD>ZD ʔD>ZD D>ZD
>PD@WX／>PD@ʦX PD>WX >PD@ʦX
ɡD>MD ɡD>MD ɡD>MD
QD>H �� QD>H
ZD>ɾD ZD>ɾD ZD>ɾD
>VX@ɾD VX>ɾD@ː VX>ɾD@ː��ෛႇᓭの੔ഈ�
tʰa[nɪ WD>Qɪ WD>QH

kʰa[Vu KD>VX ND>VX／ND>VX@ː

VX>ED VX>ED 15
WX>EX／WX>GD@ː�小さい၄� �� ʦX>EX@ː／ʦX>EX
>VX@ࡺL >VX@ࡺL >VX@ࡺL
>ʔD@WX >ʔD@WX >D@WX
PX>PX／[tˀa]ɾL／
PX>PX@ɴWD>ɾL

PX>PX�ન઒ऩख� PR ࢙>PR ࢙／PR>PR

PD>MX PD>MX PD>MX
[kʰu]i [kʰu]i NX>L
ʔD>ɕL ʔD>VH D>ɕL

15 >PXN@ND�ୂいञহमあるऋর

౔の্੉ऊमਂ৥�
[mRk]kʷa

[tʰa]Ei [tʰa]Ei WD>EL
>VX@VX VX>VX VX>VX
15 tʰa[ɾX X>NL
>PH@ː >PH@ː >PH@ː
ʔD>PL ʔD>PL D>PL
>ʦˀu]ju ʦX>MX >ʦX@MX
>NX@NX>ɾX >NX@NX>ɾX／>NXNXɾX 15
WL>儕X@NX �� ��
Lː࡞< L>ː࡞ ZL>ː
>VVD >VDʔ >VVD
 ���  ���  ���
>PLWʨH@ː PLW>ʨH@ː PLW>ʨH@ː
>KD@QD>儕L KD>QD@ʨL>ː KD>QD@ʨL>ː
>MX@GD>ɾL >MX@GD>ɾL >MX@GD>ɾL
>KRː@儕L >KRː@ࡺL >KRː@ࡺL／KR>ː@ࡺL
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基礎語彙１データ

番号 ①小野津 ②志戸桶 ③塩道語       アクセント類

��� ഀ � ɕL>ɾX@ɕL ɕL>ɾX@ɕL >ɕL@ɾX>ɕL
��� ๆ � [kˀi]ɴ>儓X كો号दいअق >ʨLɴ@ࡺX�੺ਚ�

��� ᛑ � [pˀi]ɴɡX >SX@ː>PX >ɸX@ː>PX

��� ဈॉ � X>GX@L ʔX>GX@L >ZX@GX>L
��� ำ � [kˀuVaɾL／[kˀu]Va[ɾL kˀu[Va]ɾL [kˀu]Va[ɾL
��� Ꭽ � ND>ʦX@ː ND>ʦX@ː >ND@ʦX>R
��� ஄ � >ND@WD�஑� ND>WD@ʨL >ND@WD>ʨL
��� ᄢ � 15 ʔX>ɾX@ɕL >X@ɾX>ɕL
��� ኜ � >SD@ND>PD >SD@ND>PD SD>ND@PD
��� ା੟ � kˀi[ɴ [kˀi]ɴ ʨL>ɴ
��� ᄠ ND>ZD@ɾD >ND@ZD>ɾD ND>ZD@ɾD
��� Ⴂ � >NX@MX>PL >NX@MX>PL >NX@MX>PL
��� ཷ�ञॎै� � >WD@ː>ɾD >WD@ː>ɾD >WDː@ɾD／>ND@PD>ࡺLː�৪ཷ�
��� ฦ � SXN>NX／ɸXN>NX ɸXN>NX >ɸXN@NX
��� Ნ�िखろ� � PXV>VX／�>ɕL@VD>NX@ː� PX>VVX PXɕ>ɕX
��� ྰ � >ND@ɡD>PL >ND@ɡD>PL >ND@ɡD>PL
��� ₘ � >SD@VD>PL >SD@VD>PL >SD@VD>PL
��� ླ � >KD@WD>QD／>SR@ː>ʨD@ː��ෆഛ� >ND@WD>QD KD>WD@QD
��� ფ�णता� � 15 >WH@ː>NR@ː >WH@ː>NRː��>WD@L>NR@ː
��� ਀ � >X@PX>Wɪ >X@PX>Wɪ >X@PX>WL
��� આ日 � ki[nʲu]ː kˀi[nʲu]ː ʨi[nʲu]ː
��� ৥日 � D>ʨD ʔD>ʨD D>ʨD
��� ∟�अङै� � >ɸX@Pɪ>ɾD@ː >ʔX@GGD>Pɪ@ː X>ࡺX@ɾD
��� ฤ � >WDND@ɾDPX>QX／>WD@ND>ɾD >WD@ND>ɾD >WD@ND>ɾD
��� ੉葉 � >MX@Pɪ>WD >MX@Pɪ>WD >MX@PL>WD
��� ฏ 15 X>GL >ɡX@WH>ː
��� ཻ � QD>GD QD>GD >QD@PL>GD／QD>GD

��� జ฼๧ � >L@WX>NX／>PsN@NZD�ᒎ�／
>XLN@NZD�Ꮬ�

>ʔL@WX>NX >L@WX>NX

��� అ � DE>ED ʔDE>ED DE>ED／>D@ɴ>ED
��� ෣ � SD>MD SD>MD >SD@MD／>ɸD@MD
��� ᆸ � PDN>ND PDN>ND PDN>ND
��� Ძ � >KR@ː>NL >SR@ː>NL SR>ː@ʨL
��� ऌॄअॉ � 15 kˀi[u]i >ʨL@X>L
��� ੲऐ � >QD@VD>Nɪ >QD@VD>Nɪ QD>VD@NL
��� ୵ � >ʔL@QX>ʨL >ʔL@QX>ʨL L>QX@ʨL
��� ం � >SL@ࡺD>L SL>GD@L SL>GD@L
��� 烏 � >ɡD@ɾD>VD@ː >ɡD@ɾD>VD@ː >ɡD@ɾD>VD@ː
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番号 語       アクセント類

��� ഀ �
��� ๆ �

��� ᛑ �

��� ဈॉ �
��� ำ �
��� Ꭽ �
��� ஄ �
��� ᄢ �
��� ኜ �
��� ା੟ �
��� ᄠ
��� Ⴂ �
��� ཷ�ञॎै� �
��� ฦ �
��� Ნ�िखろ� �
��� ྰ �
��� ₘ �
��� ླ �
��� ფ�णता� �
��� ਀ �
��� આ日 �
��� ৥日 �
��� ∟�अङै� �
��� ฤ �
��� ੉葉 �
��� ฏ
��� ཻ �

��� జ฼๧ �

��� అ �
��� ෣ �
��� ᆸ �
��� Ძ �
��� ऌॄअॉ �
��� ੲऐ �
��� ୵ �
��� ం �
��� 烏 �

⋊௳ྒ ⋋඾஫ ⋌঱ຫள
�� >ɕL@ɾX>ɕL ɕL>ɾX@ɕL
>ʨLɴ@ࡺX�੺ਚ� MX>NX�横� >ʨLɴ@ࡺX�੺ਚ�
>SX@NX>ɾL／
>SX@ː>PX�ෛऻऒॉऩन�

�� >ɸX@ː>PX

>ɡX@GX>L >ɡX@GX>L >ʔX@GX>ɾL
>NX@VD>L kˀu[Va]Ui 15
[kʰa]ʦX>ː ND>ʦX@R [kʰa]tu[ː
�� �� [kʰa]ta[ʨL
�� �� ��
�� KD>ND@PD KD>ND@PD
ʨL>ɴ ʨL>ɴ�๲� ʨL>ɴ
�� ND>ZD@ɾD ND>ZD@ɾD
[kʰu]ju[mi >NX@MX>PL [kʰu]ju[mi
�� >WD@ː>ɾD [tʰa]ː>ɾD
>SXN@NX >ɸXN@NX >ɸXN@NX
>PXV@VX PXV>VX PXV>VX
>ND@ɡD>PL >ND@ɡD>PL [kʰa]ɡD>PL
>SD@VD>PL >KD@VD>PL >KD@VD>PL
KD>WD@QD KD>WD@QD KD>WD@QD
�� �� >WH@ː>NR@ː
>ʔX@PX>WL >ʔX@PX>WL >ʔX@PX>WL
ʨi[nʲu]ː ʨL>MX@ː ʨL>MX@ː
ʔD>ʨD D>ʨD ʔD>ʨˀa
�� �� >X@ɴGD>PL@ː
�� �� WD>ND@ɾDPX>ɴ
>MX@PL>WD �� >MX@PL>WD
�� �� >ɡX@WH>ː
>QD@GD QD>GD QD>GD／>QD@PL>GD

�� �� >ʔL@WX>NX

>ʔD@ɴ>ED >D@ɴ>ED >ʔD@ɴ>ED
�� SD>ɕL@ɾD MD>ED@UD
>PD@N>ND PDN>ND PDN>ND
SR>ː@ʨL SR>ː@ʨL KR>ː@ʨL
�� >ʨˀi]u[i kʲu[ː@ɾL
�� 15 QD>VD@NL
ʔL>QX@ʨL L>QX@ʨL ʔL>QX@ʨLX ࢊ
SL>ࡺD@L ɸL>GD@L oL>GD@ɾL
>ɡD@ɾD>VD@ː >ɡD@ɾD>VD@ː >ɡD@ɾD>VD@ː
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基礎語彙１データ

番号 語       アクセント類

��� ഀ �
��� ๆ �

��� ᛑ �

��� ဈॉ �
��� ำ �
��� Ꭽ �
��� ஄ �
��� ᄢ �
��� ኜ �
��� ା੟ �
��� ᄠ
��� Ⴂ �
��� ཷ�ञॎै� �
��� ฦ �
��� Ნ�िखろ� �
��� ྰ �
��� ₘ �
��� ླ �
��� ფ�णता� �
��� ਀ �
��� આ日 �
��� ৥日 �
��� ∟�अङै� �
��� ฤ �
��� ੉葉 �
��� ฏ
��� ཻ �

��� జ฼๧ �

��� అ �
��� ෣ �
��� ᆸ �
��� Ძ �
��� ऌॄअॉ �
��� ੲऐ �
��� ୵ �
��� ం �
��� 烏 �

⋍೓ ⋎র౔ ⋏ൽ木
>ɕL@ɾX>ɕL >ɕLɾXɕL／ɕL>EL��ఏ३メء� ɕL>ɾX@ɕL
>ʨiˀɴ@儕X >ʨLɴ@儕X 15

>ɸX@ː>PX >ɸX@NX>ɾL／>ɸX@NX>L／
>ɸXNXɾL

>ɸX@ː>PX

>ZX@GX>ɾL >ʔX@GX>L >X@GX>ɾL
15 >NXVDɾL (kˀu[Va]ɾL�
[kʰa]tu[ː／[kʰa]tVu[ː >NDʦXR ND>ʦXR
[kʰa]ta[ʨL >ND@WD>ʨL／>NDWDʨL >ND@WD>ʨL
15 �� ��
KD>ND@PD >KD@ND>PD／>KDNDPD KD>ND@PD
ʨˀi[ɴ ʨL>ɴ ʨL>ɴ
kʰa[Za]ɾD >NDZDɾD ND>ZD@ɾD
[kʰu]ju[mi >NX@MX>PL／>ɸX@MX>PL >NX@MX>PL
15 [tʰa]ː>ɾD >WD@ː>ɾD
>ɸXN@NX >ɸXN@NX／ɸXN>NX >ɸXN@NX
PXV>VX PXV>VX PXV>VX
[kʰa]ɡD>PL >KD@ɡD>PL／>NDɡDPL ND>ɡD@PL
>KD@VD>PL >KD@VD>PL KD>VD@PL
KD>WD@QD KD>WD@QD／>KR@ː>ʨR@ː�ෆഛ� KD>WD@QD
�� �� ��
>ʔX@PX>WL >ʔX@PX>WL／>ʔXPXWL >X@PX>WL
ʨˀi[nʲu]ː >ʨi]nʲu[ː ʨˀi[nʲu]ː
ʔD>ʨD ʔD>ʨD D>ʨD
>ʔX@ɴGD>PL@ː >XW@WD>PL@ː >X@ɴGD>PL@ː
�� >WDNDɾD ��
>MX@PL>WD >MX@PL>WD >MX@PL>WD
ʔX>GL �� ��
QD>GD QD>GD QD>GD

>ʔL@WX>NX >ʔL@WX>NX／ʔL>WX@NX �L>WR@NR�

>ʔD@ɴ>GD／>ʔD@EX>ɾDقৗك >ʔD@EX>ɾD D>EX@ɾD
KD>ɕL@ɾD >KD@ɕL>ɾD／>KDɕLɾD／>KD@MD �KD>ɕL@ɾD�
PDN>ND PDN>ND PDN>ND
KR>ː@ʨL KR>ː@ʨL KR>ː@ʨL
>ʨˀu]ː>ɾL >ʨX@ː>ɾL [kʲuːɾL／kʲu[ː@ɾL
15 �� ��
ʔL>QX@ʨL ʔL>QX@ʨL L>QR@ʨL
oL>GD@ɾL oL>GD@ɾL／>oLGDɾL oL>GDɾL／oL>GD@ɾL
>ɡD@ɾD>VD@ː >ɡD@ɾD>VD@ː >ɡD@ɾD>VD@ː
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ⓗ◊✲ࠖ႐⏺ᓥ᪉ゝㄪᰝሗ࿌᭩ྜ⥲ࡢࡵࡓࡢㄪᰝ࣭ಖᏑࡢᾘ⁛༴ᶵ᪉ゝࠕ
2011ᖺ8᭶15᪥ࠉᅜ❧ᅜ語◊✲ᡤ

番号 ①小野津 ②志戸桶 ③塩道語       アクセント類

��� ᒮ � >ʔX@QD>ŋʲa]ː >ʔX@QD>ŋL X>QD@ɡL
��� 㧽 � >X@VD>ɡL >ʔX@VD>ŋL X>VD@ɡL
��� Ạẙ � >EL@ELࡺD>ɾD@ː >PL@PL>ࡺD@ː >PL@PL>ࡺD@ː／>EL@EL>GD@ː
��� ẘ � >ɕL@MD>PL >ɕL@ɾD>Pɪ >ɕL@ɾD>PL
��� ఇ � VX>L kˀu[Vu]i >VX@L／NX>VX@L
��� ᯲ � >WD@ɾH>ː WD>ɾH@ː WD>ɾH@ː

��� 畑 � >SD@WH>ː >SD@WH>ː SD>WH@ː

��� ᅁ � kˀuࡺ<ࡺD [kˀu]G[儕D@ː >NX@ɴ>儕D@ː
��� ௲ଌ >PX@ND>ࡺL >PX@ND>Gɪ PX>ND@GL��>PX@ND>GL
��� ಳಇ >ʔD@NX>EL ʔD>NX@EL D>NX@EL
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基礎語彙１データ

番号 語       アクセント類

��� ᒮ �
��� 㧽 �
��� Ạẙ �
��� ẘ �
��� ఇ �
��� ᯲ �

��� 畑 �

��� ᅁ �
��� ௲ଌ
��� ಳಇ

⋊௳ྒ ⋋඾஫ ⋌঱ຫள
�� >ʔX@QD>ɡL ʔX>QD@ɡL
�� ʔX>VD@ɡL ʔX>VD@ɡL
>EL@EL>ࡺD@ː >PL@PL>GD@ː >PL@PL>GD@ː
ɕL>ɾD@PL ɕL>ɾD@PL ɕL>ɾD@PL
NX>VX@L／>NX@VX>L kˀu[Vu]i kʰu VX@ɾL<ࢊ
WD>ɾH@ː >ELɴ@GD>ɾH@ː tʰa[ɾH@ː

SD>WH@ː SD>WH@ː KD>WH@ː

[kˀu]ɴ>儕D kˀu[ࡺL@ɾD kʰu[ɴ@儕D
QX>ND@GH >D@PL>GD@ː PX>ND@GH
�ʔD>NX@EL ʔD>NX@EL >ʔD@NX>EL



187

ⓗ◊✲ࠖ႐⏺ᓥ᪉ゝㄪᰝሗ࿌᭩ྜ⥲ࡢࡵࡓࡢㄪᰝ࣭ಖᏑࡢᾘ⁛༴ᶵ᪉ゝࠕ
2011ᖺ8᭶15᪥ࠉᅜ❧ᅜ語◊✲ᡤ

番号 語       アクセント類

��� ᒮ �
��� 㧽 �
��� Ạẙ �
��� ẘ �
��� ఇ �
��� ᯲ �

��� 畑 �

��� ᅁ �
��� ௲ଌ
��� ಳಇ

⋍೓ ⋎র౔ ⋏ൽ木
15 >ʔXQDɡL X>QD@ɡL
X>VD@ɡL >ʔXVDɡL X>VD@ɡL
>ELEL@GD>ɾD@ː >PLPL@ɴGD>MD@ː >PL@PL>ࡺD@ː
ɕL>ɾD@PL >ɕLɾDPL ��
kˀu[Vu]ɾL >NXVXL NX>VX@ɾL
tʰa[ɾH@ː WD>ɾH@ː WD>ɾH@ː

KD>WH@ː KD>WH@ː／WRːED>ɾX�਴ैऩਚ�
／>ʔD@WD>L�小さऩੇ൦菜ୱ�

KD>WH@ː

[kˀuɴ@儕D NX>ࡺL@ɾD >NXɴ@儕D／>NX@ɴ>儕D
PX>ND@GL >PX@ND>GL PX>ND@GH
ʔD>NX@EL >DNXEL／>D@NX>EL D>NX@EL
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基␆語ᒵ２

୞ಀ ౐ୁ ⋇৵৙ஸ ⋈ಂૺᄾ ⋉ව੊

� ँओ�ડએؚउधऋः� �৸৬�a@Ʈi>Pa@łࡢ< u@Wফu>Ļe@łࡢ< u@Wu>Ļࡢ<／�৸৬�a@Gi>Pa@łࡢ<
e@ł�੔ഈ�

� ଌ >pф՝a >pф՝a >pф՝a

� ୍ >ha@Pa>Ʊi >ha@Pa>Ʊi／>ho@�>Ʊa@ł／
>Ưu@Eu>ࡍa@ł�୍ሼ෗�

>ha@Pa>Ʊi／Ʊu>Eu@ࡍu�ଽ�／
>Wফu@Eu>ࡍa@ł�୍ሼ෗�

�
୍�ऒीऊाؚऺढह
ञ�

>Eiࢦ@Wa
／�ऒीऊा�a@ƮiPa>łࡢ<
Ưu>ࡍa�౿�／>Ei@ࢦ>Wa ୍�ऋଐ
ः／பः�

>Ei@ࢦ>Wa୍�भଐखபख�

� ฏڭ u>We@ł࡝ u@We>ł࡝< �ฏऋਘःऒध� u@Weː࡝<
� ฏڮ uGiࡢ< �� u>Giࡢ
� ῠ�ऊऊध� a>Guࡢ iࡹ@a>Guࡢ �%�iࡹ<a@Guࡢ<���% �$�ࢊ a@Guࡢ<
� ྾ >haV@Va>Ļ�ࣶ�i@ł >ha@VVa>Ļࢥ@ł >ha@ࡹࡹa>Ļi@ł

� ๭ఢॉ�ॎऌ໅� iࡹa@Pa>Nu／>Va@hu࡝< a@Pa>Nu࡝< ／a@Eu>ni@łࡍaEaࡢ<
�๢भর�a@Pa>Nu࡝<

�� ჱ Vu>Ea Vu>Ea／>Nফu@Ʊi �ઠ� Vu>Ea

�� ຒ Pa>i／>Pa@i>WaE@Ea >Pa@i／>Pai@WaEu>ni�उຒभ
กै॒दःॊਚ�

>Pa@i

�� ᶫ�घब� Vu>nࢥ �%�ࢥ$���Vu>n�u>neࡹ >pф՝a@ࢦpфu>ni@ł／Vu>ni

�� ూর >na@Ļa>ni／>hu@ࡹi ࢊ >na@Ļa>nࢥ／>na@࡝a>nࢥ／
>hu@ࡹi

hu>ࡹi@

�� णिग Pa>Ưu@Ʈi >Pa@Ʊu>ࢥ࡝�$���
>Pa@Ʊu>Ʈi�%�

>Pa@Wu>Ʈi

�� ሊ৵ᄀڭ Ưu>Eu@ࡹi >Ʊu@Eu>ࡹi >Wফu@Eu>ࡹi
�� પ >Pë@ł>Wa >Pë@ł>Ʊi@ł PeW>Ʊi@ł
�� ऴऎैᶫ Ƭu>Ưu >Nфa@NNi� NфaN>Ni 15
�� ᷐�षज� u@Vuࢨ< u@Vuࢨ< pфu>Vu
�� उदऌ >nࢥ@Eu>Wu@ł >nࢥ@Eu>Wu@ł >ni@Eu>Wu@ł
�� ৬भළो؞ጂ u࡝ࢦ@ࢥࢨ< u࡝@ࢦiࢨu� >p࡝@ࢦiࢨ< >pфi@࡝<ࢦu
�� ᎚ >VVu >Vu >VVu
�� ऑ॒ऒणؚ඼ॉऒव >WeNNফo@ł >Wфࢥ@NNo>ł >Wфࢥ@Nu>ࡍo@ł

�� ஜ྾ ࢥ�ࣶ�i@Ma>Ļࡹ< ࢥa>Ļࡍ@iࡹ< a@Ļiࡍ<iࡹ

�� Ꭼ ni<ࢦi@Niࡢ< ／�َඅभলُ�Gi<ࢦi@Niࡢ<
�අभলॊَُ�ࢦGiMuࢦi@Niࡢ<

�खथःॊ॑ع�Ʈi@Wi<ࢦi@Ʊiࡢ<

�� ञ॒ऒव a>Eu࡝
েोणऌभद�a>Eu࡝／i>niࡹ
ऒऻऒ�／࡝a>Eu@ł �ओणओण
୍भযء�

a>Eu࡝

�� ᏹ >Ưu@E>Eë@ł >ƱuE@Ee>ł >Wফu@E>Ee@ł
�� ႌ i>Eaiࡹ i>Ea@iࡹ i>Ea@iࡹ
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「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」喜界島方言調査報告書
2011年8月15日　国立国語研究所

番号 単語

� あご�側面、おとがい�

� 足

� 頭

�
頭�こめかみ、ほっぺ

た�

� 腕１
� 腕２
� 踵�かかと�
� 髪

� 腰周り�わき腹�

�� 舌

�� 尻

�� 脛�すね�

�� 背中

�� つむじ

�� 膝小僧１
�� 額
�� ふくら脛
�� 臍�へそ�
�� おでき
�� 体の汚れ々垢
�� 糞
�� げんこつ、握りこぶ

し
�� 白髪

�� 咳

�� たんこぶ

�� 唾
�� 尿

④坂嶺 ⑤阿伝 ⑥上嘉鉄
ʔD>ŋX�あご全体�／
>ʔX@WX>ŋH@ː�あごの先�

ʔD>ɡX >ʔX@WD>MH@ː

V>VD V>VD／V>VD@QX��～が� >VVD
>KD@PD>ʨL／>ʦX@EX>ɾD@ː�頭
蓋骨�／>ELɴ@WD��頭、平手打�

>KD@PD>ʨL／[tˀu]bu[ɾD@ː頭
蓋骨／KRː>Eɪ頭蓋骨��敬�

>KD@PD>ʨL

>D@ʑD>PD@ː ELɴ>WD�頭〄余り使わない� >EL@ɴ>WD��こめかみ�

SL>ʑL >ɡX@WH>ː tʰi[ː
ʔX>GL ʔX>GL ʔX>GL
>ʔD@GX ʔD>GX ʔD>GX@ː
>KDV@VD>ŋL@ː >KDV@VD>ĩ@ː KDV>VD@L

D>ED@ɾD ʔD>EDɾD／ɡD>PD@NX ɡD>PD@NX／ZD>ʨL�脇�

VX>ED VX>ED VX>ED

PD>L >PDL／>PD@L>WDɴED�稀� >PD@ɾL／ʔDW>WH@ː�ふくらんで

いる所�
VX>Qɪ／SL>]D VX>Qɪ >KL]D@ɕL>PX

ɸX>ɕL KX>ɕL ɸX>ɕL

>PD@ʦX>ʥL@ː [mat]tˀu[ʥL >PD@WX>ʥL

>ʦX@EX>ɕL [tˀu]bu[ɕL [tˀu]bu[ɕL
>PLNNR@ː PLW>ʨH@ː PLW>ʨH@ː
>NDW@ʨL [kʰat]ʨL [kʰa]tʨL
SX>VX ɸX>VX ɸX>VX
>QL@EX>WX@ː >Qɪ]bu[tˀu]ː >GLNL@PX>ɴ／>QL@EX>WX@ː
>SL@ɴ>ɡX >ɸL@ɴ>ɡX >KL@ɴ>ɡX
V>VX >VX kˀu[su
[tʰik]koː tʰɪN>NRː／kˀa[ɸD��扣棗� tʰik[ko]ː

>ɕL@ɾD>ŋH@ː ɕL>ɾD@ɡL��普�／
ɕL>QDL��生年祝いの時�

ɕL>QD@L

>ʔLʨLɴ@QL>ː >VH@NL >ʔLʨL@ɴ>QL@ɾX��～をしてい

る�

ɡD>EX@ː ɡD>EX@ː／�QX��～が� ɡD>EX@ː

>ʦX@ɴ>EH@ː [tˀu]ɴ>EH@ː [tˀu]ɴ>EH@ː
ɕL>ED@L ɕL>ED@L ɕL>ED@ɾL
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ᇶ♏語ᙡ㸰

番号 単語

� あご�側面、おとがい�

� 足

� 頭

�
頭�こめかみ、ほっぺ

た�

� 腕１
� 腕２
� 踵�かかと�
� 髪

� 腰周り�わき腹�

�� 舌

�� 尻

�� 脛�すね�

�� 背中

�� つむじ

�� 膝小僧１
�� 額
�� ふくら脛
�� 臍�へそ�
�� おでき
�� 体の汚れ々垢
�� 糞
�� げんこつ、握りこぶ

し
�� 白髪

�� 咳

�� たんこぶ

�� 唾
�� 尿

⋍೓ ⋎中౔ ⋏ൽ਽
ʔD>ɡX@ː／>ʔD@GL>PD@ː��先ഈ�
／>ʔX@WX>ŋH@ː��先ഈ�

ʔD>ɡX／>ʔX@WX>ŋH@ː >ʔX@WD>ɡH@ː�先ഈ�

>VVD >VVD >VD

>KD@PD>ʨL >KD@PD>ʨˀi >KD@PD>ʨL

>EL@ɴ>WD��頭のଐしあし� >EL@ɴ>WD
ɸX>PL@ND>PL��こめかみ�／
>EL@ɴ>WD��ほっぺた�

tʰi[ː tʰi[ː／tʰɪ>ː tʰi[ː
>ɡX@WHː��上腕� >ɡX@WH>ː��ጼから上� >ɡX@WH>ː
ʔD>GX@ː >ʔD@GX >ʔD@GX
>KD@VVD>ŋL@ː >KD@VVD>ŋL@ː KDV>VD@ɡL／>KD@VVD>ɡL@ː

D>ED@ɾD／ɡD>PD@NX ʔD>ED@ɾD／ɡD>PD@NX ��

VX>ED VX>ED VX>ED／NX>ʨL��ઠ�
>PD@ɾL／>PD@ɾL>WDɴ@ED�ふく

らんでいる所�
>PD@L／>PD@LWD>EX@QL�ふく

らんでいる所の骨��
>PD@ɾL／>PD@ɾL>WDɴ@ED�ふく

らんでいる所�
>VX@QL VX>Qɪ VX>QL

KX>ɕL KX>ɕL ɸX>ɕL

>PD@WX>ʥL >PD@WX>ʥL >PD@ʦX>ʥL@

[tˀu]bu[ɕL [tˀu]bu[ɕL >ʦX@EX>ɕL／>ʦXEXɕL
PLW>ʨH@ː PLW>ʨH@ː PLW>ʨH@L
[kʰa]tʨL [kʰa]tʨL >ND@WʨL
KX>VX ɸX>VX oL>VX
>QL@EX>WX@ː >Qɪ]bu[tˀu]ː >QL@EX>WX@ː
>oL@ɴ>ɡX@ >oL@ɴ>ɡX >oL@ɴ>ɡX@ː／>oL@ɴ>ɡX
>VX >VVX ��
tʰik[ko]ː tʰik[ko]ː [tʰi]kku[ɾR@ː

ɕL>ɾD@ŋL >ɕL@ɾD>ŋL@ː ɕL>ɾD@ɡL

>ʔLʨL@ɴ>QL@WL��～すること、

のਔ�
>LʨL@ɴ>QL@WL >VH@NL

ɡD>EX@ː ɡD>EX@ː ɕL>ː

[tˀu]ɴ>EH@ː WXS>SH@ː ʦXS>SH@ː
ɕL>ED@ɾL ɕL>ED@L ɕL>ED@ɾL
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「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」喜界島方言調査報告書
2011年8月15日　国立国語研究所

番号 単語 ⋇小৙ஸ ⋈ಂૺᄾ ⋉ව੊

�� ふऐ ɸX NH<ࢊ >ʔL@N>NL／>ʔLN@NL
[Sʰu]ː>PX��ほこりのਔु��ਵ
঻$���>ɸX@ː>PX��ほこり��ਵ
঻%�

�� ほくौ >ʔD@]D >ʔD@ʥD ʔD>GD

�� ฼
[Q՝i]ː／>MD@N>Ns@ː��ଽ、先

྇々๑敬�
[kˀɪ@ɴ>ND@ː ɕL>GD@ː

�� ྲྀ
>QH@ː／ʔX>EDNNs@ː��ଽ、౞ฬ

のおय�
>ED@ɴ>ND@ː >QH@ː

���� Ꮬ �Z�u[ik]kࣶˀa X>L@N>ND／LN>ND >PD@WD>EH@ː
���� ᒎ msikkࣶˀa >Pɪ@N>ND／PɪN>ND�ᒎ� >PD@WD>EH@ː

�� ྈ೯ X>ʥL@ː >ʔX@ɴ>P࡞L@ː��FI!／D>ʥL@
ː�ຳ೯�

[kˀi]ɴ[kˀa]ː�敬って੉अ�

�� ୏ >X@WX >X@WX Zu[tˀu
�� ੬ >ML@ɴŋD >ML@ɴ>ŋD >ML@ɴ>ŋD
�� ྈಟ X>ED@ː >ʔX@ED>NNɪ@�ː���>ʔX@ED >ʔD@ɴ>PD@ː／ʔD>QL@ː

�� ஡৕ >ʔu]Mak[kࣶa >ʔu]Mak[kࣶa ʔX>MD@NND

�� ੓ >X@QD>ŋX PD>L@ː／>X@QD>ŋX�ৗ� >ZX@QD>ɡX
�� ੇఔ >MDː]Q՝iɴ>ʥX@ː >MDː@QHW>ʨX >MD@ː>WL@ː

�� ฼๧ [k՝o]ː>GH@ː
ML>ː@ɾL�੬きॆअटい�／
>ʔX@WX>ʥD�੓きॆअटい�

>ɕR@ː>GH@ː

�� ༻য 15 15 ��

�� ৕୹� [kࣶˀa [kࣶˀa [kˀa
�� ৕୹� >ZD@ɾD>Eɪ／>ZD@ɾa[bࣶi >ZD@ɾD>Eɪ࢙ ZD>ɾD@EL

�� ৕୹たठ
[kࣶˀa]ɴ[k՝a]ː／
>ZD@ɾDEɪɴ[k՝a]ː

[kࣶˀa]ɴ>ʨD@ː／
>ZD@ɾDEɪɴʨD>ː

[kˀa]ɴ>ʨD@ː／
>ZD@ɾDELɴ>ʨD@ː

�� ஡Ꮊ >ɸD@ɾRː>ʥL@ː >KD@ɾRː>ʥL@ː Sʰa[ɾRː@ʥL／
[SʰaɾRːʥL@ɴ>ʨD@ː

�� ஒ年 Q՝i[sH]ː／Q՝i[sH]ːɴND���୸� Q՝i[sH]ː Q՝i[ɕH@ː������ྜ�／
ʔX>ɸX@WʨX�পয�

�� পੵ
>VH@ː>NX��੿঵�／
>VHː@NX>VD@ː��য�

>VH@ː>NX�੿঵�／>VH@ːNXVD>ː
�য�

>ɕHː@NX>ɕD@ː�য�

�� ೯ >MLɴ@ŋDʔX>MD MD@NNL>ː／R>WRː�ৗ� MDN>NLː
�� ೯１ ʔD>ʥD�@ː���ళ�／ʔD>ʥL@ː�ຳ >D@ʥD>ː�ଽ� ʔD>ʥD@ː�ଽ�
�� ൲ [tʰu]ʑL tʰu[ʥL tʰu[ʥL

�� ௵ >GX@ɕL／>GX@ɕLɴ[k՝a]ː >KR@ː>Es@ː／GX>ɕL／
>GX@ɕLɴ>ʨD@ː�ളਯ஄�

GX>ɕL／
>GXɕL@ɴ>ʨD@ː�１যでु�
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ᇶ♏語ᙡ㸰

番号 単語

�� ふऐ

�� ほくौ

�� ฼

�� ྲྀ

���� Ꮬ
���� ᒎ

�� ྈ೯

�� ୏
�� ੬
�� ྈಟ

�� ஡৕

�� ੓
�� ੇఔ

�� ฼๧

�� ༻য

�� ৕୹�
�� ৕୹�

�� ৕୹たठ

�� ஡Ꮊ

�� ஒ年

�� পੵ

�� ೯
�� ೯１
�� ൲

�� ௵

④坂嶺 ⑤阿伝 ⑥上嘉鉄

>ʔL@W>ʨL／>ʔLWʨL／
>SX@ː>PX�ほこり、ふऐ�

ʔLW>ʨL／ڀ���૞ස >ɸX@ː>PX��ほこり、ふऐ�

D>]D ʔD>GD ʔD>]D

>MDN@NLː �ଽ��Mak[kˀiː��年྇をళぶ時

पु�
MDN>NL@ː

>ED@ɴ>ND@ː �ଽ��>ʔL@QDɴ>PD@ː >QH@ː��঳番上�／
>QH@ɴ[kˀa]ː��੸番৯のྲྀ�

>ZɪN@ND��੬� ZL>ːk]kˀa ̣LN>ND
>PL@N>ND／>PLNND��੓� PL>ː]kkˀa >PL@NND��ᒎ�

ʔX>ʑL@ː ɡX>ʥL ʔX>ʥL

ɡX>WX ɡX>WX ʔX>WX
>ML@ɴ>ɡD >ML@ɴ>ŋD >ML@ɴ>ŋD
ʔX>ED@ː ɡX>ED ZX>ED

ʔX>MDN@ND
ʔu[Zak]kˀa
�FI!ʔuZak[kˀaː@VXɴ�஡し

くつき়अ�
ʔX>MD@NND

>ɡX@QD>ŋX >ɡX@QD>X >ZX@QD>X
>MD@ː>WL@ː MDː>QXW@ʨX >MD@ː>QX@ʨX

>VR@ː>GH@ː >VR@ː>GH@ː >VR@ː>GH@ː

15 NDQD>ː��ଈ語�おᆫऔん�଄い

੓ਙपৌする敬ู�
��

[kˀa [kˀa [kˀa
ZD>ɾD@EL ZD>ɾD@EL ��
[kˀa]ɴ>ʨˀa]ː／
>ZDɾDEL@ɴ>ʨˀa]ː

[kˀa]ɴ>ʨD@ː／
>ZD@ɾDELɴ>ʨD@ː

[kˀa]ɴ>ʨD@ː

SD>ɾR@ː>ʑL@ː��単ਯ�／
SD>ɾRʑL@ɴ>ʨˀa]ː��ളਯ�

>ɸD@ɾRː>ʥL >KDɾR@ː>ʥL@ː／
>VRːGH@ɴ>ʨD@ː

Q՝i[ɕH@ː Q՝i[sH]ː／>PH@ː>ɾD@EL�੓�／
Q՝i[sH]ː>PH@ː>ɾD@EL�੬�੓�

Q՝i[sH]ː����ྜਜ਼ऽで�

>VH@ː>NX／
>VHː@NX>VD@ː

>VH@ː>NX��੿঵�／
>VH@ː>NXVD@ː��য�

>VH@ː[kˀu��੿঵�／
>VHː]kˀu[sa]ː��য�

>VX@ː�ഛႠ� MDN>NLː ��
ʔD>ʑD@ː�ຳ೯� ʔD>ʥD@ː��ଈ語� ʔD>ʥD@ː
WX>ʥL tʰu[ʥL tʰu[ʥL

GX>ɕL GX>ɕL GX>ɕL
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番号 単語

�� ふऐ

�� ほくौ

�� ฼

�� ྲྀ

���� Ꮬ
���� ᒎ

�� ྈ೯

�� ୏
�� ੬
�� ྈಟ

�� ஡৕

�� ੓
�� ੇఔ

�� ฼๧

�� ༻য

�� ৕୹�
�� ৕୹�

�� ৕୹たठ

�� ஡Ꮊ

�� ஒ年

�� পੵ

�� ೯
�� ೯１
�� ൲

�� ௵

⋍೓ ⋎中౔ ⋏ൽ਽

LW>ʨL LW>ʨL ɸX>NH／>ɸXNH

ʔD>GD D>GD ʔD>]D
[Q՝i]ː>VD@ɴ／
[Q՝i]ː[Q՝i]ː��৕୹৷語�

[kˀi]ɴ>ND@ː o[Q՝i]ː>VD@ɴ／MD>NNL@ː��஡Ꮊ

の৯上の੬のয�ଽ��
>QH@ː>VD@ɴ／
>QH@ː>QH@ː��৕୹৷語�

>QH@ː >QH@ː>VD@ɴ／>ʔL@ɴ>ND@ː��ଽ�

>PL@ː>LN@ND��੬੓とु� PL>ː@NND mik[kࣶa
>PL@ː>LN@ND��੬੓とु� PL>ː@NND mik[kࣶa

ZX>ʥL@ː ʔX>ʥL@ː ʔX>ʥL@ː

ZX>WX ʔX>WX ʔX>WX
>ML@ɴ>ŋD >ML@ɴ>ŋD >ML@ɴ>ŋD
ZX>ED@ː ʔR>ED@ː／ʔX>ED ʔR>ED@ː

ʔu[Ma]kkˀa ʔX>MD@NND ʔu[Ma]kkࣶa

>ZX@QD>ɡX >ʔX@QD>ɡX >ʔX@QD>࡞X
>MD@ː>QXWʨX >MD@ː>WL@ː >MD@ː>WL@ː

>VR@ː>GH@ː／>X@QD>ɾL��੬の੓

฼๧�／>ML@ː>ɾL��੓の฼औん�
>VR@ː>GH@ː >VR@ː>GH@ː

ZD>ŋD�>VX@ʨXɴ>ʨX 15 ��

[kˀa [kˀa [kࣶˀa
ZD>ɾD@EL ZD>ɾD@EL ZD>ɾD@EL
[kˀa]ɴ>ʨD@ː／
>ZDɾDEL@ɴ>ʨD@ː

[kˀa]ɴ>ʨD@ː／
>ZDɾDEL@ɴ>ʨD@ː

[kࣶˀa]ɴ>ʨD@ː／
>ZDɾDEL@ɴ>ʨD@ː

>KDɾR@ː>ʥL@ː >KDɾR@ː>ʥL@ː KD>ɾR@ː>ʥL@ː

Q՝i[ɕH@ː�������ྜ、౞ฬ� [Q՝iɕH@ː�੬੓とु؜��ҩ�����
৻ਜ਼〄ใฬ౞ฬम૮ঢ়બ�

Q՝i[sH]ː

>ɕH@ː>NX��੿঵�／
>ɕHː@NX>VDː��য�

>VH@ː>NX�੿঵�／
>VH@ːNX>VD@ː�য�

>VH@ː>NX��੿঵�／
>VH@ːNX>VD@ː��য�

Mak[kˀi]ː��ଽ�／>ʨˀa]ɴ Mak[kˀi]ː ��
�� ʔD>ʥD@ː��じいऔん� ʔD>ʥL@ː��おじいऔん�
tʰu[ʥL tʰu[ʥL WX>ʥL

GX>ɕL GX>ɕL／>GX@ɕLɴ>ʨD@ː�ളਯ� GX>ɕL
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ᇶ♏語ᙡ㸰

番号 単語 ⋇小৙ஸ ⋈ಂૺᄾ ⋉ව੊
�� ಟ ʔRN>ND@ː／>ʔD@ɴ>PD@ː�ຳಟ� >ED@ː�ৗ�／>ʔD@ɴ>PD@ː�ଽ� ʔRN>ND@ɴ／>D@ɴ>PD@ː

�� ཚ
PD>ɡR@ː／>ʔX@PD>ŋD@ː�ऱ
ཚ�

>ʔX@PD>ŋD@ː PD>ŋD@ː�ଽ�／
PD>ɡX@ː

�� ৯上�の੬� [Q՝i]ː／ɕL>ʥD／ɕL>ʥD@ː
>ʔXL@W>ʨX／>ɕL@GD>ː�上の฼

๧�
ɕL>GD@ː／>ɕL@GD�ऐなしてୂ

こइる�

�� ৯ৣ�๧、ཊ�
>WX@ɕLV>VD@ː／>ʔXWWXː／
>ʔXW@WX>ER@ː��๧�／
>ʔXW@WX>PDL��ཊ�

>ʔX@W>WX@ː�単ਯ�／
>ʔX@WWXɴ>ʨD@ː�ളਯ�

ʔXW>WX@ː／>ʔXW@WXː>ER@ː�੬฼

๧�／>ʔXWWXː@PD>L@ː�੓฼๧�

�� ଄いཀ
>Psː@ɾD>Eɪ／
>Psː@ɾDELɴ[k՝a]ː

>PHː@ɾD>EL >PH@ː>ɾD@EL

�� ఝ R>EL／R>EL@ː／>ʨL@ʦX>Eɪ >ʨX@ʦX>EL／ʨXʦX>EL ʔX>EL／ʨˀi[ʨX@EL

�� かんकし >ɡɪ@ː>ɸࣶa]ː >ɡɪ@ɸD>ː ɡL>ED@ː／kʰu[ɕL�髪෪り�
�� ା੟� [kˀiɴ kˀi[Qu ʨˀi[ɴ
�� ৣྤ ʔDV>VD@ː >ʔD@VVD>ː ʔDɕ>ɕD@ː
�� ൃ၎�झअり� >VD@ED >VD@ED VD>ED
�� 手फएい、ॱड़ঝ >WH@QX>ŋɪ／[tʰi]sa[ʥL�ଽ� VD>ʥL [tʰɪ@QX>ɡX@L

�� ቝ >ɸ�ࣶ�i]mu �� PX>VX@EL／>KL@PXɴ>ND@ː

�� ዩ kʰa[i]ː kʰa[Miː kʰa[i

�� ટ੟
kʰuGamoQo／>KL@ɴ>QD@L��KL
मoLでमない�

>QD@L>PX@ɴ >QD@LPX>ɴ／[kˀu]Qi[Sʰa]ː
�ஒみかん�

�� ごठそअ々મ৶ >VX@ː>Nɪ��ມりの時の� [tʰu]i[mu]ʨL�おुてなし�／
>VX@ː>Nɪ／>ɕX@ː>Nɪ

>ɕX@ːkˀi�ມりの�

�� ごන >ʔo]ba[Q՝i／>ʔX ࢙]ba[Q՝i >ʔu]ba[Q՝i >PH@ːɕL／ʔu[ba]Q՝i
�� ෛႇ >VD@WD>ː >VD@W>WD@ː VD>WD@ː
�� ව >PDV／>PD@VX >PD@VX ʔX>ɕX�ଽ�／PD>ɕX�ৗ�

�� ୫મ々਌୫々୫হ >KD@ɴPs>ː�༩୘৿੟の�
[Sʰa]ɴ>Ps@ː�ฟ々஝々ੇႛ

の㣒�
PX>ɴ

�� හᆷ >GX@ː>ɕL@ː >GX@ː>ɕL@ː >GX@ː>ɕL@ː

�� ຼ [tʰa]ma[ɡX／KX>ŋD@ː KX>ŋD@ː
[tʰa]ma[ɡX／KX>ŋD@ː�ऱे

こ�

�� ภ ʨD>ː／VD>ː�ଽ� ʨD>ː >ʨDː
�� ໤୫ >ʔD@ɕL>ː >PX@ɴ ʔD>ɕL@ː

�� ફ୫ PX>ɴ >PLɴ@VD>ɾX@ː�$���
>PX@ɴVD>ɾX@ː�%�

[kˀaɴPDQX@PX>ɴ／
[kˀa]ɴPDQXPX>ɴ

�� ଠशら >WHɴSXɾD >ʦX@ʨLD>ɡɪ >ʔDɴ@GD>ɡL@ː
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「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」喜界島方言調査報告書
2011年8月15日　国立国語研究所

番号 単語
�� ಟ

�� ཚ

�� ৯上�の੬�

�� ৯ৣ�๧、ཊ�

�� ଄いཀ

�� ఝ

�� かんकし
�� ା੟�
�� ৣྤ
�� ൃ၎�झअり�
�� 手फएい、ॱड़ঝ

�� ቝ

�� ዩ

�� ટ੟

�� ごठそअ々મ৶

�� ごන
�� ෛႇ
�� ව

�� ୫મ々਌୫々୫হ

�� හᆷ

�� ຼ

�� ภ
�� ໤୫

�� ફ୫

�� ଠशら

④坂嶺 ⑤阿伝 ⑥上嘉鉄
>D@ɴ>PD@ː�ຳಟ� >ʔD@ɴ>PD@ː／>ʔL@QDɴ>PD@ː >ʔD@ɴ>PD@ː

>ʔX@PD>ŋD@ː >PD@ɡX PD>ɡR@ː

>ɕL@GD��年上のয�
～�੡৐なन�MDN>NLː／
～[kˀiː／>ɕL@GD��先྇なら੓

ु�
>ɕL@GD��੬ु੓ु�

>ʔu]t[tˀu]ː ʔut[tˀu]ː
XW>WX@／>ʔX@WWX>ZD@ː��঳番

ৣの৕�

>PH@ː>ɾD@EL �� >PH@ː>ɾD@EL

ʦX>ʦX@EL／ʔX>EL ʔX>EL／ʨˀi[ʨX@EL��಍いఝ� ʦL>ʦL@EL

ɡL>SD@ː >ɡL@ː>ɸD@ː >ɡL@ː>KD@ː
ʨˀi[ɴ／ʨˀi[Qu ʨˀi[ɴ ʨˀi[ɴ
>ʔD@V>VD@ː ʔDV>VD ʔDV>VD
VD>ED VD>ED VD>ED
[tʰi]Qu[ŋX@L >Wɪ@QX>L@ː／VD>ʥL��ଈ語� [tʰi]Qu[ɡX@L

15 >oL@PX >ʨLʨLEL@ɴ>ND@ː／KL>PX

ND>L kʰa[i kʰa[Mi]ː

QD>L@ː／>QD@L >KL@ɴQD>L��਽のৰ全ಹ� >QD@ɾL>PX@ɴ

>VX@ː[kˀi >ɡX@ʨL>VX@ː�ごठそअ�／
>ʥXːL�મ৶�

>ʥXː@ɾL／>VX@ː>NL

u[ba]Q՝i ʔX>ED@L ʔX>ED@L
VD>WD@ː VD>WD@ː VD>WD@ː
PD>VX PD>VX PD>VX

PX>ɴ
PX>ɴ�୫হ�／>KD@ɴPH>ː�୫
મ�

PX>ɴ

>GX@ː>ɕL@ː >GX@ː>ɕL@ː >GX@ː>ɕL@ː

ɸX>ŋD@ː
[tʰa]ma[ɡX／ɸX>ŋD@ː��ଈ語�
／ɸX>D@ː��ଈ語�

tʰa[ma]ɡX

VD>ː VD>ː VD>ː
ʔD>ɕL@ː ʔD>ɕL@ː ʔD>ɕL@ː

�� >ɕL@ɴPD>ʥL@ʨL >oLɴ@PD>ʥL@ː／
>KLɴ@PD>ʥL@ː

>ʦX@NL>D@ŋL 15 >PXWʨL@ɴ>ND@ː
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ᇶ♏語ᙡ㸰

番号 単語
�� ಟ

�� ཚ

�� ৯上�の੬�

�� ৯ৣ�๧、ཊ�

�� ଄いཀ

�� ఝ

�� かんकし
�� ା੟�
�� ৣྤ
�� ൃ၎�झअり�
�� 手फएい、ॱड़ঝ

�� ቝ

�� ዩ

�� ટ੟

�� ごठそअ々મ৶

�� ごන
�� ෛႇ
�� ව

�� ୫મ々਌୫々୫হ

�� හᆷ

�� ຼ

�� ภ
�� ໤୫

�� ફ୫

�� ଠशら

⋍೓ ⋎中౔ ⋏ൽ਽
>ʔD@ɴ>PD@ː��ଽ�／ʔok[kˀa]ɴ >ʔD@ɴ>PD@ː >ʔD@ɴ>PD@ː

PD>ɡX@ː��ଽ�／PD>ŋD@ː 15 PD>ŋD@ː

>ɕL@GD��৯上の੬੓� >ɕL@GD�先྇全ಹ、੬੓とु�
>ɕL@GD��৯上の੬੓�／
ɕL>GD��৯上の੬੓�

XW>WX
>ʔXWWX@ɴ>ʨD@ː�ളਯ�／
ʔXW>WX�単ਯ�

ʔXW>WX��৯ৣの੬੓�

>PH@ː>ɾD@EL >PH@ː>ɾD@EL���ҩ�����৻؜౞

ฬ�
>PH@ː>ɾD@EL／>PH@ːɾD>EL@ː

ʨX>ʨX@EL ʨX>ʨX@EL ʦX>ʦX@EL��ା੟प使अቝ�／
ʔR>EL�ௐい্のఝ�

>ɡL@ː>KD@ː >ɡL@ː>KD@ː ɡL>KD@ː
ʨˀi[ɴ ʨˀi[ɴ ʨL>QX
ʔDV>VD ʔD>VVD ʔDV>VD@
VD>ED VD>ED VD>ED
[tʰi]Qu[ŋL@ː 15 [tʰH]Qu[ɡL@ː

oL>PX KL>PX／ʔL>ʨX@ː�ໃपु使अ� oL>PX

kʰa[i kʰa[i >ND@ML>ː

>QDɾL@PX>ɴ >QD@L>PX@ɴ�਽पなるुの� >QD@ɾL>PX@ɴ��਽पなってい

るुの�ଽ��／᎜ᎂ[kʰu]ɾ

ʥX>ː@ɾL／>VX@ː[kˀi ʥX>ː@ɾL／>VX@ː>NL >VX@ː>NL

ʔu[ba]Q՝i ʔu[ba]Q՝i ʔu[ba]Q՝i
VD>WD@ː VD>WD@ː VD>WD@ː
PD>VX PD>VX PD>VX

PX>ɴ／>KDɴ@PH>ː��ଽ�
[kʰa]ɴ>PX@ɴ／PX>ɴ�୫स

੟々୫হ�／>KDɴ@PH>ː�੟を

ଛられた時のおନし�

PX>ɴ／>KD@ɴ>PH@ː��おਓの

時प੅たचる੟、ଽ�

>GX@ː>ɕL@ː >GX@ː>ɕL@ː >GX@ː>ɕL@ː

tʰa[ma]ɡX／KX>ŋD@ː��ଽ�
WD>PD@ɡX／KX>ŋD@ː�લか୦
かで੿ったຼ؜をਓऽचる
ためप使अुの�

tʰa[ma]ɡX／
>ɸX@࡞D>ɸX@࡞D�ຼમ৶�

VD>ː VD>ː VD>ː
ʔD>ɕL@ː ʔD>ɕL@ː D>ɕL@ː

>KLɴ@PH>ː@ʨL >KLɴ@PD>L@ʨL >oLɴ@PD>ʥL

[tʰH]ɴ>SX@ɾD [tˀu]ʨL>D@ɡL >WHɴSXɾD
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「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」喜界島方言調査報告書
2011年8月15日　国立国語研究所

番号 単語 ⋇小৙ஸ ⋈ಂૺᄾ ⋉ව੊
�� ෿ ɕL>ɕL ɕL>ɕL PL>ː／ɕL>ɕL�ଐい৖ਜ਼の෿�
�� ⎻ >PX@W>ʨL@ː >PX@W>ʨL@ː PXW>ʨL@ː
�� ෌୫ ML>ː >MX@ː>ED@ɴ >ML@ː
�� ੇ >MDː MD>ː MD>ː
�� いौり >ʥX@ːED>WD@ː ʥL>ɾX 15

�� ಟો
ʔR>PR@MD／>ʔX@PX>WL�঳番

ౠ�
>ʔX@ɸX>MD@ː／>ʔX@PX>WL��෫
の৑のある৖ો�

>ʔX@PX>WL��௢をোれる৖ો�

�� ୅ >PRɴ／ʥR>ː ʥR>ː >ʔX@PXWL>ɡX@ʨL／>ʥRː

�� 傩 kʰa[ma]Go kʰa[ma ʥL>ɾX／kʰa[ma]Go

�� ઎所、گつめのੇો >WR@ɴ>ŋD
>KD@PD>MD@ː�ଽ�／
>PXɴ@ɕLː>MD@ː�ৗ�

>QH@ː>ɕX@ː

�� ଠ੩ >WH@ɴʥR>ː [tʰi]ɴʥR>ː�ৗ� >WL@ɴ>ʥR@ː
�� ૺ [tʰu]ː [tʰu]ː tʰu[ː

�� ऱんशん�୅のとこौ

पある৯ඛし৷ซஉ�
15 >Ps@ːɡD>NL >ɕR@ɴQ՝a[ʨL@ː

�� ᆈ小ો、೶所 >MD@QLV>VX@ː [kʰaɴ@ʥX
>EX@WDɴ>MD@ː�ᆈ小ો�／
>MD@QLɕ>ɕR@ː�೶所�／
>ɕL@ɴ>ʨL@ɴ�೶所�

�� いऔり�ఽのී� ʔL>]D@L L>ʥD@L >ʔL@GD>ɾL

�� ඵஒ�ན、੓ਙが手の

ൖपしていた�
>ɸ�ࣶ�a]ɡL／ɸD>儓X@NL >KD@儓X>NL >KD@GX>ʨL

�� ᑍ MD>ʨX@ː MD>ʨX@ː MD>ʨX@ː
�� ਕ௡଍ >VD@ɴ>ɕL@ɴ >VD@ɴɕL>ɴ >VD@ɴ>ɕL@ɴ
�� ᐎ々࿭なनपહく汚

れ
>QD@EɪɴSʰisu[mɪ／VX>VX�໛� >QD@EɪɸLɴ>ɡX@ː >VX@VX／[QabiSʰi]ɴ>ɡX@ː

�� ৼො >ɕL@PD ɕL>PD ɕL>PD

�� ૈ৥�いकりप使৷� [tʰa]imaʦX �� >ʔLGDɾLGD@ɴ>SR@ː

�� ಳ
�� ᄔい >KD@ʥD KD>ʥD KD>GD
�� ဖ >ɸD@ND [tʰi]ɾD／[Sʰa]ka�ৗ� Sʰa[ka

��� ഒ੿঵ >ɸD@ɾXɕL>ɡX@WX [SʰaɾXɕL@ɡX>WX／Sʰa[ɾX�ഒ� [SʰatHːɕL@ɡX>WX／Sʰa[tH]ː
�ഒ�

��� ်わら >PX@ɴQ՝a[ɾD@ː >PX@ɴQ՝a[ɾD@ː >PX@ɴQ՝a[ɾD@ː
��� お祝い >MX@ː>ZH@ː >MX@ZH>ː >MXː@MH>ː

��� ೬අ MXː>L ʔi[kˀi]ɕLɾD�َ೬ुअُのਔ� >MX@NX>MX@ɴ�೬む�

��� ੥ฬ kˀu[ɾD@ɕL >VHː@PXL 15
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ᇶ♏語ᙡ㸰

番号 単語
�� ෿
�� ⎻
�� ෌୫
�� ੇ
�� いौり

�� ಟો

�� ୅

�� 傩

�� ઎所、گつめのੇો

�� ଠ੩
�� ૺ

�� ऱんशん�୅のとこौ

पある৯ඛし৷ซஉ�

�� ᆈ小ો、೶所

�� いऔり�ఽのී�

�� ඵஒ�ན、੓ਙが手の

ൖपしていた�
�� ᑍ
�� ਕ௡଍
�� ᐎ々࿭なनपહく汚

れ�� ৼො

�� ૈ৥�いकりप使৷�

�� ಳ
�� ᄔい
�� ဖ

��� ഒ੿঵

��� ်わら
��� お祝い

��� ೬අ

��� ੥ฬ

④坂嶺 ⑤阿伝 ⑥上嘉鉄
ɕL>ɕL ɕL>ɕL��ଽ� ɕL>ɕL
>PX@W>ʨL@ː／>PXWʨL@ː >PX@W>ʨL@ː PXW>ʨL@ː
>ML@ː >ML@ː >ML@ː
MD>ː >MDː MD>ː
>ʥL@ɾX�ᆷহৃ� >ʥLɾX ��

>ʔX@ɸX>MD@ː／
>ʔX@PX>WL��ಟોのઁい৖ો�

>ʔX@PX>WL
>ʔu]mu[tˀi��෫の৑のある
所、௢をৢす৖ોのあるੇ
ો�

>ʥR@ː／>PXɴ
>PR@ɴ／>ʥR@ɴNX>ʨL@ː��ো
ઠ�／>ʥR@ː

PX>ɴ／>ʥR@ː��୅のある所�

ND>PD KD>PD >KD@PD>GX

>QH@ː>VX@ː >PXɴ@ɕLː>MD@ː
ᆷহৃのあるੇો
>ʔXPDWXPHː@ɕL>MD@ː／
>QH@ː>VX@ː

[tʰi]ɴ>ʥR@ː [tʰi]ɴ>ʥR@ː [tʰi]ɴ>ʥR@ː
tʰu[ː tʰu[ː tʰu[ː

15 >VR@ɴ[Q՝a]ʨLࢊ 15

>EXWD@ɴ>MD@ː��ᆈ小ો�／
>ɕL@W>ʨL@ɴ��೶所�

>ɕL@ɴ>ʨˀi]ɴ ೶所>ɕL@ɴ>ʨL@ɴ

>ʔL@]D>L >ʔL@GD>L >ʔL@GD>ɾL

15 >KD@ʥL>ʨL 15

MD>ʨX@ː MD>ʨX@ː MD>ʨX@ː
>VD@ɴ>ɕL@ɴ >VD@ɴ>ɕL@ɴ >VD@ɴ>ɕL@ɴ
Sʰi[su]mi／>VX@VX�ଠ੩のᐎ� >QD@ELɸLɴ>ɡX@ː >VX@VX
ɕL>PD ɕL>PD��َਣُと৊じ৅ఠ� ɕL>PD

15 tʰH[ː 15

KD>ʑD KD>GD／ᄔいがするKD>GD@VXL KD>GD
Sʰa[ka ɸD>ND KD>ND
[SʰatHː@ɕL>ɡX@WX／Sʰa[tH]ː�
�ഒ�／Sʰa[ɾX��৙ਉ�

ɸD>ɾX@ɕL>ɡX@WX >KDWHː@ɕL>ɡX@WX／KD>WH@ː�ഒ�
／KD>ɾX

>PXɴ]Q՝a[ɾD@ː >PX@ɴQ՝a[ɾD@ː >PXɴ]Q՝a[ɾD@ː
>MXː@MH>ː >MXː@MH>ː >MXː@ZH>ː

[Mu]kʰu[i >MX@ː[Q՝u]i��৿ဨ�／
MX>ː@PL�೬めآ�

��

>ɡXʑL@ɴ>NH@ː >MDː@WDʨL ੥ฬૄ>VHː@PX>ɾL
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「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」喜界島方言調査報告書
2011年8月15日　国立国語研究所

番号 単語
�� ෿
�� ⎻
�� ෌୫
�� ੇ
�� いौり

�� ಟો

�� ୅

�� 傩

�� ઎所、گつめのੇો

�� ଠ੩
�� ૺ

�� ऱんशん�୅のとこौ

पある৯ඛし৷ซஉ�

�� ᆈ小ો、೶所

�� いऔり�ఽのී�

�� ඵஒ�ན、੓ਙが手の

ൖपしていた�
�� ᑍ
�� ਕ௡଍
�� ᐎ々࿭なनपહく汚

れ�� ৼො

�� ૈ৥�いकりप使৷�

�� ಳ
�� ᄔい
�� ဖ

��� ഒ੿঵

��� ်わら
��� お祝い

��� ೬අ

��� ੥ฬ

⋍೓ ⋎中౔ ⋏ൽ਽
Q՝i[ku ɕL>ɕL／ຂの෿मPL>ː Q՝i[ku��ৗ々০�／ɕL>ɕL��ଽ�
PXW>ʨL@ː PXW>ʨL@ː >PX@W>ʨL@ː��Wम/RZ�
>ML@ː >ML@ː >ML@ː
MD>ː MD>ː MD>ː／>MDː
>ʥL@ɾX�かऽन� �� >ʥL@ɾX�かऽन�

>ʔX@PX>WL >ʔu]mu[tˀi >ʔX@PX>WL

>ʥR@ː >ʥR@ː >ʥR@ː

KD>PD ND>PD@GX／ʥL>ɾX／KD>PD kʰa[ma

>QH@ː>VX@ː >QH@ː>VX@ː >QH@ː>VX@ː

[tʰi]ɴ>ʥR@ː [tʰi]ɴ>ʥR@ː >WHɴʥRː
tʰu[ː tʰu[ː ʔL>WD@GR

15 15�あऽり使わない੉୴� >PHː@ɡD>ʨL@ː

>EX@WD>ɡX@MD��ᆈ小ો�／
[kʰaɴ@ʥX��೶所�

ɸX>ɾX@ː／>NDɴ@ʥX [kʰaɴ@ʥX��೶所�

>ʔL@GD>ɾL >ʔL@GD>L >ʔL@]D>ɾL

�� 15 15

MD>ʨX@ː MD>ʨX@ː MD>ʨX@ː
>VD@ɴ>ɕL@ɴ >VD@ɴ>ɕL@ɴ >VD@ɴ>ɕL@ɴ
�� >QD@Eɪ>oLɴ@ɡX QDEL>oL@ɴ>ɡX@ː
ɕL>PD ɕL>PD ɕL>PD

�� あऽり使わないのでჴइて
ୂかなかった

��

KD>GD KD>GD�ଐいᄔいुபいᄔい KD>GD��ଐいபい૏্�
>KDND >KDND@ɴ>PH@ː tʰi[ɾD@L>ɕL
>KDɾX@ɕL>ɡX@WX／KD>WH@ː�ഒ�
／KD>ɾX

>KDWHː@ɕL>ɡX@WX／KD>WH@ː�ഒ�
／KD>ɾX�ਉっर々৙ਉ�

KD>WH@ːVD>ɡ՝o]ː／KD>WH@ː�
�ഒ�

>PXɴ]Q՝a[ɾD@ː >PXɴ]Q՝a[ɾD@ː PX>ɡL@ZD>ɾD@
>MXː@MH>ː >MXL@MH>ː >MXː@MH>ː／MX>ː@MH>ː

MX>ː@L��೬みなऔい、のਔ� Muk[kˀu]i >MD@VX>PRː��೬ुअ�

�� 15 ��
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ᇶ♏語ᙡ㸰

番号 単語 ⋇小৙ஸ ⋈ಂૺᄾ ⋉ව੊

��� ੥ฬ�੥ವ� >VD@ɴŋRːVHːPX>L�ਕ়のඣా

り�
>VHː@PXL >MX@L>QRː

��� ኀየ >ɕL@NNL／>GX@ɕLN>NL >ɕL@NNɪ >ɕLW@ʨL�ː�

��� ੉୴々্੉ [Mu]mࣶɪ>WD >MX@P࡞L>WD >MX@PL>WD

��� ৼ൩ჰஃ�஗੿঵なन� >PDɡXPLː@ɕL>ŋX@WX >ML@ː>ʥL@ː >ML@ː>ʥL@ː

��� ᄗ、࿱ᄗ、ቋ࿱ >PD@EX>L PD>EX@L >PD@EX>L

��� ৡ�ॱখ� tʰa[Ma tʰa[Ma >ɡX@WHː
��� ୰ਞ MD>PL >MD@ɴPs>ː MD>PD@L
��� ፑ１ 儓u[m՝a]ː >ʔR@QR ��
��� ፑگ �� >ʥu]m՝aː�小஑� Gu[m՝a]ː�প小とु�
��� ᔅ�きり� NL>ɾL／L>ː��ଽ� ʔL>ɾL ʔL>ɾL

��� ි�ຂをඃるਕഓි� >ʔL@MXʔD>PL@ː／VD>ʥL
�ਕഓි��／VD>ʥL@ʔD>PL@ː

>ʔD@PL／>VD@ʥ
L�$���>VD@GL�%�

>VXNXL@ʔD>PL

��� ᨈ�༐のढ़ॖ� MR>ː MR>ː MR>ː

��� ௩�१ংॽ� ɸX>QL／[kʰs]ɾD>PD@ː >ɸX@Qɪɴ>NDː／ɸX>Qɪ�௩� [Sʰu]Qiɴ>ND@ː�ਵ঻$���
[Sʰu]Qɪ�ਵ঻%�

��� ዯ
�tʰu[ŋ՝a／�tʰu[ŋ՝a]ː／
>LSSXQX@ː�঳মဳり�

>ʔLS@SX>QX�঳মዯ�／
tʰu[Q՝a�ਕমዯ�

�tʰu[Q՝a

��� ᅯ
>Sɪ@MD>ŋɪ／>ɸɪ@MD>ŋɪ�পきい

ᅯ��、�tʰHɴ>ŋD@ː�小औいᅯ�
>VR@ː>Zɪ kʰa[ɡX／PD>ɡX�小औいुの�

��� ᅯ�頭上ઈဦ� >ED@ː[kʰɪ �� ��

��� ᅯ�背ᅯ� >Sɪ@MD>ŋɪ／>ɸɪ@MD>ŋɪ�পきい

ᅯ��、>Wɪ@ɾX��小औいᅯ、稀�
[Sʰi]ɾD>ŋɪ�প�／[tʰi]ɴ>ŋD@ː
�ຂဳり৷ؠたすきがऐ�

SL>ɾD@ɡL

��� ཨ�かऽ� >KD@PD KD>PD KD>PD
��� ቒ�くわ� [kࣶˀH]ː [kࣶˀH]ː／[kࣶˀs]ː [kˀH]ː

��� २ঝ�൓ჼ৷� MX>L／>MX@LVRːɸࣶi／
>ʔDɾamࣶɪ@VRː>ɸࣶɪ

�� Sʰu[ɾX@L�৯が಍かいुの�

��� २ঝ�൓ჼ৷� >VD@ɴED>ɾD@ː >KX@ɴQ՝a[ma]ː�৯がൽい�／
>VD@ɴED>ɾD@ː

MX>L�৯がൽいुの�

��� २ঝ�൓ჼ৷� 15 �� >VD@ɴED>ɾD@ː

��� Ꮞ�すき� 15 PD>ŋD ��
��� Ꮞ�ฟपऱかすすき� VX NL<ࢊ VX>NL VX>ʨL

��� ൓ჼ৷०२
PXV>VX�ුいुの�／
>ɸX@PX�ௐいुの�

>PX@V>VX／
>Qɪ@ʥL>NL�ුい؜๻఻৷�

PX>ɕɕX�ුい�／
>ʔXɾD@ɡX>PX@ː�൓ჼ৷�
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「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」喜界島方言調査報告書
2011年8月15日　国立国語研究所

番号 単語

��� ੥ฬ�੥ವ�

��� ኀየ

��� ੉୴々্੉

��� ৼ൩ჰஃ�஗੿঵なन�

��� ᄗ、࿱ᄗ、ቋ࿱

��� ৡ�ॱখ�
��� ୰ਞ
��� ፑ１
��� ፑگ
��� ᔅ�きり�

��� ි�ຂをඃるਕഓි�

��� ᨈ�༐のढ़ॖ�

��� ௩�१ংॽ�

��� ዯ

��� ᅯ

��� ᅯ�頭上ઈဦ�

��� ᅯ�背ᅯ�

��� ཨ�かऽ�
��� ቒ�くわ�

��� २ঝ�൓ჼ৷�

��� २ঝ�൓ჼ৷�

��� २ঝ�൓ჼ৷�

��� Ꮞ�すき�
��� Ꮞ�ฟपऱかすすき�

��� ൓ჼ৷०२

④坂嶺 ⑤阿伝 ⑥上嘉鉄

>VHː@PX>L／>VR@ː>L [kˀu]ʨLPXVX>EL��ଈ語�／
>MX@L>QRː

��

>ɕLW@ʨL>ː >ɕLW@ʨL>ː／>ɕLW@ʨX>L��৿ဨ� >ɕLWʨL

>MX@PL>WD／>SD@QD>ɕL >MX@PL>WD／>ɕL@PDMX>PL@WD�
�্੉�

>MX@PL>WD／>ɕLPD@MX>PL@WD

>MXL MX>L／>ML@ː>ʥL@ː >MLːɕL@GD>PD@ː
>MX@ː>ɾL@ː／>PDːʥD@PX>ɴ／
>PD@EX>L

[tʰa]maɕL>ː��ᄗ�／
>PD@EX>L��࿱ᄗ�

>PD@EX>ɾL��ᄗ、ቋ࿱�／
>PDʥD@PX>ɴ��ቋ࿱�

>ʨˀi]ka[ɾD ʨҘࢊ>NDɾD >ʨL@ND>ɾD／tʰa[Ma
MD>PD@L >MD@ɴPH>ː MD>PD@L
15 ɡX>QX��পきい� >X@ː>QX
ʥX>PD@ː Gu[Q՝a��小औい� GX>PD��পु小ु�
ʔL>ɾL ʔL>ɾL ʔL>ɾL

VD>GL VD>GL／VD>GL@ʔD>PL@ː VD>GL／ʔD>PL

MR>ː MR>ː tʰi[Mo]ː
[SʰuQi]ɴ>ND@ː�小औい௩�／
[Sʰu]Qɪ

[kˀu]ibu[Qiː／ʔL>WD@VX>NL@ː >VDɡDPDː@EX>QL@ː

tʰu[Q՝a tʰu[ŋࣶaː tʰu[Ma／>ʔLSSRɴ@GX>MD@ː�঳
মዯ�

VR>ː@EL
kʰa[ɡX／PD>ɡXː��ဳりで௚

ఝ৷�
kʰa[ɡX

[Sʰi]ɾD>ŋL@ː 15 ��

>WL@ɾX ɕL>QD@L��஗঵৷�／
ʔD>ɾDː@GL>ɾX��େい੟৷�

[tʰi]ɾX／[tʰiŋD@ɴ>ND@ː

KD>PD KD>PD KD>PD
[kˀH]ː [kˀHː kˀH[ː

>MXL >VR@ː>EL／MX>ɾL VR>ː@EL／>VRːEL@ɴ[kˀa]ː��小�
／MX>ɾL��৯がൽいふるい�

>VDɴ@ED>ɾD@ː >VD@ɴED>ɾD@ː >VD@ɴED>ɾD@ː��Ⴔ、ఄयすನ

प使अ�

15 >LW@WX>GR@ː>EL�@ː� ��

15 >ML@ː>GD@L ��
VX>NL VX>ʨL VX>ʨL

ɸX>PX／>PX@V>VX�ṛ� �� ɸX>PX／PXV>VX��ුいुの�
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ᇶ♏語ᙡ㸰

番号 単語

��� ੥ฬ�੥ವ�

��� ኀየ

��� ੉୴々্੉

��� ৼ൩ჰஃ�஗੿঵なन�

��� ᄗ、࿱ᄗ、ቋ࿱

��� ৡ�ॱখ�
��� ୰ਞ
��� ፑ１
��� ፑگ
��� ᔅ�きり�

��� ි�ຂをඃるਕഓි�

��� ᨈ�༐のढ़ॖ�

��� ௩�१ংॽ�

��� ዯ

��� ᅯ

��� ᅯ�頭上ઈဦ�

��� ᅯ�背ᅯ�

��� ཨ�かऽ�
��� ቒ�くわ�

��� २ঝ�൓ჼ৷�

��� २ঝ�൓ჼ৷�

��� २ঝ�൓ჼ৷�

��� Ꮞ�すき�
��� Ꮞ�ฟपऱかすすき�

��� ൓ჼ৷०२

⋍೓ ⋎中౔ ⋏ൽ਽

�� >ɕHː@PX>L >VHː@PX>ɾL��ଽ�

>ɕLW@ʨL>ɾL >ɕL@WʨL>ː >ɕL@WʨL>ɾL

>MX@PL>WD／>ɕLPD@MX>PL@WD MXPLWD >MX@PL>WD

>ML@ː>ʥL@ː MX>L／>ML@ː>ʥL@ː ML>ː
>PD@EX>ɾL��ᄗ々࿱ᄗ�／
>PDːʥL@PX>ɴ��ቋ࿱�

>PD@EX>L／>PDːʑL@PX>ɴ PDː>ʥL@PX>ɴ��ቋ࿱�／
>PD@EX>ɾL��࿱ᄗ�

>ʨL@ND>ɾD／>WD@MD 15�WDMDम使わない� tʰa[Ma��いきむ時のৡ�
MD>PL MD>PD@L MD>PD@L
�� �� ��
GX>PD@ː Gu[Q՝a]ː ʥX>PD@ː
ʔL>ɾL ʔL>ɾL kʰi[ɾL

VD>GL VD>GL VD>GL／ʔDPL��ි�

MR>ː MR>ː MR>ː

>ɸX@QL >ɸXQɪ@ɴ>ND@ː NX>ɾL@EX>QL

[tˀu]Qu[bo]ː tʰu[Q՝a tʰu[Q՝a��প�／[kʰH]ː>ʥD@ː�
�小�

VR>ː@oL��প�／>VRːoL@ɴ>ND@ː�
�小�

VR>ː@oL／[tʰi]ɴ>ŋD@ː�ຂをো

れるलく�／ʔu[tʰi]ɡX�ઠの໭

くなっているঅॡ�
kʰa[ɡR

oL>ɾD@ŋL��背ᅯ、たすきがऐ

पして使अुの�
oL>ɾD@ɡL�頭からৣげるഒ੊఻

のかご�
��

[tʰi]ɾX [tʰi]ɾX�頭からৣげるഒ੊఻

のかご�
oL>ɾD@ɡL／[tʰi]ɾX

KD>PD KD>PD KD>PD
[kˀH]ː [kˀH]ː [kࣶˀH]ː

�� VR>ː@oL�৙ཅをຸったりして

あげるुの�
VR>ː@oL��৙ཅをຸってোれる

२ঝ�

�� MX>L�ふるいのेअप使अ� >VDɴ@ED>ɾD@ː
��าの૮い、ఄयすため�

>VDɴ@ED>ɾD@ː >VDɴ@ED>ɾD@ː��าがなく��ढ़५

をఄयす৷�
MX>ɾL@ː

�� MX>GD@L�Ꮞ全体、ฟपऱかす� MX>ʥD@ɾL��஝々ฟपऱかす�
�� VX>NL�Ꮞ先ഈの鉄の৖ী� VX>NL

ɡX>GD／PXV>VD KX>PX／PXV>VX��๻る時なन

प使अ�
ɸX>PX／PX>VVX��ුいुの�
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「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」喜界島方言調査報告書
2011年8月15日　国立国語研究所

番号 単語 ⋇小৙ஸ ⋈ಂૺᄾ ⋉ව੊

��� ᔟ�へら、প、าを໧

る�
15 ɸɪ>UD／Sʰi[ɾD [Sʰi]ɾD

��� ঔॵ॥、ි᲻�ઈဦ৷�
஝पଭचる�

>ʔR@ː>GD@ː >ʔR@ː>GD@ː >ʔR@ː>GD@ː

��� ᄾౠ�頭上ઈဦ৷� �使わない� �� ��
��� ཞ SD>ɡD@PD >KD@ɡD>PD >ʔXEDQLɴ@ND>PD@ː

��� ᆣ >ʔD@]X>PX >ʔD@ʥX>PX ʔD>儓X@PX

��� ૶೼�々鉄Ⴁ
Mak[kࣶˀaɴ�ृかん�／
VX �૶೼�ND@ː<ࢊ

>ʨX@NDː�૶೼�／>MDNNDɴ ɕX>ND@ː／MD>NND@ɴ

��� ⌵ >VD@ED>NL >VD@ED>NL >VD@ED>ʨL／kˀu[ɕL
��� 小ླ 15 >QD@L>ɸX kʰu[ɡD@WD>QD

��� しूुじ >ɪ]b�ࣶ�ɪ>ɾD／>Pɪ@ɕL>ŋHː >Pɪ@ɕLɡH>ː／>VD@NX>ɕL�お௣�
／>ɕD@NX>ɕL

>PL@ɕL>ɡH@ː／VD>NX@ɕL�お௣�

��� බ
>KD@QL��おস�／
[kʰu]ʥL>QX@ː

>KD@QL KD>QL／[kʰu]ʥL>ɴ�小බ�／
KD>EL@KD>QL@ː�ై�

��� ᇉ >ʥL@ɴ ʥL>QX ʥL>ɴ
��� ቤ�たきऍ� [tʰa]ɴ>PX [tʰa]ɴ>PX [tʰaɴ@PX
��� ጫ >ɡX@VD>QL >ɡX@VD>QL ɡX>ɕD@QL

��� ഘ�手फएい� >QX@QX VD>ʥL QX>QX

��� ⎣ >ɸࣶa]ɕLࢊ [tʰi]mu[tu PHː>ɕL／[Sʰa]ɕLࢊ
��� ऱしूく Qɪ>EX／>VD@NX>ɕL�お௣� Qɪ>EX >QL@EX
��� ቝ�಍めの঄ঔ� 15 >ʨX@ʨXELɴ>ND@ː ��

��� ഘ੮ ʔX>GX ʔX>GX Ka[bbi]Sʰu[tu]ɴ�かऐഘ੮�
／>ɕLʨi]Sʰu[tu]ɴ�ഢきഘ੮�

��� ෆഛ >ɸR@ː>ʨD@ː >KR@ː>ʨX@ː�
�FI!>KR@ː>ʨD@ː�頭全体�

KD>WD@QD

��� ऽなഝ >PD@QD>ʨD >PD@QD>ʨD ��

��� ਷ᄾ [tʰaɾX／[tʰa]ɴ>ɡX
[tʰa]ɴ>ɡX／[tʰaɴ@ɡX��ව੿り

प使৷�
��

��� ਷Ⴁ >Pɪ@]XɡD>Pɪ／>ɸD@ɴ>GR@ː
[tʰuɾD@ɡDPL�ჼ੟৷�／
[Sʰa]ɴ>GX@ː��ଈ語�／
>Pɪ@ʥX>ZL@ː

[tʰuɾD@ɡD>PL��প�／
[SʰaɴGX@ɴ>ND／
[SʰaɴGX@ND>PL��小�

��� Ꭹ PDː>L PDː>L PD>ː@L
��� ਨ [Q՝i]ɕLࢊ��ଽ� [Q՝i]ɕL／Q՝i[ɕLNDʥL�ਨ௯� ��
��� ਧ 15 >ʔX@NLEs>ː ��

��� ূ
kʰu ／�ূ௯�ʨL<ࢊ
>ʔDɡa]itʰiGa�上がり୬഻�

[kʰu]ʨL／KX>ʨLNDʥL�ূ௯� ��
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ᇶ♏語ᙡ㸰

番号 単語

��� ᔟ�へら、প、าを໧

る�

��� ঔॵ॥、ි᲻�ઈဦ৷�
஝पଭचる�

��� ᄾౠ�頭上ઈဦ৷�
��� ཞ

��� ᆣ

��� ૶೼�々鉄Ⴁ

��� ⌵
��� 小ླ

��� しूुじ

��� බ

��� ᇉ
��� ቤ�たきऍ�
��� ጫ

��� ഘ�手फएい�

��� ⎣
��� ऱしूく
��� ቝ�಍めの঄ঔ�

��� ഘ੮

��� ෆഛ

��� ऽなഝ

��� ਷ᄾ

��� ਷Ⴁ

��� Ꭹ
��� ਨ
��� ਧ

��� ূ

④坂嶺 ⑤阿伝 ⑥上嘉鉄

[Sʰi]ɾD �� oL>ɾD

>ʔR@ː>GD@ː �� >ʔR@ː>GD@ː��ෝમをোれる�／
PXN>NX@ː��ൃをোれる�

�� �� ��
Sʰa[ɡD@PD �� KD>ɡD@PD

ʔD>ʑX@PX �� ʔD>GL@PX��ອᆣ�／
>MDPDWX@ʔD>GL@PX��૯ᆣ�

su[kʰa]ː／>MDNND@ɴ��ृかん� �� >VX@ː>ND@ː��૶೼�／
MDN>ND@ɴ��খढ़থ�

>VD@ED>ʨˀi �� >VD@ED>ʨL
KD>WD@QD �� [kʰoɡR@WD>QD

>PL@ɕL>ŋH@ː／VD>NX@ɕL�お௣� �� ʔL>EL@ɾD／VD>NX@ɕL�お௣�

KD>Qɪ／>NX@ʥL>ɴ�小බ� �� KD>QL／[kʰu]ʥL>ɴ��小බ�

ʥL>ɴ／>ʥLɴ �� ʥL>ɴ
>WDɴ@PX �� [tʰaɴ@PX
ɡX>VD@QL �� ɡX>ɕL@ː

QX>QX／[tʰi]Qu[ɡX@ː �ଈ語��VD>ʥL／
�ਧஞॱड़ঝ��>GD@ɴ>VD@ʥL

kˀi[ʥL／QX>QX

[Sˀa]ɕL �� >KD@ɕL／[tʰi]mu[tu
>Qɪ@EX �� >Qɪ@EX
�� �� ��

>ʔX@GX／Sʰu[tʰu]ɴ �� >ʔX@GX

[Sʰo]ː>ʨR@ː／KD>WD@QD �� KD>WD@QD

>PD@QD>ʨD �� >PD@ɾD>ʨD

>WDɴ@ɡX�ॺॖঞの③਄りᄾ� �� ��

�� �� ��

PD>ː@L �� >PD@ː>ɾL
Q՝i[ɕL [Q՝i]ɕL��ਨ௯ु� Q՝i[ɕL
15 �௯��>ʔXW@ʨiQ՝i[ɕL ʔLː@ɾL>ː

ʔD>ɡD@ɾL �௯��ɸX>ʨL ʔDː@ɾH>ː
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「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」喜界島方言調査報告書
2011年8月15日　国立国語研究所

番号 単語

��� ᔟ�へら、প、าを໧

る�

��� ঔॵ॥、ි᲻�ઈဦ৷�
஝पଭचる�

��� ᄾౠ�頭上ઈဦ৷�
��� ཞ

��� ᆣ

��� ૶೼�々鉄Ⴁ

��� ⌵
��� 小ླ

��� しूुじ

��� බ

��� ᇉ
��� ቤ�たきऍ�
��� ጫ

��� ഘ�手फएい�

��� ⎣
��� ऱしूく
��� ቝ�಍めの঄ঔ�

��� ഘ੮

��� ෆഛ

��� ऽなഝ

��� ਷ᄾ

��� ਷Ⴁ

��� Ꭹ
��� ਨ
��� ਧ

��� ূ

⋍೓ ⋎中౔ ⋏ൽ਽
>KH@ɾD��॥থॡজشॺ੿りप

使৷�
15�使わない� �使わない�

>ʔR@ː>GD@ː >ʔR@ː>GD@ː >ʔR@ː>GD@ː／
PX>NNXː��手੿঵प使अ�

�� �� ��
KD>ɡD@PD KD>ɡD@PD KD>࡞D@PD��࡞प࿀ఠ৲あり�

ʔD>GX@PX ʔD>GX@PX�ອ� ʔD>儓X@PX��ອ�／
MDPD>WX@D>儓X@PX��૯�

su[kˀa]ː��૶೼�／
Mak[kˀa]ɴ��鉄Ⴁ�

VX>ND@ː�૶೼�／
MDN>ND@ɴ�鉄Ⴁ�

VX>ND@ː��૶೼�／
MD>ND@ɴ��鉄Ⴁ�

>VD@ED>ʨL >VD@ED>ʨL >VD@ED>ʨL
[kʰoɡD@WD>QD KD>WD@QD�ླ঳ಹ؜ෆഛु� 15

>PLɕL@ŋH>ː／VD>NX@ɕL��お௣� >PLɕL@ŋH>ː PL>ɕL@ɡH>ː

KD>QL／[kʰu]ʥL>ɴ��小බ� ʥL>ɴ／KD>Qɪとु KD>QL／[kʰu]ʥL>ɴ

ʥL>ɴ ʥL>ɴ ʥL>ɴ
[tʰaɴ@PX [tʰaɴ@PX [tʰaɴ@PX／tʰa[ɴ@PX
ɡX>VD@QL ɡX>VD@Qɪ ɡX>VD@QL

kˀi[ɾH@／QX>QX��௶ったुの� QX>QX kʰi[ɾH@��きれ�

>KD@ɕL／[tʰi]mu[tu��ଽ� [tʰi]mu[tˀu >KD@ɕL／[tʰi]mu[tu��ଽ�
>QL@EX >Qɪ@EX／VD>NX@ɕL�お௣� >QL@EX
KL>PX ��

KX>WX@ɴ／>ʔX@GX��ଽ� >ʔX@GX ɸX>WR@ɴ

>KR@ː>ʨR@ː KD>WD@QD KD>WD@QD

>PD@QD>ʨD >PD@QD>ʨD >PD@QD>ʨD

ED>NL@WX��ংॣॶ�
[tʰaɴ@ɡX�ॺॖঞの③਄り
৷؜਽ଲ؛ෝᆙめऽで੅っ
ていく੟�

15

>KD@PL >KD@PL >KD@PL��௡⍭ुোれる�

PD>ː@ɾL PD>ː@L PD>ː@ɾL
[Q՝iɕL@ND>GL��ਨ௯� 15 Q՝i[ɕL��௯の時टऐ使अ�
�� 15 ��

�� NR>ʨL�َূ௯ُु >KH@ː�かء
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ᇶ♏語ᙡ㸰

番号 単語 ⋇小৙ஸ ⋈ಂૺᄾ ⋉ව੊
��� વ >ɸHːQ՝iɕL�વ௯� ɸs>ː／>ɸs@ɴND>ʥL�વ௯� SʰH[ː

��� ਗ� >VX WX@ࢊ >MD@ɴPs>ː�ੇのਗ൦�／
>VX@WX

VX>WX�ਵ঻$���
VX �%ਵ঻�WX<ࢊ

��� క Q՝i[Q՝i]ː >PL@ɡL PL>ɡL／PL>ɡL@ː��ਵ঻$���
>PL@ɡL�ਵ঻%�

��� ం [Sˀi]ʥD>L >oL@GD>L Sʰi[Ga]i

��� ၐ >ʔD@ːWX>NL >ʔD@ː>WX@NL >ʔDː@NDɴ>PD�ਵ঻$���
>ʔDː@WX>ʨL�ਵ঻%�

��� ફ >ʔa]sak[kˀa]ma／[kˀa]ɴ>PD ʔD>VD@NNDPD [kˀa]ɴ>PD�ਵ঻$؜%�

��� ફ�໤� >PD@ːɸLɾX >oL@ɴ>PD／PD>oLɴ@PD�$���
PD>ɕLɴ@PD�%�

Sʰi[ɾX�ਵ঻$؜%�

��� ০ Q՝a[ma Q՝a[ma [Q՝a]ma�ਵ঻$؜%�
��� अりङん�ڰ～گা� 15 15 15�ਵ঻$؜%�

��� ၿ PD>GX PD>GX >PD@GX��ଽ��ਵ঻$���oL>PD�
�ৗ�／PD>GX��ଽ��ਵ঻%�

��� ෌্ >MR@ːQHːŋD>WD �� ෌ථれ>MR@ː>QH@ː�ਵ঻$؜%�
／ఽMX>ɾX�ਵ঻$؜%�

��� ఽ中 >MX@QD>ː >MX@QD>ː／MX>QD@ː／
>MR@ː>QH@ː�ఽ�

>MX@QD>ː�ਵ঻$���
MX>QD@ː�ਵ঻%�

��� ঳આ年 >PL@ʦXQD>WL@ː >PL@ʨXQD>WL@ː >VXɡi]tʰu[ɕL�ਵ঻$���
>PL@ʨX>QD@WL�ਵ঻%�

��� ு年 KX>儓X KX>ʥX KX>GX�ਵ঻$���
ɸX>GX�ਵ঻%�

��� ০年 >KX@WD>EL >KX@WD>EL ɸX>WD@EL��০年��০২��ਵ঻

$���[kʰu]tu[ɕL�ਵ঻%�

��� ০年 >NRɴGR��০২� [kʰu]ɴ>GR�$���[kʰu]ɴ>GX�%� [kʰu]ɴGX��০年��০২��ਵ঻

$���[kʰuɴ@GX�ਵ঻%�

��� औਟ年 >QD@ːPL>ʦX >MDɴ@ʨX >MD@ɴʨR�ਵ঻$���
>MDɴ@ʨX�ਵ঻%�

��� ਟ年 MD>QL MD>QL >MD@QL�ਵ঻$؜%�
��� ৥঩ ʔD>ʨD ʔD>ʨD ʔD>ʨD�ਵ঻$؜%�
����� ৥৏঩ >ʔD@VD>WL >ʔD@VD>WL ʔD>VD@WL�ਵ঻$؜%�
����� しあऔって �� >MR@ː ʨˀi]Q՝ut[ti]ː�ਵ঻%�

����� โ঩ �� 15 15�ਵ঻$���>QD@ː>ʨD�ਵ঻

%�
����� โر঩ �� 15 PLN>ND�ਵ঻%�
��� ০঩ [k՝u]ː kʰ՝u[ː >ɕX@ː�ਵ঻$؜%�

��� આ঩ kˀi[Q՝u]ː ki[Q՝u]ː ʨˀi[Q՝u]ː�ਵ঻$���ʨi[Q՝u]ː
�ਵ঻%�
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「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」喜界島方言調査報告書
2011年8月15日　国立国語研究所

番号 単語
��� વ

��� ਗ�

��� క

��� ం

��� ၐ

��� ફ

��� ફ�໤�

��� ০
��� अりङん�ڰ～گা�

��� ၿ

��� ෌্

��� ఽ中

��� ঳આ年

��� ு年

��� ০年

��� ০年

��� औਟ年

��� ਟ年
��� ৥঩
����� ৥৏঩
����� しあऔって

����� โ঩

����� โر঩

��� ০঩

��� આ঩

④坂嶺 ⑤阿伝 ⑥上嘉鉄
>SH@ː >ɸH@ː >KH@ː

VX>WX �� VX>WX

>PL@ŋL �� >PL@ɡL

Sʰi[ʑH@ː �� oL>GD@ɾL

>ʔDːWD@ɴ>PD �� >ʔDː@WX>ʨL

15 �� [kˀa]ɴ>PD����時ႃऽで�
[kˀa]ɴ>PD�ଏ৐中ऽで�／
Sʰi[ɾX@��໤�

�� >PD@oLɴ>PD��໤�

[Q՝a]ma �� >QD@PD
�� �� 15

PD>GX／Sʰi[ma �� PD>GX

[Sʰi]ɴ>PD@ː／>MR@ː>QH@ː �� >MRːQHː@ʔD>WD@ː／
>ʔDːMR@ː>QH@ː

MX>ɾX�ఽ� �� >MX@QD>ND／ఽMX>ɾX�ఽ�

>PL@ʦu[Qa]tˀi �� >PL@VX>QD@WL

ɸX>ʑX／>ʥX �� ɸX>GX

15 �� kʰu[ta]bi��০৚�

>NXɴ@GX �� [kʰuɴ@GX

>MD@ɴʨX �� >MDɴ@ʨX

>MD@QL �� >MD@L
D>ʨD �� ʔD>ʨD
ʔa[sa]tˀi �� ʔD>VD@WL
MR>ː �� ��

>QD@ː>ʨD �� >QD@ː>ʨD

�� �� ��
>VX@ː �� >VX@ː

NL>ŋX@ː �� ʨL>MX@ː
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ᇶ♏語ᙡ㸰

番号 単語
��� વ

��� ਗ�

��� క

��� ం

��� ၐ

��� ફ

��� ફ�໤�

��� ০
��� अりङん�ڰ～گা�

��� ၿ

��� ෌্

��� ఽ中

��� ঳આ年

��� ு年

��� ০年

��� ০年

��� औਟ年

��� ਟ年
��� ৥঩
����� ৥৏঩
����� しあऔって

����� โ঩

����� โر঩

��� ০঩

��� આ঩

⋍೓ ⋎中౔ ⋏ൽ਽
>KHɴ@ND>GL@ː��વ௯� [K̑]ː ��

VX>WX VX>WX ��

>PL@ɡL >PL@ɡL ��

oL>GD@ɾL oL>GD@L ��

>ʔDː@WX>ʨL >ʔDː@WX>ʨL ��

[kˀa]ma�����時� >PLɕL@ɴ>PD����時ごौऽで� [kˀa]ma��ଏ৐中全体�
>PD@oLɴ>PD��ठॆअन����
時ႃ�

[kˀa]ɴ>PD������時ごौؠଫ

ફ�
[kˀa]ɴ>PD��ଫફ�／oL>UX��໤�

[Q՝a]ma [Q՝a]ma [Q՝a]ma
�� �� ��

PD>GX／KL>PD��ৗ� PD>GX�時৑৓૬৑৓়৑� ��

>MRːQHː@ʔX>ʨL／
>MRːQHː@ŋD>WD@ː

>MR@ː>QH@ː／>MXɴ@NX>ɾL@ː ��

>MX@QD>ː／MX>ɾX�ఽ� >MX@QD>ː／MX>ɾX�ఽ�
�FI!>oL@ɴ>PD@ː�໤�

��

>PL@ʨX>QD@WL >PL@ʨX>QD@WL ��

KX>GX ɸX>GX ɸX>]X

�� �� ��

[kʰuɴ@GX [kˀuɴ@GX ��

>MDɴ@ʨX >MDɴ@ʨX >MD@QL>MDɴ@ʦX

>MD@QL >MD@QL >MD@QL
ʔD>ʨD ʔD>ʨD ��
ʔa[sa]tˀi ʔD>VD@WL ��
MR>ː MR>ː ��

>QD@ː>ʨD >QD@ːʨD ��

�� >PLʨD@ː>ɕL@ː ��
>VX@ː >VX@ː ��

ʨˀi[Q՝u]ː ʨi[Q՝u]ː ��
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「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」喜界島方言調査報告書
2011年8月15日　国立国語研究所

番号 単語 ⋇小৙ஸ ⋈ಂૺᄾ ⋉ව੊

��� おととい ʔut[tˀi]ː >ZX@W>WL@ː Zut[tˀi]ː�ਵ঻$���>ZX@W>WL@ː
�ਵ঻%�

��� ऱとつ �� [tˀi]ʨX [tˀi]tu
��� ੸つ �� [tˀaː@ʨX [tˀaː@WX
��� ਕつ �� >PLː@ʨX >PLː@WX
��� ஛つ �� >MXː@ʨX >MXː@WX
��� ૜つ �� >ʔL@ʨX>ʨX >ʔLWXWX
��� ౽つ �� >PXː@ʨX >PXː@WX
��� ೻つ �� >QDQD@ʨX >QD@QD>WX
��� ழつ �� >MDː@ʨX >MD@ːWX
��� ృつ �� [kʰ儆@ː>QX@ʨX��>NX@NX>QX@ʨ [kʰu]ː>QX@WX
��� ે �� [tʰu]ː WX>ː
��� ঳য �� >ʨˀu]i >ʨˀu]i
��� ੸য �� [tˀa]i [tˀai
��� ਕয �� PL>ʨD@L >PL@ʨD>L
����� ஛য �� MX>WD@L >MX@WD>L
����� ૜য �� >L@ʨX>WD@L >ɡu]Q՝iɴ
����� ౽য �� PX>WD@L ��
����� ೻য �� >QD@QD>WD@L ��
����� ழয �� MD>WD@L ��
����� ృয �� [kʰu]ː>WD@L ��
����� ેয �� �� ��
��� ঳ �� >KL@ː 15
��� ੸ �� >ɸX@ː 15
��� ਕ �� >PL@ː 15
��� ஛ �� >MX@ː 15
��� ૜ �� >ʔL@ː 15
��� ౽ �� >PX@ː 15
��� ೻ �� >QD@QD 15
��� ழ �� >MD@ː 15
��� ృ �� [kʰu]Qu 15
��� ಳ
��� あそこ �� �� >ʔD@PD
��� あれ �� �� ʔD>ɾL
��� ここ �� �� >ɸX@PD
��� これ �� �� ɸX>ɾL
��� そこ �� �� >ʔX@PD
��� それ �� �� ʔX>ɾL
��� あなた �� �� >QD@ː>PL
��� あなた�おऽइ� �� �� ʔX>ɾD
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ᇶ♏語ᙡ㸰

番号 単語

��� おととい

��� ऱとつ
��� ੸つ
��� ਕつ
��� ஛つ
��� ૜つ
��� ౽つ
��� ೻つ
��� ழつ
��� ృつ
��� ે
��� ঳য
��� ੸য
��� ਕয
����� ஛য
����� ૜য
����� ౽য
����� ೻য
����� ழয
����� ృয
����� ેয
��� ঳
��� ੸
��� ਕ
��� ஛
��� ૜
��� ౽
��� ೻
��� ழ
��� ృ
��� ಳ
��� あそこ
��� あれ
��� ここ
��� これ
��� そこ
��� それ
��� あなた
��� あなた�おऽइ�

④坂嶺 ⑤阿伝 ⑥上嘉鉄

>ɡu]t[tʰi]ː �� ʔXW>WL@ː

[tˀi]ʦX �� [tˀi]tu
[tˀa]ː>ʦX �� [tˀa]ː>WX
>PL@ː>ʦX �� >PL@ː>WX
>MX@ː>ʦX �� >MX@ː>WX
>ʔL@ʦX>ʦX �� >ʔL@WX>WX
>PX@ː>ʦX �� >PX@ː>WX
>QD@QD>ʦX �� >QD@QD>WX
>MD@ː>ʦX �� >MD@ː>WX
>NX@ː>QX@ʦX �� [kʰu]ː>QX@WX
WX>ː �� tʰu[ː
>ʦˀu]i �� >ʦˀu]ɾL
tˀa[i �� tˀa[ɾL
>PL@ʨD>L �� >PL@ʨD>ɾL
[Mu]tˀa[i �� >MD@WD>ɾL
>L@ʦu[tˀa]i �� >ʔL@WX>WD@ɾL
[mu]tˀa[i �� >PX@WD>ɾL
[Qa]Qa[tˀa]i �� >QD@QD>WD@ɾL
[Ma]tˀa[i �� >MD@WD>ɾL
[ku]Qu[tˀa]i �� [kʰu]ɴ>WD@ɾL
�� �� [tʰu]ta[ɾL
[tˀi]ː �� >oL@ː
WD>ː �� >ɸX@ː
>PL@ː �� >PL@ː
>MX@ː �� >MR@ː
>Lː �� 15
PX>ː �� ��
>QD@QD �� ��
MD>ː �� ��
>NX@ː �� ��

�� �� >ʔD@PD
�� �� ʔD>ɾL
�� �� >KX@PD
�� �� ʔX>ɾL
�� �� >ʔX@PD
�� �� ʔX>ɾL
�� �� >QD@ː>PL��৯上�
�� �� >GD��৯ৣ�
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「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」喜界島方言調査報告書
2011年8月15日　国立国語研究所

番号 単語

��� おととい

��� ऱとつ
��� ੸つ
��� ਕつ
��� ஛つ
��� ૜つ
��� ౽つ
��� ೻つ
��� ழつ
��� ృつ
��� ે
��� ঳য
��� ੸য
��� ਕয
����� ஛য
����� ૜য
����� ౽য
����� ೻য
����� ழয
����� ృয
����� ેয
��� ঳
��� ੸
��� ਕ
��� ஛
��� ૜
��� ౽
��� ೻
��� ழ
��� ృ
��� ಳ
��� あそこ
��� あれ
��� ここ
��� これ
��� そこ
��� それ
��� あなた
��� あなた�おऽइ�

⋍೓ ⋎中౔ ⋏ൽ਽

Zut[tˀi]ː ʔut[tˀi]ː ��

[tˀi]tu [tˀi]tu [tˀi]ʦX
[tˀa]ː>WX [tˀa]ː[tˀu [tˀa]ː>ʦX
>PL@ː>WX >PL@ː[tˀu >PL@ː>ʦX
>MX@ː>WX >MX@ː[tˀu >MX@ː>ʦX
>ʔL@ːWX>WX >ʔi]tu[tˀu >ʔL@ʦX>ʦX
>PX@ː>WX >PX@ː[tˀu >PX@ː>ʦX
>QD@QD>WX [Qa]Qa[tˀu >QD@QD>ʦX
>MD@ː>WX >MD@ː[tˀu >MD@ː>ʦX
[kʰ儆@ː>QX@WX [kʰu]ː[Qu]tˀu >NX@ː>QX@ʦX
tʰu[ː tʰu[ː tʰu[ː
>ʨˀu]ɾL��যと৊஄� >ʨX@L >ʨX@ɾL
tˀa[ɾL tˀa[i tˀa[ɾL
>PL@ʨD>ɾL >PL@ʨD>L >PL@ʨD>ɾL
>MX@WD>ɾL [Mu]tˀa[i >MX@WD>ɾL
>ʨˀu]ɾL��যと৊஄� >ʔi]tu[tˀa]i ɡo[Q՝i]ɴ
�� [mu]tˀa[i ��
�� [Qa]Qa[tˀa]i ��
�� >MD@WD>L ��
�� [ku]Qu[tˀa]i ��
�� [tʰu]tˀa[i ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��

�� >ʔD@PD ��
�� >ʔD@ɾL ��
�� >ʔX@PD ��
�� ʔX>ɾL ��
�� >ʔX@PD ��
�� ʔX>ɾL ��
�� >QD@ː>PL >QD@ː>PL
�� >GD >GD
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ᇶ♏語ᙡ㸰

番号 単語 ⋇小৙ஸ ⋈ಂૺᄾ ⋉ව੊
��� あなたたठ �� �� >QDː@ʨD

��� あなたたठ�おऽइた

ठ�
�� �� >ʔX@ɾDɴ>QD@ː

��� எ �� �� >ZD@ɴ
��� எたठ�H[FOXVLYH� �� �� >ZD@ɴ>QD@ː
��� எたठ�LQFOXVLYH� �� �� >ZDː@ʨD

��� いくつ �� �� >ʔi]kˀu[tˀu

��� いくら �� �� >VD@ɴ>VD
��� いつ �� �� ʔL>WX
��� टれ �� �� tʰaɾX
��� नअ �� �� ɕDɕ>ɕL
��� नこ �� �� ɴʥD
��� नれ �� �� >GL@ɾX
��� なछ �� �� >QXࢀ@ŋD
��� なप �� �� >QX@ː

��� ৥かり �� �� ʔDːɡD>WX@L��৥るくなってい

る�
��� ഏ୾ �� �� >ɸX@GL>ː
��� ໹ �� �� >KD@ɴm՝aː>L
��� ດ �� �� ʔX>ɕX@ɡD
��� ৉൜ �� �� ʥL>ɕLɴ�ৗ�
��� ૬ �� �� [tˀiɴ@WR>ː
��� ୬഻ �� �� [tʰi]Ga
��� ໄඕ �� �� ʔLː>QXː�ଽ�／>WD@WXPD>NL�ৗ�

��� ଅ �� �� PL>ʨD

��� ᇐ� �� �� Q՝i[ʥL
��� ౌ �� �� ʔX>PD@WX
��� ໛ �� �� >oL@EX>ɕL
��� ฒ௿�ਲの� �� �� >ʔD@VD>ɕL

��� ኶੊�িの� �� �� >ʔDɴ@GD>QLࢀ

��� ੩ૺ、೎ �� �� >KDɴ@ED>WD@ː��੩ૺ�／
ʔLʥX>PL��೎�

��� ഗ �� �� PX>L／৛MD>PD

��� ዏ �� �� >ɡD@NL�ৗ�
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「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」喜界島方言調査報告書
2011年8月15日　国立国語研究所

番号 単語
��� あなたたठ

��� あなたたठ�おऽइた

ठ�
��� எ
��� எたठ�H[FOXVLYH�
��� எたठ�LQFOXVLYH�

��� いくつ

��� いくら
��� いつ
��� टれ
��� नअ
��� नこ
��� नれ
��� なछ
��� なप

��� ৥かり

��� ഏ୾
��� ໹
��� ດ
��� ৉൜
��� ૬
��� ୬഻
��� ໄඕ

��� ଅ

��� ᇐ�
��� ౌ
��� ໛
��� ฒ௿�ਲの�

��� ኶੊�িの�

��� ੩ૺ、೎

��� ഗ

��� ዏ

④坂嶺 ⑤阿伝 ⑥上嘉鉄
�� �� >QDːʨD@ː

�� �� >GD@ɴ>QD@ː

�� �� >ZD@ɴ
�� �� >ZD@ɴ>QD@ː
�� �� ZD>ʨD@ː／ʔLɴQ՝a�みんな�

�� �� ʔi[kˀu]tu

�� �� >VDɴ@VD
�� �� i[tˀu
�� �� tʰa[ɾX
�� �� >VDː@KH>ɴ
�� �� >ʥD@ː
�� �� >GL@ɾX
�� �� >QX@ː
�� �� QXː

�� �� >ʔD@ː>ɾL

�� ɸXGL�� ൿ� >oL@GX>ɾL
�� [kʰa]miQa[i >KDɴm՝a]ː>ɾL
�� VX>ː ʔX>VX
�� �� 15
�� [tʰi]ɴtˀo[ː [tˀiɴ@WR>ː
�� [tʰi]Ga [tʰi]Ga
�� >ʔL@ː>QX@ɴ 15

�� PL>ʨD／GX>ɾX��ာ�／kˀu[ʨD�
�ஒいଅの჋�

tˀu[ʨL��਀面のଅ�／PL>ʨD／
kˀu[ʨD��འଅସのଅ�

�� �� Q՝i[ʥL
�� ʔX>PD@WX ࢊ ʔX>PD@WX
�� oL>EX@ɕL >oL@EX>ɕL
�� >ʔD@VD>ɕL >DVDVD@ː>ɾL@ː

�� ʔD>EXɕL ʔD>EX@ɕL��িとিの୆ੀ଍�

�� KD>ː��੩ૺ�／>ɸX@ɴ>ʥL��೎� KD>ː��੩ૺ�

�� PX>L PX>ɾL

�� >ʥL@ɕL>ED@ɾD��૵ዏ�／
>ɸDɴWD��ዏの先ഈ�

>KD@ɴ>WD
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ᇶ♏語ᙡ㸰

番号 単語
��� あなたたठ

��� あなたたठ�おऽइた

ठ�
��� எ
��� எたठ�H[FOXVLYH�
��� எたठ�LQFOXVLYH�

��� いくつ

��� いくら
��� いつ
��� टれ
��� नअ
��� नこ
��� नれ
��� なछ
��� なप

��� ৥かり

��� ഏ୾
��� ໹
��� ດ
��� ৉൜
��� ૬
��� ୬഻
��� ໄඕ

��� ଅ

��� ᇐ�
��� ౌ
��� ໛
��� ฒ௿�ਲの�

��� ኶੊�িの�

��� ੩ૺ、೎

��� ഗ

��� ዏ

⋍೓ ⋎中౔ ⋏ൽ਽
�� QD>ː@ʨD QD>ː@ʨD

�� >GD@ɴ>QD@ː >GDːʨD

�� >ZD@ɴ >ZD@ɴ
�� >ZD@ɴ>QD@ː ZDW>WD@ː
�� ZD>ː@ʨD ZD>ː@ʨD

�� >VDɴ@VD／�>ʔi]kˀu[tˀu্੉஄

でमない�
>ʔLNXʦX／>VDɴVD

�� >VDɴ@VD ��
�� ʔL>WX ʔL>ʦX
�� WD>ɾX tʰa[ɾX
�� VD>ɕɕL ��
�� >ʥD@ː >ʥDː
�� >GL@ɾX >GL@ɾX／>GLɴ@ŋD���が�
�� >QX@ŋD ��
�� >QX@ː ��

�� >ʔD@ND>L ��

�� >ʔiQa]bi[kˀa]i >oL@GX>ɾL
�� [kʰami]Qa[i ��
�� ʔX>VX ��
�� 15 ��
�� [tʰiɴ@WR>ː ��
�� [tʰi]Ga ��
�� QR>ː ��

�� PL>ʨD ��

�� >ʨLɾLʨL@ɾL>ɡR@ː [Q՝i]ʥL
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��

��
ʔD>EX@ɕL�ഒとഒの୆ੀ଍の
ഓの所ా؜り上がっている
所ु੉अ�

��

�� >ʔL@ʥL>PL೎／KD>ː੩ૺ ��

�� PX>L ��

�� �� ��
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「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」喜界島方言調査報告書
2011年8月15日　国立国語研究所

番号 単語 ⋇小৙ஸ ⋈ಂૺᄾ ⋉ව੊

��� 坂 �� �� [SʰiɾD／Sʰi[ɾD

��� १থ०ᆁ �� �� ɡD>NL

��� ൃਉ �� �� ssat[ta]Q՝i

��� ຘ上 �� �� ZL>ː／̣L>ː

��� ྍፃ �� �� ɡD>PD

��� ൦ �� ��
>MD@ɴ>PH@ː�ੇの৐の૬৑�／
>oLː@QXɕ>ɕD@ː�൦のअठ਽な

नが೘わっている所�
��� ਲの೫ฒのৃ所、৔

ਲ
�� �� >ʔD@VD>VD

��� ৙ਉ、ਉ�ഒ� �� �� >oL@ɾRS>SD�ৗء�

��� ෣ �� �� [Sʰa]Ma／
Sʰa[ɕL@ɾD�ৗء�

��� ਲの਷ᆙり、౱ �� �� >ɸX@PX>L
��� ௃ �� �� 15
��� ಮ৉ �� �� >ɾL@NX
��� ᒗ� �� �� ELࢀ>ʨD@ː
��� ᅠ �� �� >Lɴ@GX>ŋD@ː
��� ქ �� �� PD>MD@ː
��� ጷ� �� �� QL>GX@PL
��� ጷ� �� �� 15
��� ᆈ �� �� EX>WD
��� ঑঑६ �� �� >EL@EL>GD@ː
��� খॠ �� �� MD>ɡL@ː
��� いるか �� �� Sʰi[tu
��� ์ື�अप� �� �� >ɡD@VX>WD@ː

��� ༏、ඕ༏ �� �� mi[Q՝a]ː／
[kʰa]Mami[Q՝a]ː

��� น �� �� kʰa[mi
��� ጧ �� �� VD>ED
��� ఄຂ �� �� >WX@EL>MX@ː
��� なऽこ１ �� �� >QD@PD>NX
��� ঄ॺॹ �� �� 15
��� ृनかり �� �� >ʔD@PD>PD@ː
��� ᎐ �� �� >ʔD@ː[Q՝i]ː
��� ኵ１ �� �� ɡD>ʥD@PL
��� ኵ２ �� �� >ɡD@ʥD>PD@ː
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ᇶ♏語ᙡ㸰

番号 単語

��� 坂

��� १থ०ᆁ

��� ൃਉ

��� ຘ上

��� ྍፃ

��� ൦

��� ਲの೫ฒのৃ所、৔
ਲ��� ৙ਉ、ਉ�ഒ�

��� ෣

��� ਲの਷ᆙり、౱
��� ௃
��� ಮ৉
��� ᒗ�
��� ᅠ
��� ქ
��� ጷ�
��� ጷ�
��� ᆈ
��� ঑঑६
��� খॠ
��� いるか
��� ์ື�अप�

��� ༏、ඕ༏

��� น
��� ጧ
��� ఄຂ
��� なऽこ１
��� ঄ॺॹ
��� ृनかり
��� ᎐
��� ኵ１
��� ኵ２

④坂嶺 ⑤阿伝 ⑥上嘉鉄

�� ɸL>ɾD／VD>ND VD>ND��普ৢの坂�／
KL>ɾD��৛の上の্の坂�

�� >ɕLɾDɸHː@ʔL>ɕL@ː��१থ०લ�／
ʔX>ɾX@ʔL>ɕL��๵१থ०のଈጱ�

��

�� �� >ʔDɾD@ʥL>ː

�� tˀu[ʥL��ોஉの�／
ɸD>QD@ː��てっぺん�

��

�� ɡR>ː／ʔD>QD／
ɡD>PD��૳ठるेअな所�

>ʔLɕLɴ@ɡD>PD@ː��લのྍፃء�

�� >MD@ɴ>PH@ː >MD@ɴ>PH@ː

�� VX>QL��ීৃএॖথॺ� ��
�� ɸD>WH@ː��ഒ�／ɸD>ɾX��৙ਉ� KD>ɾX��ഒ�

�� >ɸD@MD KD>ɕL@ɾD

�� KX>PX@L KX>PX@ɾL
�� >PL@QD>WX／[tʰu]ma[i��小औ [tʰu]ma[ɾL／PL>QD@WX
�� �� PX>WD
�� >EL@ː>ʨD@ː ��
�� >ML@ɴGX>ŋࣶa]ː ��
�� PD>MD@ː ��
�� PL>GX@PL ��
�� �� ��
�� bu[tˀa��[ɡR@ː>ɡR@ːと๥く� ��
�� >PL@PL>GD@ː ��
�� �� ��
�� >ɸi]tˀu ��
�� >MX@ĩ／>ɡD@VX ː[tˀa]ࢊ ��

�� ND>MD@ː��༏�／>EX@ː>WX@ː��ඕ
༏�

��

�� KD>PL ��
�� VD>ED ��
�� [tʰu]bi[Mu／ʔL>MX��ຂ� ��
�� tʰa[Ma]ː ��
�� >ɡD@ɾDW>WR@ː ��
�� >ʔD@PD>PD@ː ��
�� >ʔD@ː>ĩ@ː ��
�� ɡD>ʑD@PL ��
�� �� ��
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「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」喜界島方言調査報告書
2011年8月15日　国立国語研究所

番号 単語

��� 坂

��� १থ०ᆁ

��� ൃਉ

��� ຘ上

��� ྍፃ

��� ൦

��� ਲの೫ฒのৃ所、৔
ਲ��� ৙ਉ、ਉ�ഒ�

��� ෣

��� ਲの਷ᆙり、౱
��� ௃
��� ಮ৉
��� ᒗ�
��� ᅠ
��� ქ
��� ጷ�
��� ጷ�
��� ᆈ
��� ঑঑६
��� খॠ
��� いるか
��� ์ື�अप�

��� ༏、ඕ༏

��� น
��� ጧ
��� ఄຂ
��� なऽこ１
��� ঄ॺॹ
��� ृनかり
��� ᎐
��� ኵ１
��� ኵ２

⋍೓ ⋎中౔ ⋏ൽ਽

�� KL>ɾD�৛の上のຘ上� ��

�� �� ��

�� �� ��

�� �� ��

�� ɡD>PD ��

�� �� ��

�� �� ��
�� �� ��

�� �� ��

�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� >QL@]X>PD@ː
�� �� EX>WD
�� �� ��
�� �� MD>ʥL@ː
�� �� ��
�� �� ��

�� �� ��

�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
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ᇶ♏語ᙡ㸰

番号 単語 ⋇小৙ஸ ⋈ಂૺᄾ ⋉ව੊
��� ዛ �� �� kʰa[i]ɡR
��� かたつむり �� �� GHɴGHɴ>PX@ɕL�ৗء�
��� かऽきり１ �� �� >ʔLɕ@ɕD>WX@ː
��� Ꮟ �� �� >ʔD@VD>VD@ː
��� ᇫ �� �� [Sʰa]Sʰi[ɾD@ː
��� ẼẤ� �� �� >ʔH@ː>ʥD@ː
��� यった �� �� >ɡD@ː>WD@ː
��� ঒ढ़ॹ �� �� >PX@NND>GL
��� ໆ �� �� Sʰa[tˀu]ː

��� ᐲ�अौこ� ʔLN>NL >ʔL@N>NL LW>ʨL�ਵ঻$؜%�／
>KDɕ@ɕD>ŋL@ː�ਵ঻%�

��� ஏ �� �� GX>ː
��� ຼ �� �� WD>PD@ɡX
��� ຼ �� �� 15
��� ৿੟�੕ู� �� �� >GR@ː>EX@WX
��� とऔか、஝のたてが

み
�� �� >WD@WL>ɡD@PL

��� きくらげ �� �� >PLɴ@PRː>MD@ː
��� きのこ �� �� 15／ɕL>PL@ʥL
��� とअがらし �� �� Sʰu[ɕX／ɸX>ɕX
��� पんपく �� �� Sʰi[ɾX
��� みかん �� [kˀu]Qɪ>ɸD@ː [kˀu]Qi[SɸD@ː
��� ഏ �� �� ʔi[Q՝i
��� ᇦ �� �� >SɸD@ɴ>VX@ː
��� ᄦ�かृ� �� �� ɡD>MD
��� ౙᅷ �� �� [Q՝i]ɡ՝a[u]i
��� მ๊ �� �� ɡX>PD
��� ෛႇきल �� �� ZX>ŋL
��� ໃᅷ�へठऽ� �� �� >QD@SDɾD>MD@ː
��� পஉ１ �� �� >GH@ːku[Q՝i]ː
��� ෈ᅷ�とअがん� �� �� [tʰu]ː>ɡD@ː
��� ໼１ؙ小໼ �� �� kˀu[Ga]ː

��� ໼ؙڰવ਎໼、আش
ॼॶ

�� �� >ʥL@PD>PL／>ɾDN@ND>ɕR@ː
�ৗ�

��� વᅷ１ �� �� toS[S՝o]ː
��� ቧ�ፏのਔ௡ु� �� �� EL>ɾD／>ɕLɴ@PX>WX�ፏ�
��� ු�すすき� �� �� >GX@ɕL>ʨD@ː
��� ⎶�ेुऍ� �� �� >ɸX@WX
��� Ḅ �� �� ʔL>ʨL@ɡR
��� ≗々ጙ �� �� >KRː@ʥL
��� あおऔ �� �� >ʔD@ː>VD@ː
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「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」喜界島方言調査報告書
2011年8月15日　国立国語研究所

番号 単語
��� ዛ
��� かたつむり
��� かऽきり１
��� Ꮟ
��� ᇫ
��� ẼẤ�
��� यった
��� ঒ढ़ॹ
��� ໆ

��� ᐲ�अौこ�

��� ஏ
��� ຼ
��� ຼ
��� ৿੟�੕ู�
��� とऔか、஝のたてが

み��� きくらげ
��� きのこ
��� とअがらし
��� पんपく
��� みかん
��� ഏ
��� ᇦ
��� ᄦ�かृ�
��� ౙᅷ
��� მ๊
��� ෛႇきल
��� ໃᅷ�へठऽ�
��� পஉ１
��� ෈ᅷ�とअがん�
��� ໼１ؙ小໼

��� ໼ؙڰવ਎໼、আش
ॼॶ

��� વᅷ１
��� ቧ�ፏのਔ௡ु�
��� ු�すすき�
��� ⎶�ेुऍ�
��� Ḅ
��� ≗々ጙ
��� あおऔ

④坂嶺 ⑤阿伝 ⑥上嘉鉄
�� >PX@VX>ŋࣶa]ː��ଈ語� ��
�� �� ��
�� >ʔL@VDː[tˀu]ː ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��

�� ʔLW>ʨL／ڀ��� ʔLW>ʨL

�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
>NX@QL>SD@ː �� [kˀu]Qi[Ka]ː
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��

�� �� ��

�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
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ᇶ♏語ᙡ㸰

番号 単語
��� ዛ
��� かたつむり
��� かऽきり１
��� Ꮟ
��� ᇫ
��� ẼẤ�
��� यった
��� ঒ढ़ॹ
��� ໆ

��� ᐲ�अौこ�

��� ஏ
��� ຼ
��� ຼ
��� ৿੟�੕ู�
��� とऔか、஝のたてが

み��� きくらげ
��� きのこ
��� とअがらし
��� पんपく
��� みかん
��� ഏ
��� ᇦ
��� ᄦ�かृ�
��� ౙᅷ
��� მ๊
��� ෛႇきल
��� ໃᅷ�へठऽ�
��� পஉ１
��� ෈ᅷ�とअがん�
��� ໼１ؙ小໼

��� ໼ؙڰવ਎໼、আش
ॼॶ

��� વᅷ１
��� ቧ�ፏのਔ௡ु�
��� ු�すすき�
��� ⎶�ेुऍ�
��� Ḅ
��� ≗々ጙ
��� あおऔ

⋍೓ ⋎中౔ ⋏ൽ਽
�� �� ��
�� �� 15
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��

LW>ʨL �� ʔLW>ʨL

�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��

�� �� ��

�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
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「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」喜界島方言調査報告書
2011年8月15日　国立国語研究所

番号 単語 ⋇小৙ஸ ⋈ಂૺᄾ ⋉ව੊
��� つのऽた �� �� 15
��� ঔ६ॡ �� �� 15
��� यんしौअ �� �� >EDɴ@ɕL>ɾR@ː
��� あटん �� �� ʔa[Ga]Q՝i
��� がじॄऽる �� �� >ɡD@ʥL>PD@ɾX
��� くय�लौअ౴� �� �� 15／ɕX>ɾX�३গট�
��� ९ॸॶ �� �� >VXW@WDɴ>ED@ː
��� ইॡॠ �� �� >WRː�ɸX>NX@ɡL

��� ॡটॶॢ�ྐ೐でഹृ

ිを੿る�
�� �� 15／>ʔD@GDɴ>ɡR�あकみ�

��� ቆ �� �� ɡX>ʨL

��� こङइ、ෛႇᓭの先
ഈ

�� �� VD>ʨL�先�／VX>ɾD�ෛႇᓭの先

ഈ��ଽ�
��� ᦠ �� �� QL>ŋL@ː
��� ৰ �� �� PL>ː／QD>L@ː
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ᇶ♏語ᙡ㸰

番号 単語
��� つのऽた
��� ঔ६ॡ
��� यんしौअ
��� あटん
��� がじॄऽる
��� くय�लौअ౴�
��� ९ॸॶ
��� ইॡॠ

��� ॡটॶॢ�ྐ೐でഹृ

ිを੿る�
��� ቆ

��� こङइ、ෛႇᓭの先
ഈ

��� ᦠ
��� ৰ

④坂嶺 ⑤阿伝 ⑥上嘉鉄
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��

�� �� ��

�� �� ��

�� �� ��

�� �� ��
�� �� ��
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「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」喜界島方言調査報告書
2011年8月15日　国立国語研究所

番号 単語
��� つのऽた
��� ঔ६ॡ
��� यんしौअ
��� あटん
��� がじॄऽる
��� くय�लौअ౴�
��� ९ॸॶ
��� ইॡॠ

��� ॡটॶॢ�ྐ೐でഹृ

ිを੿る�
��� ቆ

��� こङइ、ෛႇᓭの先
ഈ

��� ᦠ
��� ৰ

⋍೓ ⋎中౔ ⋏ൽ਽
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��
�� �� ��

�� �� ��

�� �� ɡX>ʨL

�� �� ��

�� �� ��
�� �� ��
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「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」喜界島方言調査報告書 
� 2011年 8月 15日� 国立国語研究所 

 
 

アクセントデータ�
 
� 以下には，喜界島諸方言のアクセントデータを掲載する。基礎語彙１データ・基礎語彙２

データでは，音調の上がり目を [ で，音調の下がり目を ]� で表記したが，ここでは見やす
さを考えて，音調をあらわす記号として以下のものを使用する。 
� � 高く発音される拍●：  高く発音される助詞の拍：▲ 

低く発音される拍：○  低く発音される助詞の拍：△ 
中程度の高さで発音される拍：◎ 

� 助詞は，以下のような語形であらわれる。 
「が」＝ŋaまたは nu（アクセント上の振る舞いは同じ） 
「から」＝kaɾa（２拍） 
「まで」＝ɡadiまたは madi（アクセント上の振る舞いは同じ） 
「に」＝kaiまたは ni（kaiは２拍，niは１拍） 
「も」＝mu 
共通語の欄の「� 。」は言い切り形を，「� …」は接続形をあらわす。複数の型が回答

された場合は，２つ（またはそれ以上）の型を / で区切って併記する。各地点の調査者は
以下のとおり。�

地区名 班 調査担当者 
小野津 アクセント A 窪薗・儀利古・ペラール・平子・竹村 

アクセント B 松森・新田・姜・高山 
志戸桶 アクセント A 窪薗・松森・儀利古・竹村・姜 

アクセント B 新田・上野・平子・高山 
塩道 アクセント A 窪薗・儀利古・竹村・姜 

アクセント B 新田・上野・平子・高山 
阿伝 アクセント A 窪薗・松森・儀利古・ぺラール・竹村 

アクセント B 上野・新田・姜・高山 
上嘉鉄 アクセント A 窪薗・儀利古・竹村・姜 

アクセント B 新田・木部・高山・平子 
城久�  アクセント 新田・重野 
坂嶺 アクセント A 窪薗・三井・竹村・白田 

アクセント B 木部・高山・平子・佐藤 
湾 アクセント A 窪薗・儀利古・竹村・姜 

アクセント B 木部・新田・平子・高山 
中里 アクセント A 窪薗・儀利古・竹村・姜 

アクセント B 木部・高山・平子・新田 
荒木 アクセント A 松森・儀利古・竹村 

アクセント B 木部・高山・當山・佐藤 
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アクセントデータ

分類 共通語 小野津$ 小野津% 志戸桶$ 志戸桶% 塩道$ 塩道%
洞窟�ɡDPD�。 ●○ ●○ ― ●○ ○● ―

洞窟が… ○●△ ○●△ ― ●●● ●○▲ ―

洞窟から… ●○△△ ●○△△ ― ― ●○▲▲ ―

洞窟まで… ●○△△ ●○△△ ― ― ●○▲▲ ―

洞窟に… ○●△ ●○△△ ― ― ●○▲▲ ―

洞窟からも… ●○△△△/
●○△△▲

●○△△△ ― ―
●○▲▲▲/
●○▲▲△

―

洞窟までも… ●○△△△/
●○△△▲

― ― ― ●○▲▲▲ ―

洞窟にも… ●○△△ ― ― ―
●○△△△/
●○▲▲▲

―

洞窟に。 ○●△ ― ― ― ●○▲△ ―

洞窟にも。 ○●△△ ― ― ― ●○▲▲▲ ―

洞窟��を) … ― ― ― ― ○● ―

山�MDPD�。 ●●/
○●

○● ― ○● ― ―

山が… ○○▲ ●○▲ ― ●○▲ ― ―

山から… ●○△▲ ●○△▲ ― ●●△▲ ― ―

山まで… ●○△▲ ●○△▲ ― ●●△▲ ― ―

山に… ●○▲ ●○△▲ ― ●○▲▲ ― ―

山からも… ●○△▲△ ― ― ●●△▲▲ ― ―

山までも… ●○△▲△ ― ― ●●△▲▲ ― ―

山にも… ●○▲△ ●○△▲▲ ― ●○▲▲ ― ―

山に。 ◎○▲ ●○△▲ ― ●○▲ ― ―

山にも。 ●○▲△ ●○△▲▲ ― ●○▲△ ― ―

山��を) … ― ○● ― ○● ― ―

海�ʔXPL�。 ●●/
○●

○● ― ●○ ●○ ―

海が… ●○▲ ●○▲ ― ●●▲
●○▲/
●●▲

―

海から… ●○△▲ ●○△▲ ― ●●▲▲
●○△△/
●○▲▲

―

海まで… ●○△▲ ●○△▲ ― ●●▲▲
●○▲▲/
●○△△

―

海に… ●○▲/
◎○▲

●○△▲ ― ●●▲▲ ●○▲ ―

海からも… ●○△▲△ ― ― ●●▲▲▲
●○▲▲▲/
●○△△△

―

海までも… ●○△▲△ ― ― ●●▲▲▲ ●○▲▲▲ ―

海にも… ●○▲△ ●○△▲▲ ― ●●▲▲ ●○△△ ―

海に。 ◎○▲ ●○△▲ ― ●●△△ ●○▲△ ―

海にも。 ●○▲△ ― ― ●●△△ ― ―

海��を) … ― ○● ― ●● ― ―

舟�KXQL�ɸXQL�。 ○●/
◎●

○● ― ○● ― ―

舟が… ●○▲ ●○▲ ― ●○▲ ― ―

舟から… ●○△▲ ●○△▲ ― ●●△▲ ― ―

舟まで… ●○△▲/
◎○△▲

●○△▲ ― ●●△▲ ― ―

1�%

1�$

1�&

助詞　「が」：ŋD�QX、「から」：NDUD、「まで」：ɡDGL�PDGL、「に」：NDL�QL、「も」：PX
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分類 共通語
洞窟�ɡDPD�。
洞窟が…
洞窟から…
洞窟まで…
洞窟に…
洞窟からも…
洞窟までも…
洞窟にも…
洞窟に。
洞窟にも。
洞窟��を) …
山�MDPD�。
山が…
山から…
山まで…
山に…
山からも…
山までも…
山にも…
山に。
山にも。
山��を) …
海�ʔXPL�。
海が…
海から…
海まで…
海に…
海からも…
海までも…
海にも…
海に。
海にも。
海��を) …
舟�KXQL�ɸXQL�。
舟が…
舟から…
舟まで…

1�%

1�$

1�&

ᆏᕊ$ ᆏᕊ% 㜿ఏ$ 㜿ఏ% ୖ჆㕲$ ୖ჆㕲%(1) ୖ჆㕲%(2)
― ― ○● ○● ― ― ○●

― ― ●○▲ ●○▲ ― ― ●○▲

― ― ●○▲△ ●○▲▲ ― ― ●○●▲

― ― ― ●○▲▲ ― ― ●○●▲

― ― ― ●○▲▲ ― ― ●○●▲

― ― ― ●○▲▲▲ ― ― ●○●▲▲

― ― ― ●○▲▲▲ ― ― ●○●▲▲

― ― ― ●○▲▲▲ ― ― ●○●▲▲

― ― ― ●○▲△ ― ― ●○▲△

― ― ― ●○▲▲△ ― ― ●○▲▲△

― ― ― ○● ― ― ○●

― ○● ○● ○● ― ― ○●

― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ― ― ●○▲

― ●●△▲ ●○▲△ ●○▲▲ ― ― ●○●▲

― ●●△▲ ― ●○▲▲ ― ― ●○●▲

― ●●△▲ ― ●○▲▲ ― ― ●○●▲

― ●●▲△▲ ― ●○▲▲▲ ― ― ●○●▲▲

― ●●▲△▲ ― ●○▲▲▲ ― ― ●○●▲▲

― ●●△▲ ― ●○▲▲▲ ― ― ●○●▲▲

― ●○▲ ― ●○▲△ ― ― ●○▲△

― ●●△▲ ― ●○▲▲△ ― ― ●○▲▲△

― ○● ― ○● ― ― ○●

― ●○ ●○ ●○ ― ― ●○

― ●●▲
●○△/
●●▲

●●▲ ― ― ●●▲

― ●●▲▲ ●○△△ ●●▲▲ ― ― ●●▲▲

― ●●▲▲ ― ●●▲▲ ― ― ●●▲▲

― ●●▲ ― ●●▲▲ ― ― ●●▲▲

― ●●▲▲▲ ― ●●▲▲▲ ― ― ●●▲▲▲

― ●●▲▲▲ ― ●●▲▲▲ ― ― ●●▲▲▲

― ●●▲▲ ― ●●▲▲▲ ― ― ●●▲▲▲

― ●●△ ― ●○▲△ ― ― ●●▲△

― ●●▲△▲ ― ●○▲▲△ ― ― ●●▲▲△

― ●● ― ●● ― ― ●●

― ― ●○ ●○ ― ― ●○

― ―
●○△/
●●▲

●●▲ ― ― ●●▲

― ― ●○△△ ●●▲▲ ― ― ●●▲▲

― ― ― ●●▲▲ ― ― ●●▲▲
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アクセントデータ

分類 共通語
洞窟�ɡDPD�。
洞窟が…
洞窟から…
洞窟まで…
洞窟に…
洞窟からも…
洞窟までも…
洞窟にも…
洞窟に。
洞窟にも。
洞窟��を) …
山�MDPD�。
山が…
山から…
山まで…
山に…
山からも…
山までも…
山にも…
山に。
山にも。
山��を) …
海�ʔXPL�。
海が…
海から…
海まで…
海に…
海からも…
海までも…
海にも…
海に。
海にも。
海��を) …
舟�KXQL�ɸXQL�。
舟が…
舟から…
舟まで…

1�%

1�$

1�&

‴$ ‴% ୰㔛$ ୰㔛% Ⲩᮌ$ Ⲩᮌ%
― ― ○● ○● ― ○●

― ― ●○▲ ●●△ ― ●○▲

― ― ●●△▲ ●●▲△ ― ●○▲▲

― ― ●●△▲ ●●▲△ ― ●○▲▲

― ― ●○▲ ●●△ ― ●○▲

― ― ●●▲△▲ ●●▲▲△ ― ●○▲▲▲

― ― ●●▲△▲ ●●▲▲△ ― ●○▲▲▲

― ― ●●△▲ ●●▲△ ― ●●△▲

― ― ●○▲ ●○▲ ― ●○▲

― ― ●●△▲ ●●△▲ ― ●●△▲

― ― ― ●○ ― ○●

― ○● ○● ○● ― ○●

― ―
●○▲/
●●△

●●△ ― ●○▲

― ― ●●△▲ ●●▲△ ― ●○▲▲

― ― ●●△▲ ●●▲△ ― ●○▲▲

― ― ●○▲ ●●△ ― ●○▲

― ― ●●▲△▲ ●●▲▲△ ― ●○▲▲▲

― ― ●●▲△▲ ●●▲▲△ ― ●○▲▲▲

― ― ●●△▲ ●●▲△ ― ●●△▲

― ― ●○▲ ●○▲ ― ●○▲

― ― ●●△▲ ●●△▲ ― ●●△▲

― ― ― ●○ ― ○●

― ●○ ●○ ●○ ― ●○

― ―
●●▲/
●●△

●●▲ ― ●●▲

― ―
●●▲▲/
●●▲△

●●▲▲ ― ●●▲▲

― ―
●●▲▲/
●●▲△

●●▲▲ ― ●●▲▲

― ―
●●▲/
●●△

●●▲ ― ●●▲

― ―
●●▲▲▲/
●●▲▲△

●●▲▲▲ ― ●●▲▲▲

― ―
●●▲▲▲/
●●▲▲△

●●▲▲▲ ― ●●▲▲▲

― ―
●●▲▲/
●●▲△

●●▲▲ ― ●●▲▲

― ― ●●△ ●●△ ― ●●△

― ― ●●▲△ ●●▲△ ― ●●▲△

― ― ― ●● ― ●●

― ●○ ●○ ●○ ― ●○

― ―
●●▲/
●●△

●●▲ ― ●●▲

― ―
●●▲▲/
●●▲△

●●▲▲ ― ●●▲▲

― ― ●●▲▲ ●●▲▲ ― ●●▲▲

助詞　「が」：ŋD�QX、「から」：NDUD、「まで」：ɡDGL�PDGL、「に」：NDL�QL、「も」：PX
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分類 共通語 小野津$ 小野津% 志戸桶$ 志戸桶% 塩道$ 塩道%
舟に… ●○▲ ●○△▲ ― ●○▲▲ ― ―

舟からも… ●○△▲△ ― ― ●●△▲▲ ― ―

舟までも… ●○△▲△ ― ― ●●△▲▲ ― ―

舟にも… ●○△▲/
●○▲△

― ― ●○▲▲ ― ―

舟に。 ◎○▲ ●○△▲ ― ●○▲ ― ―

舟にも。 ●○▲△ ●○△▲▲ ― ●○▲△ ― ―

舟��を) … ― ○● ― ○● ― ―

௃�PLQDWX�WXPDL�。 ○●○ ○●○ ― ●○● ― ―

௃が… ◎●○△/
○●○△/
●●○△

○●○△ ― ●○●▲ ― ―

௃から… ○●○△△ ○●○△△ ― ●○●▲▲ ― ―

௃まで… ○●○△△
○●○△△㸭
○●○△◎

― ●○●▲▲ ― ―

௃に… ○●○△ ○●○△△ ― ●○●▲▲ ― ―

௃からも… ○●○△▲△/
○●○△△▲

○●○△△△ ― ●○●▲▲▲ ― ―

௃までも… ○●○▲△△/
○●○▲△△

○●○△△△ ― ●○●▲▲▲ ― ―

௃にも… ○●○△△ ― ― ●○●▲▲ ― ―

௃に。 ○●○△ ― ― ●○●△ ― ―

௃にも。 ○●○△△ ― ― ●○●▲△ ― ―

௃��を) … ○●○ ̿ ― ●○● ― ―

ཷ�WDłࡍD�。 ●●○/
◎●○

○○● ― ○●○ ― ―

ཷが… ◎●○△/
○●○△

●●○▲ ― ●○●▲ ― ―

ཷから… ○●○△△/
◎●○△△

●●○△▲ ― ●○●▲▲ ― ―

ཷまで… ○●○△△ ― ― ●○●▲▲ ― ―

ཷに… ○●○△ ●○○▲ ― ●○●▲▲ ― ―

ཷからも… ○●○△△△ ●●○△▲▲ ― ●○●▲▲▲ ― ―

ཷまでも… ○●○△△△/
○●○▲△△

― ― ●○●▲▲▲ ― ―

ཷにも… ○●○△△ ●●○▲▲ ― ●○●▲▲ ― ―

ཷに。 ○●○△ ― ― ●○●△ ― ―

ཷにも。 ○●○△△ ― ― ●○●▲△ ― ―

ཷ��を) … ○●○ ○○● ― ○●● ― ―

ഒ�SDWHł�KDWHł�。 ◎◎●/
◎○●

●○● ― ○●○ ― ―

ഒが… ●○○▲/
●○○◎

●○○▲ ― ●○●▲ ― ―

ഒから… ●○○△▲ ●○○△▲ ― ●○●▲▲ ― ―

ഒまで… ●○○△▲ ●○○△▲ ― ●○●▲▲ ― ―

ഒに… ●○○▲ ●○○△▲ ― ●○●▲▲ ― ―

ഒからも… ●○○△▲△ ●○○△▲▲ ― ●○●▲▲▲ ― ―

ഒまでも… ●○○△▲△ ●○○△▲▲ ― ●○●▲▲▲ ― ―

ഒにも… ●○○▲△ ●○○△▲▲ ― ●○●▲▲ ― ―

2�$

2�%

2�&

1�&
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アクセントデータ

分類 共通語
舟に…
舟からも…
舟までも…
舟にも…
舟に。
舟にも。
舟��を) …
௃�PLQDWX�WXPDL�。

௃が…
௃から…
௃まで…
௃に…
௃からも…
௃までも…
௃にも…
௃に。
௃にも。
௃��を) …
ཷ�WDłࡍD�。
ཷが…
ཷから…
ཷまで…
ཷに…
ཷからも…
ཷまでも…
ཷにも…
ཷに。
ཷにも。
ཷ��を) …
ഒ�SDWHł�KDWHł�。
ഒが…
ഒから…
ഒまで…
ഒに…
ഒからも…
ഒまでも…
ഒにも…

2�$

2�%

2�&

1�&

ᆏᕊ$ ᆏᕊ% 㜿ఏ$ 㜿ఏ% ୖ჆㕲$ ୖ჆㕲%(1) ୖ჆㕲%(2)
― ― ― ●●▲▲ ― ― ●●▲▲

― ― ― ●●▲▲▲ ― ― ●●▲▲▲

― ― ― ●●▲▲▲ ― ― ●●▲▲▲

― ― ― ●●▲▲▲ ― ― ●●▲▲▲

― ― ― ●○▲△ ― ― ●●▲△

― ― ― ●○▲▲△ ― ― ●●▲▲△

― ― ― ●● ― ― ●●

― ●○● ― ●○● ― ― ●○●

― ●●○▲ ― ●●○▲ ― ― ●○●▲

― ●●●△▲ ― ●●○▲▲ ― ― ●○○▲▲

― ●●●△▲ ― ●●○▲▲ ― ― ●○○▲▲

― ●●○▲ ― ●●○▲▲ ― ― ●○○▲▲

― ●●●▲△▲ ― ●●○▲▲▲ ― ― ●○○▲▲▲

― ●●●▲△▲ ― ●●○▲▲▲ ― ― ●○○▲▲▲

― ●●●△▲ ― ●●○▲▲▲ ― ― ●○○▲▲▲

― ●●○▲ ― ●●○▲△ ― ― ●○○▲△

― ●●●△▲ ― ●○○▲▲△ ― ― ●○○▲▲△

― ●○● ― ●○● ― ― ●○●

― ― ― ●○● ― ― ○●○

― ― ― ●●○▲ ― ― ○●●▲

― ― ― ●●○▲▲ ― ― ○●●▲▲

― ― ― ●●○▲▲ ― ― ○●●▲▲

― ― ― ●●○▲▲ ― ― ○●●▲▲

― ― ― ●●○▲▲▲ ― ― ○●●▲▲▲

― ― ― ●●○▲▲▲ ― ― ○●●▲▲▲

― ― ― ●○○▲▲△ ― ― ○●●▲▲▲

― ― ― ●●○▲△ ― ― ○●●▲△

― ― ― ●○○▲▲△ ― ― ○●●▲▲△

― ― ― ●○● ― ― ○●●

― ○●○ ― ○●○ ― ― ○●○

― ○○○▲ ― ○●●▲ ― ― ○●●▲

― ○○○△▲ ― ○●●▲▲ ― ― ○●●▲▲

― ○○○△▲ ― ○●●▲▲ ― ― ○●●▲▲

― ○○○▲ ― ○●●▲▲ ― ― ○●●▲▲

― ○○○△△▲ ― ○●●▲▲▲ ― ― ○●●▲▲▲

― ○○○△△▲ ― ○●●▲▲▲ ― ― ○●●▲▲▲

― ○○○△▲ ― ○●●▲▲▲ ― ― ○●●▲▲▲

助詞　「が」：ŋD�QX、「から」：NDUD、「まで」：ɡDGL�PDGL、「に」：NDL�QL、「も」：PX
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分類 共通語
舟に…
舟からも…
舟までも…
舟にも…
舟に。
舟にも。
舟��を) …
௃�PLQDWX�WXPDL�。

௃が…
௃から…
௃まで…
௃に…
௃からも…
௃までも…
௃にも…
௃に。
௃にも。
௃��を) …
ཷ�WDłࡍD�。
ཷが…
ཷから…
ཷまで…
ཷに…
ཷからも…
ཷまでも…
ཷにも…
ཷに。
ཷにも。
ཷ��を) …
ഒ�SDWHł�KDWHł�。
ഒが…
ഒから…
ഒまで…
ഒに…
ഒからも…
ഒまでも…
ഒにも…

2�$

2�%

2�&

1�&

‴$ ‴% ୰㔛$ ୰㔛% Ⲩᮌ$ Ⲩᮌ%
― ― ●●▲ ●●▲ ― ●●▲

― ―
●●▲▲▲/
●●▲▲△

●●▲▲▲ ― ●●▲▲▲

― ―
●●▲▲▲/
●●▲▲△

●●▲▲▲ ― ●●▲▲▲

― ―
●●▲▲/
●●▲△

●●▲▲ ― ●●▲▲

― ― ●●△ ●●△ ― ●●△

― ― ●●▲△ ●●▲△ ― ●●▲△

― ― ― ●● ― ●●

― ○●○ ― ●○● ― ●○●

― ― ― ●●●△ ― ●●○▲

― ― ― ●●●▲△ ― ●●○▲▲

― ― ― ●●●▲△ ― ●●○▲▲

― ― ― ●●●△ ― ●●○▲

― ― ― ●●●▲▲△ ― ●●○▲▲▲

― ― ― ●●●▲▲△ ― ●●○▲▲▲

― ― ― ●●●▲△ ― ●●●△▲

― ― ― ●●○▲ ― ●●○▲

― ― ― ●●●△▲ ― ●●●△▲

― ― ― ●●△ ― ●○●

― ○●○ ― ●● ― ●○●

― ― ― ●○● ― ●●○▲

― ― ― ●●●△ ― ●●○▲▲

― ― ― ●●●▲△ ― ●●○▲▲

― ― ― ●●●▲△ ― ●●○▲

― ― ― ●●●△ ― ●●○▲▲▲

― ― ― ●●●▲▲△ ― ●●○▲▲▲

― ― ― ●●●▲▲△ ― ●●●△▲

― ― ― ●●●▲△ ― ●●○▲

― ― ― ●●○▲ ― ●●●△▲

― ― ― ●●●△▲ ― ●○●

― ○●○ ― ●●△ ― ○●○

― ― ― ○●○ ― ●●●▲

― ― ― ●○○▲ ― ●●●▲▲

― ― ― ●○○△▲ ― ●●●▲▲

― ― ― ●○○▲ ― ●●●▲

― ― ― ●○○△△▲ ― ●●●▲▲▲

― ― ― ●○○△△▲ ― ●●●▲▲▲

― ― ― ●○○△▲ ― ●●●▲▲
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アクセントデータ

分類 共通語 小野津$ 小野津% 志戸桶$ 志戸桶% 塩道$ 塩道%
ഒに。 ●○○▲ ●○○△▲ ― ●○●△ ― ―

ഒにも。 ●○○▲△ ●○○△▲▲ ― ●○●▲△ ― ―

ഒ��を) … ◎○● ●○● ― ○●● ― ―

૬�WLࢦWRł�。 ●○○○ ― ― ●○●○ ― ―

૬が… ●○○○△ ― ― ●○○●▲ ― ―

૬から… ●○○○△△ ― ― ●○○●▲▲ ― ―

૬まで… ●○○○△△/
●○○○▲△

― ― ●○○●▲▲ ― ―

૬に… ●○○○△ ― ― ●○○●▲ ― ―

૬からも… ●○○○△△▲ ― ― ●○○●▲▲▲ ― ―

૬までも… ●○○○△△△ ― ― ●○○●▲▲▲ ― ―

૬にも… ●○○○△△ ― ― ●○○●▲▲ ― ―

૬に。 ●○○○△ ― ― ●○●●△ ― ―

૬にも。 ●○○○△△ ― ― ●○●●▲△ ― ―

૬��を) … ●○○○ ― ― ●○●● ― ―

઎ਚ�WRłɡXࡍD�。 ― ― ― ― ― ―

઎ਚが… ― ― ― ― ― ―

઎ਚから… ― ― ― ― ― ―

઎ਚまで… ― ― ― ― ― ―

઎ਚに… ― ― ― ― ― ―

઎ਚからも… ― ― ― ― ― ―

઎ਚまでも… ― ― ― ― ― ―

઎ਚにも… ― ― ― ― ― ―

઎ਚに。 ― ― ― ― ― ―

઎ਚにも。 ― ― ― ― ― ―

઎ਚ��を) … ― ― ― ― ― ―

ଠ੩�WLࡺࢦRł�。 ●○○● ― ― ●○●○ ― ―

ଠ੩が… ●○○○▲ ― ― ●○○●▲ ― ―

ଠ੩から… ●○○○△▲ ― ― ●○○●▲▲ ― ―

ଠ੩まで… ●○○○△▲ ― ― ●○○●▲▲ ― ―

ଠ੩に… ●○○○▲ ― ― ●○○●▲ ― ―

ଠ੩からも… ●○○○△▲△ ― ― ●○○●▲▲▲ ― ―

ଠ੩までも… ●○○○△▲△ ― ― ●○○●▲▲▲ ― ―

ଠ੩にも… ●○○○▲△ ― ― ●○○●▲▲ ― ―

ଠ੩に。 ●○○○▲ ― ― ●○●●△ ― ―

ଠ੩にも。 ●○○○▲△ ― ― ●○●●▲△ ― ―

ଠ੩��を) … ●○○● ― ― ●○●● ― ―

洞窟�ɡDPD�。 ― ― ― ― ― ―

4�$

3�$

3�%

3�&

2�&

助詞　「が」：ŋD�QX、「から」：NDUD、「まで」：ɡDGL�PDGL、「に」：NDL�QL、「も」：PX
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ⓗ◊✲ࠖ႐⏺ᓥ᪉ゝㄪᰝሗ࿌᭩ྜ⥲ࡢࡵࡓࡢㄪᰝ࣭ಖᏑࡢᾘ⁛༴ᶵ᪉ゝࠕ
2011ᖺ8᭶15᪥ࠉᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ

分類 共通語
ഒに。
ഒにも。
ഒ��を) …
૬�WLࢦWRł�。
૬が…
૬から…
૬まで…
૬に…
૬からも…
૬までも…
૬にも…
૬に。
૬にも。
૬��を) …
઎ਚ�WRłɡXࡍD�。
઎ਚが…
઎ਚから…
઎ਚまで…
઎ਚに…
઎ਚからも…
઎ਚまでも…
઎ਚにも…
઎ਚに。
઎ਚにも。
઎ਚ��を) …
ଠ੩�WLࡺࢦRł�。
ଠ੩が…
ଠ੩から…
ଠ੩まで…
ଠ੩に…
ଠ੩からも…
ଠ੩までも…
ଠ੩にも…
ଠ੩に。
ଠ੩にも。
ଠ੩��を) …
洞窟�ɡDPD�。

4�$

3�$

3�%

3�&

2�&

ᆏᕊ$ ᆏᕊ% 㜿ఏ$ 㜿ఏ% ୖ჆㕲$ ୖ჆㕲%(1) ୖ჆㕲%(2)
― ○○●△ ― ○●●▲△ ― ― ○●●▲△

― ○○○▲△ ― ○●●▲▲△ ― ― ○●●▲▲△

― ○●● ― ○●● ― ― ○●●

― ― ― ●○○● ― ― ●●○●

― ― ― ●○○○▲ ― ― ●●●○▲

― ― ― ●○○○▲▲ ― ― ●●●○▲▲

― ― ― ●○○○▲▲ ― ― ●●●○▲▲

― ― ― ●○○○▲▲ ― ― ●●●○▲▲

― ― ― ●○○○▲▲▲ ― ― ●●●○▲▲▲

― ― ― ●○○○▲▲▲ ― ― ●●●○▲▲▲

― ― ― ●○○○▲▲▲ ― ― ●●●○▲▲▲

― ― ― ●○○○▲▲ ― ― ●●●○▲△

― ― ― ●○○○▲▲△ ― ― ●●●○▲▲△

― ― ― ●○○● ― ― ●●○●

― ― ― ●○○● ― ― ―

― ― ― ●○○○▲ ― ― ―

― ― ― ●○○○▲▲ ― ― ―

― ― ― ●○○○▲▲ ― ― ―

― ― ― ●○○○▲▲ ― ― ―

― ― ― ●○○○▲▲▲ ― ― ―

― ― ― ●○○○▲▲▲ ― ― ―

― ― ― ●○○○▲▲▲ ― ― ―

― ― ― ●○○○▲▲ ― ― ―

― ― ― ●○○○▲▲△ ― ― ―

― ― ― ●○○● ― ― ―

― ― ― ●○●○ ― ― ●○●○

― ― ― ●○●●▲ ― ― ●○●●▲

― ― ― ●○●●▲▲ ― ― ●○●●▲▲

― ― ― ●○●●▲▲ ― ― ●○●●▲▲

― ― ― ●○●●▲▲ ― ― ●○●●▲▲

― ― ― ●○●●▲▲▲ ― ― ●○●●▲▲▲

― ― ― ●○●●▲▲▲ ― ― ●○●●▲▲▲

― ― ― ●○●●▲▲▲ ― ― ●○●●▲▲▲

― ― ― ●○●●▲△ ― ― ●○●●▲△

― ― ― ●○●●▲▲△ ― ― ●○●●▲▲△

― ― ― ●○●● ― ― ●○●●

― ― ― ○● ― ― ○●
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アクセントデータ

分類 共通語
ഒに。
ഒにも。
ഒ��を) …
૬�WLࢦWRł�。
૬が…
૬から…
૬まで…
૬に…
૬からも…
૬までも…
૬にも…
૬に。
૬にも。
૬��を) …
઎ਚ�WRłɡXࡍD�。
઎ਚが…
઎ਚから…
઎ਚまで…
઎ਚに…
઎ਚからも…
઎ਚまでも…
઎ਚにも…
઎ਚに。
઎ਚにも。
઎ਚ��を) …
ଠ੩�WLࡺࢦRł�。
ଠ੩が…
ଠ੩から…
ଠ੩まで…
ଠ੩に…
ଠ੩からも…
ଠ੩までも…
ଠ੩にも…
ଠ੩に。
ଠ੩にも。
ଠ੩��を) …
洞窟�ɡDPD�。

4�$

3�$

3�%

3�&

2�&

‴$ ‴% ୰㔛$ ୰㔛% Ⲩᮌ$ Ⲩᮌ%
― ― ― ○●●△ ― ●●●△

― ― ― ○●●▲△ ― ●●●▲△

― ― ― ●○○ ― ●●●

― ― ― ●●○● ― ●●○●

― ― ― ●●●●△ ― ●●●○▲

― ― ― ●●●●▲△ ― ●●●○▲▲

― ― ― ●●●●▲△ ― ●●●○▲▲

― ― ― ●●●●△ ― ●●●○▲

― ― ― ●●●●▲▲△ ― ●●●○▲▲▲

― ― ― ●●●●▲▲△ ― ●●●○▲▲▲

― ― ― ●●●●▲△ ― ●●●●△▲

― ― ― ●●●○▲ ― ●●●○▲

― ― ― ●●●●△▲ ― ●●●●△▲

― ― ― ●●●○ ― ●●○●

― ― ― ●●○● ― ●●○●

― ― ― ●●●●△ ― ●●●○▲

― ― ― ●●●●▲△ ― ●●●○▲▲

― ― ― ●●●●▲△ ― ●●●○▲▲

― ― ― ●●●●△ ― ●●●○▲

― ― ― ●●●●▲▲△ ― ●●●○▲▲▲

― ― ― ●●●●▲▲△ ― ●●●○▲▲▲

― ― ― ●●●●▲△ ― ●●●●△▲

― ― ― ●●●○▲ ― ●●●○▲

― ― ― ●●●●△▲ ― ●●●●△▲

― ― ― ●●●○ ― ●●○●

― ●○●○ ― ●○●○ ― ●○●○

― ●○●●▲ ― ●●○○▲ ― ●○●●▲

― ●○●●▲▲ ― ●●○○△▲ ― ●○●●▲▲

― ●○●●▲▲ ― ●●○○△▲ ― ●○●●▲▲

― ●○●●▲ ― ●●○○▲ ― ●○●●▲

― ●○●●▲▲▲ ― ●●○○△△▲ ― ●○●●▲▲▲

― ●○●●▲▲▲ ― ●●○○△△▲ ― ●○●●▲▲▲

― ●○●●▲▲ ― ●●○○△▲ ― ●○●●▲▲

― ●○●●△ ― ●○●●△ ― ●○●●△

― ●○●●▲△ ― ●○●●▲△ ― ●○●●▲△

― ― ― ●●○○ ― ●○●●

― ― ― ○● ― ○●

助詞　「が」：ŋD�QX、「から」：NDUD、「まで」：ɡDGL�PDGL、「に」：NDL�QL、「も」：PX
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分類 共通語 小野津$ 小野津% 志戸桶$ 志戸桶% 塩道$ 塩道%
洞窟म… ― ― ― ― ― ―

洞窟からम… ― ― ― ― ― ―

洞窟までम… ― ― ― ― ― ―

洞窟にम… ― ― ― ― ― ―

洞窟からも… ― ― ― ― ― ―

山�MDPD�。 ― ― ― ― ― ―

山म… ― ― ― ― ― ―

山からम… ― ― ― ― ― ―

山までम… ― ― ― ― ― ―

山にम… ― ― ― ― ― ―

山からも… ― ― ― ― ― ―

海。 ― ― ― ― ― ―

海म… ― ― ― ― ― ―

海からम… ― ― ― ― ― ―

海までम… ― ― ― ― ― ―

海にम… ― ― ― ― ― ―

海からも… ― ― ― ― ― ―

舟�ɸXQL�。 ― ― ― ― ― ―

舟म… ― ― ― ― ― ―

舟からम… ― ― ― ― ― ―

舟までम… ― ― ― ― ― ―

舟にम… ― ― ― ― ― ―

舟からも… ― ― ― ― ― ―

ഷ�儘Lł�儘ফLł�。 ●○/
●●

●○ ●○ ●○ ○● ○●

ഷが… ●△ ●○△ ●●▲ ●●▲ ●○▲ ●○▲

ഷが。 ●△ ●○△ ●●△ ●●△ ●○▲ ●○▲

ഷも。 ●△ ●○△ ●●△ ●●△ ●○▲ ―

ഷから。 ●△△ ●○△△ ●●△△ ●●△△ ●○▲△ ●○▲△

ഷまで。 ●△△ ●○△△ ●●△△ ●●△△ ●○▲△ ―

ഷからも。 ●△△△ ●○△△△ ●●△△△ ●●△△△ ●○▲▲△ ●○▲▲△

ഷまでも。 ●△△△ ●○△△△ ●●△△△ ●●△△△
●○▲△△/
●○▲▲△

―

୴�KDł�。 ●○ ●○ ●○ ●○ ○● ○●

୴が… ●○△ ●○△ ●●▲ ●●▲ ●○▲ ●○▲

୴が。 ●○△ ●○△ ●●△ ●●△ ●○▲ ●○▲

୴も。 ●○△ ●○△ ●●△ ●●△ ●○▲ ―

୴から。 ●○△△ ●○△△ ●●△△ ●●△△ ●○▲△ ●○▲△

୴まで。 ●○△△ ●○△△ ●●△△ ●●△△ ●○▲△ ―

5�$

4�$

4�%

4�&
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アクセントデータ

分類 共通語
洞窟म…
洞窟からम…
洞窟までम…
洞窟にम…
洞窟からも…
山�MDPD�。
山म…
山からम…
山までम…
山にम…
山からも…
海。
海म…
海からम…
海までम…
海にम…
海からも…
舟�ɸXQL�。
舟म…
舟からम…
舟までम…
舟にम…
舟からも…
ഷ�儘Lł�儘ফLł�。
ഷが…
ഷが。
ഷも。
ഷから。
ഷまで。
ഷからも。
ഷまでも。
୴�KDł�。
୴が…
୴が。
୴も。
୴から。
୴まで。

5�$

4�$

4�%

4�&

ᆏᕊ$ ᆏᕊ% 㜿ఏ$ 㜿ఏ% ୖ჆㕲$ ୖ჆㕲%(1) ୖ჆㕲%(2)
― ― ― ●○▲ ― ― ●○▲

― ― ― ●○▲▲▲ ― ― ●○△▲▲

― ― ― ●○▲▲▲ ― ― ●○△▲▲

― ― ― ― ― ― ●○△▲▲

― ― ― ― ― ― ●○△▲▲

― ― ― ○● ― ― ●○▲

― ― ― ●○▲ ― ― ●○△▲▲

― ― ― ●○▲▲▲ ― ― ●○△▲▲

― ― ― ●○▲▲▲ ― ― ●○△▲▲

― ― ― ― ― ― ●○△▲▲

― ― ― ― ― ― ●○

― ― ― ●○ ― ― ●●▲

― ― ― ●○△ ― ― ●●▲▲▲

― ― ― ●○▲▲▲ ― ― ●●▲▲▲

― ― ― ●○▲▲▲ ― ― ●●▲▲▲

― ― ― ― ― ― ●●▲▲▲

― ― ― ― ― ― ●●▲▲▲

― ― ― ●○ ― ― ●●▲

― ― ― ●●▲ ― ― ●●▲▲▲

― ― ― ●●▲▲▲ ― ― ●●▲▲▲

― ― ― ●●▲▲▲ ― ― ●●▲▲▲

― ― ― ― ― ― ●●▲▲▲

― ― ― ― ― ― ●●▲▲▲

○● ○● ○● ○● ○● ○● ○●

●○▲ ●○▲ ●●▲ ●○▲ ●○▲ ― ●○▲

●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ― ●○▲

●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ― ●○▲

●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ●○▲△ ●○▲△ ― ●○▲△

●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ― ●○▲△ ― ●○▲△

●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○▲▲△ ― ●○▲▲△ ― ●○▲▲△

●●▲△▲ ●●▲△▲ ― ― ●○▲▲△ ― ●○▲▲△

○● ○● ○● ○● ○● ○● ○●

●○▲ ●○▲ ●●▲ ●○▲ ●○▲ ― ●○▲

●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ― ●○▲

― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ― ●○▲

●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ●○▲△ ●○▲△ ― ●○▲△

●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ― ― ― ●○▲△

助詞　「が」：ŋD�QX、「から」：NDUD、「まで」：ɡDGL�PDGL、「に」：NDL�QL、「も」：PX
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分類 共通語
洞窟म…
洞窟からम…
洞窟までम…
洞窟にम…
洞窟からも…
山�MDPD�。
山म…
山からम…
山までम…
山にम…
山からも…
海。
海म…
海からम…
海までम…
海にम…
海からも…
舟�ɸXQL�。
舟म…
舟からम…
舟までम…
舟にम…
舟からも…
ഷ�儘Lł�儘ফLł�。
ഷが…
ഷが。
ഷも。
ഷから。
ഷまで。
ഷからも。
ഷまでも。
୴�KDł�。
୴が…
୴が。
୴も。
୴から。
୴まで。

5�$

4�$

4�%

4�&

‴$ ‴% ୰㔛$ ୰㔛% Ⲩᮌ$ Ⲩᮌ%
― ― ― ●●△ ― ●○△

― ― ― ●●▲▲△ ― ●○△△△

― ― ― ●●▲▲△ ― ●○△△△

― ― ― ●●▲△ ― ○●△△

― ― ― ●●▲▲△ ― ●○△△△

― ― ― ○● ― ○●

― ― ― ●●△ ― ●○△

― ― ― ●●▲▲△ ― ●○△△△

― ― ― ●●▲▲△ ― ●○△△△

― ― ― ●●▲△ ― ○●△△

― ― ― ●●▲▲△ ― ●○△△△

― ― ― ●○ ― ●○

― ― ― ●●▲ ― ●●▲

― ― ― ●●▲▲▲ ― ●●▲▲▲

― ― ― ●●▲▲▲ ― ●●▲▲▲

― ― ― ●●▲▲ ― ●●▲▲

― ― ― ●●▲▲▲ ― ●●▲▲▲

― ― ― ●○ ― ●○

― ― ― ●●▲ ― ●●▲

― ― ― ●●▲▲▲ ― ●●▲▲▲

― ― ― ●●▲▲▲ ― ●●▲▲▲

― ― ― ●●▲▲ ― ●●▲▲

― ― ― ●●▲▲▲ ― ●●▲▲▲

○● ― ○● ○● ○● ○●

●○▲ ― ●○▲ ●●△ ●○▲ ●○▲

●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●●△▲/
●○○▲

― ●●△▲ ●●△▲ ●○▲▲ ●○▲△

●●△▲/
●○○▲

― ●●△▲ ●●△▲ ●○▲▲ ●○▲△

●●▲△▲ ― ●●▲△▲ ●●▲△▲
●○△▲△/
●○△▲▲

●○▲▲△

●●▲△▲ ― ●●▲△▲ ●●▲△▲
●○△▲△/
●○△▲▲

●○▲▲△

○● ― ○● ○● ○● ○●

●○▲ ― ●○▲ ●●△ ●○▲ ●○▲

●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●●△▲ ―
●●△▲/
●○△▲

●●△▲
●○▲▲/
●○▲△

●○▲△

●●△▲ ― ●●△▲ ●●△▲
●○▲▲/
●○▲△

●○▲△
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アクセントデータ

分類 共通語 小野津$ 小野津% 志戸桶$ 志戸桶% 塩道$ 塩道%
୴からも。 ●○△△△ ●○△△△ ●●△△△ ●●△△△ ●○▲▲△ ●○▲▲△

୴までも。 ●○△△△ ●○△△△ ●●△△△ ●●△△△ ●○▲△△ ―

ඣ�VHł�。 ●○ ●○ ●○ ●○ ○● ○●

ඣが… ●○△ ●○△ ●●▲ ●●▲ ●○▲ ●○▲

ඣが。 ●○△ ●○△ ●●△ ●●△ ●○▲ ●○▲

ඣも。 ●○△ ●○△ ●●△ ●●△ ●○▲ ―

ඣから。 ●○△△ ●○△△ ●●△△ ●●△△ ●○▲△ ●○▲△

ඣまで。 ●○△△ ●○△△ ●●△△ ●●△△ ●○▲△ ―

ඣからも。 ●○△△△ ●○△△△ ●●△△△ ●●△△△ ●○▲▲△ ●○▲▲△

ඣまでも。 ●○△△△/
●○△◎△

●○△△△ ●●△△△ ●●△△△ ●○▲△△ ―

੩ૺ�KDł�。 ●○ ●○ ●○ ●○ ○● ―

੩ૺが… ●○△ ●○△ ●●▲ ●●▲ ●○▲ ―

੩ૺが。 ●○△ ●○△ ●●△ ●●△ ●○▲ ―

੩ૺも。 ●○△ ●○△ ●●△ ●●△ ●○▲ ―

੩ૺから。 ●○△△ ●○△△ ●●△△ ●●△△ ●○▲△ ―

੩ૺまで。 ●○△△ ●○△△ ●●△△ ●●△△ ●○▲△ ―

੩ૺからも。 ●○△△△ ●○△△△ ●●△△△ ●●△△△ ●○▲▲△ ―

੩ૺまでも。 ●○△△△ ●○△△△ ●●△△△ ●●△△△ ●○▲△△ ―

৯�PLł�。 ●●/
◎◎

○● ○● ○● ○● ○●

৯が… ◎◎▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

৯が。 ◎◎▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

৯も。 ◎◎▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ―

৯から。 ◎◎△▲ ●○△▲
●○△▲/
●●△▲

●●△▲ ●○▲△ ●○▲△

৯まで。 ◎◎△▲ ●○△▲
●○△▲/
●●△▲

●●△▲ ●○▲△ ―

৯からも。 ◎◎△▲△/
●●△▲△

●○△▲△ ●○△▲△ ●●△▲△ ●○▲▲△ ●○▲▲△

৯までも。 ◎◎△▲△ ●○△▲△ ●○△▲△ ●●△▲△
●○▲▲△/
●○▲△△

―

਽�KLł�。 ◎● ○● ○● ○● ○● ○●

਽が… ◎◎▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

਽が。 ◎◎▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

਽も。 ◎◎▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ―

਽から。 ◎◎△▲ ●○△▲
●○△▲/
●●△▲

●●△▲ ●○▲△ ●○▲△

਽まで。 ◎◎△▲ ●○△▲
●○△▲/
●●△▲

●●△▲ ●○▲△ ―

਽からも。 ◎◎△▲△ ●○△▲△ ●○△△△ ●●△▲△ ●○▲▲△ ●○▲▲△

਽までも。 ◎◎△▲△ ●○△▲△ ●○△▲△ ●●△▲△ ●○▲△△ ―

ᄾ�ZLł�Zࢥł�。 ◎● ○● ○● ― ― ●○

ᄾが… ◎◎▲ ●○▲ ●○▲ ― ― ●●▲

ᄾが。 ◎◎△ ●○▲ ●○▲ ― ― ●●△

ᄾも。 ◎◎▲ ●○▲ ●○▲ ― ― ―

ᄾから。 ◎◎△▲ ●○△▲
●○△▲/
●●△▲

― ― ●●△△

ᄾまで。 ◎◎△▲ ●○△▲
●○△▲/
●●△▲

― ― ―

5�$

5�%

助詞　「が」：ŋD�QX、「から」：NDUD、「まで」：ɡDGL�PDGL、「に」：NDL�QL、「も」：PX
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ⓗ◊✲ࠖ႐⏺ᓥ᪉ゝㄪᰝሗ࿌᭩ྜ⥲ࡢࡵࡓࡢㄪᰝ࣭ಖᏑࡢᾘ⁛༴ᶵ᪉ゝࠕ
2011ᖺ8᭶15᪥ࠉᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ

分類 共通語
୴からも。
୴までも。
ඣ�VHł�。
ඣが…
ඣが。
ඣも。
ඣから。
ඣまで。
ඣからも。
ඣまでも。
੩ૺ�KDł�。
੩ૺが…
੩ૺが。
੩ૺも。
੩ૺから。
੩ૺまで。
੩ૺからも。
੩ૺまでも。
৯�PLł�。
৯が…
৯が。
৯も。
৯から。
৯まで。
৯からも。
৯までも。
਽�KLł�。
਽が…
਽が。
਽も。
਽から。
਽まで。
਽からも。
਽までも。
ᄾ�ZLł�Zࢥł�。
ᄾが…
ᄾが。
ᄾも。
ᄾから。
ᄾまで。

5�$

5�%

ᆏᕊ$ ᆏᕊ% 㜿ఏ$ 㜿ఏ% ୖ჆㕲$ ୖ჆㕲%(1) ୖ჆㕲%(2)
●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○▲▲△ ― ― ― ●○▲▲△

●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○▲▲△ ― ― ― ●○▲▲△

○● ○● ○● ○● ○● ○● ○●

●○▲ ●○▲ ●●▲ ●○▲ ●○▲ ― ●○▲

― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ― ●○▲

― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ― ●○▲

●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ●○▲△ ●○▲△ ― ●○▲△

●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ― ●○▲△ ― ●○▲△

●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○▲▲△ ― ●○▲▲△ ― ●○▲▲△

●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○▲▲△ ― ●○▲▲△ ― ●○▲▲△

○● ○● ○● ○● ○● ○● ○●

●○▲ ●○▲ ●●▲ ●○▲ ●○▲ ― ●○▲

― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ― ●○▲

― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ― ●○▲

●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ●○▲△ ●○▲△ ― ●○▲△

●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ― ●○▲△ ― ●○▲△

●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○▲▲△ ― ●○▲▲△ ― ●○▲▲△

●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○▲▲△ ― ●○▲▲△ ― ●○▲▲△

○● ○● ●● ○● ○● ○● ○●

●○▲ ●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ― ●○▲

●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ― ●○▲

●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ― ●○▲

●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ●○▲△ ●○▲△ ― ●○▲△

●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ― ●○▲△ ― ●○▲△

●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○▲▲△ ― ●○▲▲△ ― ●○▲▲△

●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○▲▲△ ― ●○▲▲△ ― ●○▲▲△

― ○● ●● ○● ○● ○● ○●

●○▲ ●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ― ●○▲

●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ― ●○▲

●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ― ●○▲

― ●●△▲ ●○▲△ ●○▲△ ●○▲△ ― ●○▲△

― ●●△▲ ●○▲△ ― ●○▲△ ― ●○▲△

― ●●▲△▲ ●○▲▲△ ― ●○▲▲△ ― ●○▲▲△

― ●●▲△▲ ●○▲▲△ ― ●○▲▲△ ― ●○▲▲△

― ― ― ― ●○ ●○ ●○

― ― ― ― ●●▲ ― ●○▲

― ― ― ― ●●△ ― ●○▲

― ― ― ― ●●△ ― ●○▲

― ― ― ― ●●▲△ ― ●○▲△

― ― ― ― ●●▲△ ― ●○▲△
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アクセントデータ

分類 共通語
୴からも。
୴までも。
ඣ�VHł�。
ඣが…
ඣが。
ඣも。
ඣから。
ඣまで。
ඣからも。
ඣまでも。
੩ૺ�KDł�。
੩ૺが…
੩ૺが。
੩ૺも。
੩ૺから。
੩ૺまで。
੩ૺからも。
੩ૺまでも。
৯�PLł�。
৯が…
৯が。
৯も。
৯から。
৯まで。
৯からも。
৯までも。
਽�KLł�。
਽が…
਽が。
਽も。
਽から。
਽まで。
਽からも。
਽までも。
ᄾ�ZLł�Zࢥł�。
ᄾが…
ᄾが。
ᄾも。
ᄾから。
ᄾまで。

5�$

5�%

‴$ ‴% ୰㔛$ ୰㔛% Ⲩᮌ$ Ⲩᮌ%
●●▲△▲ ― ●●▲△▲ ●●▲△▲

●○△▲△/
●○△▲▲

●○▲▲△

●●▲△▲ ― ●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○△▲△ ●○▲▲△

○● ●● ○● ○● ○● ○●

●○▲ ― ●○▲ ●●△ ●○▲ ●○▲

●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●●△▲ ― ●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ●○▲△

●●△▲ ― ●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ●○▲△

●●▲△▲ ― ●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○△▲△ ●○▲▲△

●●▲△▲ ― ●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○△▲△ ●○▲▲△

○● ●● ○● ○● ○● ○●

●○▲ ― ●○▲ ●●△ ●○▲ ●○▲

●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●●△▲ ― ●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ●○▲△

●●△▲ ― ●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ●○▲△

●●▲△▲ ― ●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○△▲△ ●○▲▲△

●●▲△▲ ― ●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○△▲△ ●○▲▲△

○● ●● ○● ○● ○● ○●

●○▲ ― ●○▲ ●●△ ●○▲ ●○▲

●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●●△▲ ― ●●△▲ ●●△▲ ●○▲▲ ●○▲△

●●△▲ ― ●●△▲ ●●△▲
●○▲▲/
●○▲△

●○▲△

●●▲△▲ ― ●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○△▲△ ●○▲▲△

●●▲△▲ ― ●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○△▲△ ●○▲▲△

○● ― ○● ○● ○● ○●

●○▲ ― ●○▲ ●●△ ●○▲ ●○▲

●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●●△▲ ― ●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ●○▲△

●●△▲ ― ●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ●○▲△

●●▲△▲ ― ●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○△▲△ ●○▲▲△

●●▲△▲ ― ●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○△▲△ ●○▲▲△

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

助詞　「が」：ŋD�QX、「から」：NDUD、「まで」：ɡDGL�PDGL、「に」：NDL�QL、「も」：PX
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「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」喜界島方言調査報告書
2011年8月15日　国立国語研究所

分類 共通語 小野津A 小野津B 志戸桶A 志戸桶B 塩道A 塩道B
桶からも。 ◎◎△▲△ ●○△▲△ ●○△△△ ― ― ●●△△△

桶までも。 ◎◎△▲△ ●○△▲△ ●○△▲△ ― ― ―

家�Maː�。 ◎● ○● ○● ○● ○● ○●

家が« ◎◎▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

家が。 ◎◎▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

家も。 ◎◎▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ―

家から。 ◎◎△▲ ●○△▲
●○△▲/
●●△▲

●●△▲ ●○▲△ ●○▲△

家まで。 ◎◎△▲ ●○△▲
●○△▲/
●●△▲

●●△▲ ●○▲△ ―

家からも。 ◎◎△▲△ ●○△▲△ ●○△△△ ●●△▲△ ●○▲▲△ ●○▲▲△

家までも。 ◎◎△▲△ ●○△▲△ ●○△▲△ ●●△▲△ ●○▲△△ ―

⽔�Pi]u�PiGu�。 ●○ ●○ ○● ○● ○● ○●

⽔が« ○●△/
◎●△

○●△ ●●▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

⽔が。 ○●△/
◎●△

○●△
●●▲/
●○▲

●○▲ ●○▲ ●○▲

⽔も。 ○●△/
◎●△

○●△ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ―

⽔から。 ●○△△ ●○△△
●○△▲/
●●△▲

●●△▲ ●○▲△ ―

⽔まで。 ●○△△ ●○△△
●○△▲/
●●△▲

●●△▲ ●○▲△ ―

⽔からも。 ●○△△△ ●○△△△
●●△▲△/
●●△▲▲

●●△▲△ ●○▲▲△ ―

⽔までも。 ●○△△△ ●○△△△ ●○△▲△ ●●△▲△ ●○▲▲△ ―

⿃�Wui�。 ●○ ●○ ●○ ●○ ○● ●●

⿃が« ○●△/
◎●△

○●△ ●●▲ ●●▲ ●○▲ ●○▲

⿃が。 ○●△/
◎●△

○●△
●●▲/
●●△

●●△ ●○▲ ●○▲

⿃も。 ◎●△ ○●△
●●▲/
●●△

●●△ ●○▲ ―

⿃から。 ●○△△ ●○△△ ●●△△ ●●△△ ●○▲△ ―

⿃まで。 ●○△△ ●○△△ ●●△△ ●●△△ ●○▲△ ―

⿃からも。 ●○△△△/
●○△◎△

●○△△△ ●●△△△ ●●△△△ ●○▲▲△ ―

⿃までも。 ●○△△△ ●○△△△ ●●△△△ ●●△△△ ●○▲▲△ ―

⿐ ●○ ●○ ●○ ●○ ○● ○●

⿐が« ○●△/
◎●△

○●△ ●●▲ ●●▲ ●○▲ ●○▲

⿐が。 ◎●△/
○●△

○●△ ●●▲ ●●△ ●○▲ ●○▲

⿐も。 ◎●△/
○●△

○●△ ●●▲ ●●△ ●○▲ ―

⿐から。 ●○△△ ●○△△ ●●△△ ●●△△ ●○▲△ ●○▲△

⿐まで。 ●○△△ ●○△△ ●●△△ ●●△△ ●○▲△ ―

⿐からも。 ●○△△△ ●○△△△ ●○△△△ ●●△△△ ●○▲▲△ ●○▲▲△

⿐までも。 ●○△△△ ●○△△△ ●○△△△ ●●△△△ ●○▲▲△ ―

洞窟�ɡaPa�。 ― ●○ ●○ ●○ ○● ○●

洞窟が« ― ○●△ ●●▲ ●●▲ ●○▲ ●○▲

洞窟が。 ― ○●△ ●●▲ ●●△ ●○▲ ●○▲

洞窟も。 ― ○●△ ●●▲ ●●△ ●○▲ ―

洞窟から。 ― ●○△△ ●●△△ ●●△△ ●○▲△ ●○▲△

洞窟まで。 ― ●○△△ ●●△△ ●●△△ ●○▲△ ―

6-A
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アクセントデータ

分類 共通語
ᄾからも。
ᄾまでも。
ੇ�MDł�。
ੇが…
ੇが。
ੇも。
ੇから。
ੇまで。
ੇからも。
ੇまでも。
਷�PL]X�PLGX�。
਷が…
਷が。
਷も。
਷から。
਷まで。
਷からも。
਷までも。
೭�WXL�。
೭が…
೭が。
೭も。
೭から。
೭まで。
೭からも。
೭までも。
࿀
�SDQD�KDQD�。࿀が…
࿀が。
࿀も。
࿀から。
࿀まで。
࿀からも。
࿀までも。
洞窟�ɡDPD�。
洞窟が…
洞窟が。
洞窟も。
洞窟から。
洞窟まで。

��$

5�%

ᆏᕊ$ ᆏᕊ% 㜿ఏ$ 㜿ఏ% ୖ჆㕲$ ୖ჆㕲%(1) ୖ჆㕲%(2)
― ― ― ― ●●▲▲△ ― ●○▲▲△

― ― ― ― ●●▲▲△ ― ●○▲▲△

○● ○● ●● ○● ○● ○● ○●

●○▲ ●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ― ●○▲

●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ― ●○▲

●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ― ●○▲

●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ●○▲△ ●○▲△ ― ●○▲△

●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ― ●○▲△ ― ●○▲△

●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○▲▲△ ― ●○▲▲△ ― ●○▲▲△

●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○▲▲△ ― ●○▲▲△ ― ●○▲▲△

○● ○● ○○● ○● ○● ○● ○●

●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●○▲ ●○▲ ●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲

●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ●○▲△ ●○▲△ ●○▲△ ●○▲△

●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ― ●○▲△ ― ●○▲△

●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○▲▲△ ●○▲▲△ ●○▲▲△ ●●▲△▲ ●○▲▲△

●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○▲▲△ ― ●○▲▲△ ― ●○▲▲△

○● ○● ○● ○● ○● ○● ○●

●○▲ ●○▲ ○○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●○▲ ●○▲ ●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲

●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ●○▲△ ●○▲△ ●○▲△ ●○▲△

●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ― ●○▲△ ― ●○▲△

●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○▲▲△ ●○▲▲△ ●○▲▲△ ●●▲△▲ ●○▲▲△

●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○▲▲△ ― ●○▲▲△ ― ●○▲▲△

○● ○● ○● ○● ○● ○● ○●

●○▲ ●○▲ ○○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●○▲ ●○▲ ●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲

●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ●○▲△ ●○▲△ ●○▲△ ●○▲△

●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ― ●○▲△ ― ●○▲△

●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○△▲△ ●○▲▲△ ●○▲▲△ ●●▲△▲ ●○▲▲△

●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○▲▲△ ― ●○▲▲△ ― ●○▲▲△

○● ― ○● ○● ○● ○● ○●

●○▲ ― ○○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●○▲ ― ●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲

●●△▲ ― ●○▲△ ●○▲△ ●○▲△ ●○▲△ ●○▲△

●●△▲ ― ●○▲△ ― ●○▲△ ― ●○▲△

助詞　「が」：ŋD�QX、「から」：NDUD、「まで」：ɡDGL�PDGL、「に」：NDL�QL、「も」：PX
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分類 共通語
ᄾからも。
ᄾまでも。
ੇ�MDł�。
ੇが…
ੇが。
ੇも。
ੇから。
ੇまで。
ੇからも。
ੇまでも。
਷�PL]X�PLGX�。
਷が…
਷が。
਷も。
਷から。
਷まで。
਷からも。
਷までも。
೭�WXL�。
೭が…
೭が。
೭も。
೭から。
೭まで。
೭からも。
೭までも。
࿀
�SDQD�KDQD�。࿀が…
࿀が。
࿀も。
࿀から。
࿀まで。
࿀からも。
࿀までも。
洞窟�ɡDPD�。
洞窟が…
洞窟が。
洞窟も。
洞窟から。
洞窟まで。

��$

5�%

‴$ ‴% ୰㔛$ ୰㔛% Ⲩᮌ$ Ⲩᮌ%
― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

○● ●● ○● ○● ○● ○●

●○▲ ― ●○▲ ●●△ ●○▲ ●○▲

●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●●△▲ ― ●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ●○▲△

●●△▲ ― ●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ●○▲△

●●▲△▲ ― ●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○△▲△ ●○▲▲△

●●▲△▲ ― ●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○△▲△ ●○▲▲△

○● ○● ○● ○● ○● ○●

●○▲ ― ●○▲ ●●△ ●○▲ ●○▲

●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●●△▲/
●○○▲

― ●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ●○▲△

●●△▲/
●○○▲

― ●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ●○▲△

●●▲△▲ ― ●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○△▲△ ●○▲▲△

●●▲△▲ ― ●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○△▲△ ●○▲▲△

○● ○● ○● ○● ○● ○●

●○▲ ― ●○▲ ●●△ ●○▲ ●○▲

●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●●△▲ ― ●●△▲ ●●△▲
●○▲△/
●○▲▲

●○▲△

●●△▲ ― ●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ●○▲△

●●▲△▲ ― ●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○△▲△ ●○▲▲△

●●▲△▲ ― ●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○△▲△ ●○▲▲△

○● ○● ○● ○● ○● ○●

●○▲ ― ●○▲ ●●△
●○▲/
●●▲

●○▲

●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●●△▲ ― ●●△▲ ●●△▲
●○▲△/
●○▲▲

●○▲△

●●△▲ ― ●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ●○▲△

●●▲△▲ ― ●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○△▲△ ●○▲▲△

●●▲△▲ ― ●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○△▲△ ●○▲▲△

○● ― ○● ○● ― ○●

●○▲ ― ●○▲ ●●△ ― ●○▲

●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ― ●○▲

●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ― ●○▲

●●△▲ ― ●●△▲ ●●△▲ ― ●○▲△

●●△▲ ― ●●△▲ ●●△▲ ― ●○▲△
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アクセントデータ

分類 共通語 小野津$ 小野津% 志戸桶$ 志戸桶% 塩道$ 塩道%
洞窟からも。 ― ●○△△△ ●●△△△ ●●△△△ ●○▲▲△ ●○▲▲△

洞窟までも。 ― ●○△△△ ●●△△△ ●●△△△ ●○▲▲△ ―

山�MDPD�。 ― ○● ○● ○● ○● ○●

山が… ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

山が。 ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

山も。 ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ―

山から。 ― ●○△▲
●○△▲/
●●△▲

●●△▲ ●○▲△ ●○▲△

山まで。 ― ●○△▲
●○△▲/
●●△▲

●●△▲ ●○▲△ ―

山からも。 ― ●○△▲△
●○△▲△/
●●△▲△

●●△▲△ ●○▲▲△ ●○▲▲△

山までも。 ― ●○△▲△ ●●△▲△ ●●△▲△ ●○▲▲△ ―

໼�PDPL�PDPࢥ�。 ○● ○● ○● ○● ○● ○●

໼が… ●○▲/
○○▲

●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲

໼が。 ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

໼も。 ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ―

໼から。 ●○△▲ ●○△▲
●●△▲/
●○△▲

●●△▲ ●○▲△ ―

໼まで。 ●○△▲ ●○△▲
●○△▲/
●●△△

●●△▲ ●○▲△ ―

໼からも。 ●○△▲△ ●○△▲△
●○△▲△/
●○△▲▲

●●△▲△ ●○▲▲△ ―

໼までも。 ●○△▲△ ●○△▲△
●○△▲△/
●○△▲▲

●●△▲△ ●○▲▲△ ―

୨�SDQD�KDQD�。 ○● ○● ○● ○● ○● ○●

୨が… ●○▲/
○○▲

●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲

୨が。 ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

୨も。 ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ―

୨から。 ●○△▲ ●○△▲
●●△▲/
●○△▲

●●△▲ ●○▲△ ―

୨まで。 ●○△▲ ●○△▲
●○△▲/
●●△▲

●●△▲ ●○▲△ ―

୨からも。 ●○△▲△ ●○△▲△
●○△▲△/
●○△▲▲

●●△▲△ ●○▲▲△ ―

୨までも。 ●○△▲△ ●○△▲△
●○△▲△/
●○△▲▲

●●△▲△ ●○▲▲△ ―

်�PXQ՝L�PXŋ ― ○● ○● ○● ○● ○●

်が… ― ●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲

်が。 ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

်も。 ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ―

်から。 ― ●○△▲
●●△▲/
●○△▲

●●△▲ ●○▲△ ―

်まで。 ― ●○△▲ ●○△▲ ●●△▲ ●○▲△ ―

်からも。 ― ●○△▲△ ●○△▲△ ●●△▲△ ●○▲▲△ ―

်までも。 ― ●○△▲△
●○△▲△/
●○△▲▲

●●△▲△ ●○▲▲△ ―

海。 ― ○● ●○ ●○ ●○ ●○

海が… ― ●○▲ ●●▲ ●●▲ ●●▲ ●●▲

海が。 ― ●○▲ ●●▲ ●●△
●●△/
●○△/
●●▲

●●△

海も。 ― ●○▲ ●●▲ ●●△
●●△/
●○△/
●●▲

―

��$

��%

��&

助詞　「が」：ŋD�QX、「から」：NDUD、「まで」：ɡDGL�PDGL、「に」：NDL�QL、「も」：PX
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分類 共通語
洞窟からも。
洞窟までも。
山�MDPD�。
山が…
山が。
山も。
山から。
山まで。
山からも。
山までも。
໼�PDPL�PDPࢥ�。
໼が…
໼が。
໼も。
໼から。
໼まで。
໼からも。
໼までも。
୨�SDQD�KDQD�。
୨が…
୨が。
୨も。
୨から。
୨まで。
୨からも。
୨までも。
်�PXQ՝L�PXŋ
်が…
်が。
်も。
်から。
်まで。
်からも。
်までも。
海。
海が…
海が。

海も。

��$

��%

��&

ᆏᕊ$ ᆏᕊ% 㜿ఏ$ 㜿ఏ% ୖ჆㕲$ ୖ჆㕲%(1) ୖ჆㕲%(2)
●●▲△▲ ― ●○△▲△ ●○▲▲△ ●○▲▲△ ●●▲△▲ ●○▲▲△

●●▲△▲ ― ●○▲▲△ ― ●○▲▲△ ― ●○▲▲△

○● ○● ○● ○● ○● ○● ○●

●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●○▲ ●○▲ ●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲

●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ●○▲△ ●○▲△ ●○▲△ ●○▲△

●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ― ●○▲△ ― ●○▲△

●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○▲▲△ ●○▲▲△ ●○▲▲△ ●●▲△▲ ●○▲▲△

●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○▲▲△ ― ●○▲▲△ ― ●○▲▲△

○● ○● ○● ○● ○● ○● ○●

●○▲ ●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●○▲ ●○▲ ●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲

●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ●○▲△ ●○▲△ ●○▲△ ●○▲△

●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ― ●○▲△ ― ●○▲△

●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○▲▲△ ●○▲▲△ ●○▲▲△ ●●▲△▲ ●○▲▲△

●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○▲▲△ ― ●○▲▲△ ― ●○▲▲△

○● ○● ○● ○● ○● ○● ○●

●○▲ ●○▲ ○○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●○▲ ●○▲ ●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲

●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ●○▲△ ●○▲△ ●○▲△ ●○▲△

●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ― ●○▲△ ― ●○▲△

●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○▲▲△ ●○▲▲△ ●○▲▲△ ●●▲△▲ ●○▲▲△

●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○▲▲△ ― ●○▲▲△ ― ●○▲▲△

○● ○● ○● ○● ○● ○● ○●

●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●○▲ ●○▲ ●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲

●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ●○▲△ ●○▲△ ●○▲△ ●○▲△

●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ― ●○▲△ ― ●○▲△

●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○▲▲△ ●○▲▲△ ●○▲▲△ ●●▲△▲ ●○▲▲△

●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○▲▲△ ― ●○▲▲△ ― ●○▲▲△

●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○

●●▲ ●●▲
●○△/
●●▲

●●▲ ●●▲ ●●▲ ●●▲

●●△ ●●△
●○△/
●●▲

●●△ ●●△ ●●△ ●●△

●●△ ●●△
●○△/
●●△

― ●●△ ●●△ ●●△
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アクセントデータ

分類 共通語
洞窟からも。
洞窟までも。
山�MDPD�。
山が…
山が。
山も。
山から。
山まで。
山からも。
山までも。
໼�PDPL�PDPࢥ�。
໼が…
໼が。
໼も。
໼から。
໼まで。
໼からも。
໼までも。
୨�SDQD�KDQD�。
୨が…
୨が。
୨も。
୨から。
୨まで。
୨からも。
୨までも。
်�PXQ՝L�PXŋ
်が…
်が。
်も。
်から。
်まで。
်からも。
်までも。
海。
海が…
海が。

海も。

��$

��%

��&

‴$ ‴% ୰㔛$ ୰㔛% Ⲩᮌ$ Ⲩᮌ%
●●▲△▲ ― ●●▲△▲ ●●▲△▲ ― ●○▲▲△

●●▲△▲ ― ●●▲△▲ ●●▲△▲ ― ●○▲▲△

○● ○● ○● ○● ○● ○●

●○▲ ― ●○▲ ●●△ ●○▲ ●○▲

●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●●△▲ ― ●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ●○▲△

●●△▲ ― ●●△▲ ●●△▲ ●○▲▲ ●○▲△

●●▲△▲ ― ●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○△▲△ ●○▲▲△

●●▲△▲ ― ●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○△▲△ ●○▲▲△

○● ― ○● ○● ○● ○●

●○▲ ― ●○▲ ●●△ ●○▲ ●○▲

●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●●△▲ ― ●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ●○▲△

●●△▲ ― ●●△▲ ●●△▲ ●○▲▲ ●○▲△

●●▲△▲ ― ●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○△▲△ ●○▲▲△

●●▲△▲ ― ●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○△▲△ ●○▲▲△

○● ○● ○● ○● ○● ○●

●○▲ ― ●○▲ ●●△ ●○▲ ●○▲

●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●●△▲ ― ●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ●○▲△

●●△▲ ― ●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ●○▲△

●●▲△▲ ― ●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○△▲△ ●○▲▲△

●●▲△▲ ― ●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○△▲△ ●○▲▲△

○● ○● ○● ○● ○● ○●

●○▲ ― ●○▲ ●●△ ●○▲ ●○▲

●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●○▲ ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲

●●△▲ ― ●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ●○▲△

●●△▲ ― ●●△▲ ●●△▲ ●○▲△ ●○▲△

●●▲△▲ ― ●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○△▲△ ●○▲▲△

●●▲△▲ ― ●●▲△▲ ●●▲△▲ ●○△▲△ ●○▲▲△

●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○

●●▲ ― ●●▲ ●●▲ ●●▲ ●●▲

●●△ ― ●●△ ●●△ ●●△ ●●△

●●△ ― ●●△ ●●△
●●△/
●●▲

●●△

助詞　「が」：ŋD�QX、「から」：NDUD、「まで」：ɡDGL�PDGL、「に」：NDL�QL、「も」：PX
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分類 共通語 小野津$ 小野津% 志戸桶$ 志戸桶% 塩道$ 塩道%

海から。 ― ●○△▲ ●●△△ ●●△△
●○▲△/
●○△△/
●●△△

●●△△

海まで。 ― ●○△▲ ●●△△ ●●△△ ●○△△ ―

海からも。 ― ●○△▲△ ●●△△△ ●●△△△ ●○▲▲△ ●●△△△

海までも。 ― ●○△▲△ ●●△△△ ●●△△△ ●○△△△ ―

࿭�QDEL�。 ○● ○● ○● ○● ●○ ●○

࿭が… ●○△/
○○▲

●○▲ ●○▲ ●○▲ ●●▲ ●●▲

࿭が。 ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○△ ●●△

࿭も。 ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●○▲
●●▲/
●●△

―

࿭から。 ●○△▲ ●○△▲
●○△▲/
●●△▲

●●△▲
●○▲△/
●○△△/
●●△△

●●△△

࿭まで。 ●○△▲ ●○△▲ ●○△▲ ●●△▲ ●○△△ ―

࿭からも。 ●○△▲△ ●○△▲△
●○△▲△/
●○△▲▲

●●△▲△ ●○▲▲△ ●●△△△

࿭までも。 ●○△▲△ ●○△▲△ ●○△▲△ ●●△▲△ ●○△△△ ―

舟。 ― ○● ○● ○● ●○ ●○

舟が… ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●●▲ ●●▲

舟が。 ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●●▲ ●●△

舟も。 ― ●○▲ ●○▲ ●○▲
●●▲/
●●△

―

舟から。 ― ●○△▲ ●○△▲ ●●△▲
●○▲△/
●○△△/
●●△△

●●△△

舟まで。 ― ●○△▲
●○△▲/
●●△▲

●●△▲ ●○△△ ―

舟からも。 ― ●○△▲△ ●○△▲△ ●●△▲△ ●○▲▲△ ●●△△△

舟までも。 ― ●○△▲△ ●○△▲△ ●●△▲△ ●○△△△ ―

Ⴛ�XVX�。 ― ○● ○● ○● ●○ ●○

Ⴛが… ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●●▲ ●●▲

Ⴛが。 ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●●▲ ●●△

Ⴛも。 ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●△△ ―

Ⴛから。 ― ●○△▲
●○△▲/
●●△▲

●●△▲ ●●△△ ●●△△

Ⴛまで。 ― ●○△▲ ●○△▲ ●●△▲ ●○△△ ―

Ⴛからも。 ― ●○△▲△ ●○△▲△ ●●△▲△ ●○▲▲△ ●●△△△

Ⴛまでも。 ― ●○△▲△ ●○△▲△ ●●△▲△ ●○△△△ ―

୬഻�WLGD�。 ― ○● ○● ○● ●○ ●○

୬഻が… ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●●▲ ●●▲

୬഻が。 ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●●▲ ●●△

୬഻も。 ― ●○▲ ●○▲ ●○▲ ●●▲ ―

୬഻から。 ― ●○△▲ ●○△▲ ●●△▲
●●△△/
●○△△

●●△△

୬഻まで。 ― ●○△▲ ●○△▲ ●●△▲ ●○△△ ―

୬഻からも。 ― ●○△▲△
●○△▲△/
●○△▲▲

●●△▲△
●○△△△/
●○▲▲△

●●△△△

୬഻までも。 ― ●○△▲△
●○△▲△/
●●△▲△

●●△▲△ ●○△△△ ―

໛�KLEXࡹL�。 ― ○●○
●○○/
●●○

●●○ ●○● ●○●

7�$

��&
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アクセントデータ

分類 共通語
海から。

海まで。
海からも。
海までも。
࿭�QDEL�。
࿭が…
࿭が。
࿭も。

࿭から。

࿭まで。
࿭からも。
࿭までも。
舟。
舟が…
舟が。
舟も。

舟から。

舟まで。
舟からも。
舟までも。
Ⴛ�XVX�。
Ⴛが…
Ⴛが。
Ⴛも。
Ⴛから。
Ⴛまで。
Ⴛからも。
Ⴛまでも。
୬഻�WLGD�。
୬഻が…
୬഻が。
୬഻も。
୬഻から。
୬഻まで。
୬഻からも。
୬഻までも。
໛�KLEXࡹL�。

7�$

��&

ᆏᕊ$ ᆏᕊ% 㜿ఏ$ 㜿ఏ% ୖ჆㕲$ ୖ჆㕲%(1) ୖ჆㕲%(2)
●●▲△/
●○▲△

●●▲△ ●○△△ ●●△△ ●●▲△ ●●▲△ ●●▲△

●●●△ ●●●△ ●○△△ ― ●●▲△ ― ●●▲△

●○▲▲△/
●●▲▲△

●●▲▲△ ●○△△△ ●●△△△ ●●▲▲△ ●●▲▲△ ●●▲▲△

●○▲▲△/
●●▲▲△

●●▲▲△
●○△△△/
●●△△△

― ●●▲▲△ ― ●●▲▲△

●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○

●●▲ ●●▲ ●○△ ●●▲ ●●▲ ●●▲ ●●▲

●●△ ●●△
●○△/
●●▲

●●△ ●●△ ●●△ ●●△

●●△ ●●△
●●△/
●○△

― ●●△ ●●△ ●●△

●●▲△ ●●▲△ ●○△△ ●●△△ ●●▲△ ●●▲△ ●●▲△

●●▲△ ●●▲△ ●○△△ ― ●●▲△ ― ●●▲△

●○▲▲△/
●●▲▲△

●●▲▲△ ●○△△△ ●●△△△ ●●▲▲△ ●●▲▲△ ●●▲▲△

●○▲▲△ ●●▲▲△ ●○△△△ ― ●●▲▲△ ― ●●▲▲△

●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○

●●▲ ●●▲
●○△/
●●▲

●●▲ ●●▲ ●●▲ ●●▲

●●△ ●●△
●○△/
●●▲

●●△ ●●△ ●●△ ●●△

●●△ ●●△
●●△/
●○△

― ●●△ ●●△ ●●△

●●▲△/
●○▲△

●●▲△ ●○△△ ●●△△ ●●▲△ ●●▲△ ●●▲△

●●●△ ●●●△ ●○△△ ― ●●▲△ ― ●●▲△

●○▲▲△/
●●▲▲△

●●▲▲△ ●○△△△ ●●△△△ ●●▲▲△ ●●▲▲△ ●●▲▲△

●○▲▲△ ●●▲▲△ ●○△△△ ― ●●▲▲△ ― ●●▲▲△

●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○

●●▲ ●●▲
●○△/
●●▲

●●▲ ●●▲ ●●▲ ●●▲

●●△ ●●△
●●△/
●○△

●●△ ●●△ ●●△ ●●△

●●△ ●●△ ●●△ ― ●●△ ●●△ ●●△

●●▲△ ●●▲△ ●○△△ ●○△△ ●●▲△ ●●▲△ ●●▲△

●●▲△ ●●▲△ ●●△△ ― ●●▲△ ― ●●▲△

●○▲▲△ ●●▲▲△ ●○△△△ ●●△△△ ●●▲▲△ ●●▲▲△ ●●▲▲△

●○▲▲△ ●●▲▲△ ●○△△△ ― ●●▲▲△ ― ●●▲▲△

●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○

●●▲ ●●▲
●○△/
●●▲

●●▲ ●●▲ ●●▲ ●●▲

●●△ ●●△
●●△/
●○△

●●△ ●●△ ●●△ ●●△

●●△ ●●△ ●●△ ― ●●△ ●●△ ●●△

●●▲△/
●○▲△

●●▲△ ●○△△ ●●△△ ●●▲△ ●●▲△ ●●▲△

●●▲△/
●○▲△

●●▲△ ●○△△ ― ●●▲△ ― ●●▲△

●○▲▲△ ●●▲▲△ ●○△△△ ●●△△△ ●●▲▲△ ●●▲▲△ ●●▲▲△

●○▲▲△/
●●▲▲△

●●▲▲△
●○△△△/
●●△△△

― ●●▲▲△ ― ●●▲▲△

●○● ●○● ●○● ●○● ●○● ●○● ●○●

助詞　「が」：ŋD�QX、「から」：NDUD、「まで」：ɡDGL�PDGL、「に」：NDL�QL、「も」：PX
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分類 共通語
海から。

海まで。
海からも。
海までも。
࿭�QDEL�。
࿭が…
࿭が。
࿭も。

࿭から。

࿭まで。
࿭からも。
࿭までも。
舟。
舟が…
舟が。
舟も。

舟から。

舟まで。
舟からも。
舟までも。
Ⴛ�XVX�。
Ⴛが…
Ⴛが。
Ⴛも。
Ⴛから。
Ⴛまで。
Ⴛからも。
Ⴛまでも。
୬഻�WLGD�。
୬഻が…
୬഻が。
୬഻も。
୬഻から。
୬഻まで。
୬഻からも。
୬഻までも。
໛�KLEXࡹL�。

7�$

��&

‴$ ‴% ୰㔛$ ୰㔛% Ⲩᮌ$ Ⲩᮌ%

●●▲△ ― ●●▲△ ●●▲△
●○▲△/
●●▲△

●●▲△

●●▲△ ― ●●▲△ ●●▲△
●○▲△/
●●▲△

●●▲△

●●▲▲△ ― ●●▲▲△ ●●▲▲△
●○▲▲△/
●○△▲△

●●▲▲△

●●▲▲△ ― ●●▲▲△ ●●▲▲△
●○▲▲△/
●○△▲△

●●▲▲△

●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○

●●▲ ― ●●▲ ●●▲ ●●▲ ●●▲

●●△ ― ●●△ ●●△ ●●△ ●●△

●●△ ― ●●△ ●●△
●●△/
●●▲

●●△

●●▲△ ― ●●▲△ ●●▲△
●○▲△/
●●▲△

●●▲△

●●▲△ ― ●●▲△ ●●▲△
●○▲△/
●●▲△

●●▲△

●●▲▲△ ― ●●▲▲△ ●●▲▲△ ●○▲▲△ ●●▲▲△

●●▲▲△ ― ●●▲▲△ ●●▲▲△ ●○△▲△ ●●▲▲△

●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○

●●▲ ― ●●▲ ●●▲ ●●▲ ●●▲

●●△ ― ●●△ ●●△ ●●△ ●●△

●●△ ― ●●△ ●●△ ●●△ ●●△

●●▲△ ― ●●▲△ ●●▲△
●○▲△/
●●▲△

●●▲△

●●▲△ ― ●●▲△ ●●▲△
●○▲△/
●●▲△

●●▲△

●●▲▲△ ― ●●▲▲△ ●●▲▲△ ●○▲▲△ ●●▲▲△

●●▲▲△ ― ●●▲▲△ ●●▲▲△ ●○△▲△ ●●▲▲△

○● ●○ ●○ ●○ ●○ ●○

●○▲ ― ●●▲ ●●▲ ●●▲ ●●▲

●○▲ ― ●●△ ●●△ ●●△ ●●△

●○▲ ― ●●△ ●●△ ●●△ ●●△

●●△▲ ― ●●▲△ ●●▲△
●○▲△/
●●▲△

●●▲△

●●△▲ ― ●●▲△ ●●▲△
●○▲△/
●●▲△

●●▲△

●●▲△▲ ― ●●▲▲△ ●●▲▲△ ●○▲▲△ ●●▲▲△

●●▲△▲ ― ●●▲▲△ ●●▲▲△ ●○△▲△ ●●▲▲△

●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○

●●▲ ― ●●▲ ●●▲ ●●▲ ●●▲

●●△ ― ●●△ ●●△ ●●△ ●●△

●●△ ― ●●△ ●●△ ●●△ ●●△

●●▲△ ― ●●▲△ ●●▲△
●○▲△/
●●▲△

●●▲△

●●▲△ ― ●●▲△ ●●▲△
●○▲△/
●●▲△

●●▲△

●●▲▲△ ― ●●▲▲△ ●●▲▲△ ●○▲▲△ ●●▲▲△

●●▲▲△ ― ●●▲▲△ ●●▲▲△
●○△▲△/
○○△▲△

●●▲▲△

●○● ― ●○● ●○● ●○● ●○●
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アクセントデータ

分類 共通語 小野津$ 小野津% 志戸桶$ 志戸桶% 塩道$ 塩道%
໛が… ― ○●○△ ●●○▲ ●●●▲ ●●○▲ ●●○▲

໛が。 ― ○●○△
●●○△/
●●○▲

●●●△ ●●○▲ ●●○▲

໛も。 ― ○●○△
●●○△/
●○○△

●●●△ ●●○▲ ―

໛から。 ― ○●○△△
●●●△△/
●○○△△/
●●○△△

●●●△△ ●●○▲△ ●●○▲△

໛まで。 ― ○●○△△ ●●●△△ ●●●△△ ●●○▲△ ―

໛からも。 ― ○●○△△△ ●●●△△△ ●●●△△△ ●●○▲▲△ ―

໛までも。 ― ○●○△△△ ●●●△△△ ●●●△△△ ●●○▲△△ ―

ဈॉ�ɡXGXL�。 ― ○●○
●●○/
●○○

●●○ ●○● ●○●

ဈॉが… ― ○●○△ ●●●▲ ●●●▲ ●○○▲ ●●○▲

ဈॉが。 ― ○●○△
●●○△/
●●○▲

●●●△ ●○○▲ ●●○▲

ဈॉも。 ― ○●○△ ●●○△ ●●●△ ●○○▲ ―

ဈॉから。 ― ○●○△△ ●●●△△ ●●●△△ ●○○▲△ ●●○▲△

ဈॉまで。 ― ○●○△△ ●●●△△ ●●●△△ ●○○▲△ ―

ဈॉからも。 ― ○●○△△△ ●●●△△△ ●●●△△△ ●○○▲▲△ ―

ဈॉまでも。 ― ○●○△△△ ●●●△△△ ●●●△△△
●○○▲▲△/
●○○▲△△

―

஄�NDWD儘L�。 ― ○●○ ●●○ ●●○ ●○● ●○●

஄が… ― ○●○△ ●●○▲ ●●●▲ ●●○▲ ●●○▲

஄が。 ― ○●○△ ●●○△ ●●●△ ●●○▲ ●●○▲

஄も。 ― ○●○△ ●●○△ ●●●△ ●●○▲ ―

஄から。 ― ○●○△△ ●●●△△ ●●●△△ ●●○▲△ ●●○▲△

஄まで。 ― ○●○△△ ●●●△△ ●●●△△ ●●○▲△ ―

஄からも。 ― ○●○△△△ ●●●△△△ ●●●△△△ ●●○▲▲△ ―

஄までも。 ― ●○○▲ ●●●△△△ ●●●△△△
●●○▲▲△/
●●○▲△△

―

ₘ�SDVDPL�KDVDPL�。 ― ●○● ○●○
○●○/
●○●

●○● ●○●

ₘが… ― ●○○▲ ●○●▲ ●○●▲ ●●○▲ ●●○▲

ₘが。 ― ●○○▲ ●○●△ ●○●△ ●○○▲ ●●○▲

ₘも。 ― ●○○▲ ●○●△ ●○●△
●●○▲/
●○○▲

―

ₘから。 ―
●○○△▲/
●●○△▲

●●●△▲/
◎●●△△

●○●△△
●●○▲△/
●○○▲△

●●○▲△

ₘまで。 ―
●○○△▲/
●●○△▲

●●●△▲/
◎●●△△

●○●△△ ●○○▲△ ―

ₘからも。 ― ●○○△▲△ ◎◎●△△△ ●○●△△△ ●○○▲▲△ ―

ₘまでも。 ― ●○○△▲△ ◎◎●△△△ ●○●△△△ ●○○▲△△ ―

ྰ�NDɡDPL�。 ― ●○● ○●○
○●○/
●○●

●○● ●○●

ྰが… ― ●○○▲ ●○●▲ ●○●▲
●○○▲/
●●○▲

●●○▲

ྰが。 ― ●○○▲ ●○●△ ●○●△ ●○○▲ ●●○▲

ྰも。 ― ●○○▲ ●○●△ ●○●△ ●●○▲ ―

ྰから。 ―
●○○△▲/
●●○△▲

●●●△▲/
◎●●△△

●○●△△ ●○○▲△ ●○○▲△

ྰまで。 ―
●○○△▲/
●●○△▲

●●●△▲/
◎●●△△

●○●△△ ●○○▲△ ―

ྰからも。 ― ●○○△▲△ ◎◎●△△△ ●○●△△△ ●○○▲▲△ ―

7�$

7�%

助詞　「が」：ŋD�QX、「から」：NDUD、「まで」：ɡDGL�PDGL、「に」：NDL�QL、「も」：PX
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分類 共通語
໛が…
໛が。
໛も。

໛から。

໛まで。
໛からも。
໛までも。
ဈॉ�ɡXGXL�。
ဈॉが…
ဈॉが。
ဈॉも。
ဈॉから。
ဈॉまで。
ဈॉからも。
ဈॉまでも。
஄�NDWD儘L�。
஄が…
஄が。
஄も。
஄から。
஄まで。
஄からも。
஄までも。
ₘ�SDVDPL�KDVDPL�。
ₘが…
ₘが。
ₘも。
ₘから。
ₘまで。
ₘからも。
ₘまでも。
ྰ�NDɡDPL�。
ྰが…
ྰが。
ྰも。
ྰから。
ྰまで。
ྰからも。

7�$

7�%

ᆏᕊ$ ᆏᕊ% 㜿ఏ$ 㜿ఏ% ୖ჆㕲$ ୖ჆㕲%(1) ୖ჆㕲%(2)
●●○▲ ●●○▲

●○○▲/
●●○▲

●○○▲
●●○▲/
●○○▲

●●○▲ ●●○▲

●●○▲ ●●○▲ ●○○▲ ●○○▲
●●○▲/
●○○▲

●●○▲ ●●○▲

●●○▲ ●●○▲
●○○▲/
●●○▲

― ●●○▲ ●●○▲ ●●○▲

●●●△▲ ●●●△▲
●○○▲△/
●●○▲△

●○○▲△ ●●○▲△ ●●○▲△ ●●○▲△

●●●△▲ ●●●△▲
●○○▲△/
●●○▲△

―
●○○▲△/
●●○▲△

― ●●○▲△

●●●▲△▲ ●●●▲△▲
●○○▲▲△/
●●○▲▲△

●○○▲▲△ ●●○▲▲△ ●●●▲△▲ ●●○▲▲△

●●●▲△▲ ●●●▲△▲ ― ― ●●○▲▲△ ― ●●○▲▲△

●○● ●○● ●○● ●○● ●○● ●○● ●○●

●●○▲ ●●○▲ ●○○▲ ●○○▲
●●○▲/
●○○▲

●●○▲ ●●○▲

●○○▲/
●●○▲

●●○▲ ●○○▲ ●○○▲
●●○▲/
●○○▲

●●○▲ ●●○▲

●○○▲/
●●○▲

●●○▲ ●○○▲ ― ●●○▲ ●●○▲ ●●○▲

●●●△▲ ●●●△▲ ●○○▲△ ●○○▲△ ●●○▲△ ●●○▲△ ●●○▲△

●●●△▲ ●●●△▲ ●○○▲△ ―
●○○▲△/
●●○▲△

― ●●○▲△

●●●▲△▲ ●●●▲△▲ ●○○△▲△ ●○○▲▲△
●●○▲▲△/
●○○▲▲△

●●●▲△▲ ●●○▲▲△

●●●▲△▲ ●●●▲△▲ ●○○▲▲△ ― ●●○▲▲△ ― ●●○▲▲△

●○● ●○● ●○● ●○● ●○● ●○● ●○●

●●○▲ ●●○▲
●○○▲/
●●○▲

●○○▲ ●●○▲ ●●○▲ ●●○▲

●○○▲/
●●○▲

●●○▲ ●○○▲ ●○○▲ ●●○▲ ●●○▲ ●●○▲

●●○▲ ●●○▲ ●●○▲ ― ●●○▲ ●●○▲ ●●○▲

●●●△▲ ●●●△▲ ●●○▲△ ●○○▲△ ●●○▲△ ●●○▲△ ●●○▲△

●●●△▲ ●●●△▲ ●○○▲△ ―
●○○▲△/
●●○▲△

― ●●○▲△

●●●▲△▲ ●●●▲△▲
●○○▲▲△/
●●○▲▲△

●○○▲▲△ ●●○▲▲△ ●●●▲△▲ ●●○▲▲△

●●●▲△▲ ●●○▲
●○○▲▲△/
●○○▲△△

― ●●○▲▲△ ― ●●○▲▲△

●○● ●●●△▲ ●○● ●○● ●○● ●○● ●○●

●●○▲ ●●●△▲
●○○▲/
●●○▲

●○○▲ ●●○▲ ●●○▲ ●●○▲

●●○▲ ●●●▲△▲
●○○▲/
●●○▲

●○○▲ ●●○▲ ●●○▲ ●●○▲

●●○▲ ●●●▲△▲
●○○▲/
●●○▲

― ●●○▲ ●●○▲ ●●○▲

●●●△▲ ●○●
●●○▲△/
●○○▲△

●○○▲△ ●●○▲△ ●●○▲△ ●●○▲△

●●●△▲ ●●○▲
●●○▲△/
●○○▲△

― ●●○▲△ ― ●●○▲△

●●●▲△▲ ●●○▲
●●○▲▲△/
●○○▲▲△

●○○▲▲△
●●○▲▲△/
●○○▲▲△

●●●▲△▲ ●●○▲▲△

●●●▲△▲ ●●○▲
●●○▲▲△/
●○○▲▲△

― ●●○▲▲△ ― ●●○▲▲△

●○● ●●●△▲ ●○● ●○● ●○● ●○● ●○●

●●○▲/
●○○▲

●●●△▲
●●○▲/
●○○▲

●○○▲ ●●○▲ ●●○▲ ●●○▲

●●○▲ ●●●▲△▲
●●○▲/
●○○▲

●○○▲ ●●○▲ ●●○▲ ●●○▲

●●○▲ ●●●▲△▲
●●○▲/
●○○▲

― ●●○▲ ●●○▲ ●●○▲

●●●△▲ ●○●
●●○▲△/
●○○▲△

●○○▲△ ●●○▲△ ●●○▲△ ●●○▲△

●●●△▲ ●●●△▲
●●○▲△/
●○○▲△

― ●●○▲△ ― ●●○▲△

●●●▲△▲ ●●●▲△▲ ― ●○○▲▲△
●●○▲▲△/
●○○▲▲△

●●●▲△▲ ●●○▲▲△
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アクセントデータ

分類 共通語
໛が…
໛が。
໛も。

໛から。

໛まで。
໛からも。
໛までも。
ဈॉ�ɡXGXL�。
ဈॉが…
ဈॉが。
ဈॉも。
ဈॉから。
ဈॉまで。
ဈॉからも。
ဈॉまでも。
஄�NDWD儘L�。
஄が…
஄が。
஄も。
஄から。
஄まで。
஄からも。
஄までも。
ₘ�SDVDPL�KDVDPL�。
ₘが…
ₘが。
ₘも。
ₘから。
ₘまで。
ₘからも。
ₘまでも。
ྰ�NDɡDPL�。
ྰが…
ྰが。
ྰも。
ྰから。
ྰまで。
ྰからも。

7�$

7�%

‴$ ‴% ୰㔛$ ୰㔛% Ⲩᮌ$ Ⲩᮌ%
●●○▲ ― ●●○▲ ●●●△ ●●○▲ ●●○▲

●●○▲ ― ●●○▲ ●●○▲
●●○▲/
○●○▲

●●○▲

●●○▲ ― ●●○▲ ●●○▲ ○●○▲ ●●○▲

●●●△▲/
●●○△▲

― ●●●△▲ ●●●△▲ ○●○▲△ ●●○▲△

●●●△▲/
●●○△▲

― ●●●△▲ ●●●△▲ ○●○▲△ ●●○▲△

●●●▲△▲ ― ●●●▲△▲ ●●●▲△▲ ○●○△▲△ ●●○▲▲△

●●●▲△▲ ― ●●●▲△▲ ●●●▲△▲ ○●○△▲△ ●●○▲▲△

●○● ― ●○● ●○● ●○● ●○●

●●○▲ ― ●●○▲ ●●●△ ●●○▲ ●●○▲

●●○▲ ― ●●○▲ ●●○▲
○●○▲/
●●○▲

●●○▲

●●○▲ ― ●●○▲ ●●○▲
○●○▲/
●●○▲

●●○▲

●●●△▲/
●●○△▲

― ●●●△▲ ●●●△▲
●●○▲△/
○●○▲△

●●○▲△

●●●△▲ ― ●●●△▲ ●●●△▲
●●○▲△/
○●○▲△

●●○▲△

●●●▲△▲ ― ●●●▲△▲ ●●●▲△▲ ●●○△▲△ ●●○▲▲△

●●●▲△▲ ― ●●●▲△▲ ●●●▲△▲ ●●○△▲△ ●●○▲▲△

●○● ― ●○● ●○● ●○● ●○●

●●○▲ ― ●●○▲ ●●●△ ●●○▲ ●●○▲

●●○▲ ― ●●○▲ ●●○▲ ●●○▲ ●●○▲

●●○▲ ― ●●○▲ ●●○▲ ●●○▲ ●●○▲

●●●△▲ ― ●●●△▲ ●●●△▲
●●○▲△/
○●○▲△

●●○▲△

●●●△▲ ― ●●●△▲ ●●●△▲
●●○▲△/
○●○▲△

●●○▲△

●●●▲△▲ ― ●●●▲△▲ ●●●▲△▲ ●●○△▲△ ●●○▲▲△

●●●▲△▲ ― ●●●▲△▲ ●●●▲△▲
●●○△▲△/
○●○▲▲△

●●○▲▲△

●○● ― ●○● ●○● ●○● ●○●

●●○▲ ― ●●○▲ ●●●△ ●●○▲ ●●○▲

●●○▲/
●○○▲

― ●●○▲ ●●○▲ ●●○▲ ●●○▲

●●○▲ ― ●●○▲ ●●○▲ ●●○▲ ●●○▲

●●●△▲ ― ●●●△▲ ●●●△▲
●●○▲△/
○●○▲△

●●○▲△

●●●△▲ ― ●●●△▲ ●●●△▲
●●○▲△/
○●○▲△

●●○▲△

●●●▲△▲ ― ●●●▲△▲ ●●●▲△▲ ●●○△▲△ ●●○▲▲△

●●●▲△▲ ― ●●●▲△▲ ●●●▲△▲
●●○△▲△/
○●○▲▲△

●●○▲▲△

●○● ― ●○● ●○● ●○● ●○●

●●○▲ ― ●●○▲ ●●●△ ●●○▲ ●●○▲

●●○▲/
●○○▲

― ●●○▲ ●●○▲ ○●○▲ ●●○▲

●●○▲ ― ●●○▲ ●●○▲ ○●○▲ ●●○▲

●●●△▲ ― ●●●△▲ ●●●△▲ ●●○▲▲ ●●○▲△

●●●△▲ ― ●●●△▲ ●●●△▲ ●●○▲△ ●●○▲△

●●●▲△▲ ― ●●●▲△▲ ●●●▲△▲ ●●○▲▲△ ●●○▲▲△

助詞　「が」：ŋD�QX、「から」：NDUD、「まで」：ɡDGL�PDGL、「に」：NDL�QL、「も」：PX
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分類 共通語 小野津$ 小野津% 志戸桶$ 志戸桶% 塩道$ 塩道%
ྰまでも。 ― ●○○△▲△ ◎◎●△△△ ●○●△△△ ●○○▲△△ ―

Ⴂ�NXMXPL�。 ― ●○● ○●○ ●○● ●○● ●○●

Ⴂが… ― ●○○▲ ●○●▲ ●○●▲
●○○▲/
●●○▲

●●○▲

Ⴂが。 ― ●○○▲ ●○●△ ●○●△
●○○▲/
●●○▲

●●○▲

Ⴂも。 ― ●○○▲ ●○●△ ●○●△ ●●○▲ ―

Ⴂから。 ―
●○○△▲/
●●○△▲

●●●△▲/
◎●●△△

●○●△△ ●○○▲△ ●○○▲△

Ⴂまで。 ―
●○○△▲/
●●○△▲

●●●△▲/
◎●●△△

●○●△△
●○○▲△/
●●○▲△

―

Ⴂからも。 ― ●○○△▲△ ◎◎●△△△ ●○●△△△ ●○○▲▲△ ―

Ⴂまでも。 ― ●○○△▲△ ◎◎●△△△ ●○●△△△ ●○○▲△△ ―

ླ�NDWDQD�KDWDQD�。 ― ●○● ●○●
○●○/
●○●

○●○ ●○●

ླが… ― ●○○▲ ●○●▲ ●○●▲ ○●●▲ ●●○▲

ླが。 ― ●○○▲ ●○●▲ ●○●△ ○●●△ ●●○▲

ླも。 ― ●○○▲
●○●△/
●○●)�ୗ㝆�

●○●△ ○●●△ ―

ླから。 ―
●○○△▲/
●●○△▲

●○●△△ ●○●△△
○●●△△/
○●○△△

●●○▲△

ླまで。 ―
●○○△▲/
●●○△▲

●○●△△ ●○●△△
○●○△△/
○●●△△

―

ླからも。 ― ●○○△▲△ ●○●△△△ ●○●△△△ ○●●△△△ ―

ླまでも。 ― ●○○△▲△ ●○●△△△ ●○●△△△ ○●●△△△ ―

ഒ�ɸDWHł�SDWHł�。 ― ●○● ●○●
○●○/
●○●

○●○ ○●○

ഒが… ― ●○○▲ ●○○▲ ●○●▲ ○●●▲ ○●●▲

ഒが。 ― ●○○▲ ●○●▲ ●○●△ ○●●△ ○●●△

ഒも。 ― ●○○▲ ●○○▲ ●○●△ ○●●△ ―

ഒから。 ―
●○○△▲/
●●○△▲

●○○△▲ ●○●△△ ○●●△△ ○●●▲△

ഒまで。 ―
●○○△▲/
●●○△▲

●○○△▲ ●○●△△ ○●●△△ ―

ഒからも。 ― ●○○△▲△ ●○○△▲△ ●○●△△△ ○●●△△△ ―

ഒまでも。 ― ●○○△▲△ ●○○△▲△ ●○●△△△ ○●●△△△ ―

๭ఢॉ�ɡDPDNX�。 ― ●○● ○●○
○●○/
●○●

― ○●○

๭ఢॉが… ― ●○○▲ ●○●▲ ●○●▲ ― ―

๭ఢॉが。 ― ●○○▲
●○●△/
●○●▲

●○●△ ― ―

๭ఢॉも。 ― ●○○▲ ●○●△ ●○●△ ― ―

๭ఢॉから。 ―
●○○△▲/
●●○△▲

○●●△△/
◎●●△△

●○●△△ ― ―

๭ఢॉまで。 ―
●○○△▲/
●●○△▲

○●●△△/
◎●●△△

●○●△△ ― ―

๭ఢॉからも。 ― ●○○△▲△
◎◎●△△△/
◎●●△△△

●○●△△△ ― ―

๭ఢॉまでも。 ― ●○○△▲△
◎◎●△△△/
◎●●△△△

●○●△△△ ― ―

ၐ�ʔDłWX儘L�。 ― ●○○● ― ●○●○
●●○●○/
●○○●○

●●○●

ၐが… ― ●○○●△ ― ●○○●▲
●○○●●▲/
●●○●●▲

●●○○▲

ၐが。 ― ●○○●△ ― ●○○●△ ●●○●●△ ―

ၐも。 ― ●○○●△ ― ●○○●△ ●●○●●△ ―

ၐから。 ― ●○○●▲△ ― ●○○●△△ ●●○●●△△ ―

ၐまで。 ̿ ●○○●▲△ ̿ ●○○●△△ ●●○●●△△ ―

7�%

8�$

7�&
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アクセントデータ

分類 共通語
ྰまでも。
Ⴂ�NXMXPL�。
Ⴂが…
Ⴂが。
Ⴂも。
Ⴂから。
Ⴂまで。
Ⴂからも。
Ⴂまでも。
ླ�NDWDQD�KDWDQD�。
ླが…
ླが。
ླも。
ླから。
ླまで。
ླからも。
ླまでも。
ഒ�ɸDWHł�SDWHł�。
ഒが…
ഒが。
ഒも。
ഒから。
ഒまで。
ഒからも。
ഒまでも。
๭ఢॉ�ɡDPDNX�。
๭ఢॉが…
๭ఢॉが。
๭ఢॉも。
๭ఢॉから。
๭ఢॉまで。
๭ఢॉからも。
๭ఢॉまでも。
ၐ�ʔDłWX儘L�。
ၐが…
ၐが。
ၐも。
ၐから。
ၐまで。

7�%

8�$

7�&

ᆏᕊ$ ᆏᕊ% 㜿ఏ$ 㜿ఏ% ୖ჆㕲$ ୖ჆㕲%(1) ୖ჆㕲%(2)
●●●▲△▲ ●●●▲△▲

●●○▲▲△/
●○○▲△△

― ●●○▲▲△ ― ●●○▲▲△

●○● ●○● ●○● ●○● ●○● ●○● ●○●

●●○▲/
●○○▲

●●○▲
●●○▲/
●○○▲

●○○▲ ●●○▲ ●●○▲ ●●○▲

●●○▲ ●●○▲
●●○▲/
●○○▲

●○○▲ ●●○▲ ●●○▲ ●●○▲

●●○▲ ●●○▲
●●○▲/
●○○▲

― ●●○▲ ●●○▲ ●●○▲

●●●△▲ ●●●△▲
●●○▲△/
●○○▲△

●○○▲△ ●●○▲△ ●●○▲△ ●●○▲△

●●●△▲ ●●●△▲
●●○▲△/
●○○▲△

― ●●○▲△ ― ●●○▲△

●●●▲△▲ ●●●▲△▲
●○○▲▲△/
●●○△▲△

●○○▲▲△
●●○▲▲△/
●○○▲▲△

●●●▲△▲ ●●○▲▲△

●●●▲△▲ ●●●▲△▲
●●○▲▲△/
●○○▲△△

― ●●○▲▲△ ― ●●○▲▲△

○●○ ○●○ ○●○ ○●○ ○●○ ○●○ ○●○

○○○▲ ○○○▲
●●●▲/
●●●△

○●●▲ ●●●▲ ○●●▲ ○●●▲

○○●△ ○○●△ ●●●△ ○●●△ ●●●▲ ○●●△ ○●●△

○○●△ ○○●△ ●●●△ ― ●●●▲ ○●●△ ○●●△

○○○▲△ ○○○▲△ ○●●▲△ ○●●△△ ●●●▲△ ○●●▲△ ○●●▲△

○○○▲△ ○○○▲△ ○●●▲△ ― ●●●▲△ ― ○●●▲△

○○○△▲△/
○○○▲▲△

○○○△▲△
●●●▲▲△/
○●●▲▲△

○●●▲▲△ ●●●▲▲△ ○●●▲▲△ ○●●▲▲△

○○○△▲△ ○○○△▲△
●●●▲△△/
○●●▲△△

― ●●●▲▲△ ― ○●●▲▲△

○●○ ○●○ ○●○ ○●○ ○●○ ○●○ ○●○

○○●▲/
○○○▲

○○○▲
●●●▲/
●●●△

○●●▲ ●●●▲ ○●●▲ ○●●▲

○●●△/
○○●△

○○●△ ●●●△ ○●●△ ●●●△ ○●●△ ○●●△

○●●△/
○○●△

○○●△ ●●●△ ― ●●●△ ○●●△ ○●●△

○○○▲△ ○○○▲△ ○●●▲△ ○●●△△ ●●●▲△ ○●●▲△ ○●●▲△

○○○▲△ ○○○▲△ ○●●▲△ ― ●●●▲△ ― ○●●▲△

○○○△▲△/
○○○▲▲△

○○○△▲△
●●●▲▲△/
○●●▲▲△

○●●▲▲△ ●●●▲▲△ ○●●▲▲△ ○●●▲▲△

○○○△▲△/
○○○▲▲△

○○○△▲△
●●●▲△△/
○●●▲△△

― ●●●▲▲△ ― ○●●▲▲△

○●○ ○●○ ○●○ ○●○ ○●○ ○●○ ○●○

○○●▲/
○○○▲

○○○▲
●●●▲/
●●●△

○●●▲ ●●●▲ ○●●▲ ○●●▲

○○●△ ○○●△ ●●●△ ○●●△ ●●●△ ○●●△ ○●●△

○○●△ ○○●△ ●●●△ ― ●●●△ ○●●△ ○●●△

○○○▲△ ○○○▲△
●●●▲△/
●●○▲△

○●●△△ ●●●▲△ ○●●▲△ ○●●▲△

○○○▲△ ○○○▲△ ○●●▲△ ― ●●●▲△ ― ○●●▲△

○○○▲▲△ ○○○△▲△
●●●▲▲△/
○●●▲▲△

○●●▲▲△ ●●●▲▲△ ○●●▲▲△ ○●●▲▲△

○○○▲▲△ ○○○△▲△
●●●▲△△/
○●●▲△△

― ●●●▲▲△ ― ○●●▲▲△

●●○● ●●○●
●○○●/
●●○●

●○○● ●●○● ― ●●○●

●●●○▲ ●●●○▲
●●○○▲/
●●○○△

●○○○▲ ●●●○▲ ― ●●●○▲

●●●○▲ ●●●○▲
●●○○▲/
●○○○▲

●○○○▲ ●●●○▲ ― ●●●○▲

●●●○▲ ●●●○▲ ― ― ●●●○▲ ― ●●●○▲

●●●●△▲ ●●●●△▲ ― ●○○○▲△ ●●●○▲△ ― ●●●○▲△

●●●●△▲ ●●●●△▲ ― ― ●●●○▲△ ― ●●●○▲△

助詞　「が」：ŋD�QX、「から」：NDUD、「まで」：ɡDGL�PDGL、「に」：NDL�QL、「も」：PX
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分類 共通語
ྰまでも。
Ⴂ�NXMXPL�。
Ⴂが…
Ⴂが。
Ⴂも。
Ⴂから。
Ⴂまで。
Ⴂからも。
Ⴂまでも。
ླ�NDWDQD�KDWDQD�。
ླが…
ླが。
ླも。
ླから。
ླまで。
ླからも。
ླまでも。
ഒ�ɸDWHł�SDWHł�。
ഒが…
ഒが。
ഒも。
ഒから。
ഒまで。
ഒからも。
ഒまでも。
๭ఢॉ�ɡDPDNX�。
๭ఢॉが…
๭ఢॉが。
๭ఢॉも。
๭ఢॉから。
๭ఢॉまで。
๭ఢॉからも。
๭ఢॉまでも。
ၐ�ʔDłWX儘L�。
ၐが…
ၐが。
ၐも。
ၐから。
ၐまで。

7�%

8�$

7�&

‴$ ‴% ୰㔛$ ୰㔛% Ⲩᮌ$ Ⲩᮌ%
●●●▲△▲ ― ●●●▲△▲ ●●●▲△▲ ●●○▲▲▲ ●●○▲▲△

●○● ― ●○● ●○● ●○● ●○●

●●○▲ ― ●●○▲ ●●●△ ●●○▲ ●●○▲

●●○▲/
●○○▲

― ●●○▲ ●●○▲ ●●○▲ ●●○▲

●●○▲ ― ●●○▲ ●●○▲ ●●○▲ ●●○▲

●●●△▲ ― ●●●△▲ ●●●△▲ ●●△▲▲ ●●○▲△

●●●△▲ ― ●●●△▲ ●●●△▲ ●●△▲▲ ●●○▲△

●●●▲△▲ ― ●●●▲△▲ ●●●▲△▲ ●●○▲▲△ ●●○▲▲△

●●●▲△▲ ― ●●●▲△▲ ●●●▲△▲ ●●○▲▲▲ ●●○▲▲△

○●○ ○●○ ○●○ ○●○ ○●○ ○●○

●●●▲ ― ○●●▲ ●○○▲ ○●●▲ ●●●▲

○●●△ ― ○●●△ ○●●△
○●●△/
○●●▲

●●●△

○●●△ ― ○●●△ ○●●△
○●●△/
○●●▲

●●●△

○●●▲△ ― ○●●▲△ ○●●▲△ ○●●▲△ ●●●▲△

●●●▲△ ― ○●●▲△ ○●●▲△ ○●●▲△ ●●●▲△

●●●▲▲△ ― ○●●▲▲△ ○●●▲▲△ ○●●▲▲△ ●●●▲▲△

●●●▲▲△ ― ○●●▲▲△ ○●●▲▲△ ○●●▲▲△ ●●●▲▲△

○●○ ○●○ ○●○ ○●○ ○●○ ○●○

●●●▲ ― ○●●▲ ●○○▲ ○●●▲ ●●●▲

○●●△ ― ○●●△ ○●●△
○●●△/
○●●▲

●●●△

○●●△ ― ○●●△ ○●●△
○●●△/
○●●▲

●●●△

○●●▲△ ― ○●●▲△ ○●●▲△ ○●●▲△ ●●●▲△

●●●▲△ ― ○●●▲△ ○●●▲△ ○●●▲△ ●●●▲△

●●●▲▲△ ― ○●●▲▲△ ○●●▲▲△ ○●●▲▲△ ●●●▲▲△

●●●▲▲△ ― ○●●▲▲△ ○●●▲▲△ ○●●▲▲△ ●●●▲▲△

― ○●○ ― ○●○ ○●○ ○●○

― ○●●△ ― ●○○▲ ○●●▲ ●●●▲

― ○●●△ ― ○●●△ ○●●▲ ●●●△

― ○●●△ ― ○●●△ ○●●▲ ●●●△

― ○●●▲△ ― ○●●▲△ ○●●▲▲ ●●●▲△

― ○●●▲△ ― ○●●▲△ ○●●▲▲ ●●●▲△

― ― ― ○●●▲▲△ ○●●▲▲▲ ●●●▲▲△

― ― ― ○●●▲▲△ ○●●▲▲▲ ●●●▲▲△

●●●○● ●●○●
●●○●/
●○○●

●●○● ●●○● ●●○●

●●●●○▲ ●●●○▲
●●●○▲/
●●●○△

●●●●△ ○○●○▲ ●●●○▲

●●●●○▲ ●●●○▲ ●●●○▲ ●●●○▲ ○○●○▲ ●●●○▲

●●●●○▲ ●●●○▲ ●●●○▲ ●●●○▲ ○○●○▲ ●●●○▲

●●●●●△▲ ●●●●△▲ ●●●●△▲ ●●●●△▲
○○●○▲△/
○○●○▲▲

●●●○▲△

●●●●●△▲ ●●●●△▲ ●●●●△▲ ●●●●△▲ ○○●○▲△ ●●●○▲△
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アクセントデータ

分類 共通語 小野津$ 小野津% 志戸桶$ 志戸桶% 塩道$ 塩道%
ၐからも。 ̿ ●○○○▲△�"� ̿ ●○○●△△△ ●●○●●△△△ ―

ၐまでも。 ̿ ●○○○▲△�"� ̿ ●○○●△△△ ●●○●●△△△ ―

୫મ�KDࢦPHł�。 ― ― ― ●○●○ ― ●○○●

୫મが… ― ●○○○▲ ― ●○○●▲ ― ●○○○▲

୫મが。 ― ●○○○▲ ― ●○○●△ ― ―

୫મも。 ― ●○○○▲ ― ●○○●△ ― ―

୫મから。 ― ●○○○△▲ ― ●○○●△△ ― ―

୫મまで。 ̿ ●○○○△▲ ̿ ●○○●△△ ― ―

୫મからも。 ̿ ●○○○△▲△ ̿ ●○○●△△△ ― ―

୫મまでも。 ̿ ●○○○△▲△ ̿ ●○○●△△△ ― ―

໹�KDࢦQDࡍL�。 ― ●○○● ― ●●○●
●●○●/
●○○●

●○○●

໹が… ― ●○○●△ ― ●●○●▲ ●●○●▲ ●○○○▲

໹が。 ― ●○○●△ ― ●●○●△ ●●●○▲ ―

໹も。 ― ●○○●△ ― ●●○●△ ●●●○▲ ―

໹から。 ― ●○○●△△ ― ●●○●△△ ●●●○▲△ ―

໹まで。 ̿ ●○○●▲△ ̿ ●●○●△△ ●●●○▲△ ―

໹からも。 ̿ ●○○●△△△ ̿ ●●○●△△△ ●●●○▲▲△ ―

໹までも。 ̿ ●○○●△△△ ̿ ●●○●△△△ ●●●○▲△△ ―

઎ਚ�WRłɡXࡍD�。 ― ●○○● ― ― ●○● ―

઎ਚが… ― ●○○●△ ― ― ●○○▲ ―

઎ਚが。 ― ●○○●△ ― ― ●○○▲ ―

઎ਚも。 ― ●○○●△ ― ― ●○○▲ ―

઎ਚから。 ― ●○○●△△ ― ―
●○○▲△/
●●○▲△

―

઎ਚまで。 ̿ ●○○●▲△ ̿ ̿
●○○▲△/
●●○▲△

―

઎ਚからも。 ̿ ●○○●△△△ ̿ ̿ ●○○▲▲△ ―

઎ਚまでも。 ̿ ●○○●△△△ ̿ ̿
●○○▲△△/
●○○▲▲△

―

଄ःཀ�PHłࡍDEL�。 ― ●○○● ― ●●○● ●○●○ ●○●○

଄ःཀが… ― ●○○●△ ― ●●○●▲ ●○●●▲ ●○●●▲

଄ःཀが。 ― ●○○●△ ― ●●○●△ ●○●●△ ―

଄ःཀも。 ― ●○○●△ ― ●●○●△ ●○●●△ ―

଄ःཀから。 ― ●○○●△△ ― ●●○●△△ ●○●●△△ ―

଄ःཀまで。 ̿ ●○○●▲△ ̿ ●●○●△△ ●○●●△△ ―

଄ःཀからも。 ̿ ●○○●△△△ ̿ ●●○●△△△ ●○●●△△△ ―

଄ःཀまでも。 ̿ ●○○●△△△ ̿ ●●○●△△△ ●○●●△△△ ―

ଠ੩�WLࡺࢦLRł�。 ― ― ― ●○●○ ●○●○ ●○●○

ଠ੩が… ― ●○○○▲ ― ●○○●▲ ●○●●▲ ●○●●▲

ଠ੩が。 ― ●○○○▲ ― ●○○●△ ●○●●△ ―

ଠ੩も。 ― ●○○○▲ ― ●○○●△ ●○●●△ ―

ଠ੩から。 ― ●○○○△▲ ― ●○○●△△ ●○●●△△ ―

8�&

8�$

8�%

助詞　「が」：ŋD�QX、「から」：NDUD、「まで」：ɡDGL�PDGL、「に」：NDL�QL、「も」：PX
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分類 共通語
ၐからも。
ၐまでも。
୫મ�KDࢦPHł�。
୫મが…
୫મが。
୫મも。
୫મから。
୫મまで。
୫મからも。
୫મまでも。
໹�KDࢦQDࡍL�。
໹が…
໹が。
໹も。
໹から。
໹まで。
໹からも。
໹までも。
઎ਚ�WRłɡXࡍD�。
઎ਚが…
઎ਚが。
઎ਚも。
઎ਚから。
઎ਚまで。
઎ਚからも。
઎ਚまでも。
଄ःཀ�PHłࡍDEL�。
଄ःཀが…
଄ःཀが。
଄ःཀも。
଄ःཀから。
଄ःཀまで。
଄ःཀからも。
଄ःཀまでも。
ଠ੩�WLࡺࢦLRł�。
ଠ੩が…
ଠ੩が。
ଠ੩も。
ଠ੩から。

8�&

8�$

8�%

ᆏᕊ$ ᆏᕊ% 㜿ఏ$ 㜿ఏ% ୖ჆㕲$ ୖ჆㕲%(1) ୖ჆㕲%(2)
●●●●▲△▲ ●●●●▲△▲ ― ●○○○▲▲△ ●●●○▲▲△ ― ●●●○▲▲△

●●●●▲△▲ ●●●●▲△▲ ― ― ●●●○▲▲△ ― ●●●○▲▲△

●○●○ ― ― ●○○● ●○●○ ― ―

●●○●▲ ― ― ●○○○▲ ●○●●▲ ― ―

●●○●△ ― ― ●○○○▲ ●○●●▲ ― ―

●●○●△ ― ― ― ●○●●▲ ― ―

●●○○▲△ ― ― ●○○○▲△ ●○●●▲△ ― ―

●●○○▲△ ― ― ― ●○●●▲△ ― ―

●●○○▲▲△ ― ― ●○○○▲▲△ ●○●●▲▲△ ― ―

●●○○▲▲△ ― ― ― ●○●●▲▲△ ― ―

●●○● ―
●○○●/
●●○●

― ●●●○● ― ―

― ― ●○○●▲ ― ●●●●○▲ ― ―

●●●○▲ ―
●○○○▲/
●●○○▲

―
●●●●○▲/
●●●○○▲

― ―

●●●○▲ ― ― ― ●●●●○▲ ― ―

●●●●△▲ ― ― ― ●●●●○▲△ ― ―

●●●●△▲ ― ― ― ●●●●○▲△ ― ―

●●●●▲△▲ ― ― ― ●●●●○▲▲△ ― ―

●●●●▲△▲ ― ― ― ●●●●○▲▲△ ― ―

― ― ― ●○○● ― ― ―

― ― ― ●○○○▲ ― ― ―

― ― ― ●○○○▲ ― ― ―

― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ●○○○▲△ ― ― ―

― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ●○○○▲▲△ ― ― ―

― ― ― ― ― ― ―

●○●○ ●○●○ ●○●○ ●○●○ ●○●○ ― ●○●○

●○○●▲ ●○○○△ ― ●○●●▲ ●○●●▲ ― ●○●●▲

●○○●△/
●●○●△

●○○○▲ ●○●●△ ●○●●△
●○●●△/
●●●●△

― ●○●●△

●○○●△/
●●○●△

●○○○▲ ― ― ●○●●△ ― ●○●●△

●○○○▲△ ●○○○▲△ ― ●○●●△△ ●○●●△△ ― ●○●●▲△

●○○○▲△ ●○○○▲△ ― ― ●○●●▲△ ― ●○●●▲△

●●○○△▲△/
●○○○▲▲△

●○○○△▲△ ― ●○●●▲▲△ ●○●●▲▲△ ― ●○●●▲▲△

●○○○△▲△ ●○○○△▲△ ― ― ●○●●▲▲△ ― ●○●●▲▲△

●○●○ ●○●○ ●○●○ ●○●○ ●○●○ ― ●○●○

●○○●▲ ●○○○△ ― ●○●●▲ ●○●●▲ ― ●○●●▲

●○●●▲/
●○○●▲

●○○○▲ ●○●●△ ●○●●△ ●○●●△ ― ●○●●△

●○○●△/
●○●●△

●○○○▲ ― ― ●○●●△ ― ●○●●△

●●○○▲△/
●○○○▲△

●○○○▲△ ― ●○●●△△ ●○●●▲△ ― ●○●●▲△
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アクセントデータ

分類 共通語
ၐからも。
ၐまでも。
୫મ�KDࢦPHł�。
୫મが…
୫મが。
୫મも。
୫મから。
୫મまで。
୫મからも。
୫મまでも。
໹�KDࢦQDࡍL�。
໹が…
໹が。
໹も。
໹から。
໹まで。
໹からも。
໹までも。
઎ਚ�WRłɡXࡍD�。
઎ਚが…
઎ਚが。
઎ਚも。
઎ਚから。
઎ਚまで。
઎ਚからも。
઎ਚまでも。
଄ःཀ�PHłࡍDEL�。
଄ःཀが…
଄ःཀが。
଄ःཀも。
଄ःཀから。
଄ःཀまで。
଄ःཀからも。
଄ःཀまでも。
ଠ੩�WLࡺࢦLRł�。
ଠ੩が…
ଠ੩が。
ଠ੩も。
ଠ੩から。

8�&

8�$

8�%

‴$ ‴% ୰㔛$ ୰㔛% Ⲩᮌ$ Ⲩᮌ%
●●●●●▲△▲ ●●●●▲△▲ ●●●●▲△▲ ●●●●▲△▲

○○●○▲▲△/
○○●○△▲△

●●●○▲▲△

●●●●●▲△▲ ●●●●▲△▲ ●●●●▲△▲ ●●●●▲△▲
○○●○▲▲△/
○○●○△▲△

●●●○▲▲△

― ●●○● ― ●●○● ― ●○●○

― ●●●○▲ ― ●●●●△ ― ●○●●▲

― ●●●○▲ ― ●●●○▲ ― ●○●●△

― ●●●○▲ ― ●●●○▲ ― ●○●●△

― ●●●●△▲ ― ●●●●△▲ ― ●○●●▲△

― ●●●●△▲ ― ●●●●△▲ ― ●○●●▲△

― ●●●●▲△▲ ― ●●●●▲△▲ ― ●○●●▲△△

― ●●●●▲△▲ ― ●●●●▲△▲ ― ●○●●▲△△

●●○● ●●○● ●●○● ●●○● ●●○● ●●○●

●●●○▲ ●●●○▲ ●●●○▲ ●●●●△ ○○●○▲ ●●●○▲

●●●○▲ ●●●○▲ ●●●○▲ ●●●○▲ ○○●○▲ ●●●○▲

●●●○▲ ●●●○▲ ●●●○▲ ●●●○▲ ○○●○▲ ●●●○▲

●●●●△▲ ●●●●△▲ ●●●●△▲ ●●●●△▲ ○○●○▲▲ ●●●○▲△

●●●●△▲ ●●●●△▲ ●●●●△▲ ●●●●△▲
○○●○▲△/
○○●○▲▲

●●●○▲△

●●●●▲△▲ ●●●●▲△▲ ●●●●▲△▲ ●●●●▲△▲ ○○●○△▲△ ●●●○▲▲△

●●●●▲△▲ ●●●●▲△▲ ●●●●▲△▲ ●●●●▲△▲
○○●○▲▲△/
○○●○△▲△

●●●○▲▲△

― ― ― ●●○● ― ●●●○

― ― ― ●●●●△ ― ●●●○▲

― ― ― ●●●○▲ ― ●●●○▲

― ― ― ●●●○▲ ― ●●●○▲

― ― ― ●●●●△▲ ― ●●●○▲△

― ― ― ●●●●△▲ ― ●●●○▲△

― ― ― ●●●●▲△▲ ― ●●●○▲▲△

― ― ― ●●●●▲△▲ ― ●●●○▲▲△

●●●○/
●○●○

●○●○ ●○●○ ●○●○ ●○●○ ●○●○

●○●●▲ ●○●●▲ ●○●●▲ ●●○○▲ ●○○●▲ ●○●●▲

●○●●△ ●○●●△
●○●●△/
●○○●△

●○●●△ ●○○●▲ ●○●●△

●○●●△ ●○●●△ ●○●●△ ●○●●△ ●○○●▲ ●○●●△

●○○○△△/
●●●●▲△

●○●●▲△ ●○●●▲△ ●○●●▲△ ●○○●▲▲ ●○●●▲△

●○●●▲△ ●○●●▲△ ●○●●▲△ ●○●●▲△ ●○○●▲▲ ●○●●▲△

●○●●▲▲△ ●○●●▲▲△ ●○●●▲▲△ ●○●●▲▲△
●○○●▲▲▲/
●○○○▲▲▲

●○●●▲△△

●●●●▲▲△ ●○●●▲▲△ ●○●●▲▲△ ●○●●▲▲△ ●○○○▲▲▲ ●○●●▲△△

●○●○/
●●●○

●○●○ ●○●○ ― ●○●○ ●○●○

●●●●▲ ●○●●▲ ●○●●▲ ― ●○○●▲ ●○●●▲

●○●●△ ●○●●△ ●○●●△ ― ●○○●▲ ●○●●△

●○●●△ ●○●●△ ●○●●△ ― ●○○●▲ ●○●●△

●○●●▲△ ●○●●▲△ ●○●●▲△ ― ●○○●▲▲ ●○●●▲△

助詞　「が」：ŋD�QX、「から」：NDUD、「まで」：ɡDGL�PDGL、「に」：NDL�QL、「も」：PX
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ⓗ◊✲ࠖ႐⏺ᓥ᪉ゝㄪᰝሗ࿌᭩ྜ⥲ࡢࡵࡓࡢㄪᰝ࣭ಖᏑࡢᾘ⁛༴ᶵ᪉ゝࠕ
2011ᖺ8᭶15᪥ࠉᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ

分類 共通語 小野津$ 小野津% 志戸桶$ 志戸桶% 塩道$ 塩道%
ଠ੩まで。 ̿ ●○○○△▲ ̿ ●○○●△△ ●○●●△△ ―

ଠ੩からも。 ̿ ●○○○△▲△ ̿ ●○○●△△△ ●○●●△△△ ―

ଠ੩までも。 ̿ ●○○○△▲△ ̿ ●○○●△△△ ●○●●△△△ ―

୴�SDł�。 ̿ ●○ ̿ ̿ ― ○●

୴で… ̿ ○●△ ̿ ̿ ― ●○▲

୴で…。 ̿ ●○△ ̿ ̿ ― ―

౛�KDEL�。 ̿ ●○ ̿ ̿ ― ○●

౛で… ̿ ○●△ ̿ ̿ ― ●○▲

౛で…。 ̿ ○●△ ̿ ̿ ― ―

ഘ�QXQX�。 ̿ ●○ ̿ ̿ ― ○●

ഘで… ̿ ○●△ ̿ ̿ ― ●○▲

ഘで…。 ̿ ○●△ ̿ ̿ ― ―

に॒にऎ�SLࡍ ̿ ●○ ̿ ̿ ― ○●

に॒にऎで… ̿ ○●△ ̿ ̿ ― ●○▲

に॒にऎで…。 ̿ ○●△ ̿ ̿ ― ―

ཞ�SфDɡDPD�。 ̿ ○●○ ̿ ̿ ― ○●○

ཞで… ̿ ○●○△ ̿ ̿ ― ○●●▲

ཞで…。 ̿ ○●●△ ̿ ̿ ― ―

਽�NLł�。 ̿ ○● ̿ ̿ ― ○●

਽で… ̿ ●○▲ ̿ ̿ ― ●○▲

਽で…。 ̿ ●○▲ ̿ ̿ ― ―

໼�PDPL�。 ̿ ○● ̿ ̿ ― ○●

໼で… ̿ ●○▲ ̿ ̿ ― ●○▲

໼で。 ̿ ●○▲ ̿ ̿ ― ―

်�PXQL�。 ̿ ○● ̿ ̿ ― ○●

်で… ̿ ●○▲ ̿ ̿ ― ●○▲

်で…。 ̿ ●○▲ ̿ ̿ ― ―

ቧ�ELࡍD�。 ̿ ○● ̿ ̿ ― ○●

ቧで… ̿ ●○▲ ̿ ̿ ― ●○▲

ቧで。 ̿ ●○▲ ̿ ̿ ― ―

⌵�VDED儘L�。 ̿ ●○● ̿ ̿ ― ●○●

⌵で… ̿ ●○○▲ ̿ ̿ ― ●●○▲

⌵で。 ̿ ●○○▲ ̿ ̿ ― ―

࿭�QDEL�。 ̿ ○● ̿ ̿ ― ●○

࿭で… ̿ ●○▲ ̿ ̿ ― ●●▲

࿭で。 ̿ ●○▲ ̿ ̿ ― ―

舟。 ̿ ○● ̿ ̿ ― ●○

8�&

9�&

9�$

9�%
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アクセントデータ

分類 共通語
ଠ੩まで。
ଠ੩からも。
ଠ੩までも。
୴�SDł�。
୴で…
୴で…。
౛�KDEL�。
౛で…
౛で…。
ഘ�QXQX�。
ഘで…
ഘで…。
に॒にऎ�SLࡍ
に॒にऎで…
に॒にऎで…。
ཞ�SфDɡDPD�。
ཞで…
ཞで…。
਽�NLł�。
਽で…
਽で…。
໼�PDPL�。
໼で…
໼で。
်�PXQL�。
်で…
်で…。
ቧ�ELࡍD�。
ቧで…
ቧで。
⌵�VDED儘L�。
⌵で…
⌵で。
࿭�QDEL�。
࿭で…
࿭で。
舟。

8�&

9�&

9�$

9�%

ᆏᕊ$ ᆏᕊ% 㜿ఏ$ 㜿ఏ% ୖ჆㕲$ ୖ჆㕲%(1) ୖ჆㕲%(2)
●●○○▲△/
●○○○▲△

●○○○▲△ ― ― ●○●●▲△ ― ●○●●▲△

●●○○▲▲△/
●○○○△▲△

●○○○△▲△ ― ●○●●▲▲△ ●○●●▲▲△ ― ●○●●▲▲△

●●○○▲▲△/
●○○○△▲△

●○○○△▲△ ― ― ●○●●▲▲△ ― ●○●●▲▲△

― ― ― ― ― ― ○●

― ― ― ― ― ― ●●△▲

― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ○●

― ― ― ― ― ― ●●△▲

― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ○●

― ― ― ― ― ― ●●△▲

― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ○●

― ― ― ― ― ― ●●△▲

― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ○●○

― ― ― ― ― ― ●●●▲▲

― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ○●

― ― ― ― ― ― ●●△▲

― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ○●

― ― ― ― ― ― ●●△▲

― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ○●

― ― ― ― ― ― ●●△▲

― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ●○●▲

― ― ― ― ― ― ●●●△▲

― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ●○

― ― ― ― ― ― ●●▲▲

― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ●○

助詞　「が」：ŋD�QX、「から」：NDUD、「まで」：ɡDGL�PDGL、「に」：NDL�QL、「も」：PX
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分類 共通語
ଠ੩まで。
ଠ੩からも。
ଠ੩までも。
୴�SDł�。
୴で…
୴で…。
౛�KDEL�。
౛で…
౛で…。
ഘ�QXQX�。
ഘで…
ഘで…。
に॒にऎ�SLࡍ
に॒にऎで…
に॒にऎで…。
ཞ�SфDɡDPD�。
ཞで…
ཞで…。
਽�NLł�。
਽で…
਽で…。
໼�PDPL�。
໼で…
໼で。
်�PXQL�。
်で…
်で…。
ቧ�ELࡍD�。
ቧで…
ቧで。
⌵�VDED儘L�。
⌵で…
⌵で。
࿭�QDEL�。
࿭で…
࿭で。
舟。

8�&

9�&

9�$

9�%

‴$ ‴% ୰㔛$ ୰㔛% Ⲩᮌ$ Ⲩᮌ%
●○●●▲△ ●○●●▲△ ●○●●▲△ ― ●○○●▲▲ ●○●●▲△

●○●●▲▲△ ●○●●▲▲△ ●○●●▲▲△ ― ●○○●▲▲▲ ●○●●▲△△

●●●●▲▲△ ●○●●▲▲△ ●○●●▲▲△ ― ●○○●▲▲▲ ●○●●▲△△

― ― ― ○● ― ―

― ― ― ●●△ ― ●○▲

― ― ― ●○▲ ― ●○▲

― ○● ― ○● ― ○●

― ●○▲ ― ●●△ ― ●○▲

― ●○▲ ― ●○▲ ― ●○▲

― ○● ― ○● ― ○●

― ●○▲ ― ●●△ ― ●○▲

― ●○▲ ― ●○▲ ― ●○▲

― ○● ― ○● ― ○●

― ●○▲ ― ●●△ ― ●○▲

― ●○▲ ― ●○▲ ― ●○▲

― ○●○ ― ― ― ○●○

― ○●●▲ ― ― ― ●●●▲

― ― ― ― ― ●●●△

― ― ― ○● ― ○●

― ― ― ●●△ ― ●○▲

― ― ― ●○▲ ― ●○▲

― ○● ― ○● ― ○●

― ●○▲ ― ●●△ ― ●○▲

― ●○▲ ― ●○▲ ― ●○▲

― ○● ― ○● ― ○●

― ●○▲ ― ●●△ ― ●○▲

― ●○▲ ― ●○▲ ― ●○▲

― ○● ― ○● ― ●○

― ― ― ●●△ ― ●●▲

― ― ― ●○▲ ― ●●△

― ●○● ― ●○● ― ●○●

― ●○○▲ ― ●●●△ ― ●●○▲

― ●○○▲ ― ●○○▲ ― ●●○▲

― ●○ ― ●○ ― ●○

― ― ― ●●▲ ― ●●▲

― ― ― ●●△ ― ●●△

― ●○ ― ●○ ― ●○
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アクセントデータ

分類 共通語 小野津$ 小野津% 志戸桶$ 志戸桶% 塩道$ 塩道%
舟で… ̿ ●○▲ ̿ ̿ ― ●●▲

舟で。 ̿ ●○▲ ̿ ̿ ― ―

᲻�WLࡍX�。 ̿ ̿ ̿ ̿ ― ―

᲻で… ̿ ̿ ̿ ̿ ― ―

᲻で。 ̿ ̿ ̿ ̿ ― ―

Ⴛ�ʔXVX�。 ̿ ○● ̿ ̿ ― ●○

Ⴛで… ̿ ●○▲ ̿ ̿ ― ●●▲

Ⴛで。 ̿ ●○▲ ̿ ̿ ― ―

ेもऍ�SXWX�。 ̿ ○● ̿ ̿ ― ●○

ेもऍで… ̿ ●○▲ ̿ ̿ ― ●●▲

ेもऍで。 ̿ ●○▲ ̿ ̿ ― ―

ෛႇ�VDWDł�。 ̿ ●○● ̿ ̿ ― ○●○

ෛႇで… ̿ ●○○▲ ̿ ̿ ― ○●●▲

ෛႇで。 ̿ ●○○▲ ̿ ̿ ― ―

੩ૺ�KDł�。 ̿ ●○ ̿ ̿ ― ―

੩ૺで… ̿ ●○△ ̿ ̿ ― ―

੩ૺで。 ̿ ●○△ ̿ ̿ ― ―

洞窟�ɡDPD�。 ̿ ̿ ̿ ̿ ― ○●

洞窟で… ̿ ○●△ ̿ ̿ ― ●○▲

洞窟で。 ̿ ○●△ ̿ ̿ ― ●○▲

௃�PLQDWR�。 ̿ ̿ ̿ ̿ ― ―

௃で… ̿ ○●△△ ̿ ̿ ― ―

௃で。 ̿ ○●△△ ̿ ̿ ― ―

ੇ�MDł�。 ̿ ̿ ̿ ̿ ― ○●

ੇで… ̿ ●○▲ ̿ ̿ ― ●○▲

ੇで。 ̿ ●○▲ ̿ ̿ ― ●○▲

山�MDPD�。 ̿ ̿ ̿ ̿ ― ○●

山で… ̿ ●○▲ ̿ ̿ ― ●○▲

山で。 ̿ ●○▲ ̿ ̿ ― ●○▲

ಟો�ʔXPXWL�。 ̿ ̿ ̿ ̿ ― ●○●

ಟોで… ̿ ●○○▲ ̿ ̿ ― ●●○▲

ಟોで。 ̿ ●○○▲ ̿ ̿ ― ●●○▲

海。 ̿ ○● ̿ ̿ ― ●○

海で… ̿ ●○▲ ̿ ̿ ― ●●▲

海で。 ̿ ●○▲ ̿ ̿ ― ●●△

৙ਉ�SDࡍX�。 ̿ ○● ̿ ̿ ― ○●

৙ਉで… ̿ ●○▲ ̿ ̿ ― ●○▲

৙ਉで。 ̿ ●○▲ ̿ ̿ ― ●○▲

10�&

9�&

10�$

10�%

助詞　「が」：ŋD�QX、「から」：NDUD、「まで」：ɡDGL�PDGL、「に」：NDL�QL、「も」：PX
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ⓗ◊✲ࠖ႐⏺ᓥ᪉ゝㄪᰝሗ࿌᭩ྜ⥲ࡢࡵࡓࡢㄪᰝ࣭ಖᏑࡢᾘ⁛༴ᶵ᪉ゝࠕ
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分類 共通語
舟で…
舟で。
᲻�WLࡍX�。
᲻で…
᲻で。
Ⴛ�ʔXVX�。
Ⴛで…
Ⴛで。
ेもऍ�SXWX�。
ेもऍで…
ेもऍで。
ෛႇ�VDWDł�。
ෛႇで…
ෛႇで。
੩ૺ�KDł�。
੩ૺで…
੩ૺで。
洞窟�ɡDPD�。
洞窟で…
洞窟で。
௃�PLQDWR�。
௃で…
௃で。
ੇ�MDł�。
ੇで…
ੇで。
山�MDPD�。
山で…
山で。
ಟો�ʔXPXWL�。
ಟોで…
ಟોで。
海。
海で…
海で。
৙ਉ�SDࡍX�。
৙ਉで…
৙ਉで。

10�&

9�&

10�$

10�%

ᆏᕊ$ ᆏᕊ% 㜿ఏ$ 㜿ఏ% ୖ჆㕲$ ୖ჆㕲%(1) ୖ჆㕲%(2)
― ― ― ― ― ― ●●▲▲

― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ●○

― ― ― ― ― ― ●●▲▲

― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ●○

― ― ― ― ― ― ●●▲▲

― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ●○

― ― ― ― ― ― ●●▲▲

― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ○●○

― ― ― ― ― ― ●●●▲▲

― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ○●

― ― ― ― ― ― ●●△▲

― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ○●

― ― ― ― ― ― ●●△▲

― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ●○●

― ― ― ― ― ― ●●●△▲

― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ○●

― ― ― ― ― ― ●●△▲

― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ○●

― ― ― ― ― ― ●●△▲

― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ●○●

― ― ― ― ― ― ●●●△▲

― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ●○

― ― ― ― ― ― ●●▲▲

― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ●○

― ― ― ― ― ― ●●▲▲

― ― ― ― ― ― ―
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アクセントデータ

分類 共通語
舟で…
舟で。
᲻�WLࡍX�。
᲻で…
᲻で。
Ⴛ�ʔXVX�。
Ⴛで…
Ⴛで。
ेもऍ�SXWX�。
ेもऍで…
ेもऍで。
ෛႇ�VDWDł�。
ෛႇで…
ෛႇで。
੩ૺ�KDł�。
੩ૺで…
੩ૺで。
洞窟�ɡDPD�。
洞窟で…
洞窟で。
௃�PLQDWR�。
௃で…
௃で。
ੇ�MDł�。
ੇで…
ੇで。
山�MDPD�。
山で…
山で。
ಟો�ʔXPXWL�。
ಟોで…
ಟોで。
海。
海で…
海で。
৙ਉ�SDࡍX�。
৙ਉで…
৙ਉで。

10�&

9�&

10�$

10�%

‴$ ‴% ୰㔛$ ୰㔛% Ⲩᮌ$ Ⲩᮌ%
― ― ― ●●▲ ― ●●▲

― ― ― ●●△ ― ●●△

― ●○ ― ●○ ― ●○

― ― ― ●●▲ ― ●●▲

― ― ― ●●△ ― ●●△

― ●○ ― ●○ ― ●○

― ― ― ●●▲ ― ●●▲

― ― ― ●●△ ― ●●△

― ●○ ― ●○ ― ●○

― ― ― ●●▲ ― ●●▲

― ― ― ●●△ ― ●●△

― ○●○ ― ○●○ ― ○●○

― ― ― ●○○▲ ― ●●●▲

― ― ― ○●●△ ― ●●●△

― ●● ― ○● ― ○●

― ●○▲ ― ●●△ ― ●○▲

― ●○▲ ― ●○▲ ― ●○▲

― ― ― ○● ― ○●

― ― ― ●●△ ― ●○▲

― ― ― ●○▲ ― ●○▲

― ○●○ ― ●○● ― ●○●

― ― ― ●●●△ ― ●●○▲

― ― ― ●●○▲ ― ●●○▲

― ●● ― ○● ― ○●

― ●○▲ ― ●●△ ― ●○▲

― ●○▲ ― ●○▲ ― ●○▲

― ○● ― ○● ― ○●

― ●○▲ ― ●●△ ― ●○▲

― ●○▲ ― ●○▲ ― ●○▲

― ●○● ― ●○● ― ●○●

― ●●○▲ ― ●●●△ ― ●●○▲

― ●●○▲ ― ●●○▲ ― ●●○▲

― ●○ ― ●○ ― ●○

― ― ― ●●▲ ― ●●▲

― ― ― ●●△ ― ●●△

― ○● ― ○● ― ○●

― ●○▲ ― ●●△ ― ●○▲

― ●○▲ ― ●○▲ ― ●○▲

助詞　「が」：ŋD�QX、「から」：NDUD、「まで」：ɡDGL�PDGL、「に」：NDL�QL、「も」：PX
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分類 共通語 小野津$ 小野津% 志戸桶$ 志戸桶% 塩道$ 塩道%
ଘ�SфDPD)。 ̿ ○● ̿ ̿ ― ●○

ଘで… ̿ ●○▲ ̿ ̿ ― ●●▲

ଘで。 ̿ ●○▲ ̿ ̿ ― ●●△

ഒ�SDWHł�。 ̿ ●○● ̿ ̿ ― ○●○

ഒで… ̿ ●○○▲ ̿ ̿ ― ○●●▲

ഒで。 ̿ ●○○▲ ̿ ̿ ― ―

10�&
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アクセントデータ

分類 共通語
ଘ�SфDPD)。
ଘで…
ଘで。
ഒ�SDWHł�。
ഒで…
ഒで。

10�&

ᆏᕊ$ ᆏᕊ% 㜿ఏ$ 㜿ఏ% ୖ჆㕲$ ୖ჆㕲%(1) ୖ჆㕲%(2)
― ― ― ― ― ― ●○

― ― ― ― ― ― ●●▲▲

― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ○●○

― ― ― ― ― ― ●●●▲▲

― ― ― ― ― ― ―

助詞　「が」：ŋD�QX、「から」：NDUD、「まで」：ɡDGL�PDGL、「に」：NDL�QL、「も」：PX
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分類 共通語
ଘ�SфDPD)。
ଘで…
ଘで。
ഒ�SDWHł�。
ഒで…
ഒで。

10�&

‴$ ‴% ୰㔛$ ୰㔛% Ⲩᮌ$ Ⲩᮌ%
― ○● ― ●○ ― ●○

― ― ― ●●▲ ― ●●▲

― ― ― ●●△ ― ●●△

― ○●○ ― ○●○ ― ○●○

― ― ― ●○○▲ ― ●●●▲

― ― ― ○●●△ ― ●●●△
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「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」喜界島方言調査報告書 
� 2011年 8月 15日� 国立国語研究所 

3 
 

文法データ 
 
� 以下には，喜界島諸方言の文法データを掲載する。語形は国際音声字母で表記する。音声

記号の説明については，第３章「喜界島方言の音韻」を参照されたい。その他，方言文の表

記のしかたについては，以下のような方法で行う。 
・語形が複数，回答された場合には，複数回答の範囲を {� � } でくくり，２つ（またはそ
れ以上）の語形を / で区切って併記する。 
・話者により回答が異なる場合は，２つ（またはそれ以上）の語形を//で区切り，それぞれ
の語形の後ろに話者別の記号（アルファベットの大文字）を (� ) に入れて示す。 
・任意の要素（あってもなくても文が成り立つような要素）は，その部分を(� ) に入れて示
す。任意の要素には，音素，語，文節，句等，さまざまなレベルのものがある。 
・文の終わりには� ．を記入する。 
 �

各地点の調査者は以下のとおり。�

�

地区名 班 調査担当者 
小野津 文法M 松本・下地 

文法 K 金田・井上・新永 
文法 O 大西・荻野・當山・重野 
文法 T 田窪・白田・山田

志戸桶 文法M・T 松本・下地・田窪・白田・山田 
文法 K 金田・井上・新永・佐藤 
文法 O 大西・荻野・當山・重野 

上嘉鉄 文法M 松本・下地・竹田 
文法 K 金田・井上・新永・佐藤 

 文法 O 狩俣・久保薗・當山・重野 
中里 文法M 松本・三井・下地 

文法 K 金田・井上・新永・佐藤 
文法 O 狩俣・久保薗・當山・重野 

荒木 文法M 松本・三井・下地 
文法 K 金田・井上・新永 

 文法 O 狩俣・久保薗・川瀬・重野 
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文法データ

番号 地域 班 共通語文 備考

01 0共通語 おれは　きょうは　いそがしい

01 1小野津 0 ZDQRː kʲuːMD�^ʔLVXɡDVD�ʔLVXɡDVDɴ�GRː�`�
01 1小野津 K ZDQRː kʲuː�ɕLɡDɾDVDɴ�
01 2志戸桶 0 ZDQRː kʲuːMD�ʔLVXɡDVD�
01 2志戸桶 K GXːja kʲuːMD�ɕLɡDɾDVDɴ�
01 2志戸桶 2 ZDQRː kʲuːMD�ʔLVXɡDVD�
01 3上嘉鉄 0 ZDQRː�ɕXːMD�ʔLɕXɡDɕD�^ʔXɕLɾDɴ�ʔXɕLɾDː`�
01 3上嘉鉄 K ZDQRː�VXːZD�ʔLVRɡDVDɴ�
01 4中里 0 ZDQRː�VXːMD�ʔLVXɡDVD�
01 4中里 K ZDQRː�VXːMD�ʔLVXɡDVDL�
01 4中里 2 ZDQRː�VXːMD�LVXɡDVDL� 話者'はZDɴ�MDとも。

01 5荒木 0 ZDQRː�VXːMD�ʔLVXɡDVDL� LVXɡDVDLの語末のLに鼻音化が
聞こえる。

01 5荒木 2 ZDQXMD�VXːMD�^ʔLVXŋDVDLɴ�ʔLVXŋDVDɴ`�
02 0共通語 おまえが　畑へ　行け。

02 1小野津 0 GDŋD�^K�ɸ`DWHːNDL�ʔLNL�
02 1小野津 K GDː�KDWHːNDL�ʔLNɪ�
02 2志戸桶 0 GDMD�ɸDNNDL�^ʔLNɪMRː�ʔLNLMRː`� SDWHː�ɸDWHː「田んぼ」

02 2志戸桶 K GD�MD�^K�S`DWHːNDL�ʔLNɪ�
02 2志戸桶 2 GD�ː�ŋD�SDWHːNDL�^ʔLNɪ�ʔLNL`�
02 3上嘉鉄 0 GDː�^KDWHːNDʨL�KDWHːnʲi} {ʔLNLMRː�ʔLNLɴMD`�
02 3上嘉鉄 K GDː�KDWHːNDʨL�^ʔLNɪ�ʔLNL`�
02 4中里 0 GDŋD�KDWHːɡDʨL�ʔLNL�
02 4中里 K GDŋD�KDWHːɡDʨL�ʔLNL�
02 4中里 2 GDŋD�^KDWHːQL�KDWHɡDʨL`�ʔLNL� 話者'はKDWHːLとも。

02 5荒木 0 GDŋD�KDWHːNDʨL�LNL�
02 5荒木 2 GDː�KDWHːkanʲi ʔLNL�
03 0共通語 うん、畑へは　おれが　いく。

03 1小野津 0 ʔLɴ��KDWHːNDHː�^ZDɴŋD�ZDŋD`�ʔikʲui.
03 1小野津 K ʔLɴ��KDWHːNDHː�ZDŋD�ʔikʲui.
03 2志戸桶 0 ɴː��ɸDNNDL�ZDŋD�ʔikʲuɴ^NDɾD�QD`� �への返答として。

03 2志戸桶 2 ^ʔXɴ�&���ʔLɴ�'�`�SDWHː^NDL�&���NDHː�'�`�ZDɡD�ʔikʲui.
03 3上嘉鉄 0 ɴː��KDWHː^MH�H`�ZDɴQX�ʔLNLɴ�
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番号 地域 班 共通語文 備考

03 3上嘉鉄 K ʔLː��KDWHːNDʨHː�ZDɴQX�ʔLND�
03 4中里 0 ʔLɴ��KDWHːɡDʨHː�ZDŋD�ʔLʨXɴŋD�
03 4中里 K ʔLɴ��KDWHːɡDʨHː�ZDŋD�ʔLʨXL�
03 4中里 2 ʔXɴ�KDWHːɡDʨHː�ZDɴŋD�ʔLʨXL�
03 5荒木 0 ʔLɴ��KDWHːʨL࢒Hː�ZDŋD�ʔLʨXL�
03 5荒木 2 ʔXɴ��KDWHːkanʲHː�ZDŋD�ʔL儖XɴGRː�
04 0共通語 おれ䛾　㘵は　䛹䛣䛻　䛒䜛。

04 1小野津 0 ZDː kফZHːMD�儕Dːnʲi ʔDL�
04 1小野津 K ZDɴQX�ɸHːMDࡺ�Dːnʲi ʔDNND�
04 2志戸桶 0 ZDː�NZsːMD�^儕Dːnʲi ʔDNND�%��儕DːNDLQD�$�`� sːは音がृृँःऽः。

04 2志戸桶 2 ^ZDː��N�NZHːMD�&���ZDɴQX�NZHːMD�'�`�儕Dːnʲi ʔDL�
04 3上嘉鉄 0 ^ZDQXɴ�ZDɴnu} kফHːMD�儕Dːnʲi {ʔDɾLMR�ʔDɴGRː`�

04 3上嘉鉄 K ZDː�NHːMDࡺ�Dːnʲi ʔDɾL�MRʔ� 文末にళਞの૶ౕऩ೿ૃ�ଢ
୅൷ำ�が聞こえる。

04 4中里 0 Zফaː kফHːMD�^儕Dːnʲi {aijRː�DNND`�儕DːnʲiGu aɾX`� 儕DːnʲiGu aijRːも2.

04 4中里 K ZDː�NHːMDࡺ�DːnʲiGu ʔDɾX�
04 4中里 2 ZDɴnu kফHːMD�儕DːQL�^ʔDVVX�MRː�ʔDNNDL`�
04 5荒木 0 ZDː kফZHːMD�儕Dːnʲi {aɴ�DL`�
04 5荒木 2 ZDː kফZHːMD�^儕Dːnʲi ʔDLɴ�儕DːnʲiGu ʔDː`�
05 0共通語 䛣䛾　㙊は　ኴ㑻䛾䛛。

05 1小野津 0 ɸXQX�NDPDː�WDɾRːQX�PXɴQD�
05 1小野津 K KXɴ�ɸHːMD�WDɾXːQX�PXɴND� ɸHːは「ቒ」

05 2志戸桶 0 ʔXɴ�KDPDː�WDɾRːQX�KDPDNDMDː�
05 2志戸桶 2 ^KXɴ�&��ʔXɴ�'�`�KDPDː�WDɾRːQX�PXɴNDMD�ː��
05 3上嘉鉄 0 ɸXɴ�KDPDː�WDɾRːQX�PXɴ^QD�ND`�

05 3上嘉鉄 K ʔXɴ�NDPDː�WDɾRːQX�PXɴQDʔ� 文末にళਞの૶ౕऩ೿ૃ�ଢ
୅൷ำ�が聞こえる。

05 4中里 0
ʔXɴ�KDPDː�^WDɾRːQX�^QD�ND`�WDɾRːVXQD�WDɾRːQX�
PXɴQD`�

話者ڷはGLɾXŋDがとも。

05 4中里 K ʔXɴ�KDPDː�WDɾRːQX�PXɴ^QD�ː��ND�ː�`�
05 4中里 2 ʔXɴ�KDPDː�WDɾRːQX�PXɴ�QD�
05 5荒木 0 ʔXɴ�KDPDː�WDɾRːQX�PXɴQD�
05 5荒木 2 ʔXɴ�KDPDː�WDɾRː�PXɴQD�
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文法データ

番号 地域 班 共通語文 備考

0� 0共通語 䛹れが　おまえ䛾　➟䛰

0� 1小野津 0 儕XɾLŋD�GDː�QX��KDVDMR�
0� 1小野津 K ]XɾLŋD�GDː�KDVD�GRː�
0� 2志戸桶 0 GLɾXŋD�GDː�KDVDMRː�
0� 2志戸桶 2 GLɾXŋD�^GDː�&���GDːQX�'�`�NDVDND� NDVDはKDVDとも。

0� 3上嘉鉄 0 GLɾX࢒Rː�GD��^PXɴQX�KDɕDQD�PXQRː�KDɕD`� GLɾX ءRːは「नोは」ऊ࢒

0� 3上嘉鉄 K GXɴŋD�GDː�KDVD�MR�

0� 4中里 0 GLɴŋD�GDː�KDVDMRː�
GDːVXQD「もの�ऊ�aの」پ
「೒のऊ」WফaːVXQD「टोの
ऊ」

0� 4中里 K GLɴɡD�GDː�KDVD�MR� ɡDはŋDऊ。

0� 4中里 2 GXɾLŋD�GDː�KDVD�MRː�

0� 5荒木 0 GLɾXŋD�GDː�^NDVD�KDVD`�
NDVD ེ؜ຖطKDVD ຖのा

दਔ௡が౮ऩる。طH[��KDVD�
KDɴEL「ຖ�ၣ৕�ऊवो」

0� 5荒木 2 GLɴŋD�GDː�KDVD�MRː�
07 0共通語 そ䛾　➟が　おれ䛾䛰。

07 1小野津 0 ɸXQX�KDVDŋD�ZDː�PXɴ儕D�
07 1小野津 K KXɴ�KDVDŋD�ZDː�PXɴ�

07 2志戸桶 0 ʔXɴ�KDVDŋD�ZDː�^PXQX�PXɴ`� ʔXɾLŋD�ZDː�KDVD�「जोがஎ
のຖट」とःअ੉ः্も

07 2志戸桶 2 KXɴ�^KDVD�&���NDVD�'�`ŋD�ZDːPXɴ儕D�

07 3上嘉鉄 0 ɸXɴ�^KDɕDː�KDVDː`�ZDː�PXɴGRː� 共通語文にはశৌૢ「जのऊ
औはع」

07 3上嘉鉄 K ʔXɴ�KDVDɡD�ZDː�PXɴ�
07 4中里 0 ʔXɴ�KDVDŋD�ZDː�PXɴ儕D�
07 4中里 K ʔXɴ�KDVDŋD�ZDː�PXɴ�GRː�
07 4中里 2 ʔXɴ�KDVDŋD�ZDː�PXɴ�GRː�
07 5荒木 0 ʔXɴ�NDVDː�ZDː�PXɴGRː� NDVDː「ऊऔは」

07 5荒木 2 ʔXɴ�KDVDŋD�ZDː�PXɴ�GRː�
08 0共通語 䛣䛾　䜅䜝しきは　おまえ䛾䛛。

08 1小野津 0 ɸXQX�ɸXɾXɕLNHː�GDː�PXɴQD�
08 1小野津 K KXɴ�KXɾXɕLNHː�GDː�PXɴND�
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番号 地域 班 共通語文 備考

08 2志戸桶 0 ʔXɴ�ɸXɾXɕLNHː�GDː�PXɴQD�
08 2志戸桶 2 KXɴ�KXɾXɕLNHː�GDː�PXɴ^ND�&���QD�'�`�
08 3上嘉鉄 0 ɸXɴ�ɸXɾXɕLNHː�GDː�PXɴQD�
08 3上嘉鉄 K ʔXɴ�ʔXVXNNL�ː�MD�GDː�PXɴQD�
08 4中里 0 ʔXɴ�^ɸXɾXɕLNHː�ʔXʨXNNLːMD`�GDː�PXɴQD�
08 4中里 K ʔXɴ�KXɾXɕLNHː�GDː�PXɴ�QD�
08 4中里 2 ʔXɴ�KXɾXɕLNHː�GDː�PXɴ�QD�
08 5荒木 0 ʔXɴ�^ɸXɾXɕLNHː�ʔX儖XNNLːMD`�GDː�PXɴQD�
08 5荒木 2 ʔXɴ�ʔX儖XNNLːMD�GDː�PXɴQD�
09 0共通語 それは　お䛸う䛸䛾　䛛䜒しれ䛺い。

09 1小野津 0 ʔXɾHː�ʔXWWXːQX�PXɴND�ZDNDɾDɴGRː�
09 1小野津 K KXɾHː�ʔXWWXːQX�PXɴNDPX�ɕLɾLɾDː�
09 2志戸桶 0 ʔXɾHː�ʔXWWXɴ�PXɴNDPX�ZDNDɾDɴ�

09 2志戸桶 2
ʔXɾHː�ʔXWWXːQR�NDPX�^ɕLɾHɾDː�ɕLɾLɾDː`�&���
ʔXɾHː�ʔXWWXːQX�PXɴNDPR�ZDNDɾDː�'�`�

09 3上嘉鉄 0 ɸXɾHː�ʔXWWXQX�PXɴNDPX�ZDNDɾDɴGRː�
09 3上嘉鉄 K ʔXɾHː�ʔXWWXQX�PXɴNDPX�ɕLɾLɾDː�

09 4中里 0
ʔXɾHː�ʔXWWXːQX��PXɴ�NDPX�^ɕLɾLɾDː�$���
ZDNDɾDːMDː�%�`�

09 4中里 K ʔXɾHː�ʔXWWXːQX�NDPX�ZDNDɾDː�
09 4中里 2 ʔXɾHː�ʔXWWXːQX�PXɴNDPX�ZDNDɾDː�

09 5荒木 0 ʔXɾHː�ʔXWWXːQX�PXɴNDPX�^ZDNDɾDɴ�ɕLɾLɾDɴ�ɕLɾLɾDː`� ʔXWWXːは৯ৣのਔऩのदʔXWXː
WXのऺअがঋॱشとのこと

09 5荒木 2 ʔXɴ�ʔX儖XNNLːMD�ZDː�ʔXWWXQX�PXɴࡺD� ఏ૆語の文とৌૢしてःऩ
ःء

10 0共通語 Ἀ⦖䛻は　⯪䛷　行く䜘䜚　㣕行ᶵ䛷　行䛳䛯　䜋うが　いい。

10 1小野津 0
ʔRkinaZanʲi ɸXQɪࡺL�ʔikʲujukka oikRːNLࡺL�ʔLࡺDɴ�KRːŋD�
MXWDVDɴGRː�

10 1小野津 K
ʔXNLQDːNDHː�KXQLࡺL�ʔikʲuijukka oikRːNLࡺL�ʔLࡺDɴ�
KRːŋD�MXWDVDL�

10 2志戸桶 0
^ʔRNLQDZD�QDɸa}nʲi࢒H�ɸXQɪࡺL�ʔikʲuɴ�MXNNDPX�
oLNRːNLࡺL�ʔLࡺDɴ�KRːŋD�MXWDVDLMDː�
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文法データ

番号 地域 班 共通語文 備考

10 2志戸桶 2

ʔukinaZan�ʲ�Hː�KXQL儕L�ʔikʲuɴMRɾL�oLNRːNLGH�ʔL儕Dɴ�
KRːŋD�MXWDVDL��&���
ʔXNLQDZDNDHː^QHː�NDHː`�KXQL儕L�ʔikʲuɴMXɾL�
oLNRːNL儕L�ʔL儕Dɴ�KRːŋD�MXWDVDL��'�

10 3上嘉鉄 0
ʔRkinaZanʲi Hː�ʔikʲuɴMXɾL�兞LNRːNL࢒H�ɸXQL࢒ �DɴࡺHː�ʔL࢒
KRːŋD�MXWDVDɴGRː�

10 3上嘉鉄 K
ʔRNLQDZDNDʨHː KunʲiࡺL�ʔLʨXNNDPX�兞LNRːNLࡺL�ʔLࡺDɴ�
KRːQX�MXWDVDɾL�

10 4中里 0
ʔRNLQDːɡDʨHː�ɸXQɪࡺL�^ʔLʨXNNDPX�$���ʔLʨXɴMXɾ
LPX�%�`�oLNRːNLࡺL�ʔLࡺDɴ�KRːŋD�MXWDVDL�MDː��

10 4中里 K
ʔRNLQDː{nʲHː�ɡDʨi} KunʲiࡺL�ʔLʨXNNDPX�oLNRːNLࡺL�
ʔLࡺDɴ�KRːŋD�MXWD�V�VDL�

10 4中里 2
ʔRNLQDːɡDʨHː�^KXQL�KXPL`儕L�ʔLʨXNNDPX�oLNRːNL儕L�
ʔL儕Dɴ�KRːŋD�MXWDVDɾL�

10 5荒木 0
ʔRkinaZanʲi �`L�^ʔLʨXɴMXɾL�ʔLʨXɴMXNNDࡺHː�ɸXQɪ࢒
oLNRːNLࡺL�ʔLࡺDɴ�KRːŋD�MXWDVD^ɴ�L`�

MXWDVDLの語末のLに鼻音化が
聞こえる。

10 5荒木 2
ʔRNLQDː kanʲHː�KXQLࡺL�ʔLࡺDɴ�MXɾLPX�oLNRːNLࡺL�ʔLࡺDɴ�
KRːŋD�MXWDVDɴ�GRː�

11 0共通語 㣕行ᶵは　୍᪥䛻　୍ᅇし䛛　䛺い。

11 1小野津 0 兞LNRːNHː�ɸLWʨLːnʲi ʔLNNDLɕLND�QHɴGRː�
11 1小野津 K 兞LNRːNHː�ʔLʨLɴʨinʲi ʔLNNDLɕLND�QHː�
11 2志戸桶 0 兞LNRːNL �Hː�ɸLWʨLːnʲi ʔLNNDLɕLND�QHɴGRː࢒
11 2志戸桶 2 oLNRːNHː�SLWʨLːQL�ʔLNNDLɕLND�QHːɾDː�
11 3上嘉鉄 0 兞LNRːNL ��GRː�Hː�兞LWʨLːHː�ʔLNNDLɕLND�QHːɾDɴ࢒
11 3上嘉鉄 K 兞LNRːNHː�兞LWʨLːHɴ�ʔLNNDLɕLND�ʔXɾDɴ�

11 4中里 0 兞LNRːNL �Hː�ʔLʨinʲiʨinʲi ʔLNNDLɕLND�QHɴ࢒ 話者ڷはQHɴदはऩऎXɾDɴと
も。

11 4中里 K 兞LNRːNHː�兞LWʨLːnʲi ʔLNNDLɕLND�QHː�
11 4中里 2 oLNRːNHː�oLWʨLːQL�ʔLNNDLɕLND�QHɴ�GRː�
11 5荒木 0 兞LNRːNL �`Hː�兞LWʨLːnʲi {ʔLNNDLGX�ʔDɴ�ʔLNNDLɕLND�QHɴ࢒
11 5荒木 2 oLNRːNLMD�oLWʨLːnʲi ʔLNNDLɕLND�^QHːɾDɴ�WXEDɴ`GRː� WXEDɴ「ఄयऩः」

12 0共通語 ✵ 䛺䜙　䛣䛳䛱䛾　㐨䜢　行き䛺䛥い。

12 1小野津 0
NXːNRː�ʔDɾLED�ɸXPDQX�^PLʨL�ʔLNLMRː�PLʨLRED�ʔLࡺL�
WDERːɾL`�

ʔLࡺL�WDERːɾLはร語。
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12 1小野津 K oLNRːࡺRːNDɾD�ʔDɾLED�KXPDɴ�PLʨLMRːED�ʔLNɪ�MRː�

12 2志戸桶 0
oLNRː儕RːNDHː�^ʔXɴ�ʔXPD`�PLʨL�ED��^ʔLNL�ʔLNLED�
MXWDVDɴ`�

「ఄষৃへは」とऩढてः
る。ʔLNLED�MXWDVDɴ「ষऐय
ଐः」はृृഛႠऩ਀ਠ。話
者$はʔLNLEDがʔLNɪEDのेअに
聞こえる。

12 2志戸桶 2
oLNRː儕RːDWHː�^KXPDQX�PLʨLR�^ʔLNɪ�ʔLNH`�&���
^KXɴPLʨL�ED��ʔLNL�'�`�

12 3上嘉鉄 0
^兞LNRː儕RːMDɾLED�兞LNRːࡺRːɡDʨL�QDɾLED`�^ɸXɴ�ʔXɴ`�PL
ʨLQX�^ʔLࡺDɴKRːŋD�MXWDVDɴGRː�ʔLNLɴGRːWH�MXWDVDɴGRː`�

12 3上嘉鉄 K 兞LNRːࡺRːNDʨHː�ʔXɴ�PLʨL�WXːɾHːNL��MRː��

12 4中里 0 NXːNRː^ɡDʨHː�QDɾLED`�ʔXPDːQX�PLʨL�RːED��ʔLNLMRː�
NXːNRːɡDʨHː「૬௃へは」。

話者%は��PLʨL�RːED॑णऐる
ことが੗ः。

12 4中里 K 兞LNRːࡺRː�QDɾLED�ʔXɴ�PLʨLMRːED�ʔLNL�MRː�

12 4中里 2
NXːNRːɡDʨHː�ʔXPDQX�PLʨL^MRːED�R`�^ʔLNLː�ʔLNL�
ɴVRːɾL`�

12 5荒木 0 NXːNRː�QDɾLED�^ʔXɴ�ɸXɴ`�PLʨL�ʔLNLMRː� ʔLʨLɴVRːɾL「उষऌऩऔः」

�ഛႠ஄!

12 5荒木 2 NXːNRːkanʲH ʔXɴ�PLʨL�ʔLNLMRː� 「૬௃へはजの੊॑ষऐ」と
ऩढてःる。

13 0共通語 㐨䛾　まん䛺䛛䜢　䛒䜛い䛶は　いけ䛺い。

13 1小野津 0 PLʨLQX�PDɴQDː^MXED�RED`�ʔDNNɪED�ʔLNDɴGRː� MXEDaMREDदॅोてるء

13 1小野津 K PLʨLQX�PDɴQDːMRːED�ʔDWʨHː�ʔLNDɴ�GRː�
13 2志戸桶 0 PLʨLQX�PDɴQDː�ʔDWʨHː�ʔLNDɴGRː�
13 2志戸桶 2 PLʨLQX�PDɴQDːED�ʔDWʨHː�ʔLNDɴ��&�
13 3上嘉鉄 0 PLʨLQX�PDɴQDNDNDɾDː�ʔDWʨLED�ʔLNDɴGRː�
13 3上嘉鉄 K PLʨLQX�PDɴQDND�ʔDWʨLED�ʔLNDɴ��GRː��
13 4中里 0 PLʨLQX�PDɴQDː�RːED��ʔDWʨHː�ʔLNDɴ�GRː��
13 4中里 K PLʨLɴ�PDɴQDː�ʔDWʨHː�ʔLNDɴ�GRː�
13 4中里 2 PLʨLQX�PDɴQDː^MRːED�ZR`�ʔDNNLEDː�ʔLNDɴ��GRː��
13 5荒木 0 PLʨLQX�PDɴQDː�RED��ʔDWʨHː�ʔLNDɴ�
13 5荒木 2 PLʨLQX�PDɴQDː�ʔDNNLED�ʔLNDɴ�GRː�
14 0共通語 㐨が　ᗈい䛺䛒。
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14 1小野津 0 ^PLʨLŋD�兞LɾXVDLMDː�PLʨLQX�ʔXELVDMDː`� ʔXELVDは「পऌः」の૎ၰ
஄。

14 1小野津 K PLʨLQX��兞XːVDːQXːNND�
14 2志戸桶 0 PLʨLQX�^ɸ�S`LɾXVDMDː�
14 2志戸桶 2 PLʨLŋD�SLɾXVDMDː�
14 3上嘉鉄 0 PLʨLQX�兞LɾXVDMDː�
14 3上嘉鉄 K PLʨLQX�兞LɾXVDɾLMDː�

14 4中里 0 PLʨLŋD�兞LɾXVDLMDː�
話者%はPLʨLŋD�兞LɾXVDMDːद
লञ。�پ૎ၰ஄ऩのに਌語

がQXતにऩढてःऩः�。
14 4中里 K PLʨLŋD�兞LɾXVD�MDː�
14 4中里 2 PLʨLQX�oLɾXVD�MDː�

14 5荒木 0 PLʨLŋD�兞LɾXVDLMDː��PLʨLQX�兞LɾXVDMDː� 兞LɾXVDLの語末のLに鼻音化が
聞こえる。

14 5荒木 2 ʔXɴ�PLʨL�oLɾXNDPXMDː� ઉ๨は「जの੊ઁःऩँ」。

15 0共通語 䛒、㞵が　䜅䛳䛶き䛯。

15 1小野津 0 ʔD��ʔDPɪ^ŋD�QX`�ɸXWLWʨD�
ʔDPɪQXのऺअがेः�話者へ

のସਖにेॉ。ञटしʔDPɪŋ
Dが੔にলञ�。

15 1小野津 K ʔDː��ʔDPɪŋD�ɸXWLWʨL�

15 2志戸桶 0 ʔDɾL��ʔDPɪŋD�^ɸXWLWʨDɴ�ɸXWLWʨL`� 話者%はʔDPɪ॑ʔDPLと৅音。

15 2志戸桶 2 ^ʔDɡH�ʔDLMD�ʔDɾL`�ʔDPɪŋD�KXWLWʨD�
15 3上嘉鉄 0 QDPD��ʔDPLQX�^ɸXɾHɴʨLː�ɸXɾHɴʨDɴ`� QDPD「০ؚਠ૔」

15 3上嘉鉄 K ^ʔD�KRːKRː`�ʔDPLQX�ɸXɾHɴʨLː� ʔDPLはʔDPɪにも聞こえる。

15 4中里 0 ^ʔDNNHː�KDɡHː`��ʔDPLŋD�ɸXWLWʨLː�
15 4中里 K ʔD��ʔDPLŋD�ɸXWLWʨLː�

15 4中里 2 ʔXɡLː�ʔDWDːGDQL�ʔDPLŋD�^KXWLWʨDɴ�GRː�KXWLWʨDː`� ʔDWDːGDQLのਔ௡は「఍ே؞
૶に」

15 5荒木 0 ʔDɡHː�ʔDPLŋD�ɸXWLWʨLː�
15 5荒木 2 ^KDɡLː�KDŋLː`�ʔDPLŋD�^KXWLʨDɴ�GRː�KXWLʨLː`�
1� 0共通語 い䛸䛣䛾　ᕸᅋが　䜔䛽䛾　ୖ䛻　䜋し䛶䛒䜛。

1� 1小野津 0 ʔLWXNXQX�ʔXGXŋa janʲiɴ�X࢒Lːnʲi {ɸXʨDL�ɸXʨL�DL`�
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1� 1小野津 K ʔLWXNXQX�ʔXGXŋD�MDɴSLMDːnʲi ɸXʨL�ʔDL�
1� 2志戸桶 0 ʔLWXNXQX�ʔXGXŋD�MDɴSLɾDːnʲi  {ɸXʨHɴ�ɸXʨL�ʔDɴ`�
1� 2志戸桶 2 ʔLWXNXQX�ʔXGXŋD�MDɴSLɾDːQX�ZLːQL�KXʨL�ʔDL��&�

1� 3上嘉鉄 0
ʔLWXNXQX�^ɸXWXɴQX�ʔuGunu} jফaɴ兞LɾDː�QX��^X࢒Lːnʲi�
X࢒LːHː`�ɸXɕD�ɾL�

ɸXWXɴはནはʔXGXと੉ढञ。

1� 3上嘉鉄 K ʨLMRːMD�VXːNDPX�KDGLQX�儖XVDWWDɴ�
「০঩はઆ঩ेॉ௯がਘऊढ
ञ」とऩढてःる。ʨLMRːは
儕LMRːにも聞こえる。

1� 4中里 0 ʔLWXNXQX�ʔXGXŋD�ʔMDɴ兞LɾDːnʲi {ɸXʨL�ʔDL�ɸXʨDL`�
1� 4中里 K ʨinʲuːMD�VXːNNDPX�KDGLŋD�ʨXVDWWL�
1� 4中里 2 ʔLWRNRQX�KXWXɴŋD�MDQLQX�Lːnʲi KuʨDɴ�GRː�
1� 5荒木 0 ʔLWXNXQX�ʔXGX�MDɴ兞LɾDːnʲi ɸXʨL�ʔDL� ʔDLLの語末のLは鼻音化。

1� 5荒木 2 ʔLWXNXQX�KXWXɴ janinu ZফiːQL�KXʨDɴGRː� ZফiːQLのQLはnʲiऊ。

17 0共通語 き䛾うは　௒᪥䜘䜚　㢼が　ᙉ䛛䛳䛯。

17 1小野津 0 kinʲuːja kʲuːMXNND�KDࡺLŋD�儖XVDWDMDː�
17 1小野津 K kinʲuːja kʲuːMXNND�KDࡺLŋD�儖XVDWL�MDː�

17 2志戸桶 0
kinʲuːja kʲuːMXNND�PX��KDࡺLŋD�^儖XVDQDWLWʨDɴ�
儖XVDQDWLWʨLMDː�儖XNXQDWL`�

஽語は「ਘऎऩる」にৌૢ。
WDWʨLWʨLMDː「ञढてःञ」と

も。儖XNXQDWLは共通語にਬ
ऌङैोञ૭ચਙँॉ。

17 2志戸桶 2
kinʲuːja {{kʲuːMXɾi�kʲuːjukkaPu}�&���kʲuːLNNDPX�'�`�
KD儕LŋD�儖XVDWD�

17 3上嘉鉄 0 NLMXː�ɕXːMXɾL�KDGLQX�^ʔʨXVDɾL�ʔʨXVDWDɴGRː`�

17 3上嘉鉄 K ʨLMRːMD�VXːNDPX�KDGLQX�儖XVDWWDɴ�
「০঩はઆ঩ेॉ௯がਘऊढ
ञ」とऩढてःる。ʨLMRːは
儕LMRːにも聞こえる。

17 4中里 0 ʨinʲuːMD�VXːNNDPX�KDGLŋD�^ʨuVaWফa�jaː��ʨXVDWDɴ`�
17 4中里 K ʨinʲuːMD�VXːNNDPX�KDGLŋD�ʨXVDWWL�
17 4中里 2 ʨLQXːMD�VXNNDPX�KDGLŋD�ʨXVDWDɴ�GRː 。話者'にेる৷୻پ

17 5荒木 0 ʨinʲuːMD�VXːMXɾLPX�KDࡺLŋD�ʨফuVaWi.
17 5荒木 2 ʨLQXːMD�^VXːNDPX�VXːMXɾLPX`�KDࡺLŋD�儖XːVDWDɴ�GRː
18 0共通語 ⌀䈦⊕䈭㵘㠽䈏㵘ⓨ䉕㵘㘧䉖䈪䈇䉎䇯

18 1小野津 0 PDɕɕLɾXVXɴ�WXLŋD��^VXɾD�WLɴ`MRED�WXGXL�
18 1小野津 K PDɕɕLɾX�VVXɴ�WXLŋD�WLɴWRːMRːED�WXGXL�
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18 2志戸桶 0 ɕLɾX�WXLŋD�WLɴ�WXGL�XLMDː� WXLŋDのLは鼻ಟ音化。

18 2志戸桶 2 ^PDɕɕLɾXː�ɕLɾXː`�WXL�ː�ŋD�WLɴWRːED�WXGXL�
18 3上嘉鉄 0 ɕLɾXGXɾLQX�WLɴWRː�RED��^WXERːɾL�WXERːɴGRː`�
18 3上嘉鉄 K ɕLɾX�WXɾLːɡD�WLɴWRːRED�WXEXɴ�

18 4中里 0
^ɕLɾXGXɾLːŋD�PDɕɕLɾXː�WXLŋD`�WLɴWRː�RED��
^WXGXLMDː�WXGXVRːMDː`�

ɕLɾXGXɾLのɾLのɾは૳ठऩः。

FI��NXɾXGXɾL「హः೭」

18 4中里 K PDɕɕLɾXː�WXLŋD�VRɾDMRːED�WXGXL�
18 4中里 2 PDɕɕLɾRQD�WXLŋD�WLɴWRːQL�WXGXL�
18 5荒木 0 ^ɕLɾXVDɴ WফuɾLŋD�ɕLɾXGXɾLŋD`�WLɴWRː�WXGXL� WXGXLの語末のLは鼻音化。

18 5荒木 2 ^ɕLɾX�PDɕɕLɾXQX`�WXɾLŋD�WLɴWRː�^WXGXģ�WXGXɴ�GRː`�
19 0共通語 䛒䛾　ᒣ䛻は　い䛾ししが　い䜛そう䛰。

19 1小野津 0 ʔDɴ jaPanʲi �Hː�ʔLQRɕLɕLŋD�ʔXɴWLːGRː࢒
19 1小野津 K ʔDɴ jaPanʲHː�ʔLQRɕLɕLŋD�XɴWLːɡD�
19 2志戸桶 0 ʔDɴ jaPanʲi �`Hː�ʔLQXɕLɕLŋD�XɴWLː^GRː�ŋD࢒
19 2志戸桶 2 ʔDɴ jaPanʲHː�ʔLQRɕLɕLŋD�XɴWLːGRː��&�

19 3上嘉鉄 0
ʔDɴ�^MDPDː�MDPDHː`�ʔLQXɕLɕLQX�ʔXNNDPX�
ZDNDɾDɴGRːWHː�

WDURːNDUD�NLːʨDɴPXɴ儕DŋD
「୬୙ऊै聞ःञことटऐ
न」॑৐にહऐて੉ढても
ैढञ。

19 3上嘉鉄 K ʔDɴ�MDPDMHQRː��ʔLQRɕLɕLQX�ʔXɴEHːࡺD�

19 4中里 0 ʔDɴ jaPanʲi �Hː�LQXɕLɕLŋD�ʔXɴ�QHVVXLMDː࢒ ནは「ःのしし」はɕLɕLɾLと
੉ढञ。

19 4中里 K ʔDɴ jaPanʲHː�ʔLQXɕLɕLŋD�ʔXɴ�^QDVVXL�QHVVXL`�

19 4中里 2
ʔDɴ jaPanʲHː��ʔLQRɕLɕLŋD�ʔXɴEHː�儕D���&���
ʔXɴ jaPanʲHː��ʔLQXɕLɕLŋD�ʔXɴ��ʔDɴEHː儕D��'�

19 5荒木 0 ʔDɴ jaPanʲi �Hː�ʔLQXɕLɕLŋD�ʔXɴWLːVD࢒
19 5荒木 2 ʔDɴ jaPanʲHː��^ʔLQRɕLɕL�ɕLɕL`ŋD�ʔXɴEHː�GRː�
20 0共通語 䛒れは　Ꮫᰯ䛰。　ᙺሙ䛷は　䛺い。

20 1小野津 0 ʔDɾHː�ɡDNNRː儕D��MDNXEDː�DɾDɴ�
20 1小野津 K ʔDɾHː�ɡDNNRːࡺD��MDNXEDː�DɾDː�
20 2志戸桶 0 ʔDɾHː�ɡDNNRː�儕L��MDNXEDː�DɾDɴGRː� ૽ৃはནNDLMDとも੉ढञ。

20 2志戸桶 2 ʔDɾHː�ɡDNNRː儕D��MDNXEDː�DɾDɴ��&�
20 3上嘉鉄 0 ʔDɾHː�ɡDNNRGRː��MDNXEDː�ʔDɾDɴGRː�
20 3上嘉鉄 K ʔDɾHː�ɡDNNRːࡺD��MDNXEDː�ʔDɾDɴ�
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20 4中里 0 ʔDɾHː�ɡDNNRːGRː��MDNXEDː�ʔDɾDɴGRː�
20 4中里 K ʔDɾHː�ɡDNNRː�GRː��MDNXEDː�ʔDɾDɴ�GRː�
20 4中里 2 ʔDɾHː�ɡDNNRː�GRː��MDNXEDː�ʔDɾDɴ�GRː�
20 5荒木 0 ʔDɾHː�ɡDNNRːGRː��MDNXEDː�ʔDɾDɴGRː�
20 5荒木 2 ʔDɾHː�ɡDNNRː�GRː��MDNXED�ʔDɾDɴ�GRː�
21 0共通語 䛒れが　ᙺሙ䛰。

21 1小野津 0 ʔDɾLŋD�MDNXED儕D�
21 1小野津 K ʔDɾLŋD�MDNXED�GRː�
21 2志戸桶 0 ʔDɾLŋD�MDNXEDGRː�
21 2志戸桶 2 ʔDɾLŋD�MDNXED儕D���&����ʔDɾLGX�MDNXED�GHːɾX��'�
21 3上嘉鉄 0 ʔDɴŋD�MDNXEDGRː�
21 3上嘉鉄 K ʔDɴŋD�MDNXEDࡺD�
21 4中里 0 ^ʔDɴŋD�ʔDɾLŋD`�MDNXEDGRː�
21 4中里 K ʔDɾLŋD�MDNXED�GRː�
21 4中里 2 ʔDɾLŋD�MDNXED�GRː�
21 5荒木 0 ʔDɴŋD�MDNXEDGRː�
21 5荒木 2 ʔDɾLŋD�MDNXED�GRː�
22 0共通語 䛒䛾　┠䛾　おおきい、　Ⰽ䛾　ⓑい　⏨は　䛰れ䛰䜝う。

22 1小野津 0
ʔDQX�PɪːQX�ʔXELVDQX�ʔLɾXQX�ɕLɾXVDQX�MLɴŋDː�
WDɾXNDMDː�

22 1小野津 K
ʔDɴ�PɪːQX�ʔXɸLVDQX��ʔLɾXQX�ɕLMXVDQX�MLɴɡDː�
WDɾXNDMDː�

22 2志戸桶 0
ʔDɴ�PɪːQX�^ʔXELVDQX�ʔXELVDː`�ʔLɾXQX�ɕLɾXVDɴ�
MLɴŋDːWDɾXNDMDː�

22 2志戸桶 2

^ʔDɴ�ʔDQX`�PɪːQX�ʔXEɪVDQX�ʔLɾXQX�ɕLɾXVDQX�
MLɴɡDZD�WDɾXNDL��&���
ʔDQX�PɪːQX�ʔXEɪVDɴ�ʔLɾXQX�ɕLɾXVDɴ�MLɴŋDː�
WDɾXNDL��'�

22 3上嘉鉄 0
ʔDɴ�PLːQX�PDLɕD�ʔLɾXQX�ɕLɾX^ɕDːaVDː`�MLɴŋDː�
WDɾXNDMDː�

22 3上嘉鉄 K
ʔDɴ�PLːQX�PDLVDɴ��ʔLɾXQX�ɕLɾXVDɴ�MLɴŋD��
WDɾXNDMDː�

22 4中里 0
ʔDɴ�PLːQX�ʔXELVDɴ��ʔLɾXQX�ɕLɾXVDɴ�MLɴŋDː�
{Wফaɾkai�$��WফaɾXNDMDː`�
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22 4中里 K ʔDɴ�PLːQX�ʔXELVDɴ��ʔLɾXQX�ɕLɾXVDɴ�MLɴŋDː�WDɾXNDL�

22 4中里 2
ʔDɴ�PLːQX�ʔXELVDɴ�ʔLɾXQX�ɕLɾXVDɴ�ʔLɴŋDMD�WDɾX
^MR�NDL`�

22 5荒木 0 ʔDɴ�PLːQX�XɸXVDɴ�LɾXQX�ɕLɾXVDɴ�MLɴŋDː�WDɾXNDL�

22 5荒木 2
^ʔDQX�ʔDɴ`�PLːQX�^ʔXːGRː ੻�ʔXELVDɴ`�ʔLɾXQX�
ɕLɾXVDɴ�MLɴŋDː�WDɾXNDL�

23 0共通語 Ꮮが　ཤᖺ䛛䜙　ᮾி䛻　い䜛。

23 1小野津 0 PDɡRːŋD�ɸX]XNDɾD�WRːkʲRːnʲi ʔXɴ�
23 1小野津 K PDɡRːŋD�KX]XNDɾD�WRːkʲRːnʲi ui.

23 2志戸桶 0 PDɡXːMD�ɸX]XNDɾD�WRːkʲRːnʲi ui. 話者%はXLदはऩऎXɴ॑ઞ
৷。

23 2志戸桶 2 ^PDɡXː�PDɡRː`ŋD�KX儓XNDɾD�WRːkʲRːQL�ʔXL��&�
23 3上嘉鉄 0 PDɡRː�ɸXGXNDɾD�WRːkʲRː^MHː�nʲi} uɴGRː�
23 3上嘉鉄 K PDɡRːQX�ʔXGXNDɾD�WRːkʲRːMHɴ�ʔXɴ�

23 4中里 0 PDŋDːŋD�ɸXGXNDɾD�WRːkʲRːnʲi {ʔXɴ�GRː��ʔXL`� ০はPDŋDːेॉもPDɡDːと੉
अৃ়が੗ः。

23 4中里 K PDɡRːŋD�KXGXNDɾD�WRːkʲRːnʲi ʔXL�
23 4中里 2 PDɡRːŋD�KXGXNDɾD�WRːNMRːQL�ʔXL�
23 5荒木 0 PDŋRːŋD�ɸX]XNDɾD�WRːkʲRːnʲi ui.

23 5荒木 2
^PDŋRːŋD�ZDː�PDŋDːMD`�KX]XNDɾD�WRːNMRːnʲi 
ʔXɴ�GRː�

24 0共通語 Ꮮは　い䛴　ᮾி䛛䜙　ᖐ䜛䛛。

24 1小野津 0 PDɡRːMD�ʔL儖X�WRːkʲRːNDɾD�PXGXMXNND�
24 1小野津 K PDɡRːMD�ʔL儖X�WRːkʲRːNDɾD�PXGXMXNND�

24 2志戸桶 0
�ZDɴQDː��PDɡXːMD�ʔL儖X�WRːkʲRːNDɾD�^PXGXMXNND��
PuGuWফi kʲukka}.

PuGuWi kʲukka「ರढてऎる
ऊ」

24 2志戸桶 2 PDɡRː^ŋD�MD`�ʔL儖X�WRːkʲRːNDɾa kʲukka.
24 3上嘉鉄 0 PDɡRː�ʔLWXː�WRːkʲRːNDɾD�PXGXɾHɴ�^ɕLNND�ɕLɴɕLMRː`�
24 3上嘉鉄 K PDɡRː�ʔLWX�WRːkʲRːNDɾD�PXGXɾLNND�
24 4中里 0 PDŋDːMD�LWX�WRːkʲRːNDɾD�^PXGXMXNND�PXGXMXVXMRː`�
24 4中里 K PDɡRːMD�ʔiWফu WRːkʲRːNDɾD�PXGXMXNND�
24 4中里 2 PDɡRːMD�ʔLWXː�WRːkʲRːNDɾD�^PXGXMXNND�PXGXMXVXND`�
24 5荒木 0 PDŋRːMD�ʔL儖X�WRːkʲRːNDɾD�PXGXMXVXMRː�
24 5荒木 2 PDŋRːMD�ʔL儖X�WRːkʲRːNDɾD�ɕiPakanʲi PuGuɾXVXMRː� ɕiPakanʲi「ਣに」
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25 0共通語 ඵ᭶䛻は　ᖐ䛳䛶　く䜛　䜘う䛰。

25 1小野津 0 KDʨLɡD儖unʲi࢒Hː PuGuWWH kʲuɴʨDɡɪVDɴ�ŋD��
25 1小野津 K KDʨLŋD儖unʲHː PuGuWi kʲuɴ�VDNXࡺDɡD�
25 2志戸桶 0 KDʨLɡD儖unʲi࢒Hː PuGuWফi kʲuɴ�^QHVVXL�QHVVXɴ`�
25 2志戸桶 2 SDʨLɡD儖unʲHː PuGuWi kʲuɴ儕DɾD�
25 3上嘉鉄 0 KDʨLɡD儖unʲi࢒Hː�PXGXɾHɴ�ɕLNNDPX�ZDNDɾDɴGRːWHː�
25 3上嘉鉄 K KDʨLɡDWRː�PXGXɾHɴ�ɕLPEHːࡺD�
25 4中里 0 KDʨLɡD儖unʲi࢒Hː�PXGXWL�VXɴ�QHVVXLMDː�
25 4中里 K KDʨLɡD儖unʲHː�PXGXWL�VXɴ�QHVVXL�
25 4中里 2 KDʨLɡD儖unʲHː�PXGXMXɴ�QHVVXL�

25 5荒木 0 KDʨLɡD儖unʲi࢒H�PXGXWL�VXɴWLːGRː�
PXGXWL�VXɴEHː儕Dटと౎য
のこと॑੉ढてःるेअにऩ
る。

25 5荒木 2 KDʨLŋD儖unʲHː�PXGXWL�^VXɴ�VXɴEHː`�GRː� VXɴ「�ರढて�ऎる」ҨVXɴEHː
「�ರढて�ऎるेअट」

2� 0共通語 䛛䛒䛥んは　䛒し䛯　ᮾிへ　䜐䛩䛣䛻　఍い䛻　いく。

2� 1小野津 0
ʔRNNDːMD�ʔDʨD�WRːkʲRːkai  PuVukRnʲi ʔRːɴnʲa 
ʔikʲuɴʨL�

2� 1小野津 K ʔRNNDːMD�ʔDʨD�WRːkʲRːkai kফZanʲi ʔRɴnʲa ʔLNL�GRː�

2� 2志戸桶 0
ʔRNNDQRː�ʔDʨDː�WRːkʲRːkai {kফa�jiɴŋDɴkফa}nʲi 
ʔRːɴMD�ʔikʲuɴ�

kফa「৕」

2� 2志戸桶 2
^EDːMD�&���ʔRNNDQRː�'��ʔDʨD�WRːkʲRːNDL�MLɴŋakফani 
ʔDL�ʔRɴnʲa ʔikʲui.

2� 3上嘉鉄 0
ʔDɴPDːMD�ʔDʨD�WRːkʲRːNDʨL�MLɴŋDɴkফaɴQDɾL�ʔRːLMD�
ʔL^ʨ�N`LɴGRː�

ʔRNNDɴは൲のਔ௡にऩる。

2� 3上嘉鉄 K
ʔRNNDQRː�ʔDʨD�WRːkʲRːNDʨi {kফaWu�kফanu naɾL`�
ʔRːMD�ʔLʨL�ɴ��

2� 4中里 0
ʔDɴPDːMD�ʔDʨDː�WRːkʲRːɡDʨi kফaɴʨDː�ʔRːLɴMD�
ʔLʨXɴ�GRː��

2� 4中里 K ʔRNNDQRː�ʔDʨD�WRːkʲRːɡDʨi kফanʲi ʔRːLɴnʲa ʔLʨXL�
2� 4中里 2 ʔRNNDQRː�ʔDʨD�WRːkʲRːni kফani ʔRːLɴnʲa ʔLʨXL�

2� 5荒木 0
ʔDɴPDːMD�ʔDʨD�WRːkʲRː kফanʲi iɴŋDɴkফZanʲi ʔRːLɴMD�
ʔLʨXL�
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2� 5荒木 2
ʔRNNDɴQRː�ʔDʨD�WRːkʲRːkanʲi  jiɴŋDɴkࣶanʲi ʔDːLːnʲa 
ʔL儖Xɴ�GRː�

27 0共通語 ኱㜰䛛䜙　ᮾிま䛷䛾　Ỷ㌴㈤は　いく䜙䛰䜝う䛛。

27 1小野津 0
ʔRːVDNDNDɾD�WRːkʲRːɡDɾLQX�NLɕDʨLQRː�
kʲaɴVDNDMDː�

27 1小野津 K
ʔRːVDNDNDɾD�WRːkʲRːPDGLQX�NLɕDʨLQRː�
kʲaɴVDNDMDː�

27 2志戸桶 0
ʔRːVDNDNDɾD�WRːkʲRːPDGLQX�NLɕDʨLQRː�
ʨফaɴVDNDMDː�

27 2志戸桶 2
ʔRːVDNDNDɾD�WRːkʲRːPDGLQX�NLɕDʨLQRː�
^ʨDɴVD�LNXɾD`�NDːMXNNDMDː�

^ʨDɴVD�LNXɾD`�NDːMXNNDMDː
「ःऎैऊऊるऊ」

27 3上嘉鉄 0
ʔRːVDNDNDɾD�WRːkʲRːPDGHː kফiɕDʨLQRː�
^ɕDɴɕD�NDːɾLNND�ɕDɴɕDNDLː`�

WRːkʲRːPDGHː「ূ਎ऽदは」

27 3上嘉鉄 K ʔRːVDNDNDɾD�WRːkʲRːPDGLQX�NLVDWɕLQRː�VDɴVDNDMDː�

27 4中里 0
ʔRːVDNDNDɾD�WRːkʲRːPDGLQX�NLɕDʨLQRː�
VDɴVDEHːɾLNDL�MDː��

VDɴVDEHːɾL�NDːMXNNDL
とःअ
੉ः্॑上の਼৻がઞढてः
ञ。

27 4中里 K ʔRːVDNDNDɾD�WRːkʲRːPDGLQX�NLɕDʨLQRː�VDɴVDNDL�
27 4中里 2 ʔRːVDNDNDɾD�WRːkʲRːPDGLQX�NLɕDʨLQRː�VDɴVDNDL� 話者'はNLɕDʨLɴMDとも。

27 5荒木 0
ʔRːVDNDNDɾD�WRːkʲRːPDGLQX�NLɕDʨLɴQRː�VDɴVD�
EDNNDL�^NDL�NDːɾXNNDL`�

NDːɾXNNDL「ऊऊるटौअ
ऊ」

27 5荒木 2 ʔRːVDNDNDɾD�WRːkʲRːPDGLQX�NLɕDʨLɴQRː�VDɴVDɡXɾDLNDL�
28 0共通語 ᅄ᫬ま䛷　㥐䛷　ま䛳䛶おれ。

28 1小野津 0 MRࡺL^PDGHː�ɡDɾL`�ʔHNLࡺL�PDWʨXɾL� PDGHː「ऽदは」

28 1小野津 K MRࡺLPDGL�MHNLࡺL�PDWʨXɾL�MRː�
28 2志戸桶 0 MRࡺLPDGHː�MHNLࡺL�PDWʨXɾL�
28 2志戸桶 2 MR儕LPDGH�MHNL儕L�PDWʨXɾL�
28 3上嘉鉄 0 MRࡺLPDGHː�MHNL࢒Hː�PDʨRːɾLMRː�
28 3上嘉鉄 K MRࡺLPDGL�MHNL^MHࡺ�Hɴ`�PDʨRːɾL�MRː�
28 4中里 0 MRࡺLPDGL�MHNLࡺL�PDWʨXɾLMRː�
28 4中里 K MRࡺLPDGL�MHNLࡺL�PDWʨXɾL�
28 4中里 2 MR儕LPDGL�MHNL儕L�PDWʨXɾL�
28 5荒木 0 MRࡺLPDGL�MHNLࡺL�PDWʨXɾL�MR�ː�
28 5荒木 2 MRࡺLPDGL�MHNLࡺL�PDWʨXɾLMRː�
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29 0共通語 ஬᫬ま䛷䛻　ᖐ䜙䛺く䛶は　䛺䜙䛺い。

29 1小野津 0 ɡRࡺLɡDɾinʲi PuGuɾDɴED�QDɾDɴPXɴ�
29 1小野津 K ɡRࡺiPaGinʲi PuGuɾDɴED�QDɾDː�

29 2志戸桶 0 ɡRࡺiPaGinʲi �Hː�PXGXɾDɴED�QDɾDɴ࢒ ɡRࡺiPaGinʲi Hː「�ৎऽदに࢒
は」

29 2志戸桶 2 ɡR儕LPDGLQL�PXGXɾDɴED�^QDɾDː�QDɾDɴ`�
29 3上嘉鉄 0 ɡRࡺiPaGinʲiː�PXGXɾDɴED�QDɾDɴGRː�
29 3上嘉鉄 K ɡRࡺLPDGL�PXGXɾDɴED�QDɾDɴ�

29 4中里 0 ɡRࡺiPaGinʲi �Hː�PXGXɾDɴEDː�QDɾDɴGRː࢒ ɡRࡺiPaGinʲi Hː「�ৎऽदに࢒
は」

29 4中里 K ɡRࡺiPaGinʲi PuGuɾDɴED�QDɾDː�
29 4中里 2 ɡR儕LPDGHQL�PXGXɾDɴED�^QDɾDɴ�QDɾDː`�
29 5荒木 0 ɡRࡺiPaGinʲi PuGuɾDɴED�QDɾDɴGRː�

29 5荒木 2 ɡRࡺiPaGinʲi jaːkanʲi PuGuɾDɴEDː�QDɾDɴ�GRː� ਉ文にはɡDࡺLとँढञがၖ
ਫ。

30 0共通語 ḟ㑻、　䛣䛾　Ⲵ≀䜢　ᐙま䛷　䛛䛴い䛷　行䛳䛶くれ。

30 1小野津 0 儕LɾRː��NXɴ�QLPX儖XRED�KDNNɪWL�MDːɡDɾL�ʔLࡺL�NXɾLɾL�
30 1小野津 K �L�NXɾLࡺLɾRː��KXɴ nʲiPu儖XMRːED�MDːɡDGL�KDWDPLWL�ʔLࡺ
30 2志戸桶 0 儕LɾRː��ʔXɴ nʲiPu儖X࢒Rː�MDːPDGL�KDWDPɪWL�ʔLࡺL�NXɾL�

30 2志戸桶 2
儕LɾRː�KXɴ�^QLPR儖Rː�QLPR儖XED`�MDːPDGL�^KDWDPɪ
WL�&���KDWDPLWL�'�`�ʔLࡺL�NXɾL�

30 3上嘉鉄 0
儕LɾRː�ɸXɴ nʲiPuWu࢒Rː�MDːPDGL�KDWDPL �Hː�NXɾLࡺHː�^ʔL࢒
PXʨHː儕Hɴ�NXɾL`�

PXʨHː儕Hɴ�NXɾL「੅ढて
ষढてऎो」

30 3上嘉鉄 K �HɴNXɾLࡺLɾR��ʔXɴ nʲiPRWRː�MDːPDGL�KDɴnʲijHɴ�Lࡺ

30 4中里 0
儕LɾRː��ʔXɴ {nʲiPuWu࢒Rː�Ea��nʲiː`�MDːPDGL�
KDWDPLWL�ʔLࡺL�NXɾL�

30 4中里 K 儕LɾRː��ʔXɴ nʲiPu儖X�MRːED�MDːPDGL�KDWDPLWL�ʔLࡺLNXɾL�

30 4中里 2
儕LɾRː��ʔXɴ�QLPX儖XMRːED�MDːPDGL�KDWDPLWL�L儕L�
NXɾL�ː��

30 5荒木 0
儕LɾRː��ʔXɴ nʲiPu儖X࢒R�MDːPDGL�KDWDPLWL�
^ʔLࡺL�NXɾLɾL�PXʨL�ʔLࡺL�NXɾLɾL`�

PXʨL�ʔLࡺL�NXɾLɾL「੅ढて
ষढてऎो」

30 5荒木 2 �L�NXɾLࡺLɾRː��ʔXɴ nʲiPR儖XR�MDːPDGL�KDWDPLWL�ʔLࡺ
31 0共通語 Ⲵ≀が　㔜䛛䛳䛯䛾䛷、　஧ே䛷　䜒䛳䛯。

31 1小野津 0 nʲiPR儖XŋD�ʔXEXVVDWDɴnaWi� WফaiࡺL�PXWʨDɴGRː�
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31 1小野津 K nʲiPu儖XŋD�ʔXEXVVDWDɴ naWi WফaiࡺL�PXWʨL�

31 2志戸桶 0
nʲiːŋD�^ʔXEXVVDWLː�ʔXEXVVDWDɴnaWi} WফaiࡺL�^PXWʨDɴ
�GRː��PXWʨL`�

31 2志戸桶 2 QLPR儖XŋD�ʔXEXVDWDWDɴnaWi Wফai儕L�^PXWʨDɴ�PXWʨD
ː`�

31 3上嘉鉄 0
nʲiPuWunu ʔXEXVVD�PXɴQDɾH� WফaɾL࢒Hː�PXʨHː
儕Dɴ�GRː��

31 3上嘉鉄 K
nʲiPR儖XQX�^ʔXEXVVDɾHɴ�ʔXEXVDWWDɴ�PXQHɴ`�ʔWDɾLVHɴ�
PXWWɕDɴ�

31 4中里 0 nʲiːŋD�ʔXEXVVDWDɴNDɾa WফaiࡺL�PXWʨDɴGRː� ʔXEXVVDWDɴQDWLとは੉ॎऩ
ः。

31 4中里 K
nʲiPu儖XŋD�ʔuEuVVa�W�Wফaɴ�^ɡDːnʲi�ɡDɾa} Wফai�ࡺL��
PXWʨL�

31 4中里 2
QLPR儖XŋD�ʔXEXVDWDɴŋDɾa WফaːL儕L�^PXWʨDɴ�PXWʨDː�
PXWʨL`�

31 5荒木 0 nʲiːŋD�ʔXEXVVDWDɴNDɴnʲi WফaɾLࡺL�^PXWʨL�PXWʨDɴGRː`�
31 5荒木 2 nʲiPR儖XŋD�ʔXEXVDWDɴNDːnʲi WফaɾLࡺL�PXWʨDɴ�GRː�
32 0共通語 䛣䛾　ୖ╔は　䛣䛾まえ　Ἀ⦖䛷　஧༓෇䛷　㈙䛳䛯。

32 1小野津 0
ɸXɴ�ʔXZDɡL࢒Hː�NRQR�ʔDLGD�ʔRNLQDː儕i nʲiVHɴHɴ儕L�
KRːWDɴGRː�

32 1小野津 K
KXɴ�KXNRː�KXQHːGD�ʔRNLQDːࡺi nʲiVHɴHɴࡺL�KRː
WDɴ�PXɴ�

32 2志戸桶 0
ʔXɴ�ʔNLQRː�ɸXɴQDŋHː�ʔRNLQDZDࡺi nʲiVHɴHɴ儕L�
^KRːWDɴGRː�KRːWLWʨDɴ`�

KRːWLWʨDɴ「େढてऌञ」

32 2志戸桶 2
KXɴ�ʔXZDɡHː�ʔRNLQDZD儕L�QLVHɴHɴ儕L�^KRːWDː�
KRːWDɴ`�

32 3上嘉鉄 0
ɸXɴ�ʔXZDɡHː�QDɴPD�ʔRNLQDZDHː nʲiɕHɴMHɴɕHː�
KR�WDɴGR��

32 3上嘉鉄 K
ʔXɴ�ʔXZDɡHː�QDɴPDːWD�ʔRNLQDZD]Hɴ nʲiVHɴHɴ]Hɴ�
NRːWDɴ�

32 4中里 0
ʔXɴ�XZDɡL࢒Hː nʲaɴPD�ʔRkinaZaGH nʲiVHɴHɴGH�^KRːWL�
KRːWDɴGRː�KRːWD`�

�ʔRkinaZa�GH �nʲiVHɴHɴ�GHは
共通語஄。

32 4中里 K ʔXɴ�ʔXZDɡHː nʲaɴPD�ʔRNLQDːࡺi nʲiVHɴHɴࡺL�KRːWL�

32 4中里 2
ʔXɴ�ʔXZDɡHː nʲaɴPD�^ʔRNLQDZD�ʔRNLQDː`儕L�
QLɕHɴMHɴ儕L��^KRːWD�KRːWL�KRːWDɴ`�
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32 5荒木 0
ʔXɴ�ʔXZDɡHː�ɸXQHːGD�ʔRNLQDZDࡺi nʲiɕHɴHɴ儕L�
^KRːWDVXGRː�KRːWDɴGRː`�

32 5荒木 2
ʔXɴ�ʔXZDŋHː nʲaɴPD�ʔRNLQDːࡺi nʲiɕHɴHɴࡺL�^KRːWDɴ�
KRːWDVX`�GRː�

KRːWDVX�GRː「େढञのट
े」

33 0共通語 Ἀ⦖䛻は　䜑䛪䜙しい　ⳫᏊが　䛒䜛。

33 1小野津 0 ʔRNLQDːnʲi࢒Hː�PɪGGaVanu kফZaɕLŋD�ʔDL�MDː�� যにᇃしがढて੉अとऌはʔ
DLMDːがిજ。

33 1小野津 K ʔRNLQDːnʲHː PiWWaVanu kࣶaɕLQX�ʔDL�

33 2志戸桶 0 ʔRkinaZanʲi �Hː�PɪGGDVDɴ kࣶaɕLŋD�ʔDɴGRː࢒ 話者%はPɪGGDVDɴ॑PLGGDVD
ɴと৅音。

33 2志戸桶 2 ʔRkinaZanʲHː�PɪWWDVDɴ kࣶaɕLŋD�ʔDL�
33 3上嘉鉄 0 ʔRNLQDZDMHː�PLɴGDɕD^QX�ɴ} kফaɕLQX��ɡDED��ʔDɴGRː� ɡDED「ञऎऔん」

33 3上嘉鉄 K
ʔRNLQDZD^ࡺHQRː�nʲH�nʲRː�MHQRː`�^PLGGDVDɴ�
PLɴGDVDɴ} kফaɕLQX�ʔDɴ�

33 4中里 0
naKanʲi �Hː�^PLɴGDVDɴ�PL]XUDVDɴ} kফaɕLŋD�^ʔDL࢒
ʔDɴGRː`�

33 4中里 K ʔRNLQDːnʲHː�PLɴGDVDɴ kফaɕLŋD�ʔDL�
33 4中里 2 ʔRNLQDːnʲHː�PLɴGDVDɴ�NDɕLŋD�ʔDɴ�GRː�
33 5荒木 0 ʔRkinaZanʲi �`H�PL]XɾDVDɴ kফZaɕLŋD�^ʔDL�ʔDɴGRː࢒ ʔDLの語末のLは鼻音化。

33 5荒木 2 naKanʲHː�PLɴGDVDɴ kফaɕLŋD�ʔDɴ�GRː� naKanʲHː「ຏೱには」

34 0共通語 ቊ䈲㵘䈍⩻ሶ䈏㵘ᅢ䈐䈣䇯

34 1小野津 0 PDɡRːja kফZaɕLŋD�VXNLGRː�
34 1小野津 K PDɡRːja kࣶaɕLŋD�VXNL�

34 2志戸桶 0 ��PDɡRːja kࣶaɕLŋD�^VXNLࡺDɴNDɾa�VukinaWi}«� ஽語が共通語文とৌૢしてپ
ःऩः。「஀ऌटऊै」

34 2志戸桶 2 PDɡRːja {kࣶaɕL�NDɕL`ŋD�VXNL儕D�

34 3上嘉鉄 0 PDɡRː kফaɕLQX�^GDLɕXNL�LSSDL�ɕXʨLɴ`GRː� LSSDL�ɕXʨLɴ「とても஀ःて
ःる」

34 3上嘉鉄 K PDɡRː kফaɕLQX�VXʨLɴ�GRː�

34 4中里 0 PDŋDːja kফaɕLŋD�VXʨXɴGRː� 「წ৕॑」にৼਊघる஄ૄは
লङ。

34 4中里 K
PDɡRːja {kফaɕL��ŋD��VXNL��GRː��kফaɕL^QX�ŋD`�
^VXʨXɴ�GRː�VXWʨXL`�

34 4中里 2 PDɡRːMDː kফaɕLŋD�VXNL�GRː�
34 5荒木 0 PDŋRːja {kফZaɕLŋa Vuki�kফZaɕL�VXʨXɴ`GRː�
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34 5荒木 2 PDŋDːja kফaɕLŋD�VXNL�GRː�
35 0共通語 ⟽䛾　୰䛻　まん䛨䜕うが　いく䛴　䛒䜛䛸　お䜒う䛛。

35 1小野津 0
SDNXQX�QDːnʲi Paɴ儕XːŋD�ʔLNX儖X�ʔDɴʨL�^ʔXPXMXL�
ʔXPXL`�

35 1小野津 K KDNXɴ�QDːnʲHː�PDɴࡺXːŋD�ʔLNX儖X�ʔDɴʨL�ʔXPXMXL�MD�

35 2志戸桶 0
ʔXɴ�ɸDNXQX�QDːnʲi �Paɴ儕XːŋD��ʔLNX儖X�ʔDɴʨL�
ʔXPXMX^L�ɴ`�

35 2志戸桶 2
KDNXQX�QDːQL�PDɴ儕XːŋD�ʨDɴVD�^ʔDɴʨL�ʔXPXMXL�'���
ʔDɴʨX�ʔXPXMXNND�&�`�

35 3上嘉鉄 0
KDNXQX�QDNDHː�PDɴ儕XːQX�ɕDɴVD�ʔDNND�ZDNDɾDɴ
^NDː�QDː`�

35 3上嘉鉄 K
KDNRQX�QDNDMHQRː�PDɴࡺXːQX�^ʔikফuWফu�VaɴVD`�
ʔDɴWHɴ�ʔXPLːɾLMR�

35 4中里 0 KDNXɴ�QDːnʲi࢒Hː�PDɴࡺXːŋD�VDɴVD�ʔDɴʨL�ʔXPXMXLMR�
35 4中里 K KDNXɴ�QDːnʲi PaɴࡺXːŋD�ʔikuWফu ʔDɴ�ʨXPXMXL�
35 4中里 2 KDNXɴ�QDːQL�PDɴ儕XːŋD�ʔLNXWX�ʔDɴʨL�ʔXPXMXNNR� 話者'にेる৷୻。

35 5荒木 0
KDNXQX�^QDND�QDː}nʲi Paɴ儕XːŋD�ʔLNX儖X�ʔDɴʨL�
ʔXPXLɴMD�

VDɴVDは「ःऎै」のਔにऩ
る。

35 5荒木 2 Kࣶakuɴ nakanʲi PaɴࡺXːŋD�ʔLNX儖X�ʔDɴʨL�ʔXPDːLɴnʲa.
3� 0共通語 Ꮮは　まん䛨䜕う䜢　⓶䛰け　㣗䜉䜛。

3� 1小野津 0 PDɡRːMD�PDɴ儕XːMRED�KDːGaki kaPʲui.
3� 1小野津 K PDɡRːMD�PDɴࡺXːMRːED�KDːEHː kaPʲuɴ�
3� 2志戸桶 0 PDɡRːMD�PDɴ儕XːED�^KDZD�KDː`EHː kaPʲuɴ�
3� 2志戸桶 2 PDɡRːMD�PDɴ儕XːED�NDZD^Esː�&���EHː�'�} kaPʲui.
3� 3上嘉鉄 0 PDɡRː�PDɴ儕Xː�RːEa� ZফaEHːGDNL�NDPLɴGRː�
3� 3上嘉鉄 K PDɡRː�PDɴࡺXː�NDZDGDNH�NDPLɴ�
3� 4中里 0 PDŋDːMD�PDɴ儕XːRːED�KDːGakiGu kanʲui.
3� 4中里 K PDɡRːMD�PDɴࡺXːQX�NDZDEHː kanʲui.
3� 4中里 2 PDɡRːMD�PDɴ儕Xː�KDːGaki kanʲui. 話者'はNDZD�GDNLとも。

3� 5荒木 0 PDŋRːMD�PDɴ儕Xː�NDZDGDNL�NDPLɴ�
3� 5荒木 2 PDŋDːMD�PDɴࡺXː�NDZDGDNL�NDPLɴ�GRː�
37 0共通語 䛨い䛥んは　ᮅ䛛䜙　ᾏへ　㨶䜢　䛸䜚䛻　い䛳䛯。

37 1小野津 0
ʔDࡺLːMD�^ʔaVa�kফaPa}kaɾD�ʔXPLNDL�^ʔLMXMRED�
VDNDQDMXED`�^WXɾL�儖Xɾi}nʲi ʔLࡺDɴʨL�MD��

儖Xɾinʲi「ဳॉに」
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37 1小野津 K ʔDࡺLMD�ʔDVDNDɾD�ʔXPLNDL�ʔLMX�WXɴnʲa ʔLࡺL�

37 1小野津 2
ʔDࡺLːja kফaɴPDNDɾD�ʔXPLQL�^ʔLMX�ʔLMXZR`�^WXLQL�
WXɴnʲa} {ʔL儕L�ʔL儕DɴGRː`�

37 1小野津 7
ʔD儕LMD�ʔDVDNDɾD�ʔuPik�ফ�ai {ʔLX�ʔLXMRːED`�WXɴnʲa 
^ʔL儕L�ʔL儕Dɴ�GRː`�

語中のથଢຓቆઠᒷሼ୊ႆ音
にはณोがৄैोる�儕a
。�ࡺ

37 2志戸桶 0 ʔDࡺLːja kফaɴPDNDɾD�ʔXPLNDL�ʔLMX�WXɴMD�ʔL儕Dɴ�
37 2志戸桶 K ʔDࡺL�ː�MD�ʔDVDNDɾD�ʔXPLNDL�ʔLMX�ED��^W�儖`Xɴnʲa ʔLࡺDɴ�

37 3上嘉鉄 0
ʔDࡺLːja kফaɴPDNDɾD�^ʔXPLNDʨL�ʔXPL Hː} jফuːRː࢒
ED�WXɴMD�ʔLࡺDɴGRː�

37 3上嘉鉄 K �DɴࡺLːVDQRː�NDɴPDNDɾD�ʔXPLNDʨL�MX�WXɴnʲa ʔLࡺ

37 3上嘉鉄 2
ʔD儕Lːja kফaɴPDNDɾD�^XPLNDʨL�XPLMHː`�ʔMXː�WXɴnʲa 
ʔL儕D�GRː��

37 4中里 0
ʔDࡺLːja kফaPakaɾD�^ʔuPʲi࢒Hː�ʔXPLɡDʨL`�ʔLMX�WX࢒LɴMD�
ʔLࡺDɴ�

37 4中里 K
ʔDࡺLːja kফaPakkaɾD�ʔXPLɡDʨL�ʔLMX�^WXLɴnʲa�Wuɴnʲa} 
^ʔLࡺDɴ�ʔLࡺL`�

37 5荒木 0
ʔDࡺLːja kফaPakaɾD�ʔuPikanʲi jফu WuɾLɴMD�^ʔLࡺL
�ʔLࡺDɴGRː`�

37 5荒木 K ʔDࡺLːja kফaPakkaɾD�ʔXPLːNDʨL�MX�WXɴnʲa ʔLࡺL�

37 5荒木 2
ʔDࡺLːja k�ফ�aɴPDNDɾD�ʔXPLࡺL�MX�^WXɴnʲa�WuɾLːnʲa} 
ʔLࡺDɴ�GRː�

38 0共通語 䛣䛣は　ᾏ䛻　䛱䛛い䛾䛷　㨶が　うまい。

38 1小野津 0 ɸXPDː�ʔuPinʲi ʨLNDVDɴQDWL�ʔLMXŋD�ʔXPDVDɴGRː�
38 1小野津 K KXPDː�ʔXPLːnʲi ʨLNDVDɴQDWL�ʔLMXŋD�ʔXPDVDL�
38 1小野津 2 KXPDː�ʔXPLQL�ʨLNDVDɴQDWL�ʔLMXŋD�ʔXPD^VDL�VDɴ�GRː`�

38 1小野津 7
ɸXPDː�ʔuPinʲi ʨLNDVDɴQDWL�ʔLXŋD�^ʔXPDVDL��ʔXPDVDɴ�
GRː`�

38 2志戸桶 0
ʔXPDː�ʔuPinʲi {ʨLNDVDɴNDɾD�ʨLNDVDɴQDWL`�ʔLMXŋD�
ʔXPDVD^L�ɴ`�

38 2志戸桶 K ʔXPDː�ʔuPinʲi ʨLNDVDɴNDɾD�ʔLMXɡD�ʔXPDVDɴ�

38 3上嘉鉄 0
ʔXPDːMD�ʔXPLQX�ʨLNDɕDɴPXɴQDɾHː jফuːQX�ʔXPDɕD�
ʔXɕLɾDɴ�

38 3上嘉鉄 K ʔXPDːMD�ʔXPLMHɴ�ʨLNDVDɴ�PXQHɴ�MXQX�PDVDɴ�
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38 3上嘉鉄 2
ʔXPDːMD�XPLQL�ʨLNDVDɴQDWL�ʔMXQX�^ʔPDVDɴGRː�
XPDVDɴGRː`�

38 4中里 0
ʔXPDːMD�ʔuPinʲi ʨLNDVDɴ�^PXɴ儕DɴNDɾanʲi�kaɾD`�
ʔLMXŋD�ʔ�X�PDVDL�

ʔ�X�PDVDLのXが૳ठてःる。

38 4中里 K ʔXPDː�ʔuPinʲi ʨLNDVDɴɡDɾD�ʔLMXŋD�PDVDL�

38 5荒木 0
ʔXPDː�ʔuPinʲi ʨLNDVDɴNDɴnʲi jফuŋD�^PDVDL�
PDVDɴGRː`�

38 5荒木 K ʔXPDːMD�ʔuPinʲi ʨLNDVDɴNDɾanʲi juŋD�^PDVDL�PDVDɾL`�
38 5荒木 2 ʔXPDːMD�ʔuPinʲi ʨLNDVDɴNDːnʲi juŋa PফaVaɴ�GRː�
39 0共通語 㨶䜘䜚　⫗䛾　䜋うが　㧗い。

39 1小野津 0 ʔijujukka nʲikunu KRːŋD�WDːVDɴGRː�
39 1小野津 K ʔijujukka nʲikunu KRːŋD�WDːVD�
39 1小野津 7 ʔLX�MXNND�PLːŋD�WDːVDL�
39 1小野津 2 ʔLMXMXNND�^QLNX�ɕLɕL`QX�^KRː�SRː`ŋD�^WDːVD�WDːVDL`�
39 2志戸桶 0 ʔiju{jukka�jukkaPu} nʲikunu KRːŋD�WDːVDL�
39 2志戸桶 K ʔijujukkaPu nʲikunu KRːɡD�WDːVD^ɴ�L`�

39 3上嘉鉄 0
{jফujukaPu�jফujuɾiPu} nʲikunu {KRːQX�KRːŋD`�
WDNDɕDɴGRː�

39 3上嘉鉄 K jukkaPu nʲikunu KRːQX�WDNDVD^ɾL�ɴ`�
39 3上嘉鉄 2 ʔMXːMRɾL�QLNXGX�WDNDVD�GRː��
39 4中里 0 ʔLMXːNNDPX�QɪNXQX�KRːŋD�WDːVDL�
39 4中里 K ʔijukkaPu nʲikunu KRːŋD�WDːVD�
39 5荒木 0 jফukaPu nʲikunu KRːŋD�^WDːVDL�WDːVDɴGRː`�
39 5荒木 K jukaPu nʲikunu KRːŋD�WDːVDL�
39 5荒木 2 MXMRɾHː�ɕLɕLQX�KRːŋD�WDːVDɴ�GRː�
40 0共通語 おれは　⻇䛾　䛥し䜏が　㣗䜉䛯い。

40 1小野津 0 ZDQRː�WRːQX�VDɕLPLŋD�NDɴEXVD�MDː��
40 1小野津 K ZDQRː�WRːQX�VDɕLPLŋD�NDɴEXVDL�
40 1小野津 7 ZDQRː�WRːQX�VDɕLPLŋD�^NDɴEXVD�NDɴEXVDL`�
40 1小野津 2 ZDQRː�WRːQX�VDɕLPLŋD�^NDɴEXVD�NDɴEXVDL`�
40 2志戸桶 0 ZDQRː�WRːQX�VDɕLPLŋD�NDɴEXVDL�
40 2志戸桶 K ZDQRː�WRːQX�VDɕLPLɡD�NDɴEXVDL�
40 3上嘉鉄 0 ZDQRː�WRːQX�ɕDɕLPLQX�NDɴEXɕD�ʔXɕLɾDː�
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40 3上嘉鉄 K ZDQXː�WRːQX�VDɕLPLQX�^NDPLEXVDɴ�NDɴEXVDɴ`�
40 3上嘉鉄 2 ZDQRː�WRːQX�VDVXPLQX�^NDɴEXVDɴ�NDɴEXVDɾLMDː`�
40 4中里 0 ZDQRː�WRːQX�VDɕLPLŋD�^NDɴEXVDL�$���NDɴEXVDMDː�%�`�
40 4中里 K ZDQRː�WRːQX�^VDɕLPŋD�VDɕLPLGX�VDɕLPL`�NDɴEXVD�L��
40 5荒木 0 ZDQRː�WRːQX�VDɕLPLŋD�NDPL�EXVDL�
40 5荒木 K ZDQRː�WRːQX�VDɕLPLŋD�NDɴEXVDL�

40 5荒木 2
ZDQRː�WRːQX�QDPDVXŋD�^NDɴEXVDLɴ�NDɴEXVDģ�
NDɴEXVDL`�

41 0共通語 おまえは　䛣䛾　㨶䛾　ྡまえ䜢　▱䛳䛶い䜛䛛。

41 1小野津 0 GDMD�ɸXɴ�ʔLMXQX�QDːMRED�ɕLWʨXɴMD�
41 1小野津 K GDMD�KXɴ�ʔLMXQX�QDːMRːED�ɕLWʨXɴnʲa.
41 1小野津 7 GDMD�^ɸXɴ�ɸXQX`�ʔLXQX�QDPDL�ɕLWʨXɴ nʲa.
41 1小野津 2 ^GD�GDː`MD�KXQX�ʔLMXːQX�QDːMD�ɕLWʨXɴnʲa.
41 2志戸桶 0 GDMDː�ʔXɴ�ʔLMXQX�QDː�ED��ɕLWʨXɴMD�
41 2志戸桶 K GDMD�ʔXɴ�ʔLMXQX�QDːMD�ɕLWʨXɴnʲa.
41 3上嘉鉄 0 GDː�ɸXɴ jফunu naPajHː�^ɕLɾRɴMD�ɕLɾRNNDL`�
41 3上嘉鉄 K GDː�ʔXɴ�MXQX�QDPDH�ɕLɾRɴnʲa.
41 3上嘉鉄 2 GDː�ʔXɴ�MXQX�QDː�ɕLɾRɴnʲaː�
41 4中里 0 GDː�MD��ʔXɴ�ʔLMXːQX�QDː�ɕLWʨXɴ{ja�nʲa}.
41 4中里 K ^GDː�Wফaː`�ʔXɴ�ʔLMXQX�QDː�ɕLWʨXɴ{nʲa�ː��QD`�
41 5荒木 0 GDː�ʔXɴ jফunu naPaHEa ɕLWʨXɴMD�
41 5荒木 K GDː�ʔXɴ�MXQX�QDPDH�ɕLWʨXɴnʲa.
41 5荒木 2 GDː�ʔXɴ�MXQX�QDPDH�^ɕLWʨXɴnʲa�ZakaɾXɴnʲa}.
42 0共通語 䛣れは　䛛䛴お䛰䜝う。

42 1小野津 0 ɸXɾHː�ND儖XR�儕DGGRːɡD�
42 1小野津 K KXɾHː�ND儖XRࡺ�DGGRːɡD�
42 1小野津 7 ɸXɾHː�ND儖XR�^儕DɾRː�GRː�ŋD`�
42 1小野津 2 KXɾHː�ND儖XR�^GRː�GRːŋD`�
42 2志戸桶 0 ʔXɾHː�ND儖Xː�^儕DɾRː�儕DGGRːŋD`�
42 2志戸桶 K ʔXɾHː�ND儖XRࡺ�DɾRː�
42 3上嘉鉄 0 ^ɸXɾHː�ɸXɾL࢒Hː`�ND儖XRࡺ�DɾRː�
42 3上嘉鉄 K ʔXɾHː�NDWVXRࡺ�DɾRːMDː�
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42 3上嘉鉄 2 ʔXɾHː�NDWVXR�儕DKRː�
42 4中里 0 ʔXɾHː�ND儖XRGRːŋD�
42 4中里 K ʔXɾHː�ND儖XR�GRːɡD�
42 5荒木 0 ʔXɾHː�ND儖XRGRːŋD�
42 5荒木 K ʔXɾHː�ND儖XR�GRːŋD�
42 5荒木 2 �K�XɾHː�ND儖XRࡺ�DɾR�ː�� ND儖XRはND儖Xːとも。

43 0共通語 㓇は　䛹う䜔䛳䛶　䛴く䜛䛛　おまえは　▱䛳䛶い䜛䛰䜝う䠛

43 1小野津 0 VHːja kʲaːɕL�儖XNXMXNND�GDMD�ɕLW^ʨ�儖`XGGRːɡD�
43 1小野津 K VHːja kʲaɕLɕɕL�儖XNXMXNND�GDMD�ɕLWʨXWDɾRː�
43 1小野津 2 VHːja kʲaɕLɕL�儖XNXMXNND�GDMD�ɕLWʨXɴGRːŋD� VHːはɕHːとも。

43 1小野津 7
VHː ja kʲaɕLɕL�^儖XNXMXNND�儖ukkʲukka} Gaja 
^ɕLWʨXɾRː�ɕLWʨXɴ�GRːŋD`�

43 2志戸桶 0
VHːMD�ʨD�ː�ɕLɕɕL�^儖XNXMXNND�儖ukkʲukka} Gaja 
^ɕLWʨXɾRː�ŋD��ɕLWʨXɴGRːŋD�ɕLWʨXɴ儕DɾRː`�

43 2志戸桶 K
VHːMD�ʨDːɕLɕɕL�^ʨukkʲukka�儖XNXMXNND`�GDMD�
^ɕLWʨXGGRːɡD�ɕLWʨXɾRːɡD`�

43 3上嘉鉄 0 ɕHːMD�VDːMHː�WXNXɾLNND�GDː�^ɕLɾRɴMD�ɕLɾRNNDMDː`� VDːMHːはɕDːMHːにも聞こえ
る。

43 3上嘉鉄 K
VHːMD�VDːHɴVHɴ WফukuɾLNND�GDː�^ɕLɾRːɾRːMDː�
ɕLɾRːWWRːɡD`�

43 3上嘉鉄 2 VHːMD�VDːKHɴVHː�^儖ফuWʨikka�WফuWʨLɴND`�ɕLɾRɴnʲaː�

43 4中里 0
^VHː�ɕHː`MD�VDɕLɕɕi {Wফukujukka�$���WফukujuVuka�%�} 
GDː�ɕLWʨXɴ^GRːŋa�nʲa}.

話者ڷはɕLWʨXɴの౎に

ZDNDWRɴとも。

43 4中里 K VHːMD�VDɕLɕɕi WফuWʨXNND�GDː�ɕLWʨXɴ�GRːɡD�
43 5荒木 K VHːMD�VDɕLɕɕL�儖XNXɾXNND�GDː�ɕLWʨXɴ�GRːŋD�
43 5荒木 2 ɕHːMD�VDɕLɕɕL�儖XNXɾXVXMR�GDː�ɕLW儖XɴGRːŋD�
44 0共通語 㓇は　⡿䛛䜙　䛴く䜛。

44 1小野津 0 VHːMD�ɸXPɪNDɾD�^儖XNXMXL�儖XNNX�VX`�
44 1小野津 K VHː�MD�ɸXPɪNDɾD�儖XNXL�
44 1小野津 2 VHːMD�KXPɪNDɾD�^儖XNXMXL��儖XNXMXɴ�GRː`� VHːはɕHːとも。

44 1小野津 7 VHː�MD�ɸXPsNDɾD�^儖XNXMX�ː�L�儖XNXL`�
44 2志戸桶 0 VHːMD�ɸXPɪNDɾD�儖ukkʲuVu�GRː�� 話者%はɸXPɪ॑ɸXPLと৅

音。44 2志戸桶 K VHːMD�ɸXPɪࡺL�ʨukkʲui.
44 3上嘉鉄 0 ɕHːMD�ɸXPLNDɾD�WXNXɾLɴGRː�
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44 3上嘉鉄 K VHːMD�ɸXPLNDɾa WফuWʨLɴ�
44 3上嘉鉄 2 VHːMD�KXPLNDɾDGX�^WXʨLɴGRː�WXWʨL`�
44 4中里 0 VHːMD�ɸXPLࡺi {Wফukujui�$���WফukujuVuGRː�%�`�
44 4中里 K VHːMD�ɸXPLNDɾa WফukujuVu GRː�
44 5荒木 K VHːMD�ɸXPLNDɾD�儖XNXɾXL�
44 5荒木 2 ɕHːMD�KXPLNDɾD�儖XNXɾXVXGRː�
45 0共通語 㓇䛥え　䛒れ䜀　䛺䛻䜒　い䜙䛼。

45 1小野津 0 VHːVHː�ʔDɾLED�QXːPX�ʔLMDɴ�
45 1小野津 K VHːVHː�ʔDɾLED�QXːPX�ʔLMDː�
45 1小野津 2 VHːŋD�ʔDɾɪED�QXːPX�ʔLMD� VHːはɕHːとも。

45 1小野津 7 VHːVHː�ʔDɾLED�QXːPX�^ʔLMDɴ�jফaɴ`�
45 2志戸桶 0 VHːVHː�ʔDɾLED�QXːPX�^ʔLɾDɴ�ʔLɾDː`�
45 2志戸桶 K VHːVHː�ʔDɾɪED�QXːPX�ʔLUDɴ�
45 3上嘉鉄 0 ɕHːVHː�ʔDɾLED�QXːPX�ʔLɾDɴGRː�
45 3上嘉鉄 K VHːVHː�ND��ʔDɾLED�QXːPX�ʔLɾDɴ�
45 3上嘉鉄 2 VHːɕHːND�ʔDɾLEDː�QXːPX�ʔLɾDɴ�
45 4中里 0 VHːVHː�ʔDɾLEDː�QXːPX�ʔLɾDɴ�
45 4中里 K VHːVHː�ʔDɾLED�QXː�PX��ʔLɾDː�
45 5荒木 K VHːVHː�ND��ʔDɾLED�QXːPX�^ʔLɾDː�ʔLɾDɴ`�
45 5荒木 2 ɕHːɕHːND�ʔDɾLED�ZDQRː�QXːPX�ʔLɾDɴ�GRː� ZDQRː「எは」

4� 0共通語 う䛱䛾　䛨い䛥んは　㓇䜒　䛯䜀䛣䜒　䛾ま䛺い。

4� 1小野津 0 ZDɴQDː�MDːQX�ʔDࡺLMD�VHːPX�WDEDNXPX�QXPDɴ�GRː��
4� 1小野津 K ZDɴQDː�MDːQX�ʔDࡺLMD�VHːPX�WDEDNXPX�QXPDː�
4� 1小野津 2 MDːQX�ʔD儕L�ː�MD�VHːPX�WDEDNXPX�QXPDː�

4� 1小野津 7
ZDɴQDː�ʔD儕LMD�VHːPX�WDEDNXPX�^QXPDː�QXPDɴ�
GRː`�

4� 2志戸桶 0 ZDɴQDː�ʔDࡺLMD�VHːPX�WDEDNXPX�QXPDɴ�GRː�� ʔDࡺLːが౐ಟ音化してःる。

4� 2志戸桶 K MDːQX�ʔDࡺLːMD�VHːPX�WDEDNXPX�QXPDɴ�

4� 3上嘉鉄 0
jফaːQX�^ʔDࡺLːMD�儕LːVDQXː`�ɕHːPX�WDEDNXPX�
QXPDɴGRː�

4� 3上嘉鉄 K MDːQXࡺ�LːVDQX�VHːPX�WDEDNXPX�QXPDɴ�
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4� 3上嘉鉄 2
^MDːQX�ʔD儕Lː�ZDɴQDː�ʔD儕Lː`MD�ɕHːPX�WDEDNXPX�
QXPDɴ�GRː�

4� 4中里 0 ZDɴQDː�MDːQX�ʔDࡺLːMD�ɕHːPX�WDEDNXPX�QXPDɴGRː�
4� 4中里 K ZDɴQDː�ʔDࡺLːMD�VHːPX�WDEDNXPX�QXPDː�
4� 5荒木 K MDːQX�ʔDࡺLMD�VHːPX�WDEDNXPX�QXPDː�
4� 5荒木 2 ZDː�MDːQX�ʔDࡺLːMD�ɕHːPX�WDEDNXPX�QXPDɴ�GRː�
47 0共通語 そ䛾　Ỉは　䛾䜐䛺。　䛾䜐䛺䜙　䛣䛾　Ỉ䜢　䛾䜑。

47 1小野津 0
ɸXɴ�PL]X �Rː nuPuna� {nuPʲuɴQDɾa�nuPʲuWHː`�ɸXɴ࢒
PL]X�RED��QXPL�

47 1小野津 K
KXQX�PL]Rː nuPuna. nuPʲuɴQDɾD�KXɴ�PL]XMRːED�
QXPɪ�

47 1小野津 2
KXQX�Pɪ儓Rː�QXPXQD��^QXɴEXVDɾiEa�nuPʲuWHː`�KXQX�
Pɪ儓X�ZR��QXPɪ�

47 1小野津 7
^ɸXɴ�ɸXQX`�Ps]Rː�QXPXQD�MRː��QXPsWHː�ɸXɴ�Ps]X�
QXPs�MRː�

話者'はPL]Rː��PL]Xと৅
音。

47 2志戸桶 0 ʔXɴ�PL]X �ED��QXPL�ফ�Hː�ʔXɴ�PL]X�Rː nuPuna� nuPʲuW࢒

47 2志戸桶 K
ʔXɴ�PL]Rː�QXPXQD��^QXPL�VXɴ�QDɾDED�QXPXWHː`�ʔXɴ�
PL]X�QXPɪ�

47 3上嘉鉄 0 ɸXɴ�PL]X ��MRː�Rː�QXPXQD��QXPLED�ʔDɴ�PL]X�QXPL࢒
47 3上嘉鉄 K ʔXɴ�PLGRː�QXPXQD��QXPLVX�QDɾLED�ʔXɴ�PLGX�QXPL�

47 3上嘉鉄 2
ʔXɴ�PLGRː�QXPXQDMRː��QXPLVXQDɾLED�ʔXɴ�PLGX�
^QXPLMRː�QXPLː`�

47 4中里 0
ʔXɴ�PL]X ��ED�R࢒Rː nuPuna� nuPʲuVu naɾLEDː�ʔXɴ�PL]X࢒
QXPL�MRː��

47 4中里 K
ʔXɴ�PLGRː nuPuna. nunʲuVu naɾLED�ʔXɴ�PLGX�MRED��
QXPL�

nunʲuVuはQXɴMXVXऊも

47 5荒木 K ʔXɴ�PL]Rː�QXPXQD��QXPLVX�QDɾLED�ʔXɴ�PL]X�QXPL�

47 5荒木 2
ʔXɴ�^PL]Rː�PL]X �R`�QXPXQDMRː��QXPLVX�QDɾLED�ʔXɴ࢒
PL]X�QXPLMRː�

48 0共通語 䛺䛬　おまえは　䛯䜉䛺い䛾䛛。

48 1小野津 0 QXŋDɕɕL�GDMD�^NDPDɴVRː�NDPDɴVRː^QXŋD�QXŋDɕɕL``�
48 1小野津 K QXŋD�GDMD�NDPDɴ�VRː�
48 1小野津 2 QXŋD�GDMDː�NDPDɴVRː�
48 1小野津 7 QXŋD�GDMD�NDPDɴ�VRː�
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48 2志戸桶 0 QXŋDɕɕL�GDMD�NDPDɴVRː�
48 2志戸桶 K QXŋD�GDMD�NDPDɴ�VRː�
48 3上嘉鉄 0 QXːQDɾHː�GDː�NDPDɴɕXND�
48 3上嘉鉄 K ^QXŋD�QXD`�GDː�NDPDQX�
48 3上嘉鉄 2 QXːZD�GDː�^NDPDQX�NDPDɴVRː`�
48 4中里 0 QXŋD�GDː�^NDPDɴVXMR�NDPDɴVRː�QXŋDMR`�
48 4中里 K QXŋD�GDː�NDPDɴVRː�
48 5荒木 K QXŋD�GDː�^NDPDː�NDPDɴVRː`�
48 5荒木 2 QXŋD�GDː�NDPDɴVRːLɴŋD�
49 0共通語 おれは　䛥䛴まい䜒䛺ん䛛　㣗䜉䛺い䛮。

49 1小野津 0 ZDQRː�SDɴVXːɴkʲa kaPaɴGRː�
49 1小野津 K ZDQRː�SDɴVXɴkʲa kaPaɴ�GRː�
49 1小野津 2 ZDQRː�KDɴVXɴkʲa kaPaɴGRː� �KDɴVXːはSDɴVXːとも。

49 1小野津 7 ZDQRː {SфaɴVXː�ɸDɴVXː`ɴkʲaː�NDPDɴ�GRː�
49 2志戸桶 0 ZDQRː�SDɴVXɴʨDː�NDPDɴGRː�
49 2志戸桶 K ZDQRː�SDɴVXːMD�NDPDɴ�

49 3上嘉鉄 0 ZDQRː�KDɴɕXɴʨDː�NDPDɴGRː� KDɴɕXːが౐ಟ音化してः
る。

49 3上嘉鉄 K ZDQRː�KDɴVXZD�NDPDɴ�GRː�
49 3上嘉鉄 2 ZDQRː�KDɴVXɴʨDː�NDPDɴGRː�
49 4中里 0 ZDQRː�KDɴVXːɴʨDː�NDPDɴGRː�
49 4中里 K ZDQRː�KDɴVXɴʨD�NDPDɴ�GRː�
49 5荒木 K ZDQRː�KDɴVXɴʨDː�NDPDɴ�GRː�
49 5荒木 2 ZDQRː�KDɴVXɴʨD�NDPDɴ�GRː�
50 0共通語 䜒う　㣗䜉䜙れ䜛　䜒䛾は　඲㒊　㣗䜉䛯。

50 1小野津 0 nʲaː�NDPDɾLɴ�PXQRː�儕HɴEX�NDGDɴGRː�
50 1小野津 K nʲaː�NDPDɾLɴ�PXQRː�oLɴnʲa kaGi.
50 1小野津 2 nʲaː�^NDPDɾLɴ�NDɴ`�PXQRː�^ʔDɾXNDQL�ː�`�

^NDGD�NDGL`�
50 1小野津 7

nʲaː�^NDPDɾLɴ�NDPDɾDɾLɴ`�PXQRː�oLɴnʲa {kaGa�
NDGDɴ�GRː`�

50 2志戸桶 0 nʲaː�NDPDɾLɴ�PXQRː�oLɴnʲa {kaGi�kaGaɴ`� NDGLははढऌॉとঽীが୫स
ञことにऩる。

50 2志戸桶 K nʲaː�NDPDɾLɴ�PXQRː�oLɴnʲa kaGaɴ�GRː�
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50 3上嘉鉄 0 QDPDː�^NDPDɾLɴ�NDPLɴ`�PXQRː�兞LɴMD�NDGDɴGRː�
50 3上嘉鉄 K QDː��NDPDɾLɴ�PXQRː�MLɴnʲa kaGa.
50 3上嘉鉄 2 QDː�NDPDɾLɴ�PXQRː�oLɴnʲaː�NDGDɴGRː�

50 4中里 0
nʲaː {kaPʲuɴ�NDPDɾXɴ`�PXQRː�^兞Lɴnʲja�nuːɴNLː`�
^NDGDɴ�NDGL`�

NDGLは「ঽীが୫सञ」。QX
ːɴNLː「୦もऊも」

50 4中里 K nʲaː�NDPDɾXɴ�PXQRː�SXɴWX�NDGL�
50 5荒木 K nʲaː�NDPDɾXɴ�PXQRː�oLɴnʲa kaGi.
50 5荒木 2 nʲaː�NDPDɾXɴ�PXQRːࡺ�HɴEX�NDGDɴ�GRː�
51 0共通語 㣗䜉䛶　䛽䜛䛰け䛺䜙　い䛼䜔　䛽䛣䛸　お䛺䛨䛰。

51 1小野津 0
NDGLː nʲiEEʲuɴ^GDNL�EDNNDL`�ʔDɾLED�ʔLɴŋDːɴkʲa 
PDMDːWX�^ʔLɕɕRࡺa�WফiW儖XࡺDː`�

51 1小野津 K
kaGi nʲiSSʲuɴGDNL�QDɾD�ʔLɴŋDːMD�PDMDːWu Wফi儖X�PXɴ�
�D�VRːࡺ

51 1小野津 2
kaGi {niEEʲuɴ�niEEʲu�niEEi}Es ʔDɾLED�ʔLɴQDːMD�
PDMDːWu Wফi儖X�

51 1小野津 7
NDGL�NDɾD��QLEELEsː�^ʔDɾLED�MD`�ʔLɴŋDːWX�PDMDːWX�
{Wফi儖X�儕D�ʔLɴPXɴ�GRː`�

51 2志戸桶 0
NDGLː nʲiSSuɴGHː�ʔDɾLED�ʔLɴŋDːMD�PDMDːWu {Wফi儖X�
MLɴ`�PXɴ�

51 2志戸桶 K kaGi nʲiEEʲuVu naɾɪED�ʔLɴŋDːMD�PDMDːWX�ʔLVVX�

51 3上嘉鉄 0
NDPHː nʲiɴELɴ^GDNL�PXɴ`QDɾLED�ʔLɴŋDːMD�PDMDːWX�
WফiWuPuɴGRː�

51 3上嘉鉄 K
NDPHɴ nʲiɴELGDNL�QDɾLED�ʔLɴŋDːMD�ɡXɾXːWX�^MLɴPXɴ�
ʔLVVX`ࡺ�D�

51 3上嘉鉄 2
^NDGLː�QLɴEHɴEDNNDL�NDPHɴ�QLɴEHɴEDNNDL`�ʔXɾLEDː�
ʔLɴŋDːWX�ɡXɾXːWX�LɕɕXGRː�

51 4中里 0
NDGL�QɪWWXɴ�GDNLQDɾLEDː�ʔLɴŋDːMD�ɡXɾXːWX�^ʔLVVX�
WফiWu}ࡺDː�

51 4中里 K NDGL�QLWWXɴGDNL�QDɾLED�ʔLɴŋDːMD�ɡXɾXːWX�ʔLVVXࡺ�D� QLWWXɴのQはઠሼ化してःऩ
ः。

51 5荒木 K
NDGL�QLɴELɴGDNL�QDɾLEDː�ʔLɴŋࣶaːMD�ɡXɾXːWX�^ʔLɕɕR�
WL儖XPXɴ�MLɴPXɴ`ࡺ�D�ŋD�

ʔLɴŋࣶaːはʔLɴࢤ੻Dːとも。

51 5荒木 2
NDGL�QLɴELɴGDNL�QDɾLED�ʔLɴŋࣶaja ɡXɾXːWX�ʔRɴQDࡺL�
GRː�

52 0共通語 䛥䛸うは　䛒まい。　く䛩䜚は　䛒まく䛺い。
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52 1小野津 0 VDWDːMD�ʔDPDVD��VXMHː�ʔDPDVD�QHɴ� nʲiWʨD「ౙः」とも

52 1小野津 K VDWDːMD�ʔDPDVD��VXMHː nʲiɡDVD� QLɡDVD「ౙः」。

52 1小野津 2 VDWDːMD�^ʔDPDVD�ʔDPDVDL`��^VXHː�VXL`�ʔDPDVDQHː�
52 1小野津 7 VDWDːMD�ʔDPDVDL��VXHː�ʔDPDVD�ː��QHː�

52 2志戸桶 0 VaWফaːMD�ʔDPDVD��NXVXHː�ʔDPDVDːQHɴ� NXVXL「ఇ」。nʲiJaVa「ౙ
ः」とも。

52 2志戸桶 K VDWWDːMD�ʔDPDVDL��NXVXɾHː�ʔDPDVD�QHː�
52 3上嘉鉄 0 ɕDWDːMD�ʔDPDVDɴGRː��NXɕXɾHː�ʔDPDNX�QHːɾDɴGRː�
52 3上嘉鉄 K VDWDːMD�QXɾXVD^ɾL�ɴ`��NXVXɾHː�QXɾXNX�QHɴ�

52 3上嘉鉄 2
VDWDːMD�ʔDPDVDɾL��^NXVXɾLMD�NXVXɾLZD�NXVXɾHːMD`�
ʔDPDVD�^QHːɾDː�QHː`�

52 4中里 0 VaWফaːMD�ʔDPDVDL��NXVXɾL࢒Hː�ʔDPDVDːQHɴ�
52 4中里 K VaWফaːMD�ʔDPDVDL��NXVXMHː�ʔDPDVD�QHː�
52 5荒木 K VDWDːMD�ʔDPDVD^L�ɴ`��NXVXɾHː�ʔDPDVD�QHːɾDː�

52 5荒木 2 VDWDːMD�ʔDPDVDɴ�GRː�NXVXɾHː�ʔDPDVDːؙپ� 文末ؚQHːऩनが௷ऐてःپ
るء

53 0共通語 ཤᖺ　い䛸䛣が　୰Ꮫ䛾　ඛ⏕䛻　䛺䛳䛯。

53 1小野津 0 ɸX]X�ʔLWXNXŋD�ʨXːɡDNNRːQX�ɕLɴVHːnʲi naWaɴ^ʨL�GRː`�
53 1小野津 K KX]X�ʔLWXNXŋD�ʨXːŋDNNRːQX�VHɴVHːnʲi naWi.

53 1小野津 2 KX儓Xː�ʔLWXNXŋD�ʨXːɡDNNRːQR�ɕLɴVHːQL�QDWL�
ʨXːɡDNNRː�は
ɕHː�ʨXːŋDNNRːとも。

53 1小野津 7
ɸX]X�ʔLWXNXŋD�ʨXːɡDNNRːQX�ɕLɴVHːnʲi {naWaɴ�GRː�
QDWL`�

53 2志戸桶 0
ɸX]X࢒Rː�ʔLWXNXŋD�ʨXːɡDNNRːQX�ɕLɴVHːnʲi {naWফa�
QDWDɴ`�

53 2志戸桶 K KX]X�ʔLWXNXŋD�ʨXːɡDNNRːQX�ɕLɴVHːnʲi naWaɴ�
53 3上嘉鉄 0 ɸXGX�ʔLWXNXQX�ʨXːɡDNNRːQX�ɕLɴɕHːnʲi naWaɴGRː�
53 3上嘉鉄 K NXGRː�ʔLWXNX^QX�ɡD`�ʨXːɡDNNRːQX�ɕLɴVHːnʲi naWaɴ�
53 3上嘉鉄 2 KXGXː�ʔLWRNRŋD�ʨXːɡDNNRːQX�ɕLɴVHː�QDWDɴ�GRː��
53 4中里 0 ɸXGX�ʔLWXNXŋD�ʨXːɡDNNRːQX�ɕLɴVHːnʲi naWফaɴGRː� ɕLɴVHːはɕLɴɕHːとも。

53 4中里 K KXGX�ʔLWXNXŋD�ʨXːŋDNNRːQX�ɕLɴVHːnʲi naWi.

53 5荒木 K ^ɸX]X�ɸX]Rː`�ʔLWXNXŋD�ʨXːɡDNNRːQX�ɕLɴVHːnʲi naWi. ʨXːɡDNNRːはʨXːŋDNNRːと
も。

53 5荒木 2 KX]X�ʔLWXNXŋD�ʨXːŋDNNRːQX�ɕLɴɕHːnʲi naWaɴ�GRː� QDWDɴGRはQDWDɴGRːऊ。
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54 0共通語 い䛸䛣は　ⱥㄒ䛾　ᮏが　ㄞ䜑䜛。

54 1小野津 0 ʔLWXNRː�MHLɡRQX�KRɴŋa juPi GikʲuɴGRː�
54 1小野津 K ʔLWXNRː�MHLɡRQX�KRɴMRːEa juPi Gikʲui.

54 1小野津 2
ʔLWXNRː�^ʔDPHɾLND�MXPɪWa�jফHːɡR`QX�KRɴŋD�MXPɪ�
^GɪNXMXL�GɪNXL`�

54 1小野津 7
ʔLWXNRː�MHːɡRQX�ɕLPX儖XŋD�^MXPL�GLNXɴ�MXPDɾLɴ�
juPʲuɴ`�GRː�

54 2志戸桶 0 ʔLWXNRː�MHːɡRQX�KRɴŋa jফuPi ʔXVXL�
54 2志戸桶 K ʔLWXNRː�MHLɡRQX�KRɴEa juPʲuː�VXɴ�
54 3上嘉鉄 0 ʔLWXNRː�MHLɡRQX�KRɴQX�^MXPLɴGRː�MXPDɾLɴGRː`�
54 3上嘉鉄 K ʔLWXNRː�MHːɡRQX�KRɴQX�MXPLɴɕLɴ�
54 3上嘉鉄 2 ʔLWXNRː�HːɡRQX�VXPXWX�MXPLː�^oLɴ�ɕLɴ`GRː�
54 4中里 0 ʔLWXNRː�MHLɡXQX�VXPXWXŋD�MXPLMXɴ�
54 4中里 K ʔLWXNRː�MHːɡRQX�KRɴŋa junʲuɴVXL�

54 5荒木 K
ʔLWXNRː�MHːɡRQX�^KRɴŋD�MXPLːVX�KRɴGX�^MXPLː�
MXPLː�VXL``�

54 5荒木 2 ʔLWXNRː�MHLɡRQX�KRɴ�MXPLɴVXɴ�GRː�
55 0共通語 䛒䛾　ே䛣そ　䜋ん䛸う䛾　㔠ᣢ䛱䛰。

55 1小野津 0 ʔDɴ�ʨXNXVD�ɸXɴWRːQX�KDQɪPXʨL^ࡺD�GRː`�
55 1小野津 K ʔDɴ�ʨXNXVD�KXɴWRːnu KanʲiPuʨL�
55 1小野津 7 ʔDɴ�儖XNXVDː SфuɴWRːQX�KDQLPXʨL�GRː� SфuɴWRːはɸXɴWRːとも。

55 1小野津 2 ʔDɴ�ʨফukuVa KuɴWXːQX�KDQLPXʨL�GRː� �KDQLPXʨLはNDQLPXʨLと
も。

55 2志戸桶 0 ʔDɴ�ʨXNXVD�ɸXɴWRːQX�KDQɪPXʨLࡺDMD�
55 2志戸桶 K ʔDɴ�^ʨ�儖`XNXVD�KXɴWRːnu {K�k}anʲiPuʨL�
55 3上嘉鉄 0 ʔDɴ�^ʨXNXVD�ʨXɸXGX`�ɸXɴWRːQX�KDQLPXʨLGRː�
55 3上嘉鉄 K ʔDɴ�ʨফukuVu KuɴWRːnu KanʲiPuʨLࡺ�D�

55 3上嘉鉄 2
ʔDɴ�^ʨXNXVDMDː�ʨXːNXVDː`�KXɴWRːQR�
^KDQHPXʨL�KDQLPXʨL`GRː�

55 4中里 0 ʔDɴ�ʨXNXVD�ɸXɴWRːQX�KDQɪPXʨLࡺ�Dː�
55 4中里 K ʔDɴ�ʨফu ku{Vu�Va} ɸXɴWRːQX�KDQLPXʨL��GRː�� KDQLのQはઠሼ化してःऩ

ः。55 5荒木 K ʔDɴ�ʨXNXVD�KXɴWRːnu Kan�ʲ�iPuʨLࡺ�D�ː��
55 5荒木 2 ʔDɴ�儖XGX�KXɴWRːQX�KDQLPXʨLGRː�
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5� 0共通語 そ䛾　ヰは　ጔ䛻䛰け　⪺䛛䛫䛯。

5� 1小野津 0 ɸXɴ�KDQDVHː�WXࡺinʲiEsː�NLNDʨDɴ�GRː�� sːは音がृृँःऽः。

5� 1小野津 K KXɴ�SDQDVHː�WXࡺinʲiGaki kikaʨL�

5� 1小野津 2
KXQX�^KDQDɕHː�MXPɪWD`�WX儕LQLEsː {kফiWaʨi�kফikaʨDɴ�
GRː`�

5� 1小野津 7 ɸunu juPsWফaː�WX儕inʲiEsː�^NLNDʨL�NLNDʨDɴ`�GRː�
5� 2志戸桶 0 ʔXɴ�SDQDVHː�WXࡺinʲiEsː kফikaʨDɴ�

5� 2志戸桶 K ʔXɴ�KDQDVHː�WXࡺinʲi Esː�^NLNDʨDɴ�KDWDWDɴ`� sːは音がँःऽः。Hːにも。

5� 3上嘉鉄 0 ʔXɴ�KDQDɕL࢒Hː�WXࡺLGDNL࢒Hː�ʨLNDʨDɴGRː� WXࡺLGDNL پHː「൲टऐに」࢒

「൲に」टとWXࡺinʲi。
5� 3上嘉鉄 K ʔXɴ�KDQDVHː�^WXࡺHɴ�WXࡺLHɴ`GDNL�NLNDʨDɴ� NLNDʨDɴはʨLNDʨDɴとも。

5� 3上嘉鉄 2 ʔXɴ�MXPLWDː�WX儕LMHɴGDNLː�^ʨLNDʨDɴ�ʨLNDʨL`�
5� 4中里 0 ʔXɴ�KDQDVL ��ɴ�inʲiEHːL�ʨLNDʨDࡺHː�WX࢒

5� 4中里 K
ʔXɴ�KDQDVHː�WXࡺinʲi{Gaki�EHː`�^ʨফikফaʨL�ʨফikফaʨDɴ�
GRː`�

5� 5荒木 K ʔXɴ�KDQDVHː�WXࡺinʲiGakH ʨLNDʨDɴ�
5� 5荒木 2 ʔXɴ�KDQDɕHː�WXࡺinʲiGaki {ʨLNDʨDɴ�KDQDʨDɴ`�GRː�
57 0共通語 ጔ䛻　ኤ㣤䜢　స䜙䛫䜛。

57 1小野津 0 WXࡺinʲi {jiːMRED�MLːEanʲiuEa} 儖XNNDVXɴ�GRː��
57 1小野津 K WXࡺinʲi jiːMRːED�儖XNXɾDɕL�
57 1小野津 2 WX儕LQL�MLːMRːED�^儖ফukuɾDʨL�儖ফukkaʨDɴ�儖ফukkaʨL`
57 1小野津 7 WX儕inʲi jiːMRːED�^儖XNXɾDɕL�儖XNNDɕL`

57 2志戸桶 0
WXࡺinʲi juːEDɴ�ED��^儖XNXɾDʨDɴ�儖XNXɾDVXɴ�
儖XNNDVXɴ`�

57 2志戸桶 K WXࡺinʲi juːEDɴ�^ʨ�儖`XNNDVXɴ�
57 3上嘉鉄 0 WXࡺL࢒Hː�MLːREa WফukuɾDɕLɴGRː�
57 3上嘉鉄 K WXࡺHːɴ�MLː�^WXNNDʨD�WXNNDɕLɴ`� MLːはࡺLːにも聞こえる。

57 3上嘉鉄 2 WX儕LHɴ�MLːMRːED�^WVXNNDʨL�WXNND�ɕLɴ`�
57 4中里 0 WXࡺinʲi jiː�RːEa� WফukuɾDVXL�
57 4中里 K WXࡺinʲi jiː�MRːEa� {WফukuɾDʨi�WফukuɾDʨXL`�
57 5荒木 K WXࡺinʲi jiː^MRːED�ZRːED`�^儖XNXɾDɕL�儖XNXɾDVXL`�
57 5荒木 2 WXࡺinʲi jiːMD�儖XNXɾDVXɴ�GRː�
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58 0共通語 ኵは　➉䛷　䛛䛤䜢　䛴く䛳䛯。

58 1小野津 0 ʔXWX࢒Rː�GHː儕L�NDɡX^MRED�RED`�儖ukuWফaɴ�
58 1小野津 K XWRː�GHːࡺL�VRːɸLMRːED�儖XNXWL�

58 1小野津 2
^ʔXWRː�XWRː`�GHː儕L�^NDɡRː�VRːɸL��^儖ফukuWa�
儖ফukuWi}.

VRːɸLはVRː̣ɪ�ɕHːにも聞こえ
る。

58 1小野津 7 ʔXWRː�GHː儕L�NDɡXMRːED�^儖XNXWDɴ�GRː�ʔDGDɴ`� ʔDGDɴ「ౣんट」

58 2志戸桶 0 XWRː�^GHːGHː�GHːࡺL`�PDɡXː�ED��^儖ukuWফa�儖XNXWL`�
58 2志戸桶 K XWRː�GHːࡺL�NDɡRː�^儖XWWD�儖XWʨDɴ`�
58 3上嘉鉄 0 XWX࢒Rː�GHːHː�NDɡRREa WফukuWফaɴGRː�
58 3上嘉鉄 K ʔX�W�WRː�GHːVHɴ�NDɡRː {WফukkaʨDɴ�WফukuWaɴ`�
58 3上嘉鉄 2 XWWRː�GHːKHː�VRːEL�WXNXWDɴGRː�

58 4中里 0 XWRː�GHːࡺL�VRː兞Lɴkফaː�R� WফukuWফaɴ� 「ऊओ」VRː兞LɴND�小��
VRː兞L�প�。

58 4中里 K XWRː�GHːࡺL�NDɡXMRːEa {WফukuWi�WফukuWaɴ`�
58 5荒木 K ʔXWRː�GHːࡺL�NDɡXMRːED�儖ukuW�ফ�i.
58 5荒木 2 XWRː�GHːࡺL�NDɡX�儖XNXWDɴ�GRː�
59 0共通語 ḟ㑻は　お䛸う䛸䛾　୕㑻䛸　けん䛛し䛯。

59 1小野津 0 儕LɾRːMD�ʔXWWXːQX�VDEXɾRːWX�ɕLNNLWDɴ�GRː�� ஫聞のৃ়はWLɴŋD「ैし

ः」ʨL「ढて」がणऎ

59 1小野津 K �LɾRːMD�ʔXWWXːQX�VDEXɾRːWX�ɕLNNLWLࡺ
59 1小野津 2 儕LɾRːMD�ʔXWWXQX�VDEXɾRːWX�ɕLNNLWDɴ�GRː�

59 1小野津 7
儕LɾRːMD�^ʔXWWX�ː��ʔXWWXERː`QX�VDEXɾRːWX�ɕLNNLWDɴ�
GRː�

ʔXWWXERː「ফৣの੬のऌॆअ
टः」

59 2志戸桶 0 儕LɾRːMD�ʔXWWXːQX�VDEXɾRːWX�^ɕikkiWফa�ɕLNNLWL`�
59 2志戸桶 K �LɾRːMD�ʔXWWXːQX�VDEXɾRːWX�ɕLNNɪWDɴࡺ
59 3上嘉鉄 0 儕LɾRːMD�ʔXWWXQX�VDEXɾRːWX�ɕLWʨiWফaɴ�GRː��
59 3上嘉鉄 K �LɾRːZD�ʔXWWXQX�VDEXɾRːWX�ɕLWʨLWDɴࡺ
59 3上嘉鉄 2 儕LɾRːMD�ʔXWWXQX�VDEXɾRːWX�ɕLWʨLWDɴ�GRː�
59 4中里 0 儕LɾRː�ʔXWWXQX�VDEXɾRːWX�ɕLWʨiWফa�ɴ��
59 4中里 K 儕LɾRːMD�ʔXWWXQX�VDEXɾRːWX�ɕLWWʨLWL�
59 5荒木 K 儕LɾRːMD�ʔXWWXQX�VDEXɾRːWX�ɕLWWʨLWL�
59 5荒木 2 �LɾRːMD�ʔXWWXQX�VDEXɾRːWX�ɕLWʨLWDɴGRːࡺ
�0 0共通語 ୕㑻は　ḟ㑻䛻　Წ䛷　䛺䛠䜙れ䛯。
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番号 地域 班 共通語文 備考

�0 1小野津 0 VDEXɾRːMD�儕LɾRːnʲi ERːࡺL�ʔXWDWWDɴ�GRː�� ઉமৄञৃ়はGRː「े」ؚ

஫聞のৃ়はʨL「ढて」。

�0 1小野津 K VDEXɾRːMDࡺ�LɾRːnʲi ERːࡺL�WDWDNDWWL�
�0 1小野津 7 VDEXɾRːMD�儕LɾRːnʲi ERː儕L�ʔXWDWWDɴ�GRː�
�0 1小野津 2 VDEXɾRːMD�儕LɾRːQL�^ERː�EXWWRː`儕L�^ʔXWDWWD�ʔXWDWWL`�

�0 2志戸桶 0
VDEXɾRːMD�儕LɾRːnʲi {ERː�EXWWRː`儕L�^ʔXWDWWL�
ʔXWWDNXɾDWWL�ʔXWWDNXɾDWWDɴ`�

�0 2志戸桶 K VDEXɾRːMDࡺ�LɾRːnʲi ERːࡺL�ʔXWDWWDɴ�
�0 3上嘉鉄 0 ɕDEXɾRːMD�儕LɾRːHː�^ERː�ɡXɕLː`Hː�ʔuWফaWফaɴ�
�0 3上嘉鉄 K VDEXɾRːZDࡺ�LɾRː{nʲi�Hɴ`�ERːVHɴ�ʔXWDWWDɴ�

�0 3上嘉鉄 2
VDEXɾRː^ZD�MD`�儕LɾRːQL�ɡXɕLː^GH�KHɴ�MHɴ`�
ʔXWDWWDɴ�GRː�

�0 4中里 0 VDEXɾRːMD�儕LɾRːnʲi EuWWRː儕L�ʔXWDWWDɴ� 話者%はʔXWWDNXɾDWWDとも。

�0 4中里 K VDEXɾRːMD�儕LɾRːnʲi EuWWRːࡺL�ʔXWDWWL�
�0 5荒木 K VDEXɾRːMD�儕LɾRːnʲi EuWWRːࡺL�ʔXWDWWL�
�0 5荒木 2 VDEXɾRːMDࡺ�LɾRːnʲi EuWWRːࡺL�ʔXWDWWDɴGRː�
�1 0共通語 ḟ㑻は　䛨い䛥ん䛻　し䛛䜙れ䛯。

�1 1小野津 0 儕LɾRːMD�ʔDࡺinʲi EuWiɾDWWDɴ�ʨL�� EXWLɾDɾLɴしऊैोる。

�1 1小野津 K �inʲi EuWiɾDWWLࡺLɾRːMD�ʔDࡺ
�1 1小野津 2 儕LɾRːZD�ʔD儕LːQL�^EXWHɾDWWD�EXWHɾDWWL`�
�1 1小野津 7 儕LɾRːMD�ʔD儕Lːnʲi EuWiɾDWWDɴ�GRː�

�1 2志戸桶 0 儕LɾRːMD�ʔDࡺinʲi {EuWiɾDWWD�EXWLɾDWWL`� EXWLɾDɾLɴしऊैोる�ઠद�。

�1 2志戸桶 K �iinʲi EuWiɾDWWDɴࡺLɾRːMD�ʔDࡺ
�1 3上嘉鉄 0 儕LɾRːMDː�ʔDࡺLːHː�EXʨLɾDWWDɴ�

�1 3上嘉鉄 K �LːVDɴnʲi ʔXQDVDWWDɴࡺ�LɾRːZDࡺ ʔXQDVDWWDɴはNXQDVDWWDɴと
も。

�1 3上嘉鉄 2 儕LɾRːMDː�ʔD儕LːQL�NXɾDVDWWDɴ�
�1 4中里 0 儕LɾRːMD�ʔDࡺLːNDɾD�^EXWLɾDWWDɴ�EXWLɾDWWL`�
�1 4中里 K 儕LɾRːMD�ʔDࡺLːnʲi EuWiɾDWWL�
�1 5荒木 K 儕LɾRːMD�ʔDࡺL�ː�nʲi EuWiɾDWWL�
�1 5荒木 2 �`Lːnʲi} {EuWiɾDWWDɴ�EXWLɾDWWLࡺLːNDɾD�DࡺLɾRMD�^Dࡺ 。LɾRːMDऊࡺLɾRMDはࡺ

�2 0共通語 おれは　き䛾うは　᪂⪺䜢　䜘ま䛺䛛䛳䛯。
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番号 地域 班 共通語文 備考

�2 1小野津 0
ZDQRː kinʲuːMD�ɕLɴEXɴMXED�^MXPDɴWDMD�MXPDɴWDɴ
�GRː�`�

MXPDɴWDMDटと「しऽढञ
ऩऀ」とःअこと。

�2 1小野津 K ZDQRː kinʲuːMD�ɕLɴEXɴMRːED�MXPDɴWL�
�2 1小野津 2 ZDQRː kinʲuːMD�ɕLɴEXɴ�MRPDɴWL�
�2 1小野津 7 ZDQRː kinʲuːMD�^ɕLɴEXQRː�ɕLɴEXɴ`�MXPDɴWDɴ�GRː�

�2 2志戸桶 0
ZDQRː kinʲuːMD�ɕLɴEXɴ�^MXGDːɾDː�MXGDːɾDɴ�
MXPDɴWL`�

�2 2志戸桶 K ZDQRː kinʲuːMD�ɕLɴEXɴ�MXPDɴWDɴ�

�2 3上嘉鉄 0 ZDQRː�NLMXːMD�ɕLɴEXɴ�PLɾDɴWফaɴGRː� このৃ়MXPDɴWফaɴ「ഭऽऩ
ऊढञ」とは੉ॎऩः。

�2 3上嘉鉄 K ZDQXː�VXːZD�ɕLɴEXɴ�MXPDɴWDɴ�
�2 3上嘉鉄 2 ZDQRː�ʨLMXːMD�ɕLɴEXɴ�MXPDɴWDɴ�GRː�
�2 4中里 0 ZDQRː�ʨinʲuːMD�ɕLɴEXɴ�^MXPDɴWD�MXPDɴWL`�
�2 4中里 K ZDQRː�ʨinʲuːMD�ɕLɴEXɴ�MXPDɴWL�

�2 5荒木 K
ZDQRː�ʨinʲuːMD�^ɕLɴEXQRː�ɕLɴEXɴQRː�ɕLɴEXɴ`�
MXPDɴWL��MDː��

�2 5荒木 2 ZDQRː�ʨinʲuːMD�ɕLɴEXɴQRː�MXPDɴWDɴ�GRː�
�3 0共通語 そ䛾　᪂⪺は　きょう䛾䛰。　き䛾う䛾は　䛣れ䛰。

�3 1小野津 0 ɸXɴ�ɕLɴEXQRː kʲuː�QX��PXɴ儕a. kinʲu� PunR� ɸXɾLࡺD� ʔDɴPDː「उयँऔん」

�3 1小野津 K KXɴ�ɕLɴEXQRː kʲuːQX�PXɴ. kinʲuːQX�PXQRː�KXɾLࡺ�D�

�3 1小野津 2
KXQX�ɕLɴEunR kʲuːQX�PXɴ�儕a. kinʲuːQX�PXQRː�
KXɾL�^儕D�GRː`

�3 1小野津 7
ɸXɴ�ɕLɴEunR kʲuːQX��PXɴ��^GRː�儕a}. {kinʲuːQRː�
kinʲuːQX�PXQRː`�ɸXɾL�GRː

�3 2志戸桶 0
ʔXɴ�ɕLɴEXQRː kʲuːQX�PXɴ儕aja� kinʲuːQX�^ɕLɴEXQRː�
PXQRː`�ʔXɾLࡺD�MDː��

�3 2志戸桶 K
ʔXɴ�ɕLɴEXɴja kʲuːQX�PXɴࡺ�a. kinʲuːQX�PXQRː�ʔXɾL�
�Dࡺ

�3 3上嘉鉄 0
ɸXɴ�ɕLɴEXQRː�ɕXːQX�^ɕLɴEXɴ�PXɴ`GRː��NLMXːQX�
^ɕLɴEXQRː�PXQRː`�ɸXɾLGRː�

NLMXːはʨLMXːとも聞こえる。

�3 3上嘉鉄 K ʔXɴ�ɕLɴEXQRː�VXːQX�PXɴࡺ�D��GࡺLMRːQX�PXQRː�ʔXɾLࡺD�

�3 3上嘉鉄 2
ʔXɴ�^ɕLɴEXɴZD�ɕLɴEXQRː`�VXːQX�PXɴGR��ʨLMXːQX�
PXQRː�ʔXɾL�GRː�

�3 4中里 0 ʔXɴ�ɕLɴEXQRː�VXːnuGa� kinʲuːQX�PXQRː�ʔXɾLࡺD�
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�3 4中里 K
ʔXɴ�ɕLɴEXQRː�VXːQX�PXɴ�GRː��ʨinʲuːQX�PXQRː�ʔXɾL�
GRː�

�3 5荒木 K
ʔXɴ�ɕLɴEXɴQRː�VXːQX�PXɴ��ࡺD���ʨinʲuːQX�PXQRː�ʔXɾL�
�Dࡺ

�3 5荒木 2
ʔXɴ�ɕLɴEXɴQRː�VXːQX�PXɴGRː�ʨinʲuːQX�PXQRː�ʔXɾL�
GRː�

�4 0共通語 㞵䛾　䜅䜛　᪥䛻は　䜀䛒䛥んは　ᐙ䛷　䝔䝺䝡䜀䛛䜚　ぢ䛶い
䜛。

�4 1小野津 0
ʔDPɪQX�ɸXMXɴWHː��ʔDɴPDMD�MDːࡺL�WHɾHELEDNNDL�
PLʨXɴGRː�

�4 1小野津 K ʔDPɪŋD�KXMXɴ�SHː�ʔDɴPDMD�MDːࡺL�WHɾHELEHː�PLʨXL�

�4 1小野津 2
^ʔDPL�ʔDPɪ�ʔDɴPH`�QX�KXMXɴ�SLːMD�ʔDɴPDMD�MDː儕L�
WHɾHEL�EDNNDL�PLʨXL�

�4 1小野津 7
ʔDPLQX�ɸXMXɴ {Sфiːja�Sфsː�SфinʲHː`�ʔDɴPDː�WHɾHEL�
Esː�PLʨXɴ�GRː�

Sфiː�MD�はɸLːとも。

�4 2志戸桶 0
^ʔDPɪɸui nʲi࢒Hː�ʔDPɪQX�ɸXMXɴ Sinʲi �Hː`�ʔDɴPDːMD࢒
^MDː儕L�MDːɴWL`�WHɾHEL^Esː�EDNNDL`�PLʨXɴ�

�4 2志戸桶 K
ʔDPɪQX�KXMXɴ�^S�ɸ}inʲHː�ʔDɴPDMD�MDːࡺL�WHɾHELEHː�
PLʨXɴ�

�4 3上嘉鉄 0
ʔDPLQX�ɸXɾʲuɴ Wফukinʲi �Hː�ʔanʲiːMD�MDːHː�WHɾHELEDNNDL࢒
PLɾRɴGRː�

�4 3上嘉鉄 K ʔDPLQX�ɸXɾLɴ�兞LːMD�MDː^MHɴࡺ�L`�WHɾHELEDNNDɾL�PLɾXɴ�
ʔDPLはʔDPɪにも聞こえる。ɸ

XɾLɴはɸXɾLːにも聞こえる。�
PLɾXɴはPLɾRɴとも。

�4 3上嘉鉄 2
ʔDPLQX�KXɾLɴ�oLːMD�DɴPDːMD�MDː^GH�儕Hː�MHɴ`�
WHɾHELEDNNDL�PLɾRɴGRː�

�4 4中里 0
ʔDPLQX�ɸXMXɴ�oLːnʲi࢒Hː�ʔanʲiːMD�MDː儕L�WHɾHEL�
^EHːɾL�EDNND�ɾ�L`�PLʨXL�

�4 4中里 K
ʔDPLQX�KXMXɴ�KHː�^ʔDɴPD�ʔDQLː`MD�MDːࡺL�WHɾHELEHː�
PLʨXL�

ʔDQLːのQはઠሼ化してःऩ
ः。

�4 5荒木 K ʔDPLQX�ɸXɾXɴ�KHː�ʔDɴPDMD�MDːࡺL�WHɾHELEDːɾL�PLʨXL�

�4 5荒木 2
ʔDPLŋD�KXɾXɴ�oLːMD�ʔDɴPDMD�MDːࡺL�WHɾHELEDNNDL�
PL儖Xɴ�GRː�

�5 0共通語 お⚃い䛾　䛸き䛻は　䜀䛒䛥んま䛷　お䛹䛳䛯。

�5 1小野津 0 MXZHːɴ Gukinʲi࢒Hː�ʔDɴPDːɡDɾL�ʔXGXWDɴGRː�
�5 1小野津 K MXːZHːnu WukʲHː�ʔDɴPDːɡDGL�ʔXGXWL�
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�5 1小野津 2
MXːZsːQX�^WXNLQL�WXNHː`�ʔDɴPDPDGɪ�^XGXWDɴ�
ʔXGXWDɴ`�GRː�

�5 1小野津 7 MXːZHːQX�^GXNHː�GukinʲHː`�ʔDɴPDːɡDɾL�ʔXGXWDɴ�GRː�
�5 2志戸桶 0 MXːZHːQX�WXNɪQHː�ʔDɴPDːPaGi {uGuWফaɴGRː�uGuWফi}.
�5 2志戸桶 K MXZHːnu WukinʲHː�ʔDɴPDː^PDGL�ɡDGL`�ʔXGXWDɴ�
�5 3上嘉鉄 0 MXːZHːnu WফukinʲHː�ʔanʲiːPDGL�PX��ʔXGXWDɴGRː�
�5 3上嘉鉄 K MXːZHːQX�GXʨL�ː�MD�EDːVDɴPDGL�ʔXGXWDɴ�
�5 3上嘉鉄 2 MXːHːQX�GXNLMD�ʔDɴPDːPDGL�XGXWDɴGRː�
�5 4中里 0 MXːZHːnu Wukinʲi .Hː�ʔanʲiːPaGi {uGuWi�uGuWফa}࢒

�5 4中里 K MXːZHːQX�WXNHː�ʔDQLːPDGL�ʔXGXWL� ʔDQLːのQはઠሼ化してःऩ
ः。

�5 5荒木 K MXːZH�ː�QX�WXNHː�ʔDɴPDːPDGL�ʔXGXWL�
�5 5荒木 2 MXːHːnu WukinʲHː�ʔanʲiː�PDGL�XGXWDɴ�GRː� anʲiːはDQLːऊء

�� 0共通語 ⰼᏊは　き䛾う䛛䜙　⑓Ẽ䛷　䛽䛶い䜛。

�� 1小野津 0 KDQDNRː kinʲuːNDɾD�MDGL�^QɪWWXL�QɪWWXɴGRː`�
�� 1小野津 K KDQDNRː kinʲuːNDɾD�MDPDLࡺi nʲiWWui.
�� 1小野津 2 KanakRZa kinʲuːNDɾD�MDGL�^QɪWWXL�QɪWWXɴ�GRː`�

�� 1小野津 7 KDQDNRː kinʲuːNDɾD�^MDGL�MDPL儕L`�QLWWXɴ�GRː� MDGL「୰んद」ҨMDPL儕L「୰
ਞद」

�� 2志戸桶 0 KDQDNRː kinʲuːNDɾD�MDGL�QɪWWXL�
�� 2志戸桶 K KDQDNRː kinʲuːNDɾa EʲRːNLࡺL�QLWWX^L�ɴ`�
�� 3上嘉鉄 0 KDQDNRː�NLMXːNDɾD�MDPDL࢒Hː nʲiɴERɴGRː�

�� 3上嘉鉄 K KDQDNRː�VXːNDɾD�MDPHɴ nʲiɴEXɴ� MDPHɴはMDPɪɴにも聞こえ
る。

�� 3上嘉鉄 2 KDQDNRː�ʨLMXːNDɾD�MDPDL^VHɴ�VHː`�QLɴERɴ�GRː�
�� 4中里 0 KDQDNRː�ʨinʲuːNDɾD�MDGL�QɪWWXL�

�� 4中里 K KDQDNRː�ʨinʲuːNDɾD�MDPDLࡺL�QLWWXL� QLWWXLのQはઠሼ化してःऩ
ः。

�� 5荒木 K KDQDNRː�ʨinʲuːNDɾD�^ZDɴEHː�MDPL`ࡺi nʲiWWu{i�ɴ`�
�� 5荒木 2 KDQDNRː�ʨinʲuːNDɾD�EMRːNLࡺL�QLWWXɴ�GRː�
�7 0共通語 ⰼᏊは　䛛䛒䛥ん䛻　䛤はん䜢　䛯䜉䛥䛫䛶　䜒䜙䛳䛯。

�7 1小野津 0 KDQDNRː�ʔRkkanʲi ɡRKDɴMRED�NDPDʨL�PXɾDWDɴGRː� ஜःओනटऐऩैʔuEanʲi

�7 1小野津 K KDQDNRː�ʔRkkanʲi PuɴMRːED�NDPDVDWWL�
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�7 1小野津 2
KDQDNR�ZD�ʔRNNDQL�PXɴMRED�^NDPDVDWWDɴ�NDPDʨL�
PXɾDWDɴ`�GRː�

�7 1小野津 7 KDQDNRː�ʔRkkanʲi PuɴMRːED�NDPDVDWWDɴ�GRː�
�7 2志戸桶 0 KDQDNRː�ʔRNNDɴnʲi Puɴ�NDPDʨL�^PXɾDːWDɴ�PXɾDːWL`�
�7 2志戸桶 K KDQDNRː�ʔRNND�ɴ�nʲi PuɴED�NDPDʨL�PXɾDːWDɴ�
�7 3上嘉鉄 0 KDQDNRː�ʔDɴPDːHː�PXɴRED�NDPDɕHː�PXɾaWফaɴGRː�

�7 3上嘉鉄 K
KDQDNRː�^ʔRNNDɴnʲi�kaːWɕDɴnʲHɴ�EDːnʲi�Eaː�M�Hɴ`�
PXɴ�NDPDVDɾHɴ�PXɾDWDɴ�

�7 3上嘉鉄 2
KDQDNRː�^ʔRNND��ʔRNNDɴ`QL�PXɴ^ZRED�MRED`�
NDPDVDɾRɴGRː�

�7 4中里 0
KDQDNRː�ʔRNNDɴnʲi PuɴR�ːED��NDPDʨL�^PXɾDWD�ɴ��
PXɾDWL`�

�7 4中里 K KDQDNRː�ʔRNNDɴnʲi ɡRKDɴMRːED�NDPDʨL�PXɾa�W�Wফi.

�7 5荒木 K
KDQDNRːMD�ʔRNNDɴnʲi ʔuEanʲi�ZR� {kaPaVaWWi�kaPaʨL�
PXɾDWL`�

�7 5荒木 2 KDQDNRː�ʔDɴPanʲi Puɴ�NDPDʨL�PXɾDWDɴ�GRː�
�8 0共通語 ་⪅が　くれ䛯　く䛩䜚䜢　䛾䜑䜀　䛺お䜛䛰䜝う。

�8 1小野津 0 ʔLɕDVDPDŋa kফuɾLWDQX�VXLMRED�QXPɪED�QRːMXGGR�
�8 1小野津 K ʔLɕDŋD�NXɾLWDQX�VXLMRːED�QXPɪED�QRːMXɾRː�
�8 1小野津 2 ʔLɕDŋD�^NXɾLWDɴ�NXɾLWDQX`�VXLMRED�QXPɪED�QRːMXɴ�GRː�
�8 1小野津 7 ʔLVDŋD�NXɾLWDQX�VXLMRːED�QXPsED�QRːMXɾRː�
�8 2志戸桶 0 ʔLɕDŋD�NXɾLWD^ɴ�QX`�NXVXL�QXPɪED�QRːMXɾRː�
�8 2志戸桶 K ʔLVDŋD�NXɾɪWDɴ�NXVXL�ED��QXPɪED�QRːMXɾRː�

�8 2志戸桶 2
ʔLɕD^ŋD�QX`�NXɾLWDɴ�NXVXɾL�QXPLEDː�^QRːɾLɴ�
QRːɾLNNDPX`�GRː

QRːɾLNNDPX�GRː「੘るऊも

�しोऩः�े」

�8 3上嘉鉄 0
ʔLɕDQX�NXɾLWDɴ�NXɕXɾL࢒Hː�QXPLEDː�QRːɾʲukkaPu 
ZDNDɾDɴGRː�

�8 3上嘉鉄 K
ʔLVDQX�NXɾLWDɴ�NXVXɾL�QXPLED�^QRːɾLNNDMDː�
QRːɾLɾRː`�

�8 4中里 0 ʔLɕDŋD�NXɾLWDɴ�NXVXɾLR�ːED��QXPLEDː�QRːMXɾRː�
�8 4中里 K ʔLVDŋD�NXɾLWDɴ�NXVXL�QXPLED�QRːMXɾRː�

�8 5荒木 K
ʔLVDŋD�NXɾLWDɴ�NXVXɾLR�QXPLED�^QRːɾXɴ�儕DɾRː�
QRːɾXVRː�DɾDɴND��MDː�`�

�8 5荒木 2 ʔLɕDŋD�NXɾLWDɴ�NXVXɾL�QXPLEDː�QRːɾXɴGDɾRː�



304

文法データ

番号 地域 班 共通語文 備考

�9 0共通語 䛛䛒䛥んは　ᕷሙへ　㈙≀䛻　行䛳䛯。

�9 1小野津 0
ʔRNNDMD�^ʔLʨLED�PLɕija}kai {kaiPununʲi�KRːLPXɴ�
KRːɴMD`�ʔLࡺDɴGRː�

PLɕLMD「૲ો」のऺअがଽः
਀ਠ。

�9 1小野津 K ʔRNNDMD�PLɕLMDNDL�PXɴ�KRɴnʲa ʔLࡺL�
�9 1小野津 2 ʔRNNDMD�PLɕLNDL�PXːKRɴnʲa ʔL儕Dɴ�GRː�
�9 1小野津 7 ʔRNNDMD�^PLɕLMD�PLɕD`NDL�KRːɴnʲa ʔL儕Dɴ�GRː�
�9 2志戸桶 0 ʔRNNDQRː�ʔLʨLEDNDL�KRːL�PXɴ�ɕLɴnʲa {ʔLࡺDɴ�ʔLࡺL`�
�9 2志戸桶 K ʔRNNDQRː�ʔLʨLEDNDL�KRːLPXɴnʲi ʔLࡺDɴ�
�9 3上嘉鉄 0 ʔDɴPDː�MD��LʨLEDMHː�KRːLPXɴkফaʨL�ʔLࡺDɴGRː�
�9 3上嘉鉄 K NDːʨDQRː�PLɕLMDNDʨi kaiPRnRnʲi ʔLࡺDɴ�

�9 3上嘉鉄 2 ʔRNNDːMD�ZDɴNDʨL�PXɴ�KRːLMD�ʔL儕Dɴ�GRː�
೓ૐ૳に৘ৃがँるञीؚこ
こदは「৘ৃ」दはऩऎ
「೓」とऩढてःる。

�9 4中里 0
ʔRNNDQRː�ʔLʨLEDɡDʨL�^KRːLPXɴ�ɕLɴnʲa�KRːLPXɴnʲi} 
ʔLࡺDɴ�

�9 4中里 K ʔRNNDQRː�ʔLʨLEDɡDʨL�ɕLQD�KRːLɴnʲa ʔLࡺL�
�9 5荒木 K ʔRNNDɴQRː�^ʔLʨLED�PLɕija}nʲi Puɴ�KRːLɴnʲa ʔLࡺL�

�9 5荒木 2
ʔDɴPDMD�ʔLʨiEakanʲi {kaiPuɴkanʲi�KRːLPXɴ�ɕLːnʲa} 
ʔLࡺDɴ�GRː�

KRːLPXɴ�ɕLːnʲa「େः੟॑し
に」

70 0共通語 㐨䛷　Ꮫᰯ䛾　ඛ⏕䛻　఍䛳䛯。

70 1小野津 0 PLʨL儕L�ɡDNNRːQX�ɕLɴVHːnʲi ʔRːWDɴGRː�
70 1小野津 K PLʨLࡺL�ɡDNNRːQX�VHɴVHːnʲi ʔRːWL�

70 1小野津 2 PLʨL儕L�ɡDNNRːQX�ɕLɴVHːQL�^ʔRːWDɴ�GRː��^ʔ�
`RːWDɴ�` �ʔRːWDɴはRх ːWDɴːとも。

70 1小野津 7 PLʨL儕L�ɡDNNRːQX�ɕLɴVHːnʲi ʔRːWDɴ�GRː�

70 2志戸桶 0 PLʨLࡺL�ɡDNNRːQX�ɕLɴVHːnʲi {ʔRːWL�ʔRːWDɴ`� PLʨLࡺL�੊दভढて話しञと

ःअ૎गにऩる�。
70 2志戸桶 K PLʨLࡺL�ɡDNNRːQX�ɕLɴVHːnʲi {ʔRːWDɴ�ʔRːWL`�
70 3上嘉鉄 0 PLWʨL࢒Hː�ɡDNNRːQX�ɕLɴɕHː^WX�H`�RːWফaɴ�GRː��
70 3上嘉鉄 K PLʨLࡺHɴ�ɡDNNRːQX�ɕLɴVHːWX�ʔRːWD�
70 3上嘉鉄 2 PLʨLHː�ɡDNNRːQX�ɕLɴVHːWX�RːWDɴGRː�
70 4中里 0 PLʨLࡺL�ɡDNNRːQX�ɕLɴɕHːnʲi {ʔRːWD�ɴ��ʔRːWL�ʔDːWD�ɴ�`�
70 4中里 K PLʨLࡺL�ɡDNNRːQX�ɕLɴVHːnʲi ʔRːWফi.
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ⓗ◊✲ࠖ႐⏺ᓥ᪉ゝㄪᰝሗ࿌ྜ⥲ࡢࡵࡓࡢㄪᰝ࣭ಖᏑࡢᾘ⁛༴ᶵ᪉ゝࠕ
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番号 地域 班 共通語文 備考

70 5荒木 K PLʨLࡺL�ɡDNNRːQX�ɕLɴVHːnʲi ʔRːWL�
70 5荒木 2 PLʨLࡺL�ɡDNNRːQX�ɕLɴɕHːnʲi ʔRːWDɴGRː�
71 0共通語 䛺䛻䜢　㈙おう䛛。

71 1小野津 0 QXː^MRED�MXED`�KRːɾRːND�
71 1小野津 K QXːMRːED�KRːɾRːND�
71 1小野津 2 QXː�KRːɾRːND�
71 1小野津 7 QXː�MRːED��KRːɾRː�ND�
71 2志戸桶 0 QXː�KRːMXNNDMDː�
71 2志戸桶 K QXː�^KRːMXNND�KRː�L�NND`�
71 3上嘉鉄 0 ^QXːPXɴ�QXː�GLɾX`�KRːRːkফa.
71 3上嘉鉄 K QXː�KRːND�MDː��
71 3上嘉鉄 2 QXː�^KRːLMDː�KRːRND�MDː�`�
71 4中里 0 QXː�KRːMXNND�
71 4中里 K QXː�KRːRND�
71 5荒木 K QXː�KRː�RːND�
71 5荒木 2 QXː�KRːRːND�
72 0共通語 ࿴Ꮚ䛾䛸　お䛺䛨　䛢䛯䜢　ⰼᏊ䛻䜒　䛛䛳䛶䜔䜝う。

72 1小野津 0
ND]XNRːWX�MLɴVDːQX�ʔDVVDː^MXED�RED`�KDQDNRːnʲiPu 
KRːWL�NXɾLɾRː�

72 1小野津 K
ka]ukRnuWu Wফi儖X�PXɴQX�ɡHWDMRːEa KanakRnʲiPu 
KRːWL�KXɾLɾRːND�

72 1小野津 2
ND]XNRQXWX�ʔLQXː�^ɡHWD�ʔDVVDː`�RED�KDQDNRQLPR�
KRːWL�NXɾLɾRː�

72 1小野津 7
ka]ukRnuWu Wফi儖X�ʔDVVDːMRːEa KanakRnʲiPu KRːWL�
^NXɾLɾRː�NXɾLɾDɴED�MDː`�

72 2志戸桶 0 ND]XNRWX�MLɴ�ʔDVVDː�juEa� KanakRnʲiPu KR�Wi kuɾLɾRː�

72 2志戸桶 K
ND]XNR�PXɴWX�MLɴ�PXɴQX�ʔDVVDːEa KanakRnʲiPu 
KRːWL�NXɾLMXɴ�

72 3上嘉鉄 0
NDࡺXNRQX�PXɴWu WফiWuPuɴ�DVVDː�RːED��KDQDNRHPX�
KRːHː�NXɾLɾLMRː�

72 3上嘉鉄 K
ND]XNRQX�PXɴWX�MLɴPXɴ�ɡHWaR KanakRnʲiPu KRːHɴ�
WXɾDVRː�

72 3上嘉鉄 2
NDG]XRWX�QLɴPXɴQX�ʔDVVDː�KDQDNRMHɴPX�^KRːRNDMD�
KRːRːMD`�
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文法データ

番号 地域 班 共通語文 備考

72 4中里 0
^ND]XNRQXWX�ND]XNR�DVVDːWX`�^MLɴ�PXɴ�WফiWu ʔDVVDː`
RːEa KanakRnʲiPu KRːWL�^WXɾDVRː�NXɾLɾRː`�

72 4中里 K
ND]XNRQX�PXɴWX�WLWX�ɡHWD�MRːEa� KanakRnʲiPu KRːWL�
WXɾDVRː�

72 5荒木 K
ND]XNRQX�PXɴWX�WL儖X�PXɴnu "aVVa KanakRnʲiPu KRː
WL�

72 5荒木 2
ND]XNRQX�PXɴWX�ʔRɴQDࡺL�ʔaVVa KanakRnʲiPu KRːWL�
NXɾLɾRː�

73 0共通語 ࿴Ꮚ䛸　ⰼᏊは　཭䛰䛱䛰。

73 1小野津 0 ND]XNRWX�KDQDNRː�GXɕLࡺD� DɡXはઞॎऩः。

73 1小野津 K ND]XNRWX�KDQDNRː�GXɕL�
73 1小野津 2 ND]XNRWR�KDQDNRː�GXɕL�GRː�
73 1小野津 7 ND]XNRWX�KDQDNRː�GXɕL�GRː�
73 2志戸桶 0 ND]XNRWX�KDQDNRː�GXɕLQDWL��ࡺD�� ནはKRːEsː「௵टठ」とも。

73 2志戸桶 K ND]XNRWX�KDQDNRː�KRːEsː� sːは音がँःऽः。Hːにも。

73 3上嘉鉄 0 NDࡺXNRWX�KDQDNRː WফiGGuɕLGRː� WফiGGuɕL「৊गফの௵ट
ठ」ء

73 3上嘉鉄 K ND]XNRWX�KDQDNRː�GXɕL�
73 3上嘉鉄 2 NDG]XNRWX�KDQDNRː�GXɕL�GRː�MD��
73 4中里 0 ND]XNRWX�KDQDNRː�GXɕLɴʨDːGRː�
73 4中里 K ND]XNRWX�KDQDNRː�GXɕL��GRː��
73 5荒木 K ND]XNRWX�^KDQDNRMD�KDQDNRː`�GXɕL�GRːMD�
73 5荒木 2 ND]XNRWX�KDQDNRː�^GXɕLɴʨDː�GXɕL`�GRː�
74 0共通語 ⰼᏊは　㢦が　䛛䛒䛥ん䛻　䜘く　ఝ䛶い䜛。

74 1小野津 0 KDQDNRː�儖XɾDŋD�ʔRNNDːnʲi juː nʲiʨXLMDː�
74 1小野津 K KDQDNRː�儖XɾDŋD�ʔRkkanʲi juː nʲiʨXL�
74 1小野津 2 KDQDNRː�儖ফuɾDŋD�ʔRNNDQL�ʔLSSDL�QLʨXL� �儖ফuɾDはʨফuɾDとも。

74 1小野津 7 KDQDNRː�儖XɾDŋD�ʔRkkanʲi juː�QLʨXɴ�GRː�
74 2志戸桶 0 KDQDNRː�儖XɾDŋD�ʔRNNDɴnʲi juː {nʲiʨui�nʲiʨXɴ`�
74 2志戸桶 K KDQDNRː�儖XɾDŋD�ʔRNND�ɴ�nʲi juː nʲiʨXɴ�

74 3上嘉鉄 0 KDQDNRː�ʔDɴPDː^Hː�nʲi} WuɾDː WফiWuPuɴGRː� KDQDNRQX�WXɾDː�aにऩढञの
दؚ共通語文॑૗ಌ。

74 3上嘉鉄 K KDQDNRː WফuɾDQX�NDːʨDɴWu jRku nʲijuɴ�
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74 3上嘉鉄 2
KDQDNRː WফuɾDQX�ʔRkkanʲHː�MXː�^QLːMRːɾL�
QLːRːɾL`�MDː�

74 4中里 0 KDQDNRː WফuɾDŋD�ʔRNNDɴnʲi juː nʲiʨXLMDː�
74 4中里 K KDQDNRː WফuɾDŋD�ʔRNNDɴnʲi juː nʲiʨXL�
74 5荒木 K KDQDNRMD�儖XɾDŋD�ʔRNNDɴnʲi juː nʲiʨXL�

74 5荒木 2 KDQDNRː�儖XɾDŋD�ʔDɴPanʲi ju nʲi儖Xɴ�GRː� 儖XɾDは౐ஆदははढऌॉと儖

ফuɾDと።୍化して聞こえる。
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「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」喜界島方言調査報告書 
2011年 8月 15日� 国立国語研究所 

 
 

6. 喜界島方言関係文献目録 
�

喜界島方言関係文献目録を作成するにあたって、以下の資料・データベースを用いた。 

�  
・日本方言研究会編 2005『20世紀方言研究の軌跡』国書刊行会 
・国立国語研究所「日本語研究・日本語教育文献データベース」 
・国立国語研究所「蔵書目録データベース」 
・喜界島図書館所蔵・方言関係文献資料 
・国立国会図書館のNDL-OPAC(蔵書検索・申込システム） 
・国立情報学研究所の CiNii(NII論文情報ナビゲータ) 

 

国立国語研究所「日本語研究・日本語教育文献データベース」は、国立国語研究所編集

の『国語年鑑』と『日本語教育年鑑』採録の論文データを元に、新たなデータが追加され

ているデータベースである。おもに 1950年以降の論文が収められている。 

喜界島図書館所蔵・方言関係文献資料は、2009年 9月に行われた喜界島方言調査の際に、

現地で調査し、まとめたリストである。�

2005 年までの文献の検索は日本方言研究会編 2005 を利用し、それ以降の文献は国立国

会図書館のNDL-OPAC（蔵書検索・申込システム）や国立情報学研究所の CiNii(NII論文

情報ナビゲータ)などを利用した。また、文化庁委託事業の『危機的な状況にある言語・方

言の実態に関する調査研究事業� 報告書』（平成 23 年 2 月� 国立国語研究所）の「消滅の

危機にある言語・方言に関する資料一覧」も参照した。 

�

�

岩倉市郎(1931)「風に関する喜界島の方言」『旅と伝説』4(10)，三元社 

岩倉市郎(1932)「喜界島における敬語法」『旅と伝説』5(2)，三元社 

岩倉一郎(1932)「嬰児に対する最初の発音訓練」『南島談話』5，三元社 

岩倉市郎(1934)「喜界語音韻概説」『方言』4(10)，春陽堂 

川原啓介(1954)「（ことば風土記）」『言語生活』39，筑摩書房 

上村幸雄(1957)「奄美方言の一考察―喜界島阿伝方言の文法について―」『人類科学』9，

九学会連合  

須藤健一(1971)「喜界島の親族組織」『日本民俗学』78 

岩倉一郎(1972)「喜界島に於ける敬語法」『沖縄文化論叢5� 言語編』平凡社  

三原昌嘉(1973)「喜界島についての若干の記録」『奄美郷土研究会報』14，奄美郷土研究会 

斎藤兼雄(1973)「喜界島語で見る万葉集巻一巻頭歌」『奄美郷土研究会報』14，奄美郷土
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喜界島方言関係文献目録 

研究会  

㍤ ༤元採録・ゎ説(1974)「㮵児島┴喜界島の࠿ࡴしばなし(シリー࠿ࡴࢬしばなしをồめて

�7�)」『言語生活』275，筑摩書房 

㍤ ༤元採録・ゎ説(1974)「㮵児島┴喜界島の࠿ࡴしばなし�⥆�� (シリー࠿ࡴࢬしばなしを

ồめて�8�)」『言語生活』27�，筑摩書房 

㍤ ༤元(1975)「喜界島・Ⲩᮌ方言のྡモᙧ態（1）―「てࡔて」᱁・「しどこࢁ」᱁につい

て―」『島⏣ຬ雄ඛ生㏥ᐁ記ᛕ� ことばの論文集』๓⏣書ᗑ 

㍤ ༤元(1975)「喜界島・ሷ㐨方言における語ᑿẕ韻のྲྀࡾ௦࠼にࡼる語ᵓ成」『立ṇ኱学

国語国文』11 

岩倉市郎ⴭ，ᰗ⏣国⏨編(1977)『喜界島方言集（᚟้∧）』国書刊行会 (1941年初∧) 

ෆ㛫┤ோ(1978)「喜界島ᚿᡞᱩ方言の文法」『⌰⌫の方言』4，法ᨻ኱学沖縄文化研究所 

୰本ṇᬛ(1978)「喜界島ᚿᡞᱩ方言の語ᙡ」『⌰⌫の方言』4，法ᨻ኱学沖縄文化研究所 

᳃ ㇏Ⰻ，᳃ ᫛⏨(1979)『喜界島の方言集』喜界⏫ 

ᩧ藤兼雄，ᯇ本Ὀ୔(1980)「喜界島኱ᮅᡞ方言のືモの活用お࠼ࡰがࡁ」『奄美のことば:

奄美における⮬↛・社会・文化に関する総合研究』(文㒊┬科学研究㈝⿵ຓ㔠研究成

ᯝ報告書，༓葉ᚨ∞(筑Ἴ኱学)) 

㍤ ༤元(1980)「喜界島・Ⲩᮌ方言のྡモᙧ態論（2）ࡃࡺさࡁ・とࡁ・あいᡭを⾲す᱁を୰

ᚰに」『立ṇ኱国語国文』16 

ᯇ本ᖿ⏨(1981)「喜界島・上嘉㕲方言の⦰ᑠ᥋ᑿ㎡-kaについて」『ᣅṪ኱学論集』133 (土

ᒇ申一教ᤵ・下村἞教ᤵ・㕥ᮌᅄ郎教ᤵ・✄ᇉ㈏一教ᤵ・㐲藤භ郎教ᤵ㏥⫋記ᛕ論

文集)，ᣅṪ኱学研究所 

ᯇ本Ὀ୔(1982)「奄美方言のືモ⤖ᯝ┦のၥ㢟Ⅼ―喜界島኱ᮅᡞ方言―」『⌰⌫の言語と文

化―௰᐀᰿ᨻၿඛ生ྂ⛥記ᛕ―』௰᐀᰿ᨻၿඛ生ྂ⛥記ᛕ論集刊行委ဨ会 

ᯇ本Ὀ୔(1982)「⌰⌫方言の୺᱁⾲現のၥ㢟Ⅼ―岩倉市郎「喜界島方言集」の౯⨨」『国文

学 ゎ㔘と鑑㈹』47(9)，⮳文堂 
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「喜界町教育文化講演会」報告 
 

 
（進行）…晴永教育長が開会のあいさつをいたします。  
 
（教育長）…それでは，まず開会に当たりましてお礼を申し上げたいと思います。喜界島

方言調査団の先生方が約 33 人おみえでありますが，1 つは，当喜界島を調査の対象にして
いただきましたことに，まずお礼を申し上げたい。2 つ目は，今日のこのシンポジウムは
当初，予定になかったのですが，先生方，8 日にいらして，今日までずっと調査，調査だ
ったんですけど，お忙しい中，時間を割いていただいて，喜界島のためにシンポジウムを

特別にセッティングしていただきました。このことに，木部先生はじめ，先生方にお礼を

申し上げたいと思います。ウフクンデール。ありがとうございます。  
� 今日のこの会は，いきさつを語りますと，昨年，鹿児島地域文化創造事業というのがあ

りまして，この文化創造事業に今年の 3 月まで鹿児島大学の法文学部の学部長でした木部
先生が指導助言に来ておられて，そして喜界島ブロックの指導助言をしていただいたんで

すが，喜界島の方言のユニークさ，それから小中学生が方言を受け継ごうとしている活動

等に関心を持たれて，この調査団の調査をしていただいたということです。窓口は喜界町

の生涯学習課，吉本課長をはじめ，文化担当の重野泰介社会指導員などと打ち合わせてき

ました。今日まで調査されて，明日お帰りですよね。約 10 日近くきていただきました。  
� 島の方言が消えかかっております。私たちの年代以上の皆さんはしゃべれるわけですが，

40 代，50 代もしゃべれるんですが，敬語が使えないとよく聞きますし，その下の年代は，
聞いて分かるけれども，十分にしゃべれない。ましてや小中学生はやっと分かるぐらいだ

と伺っています。そういうことで，学校では方言大会，あるいは方言劇などの発表会をし

たりして，そのほかに高齢者の皆さん方に方言を習う総合学習などを行っているところで

す。教育委員会としましては，3 年ほど前から島ゆみた大会，それから島唄大会等を当時
の生涯学習課に立ち上げていただいて，今につないでいるところです。  
� 方言検証の問題点は，この後，シンポジウムでも出ると思うんですが，課題はどこにあ

るかというと，やっぱり 1 つは，核家族化が進んで，祖父母と一緒に暮らさない家族が増
えて，お父さん，お母さんが共通語でしゃべるので，小中学生が方言に触れる機会がなく

なったこと。もう 1 つは，マスメディア，テレビ文化がこんなに盛んになって，朝から晩
まで東京弁，共通語を聞いている，そのことで，物を考えるのに共通語で考える。たぶん

私より上の世代は，方言，微妙な言い回し，それで考えて情が伝わっている，そういうこ

とが薄れつつある，こういうことかなと思っております。  
� おとといの土曜日，湾集落の調査団の調査をちょっとのぞかせていただきましたが，高

性能ピンマイクをこうセットして，そして聞き取り調査に協力しておられる島の高齢者の

皆さんに，これは何と言いますか，例えば「くわ」のことを「クエ」と言いますけど，も
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う 1 回お㢪いしますと，2 ᗘ，3 ᗘ㘓㡢しておられました。このようにして，消えかかっ
ている島の言ⴥがグ㘓として後世にṧされるのはすごいことだと思いました。今年中に෉

Ꮚもห行されると伺っております。㠀ᖖにཝᐦな調査をしておられて，学問というのはཝ

しいなということをあらためて思いました。  
� ᭱後に，私は土曜日，湾校༊の高齢者学⣭での木部先生の講演をᣏ⫈しに行きまして，

すごくឤ動したことがあるんですが，その中㌟をあんまりヲしく語ると，今日のシンポジ

ウムに出るんですかね，先生。出ませんか。じゃあ，そのヰをࡦࡐ木部先生にしていただ

きたいんですが，こんなに小さな島に 950 年ごろ使われていた言ⴥがある集落でṧってい
る。また㞄の集落ではྠじ言ⴥが別の表⌧でṧっている。これはᖹᏳ時代のことだと。そ

して，私のⲨ木では，使っている言ⴥは 1570 年ごろ，ᡓ国時代のちょっと前ぐらいの言
ⴥがṧっていると。それらは当時の文⊩，Ṕྐを㍕せた書物の中にṧっている，そういう

研究のᡂᯝを湾校༊で語っておられました。  
� 小さな島に，ྠじ 1 つの༢語が別ࠎの発㡢でṧっているということはすごいなと思いま
したし，その୙思㆟さにも⬚を打たれました。私の明἞生まれの祖父が，ᡃが島は大࿴言

ⴥがṧっていてすごい島であるというࡩうに，小学生の私に言ったことが思い出されて，

いたくឤ動したところです。このことに後で木部先生，ࡦࡐ触れていただきたいんですが，

よろしくお㢪いします。  
� 小さな島でありながら，このように集落，集落で発㡢が㐪う，アクセントが㐪う，イン

トࢿーシࣙンが㐪う，これはすごいᐆだと思っています。何とかして後世にṧせたらなと

思っているわけです。言ⴥというのは，生活の中からにじんできますし，また生活が言ⴥ

をつ定するというか，そういう཮方ྥの関ಀがあると思っていますが，今日のシンポジウ

ムの中でもそういうことが明かされていくのかなと思っております。  
� 本当に今日は࣍ールいっぱいの町Ẹの皆さんにおいでいただいて，担当した生涯学習課

の皆さんも‶㊊しているんじゃないかなと思います。それでは，先生方，よろしくお㢪い

します。本当に今日はありがとうございます。  
 
（進行）それでは᪩㏿ですけれども，ࣜࢿࣃストの先生方，ྖ会の木部先生，ごⓏቭをお

㢪いします。この事業のࢳームࣜーࢲーであります国立国語研究所の๪所長の木部ᬸᏊ先

生，ྖ会進行をよろしくお㢪いします。  
 
（ྖ会）皆さん，こんばんは。今日はこんなにたくさんの方が来てくださいまして，あり

がとうございました。私どもは 9 月 9 日にཧりまして，10 日から今日の༗前中まで，9 つ
の地༊にお㑧㨱しましたが，そこに来てくださった方も今日たくさんいらっしゃってくだ

さいました。ありがとうございます。ᬑẁなら，この時間はだいたい家でゆっくりテレビ

をぢながら晩ご㣤，あるいは⏨の方は晩㓃でも，晩㓃はࢲレࣖメとこちらでは言うんです

か，ࢲレࣖメの時間ではないかと思いますけれども，本当にありがとうございます。  
� 国立国語研究所は，᫛࿴ 23 年にできた研究所です。ᡓ後間もなくです。国語，日本語
を研究する部⨫としてタ立され，それからずっと日本語の研究をやってきました。日本語
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は共通語だけではありませんから，これまでも国立国語研究所は方言の調査をたくさんや

ってまいりました。඲国地ᅗをసったりもしておりますし，重せなポイント，ポイントに

なる地点の調査も今までいくつか行っております。  
� ཤ年の 10 月に国立国語研究所はࣜニࣗーアルしまして，もうᑡし研究に重点を⨨こう
ということになりました。今，これだけ世界がグローࣂル化しますと，世界の情報もどん

どんධって来る，それから⤒῭の力で世の中が動いていくということがከいんですね。そ

れに対して，やっぱり文化は⤒῭とྠじぐらい大事ですので，そのὶれの中で，日本の文

化，日本の言ⴥももっと┿๢に取り⤌まなければいけないということがありまして，もう

ᑡし日本語の研究に力をධれて，これを，日本の国ෆだけではなくて，もっとㅖእ国にも

アピールしていこうという方ྥ性でࣜニࣗーアルしました。  
� 研究所の中には，いろいろなセクシࣙンがあって，いろいろなࣉロジ࢙クトをやってい

ます。方言のࣉロジ࢙クトも大きなᰕです。方言の調査は᫛࿴ 23 年以来，国立国語研究
所が取り⤌んできたテーマの 1 つですが，中でも，特に༡方の዆⨾，Ἀ⦖，それから東京
㒔のඵ୔，それとアイࢾ語，このようなものがユࢿスࢥで消滅の危機のᗘ合いが高い言語

としてᣲげられておりますので，こういうものに重点的に取り⤌みたいというので，特別

ーをしている消滅の危機にあࢲロジ࢙クトࣜーࣉロジ࢙クトをసりました。それが私がࣉ

る方言を保存しようというࣉロジ࢙クトです。  
� しかし，考えてみたら，日本中の方言が危機にℜしていると思います。事情は東໭もྠ

じですし，本ᕞのいろいろな地域でも方言が消滅しつつあります。私は今年の 3 月まで鹿
児島大学におりまして，༡の方の方言を⮬分が今までやってきたことという⤒⦋もありま

すけれども，日本語の中でもとても重せだと思っております。それで，዆⨾，Ἀ⦖の方言

を担当することになりました。  
� そのときに，研究者が一人一人で行くのではなくて，」ᩘの研究者が 1 つのところに行
って，何かみんなでពぢ஺᥮しながら調査をしたい，その地域のグ㘓をしたいと思ったん

です。それで今回，➨ 1 回目のヨみとして喜界島にཧりました。これから㡰␒に 4 人のࣃ
ストに発言してもらい，᭱後にディス࢝ッシࣙンを行い，できれば来てくださった皆ࣜࢿ

ᵝ，調査にᐇ㝿に協力してくださった方がたくさんいらしていますので，そういう方から

のご㉁問やごពぢを受けて，みんなでディス࢝ッシࣙンしたいと思っております。  
� それでは，よろしくお㢪いします。㡰ᗎは，᭱初にトマ・࣌ࣛールさん，2 ␒目に᪂永
さん，それから 3 ␒目に⊁ಛ先生，4 ␒目にᯇ本先生という㡰ᗎでいきたいと思います。
それぞれ⮬ᕫ⤂介もවねながら，今回の調査でឤじたこと，あるいはᬑẁ，⮬分がやって

いらっしゃることも⤡めてヰしていただければと思います。  
� ᭱初にトマさん，よろしくお㢪いします。  
 

古い部分と新しい部分�

 
（トマ）皆さん，こんばんは。� 㐌間，お忙しい中，方言を教えていただきまして，本当

にありがとうございました。大ኚຮᙉになりました。⡆༢に⮬ᕫ⤂介させていただきます
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と，൅は生まれも育ちもフࣛンスで，ཤ年，༤ኈ課⛬を⤊わりまして，今，京㒔大学で研

究員をやらせていただいております。今までἈ⦖┴のᐑྂ島という༡の島の方言の調査を

してきましたが，今回初めて喜界島に来て，この方言の調査にཧຍさせていただいて，本

当にいろいろຮᙉになりました。�

� ൅は，特に言ⴥのṔྐに⯆࿡があって，先ほどの教育長のおヰにありましたように，こ

の喜界島の方言にྂい言ⴥがṧっています。いろいろ調べた中で，いくつか☜かに教育長

さんがおっしゃったように，᫇の文⊩に⌧れていて，今のᶆ‽語や本土の方言でなかなか

使われていない，なくなってしまった༢語がたくさんありました。いくつか例をᣲげます

と，例えば「イࣔ」のことはᶆ‽語でもいろいろな方言でも「イࣔ」ですけれども，こち

らの喜界島ではࢱイࣔなどのことを「ウム」と言いますよね。これは，ࠗ ୓ⴥ集࠘などの文

⊩をぢると，「イࣔ」ではなく「ウࣔ」というᙧが出ています。喜界島とྠじですね。そう

考えると，ᶆ‽語の方がኚわってしまったので，ᐇはᶆ‽語の方が「なまって」います。

また，㈅の✀㢮を指す「࣑ニࣕ」という言ⴥが喜界の方言にありますね。これも᫇の文⊩

に「࣑ࢼ」という༢語がありますが，ᶆ‽語にないです。もうなくなった言ⴥです。ḟに

ክのことをᶆ‽語では「ユメ」と言いますが，喜界島では「イ࣑」ですね。これも᫇の文

⊩では「イメ」となっていなす。これもᶆ‽語が「なまった」のです。また，ዟさんのこ

とを「トࢗジ」とか言いますが，これもࠗ୓ⴥ集࠘などに「トジ」（ย⮬）という言ⴥがあ

ります。これもおそらく今本土のどこでも使われていない言ⴥだと思います。それに発㡢

にもྂい特ᚩがぢられます。例えばⴥっぱのことを喜界島では「フ࢓ー」や「ࣃー」と言

いますが，これも明らかにྂい特ᚩです。そこもᶆ‽語がなまってඖの「ࣃ」が「ࣁ」と

なってしまいました。�

� 発㡢や༢語の㠃でྂい特ᚩが喜界島方言にたくさんぢられまが，௚方ではኚ化によって

᪂しくできたものもたくさんあります。୺に発㡢のことをずっと � 㐌間調べましたが，世

界のいろいろな言ⴥをぢても，なかなか௚にない，めずらしい特ᚩが喜界島の方言にあり

ます。例えばᡃࠎが大ኚⱞປした「ニィ」と「ࢾィ」，「ࢱ」と「ッࢱ」，「ク」と「ック」

などの༊別は一部の方言にはぢられましたが，めずらしくてかつ㞴しいと思いました。あ

とは，「ࣃ」でも「ࣁ」でもなく，「フ࢓」に近い㡢を何十回もヨしに発㡢しても方言を教

えてくださった方に「㐪う」と言われて，大ኚⱞປしました。�

� 教育長のヰにもありましたが，方言をどうやってṧせばいいのかという問題が㞴しいで

す。フࣛンスでは方言がほとんどもうなくなってしまっています。フࣛンスでも日本とྠ

じく「方言ᮐ」のようなものが᫇あって，学校で㠀ᖖに教育がཝしかった⤖ᯝ，方言がも

うなくなっています。㝈られた地方にしか方言がṧっていませんが，どうやってṧしてき

たかといいますと，まずは学校の教育はその土地の言ⴥで行われています。つまり先生が

ᶆ‽語ではなく方言でᏊ౪に教えています。それに � 時間とかの▷い␒⤌ではなくて，朝

からኪまでずっと方言だけのࣛジ࢜があって，方言のテレビ␒⤌もあります。そうすると

方言がうまくṧると思います。それは⌮᝿で，ྠじようなことを日本でやるのは㞴しいか

もしれませんが，方言をṧす᭷力な方法です。�

� ほかの研究者を代表して，この一㐌間ຮᙉさせていただきまして，ありがとうございま
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した。いろいろ㠃ⓑいことがຮᙉできて，㈗重な方言を生で聞けて，大ኚ㠃よかったと思

います。൅はಶ人的にまた来ると思いますので，その時ᐅしくお㢪いします。どうもあり

がとうございました。（ᢿᡭ）�

�

ᆅᇦ㛫ࡢ㐪い�

�

（᪂永）こんばんは。まずこんな㐜い時間ᖏにこのሙに皆さんにお集まりいただいたこと

に対して，本当に心からឤㅰいたします。私は，生まれも育ちも⚄ዉᕝ┴の┦ᶍཎᕷとい

うところなんですが，大学は東京大学に通っていまして，そこで言語学というか，方言を

中心にຮᙉしています。  
� 私の調査している方言は，お㞄の዆⨾大島のᏱ検ᮧというᮧの，さらに落集ういと湾‮

の方言で，ᬑẁはそちらを中心に研究をしています。今回は喜界島に来られるという本当

に㈗重な機会にめぐりあえましたので，メンࣂーと一緒にⰍࠎとຮᙉさせていただきまし

た。 
� 今回，私が所ᒓしたグルーࣉでは，喜界島の小野ὠとᚿᡞᱩ，上჆㕲，中㔛，Ⲩ木の 5
集落の方にいろいろと方言について教わりました。そこで，せっかく私が዆⨾大島，Ᏹ検

ᮧの方言をやっていますので，まず᭱初に，大島とこちらの喜界島の 5 ࢝所の地域との間
でẼ௜いた㐪いと共通点というのをᑡしおヰしさせてください。  
� まず 1 つ目にẼ௜いたことですが，大島のᏱ検ᮧの方言もこちらの喜界島の方言も，⮬
分のことを「࣡ン」と言いますよね。しかし，「私」と言うだけでは「࣡ン」なんですが，

例えば「私は」というࡩうに何か言ⴥをつなげると，大島と喜界島ではᑡし㐪いが出てく

るということにẼ௜きました。今回は喜界島の 5 ࢝所の地域にఫんでいる方ࠎに方言を教
えていただきました。みなさんは，言ってみれば私にとって喜界島の方言の先生です。こ

れらか私が生ᚐとして文をちょっと発㡢しますので，先生であるみなさんはどうかビシࣂ

シと᥇点してください。  
� まず 1 つ目は小野ὠの方言です。「私はࢥࢱの่し㌟が㣗べたい」という文を小野ὠの
方言でどう言いますかと聞いたら，「࣡ࣀー トーࢧ ࢾシ࣑࢞� ࢝ンブࢧイ」というࡩうに

教えていただきました。㠃ⓑいのは，᭱初の「私は」のところです。「私」だけで聞いたと

きには「࣡ン」と言っていたのに，「私は」と聞いた㏵➃に，「࣡ࣀー」となりますね。大

島のᏱ検ᮧではどう言うかといいますと，例えば今の文は，「࣡ンࢼ トーࢧ ࢾシ࣑࢞� ࢝

ンࢧࣕࢳ」というࡩうになります。つまり，「私は」の部分は，大島のᏱ検ᮧの方では「࣡

ンࢼ」ですが，喜界島の方では「࣡ࣀー」となるんです。そこで私は，ああ，こんなに，

目でぢえるくらいに近い㊥㞳にある大島と喜界島でもこんな㐪いがあるんだなと㦫きまし

た。 
� さらに，もう 1 つ㐪いがありまして，例えばヰし┦ᡭを指すሙ合，「あなた」とか「お
前」という言ⴥがありますが，例えばྠい年や年下に対しては，こちらの喜界島では「ࢲ」

または「ࢲー」と言いますね。ですが，これは大島のᏱ検ᮧだと「ウࣛ」と言うんですね。

඲↛ᙧが㐪うなと。目上の人に対しては，もちろん「ࢲ」とか「ࢲー」という言ⴥはኻ礼
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なので，じゃあ，どう言いますかと聞いたら，目上の方に対しては「ࢼー࣑」（ᚿᡞᱩでは

うにࡩという「ンࢼ」うに教えていただきました。これもᏱ検ᮧではࡩという（「ーメࢼ」

ᑡし▷くなります。  
� そこで，「お前」というのをྵんだ文を，今ᗘはᚿᡞᱩで教えていただきました。「お前

はその㨶のྡ前を▱っているか」という文ですが，これをᚿᡞᱩでは「ࣖࢲ ウン イユࢼ ࢾ
ーࣖ シッࣗࢳンニࣕ」と言う。᭱初は「ࢲ」になりますね。例えばこれが大島のᏱ検ᮧだ
と，「ウࣛ」を使って，「ウロー ウン ッユࢼ ࢾーࣖ シッࣗࢳンニࣕ」というࡩうになり
ます（大島Ᏹ検ᮧでは，「お前」は「ウࣛ」ですが，「お前は」は「ウロー」になります）。 
� ということで，大島と喜界島は本当にぢえるくらいの㊥㞳なのに，こんな㐪いがあるん

だということにࡧっくりしたんですが，でもよくよく調べたら，喜界島ෆ部でも，ྠじこ

とだけではなくて，㐪いもあるんだなということにẼ௜きました。そこで，本当にᑡない

のですが，Ẽ௜いたこ㐪いを 1 つᣲげます。例えば「いらない」という表⌧がありますが，
これは例えば小野ὠだと「イࣖー」というࡩうに，あとは中㔛とⲨ木だったら「イࣛー」

となりますね。᭱後は「イࣛー」「イࣖー」とఙࡧると教わりました。しかし，ᚿᡞᱩと上

჆㕲だと「イࣛン」になると教わりました。これは，もしからしたら，まだ私の調査୙㊊

のྍ能性もあります。とにかく，᭱後が「イࣛー」「イࣖー」とఙࡧる地域と，「イࣛン」

のようにとఙࡧない地域があるのだと㦫きました。これはそれぞれの地域ごとの㐪いなの

か，ྠじ地域でも 2 つの言い方があるのか，といったようなことは今後調べなければいけ
ないことだと思います。  
� ヨしに，「㓇さえあれば何もいらない」という文❶を上჆㕲で教えていただいたところ，

「セーセー アࣜࢾ ࣂーム イࣛン」となる。᭱ 後は，「イࣛン」になると私は聞きました。

しかし，Ⲩ木だと「セーセー࢝ アࣜࢾ ࣂーム イࣛー」というࡩうに，᭱後が「イࣛー」
というࡩうにఙࡧて，ああ，ちょっと㐪うのかなと思ったんですね。  
� ᭱後に，特に㦫いたことが㸯つありました。それは，動物に関する方言です。例えば࢝

ࣛスを表す方言は，喜界島のどこでも「࢞ࣛࢧー」という。でも，それが࢝ࣛスとかじゃ

なくて，⊧になった㏵➃に，地域によってⰍࠎな言い方があるということを教えていただ

きました。例えば小野ὠとᚿᡞᱩだと「マࣖー」なのに，上჆㕲と中㔛とⲨ木だったら「グ

ルー」となる。まったく㐪うなと。  
� これに関して，「㣗べてᐷるだけなら≟や⊧とྠじだ」という文を中㔛の方に教えていた

だきましたら，「ࢱディ ニットࣂࣜࢼ࢟ࢲ ࢗ，イン࢞ーࣖ グルートࢗ イッスジࣕ」とな
る。このとき，中㔛の方に教えていただいて一␒㦫いたことなんですが，「⊧」を「グルー」

というのは௚の地域でも聞いていたので特に㦫きはしませんでしたが，じゃあ，代わりに

っくࡧ，を何と言うんですかと中㔛の方に聞いたら，「マࣖー」と言うと聞いて「࣑ࢬࢿ」

りしました。つまり，小野ὠとᚿᡞᱩでは「マࣖー」は⊧を指しているのに，中㔛ではࢿ

を指すんだということにちょっと㦫きました。ちなみに大島のᏱ検ᮧだと，⊧のこと࣑ࢬ

は「࣑ࣕー」といいます。何となく⊧の㬆きኌにఝているឤじがしますね。「࣑ࣕー」とか，

あと「グルー」というのも，何となくࢦロࢦロしているようなኌ，何となくそういう⊧の

㬆きኌにఝているなと思ったんですけど，どう考えても࣑ࢬࢿがマࣖーと㬆くとは思えな
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いので，これはどういうことかなと思いました。でも࣑ࢬࢿというと，やっぱり⊧，⊧と

いえば࣑ࢬࢿというようなことが思いᾋかࡧます。つまり，⊧と࣑ࢬࢿはいつも一緒にな

っているẼがします。  
� 何か思いᾋかべるときにいつも一緒になるものྠኈ言ⴥがධれ᭰わるということは⤖ᵓ

あります。例えば᭱近の例ですと，トࣜࣀ஬㍯の㔠メࣜࢲストのⲨᕝ㟼㤶㑅ᡭがやったᚓ

ពᢏにイࣂࢼウアーというᢏがあるのをご存じかもしれませんが，あのイࣂࢼウアーとい

うᢏは，ᐇはయを཯って᭤げる上༙㌟のᙧのことを言うのではなくて，下༙㌟の⬮のᙧ（演

ᢏをするときに㊊を開いて，つま先をᶓにᗈげて，ᶓに⁥る）を本来はイࣂࢼウアーと言

うんです。しかし，皆さんはやっぱり཯った上༙㌟のᙧに目がྥくので，そっちをイࣂࢼ

ウアーと࿧んでしまいますよね。つまり，いつも࣌アにあるもの，このሙ合ですと上༙㌟

と下༙㌟ですが，下༙㌟をイࣂࢼウアーと࿧んでいたのに，上༙㌟の方が目立つから，そ

っちをイࣂࢼウアーと࿧んでしまうというようなことがある。  
� だから，࣑ࢬࢿと⊧がいつも一緒にいて，「マࣖー」と言っていたのに，ああ，࣑ࢬࢿの

方を「マࣖー」と言っているのかな，と考えるのも，もしかしたらありᚓるかもしれませ

んね。でも，これは本当にそれが⌮⏤なのか分かりませんが，でもそういうこともあって

もおかしくないと思いました。  
� ということで，今回は⤖ᒁほんのさわりしか分かってないので，ᑡしだけなんですけど，

大島と喜界島の方言の㐪い，そして喜界島ෆ部の㐪いにⰍࠎẼ࡙くことが出来て，本当に

すごくຮᙉになりました。また今ᗘ来たときに，いろいろ教えていただければᖾいです。

どうもありがとうございました。（ᢿᡭ）  
 

Ἀ⦖ࡇࡢとࡤとఝ࡚いࡿ�

 
（⊁ಛ）࣡ࣀー（私は） Ἀ⦖࢝ࣛ ッࣕࢳ（来た），⌰⌫大学ࢾ ⊁ಛです。࢟ࣕーシマユ
�ニࣕࢳー࣡ ࢱ࣑ セー࣎ࢱࢳーࢳ ウフクンデーࢱ（喜界島言ⴥを私たちに教えて下さり
ありがとうございました）。私は 27 年前にも来ました。そのときには，బᡭஂとᚿᡞᱩと
中㔛とᕝᕊを調査しました。27 年ぶりの調査だったんですが，᫇とኚわらず方言を教えて
いただきまして，本当にありがとうございました。  
� Ἀ⦖の方言と喜界の方言はよくఝています。዆⨾大島，ᚨஅ島の方言よりも，喜界島の

方言の方がよくఝていて，先ほどの教育長さんのあいさつも⌮ゎできました。どのくらい

ఝているか，調査したものの中からいくつか⤂介します。例えば今回調査したものの中に

「㣕行機は 1 日に 1 回しかない」という例文があるんですが，これをἈ⦖の方言で言いま
す。「ࢥࣄーࢣー ࣄッࢳーニ イッ࢝イシ࢝ ࢿーン」。「✵ ならこっちの㐨を行きなさい」，
今帰ோの方言で言うと，「クーࢥー࢙࢝ࢳー クマࢳ࣑ ࢾ イ࣑࢟ࢯーࣜ」。そっくりですね。
「そのചはನのചだ」，「ウン ࢧࣁー，࣡ーࢾジࣕ」。今帰ோ方言では「ച」のことは「ࣁ
࣑」それから「ᡭ」を「ティー」，「目」を，「ࢼࣃ」を「㰯」，「ࢱࣁ」です。「⫪」を「ࢧ

ー」，「ẟ」を「࢟ー」と言います。そっくりです。もちろん㐪うのもあります。お父さん

のことを「ッࣕࢳーࣕࢳー」と言いますし，おばあさんのことを「ࣃーࣃー」と言います。  
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� 27 年前に来たとき，島を 1 ࿘するࣂスに஌っていましたら，前のᖍにおばあちゃんが஧
人ᗙっておしゃべりをしているんですが，何と言っているか，7 割か 8 割ぐらい分かるん
です。初めて来た島の言ⴥなのによく分かるので，すごいなと思いました。皆さんもἈ⦖

にいらっしゃったら方言を聞いてみてください。特に大ᐅ࿡ᮧとか国㢌ᮧとか今帰ோᮧあ

たり࡬行くと，とてもよくఝていることが分かります。  
� 私のᜠᖌの௰᐀᰿ᨻၿ先生は今帰ோのご出㌟だったんですが，Ἀ永Ⰻ部島などに行った

りとか，喜界島の方言を聞いたりして，よくఝているというんです。長い調査で⁫ᅾして

いても，࣍ームシックにならないというようなことを言っていました。それぐらいఝてい

ます。  
� Ἀ永Ⰻ部，୚ㄽがἈ⦖に近いというのは分かるんですが，ᚨஅ島とຍィ࿅㯞島と዆⨾大

島を㣕ばして，喜界がἈ⦖にఝているというのが୙思㆟です。何でなんだろうというのが

長年のなぞです。こちらで᭱近発ぢされたᇛஂ㑇㊧から，໭の鹿児島とか本土の方と஺ὶ

した人たちがここで何か大きな文化を持っていて，஺ὶの中心地になっていたと思うんで

すけれども，その人たちが༡に行って，Ἀ⦖とかἈ永Ⰻ部とかに行ったのかなと考えるん

です。ᘺ生時代以㝆，⌰⌫ิ島という地域がどんなࡩうにᙧసられてきたのか。それを調

べるには，考ྂ学の㑇㊧を調査して，஺ὶの㊧を調べるということもྍ能なんですけれど

も，ᐇは言ⴥの㠃から，例えば今言ったみたいにἈ⦖の言ⴥと喜界の言ⴥがఝている，ど

こがఝていて，どこが㐪っているかということを調べることによって，もしかすると喜界

島で⦾ᰤした人たちがᏊᏞを増やして，Ἀ⦖までᗈがったんじゃないのかということが☜

ㄆできるかもしれません。言ⴥというのは，大ษなせ⣲なんです。  
� 私は዆⨾にもずいぶん行きましたし，ᚨஅ島もἈ永Ⰻ部も୚ㄽも調査をしているんです。

今回も，「あれっ，これってἈ⦖とྠじだな」という表⌧をたくさんぢつけたんです。お᫨

ご㣤のことを「アシー」と言いますね。Ἀ⦖でも「アシ」と言うんです。  
� それから，Ἀ⦖とఝているもう 1 つは，「ⰼ」のことを，例えば小野ὠ，ᚿᡞᱩとかは
と言いますね。それ「ࢼ࢓フ」と言いますし，ᇛஂとかⰼⰋ἞とかᾆཎとかでは「ࢼࣃ」

から，上჆㕲とか中㔛とか湾とかに行くと「ࢼࣁ」と言うんですね。ྠじ島の中に「ࢼࣃ」

と「フࢼ࢓」と「ࢼࣁ」があるんです。ᐇはἈ⦖の今帰ோᮧとかྡㆤᕷは「ࢼࣃ」と言う

んです。大ᐅ࿡ᮧやఀᖹᒇ島に行くと「フࢼ࢓」と言うんです。そして国㢌ᮧやᜠ⣡ᮧに

行くと「ࢼࣁ」と言うんです。ྠじ島の，⊃い地域の中に「ࢼࣃ」と「フࢼ࢓」と「ࢼࣁ」

というのがあるというのも，喜界とἈ⦖もྠじなんですね。  
� どうしてこういうことがఝているんだろうというのがすごく୙思㆟で，㠃ⓑい。これっ

てどうしてなんだろう，᫇の人たちはどういう生活をしていたのか，島を㉺えてどんな஺

ὶをしたのか，その஺ὶの㊧が言ⴥのどこかにṧっているんじゃないかということを考え

ながらᴦしく調査をしています。ᡃࠎが皆さんにྠじことを何回も聞いたりとんちんかん

なことを聞いたりするのを，㎞ᢪᙉく⟅えてもらっていますが，そのᡂᯝは何かᙧにして

ṧしていきたいと思っています。  
� 私のヰはここで。何かご㉁問とかがありましたら後でお㢪いします。（ᢿᡭ）  
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㛗ᖺࡢ᪉ゝㄪᰝࡢ⤒㦂ࡽ࠿�

 
（ᯇ本）こんばんは。༓ⴥ大学にඖ໅めておりまして，今は，ཤ年の 4 月からは年㔠生活
をしております。ᯇ本と申します。  
� 喜界島には᫛࿴ 46 年，Ἀ⦖᚟帰の 1 年前ですけれども，初めてཧりまして，それから
᩿⥆的に何回か来ております。ཤ年も，ちょうど 9 月の今よりちょっと᪩い時ᮇぐらいに
ཧりまして，いろいろ教わりました。今回は，これだけ地点を回ったのは初めてで，大ኚ

⑂れました。それで，このᡂᯝを今日報告するというところなんですが，まだいろいろグ

㘓をᩚ⌮するのに⢭一ᮼで，まだそこまではなかなかいきません。調査の合間のヰが，↓

㥏ヰどころか大ኚいろいろཧ考になることが出てきて，㠃ⓑかったです。何か᫇は方言を

使うのを⚗Ṇされていた。方言を使って，何かおᤲ㝖なんかの⨩当␒をさせられたことが

あったというようなことをヰしてくださった方もいらっしゃいました。さらに，そういう

はなしの中に，方言ᮐを᥃けさせられたというのがあると思うんですが，その方言ᮐなん

ていうこと⮬యも，᎘な⤒㦂でしょうけども，まだそういう⤒㦂をお持ちの方がいらっし

ゃるうちにグ㘓しておくᚲせがあると思うんですが，そういうࡩうな時代を⪏えᢤいた島

ユ࣑ࢱというのが，大ኚ೺ᅾだと思うんですが，島の人の中での方言ᕪ࡬のᩄឤさという

のも，いろいろなところでぢられたようなẼがします。  
� これは帰ってまたもう 1回ᩚ⌮するのをᴦしみにしているんですけれども，例えば「何ࠎ
なので」というような，ཎᅉとか⌮⏤を表すような言い方は，いろいろ出てきまして，「Ⲵ

物が重かったので」とかあって，「ニー࢞ ウブࢱࢧン࢝ࣛニ」というような，そういうの
があったんですが，それはどこか調べている中に，「ニー࢞ ウブࢧンࢼティ」というᙧも
出てきたんです。これはどうですかと聞きましたら，あっ，それは㐲くのシマのことばだ

とかですね，࣡ࣕࢳシマ（うちの集落）では使わないというようなお⟅えが㏉ってくる集

落がありました。これはやっぱり島の中でそういう㐪いというのをちゃんと⮬ぬしておら

れるわけですね。  
� しかし，そういうことをご本人たちもẼ௜かない㐪いをずっとそのままでいるというこ

ともあるということで，今回ではないんですが，私，య㦂しております。私がよくຮᙉさ

せてもらったのは，島の┿ん中㎶の大朝ᡞ，ウィンࢧトという集落の言ⴥなんですけれど

も，あそこはࢳニ࢙ーとࢼࢱーとࣀーマという 3 つの小Ꮠに分かれているんですが，その
小Ꮠ出㌟が㐪う方たちが，ス࢝，ᛴ㡲とか土⎼ですか，ス࢝のὀࡂ口，あそこを何と言う

かということで，70 ṓを㐣ࡂたおじいさんたちですが，大⃭ㄽしました。∦方の方は「 ‘ス
࢝ンティー ’ジࣕ」，∦方の方は「 ‘ス࢝ンビー ’ジࣕ」。それで，お஫いにそれまで，すぐ近
く，㞄ですよね，1 つのᏐの小Ꮠですから。でも，こういう言い方をしている人は▱らな
いと，お஫いに，そんな言い方はないと。「フィー」とか「ピー」とかというのはよくない

ឤじがありますね。それで，たぶんそれを㑊けて，「ティー」にしたんだと思うんですけど，

ྡᏐの「ᵽ口」の「ᵽ」なんていうᏐは，あれは「トイ（㸺ト・ࣄ）」でもあって「ࣄ」で

もあって，もともと「ࣄ」だったのが，「トイ」になった。それで，その「トイ」が「ティ
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ー」になった。それから，「ス࢝ンビー」の「ビー」の方は「ࣄ」のᙧがṧっているという

わけです。  
� ですから，たぶん「ビー」の方がྂくて，「ス࢝ンビー」の方がྂくて，「ビー」という

のが㡢ឤがᝏい，何かを㐃᝿するようですから，それで「ス࢝ンティー」になったという

ことだろうと思っております。これは中の方もẼが௜いてないようですけれども，お஫い

にẼが௜いている㐪い，まったくẼが௜かない㐪い，そういうものをᢪえ㎸んでいる。そ

れほど大きくない島でもいろいろな㐪いを。それもやがてはなくなると思うんですけれど

も，なくならないうちにグ㘓しておくということが，トマさんがおっしゃった日本語のṔ

ྐ，Ṕྐに⯆࿡がある，そのṔྐを⤌み立てていくときに，つながらないところをつなぐ，

そういう㍯っかになるྍ能性がある。そういうものがいっぱい，この島にはあると思われ

るわけです。  
� 私も，そういうことで，1971 年からずっと来ておりまして，なかなかษり上げられない
でいるわけですけれども，そういう島の言ⴥはどんなࡩうに研究されてきたかというと，

喜界島ではどうしても 1 人ྡ前を出さなくちゃいけない方がいて，それは㜿伝に今，㢧ᙲ
☃がᘓっていますけれども，㜿伝出㌟のᒾ಴ᕷ㑻さんです。ᒾ಴さんのࠗ喜界島方言集࠘

というのが୺ⴭなんですが，ᅗ書㤋にも当↛あると思いますから，またごぴになってくだ

さい。᚟้∧で᪂しいのが 1975 年ぐらいに出ているので，これは初∧です。᫛࿴ 16 年の
7 月か 8 月に出ている。  
� このᒾ಴さんの方言集は，そのころ出たものとしてはとてもඃ⚽で，特に㡢ኌ的な表グ

などがしっかりしている。あと，᛹しげな᠈ はしていないわけなんです。ですから，こ

れをㄞࡴと，たぶん皆さんも，こういうࡩうなことだと何となく聞いていたことなどに，

また᪂しい▱ぢがධって，ああ，そうなのかなというのが⤯対あると思います。例えば「ࣁ

ットࢗー」なんていう言ⴥが島にありますね。ᖗᏊのことを「ࣁットࢗー」。それで，ⱥ語

のࣁットの関ಀから，それからじゃなんていうことをよく聞かされたりするんですけれど

も，このࠗ喜界島方言集࠘ですと，「ࣁットࢗー」というのは，「かぶと」じゃないかと。

「かぶと」，᭱初の k 㡢が h にኚわるというのは，いろいろなところでおこっています。
これは，ྍ能性とすると，大ኚいい目の௜けどころだと思いますけれども，そういうこと

もさりげなく書いてあるもんです。  
� それから，このᒾ಴さんは，⪥のよさを活⏝いたしまして，Ἀ永Ⰻ部に᥇集に行ってい

る。それでἈ永Ⰻ部の᫇ヰを，今までのものでもやっぱり一␒いいものをసっていると思

うんですが，そこの中に，5 ヰほどᒾ಴さんたちがたぶん教わった，Ἀ⦖出㌟のఀἼᬑ⊱
という大先生ですね，そのఀἼᬑ⊱の使ったローマᏐとྠじ書き方で，Ἀ永Ⰻ部の᫇ヰを

語りどおりに書いているんです。私はそれをㄞんでからἈ永Ⰻ部にも行きました。そのと

きに࿴Ἡ町ᙺሙに行って，1 㝵の⫋員の方に，こういう言い方はしますかと言ったら，う
うん，そんなの聞かんよとか，何か間㐪いじゃない，とかと。1 人，⫋員の方が，今，2
㝵に，町ྐの⦅⧩で，おじいちゃんたち，高齢者が集まっているから，そっち࡬行って聞

いてみろと言われて，2 㝵࡬行って聞いたら，ちょっと考えたりしましたけど，ああ，そ
れは᫇使ったよという方が出てきました。  
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� ですから，ᒾ಴さんのは，よその島࡬行ってもṇ☜な書き方をしているんですね。ただ，

ṇ☜であることを☜ㄆできるのは今のうちで，そうでないと，ああ，ᒾ಴さん，間㐪って

書いているんだということになってしまう。みんなにᛀれられたら，ある༢語が，それが

もう間㐪いにされちゃうわけですから，ですから今までに出ていたグ㘓などでも，やっぱ

りそれにもう一ᗘ目を通して，ああ，☜かにこの通りだった，できればそれをまた㡢ኌで

もグ㘓して保存しておけたら，これからのいろいろな研究にᙺ立ってくるんじゃないかと

いうẼがします。  
� なࡐそれだけ喜界島方言というのは研究の್打ちがあるかというのは，先ほど申しまし

たように，日本語のṔྐというものをゎ明するときに㠀ᖖにᙺに立つ。方言の᥃け᭰えの

なさというのは，⮬分の母語としての方言というのはみんなㄡにとってもྠじなんです。

だから，皆さんにとっての喜界島方言というのは，私はᇸ⋢┴の⛛父の出㌟ですけど，や

っぱり私にとっての⛛父方言とྠじで，私にとって⛛父方言というのは，何か⢒っࡱく聞

こえますけれども，やっぱり᥃け᭰えのない方言です。  
� ところが，᜼しいですけれど，Ṕྐ的なことをゎ明する㈨ᩱとしては，喜界島方言には

㐲くཬばない。私も，⮬分の⛛父の方言もちゃんといろいろとグ㘓しておきたいというẼ

持ちはあるんですけれども，それより先に，もう 40 年近く前でしょうか，1971 年だから
ね，ᡭを௜けた喜界島方言の方をやっぱりちゃんとまとめなくてはというẼ持ちで，᩿⥆

的ですけれども，通っているわけです。  
� 喜界島方言の⌰⌫方言の中での఩⨨௜けということは，先ほど⊁ಛ先生もそういうこと

に触れられたと思うんですけれど，例えば今回の調査でぢましたが，࢞行の㰯⃮㡢，助モ

の「が」というときに，「何ࠎが」というと，㰯⃮㡢がちゃんと出ますね。஑ᕞ本土はこれ

はありませんよね，もともとね。私も関東ですけれども，関東でも上ᕞ，⩌㤿┴からᇸ⋢，

それから᪂₲┴，あの㎶はずっと↓いところです。だから，私も⮬分の使⏝している㡢ኌ

としては࢞行㰯⃮㡢はありません。島に来ると，それがちゃんと聞こえて，ああ，この島

の人の発㡢はきれいだねなんて思いますが，島の方も，ᬑ通語をしゃべるときには，私な

んかとྠじ，あと஑ᕞ本土とྠじ◳い「࢞」を使っていますが，あれはやっぱり使い分け

はだんだん㞴しく，聞かなくなるかもしれませんね。だいぶ以前よりは◳い「࢞」が出て

きて，それで発㡢するということも増えてきましたが，助モの「が」などは，やっぱりそ

れほど౵されていない。ṧっているようなឤじがしました。  
� この「࢞」の発㡢というのは，喜界島にあって，それから⌰⌫方言地域では，ずっと㞳

れた，ྎ湾のぢえる୚㑣国島，あそこにṧっている。こういうṧり方は何かというと，࿘

ᅪ分ᕸとかそういう言い方を，ᰗ⏣ᅧ⏨さんというẸ಑学の日本の➨一人者がしています。

࿘ᅪ分ᕸしているというのは，ྂいものなんだということがある。  
� これは明らかにそういうྂいものがṧっているという例なんですけれども，㠀ᖖにෑ㝤

的な例としては，例えばこういうこともその࿘ᅪ分ᕸの中で考えると㠃ⓑいと思うんです

が，これは地ྡなんですけれども，今おヰしした୚㑣国島や，それからその㞄のす表に祖

⣡という地ྡがあります。これはἈ⦖出㌟で，もうஸくなった中本ṇᬛさんは，アイࢾ語

と関ಀがあるんじゃないかと。アイࢾは，ྥこうでᖠෆとか何とかࢼイとか，ᕝとかὶれ
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とか，そういうのを表す言ⴥとして「ࢼイ」が௜く言ⴥがいっぱいありますね。日本では

東໭地方にもすでにぢられます。  
� この喜界島にまいりますと，「ࢼイ」というのは，「ࢧンニ࢙ー」（先ෆ），それから，先

ほど申しましたけれども，ウィンࢧトの中ですが，ࢳニ࢙ーがありますね。ウィンࢧトの

ところは，あそこはウッ࢝ーというᕝがあって，Ἠがわいていて，Ỉがありますね。そう

しますと，これは先ほどのおヰしした࢞行㰯⃮㡢の分ᕸとྠじ，一␒➃っこと➃っこにṧ

っている。これもその࿘ᅪ分ᕸとしてㄝ明できるんだったら，もともとは日本語の 1 つと
しての⌰⌫方言がここで使われる前はアイࢾ語がずっと඲యで使われていたというྍ能性

があるんじゃないか。こんなことを，これは証明するのは㞴しいかもしれませんけれども，

ただ，∦一方で，中本さんが，「ࢼࢯイ」というのはアイࢾ語⣔じゃと，何かそうおっしゃ

っている。  
� 喜界島の方にもそういう「ࢼイ」の௜く地ྡがあるぞということを，それはどのぐらい

ご存じだったか分かりませんけれども，それを▱っていると，また中本さんはもっとㄽを

ᗈげたんじゃないかと思うんですが，島の先ほどの小Ꮠྡとかそういう中に地⡠⡙を᥈し

てもない地ྡもṧっているということを዆⨾大島で聞きました。ここでもそういうような

ことはあるんじゃないかと思いますので，いろいろな地ྡなども保存して，今後の研究に

それをᙺ立てていったらよろしいんじゃないかというࡩうに思います。  
� いろいろとまだおヰしすることはあるんですが，1 つ，方言がなくならないようにする
ためにはどうしたらいいかということをᑡし，トマさん，やられていると思うんですが，

私は዆⨾大島にもよく行っていまして，こちらよりከいぐらいかもしれませんけれども，

例えばやっぱりᏊ౪のうちは，教育長の晴永さんが᭱初におっしゃった敬語，敬語を使わ

ないで，ᬑ通యで大人ともヰして，ある年齢になったときに，敬語を使う。だけども，᫇

でもやっぱり家ᗞによっては父ぶ，母ぶがᏊ౪に敬語をそんなに教えない，もっと⦆やか

に，ᬑ通のヰし方でしていたという家ᗞもあったようです。  
� そうすると，㏫の家ᗞもあると思いますから，そういうところがあった。あとは，ㄡࠎ

さんのところはᏊ౪なのに大人言ⴥを使っているなんて，➗ったようなんですけど，例え

ば，᭱近のⱝいのは敬語を使イ࢟ࣛンとか，そういうようなことで，あまりཝ᱁に言ⴥの

ことをいたしますと，委⦰して使わなくなって，何を使うようになるかと，そんなに言わ

れるんだったら，もうᬑ通語でしゃべったほうがいいと，ᶆ‽語でしゃべってやれという

ようなことになりまして，かえって⮬分で⮬分の㤳を⤠めることになったりするわけで，

方言をṧすには，敬語だけじゃありませんけれども，よう方言使ったねということで，こ

れは〔めてあげる。教育の一␒᰿本とྠじで，やっぱり〔めて，Ꮚ౪がみんな使う，そう

いう㞺ᅖẼをసる。間㐪いだとか，いちいち言わないようにするということがいいんじゃ

ないかと私は考えております。  
� いくつかまだヰしたいことはあるんですけれども，時間もちょうど来たようですから，

私はこれで。どうもありがとうございました。（ᢿᡭ）  
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᪉ゝࢆṧࡍ�

 
（ྖ会）4 人の方が共通して㏙べたのは，やっぱりྂいものがṧっているྍ能性がたくさ
んある。でも一方で，トマさんがおっしゃったように，᪂しくኚ化している部分もある。

重せなのは，いろいろな㐪いがあるということですね。島の中でも，໭部の方は「ࢼࣃ」

だったり，中部は「フࢼ࢓」だったり，༡部の方は「ࢼࣁ」だったり，㐪いがあるという

ことは，なࡐこんな㐪いができたのか，私たちはṔྐを考えたくなるわけですが，やっぱ

りそこがとても大事だと思います。  
� ྂいものをṧしている部分，それから，᪂しいኚ化を㉳こしている部分，どこからどう

ኚ化したのかを᥎⌮していくということです。トマさんは，共通語がなまっているとおっ

しゃいましたけど，本当にそう思います。共通語の方がどんどんኚ化している部分がある。

だけど，島の方が㏫にどんどんኚ化している部分も一方ではあります。私たちは，そうい

うことをぢることで，「言ⴥってこういうࡩうにしてኚ化していくんだ」という⯆࿡をᢪく

わけです。  
� ただ，一方で，私もいろいろなところに調査に行って，いつもෆ心ᛗᛸたるものがあり

ます。私たちは，言ⴥってこうしてこうやってኚわっていくんだということが▱りたくて，

それがᴦしくて，さっきも⊁ಛ先生がᴦしいとおっしいましたが，言ⴥを調べているんで

すけれども，でも言ってみたら，よそ者なんです，私たちは。やっぱり言ⴥを使ってṧし

ていかれるのは地ඖの方なので，地ඖの方との協力関ಀを持って，そしてすべてを書き෗

すことはできませんから，やっぱり地ඖの方たちと協力しながら，できるだけたくさんの

ものをṧしていきたいと思います。  
� 今はとてもいい㘓㡢機ができまして，⡆༢に᧯సできる㘓㡢機がかなりᏳくなりました。

今回もできるだけ生の言ⴥの発㡢をṧしたいと思って，㘓㡢したりビデ࢜に᧜ったりして

います。私たちは 1 年のうち，本当に何日間か来るだけですけども，地ඖの方と協力して，
地ඖの方ができるだけたくさんの㈨ᩱをḟの世代にṧしてくださればと思うんですね。で

も，一␒いいのは，グ㘓のᙧじゃなくて，日ᖖヰすᙧで，ḟの世代にどんどん伝えていく

とことだと思います。そのことはᯇ本先生が今おっしゃいました。  
� ところで，トマさん，フࣛンスでも方言ᮐのようなものがさっきあったとおっしゃって

いましたね。それは，私は▱らなかったので，ちょっとそのヰを教えていただけませんか。

フࣛンスの方言ᮐですか。喜界では㤳からᥦげるようなものだったんですが，フࣛンスで

はどういうものを。  
（トマ）ᖗᏊだったそうです。  
（ྖ会）ᖗᏊ㸽  
（トマ）はい。ኚなᖗᏊを⿕らせられていました。  
（ྖ会）それは，学校で 1 日中㸽  
（トマ）そうです。  
（ྖ会）あっ，お前，しゃべったというと，そのᏊにᖗᏊをかぶせて，学校，1 日⤊わる
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までかぶっているんですか。  
（トマ）はい。  
（ྖ会）それはこちらの方言ᮐとఝていますか。  
（トマ）はい。  
（ྖ会）しゃべった人に，はいとかぶせて，学校が⤊わるまでずっとかぶせられたんです

か。やっぱり。ᖗᏊというところがフࣛンス的というか，おしゃれですね，ちょっとね。  
それから，今回の調査でも，また，以前にも，こういうものを㏦っていただいたことが

あるんですけど。ᡭ書きで書かれた方言集です。᭱近は，࣡ーࣉロをご⮬分で打つ方もい

らっしゃいますが，これはᡭ書きで，ࡧっちりࣀートに書かれたものです。ࢥピーさせて

いただいたものなんですけども。それから，これは先日，ᅗ書㤋でいただいた，బᡭஂの

方言集です。これには CD も௜いているんだそうです。それから，これは，もうこの方は
ஸくなられたそうですが，ሷ㐨の方言集。これもᡭ書きですね。  
� こういうものを書いていらっしゃる方，本当に私は㢌が下がる思いです。私たちにはと

てもこんなものは書けません。地ඖの，できるだけたくさんの方が，「あっ，思い出した」

と，ちょこちょこっと方言を書き෗す，それで⤖ᵓですので，そういうことをやっていた

だけたらなあ，私たちはそういうことのおᡭ伝いができたらなと思っているわけです。  
� それから，方言をṧすということで，何かありませんか。  
（⊁ಛ）方言をどうやってṧしていくかというとき，学校の生ᚐに方言大会とかおヰし大

会とか，方言のⰪᒃとかというのがあるんですが，ぶもまったくヰせないですよね。です

から，そのとき，ぶも一緒に PTA の୺ᙇとか，お父さんの୺ᙇとかお母さんの୺ᙇとか，
20 代から 30 代，40 代，50 代の人もいっしょに方言大会をするというのはどうかなと。
ぶもᏊ౪と一緒に方言のຮᙉをする。そして，おばあちゃん，おじいちゃんから方言を教

えてもらうというのはどうかなというのが 1 つのᥦ᱌です。  
� それからもう 1 つ。皆さん࢝ࣛ࢜ࢣにいらっしゃいますか。あるいは，おᏯに࢝ࣛ࢜ࢣ
があったりとかするかもしれませんけれども，࢝ࣛ࢜ࢣの᭰えḷ，᭰えḷにして，島ユ࣑

の大会をして，一␒上ᡭにḷった人，方言に⩻ヂできた人は，何かお⡿ࢱ 1 ༖とか，10
࢟ロとかあげるとか，何かぶも一緒にやるのもいいかなと思うんですね。  
� ぶが「⮬分のᏊ౪は上ᡭだ」と言いながら，⮬分が方言が分からないというんじゃなく

て，ぶも一緒にやる。お父さん，お母さんも一緒に方言をຮᙉする。Ꮚ౪たちはそれをぢ

て，⮬分たちもやろうと思うんですね。そういうのはどうかなと思うんです。  
� ぶᏊ୕代で方言のⰪᒃをやる。お父さんの୺ᙇ，お母さんの୺ᙇを方言でやる。そうす

ると，おじいちゃん，おばあちゃんからも教えてもらうのは，いいんじゃないかなと思う

んです。  
（ྖ会）そうすると，おそらく小さいᏊの方が言語習ᚓが᪩いですから，Ꮚ౪さんの方が

方言がうまくなって，お母さん，下ᡭくそとかいうことが㉳きるかもしれませんね（➗）。

ちょうど今，Ꮚ育てをしている世代の方は，ᶆ‽語教育で，方言はだめだというཝしい教

育を受けて，それで，何か方言はだめだという౯್ほが㢌にこࡧり௜いているんじゃない

かというẼがします。  
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今はだんだん㢼ྥきがᑡしኚわり，「方言もいいですよ」というࡩうになってきました

けれども，その前が，方言は౯್がపいというようなឤぬを᳜え௜けられた時代でした・

しかし，そうじゃなくて，方言は౯್があるということを，ࣜࢿࣃストのみなさん，申し

上げたと思うんですが，そういう౯್ほをどんどんᣑげて，ⱝい人にも౯್ほの㌿᥮をし

ていただきたいと思います。それには，☜かにぶᏊ୕代で࢝ࣛ࢜ࢣ大会というのがいいか

もしれませんね。  
（ྖ会）それから，ほかに何か。フࣛンスでは，学校で，方言でやるᤵ業があるんですね。  
（トマ）すべてのᤵ業を方言でやるのです。  
（ྖ会）すべてを㸽  
（トマ）はい。それで，よく心㓄されるのは，それでᏊ౪がᶆ‽語をぬえられないのでは

ないかということなのですが，そんなことまったくないです。᏶඲に୧方使えるようにな

ります。ᶆ‽語も，その土地でしか使われていない言ⴥも，୧方᏶඲にマスࢱーしたࣂイ

ࣜン࢞ルになります。そのための学校もあります。  
（ྖ会）そうですか。すべてですか。私は 1 時間か 2 時間かと思いました。それは⣲晴ら
しいですね。喜界だとか዆⨾では，方言を教えられる先生がいないんですよね。それで，

島ユ࣑ࢱ大会なんかも，地ඖのお年ᐤりの方に学校に来ていただいて，そういう方が教え

ているそうです。ちょうど学校の先生の世代がもう方言を使えない世代だということがあ

るので，まず，学校の先生の世代の方言教育がᚲせかもしれませんね。  
 

ⱝい᪉ゝ◊✲⪅ࡢά㌍�

 
（ᯇ本）方言がపくぢられていたということと関㐃して，方言研究もపくぢられていると

いったことがありまして，それで大ኚいろいろと，だから大小の㏞ᝨを᥃けるという人も

いるわけです。ྡ前は出しませんけれども，大学の教員の㑅考などで一方はࠗ※Ặ物語࠘

を，また∦方は⌰⌫方言だなんていうときに，やっぱりࠗ※Ặ物語࠘のかたが᥇⏝されて

しまうと，そういうことがあったりすると，方言のかたは割を㣗うわけですね。  
� それから，あとこれは私がやはり国ෆ研ಟで近くの大学に来ておりましたときに，教育

学部の先生には，学部の学生が༞ㄽで方言のことをやるのを喜ばない先生がいるんだと聞

きました。こういうのはࡦࡐᨵまってほしいと思うんですけれども，やっぱり方言研究が

ᗈがりまして，方言研究よりももっと高⣭とぢられていたところから，わざわざ方言研究

の方にいらっしゃったりする方もおられますから，これからはだんだんそういう೫ぢとい

うかㄗゎというか，ゆがんだぢ方はなくなっていくんだろうと思います。  
� そういうことと一緒に，この方言を皆さんがこれから伝えていくということをࡦࡐ考え

てほしいんですけども，喜界島が㐣␯化なんかしたらᅔるわけですよね。人間がいないと，

方言がある，ないはព࿡がなくなりますので，私は，先ほど大朝ᡞの方言をᩪ⸨ව㞝さん

という東京に出ていらっしゃっている方から教わったんですけども，もっといろいろな人

から聞きたいですねと言ったら，「いや，ᯇ本さん，ࢳニ࢙ービ࢙ࢳー（ࢳニ࢙の⾑➽の人

は） ࢧンࢧム ࣤࣛࢗー（いくらもいない）」と，人ᩘがᑡないとおっしゃっていました。
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そういうのが高じて，「࢟࢝インࢧ ࣖࣗࢳンࢧム ࣤࣛࢗン」ということになったら，これ
では研究ができなくなりますから，ࡦࡐ㐣␯を㣗いṆめて，島の人口が増えて，方言をヰ

すことに，₯ᅾ的な࣡ࣃーが௜くようにしていただきたいと思います。  
（ྖ会）᪂永さんはまだこれから⫋にᑵくわけですから，やっぱり方言研究者がもっと活

㌍できるሙを，大学でもそうだし，地域でもできればあればいいですよね。何かᑵ⫋にྥ

けて，ᢪ㈇を。  
（᪂永）ᢪ㈇ですか㸽  
（ྖ会）ᢪ㈇じゃなくてもいいですけど・・・。☜かにᯇ本先生がおっしゃったように，

こういうフィールࢻ調査をする方言研究者のᩘ⮬యがᑡないんですよね，日本は。世界も

そうなのかもしれません。だから，もっと言語をやる人がフィールࢻに，地域に出て，ᐇ

㝿の言ⴥを聞くということをやってほしい，またそういうሙで活㌍できるⱝᡭ，これから

᭷ᮃなⱝᡭですから，そういう人が増えてほしいなと私も思っています。その点，どうで

すか。  
（᪂永）☜かに言語学の研究をするときに，やっぱりみんな⌋しいᾏእの言語を研究した

がるというのがあるんですね。ところで，皆さんも「ⱥ語」とか聞くと，やっぱりⱥ語に

はⱥ語のちゃんとしたルールがあり，日本語のᶆ‽語にも，よく学校で国語の教⛉書から

国文法を習いますけど，ちゃんとしたルールがあるというࡩうに思ってらっしゃいません

か㸽一方で，方言にはそういうちゃんとしたルールがないと思っているのではないでしょ

うか。申しヂないことですが，私⮬㌟もかつて大学にධるまでは，方言というのは何かし

らᶆ‽語とは㐪う，ᶆ‽語からᔂれしまった，言い᥮えれば「ケっている」というࡩうに

思っていました。  
� だけど，大学にධりまして，言語学を学ࡧ，その言語学の▱㆑で方言をしっかりぢると，

あっ，方言というのも，ⱥ語とか中国語とか日本語のᶆ‽語とか，そういうほかの言語と

ྠじように，1 つのルールがある，文法書が書けるようになる，そういうすごくきれいな
言語なんだとẼ௜いたんです。「方言」という言い方をするか，「言語」という言い方をす

るかというのはあんまり重せな問題じゃなくて，その言ⴥにちゃんとしたつ๎があるかど

うかというのをぢれば，いわゆる方言もᶆ‽語もほとんどኚわらないんですね。どちらに

も，ちゃんとしたルール，㞴しく言えば「文法」がある。  
� 例えば先ほどちらっと言いましたけど，「私」を表す「࣡ン」という言ⴥが，「私は」の

ሙ合には「࣡ࣀー」となりますね。これは，ほかのሙ合ですと，例えば「㓇は」なら「セ

ーࣖ」というように，「は」の部分は「ࣖ」で表れますよね。「ࣖ」というࡩうになるのに，

何で「私は」のときは「࣡ンࣖ」ではなくて，「࣡ࣀー」となるか，᭱初୙思㆟だったんで

すが，調べて行くと，そこに一つのつ๎・ルールがあることにẼ௜いたんです。例えば，

じゃあ，「⎼は」はどう言いますかといったら，「ビࣀー」になる。つまり᭱後が「ン」で

⤊わる言ⴥに対して「㹼は」と言おうとするሙ合，「ビンࣖ」，「࣡ンࣖ」とは言わずに，「ビ

。るようになる。これはすごくきれいなルールなんですねࡧと᭱後がఙ「ーࣀ࣡」，「ーࣀ  
� これは，ⱥ語やそのほかの言語が持っているルールなどとྠじようなものです。つまり

「方言はᔂれている」「方言につ๎・ルールはない」というのはბで，方言も研究すればそ
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こにきれいなルールやయ⣔がある。つまり，方言もすごく研究のしがいのある言ⴥなんで

すね。  
� なので，これから大学にධって来るᮍ来のⱝᡭの研究者たちも，方言も 1 つの言ⴥ，言
語なんだ，きれいなルールがあるんだということを⌮ゎしていけば，もっと研究者は増え

ると思います。൅は方言をそのように考えていますし，後㍮などにもそのようなことを伝

えていきたいと思っています。  
（ྖ会）ありがとうございました。あとよろしいですか。  
（トマ）方言研究がపくぢられて，方言⮬యがởいとかᔂれていると思われているとさっ

きおヰがありましたが，൅はまったくそれはないと思って，ᾏእにいる時ᯇ本先生や⊁ಛ

先生や木部先生のㄽ文をㄞんで，喜界島やἈ⦖にすごく㠃ⓑい言ⴥがあるというのを▱っ

て，これはࡦࡐ研究したいと思って調べに来ました。間㐪いなく，喜界島の方言は㠀ᖖに

しっかりしていて，大ኚ⯆࿡῝い言ⴥです。  
（ᯇ本）おẼ௜きだと思いますけども，今回のᡃࠎの調査メンࣂーはⱝい人がとてもከく

て，今，私がヰしたようなことがいい方ྥで進んでいくことの表れだろうというẼがしま

す。トマさんの発言も，そういう中で，本当にそれをちゃんと♧してくれたというような

Ẽがして，私はたぶん今回の調査の中では一␒高齢者だと思うんですけれども，大ኚうれ

しいឤじがします。これは，木部さんにまたおヰししていただいた方がいいと思うんです

けれども。  
（ྖ会）私は，1 人で来る調査も大ኚいいと思うんですけれども，みんなで一緒に調査に
来たいと᭱初に申し上げました。そのときに，ࡦࡐ，ⱝい人を㐃れてきたかったんですね。

それでເったら，ⱝい人のほうがከくて，ⱝい人といっても，どこで⥺をᘬくかですけど

も，༙分以上はまだ 40 ṓ以下，30 代とか，20 代になりました。ᐇはまだ来たいという人
がいたんですが，これ以上増えたら私はとてもయが持たないと思って，だいぶお᩿りしま

した。  
� しかも今回，私たちはⱝい人にずいぶん่⃭されました。ⱝい人のࣂイࣜࢱティーもそ

うですし，ⱝい人はすごくຮᙉしているなと思って，่⃭を受けました。やっぱり，こう

いうことをやってよかったなと思います。  
� 喜界島でも，᫇から世代を㉸えてᐗ会をしたり会をしたりするというのが島のやり方だ

ったと思うんですね。東京みたいに，Ꮚ౪はあっちに行っていなさい，ここは大人の世界，

とかじゃなくて，大人もᏊ౪も一緒に会にཧຍするという㞺ᅖẼがいいなと，私は島に来

るたࡧに思うんです。  
� そこでは共通語⚗Ṇ，ᶆ‽語⚗Ṇ，方言でしゃべる，というようなことをしてい，ࡦࡐ

ただきたい。分からなくても，とにかくᏊ౪に聞いてもらうというのが大事ですから。ᬑ

通は，おᏞさんに方言をしゃべると通じないから，Ꮮには共通語でヰすんだという方がከ

いんですね。日本中どこでもそうです。☜かにおᏞさんはかわいいし，おᏞさんと会ヰし

たいでしょうけども，Ꮮが分からなくても，とにかく方言でしゃべる。方言で語り᥃けな

いと，おやつをあげないとか，おもちゃを㈙ってあげないとか，ࡦࡐそれぐらいのᙉいẼ

持ちで⮫んでいただければと思います。  
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ᓥࡇࡢと࡟ࡤ⮬ಙࢆᣢと࠺�

 
（ྖ会）⊁ಛさん，᭱後に何かありますか。  
（⊁ಛ）൅はⱥ語がヰせなくて，ࣖマトユ࣑ࢱしか▱らないんです。そういう言ⴥを一つ

しか▱らない人をࣔࣜࣀン࢞ルというんですね。ⱥ語とࣖマトユ࣑ࢱがヰせるとࣂイࣜン

࢞ルなんです。ここにいる人のほとんどは，島ユ࣑ࢱとࣖマトユ࣑ࢱの஧つヰせるࣂイࣜ

ン࢞ルです。Ꮚ౪たちをまずࣖマトユ࣑ࢱと島ユ࣑ࢱをヰせるࣂイࣜン࢞ルにする。中学

校に行ったらⱥ語をຮᙉして，ⱥ語と୕つの言ⴥをヰせるようにする。そうすると，どこ

に行っても大୔ኵです。�

うちの学生がアメࣜ࢝に行ったりイࣜࢠスに行ったりフࣛンスに行ったりします。␃学

先でἈ⦖にはどんなḷがありますか，Ἀ⦖ではどんなᩱ⌮を㣗べますか，Ἀ⦖のṔྐはど

うなっていますか，Ἀ⦖にはどんな文化がありますかと聞かれる。でも，⟅えられない。

ところが，よその国から来ている学生たちは，⮬分のᨾ㒓
ࢩ ࣐

にはこんなḷがあって，こんな

Ṕྐがあって，こんな文化があって，こういうᩱ⌮をసっていると一生ᠱ࿨語るんだそう

です。�

� ⮬分の生まれ育った土地の言ⴥも文化もṔྐも▱らない人は，ᾏእに行って⮬ಙを持っ

て⮬分を語ることができないんです。だから，島の言ⴥや島の文化を教えるのは，⊃い人

間を育てるのではなくて，㒔会に行ってもእ国に行っても，どこにいっても⮬分のことを

⮬ಙを持って語る，そういうⱝい人を育てることなんです。方言を教えるから，⊃い世界

に㛢じ㎸めるんじゃなくて，木部先生が言ったみたいに，どこに行っても，⮬分は喜界島

の出㌟だと⮬ಙを持って語れる，Ꮚ౪たちのため，Ꮚ౪たちの教育のためだと思って，方

言で語りかけることがᚲせなんです。�

� ᫇は，ࣖマトユ࣑ࢱにするか島ユ࣑ࢱにするか，あれかこれかの஧者ᢥ一でした。しか

し，今はあれもこれも。஧つの言ⴥをヰせるのがいいんです。一つの言ⴥをしかヰせない

よりも஧つの言ⴥをヰせるのがいい。஧つの言ⴥをヰせるよりも୕つの言ⴥをヰせるのが

いい。これからの喜界島のᏊ౪には言ⴥを୕つヰせる，ᅄつヰせるようにする。そんな教

育を今日ここに来ている人たちがጞめれば，ᾏእで活㌍できる喜界島の人が出てくる。あ

あ，テレビに出ているこの人は国㐃で活㌍しているけど，喜界島の出㌟で，島ユ࣑ࢱも上

ᡭだ。そういうⱝ者を育てるようにするのがいいんじゃないかなと思うんです。�

� トマさんはフࣛンスから来ていますし，先に帰ったローレンス・ウエインさんはニࣗー

ジーࣛンࢻからきていますが，喜界島の言ⴥはእ国の人にまで⯆࿡を持たれている言ⴥだ

と，⮬ಙを持ってᏊ౪たちに教えてほしいと思います。�

 
（ྖ会）どうもありがとうございました。もうそろそろ時間ですので，この㎶で㛢めたい

と思います。もし何かご㉁問があれば，5 分ぐらいお⟅えできればお⟅えしたいと思いま
す。どうぞ。  
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఍ሙࡢࡽ࠿㉁ၥ  
 
（㹏㹏）どうも，㈗重なおヰをありがとうございました。⊁ಛ先生のおヰをお伺いして⯆

࿡を持ったんですけども，つまりἈ⦖と喜界島は共通点があると。つまり，「目」が「࣑ー」

と。ᯇ本先生がおっしゃったᒾ಴ᕷ㑻先生のࠗ喜界島方言集 ，࠘町のᅗ書㤋にありますけれ

ども，その中に，喜界島の母㡢は「ア」，「イ」，「ウ」の 3 つで，「エ」が「イ」に，「࢜」
が「ウ」になっているとか，トマ先生もおっしゃっていた，「イࣔ」が（喜界）島では「ウ

ム」，ࠗ ୓ⴥ集࠘は「ウࣔ」となっていると，「ࣔ」が「ウ」になっていると思うんですね。 
� そこで，⊁ಛ先生にお伺いしたいのは，Ἀ⦖でも母㡢は 3 つなのかどうか。「目」が「࣑
ー」となるとおっしゃっていたので，ࡦょっとすると，喜界島とྠじように母㡢が「ア」，

「イ」，「ウ」の 3 つなのかなとࡩと思ったんですが，その㎶をちょっと。  
 
（⊁ಛ）Ἀ⦖も，「イࣔ」は「ウム」と言うところがありますので，「࢜」は「ウ」になり

ますね。「言ⴥ」を「クトࣂࢗ」，「事」を「クトࢗ」と言うので，母㡢「࢜」が「ウ」にな

るのもྠじです。「目」は「࣑ー」，「ᡭ」は「ティー」というࡩうに，「エ」という母㡢が

「イ」にኚわります。  
� ただし，3 母㡢だけではなくて，「前」のことは「メー」と言います。「ࣁエ」のことは
「フ࢙ー」とか「࣌ー」とか言います。喜界島にも「エ」という母㡢もあります。さっき

᪂永さんが言っていた「私は」というのを「࣡ࣀ」といって，「࢜」という母㡢もあります。  
� 「ア」，「イ」，「ウ」の 3 母㡢だけではなくて，「エー」という母㡢も「࢜ー」という母
㡢も喜界島にもあります。それはἈ⦖でもྠじで，「前」のことは「メー」といいます。「⅊」

は「フ࢙ー」とか「࣊ー」とか「࣌ー」とかといいますので，Ἀ⦖の言ⴥもྠじです。母

㡢のᩘとかᏊ㡢のᩘとか，喜界島の言ⴥとἈ⦖の言ⴥは，よくఝています。  
（ᯇ本）ちょっと௜け㊊しますけれども，Ἀ⦖の言語とఝているとともに，喜界島の言ⴥ

は，㞄の዆⨾大島ともやはり共通点がある，その点で，୧方の⤖ࡧ目みたいなところがあ

って，そこをゎき明かすのが㠃ⓑいところなんです。「取ろう」というのは，「何かを取ろ

う」といったときに，「トࢗロー」という言い方は大島ᘧの言い方ですが，それだけじゃな

くて，「トࣛࢗ」というᙧがあります。あと，「取るだろう」というののྂい言い方で，「ト

，というᙧがあります。∦方は዆⨾大島と共通で「ユࣛࢗト」ユロー」というᙧのほかにࢗ

∦方はἈ永Ⰻ部，୚ㄽからἈ⦖本島と共通のᙧです。  
� この 2つが一緒になっているというのは，例えば዆⨾大島ᘧの言い方があったところに，
Ἀ⦖からの力がධって，それがᣕᢠして，2 つのᙧが保存されている。この島は大ኚ，ᙧ
を大事にしまして，2 つあったらば，どちらか∦っࡱをなくしちゃうというんじゃなくて，
何か微妙な使い分けをして，㸰つを保存しておくというጼໃがあって，዆⨾大島ᘧのᙧと

Ἀ⦖本島ᘧのᙧが共存しているんですね。  
� そういうࡩうなẼ持ちというのがずっとあるらしくて，例えば今日も教わっていました

ら，「ࢧࣁ」と言うんですか，「ച」は「ࢧࣁ」と「࢝ࢧ」と 2 つあって，かぶりചと，そ
れからᕪしചとを༊別するという。これもやっぱり 1 つだけにして一緒にしないで，せっ
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かく 2 つあるんだから，どっちも使おうというような⢭⚄。これは，もしかしたら大島本
島ᘧの言い方，それからἈ⦖ᘧの言い方，それ୧方を共存させたときに㌟に௜いた心とい

うようなものが，ずっと今でも伝わっているのかななんて思って，聞いていました。  
 
（㹏㹏）私は 4 点ほどお聞きしたいんですけれども，まず 1 点は，⊁ಛ先生が後の方でࢥ
メントなさいました言語をいろいろ▱っておくといいんじゃないかというようなことだっ

たんですが，ⱝᖸ，グローࢮࣜࣂーシࣙンに㢌を✺っ㎸んだようなᙧになるんじゃないか

なと思って，今，おヰを伺って，今日，先生方がなさったのは，喜界島の方言についてや

っていらっしゃる。だけれども，ほかの言語を▱るということは，また喜界島の方言が薄

められていく㠃が出てくるんじゃないかなという୙Ᏻが私は今，‪いてきました。それが

1 点ですね。  
� それから，Ṕྐのことなんですけれども，喜界島には喜界島もともとのṔྐがあります。

その後，࢜ ，ーユーというのがあります。そのḟにࣖマトユーがあってࢼࢳユー，ウ࣡ࢼ࢟

アメࣜ࢝ユーがあって，今はࣖマトユーになっているわけですね。そういう㢼なṔྐの中

で，先ほどいろいろご指᦬くださいました方言の発㡢の㐪いなど，表⌧の㐪いなどが関㐃

しているところが出てくるんじゃないかなという，私は␲問が出てきたんですけれども。  
� それから，危機の問題ですが，私は高校の教員をしていました。それで，（዆⨾）本島に

来ましてから，私は（዆⨾）本島の出㌟で，小学校はここで༞業しました。あと中学校，

高校をἈ⦖で㐣ごしたんですけれども，その中で，20 年ぐらい前に本校࡬㌿໅してまいり
まして，そこで生ᚐと教員とのいざこざが㠀ᖖにᙉく本土でも聞きました。鹿児島からみ

えた先生方が஑十ᩘࣃーセントですね。私どもがᗂかったころは，᫛࿴ 30 年代までは地
ඖの先生方がከかったんですけれども，その後，本土࡬の᚟帰後，஺ὶがありまして，鹿

児島からみえた方ࠎは，鹿児島弁でᏊ౪をしかるわけですね。Ꮚ౪は分からないわけです。

そうすると，今ᗘは⯉打ちみたいにして，島ユ࣑ࢱで཯ᢠするわけですね。そうすると，

ますます教員はᛣって，ཝしく生ᚐに当たったということがあって，学校では方言を使わ

せないようにするということもあったようです。  
� それ以前は，せするに共通語を使えと。私も小学校のときに方言ᮐを㤳に᥃けられた方

なんですけれども，そういうこともありました。それで，そういうこともあって，あるព

࿡では，そのไᗘの中で，やっぱり方言が人間の஺わりをᢲさえ௜けてきている㠃が出て

きておったんじゃないかというࡩうなことです。Ἀ⦖におるときには，お前は方言を分か

らんのだというࡩうなことを言われて，዆⨾から行っているものですから，そういうㄦり

も受けました。  
� それからもう 1 つは，方言研究の，あるいは方言のレ࣋ルのపさというご発言もあった
んですが，それは，先ほど申しました教員と生ᚐとのいざこざですね，Ἀ⦖で，私はちょ

うど᫛࿴ 33 年の高校༞業ですから，その᫛࿴ 20 年，᫛࿴ 30 年前後の間で聞いたことな
んですけれども，私の๢㐨の先生に，ᕠ査をしていらっしゃる方がいらっしゃいまして，

その方のヰですと，そういう方ࠎは地ඖの人ですからよかったんですが，本土からみえた

方ࠎは，⤖ᒁ，そのころはᨻᗓが௵࿨するᙺ人ですから，そのᙺ人にはἈ⦖のᶆ‽語がヰ
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せる通ヂが௜いておったと，いうようなヰも聞いたわけですね。  
� ということは，やっぱり⤫἞されているという中で，方言がపくᢅわれてきたんじゃな

いかなというようなことも，今，⊁ಛ先生のおヰを聞く中で，思いを࿧ࡧ㉳こしていると

ころです。もしそういうࡩうなことが先生方のおᙺに立てればと思うところです。どうも

ありがとうございました。  
（ྖ会）今のご㉁問は，ごពぢとしてうけたまわりたいと思います。  
 
（㹏㹏）（㉁問は）一␒᭱初のほうの⊁ಛ先生࡬のですね。レ࣋ルの問題，それから危機の

問題，それについて，ご研究の中でどう今後，ᒎᮃが持てるのか。私どももやっぱり地ඖ

におって方言をいろいろと先生方のおᡭ伝いをできるところもあるだろうと思いますので，

その中で，今後，私どもがどう動けばいいのかというࡩうなことも出てくると思いますの

で，ᛴにはできないと思いますけれども，よろしくお㢪いします。  
（⊁ಛ）言ⴥを，方言もᶆ‽語もやっていくと，もう一方がだめになるんじゃないかなと

いうヰなんですが，ᐇは人間の⬻はそんなに小さくなくて，4 ࢝国語でも 5 ࢝国語でもき
ちっとヰせるんです。それはこちらにいらっしゃる方ࠎが，ᶆ‽語でもヰせるし，方言で

もヰせるわけですよね。教育長さんも上ᡭにᶆ‽語でもあいさつなさいますし，方言でも

あいさつなさいます。  
� こちらができると，あちらができなくなるというのは᫇の考えで，今は言ⴥは 2 つ，3
つとぬえられるといわれています。2 つぬえられた人は 3 つ目が᪩い，3 つぬえた人は 4
つ目が᪩いというのがあるんです。マルࣜࢳン࢞ル化と言われていて，たくさんの言ⴥを

ぬえていくのがこれからの世の中なんです。ですから，1 つの言ⴥしかヰせないよりも，2
つの言ⴥをヰせるようになるのが重せなんですね。  
� ᫇は，あれかこれか，共通語か方言か。方言はだめだから共通語にしなさいでしたが，

今は共通語もヰせるようにするし，方言もヰせるようにする。そしてⱥ語も。できれば，

これからは中国が⤒῭発ᒎしていきますから，中国語もできた方がいい。というように，

たくさんの言ⴥをᏊ౪たちに教える時代になっているんですね。  
� 文部⛉学┬もそう言っていまして，学習指導せ㡿などもኚわってきていて，方言も教え

ていいですというࡩうにኚわってきています。ようやくこの 20 年ぐらい，文部⛉学┬の
指導せ㡿もᏊ౪たちに地ඖの文化や言ⴥを教えてくださいというࡩうにኚわってきている

んです。  
� 言ⴥを 1 つしかしゃべれない人は，⬻をちょっとしか使ってない。言ⴥを 2 つしゃべれ
る人は，もうᑡし使っている，3 つしゃべれる人はたくさん使っていると思った方がいい
と思います。だいたいトマさんがⱥ語もフࣛンス語も日本語もしゃべれる人で。  
（ྖ会）� ᐑྂ語も。  
（⊁ಛ）� はい，ᐑྂ語も（➗）。ᐑྂ島の方言もしゃべれます。そういう人がඃ⚽な人な

わけですね。土地の言ⴥを大ษにするというのは，グローࣂルであり，かつロー࢝ルです。

それが 1人の人間に共存するということです。社会もそういうࡩうにኚわってきています。 
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（ྖ会）� やっぱり大ษなのは，ከᵝであるということに౯್があるという，そういう౯

್ほに㌿᥮していくことだと思います。1 つのことだけじゃない。今は国もそうですし，
世界඲యが，ከᵝであることに౯್があるというࡩうにだんだんኚわってきました。᫇ の，

1 つのものしか౯್をㄆめないという考え方もኚわってきました。学校⌧ሙもそういう考
え方を取りධれてḧしいですし，もう取りධれつつあると思います。  
 
（㹏㹏）今日はᡃࠎのࡩるさとに来ていただいて，ありがとうございました。2 点ほどお
伺いします。中国語，それからἈ⦖語，それから日本語と関ಀがあるというのは，㠀ᖖに

それは当↛のこととして分かりやすいんですが，先ほどちらっと出てきましたけど，Ἀ⦖

から໭ᾏ㐨に⮳るまで，あちこちにアイࢾ語のᙳがあるわけですよね。私の持っているわ

ずかばかりの㈨ᩱでも，㠀ᖖにアイࢾ語と関ಀがあると。  
� 木部先生もྵめて，例えば໭ᾏ㐨のアイࢾの集落におධりになって，聞き取りなどをな

さっている先生がいらっしゃいましたら，そこで，この዆⨾とかἈ⦖で，これはまさしく

アイࢾ（語）だというものが，もしこういうのがあるよというのがあったら教えていただ

きたいということが 1 つ。  
� ➨ 2 点は，今日はトマ先生もいらっしゃいますけど，ウࣛル・アルࢱイ語とインࢻ・ࣚ
ーロッࣃ語族の中，これはあんまりཝᐦには分㢮されてないけど，この 2つのὶれの中で，
ᡃࠎのこの島の言ⴥというのは，それらの中のどの㎶とかかわりがあるのか，どっちഃに

ධっているのかという，この 2 点をお聞きしたいです。  
（ྖ会）㠀ᖖに大きなテーマですね。アイࢾ語のヰをどなたか・・・。  
（⊁ಛ）ᯇ本先生はアイࢾ語とのヰをしましたが，⦖文時代のころの言ⴥがもし日本中に

あったとすると，その方言は今ではまるでእ国語のように，どこの国の言ⴥか分からない

ぐらい㐪っていたはずなんです。Ἀ⦖の方言も喜界島の方言もよくఝているんですね。「目」

を「࣑ー」というような共通点があります。もし௬にアイࢾ語と共通のものがṧっていた

としても，⑞㊧のようにわずかにṧっているだけなんだろうと思います。  
� 喜界では「ᆏ㐨」を何と言うんですかね。「ࣛࣄ」「ピࣛ」ですね。アイࢾ語では「がけ」

のことを「ピࣛ」と言うんです。私は 1 回だけアイࢾ語地ྡの調査で⛅⏣に行ったことが
あるんですが，アイࢾ語地ྡの「ピࣛ」を聞いてࡧっくりしました。  
Ἀ⦖の方言では，上りᆏは「ࣛࣄ」，下りᆏは「࢝ࢧ」と言うんです。だから「ピࣛ」も「ࣄ

ࣛ」も日本語にもともとあって，それがアイࢾ語とἈ⦖の方言にṧっているのかもしれま

せん。  
今はアイࢾの人たちは໭ᾏ㐨にいるんですが，ኴᖹὒഃでは関東ᖹ野のちょっと໭ぐら

いまで，日本ᾏഃでは᪂₲┴の㜿㈡野ᕝの໭までアイࢾ語地ྡがあったようです。本ᕞの

༙分にఫんでいた人たちの言ⴥになります。ᘺ生がጞまって，日本中にᘺ生文化がᗈがる

前ぐらいまでは，本ᕞの༙分にアイࢾ人⣔の⼎ዀがఫんでいたと考えられるわけで，日本

語の中にその⑞㊧があるだろうとは思うんですが，☜ᐇな証ᣐをぢつけることは㞴しいで

す。もしアイࢾ語と⌰⌫語の共通性があるとしても，日本語を㣕ばして言語学的にཝᐦに

共通性をぢつけるのはすごく大ኚです。ྍ能性はྰ定はしませんけれども，証明するのは
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大ኚだろうと思います。もう 1 点はトマさんに。 
（トマ）ちなみに「ࣛࣄ」についてなのですが，ࠗ ྂ事グ࠘に「㯤Ἠᖹᆏ（ࣚࣔࢶクニࣄࣀ

という言ⴥがあって，「ᖹたいᆏ」とは何だろうとずっと୙思㆟に思っていまし「（࢝ࢧࣛ

た。それで，初めて዆⨾とἈ⦖に来て，「㯤Ἠᖹᆏ」の「ࣛࣄ」は「ᖹたい」ではなく「ᆏ

㐨」というព࿡だとやっと分かりました。  
� ḟに言ⴥの㉳※ですが，どこから来たかという問題ですね。やはり዆⨾・Ἀ⦖の言ⴥは

日本語と඗ᘵの関ಀにあります。どうぢても文法も༢語も㠀ᖖにఝていて，㉳※がྠじで

す。それがまた世界のどこの言ⴥと関ಀがあるのかという問題は㠀ᖖに㞴しいですが，朝

㩭語と関ಀがあるのではないかとよく言われます。しかし，それを証明するのは㠀ᖖに㞴

しくて，今までのㄝにはそれほどᙉい᰿ᣐはないです。それにྂ代の日本と朝㩭༙島の間

に஺ὶがあったので，言ⴥの೉⏝もあったでしょう。だから㉳※はもしかして別かもしれ

ません。そのྍ能性の方が高いと思います。  
� またほかの言ⴥをぢても，ぢた目はఝていますが，よくぢると中㌟がかなり㐪っていま

す。ほかの研究者に伺ったところ，日本語と዆⨾・Ἀ⦖の言ⴥの㉳※は，⌧ᅾのところは

まだ୙明だそうです。  
 
（ྖ会）じゃあ，もう時間も㐣ࡂましたので，以上でシンポジウムを⤊わらせていただき

たいと思います。どうもありがとうございました。（ᢿᡭ）  
 
（進行）� いろいろなゅᗘからごᥦ言，ごா受ありがとうございました。  
それでは，᭱後に㛢会のあいさつを，本町の文化協会長がいたします。よろしくお㢪い

します。  
 
（文化協会長）� 皆さん，本日はお⑂れさまでした。予定の時間を 30 分ほど㐣ࡂており
ます。でも，まだまだいろいろと㉁問もされたい方もከく，またこれほど関心の高い，ࣃ

。ストの方，そしてまたྖ会をされた木部先生，本当にありがとうございましたࣜࢿ  
� ᐇは私，教育長の先生が先ほどごあいさつで皆ᵝにご⤂介しました鹿児島地域文化創造

事業，この本をసるのに，喜界町ブロックのブロック長としてཧຍさせていただきました。

この本は，ྛ学校，それからᅗ書㤋等にございます。喜界島のᏊ౪たち，዆⨾のᏊ౪たち

にᑡしでも方言にぶしんでいただこうということで，大ኚ，Ꮚ౪たちがぶしみやすい中㌟

になっております。そしてྛ島ࠎの特ᚩある島唄，それから先ほど⊁ಛ先生がおっしゃっ

てくださいました᭰えḷですね，皆さんがᬑẁḷっているḷを᭰えḷとしてᏊ౪たちにḷ

ってもらって，方言をより近いものとしてᏊ౪たちに方言を使っていってもらおうという

ことで，このような本ができております。本当に⊁ಛ先生，それから木部先生には，その

ときにいっぱいお世ヰになりました。  
� そして，また今回，木部先生をはじめྛ学校の先生方，総ໃ୕十何ྡ，大学の先生方が

来てくださっております。本当にこのように喜界島からᡭጞめに，዆⨾の言ⴥ，消えゆく

言ⴥであります，この言ⴥをṧそうと一生ᠱ࿨してくださっております。どうか地ඖのᡃࠎ
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も一生ᠱ࿨取り⤌んで，Ꮚ౪たちに何とか方言をṧして伝えていくようにດ力したいと思

っております。  
� そしてまた，私ども文化協会，大島㒆の文化協会でもいろいろな取り⤌みをしておりま

す。୚ㄽ町では，方言を使うということを᮲例化しようということで᮲例をไ定しており

ます。文化協会としても，いろいろなᙧで何とかດ力はしておりますが，やっぱりこれは

大ኚ㞴しいことで，地ඖの皆さんがᏊ౪たちにしっかり伝えていかないとならないことだ

と思っております。  
� どうか今後とも喜界町の方言，そしてまた዆⨾の方言を皆さんでしっかりᨭえていただ

きたいと思います。⡆༢ではありますが，㛢会のあいさつとさせていただきます。本日は

お⑂れさまでした。（ᢿᡭ）  
 
（進行）� ありがとうございました。調査団一行の今後のご活㌍とឤㅰのẼ持ちとྠ時に，

喜界町との一ᒙのご指導をお㢪い申し上げたいと思います。そのព࿡を㎸めて，大きなᢿ

ᡭをお㢪いします。（ᢿᡭ）  
� それでは，発表講演会にཧຍされた皆さん，大ኚお⑂れさまでした。お帰りはẼを௜け

てください。以上でᡂᯝ講演会を⤊஢します。お⑂れさまでした。ありがとうございまし

た。 
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リレーエッセー「喜界島の方言を残そう」�

� � � � � 『広報きかい』に ���� 年 �� 月より連載�
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喜
界
島
の
方
言
を
残
そ
う
①

喜
界
島
方
言
調
査
団
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

木
部

　 暢
子 

氏
（
国
立
国
語
研
究
所
）

　 今
年
の
９
月
９
日
か
ら
15
日
ま

で
、
方
言
の
記
録
と
調
査
の
た
め

に
喜
界
島
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
、
国
立
国
語
研
究
所
、

東
京
大
学
、京
都
大
学
、琉
球
大
学
、

千
葉
大
学
、
金
沢
大
学
、
日
本
女

子
大
学
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
オ
ー

ク
ラ
ン
ド
大
学
な
ど
か
ら
集
ま
っ

た
35
名
で
す
。
日
程
の
関
係
で
九

地
区
し
か
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
み
な
さ
ん
に
は
、

本
当
に
親
切
に
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
お
世
話
く
だ
さ
っ
た
教
育

委
員
会
の
方
々
に
も
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　 喜
界
島
方
言
は
、
大
変
、
難
し

い
方
言
で
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な

発
見
も
あ
っ
て
、
楽
し
い
一
週
間
で

し
た
。
何
よ
り
、「
パ
・
ピ
・
プ
」

の
発
音
を
聞
い
た
と
き
に
は
、
感

動
し
ま
し
た
。「
パ
・
ピ
・
プ
」
の

発
音
と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
、

「
花
」を「
パ
ナ
」と
言
っ
た
り
、「
昼
」

を「
ピ
ル
」、「
節
」を「
プ
シ
」と
言
っ

た
り
す
る
こ
と
で
、
喜
界
島
の
北

部
で
盛
ん
で
す
。
一
方
、
喜
界
島

の
南
部
で
は
、
こ
れ
ら
を
「
フ
ァ

ナ
（
花
）」、「
フ
ィ
ル
（
昼
）」、「
フ

シ
（
節
）」
の
よ
う
に
発
音
し
ま
す
。

　 喜
界
島
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て

は
、
こ
の
よ
う
な
発
音
は
当
た
り

前
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
パ
ナ

（
花
）」、「
ピ
ル
（
昼
）」、「
プ
シ
（
節
）」

の
よ
う
な
発
音
は
、
じ
つ
は
、
奈

良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て

の
奈
良
や
京
都
の
こ
と
ば
（
大
和

言
葉
）
の
発
音
な
の
で
す
。
奈
良

や
京
都
で
は
そ
の
後
、「
パ
ナ
（
花
）」

が
「
フ
ァ
ナ
」
に
、「
ピ
ル
（
昼
）」

が
「
フ
ィ
ル
」
に
、「
プ
シ
（
節
）」

が
「
フ
シ
」
に
変
化
し
、
さ
ら
に
、

江
戸
時
代
初
期
（
17
世
紀
）
の
頃
、

「
フ
ァ
ナ（
花
）」が「
ハ
ナ
」に
、「
フ
ィ

ル
（
昼
）」
が
「
ヒ
ル
」
に
変
化
し

て
い
き
ま
す
。

　 こ
の
よ
う
な
こ
と
を
、
私
た
ち

は
大
学
の
授
業
で
習
う
の
で
す
が
、

授
業
で
は
も
ち
ろ
ん
、
昔
の
発
音

を
聞
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
と

こ
ろ
が
、
喜
界
島
方
言
で
は
、
こ

れ
ら
の
発
音
を
実
際
に
聞
く
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。
ま
る
で
、
話

に
聞
い
て
、
そ
の
姿
を
想
像
し
て

い
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
出
会
え
た

よ
う
な
、
そ
ん
な
感
じ
で
し
た
。

　 ま
た
、
喜
界
島
方
言
は
地
区
ご

と
の
方
言
の
差
が
大
き
い
の
で
す

が
、
高
い
山
や
大
き
な
川
が
あ
る

わ
け
で
も
な
い
の
に
、
な
ぜ
、
方

言
差
が
大
き
い
の
か
、
こ
れ
も
不

思
議
で
す
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
か
ら
解
明
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　 喜
界
島
方
言
は
、
た
く
さ
ん

の
魅
力
と
た
く
さ
ん
の
不
思
議
を

持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
喜

界
島
方
言
を
ぜ
ひ
、
子
ど
も
た
ち

に
語
り
継
い
で
、
残
し
て
い
っ
て
い

た
だ
き
た
い
、
そ
う
い
う
思
い
で

帰
り
の
飛
行
機
に
乗
り
ま
し
た
。

　 喜
界
島
と
は
、
こ
れ
か
ら
も
長

い
お
つ
き
あ
い
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

荒木での調査の様子

無
料
法
律
相
談
室
開
催
の
ご
案
内

　 法
律
問
題
や
ト
ラ
ブ
ル
を
抱

え
て
は
い
る
も
の
の
、
こ
ん
な

相
談
恥
ず
か
し
く
て
で
き
な
い

と
か
、
法
律
相
談
す
る
べ
き
か

ど
う
か
で
お
悩
み
の
方
へ
、
弁

護
士
に
よ
る
適
切
な
ア
ド
バ
イ

ス
が
受
け
れ
る
無
料
法
律
相
談

が
左
記
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
の
機
会
に
是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
し

ま
す
。

●主催者　よつば法律事務所（大阪）
●開催日　平成22年11月29日（月）
●内　容　（講演会）９時～10時
　　　　　（法律相談）10時～13時
●場　所　役場コミュニティーホール

【問い合わせ】
　住民課戸籍係　☎65-１１１１（内線 31）

ご存知ですか？
スギラでのグラウンドゴルフには

申し込みが必要です！

～お知らせ～

　最近、空港臨海公園多目的広場（スギラビーチ
横の広場）で、申請をしないでグラウンドゴルフ
などの行事をされている方々がいます。
　少人数での利用は申請の必要はありませんが、
グラウンドゴルフなどの
大人数で広い面積を占用
する場合には、下記まで
申し込みが必要です。
　空港臨海公園は、みん
なの財産です。ルールを
守り、きれいに気持ちよ
く利用しましょう。

【申込先】
喜界ガーデンゴルフ　☎６５-１８５５

新
連
載
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後輩らを教え励ました榊原氏

小野津での調査の様子

喜
界
高
校
創
立
記
念
講
演
会
・
喜
高
塾
開
催

榊
原
英
雄
氏
（
普
通
科
昭
和
30
年
卒
）
が
『
卒
業
後
の
人
生
設
計
に
つ
い
て
』
で
講
演

　 県
立
喜
界
高
等
学
校
（
藤
﨑
健
一

郎
校
長
、
生
徒
数
２
２
５
人
）
は

11
月
５
日
、
創
立
記
念
講
演
会
と
第

３
回
喜
高
塾
を
同
校
体
育
館
な
ど
で

行
っ
た
。

　 講
演
会
の
講
師
は
、
昭
和
30
年
に

同
校
を
卒
業
し
た
池
治
出
身
で
川
崎

市
在
住
の
榊
原
英
雄
氏
。
同
氏
は
、

『
卒
業
後
の
人
生
設
計
に
つ
い
て
』

の
演
題
で
、
全
校
生
徒
に
熱
く
語
り

か
け
た
。

　 榊
原
氏
は
初
め
に
、
生
徒
会
長
と

し
て
原
水
爆
禁
止
運
動
を
し
、署
名
・

募
金
活
動
に
取
り
組
ん
だ
高
校
時
代

を
自
己
紹
介
代
わ
り
に
披
露
し
、「
学

校
で
教
わ
る
こ
と
の
一
部
し
か
人
生

で
は
役
に
立
た
な
い
。
卒
業
し
て
30

才
ま
で
が
頭
脳
を
み
が
く
一
番
の
時

期
。
職
場
や
大
学
で
い
か
に
自
分
の

価
値
を
付
け
て
い
く
か
、
他
人
と
同

じ
よ
う
に
す
る
の
で
は
な
く
、
社
会

に
あ
る
数
え
切
れ
な
い
学
ぶ
機
会
か

ら
、自
分
に
あ
っ
た
も
の
を
修
得
し
、

資
質
を
高
め
る
努
力
を
し
て
欲
し

い
」
な
ど
と
話
し
、
働
く
う
え
で
の

心
構
え
と
し
て
、「
あ
い
さ
つ
が
人

間
関
係
の
基
本
。
上
司
や
先
輩
と
の

間
に
は
厳
し
さ
が
あ
る
が
、
自
分
か

ら
接
し
て
い
く
よ
う
に
す
れ
ば
、
必

ず
円
滑
に
な
る
。
ま
た
、
き
ち
ん
と

背
広
を
着
て
い
て
も
、
必
ず
足
元
は

見
ら
れ
る
。
汚
れ
た
靴
で
は
台
無
し

に
な
る
の
で
、
社
会
人
と
し
て
つ
ま

先
ま
で
の
身
だ
し
な
み
が
大
切
で
あ

る
」
と
話
し
た
。

　 さ
ら
に
、
現
在
の
社
会
情
勢
に
つ

い
て
触
れ
な
が
ら
、「
老
齢
社
会
を

迎
え
る
過
程
で
み
な
さ
ん
の
力
が
必

要
に
な
る
。
高
校
で
基
礎
を
学
ん
で

お
け
ば
、
都
会
に
は
受
け
入
れ
て
く

れ
る
器
が
各
方
面
に
あ
る
。
楽
を
し

て
高
収
入
を
得
る
時
代
が
過
ぎ
て
厳

し
い
時
代
に
な
っ
て
も
、
努
力
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
他
人
に
な
い
付
加
価

値
を
身
に
つ
け
よ
う
」
と
話
し
、「
学

校
が
つ
ら
い
時
も
、『
今
日
は
誰
と

こ
ん
な
話
を
し
よ
う
。
先
生
に
こ
ん

な
質
問
を
し
よ
う
』
と
積
極
的
に
行

動
す
れ
ば
、そ
の
日
は
楽
し
く
な
る
。

人
生
に
お
い
て
も
失
敗
を
恐
れ
ず
、

何
才
ま
で
に
何
を
し
た
い
か
の
計
画

を
立
て
、
自
ら
設
計
図
を
書
こ
う
」

と
語
り
か
け
た
。

　 最
後
に
榊
原
氏
は
、
江
戸
後
期
に

歴
史
家
、
思
想
家
、
漢
詩
人
な
ど
と

し
て
活
躍
し
た
頼
山
陽
の
漢
詩
『
述

懐
』
を
紹
介
し
て
講
演
を
終
え
た
。

＊

　
　 ＊

　
　 ＊

　 講
演
会
後
は
喜
高
塾
が
あ
り
、
５

人
の
先
輩
が
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で

後
輩
達
に
語
り
か
け
た
。

喜
久
秀
人
氏
（
３
年
生
講
師
）

　 『人
生
は
面
白
い
』

英
良
治
氏
（
普
通
科
２
年
講
師
）

　 『「
変
わ
っ
た
な
ぁ

　 善
く
な

　

　 っ
た
な
ぁ
」
を
実
感
し
て
』

栄
和
子
氏
（
商
業
科
２
年
講
師
）

　 『私
の
選
ん
だ
道
』

恵
藤
和
教
（
普
通
科
１
年
講
師
）

　 『故
郷
の
よ
さ
を
バ
ネ
に
21
世

　

　 紀
に
羽
ば
た
け
』

澄
田
直
敏
（
商
業
科
１
年
講
師
）

　 『喜
界
島
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
』

喜
界
島
の
方
言
を
残
そ
う
Ƨ

喜
界
島
方
言
調
査
団
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

新
永

　 悠
人 

氏
（
東
京
大
学
大
学
院
）

　 わ
た
し
は
普
段
、
お
隣
の
奄
美

大
島
の
宇
検
村
（
湯
湾
集
落
）
の

方
言
を
調
査
し
て
お
り
ま
す
。
村

の
小
学
校
に
い
ら
し
た
先
生
が
喜

界
島
出
身
の
方
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
喜
界
島
に
は
い
つ
か
訪
れ
た

い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
今
回
喜

界
島
方
言
調
査
団
に
参
加
す
る
機

会
を
い
た
だ
き
、
思
い
が
け
ず
喜

界
島
に
来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

山
が
ち
で
、
森
深
い
雰
囲
気
の
あ

る
大
島
に
比
べ
、
喜
界
島
は
な
だ

ら
か
で
、
日
差
し
の
明
る
い
感
じ

が
す
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　 今
回
の
喜
界
島
の
調
査
で
は
、

わ
た
し
の
所
属
す
る
「
文
法
班
」

で
は
小
野
津
、
志
戸
桶
、
上
嘉
鉄
、

荒
木
、
中
里
の
５
か
所
を
ま
わ
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
ず
れ

の
地
域
で
も
、
み
な
さ
ん
非
常
に

丁
寧
に
、
熱
心
に
教
え
て
く
だ
さ

り
、
時
に
は
こ
ち
ら
の
書
き
取
る

ス
ピ
ー
ド
が
間
に
合
わ
な
い
こ
と

も
あ
る
ほ
ど
で
し
た
。

　 西
海
岸
に
立
て
ば
、
遠
く
に
そ

の
姿
が
見
ら
れ
る
ほ
ど
の
距
離
に

あ
る
喜
界
島
と
奄
美
大
島
で
す
が
、

様
々
な
点
で
似
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
れ
ば
、
違
う
と
こ
ろ
も
あ
り
、

大
変
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。
調

査
最
終
日
の
成
果
発
表
講
演
会
で

は
、「
猫
」
を
意
味
す
る
喜
界
島
方

言
「
マ
ヤ
ー
」
と
「
グ
ル
ー
」
に

関
し
て
、
突
拍
子
も
な
い
新
説
（
珍

説
）
を
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
講
演
後
す
ぐ
に
、
来
場

者
の
方
に
「
忌
言
葉
（
い
み
こ
と

ば
）」
と
の
関
連
を
指
摘
さ
れ
、
わ

た
く
し
の
説
の
間
違
い
を
正
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
学

ば
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
あ

る
こ
と
を
身
に
し
み
て
実
感
い
た

し
ま
し
た
。

　 滞
在
中
は
多
く
の
方
々
に
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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志戸桶での方言調査の様子

シマの話題
　数え49歳の年祝いを迎える男女を、前年に迎えた男女
が主催して祝福する恒例の「中里集落49祝賀会」が２月
６日、多くの40代以上の参加者を集め、同集落新公民館
において盛大に “挙行 ”された。
　この行事は、昭和４年生が数えを迎えた年に第１回が行
われ、今年で34回目となる。今年めでたく年祝いを迎え
たのは昭和38年生。男女８人が招待された。
　祝賀会は、37年生の野間明敏さんの名（迷）司会によ
り進行。野間昭夫区長のあいさつや37年生から38年生
一人ひとりに花束の贈呈があった。
　恵保彦さんによる乾杯の後、余興の部に入ると野間明敏
さんの司会も“舌”好調。野間靖子さんの祝舞に始まり、「心
を込めて唄います」と界眞子さんの島唄、韓流女性グルー
プ「少女時代」のヒット曲『ジー』に乗せた野間弘也さん
と37年生の女性陣がコラボした即席ユニット「ヒロ♡ヤ
with 熟女時代」のダンス、遠藤浩文さんによるセーラー
服や宇宙戦艦ヤマトの制服など衣装を次々と替えながら数
種類の楽器を演奏するパフォーマンスなど、多くの出し物
で会場を沸かせた。
　最後は、38年生を代表して正木喜久也さんが「このよ
うな楽しい祝
賀会を催して
くださり有り
難うございま
した。次は私
たちが 39 年
生のために頑
張りますので、
また来年も元
気にこの場に
お集まりくだ
さい」と感謝

各年代のキズナをリレー！  中里集落恒例　49祝賀会 !!

喜
界
島
の
方
言
を
残
そ
う
ƨ

喜
界
島
方
言
調
査
団
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

ト
マ
・
ペ
ラ
ー
ル
（
日
本
学
術
振
興
会
・
京
都
大
学
）

　 喜
界
島
方
言
に
は
新
し
い
も
の

も
あ
れ
ば
、
古
い
も
の
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
「
腰
」
が

「
ク
シ
」
と
な
り
、オ
が
ウ
に
変
わ
っ

て
い
る
よ
う
に
、
独
特
の
変
化
が

見
ら
れ
ま
す
。
方
言
は
訛
っ
て
い

る
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
標
準

語
の
方
が
「
訛
っ
て
」
お
り
、
方

言
の
方
が
古
い
も
の
を
残
し
て
い

る
例
も
多
い
の
で
す
。
例
え
ば「
花
」

を
喜
界
島
で
は
「
パ
ナ
」
や
「
フ
ァ

ナ
」
と
言
い
ま
す
が
、
そ
の
発
音

は
古
代
語
の
名
残
り
で
す
。
標
準

語
の
「
ハ
ナ
」
と
い
う
発
音
の
方

が
新
し
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
万

葉
集
な
ど
に
見
ら
れ
る
「
ト
ジ
」

（
妻
）
は
喜
界
島
で
未
だ
に
使
わ
れ

て
い
る
の
に
対
し
、
本
土
で
は
約

千
年
前
に
消
え
た
言
葉
で
す
。

　 言
葉
は
常
に
変
化
し
て
い
く
の

が
自
然
の
流
れ
で
あ
り
、
誰
も
そ

れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

訛
り
や
言
葉
の
乱
れ
を
批
難
す
る

人
は
自
分
の
言
葉
が
ど
れ
だ
け
の

変
化
を
経
て
い
る
の
か
を
考
え
た

こ
と
が
な
い
で
し
ょ
う
。
ど
の
言

語
や
方
言
も
変
化
し
ま
す
が
、
変

化
す
る
部
分
や
変
化
の
方
向
は
異

な
り
ま
す
。
時
間
を
経
て
も
あ
ま

り
変
わ
ら
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
も
方
言
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。

　 日
本
語
の
歴
史
を
遡
る
に
は
、

各
方
言
に
残
さ
れ
た
古
い
も
の
を

集
め
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を

合
わ
せ
た
時
に
初
め
て
元
々
の
姿

が
見
え
て
き
ま
す
。
ど
ん
な
方
言

も
重
要
で
、
そ
の
方
言
の
か
け
ら

が
な
け
れ
ば
日
本
語
史
の
パ
ズ
ル

が
完
成
し
ま
せ
ん
。
喜
界
島
の
方

言
も
例
外
で
は
な
く
、
筆
者
が
専

門
と
す
る
歴
史
言
語
学
に
と
っ
て

と
て
も
重
要
で
あ
り
、
残
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
、

昨
年
九
月
の
調
査
で
改
め
て
確
信

し
ま
し
た
。

会場を大爆笑の渦に叩き込んだ
熟女時代  feat. Hiro ☆ YA

　町教育委員会職員と学校教職員らは、たがいの交流
と親睦を深めようと２月５日、町体育館でバドミントン
大会をした。
　大会は全試合ダブルスで行われ、44歳以下のAパー
ト、45歳以上のBパート、女性限定のCパートの３パー
トに、補欠を含めて125人が参加。各パートで息詰ま
るラリーの応酬や珍プレーが連発する中、参加者らは
和気あいあいと普段のストレスを羽根にぶつけていた。
　Cパートに出場した橋口慶さん（湾小教諭）は「久し
ぶりの運動で思うように動けなかったが、心地よい汗を
流せた」と予選敗退にも満足そうな笑顔をみせた。
試合結果は次のとおり
 A パート
  優　勝 富田・寔（教委）
  準優勝 村岡・古川（一中）
  ３　位 中原・山﨑（湾小）
  　〃 安・松田（教委）
 B パート
  優　勝 松永・高良（上小）
  準優勝 藤原・久保（坂小）
  ３　位 濵・前田（一中）
  　〃 登山・堀（小小）
 C パート
  優　勝 桜井・西岡（教委）
  準優勝 福山・向井（早小）
  ３　位 辻 ･藤﨑 ･板倉（早小）
  　〃 石澤・肥後（喜高）

教職員らがバドミントンで汗
たがいの交流を深める

の言葉と来年の協力依頼を述べ、得田喜代治副区長による
万歳三唱で大団円を迎えた。
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早
春
の
喜
界
路
で
老
若
男
女
３
６
６

人
が
汗
―
俊
寛
ジ
ョ
ギ
ン
グ
―

　
平
安
末
期
、『
源
平
盛
衰
記
』
や
『
平

家
物
語
』
に
よ
れ
ば
、
政
権
中
枢
を
占

め
る
平
家
の
打
倒
を
画
策
し
た
「
鹿
ケ

谷
（
し
し
が
た
に
）
の
陰
謀
」
に
関
わ
っ

た
と
し
て
鬼
界
ヶ
島
に
流
さ
れ
、
生
涯

を
終
え
た
俊
寛
僧
都
。
そ
の
遺
徳
を
し

の
ぶ
俊
寛
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
が
３
月
６

日
、
町
体
育
館
を
発
着
地
点
に
老
若
男

女
３
６
６
人
が
参
加
し
て
あ
っ
た
。

　
早
春
の
陽
気
に
恵
ま
れ
る
中
、
参
加

者
は
２
キ
ロ
、
５
キ
ロ
、
10
キ
ロ
の
３

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
健
脚
を
競
っ
た
。

２
キ
ロ
コ
ー
ス
の
親
子
連
れ
は
手
を
つ

な
ぎ
な
が
ら
、
５
・
10
キ
ロ
コ
ー
ス
の

成
人
や
中
高
生
ら
は
好
タ
イ
ム
を
目
標

 

に
懸
命
に
走
り
、
沿
道
か
ら
は
さ
か
ん

に
声
援
が
送
ら
れ
た
。

　
２
キ
ロ
の
部
、
女
子
１
位
の
小
田
麻

里
奈
さ
ん
（
小
野
津
小
５
年
・
当
時
）

は
「
登
り
坂
が
き
つ
か
っ
た
け
ど
去
年

は
入
賞
で
き
な
か
っ
た
の
で
１
位
は
う

れ
し
い
」
と
話
し
た
。

　
今
大
会
に
は
、
九
電
工
陸
上
競
技
部

の
朝
日
嗣
也
選
手
も
参
加
し
、
子
ど
も

ら
の
手
本
と
な
る
美
し
い
フ
ォ
ー
ム
を

披
露
し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
、

２
キ
ロ
の
部
（
２
７
９
人
）

男
子
　
①
龍
田
優
斗
（
６
分
55
秒
）、

　
　
　
②
中
園
竜
矢
、
③
住
岡
真
至

女
子
　
①
小
田
麻
里
奈
、
②
吉
永
真
唯
、

　
　
　
③
西
岡
愛
梨

５
キ
ロ
の
部
（
53
人
）

男
子
　
①
萩
原
望
夢
（
19
分
19
秒
）、　

　
　
　
②
濵
川
光
太
郎
、
③
槇
大
貴

女
子
　
①
廣
美
奈
代
（
24
分
19
秒
）、　

　
　
　
②
廣
知
子
、
③
川
波
志
乃

10
キ
ロ
の
部
（
34
人
）

男
子
　
①
吉
田
圭
志
（
44
分
25
秒
）、　

　
　
　
②
岩
崎
尽
、
③
岡
本
大
成

女
子
　
①
生
島
小
梅
（
54
分
56
秒
）、　

　
　
　
②
岡
本
夢
実
、
③
西
野
亜
紀

　
　
　 界
島
方
言
調
査
団
と
島
の
人
た
ち

　
　
　 の交
流
会
の
席
で
川
畑
さ
お
り
さ

ん
の
力
強
く
伸
び
や
か
な
歌
声
を
堪
能
し
、

島
唄
の
世
界
に
触
れ
た
。
そ
の
川
畑
さ
お

り
さ
ん
が
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
元

ち
と
せ
も
中
孝
介
も
ロ
ー
カ
ル
を
究
め
、

全
国
的
に
活
躍
す
る
先
輩
で
あ
る
。
川
畑

さ
お
り
さ
ん
の
活
躍
も
期
待
し
た
い
。

　
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
の
文
化
や

言
葉
に
つ
い
て
熱
く
語
り
誇
れ
る
何
か
を

も
っ
て
い
る
人
は
、
都
会
、
外
国
に
行
っ

て
自
信
を
持
っ
て
自
分
を
語
れ
る
強
い
人

で
あ
る
。

　 喜
界
島
に
は
た
く
さ
ん
の
宝
が
あ
る
。

島
唄
も
島
の
文
化
も
島
の
言
葉
も
島
の
宝

だ
。
ど
こ
に
い
っ
て
も
自
信
を
持
っ
て
自

分
を
語
る
若
い
人
を
育
て
る
こ
と
が
今
は

必
要
な
の
で
あ
る
。
島
の
言
葉
や
島
の
文

化
を
教
え
る
の
は
、
狭
い
人
間
を
育
て
る

の
で
は
な
い
。
自
分
は
喜
界
島
の
生
ま
れ

だ
と
自
信
を
持
っ
て
語
れ
る
子
供
た
ち
を

育
て
る
第
一
歩
が
島
の
文
化
と
言
葉
の
教

育
な
の
で
あ
る
。

　
昔
は
、
標
準
語
か
方
言
か
の
二
者
択
一

を
迫
り
、
標
準
語
し
か
話
せ
な
い
教
育
を

強
い
た
。
し
か
し
、
人
間
に
は
た
く
さ
ん

の
言
葉
を
使
い
こ
な
す
能
力
が
あ
る
。
二

つ
の
言
葉
を
話
せ
る
こ
と
を
バ
イ
リ
ン
ガ

ル
と
い
い
、
た
く
さ
ん
の
言
葉
を
話
せ
る

こ
と
を
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
と
い
う
。グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
み
、
日
本
で
も
日
本
語
標
準

語
と
英
語
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
の
取
り

組
み
が
官
民
で
な
さ
れ
て
い
る
。
２
ヶ
国

語
以
上
の
言
語
習
得
を
目
指
し
た
マ
ル
チ

リ
ン
ガ
ル
教
育
を
行
な
う
と
こ
ろ
あ
る
。

国
際
舞
台
で
複
数
の
言
語
を
操
っ
て
活
躍

し
て
い
る
人
は
自
分
の
故
郷
の
文
化
や
母

国
語
を
大
切
に
す
る
。

　
故
郷
を
深
く
愛
す
る
に
は
、
ま
ず
故
郷

の
こ
と
に
つ
い
て
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
一
朝
一
夕
に
言
葉
を
全
部
ま
る
ご
と

覚
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
日
常
生
活
の

簡
単
な
あ
い
さ
つ
や
島
唄
か
ら
始
め
る
の

も
い
い
。
島
の
言
葉
で
語
る
こ
と
わ
ざ
を

教
え
て
も
い
い
。
こ
と
わ
ざ
に
は
祖
先
か

ら
引
き
継
が
れ
て
き
た
知
恵
や
親
子
の
情

愛
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
島
の
自
然
を
表
現

す
る
単
語
、
草
木
や
花
、
虫
や
鳥
を
方
言

で
な
ん
と
い
う
の
か
を
教
え
る
の
で
も
い

い
。
子
ど
も
た
ち
は
、
大
人
の
活
動
や
言

葉
に
注
意
を
む
け
て
耳
を
傾
け
る
よ
う
に

な
る
だ
ろ
う
。
島
の
自
然
や
生
き
物
を
注

意
深
く
観
察
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
だ
ろ

う
。
深
く
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
故
郷
を
大
切

に
思
い
、
誇
り
を
も
っ
て
語
る
よ
う
に
な

る
だ
ろ
う
。
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早春の喜界路を駆け抜けたランナーたち

 

喜
界
島
方
言
調
査
団
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

　
喜
界
島
の
方
言
を
残
そ
う 

… 

④

狩
俣
繁
久
・
當
山
奈
那
（
琉
球
大
学
）

喜

　看護職を目指す鹿児島大学の学生約90名が５月11日から４日間、「喜界町の暮らし」を勉強をするため来島します。
　医療、福祉、保健だけでなく、町民のこれまでの人生経験や集落への思いなど、色々とお話しを聞かせていただきま
す。皆さんのお話しを通じて「集落で語り継いでいきたいこと」や最終的には喜界町をまるごと勉強したいと考えてい
ます。
　学生たちは喜界島に行くのを楽しみにしています。学生が訪問したときはぜひ皆さんの思い、言葉のシャワーを学生
たちに浴びせてください。よろしくお願いします。

　　　鹿児島大学医学部　教授　波多野　浩道　　　

鹿児島大学離島地域看護学実習学生訪問のお願い
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